
回
心
研
究
に
科
学
的
な
方
法
が
導
入
さ
れ
て
か
ら
、
お
 よ
そ
一
世
紀
が
経
つ
。
 

@
 
」
の
間
、
回
心
研
究
で
は
、
 
心
 理
学
・
社
会
学
・
 

類
 学
と
い
っ
た
様
々
な
学
問
分
野
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
 
が
 試
み
ら
れ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
に
多
岐
に
渡
っ
て
 
展
 聞
 さ
れ
て
き
た
回
心
所
 

口
 

 
 

究
の
歴
史
は
、
ま
さ
に
回
心
現
象
の
多
様
性
を
表
し
 
て
い
る
と
舌
口
え
る
。
現
代
の
回
心
研
究
の
第
一
人
者
と
 も
 舌
口
え
る
㍗
 オ
ゅ
ヨ
す
 
。
 

一
 
序
論
 

八
 論
文
要
旨
 V
 
 回
心
研
究
の
最
も
大
き
な
課
題
の
一
つ
は
、
 

回
 心
の
概
念
規
定
に
あ
る
。
そ
れ
は
、
研
究
対
象
や
方
法
論
ま
で
 

も
 左
右
す
る
い
わ
ば
 
回
 

心
 研
究
の
生
命
線
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
ま
ず
概
念
規
定
の
観
 
占
 か
ら
回
心
研
究
を
概
観
し
た
上
で
、
「
宗
教
的
回
心
」
を
「
人
間
 
中
心
か
ら
実
在
中
 

心
へ
の
存
在
構
造
の
転
換
」
と
規
定
す
る
筆
者
の
理
論
的
立
場
を
 
明
示
す
る
こ
と
を
試
み
る
。
こ
の
恢
弘
取
的
枠
組
み
は
、
信
仰
の
 

相
違
を
越
え
た
普
遍
 

的
 視
点
と
、
人
間
の
存
在
構
造
に
着
目
し
た
構
造
的
考
察
、
「
 

実
 在
 」
側
か
ら
の
作
用
を
考
慮
に
入
れ
る
 観
占
 と
に
よ
っ
て
特
徴
 づ
け
ら
れ
る
が
、
 
そ
 

の
 有
効
性
に
つ
い
て
は
、
内
村
鑑
三
、
新
島
襄
、
清
沢
満
之
、
高
 
山
椿
牛
を
取
り
上
げ
た
事
例
研
究
に
お
い
て
具
体
的
に
検
証
す
 る 。
な
お
、
こ
れ
ら
 

の
事
例
研
究
は
、
仮
設
的
枠
組
み
の
検
証
と
い
う
側
面
に
留
ま
ら
 
ず
、
 

。
 

各
々
の
宗
教
的
回
心
の
理
解
と
各
人
の
人
物
理
解
と
が
 相 互
 補
完
的
な
関
係
に
 

あ
る
こ
と
に
も
着
目
し
、
「
実
在
中
心
」
の
在
り
万
を
示
す
人
間
 

、
つ
ま
り
「
宗
教
的
人
間
」
の
理
解
と
い
う
回
心
研
究
の
新
た
な
 可
能
性
を
も
示
唆
 

す
る
。
 

ハ
 キ
ー
ワ
ー
ド
Ⅴ
宗
教
的
回
心
、
宗
教
的
人
間
、
内
村
鑑
三
、
 新
島
襄
、
清
沢
満
之
、
高
山
樗
牛
 

宗
教
的
回
心
と
宗
教
的
人
間
の
理
解
 

内
村
鑑
三
、
新
島
襄
、
清
沢
満
之
、
 

  

向山 

樗 
牛 

  

徳
田
幸
雄
 



-
4
-
 

目
的
が
そ
の
人
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
日
常
的
な
中
心
を
構
 
成
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
 

は
 、
従
来
の
回
心
研
究
を
体
系
的
に
整
理
し
た
上
で
、
 
回
心
を
記
述
的
・
包
括
的
に
捉
え
る
立
場
か
ら
、
「
 回
 心
は
個
人
的
あ
る
い
は
 

一
｜
 
-
 

文
化
的
、
社
会
的
、
宗
教
的
次
元
を
内
包
す
る
複
雑
で
 多
面
的
な
過
程
で
あ
る
」
と
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。
 
こ
の
よ
 
二
ノ
 
な
 由
 ㏄
 
ヨ
す
 。
 

の
 記
述
的
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
回
心
の
多
様
性
と
多
元
性
 を
 明
示
し
た
点
で
、
確
か
に
そ
の
成
果
を
認
め
る
こ
と
 
が
で
き
よ
う
。
し
か
し
 

主
観
が
そ
れ
と
主
張
す
る
も
の
を
回
心
と
見
な
し
、
 帰
 納
 的
な
方
法
に
徹
す
る
立
場
で
は
、
多
様
な
現
象
に
振
 
9
 回
さ
れ
兼
ね
な
い
。
 

実
際
に
 勾
 ㏄
 
日
ヴ
 。
は
、
回
心
の
本
質
の
存
在
を
示
唆
す
 る
も
の
の
、
そ
の
提
示
を
先
送
り
に
し
て
い
る
。
こ
の
 
多
様
性
に
加
え
、
回
心
 

と
い
う
語
が
多
義
的
に
用
い
ら
れ
て
き
た
経
緯
も
あ
り
 、
近
年
の
回
心
研
究
で
は
、
回
心
の
定
義
や
本
質
を
問
 
ぃ
 直
す
動
き
が
出
て
き
 

 
 

ま
ず
宗
教
的
回
心
の
仮
設
的
な
枠
組
み
を
提
示
し
、
 
事
 例
 研
究
に
よ
り
そ
の
 有
 

効
 性
と
可
能
性
と
を
論
ず
る
。
本
稿
の
立
場
を
確
認
す
 
る
 意
味
で
も
、
最
初
に
回
心
の
概
念
規
定
を
め
ぐ
る
 
議
 論
を
簡
単
に
振
り
返
っ
 

て
お
く
。
 

回
心
研
究
史
上
、
 
ミ
 ・
 
ざ
ョ
 e
s
 の
「
回
心
論
」
は
 、
次
 の
 二
点
で
、
そ
の
後
の
回
心
研
究
に
基
本
的
な
視
座
を
 
与
え
て
い
る
。
一
つ
 

-
 
り
 
U
-
 

は
 、
回
心
に
よ
っ
て
「
人
格
が
変
化
す
る
の
で
あ
る
。
 
人
間
が
新
し
く
生
ま
れ
る
の
で
あ
る
」
と
述
べ
る
よ
う
 
に
 、
回
心
を
二
度
目
の
 

誕
生
、
つ
ま
り
全
人
格
的
な
変
化
と
し
て
捉
え
る
鋭
吉
 一
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
下
び
（
（
（
）
 
e
N
&
 

Ⅰ
目
言
 0
 ま
 
-
 
ト
 
の
の
 
0
 ）
 
、
 Q
 Ⅱ
の
 
コ
 の
叶
の
建
一
ト
 

0
m
N
-
 

、
 

松
本
 
-
 
）
の
の
 

已
 
と
い
つ
た
人
格
心
理
学
的
研
究
の
原
点
 と
も
言
え
る
。
回
心
が
人
格
変
化
か
否
か
、
あ
る
い
は
 
回
心
の
宗
教
性
や
聖
性
 

に
 関
し
て
は
、
 
議
ぬ
 珊
の
分
か
れ
る
と
こ
ろ
だ
が
、
 

い
 ず
 れ
に
し
て
も
変
化
の
「
全
体
性
」
を
回
心
の
本
質
と
し
 
て
 認
め
る
占
で
は
一
致
 

し
て
い
る
。
 
ざ
ヨ
 窃
の
回
心
論
の
持
っ
も
う
一
つ
の
 
視
  
 

人
が
 
「
回
心
し
た
 ヒ
と
 言
う
の
は
、
そ
れ
ま
で
は
意
識
 0
 周
辺
に
あ
っ
た
宗
教
的
観
念
が
、
今
や
中
心
的
位
置
 
を
 占
め
、
宗
教
的
 

  



宗教的回心と 宗教的人間の 理解 

果 「 ョ 案 

@       

  
と 

    
三 心 は   コ ． を 、 

の を 
世 主   
と た 根 
は の 

コつ 
ノく 毛   
々 鋒 フ 圭 一 

語 振 ゆ 

ギ爵 に し お 

のすの 活の - よた巳 っ 。 の 

中 芙士 て 回 音 
で は 、 心 廷 
構   因 を 宇 

  

-
 
Ⅰ
 
1
-
 

ま
た
、
目
銭
 
由
の
 @
r
@
c
 

す
は
、
従
来
の
回
心
研
究
に
前
提
 さ
れ
て
い
る
機
械
論
的
因
果
モ
デ
ル
の
誤
り
を
定
量
的
 
な
 デ
ー
タ
を
用
い
て
 

  
る 

ら
 Z
o
n
 
拝
 や
づ
さ
ま
 部
 き
の
研
究
は
、
意
識
で
あ
れ
、
 
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
で
あ
れ
、
共
に
断
絶
的
な
転
換
 
と
し
て
回
心
を
捉
え
て
 

へ
の
移
行
」
と
し
た
。
共
に
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
 変
 化
で
は
あ
る
が
、
前
者
は
断
絶
的
な
、
後
考
は
連
続
的
 
な
 変
化
で
あ
る
。
こ
れ
 

は
 禁
止
さ
れ
て
い
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
へ
の
移
行
」
、
 巴
 （
の
Ⅰ
 
雪
 0 コ
を
 
「
既
存
の
談
話
の
世
界
で
許
容
さ
れ
 た
 ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
 

し
を
意
味
す
る
「
談
話
の
世
界
」
 ざ
 コ
ミ
簗
の
の
 

o
H
 

住
お
 。
 目
お
 ）
と
い
う
概
念
を
導
入
し
、
 

n
o
 
コ
 く
の
 
助
ざ
コ
 を
「
既
存
の
談
話
の
世
界
で
 

と
 述
べ
る
よ
う
に
、
人
間
の
意
識
の
次
元
か
ら
回
心
を
 
構
造
的
に
考
察
し
た
点
に
あ
る
。
こ
の
意
識
次
元
で
 
の
 考
察
を
踏
ま
え
 

し
ア
 o
n
 
由
は
古
代
の
カ
ル
ト
的
宗
教
か
ら
ユ
ダ
ヤ
教
 
や
 キ
リ
ス
ト
教
を
特
徴
付
け
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
 
ヵ
 ホ
教
受
容
の
在
り
 

一
 
5
 一
 

の
 0
 コ
づ
 
の
「
の
 

@
0
 
コ
と
ミ
ま
 の
の
～
 

0
 コ
 と
に
区
別
し
た
。
前
者
は
 魂
 の
 南
 方
向
付
け
、
つ
ま
り
断
絶
性
を
内
包
す
る
 
意
 識
 変
化
で
あ
る
の
 

-
G
-
 

し
 、
後
者
は
生
活
様
式
の
連
続
性
を
保
持
す
る
宗
教
 
受
 容
を
指
し
て
い
る
。
 

円
 ③
 ま
お
コ
 0
 も
ま
た
、
先
に
引
 用
 し
た
 
ざ
日
 e
s
 の
 

的
 考
察
を
も
と
に
、
「
日
常
的
な
中
心
を
構
成
す
る
」
 仕
 方
 に
見
ら
れ
る
変
化
と
し
て
回
心
を
捉
え
た
。
彼
は
 
そ
の
際
、
王
統
 の
 

下
 

万
を
 

に
村
 

構
造
 

眼
差
 



成
す
る
解
釈
的
枠
組
み
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
り
、
 
そ
 の
 特
徴
は
人
間
の
社
会
的
タ
イ
プ
を
示
す
。
彼
ら
に
 
ょ
 れ
ば
、
回
心
に
お
い
て
 

変
化
を
被
る
の
は
こ
の
「
談
話
の
世
界
」
で
あ
り
、
 
そ
 れ
は
 
甘
ョ
 ⑱
の
「
意
識
」
あ
る
い
は
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
 
の
中
心
」
、
コ
 %
 Ⅰ
 ぽ
ゴ
 の
 

「
究
極
的
根
底
感
覚
」
及
び
「
根
源
的
実
在
感
覚
」
を
 構
成
す
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
彼
ら
は
、
回
心
の
最
 
も
 直
接
的
な
変
化
が
 、
 

「
談
話
の
世
界
」
の
変
化
と
し
て
表
れ
る
と
考
え
た
の
 で
あ
る
。
そ
し
て
彼
ら
は
、
 ざ
ョ
 ⑱
の
「
意
識
」
を
 
「
談
話
の
世
界
」
に
 
置
 

き
 換
え
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
 

回
心
は
…
か
つ
て
は
周
辺
的
で
あ
っ
た
談
話
の
世
界
が
 
第
一
の
権
威
あ
る
位
置
へ
と
上
昇
す
る
こ
と
を
伴
う
。
 

問
題
な
の
は
、
 

-
9
 
一
 

談
話
の
世
界
が
全
く
新
し
い
も
の
か
ど
う
か
で
は
な
く
 
、
そ
れ
が
周
辺
か
ら
中
心
へ
と
移
行
し
て
い
る
か
ど
う
 
か
で
あ
る
。
 

そ
こ
で
彼
ら
は
、
回
心
者
の
詰
り
の
構
造
に
着
目
し
、
 
T
 
）
伝
記
的
再
構
成
、
（
 2
 ）
最
高
の
帰
国
図
式
の
採
用
 、
 （
 
3
 ）
類
似
的
理
由
 付
 

け
の
停
止
、
（
 4
 ）
回
心
者
の
役
割
受
容
、
と
い
う
経
験
 的
な
四
つ
の
指
標
を
提
示
し
た
。
こ
の
よ
う
に
客
観
的
 
な
 指
標
に
よ
り
、
回
心
 

の
 客
観
的
把
握
の
可
能
性
を
追
求
し
た
点
は
評
価
す
べ
 
き
で
あ
ろ
う
。
 

こ
の
四
つ
の
指
標
を
批
判
的
に
検
証
し
、
回
心
者
と
非
 
回
心
者
と
を
区
別
で
き
る
指
標
は
「
伝
記
的
再
構
成
」
 
の
み
で
あ
る
と
 和
女
 

牡
 
柵
 

 
 

付
け
た
の
は
、
の
（
 簿
巨
窃
膝
匡
 p
c
 

拐
で
あ
る
。
の
 

コ
 0
 屯
 漆
紙
沐
プ
 巴
の
村
が
実
践
的
な
意
識
と
し
て
舌
口
語
を
捉
え
 
、
結
局
は
）
 ゅ
ヨ
 の
の
と
 同
 

様
に
意
識
の
変
化
と
し
て
回
心
を
扱
っ
た
の
に
対
し
、
 
田
 の
 % 安
 
鋒
ま
 目
お
は
回
心
を
「
自
己
理
解
」
（
 お
 -
 
h
.
n
o
 

コ
 の
の
 
目
 ）
の
変
化
と
 

捉
え
た
。
そ
し
て
彼
ら
は
の
 コ
 0
 圭
箆
 ま
 き
ゴ
帯
ヰ
と
 は
 逆
に
、
談
話
の
世
界
の
変
化
を
回
心
の
結
果
で
は
な
 
く
 手
段
と
見
な
し
、
 
回
 

心
 を
 @
 
二
ロ
語
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
る
自
己
転
換
の
過
程
と
 

し
た
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
 よ
 彼
ら
が
、
回
心
Ⅱ
 意
 識
 変
化
と
い
う
暗
黙
の
 

図
式
を
疑
問
 祝
 し
た
点
は
、
回
心
研
究
の
新
た
な
展
開
 と
 舌
口
え
よ
う
。
 

以
上
、
回
心
の
本
質
と
い
う
観
点
か
ら
回
心
研
究
の
学
 読
史
を
概
観
し
た
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
議
論
に
よ
 
っ
て
示
さ
れ
た
回
心
 

  



宗教的回心と 宗教的 ノ 

を 心 い 実 

よ に う 際 
り ま居 イ既 むこ 

厳 え 念   

      
つ 
  
て い 

な 

オ 

  
と る 造 己 
し 転 の 」 
て 換 中 と 

  

、 間の理解 

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
確
か
に
そ
れ
は
、
宗
教
的
回
心
 
に
 至
る
必
要
条
件
と
は
言
え
よ
う
。
た
だ
し
、
「
実
在
 」
の
対
極
に
「
自
己
」
 

を
 置
く
 田
 鱒
の
観
点
で
は
、
人
間
の
社
会
性
や
道
徳
 
性
が
 宙
に
浮
い
て
し
ま
 い
 、
宗
教
的
回
心
の
転
換
が
 暖
 昧
 に
な
り
兼
ね
な
い
。
 

の
 
「
全
体
性
」
「
断
絶
性
」
「
根
本
性
」
と
い
う
性
質
を
 

損
 う
こ
と
な
く
、
さ
ら
に
回
心
の
聖
性
や
宗
教
性
を
 
取
り
出
す
こ
と
を
目
論
 

み
、
回
心
を
人
間
の
在
り
方
、
つ
ま
り
人
間
の
「
存
在
 構
造
」
の
転
換
と
し
て
捉
え
る
。
そ
の
意
図
は
、
意
識
 
や
 理
性
と
い
っ
た
人
間
 

の
 能
動
的
作
用
の
分
析
の
み
で
は
捉
え
き
れ
な
い
超
越
 
的
な
次
元
か
ら
の
は
た
ら
き
か
け
を
も
視
野
に
入
れ
、
 
回
心
の
宗
教
性
や
聖
性
 

を
 浮
き
彫
り
に
す
る
点
に
あ
る
。
そ
し
て
、
超
越
的
な
 
は
た
ら
き
か
け
の
主
体
を
「
実
在
」
と
し
、
本
稿
で
は
 宗
教
的
回
心
を
「
人
間
 

中
心
か
ら
実
在
中
心
へ
の
存
在
構
造
の
転
換
」
と
規
定
 
し
 、
こ
の
宗
教
的
回
心
を
経
る
こ
と
に
よ
っ
て
実
在
中
 
心
の
在
り
方
を
示
す
人
 

間
を
「
宗
教
的
人
間
」
と
呼
ぶ
。
こ
の
視
点
は
、
諸
宗
 
教
の
伝
統
に
共
通
の
救
済
構
造
を
、
「
自
己
中
心
」
（
 の
 
ユ
田
・
 

c
 の
 
コ
 宙
の
隼
 
コ
 の
の
 
乙
か
 

ら
 
「
実
在
中
心
」
売
の
簿
 巴
 （
 
せ
 ・
 
お
巨
 「
の
 
ロ
コ
 
の
の
の
）
へ
の
 
人
 間
 存
在
の
転
換
と
し
て
論
ず
る
 
、
ナ
エ
 T
 ォ
に
よ
 る
 宗
 数
 多
元
主
義
を
手
掛
か
 

も
し
て
し
る
 

し
こ
｜
 

耳
 -
c
 

・
 村
は
こ
れ
を
回
、
 ル
 
@
 
 

と
は
 述
 
・
 
@
 。
Ⅰ
 

へ
て
 

な
い
が
、
筆
者
は
こ
の
救
済
構
造
を
宗
教
的
回
心
の
転
 
換
 構
造
と
し
て
用
い
 

り
こ
 

た
 。
こ
こ
で
、
筆
者
が
 
ヱ
 。
 
オ
 の
「
自
己
中
心
」
を
「
 人
間
中
心
」
と
言
い
換
え
た
点
と
、
「
実
在
」
の
意
味
 内
容
に
つ
い
て
補
っ
て
 

お
き
た
い
。
 

先
 の
 由
げ
オ
 に
よ
る
「
自
己
中
心
か
ら
実
在
中
心
へ
」
 と
い
う
表
現
は
、
自
己
犠
牲
や
自
己
否
定
、
自
己
超
越
 
を
佳
点
 に
据
え
て
い
 



内
村
の
キ
リ
ス
ト
教
と
の
運
命
的
な
出
会
い
は
、
札
幌
 

農
学
校
入
学
当
時
に
遡
る
。
在
学
当
時
の
内
村
は
 

、
神
 や
 キ
リ
ス
ト
へ
の
 
信
 

仰
 よ
り
も
、
そ
の
信
仰
に
よ
っ
て
培
わ
れ
る
友
情
を
 
、
 
心
の
拠
り
所
と
し
て
い
た
。
友
情
に
因
ん
で
自
ら
の
 

ク
 リ
ス
チ
ャ
ン
ネ
ー
ム
を
 

「
 ヨ
 ナ
タ
ン
」
と
し
、
信
仰
の
「
兄
弟
」
た
ち
と
の
 

交
 わ
り
を
多
く
記
し
て
い
る
日
記
が
、
そ
の
こ
と
を
裏
付
 

け
て
い
る
。
つ
ま
り
 
内
 

村
に
ヒ
 っ
て
キ
リ
ス
ト
教
と
は
、
愛
と
友
情
を
育
む
 

宗
 教
 で
あ
り
、
友
情
こ
そ
が
信
仰
の
目
的
だ
っ
た
の
で
あ
 

る
 。
こ
の
よ
う
な
内
村
 

の
 在
り
方
を
「
友
情
中
心
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
よ
う
 

。
内
村
が
四
年
次
に
な
る
と
、
外
国
宣
教
師
か
ら
独
立
 

し
た
教
会
、
 い
 わ
ゆ
る
 

独
立
教
会
の
設
立
に
奔
走
し
、
卒
業
後
も
引
き
続
き
 

教
 金
運
営
の
責
任
の
一
端
を
担
っ
た
。
し
か
し
、
教
会
内
 

で
の
意
見
の
対
立
や
 
、
 

恋
愛
関
係
の
も
つ
れ
な
ど
に
よ
り
孤
立
し
 
、
 悩
ん
だ
 末
 に
 札
幌
の
教
会
を
後
に
す
る
。
こ
の
苦
悩
や
挫
折
に
よ
 

り
 、
内
村
は
自
ら
の
性
 

三
内
村
鑑
三
二
小
八
一
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人
々
が
そ
の
存
在
を
要
請
し
、
人
間
の
認
識
で
捉
え
る
 

れ
る
以
前
の
即
自
的
な
存
在
を
指
し
示
す
 

語
 と
し
て
用
 い
て
い
る
。
そ
こ
に
は
 

神
学
的
伝
統
に
沿
っ
た
「
実
在
」
の
存
在
論
的
な
捉
え
 

方
が
窺
え
る
が
、
筆
者
は
そ
れ
が
「
高
み
」
あ
る
い
は
 
「
深
み
」
い
ず
れ
の
 
超
 

越
的
 方
向
か
ら
の
は
た
ら
き
か
け
で
あ
れ
、
そ
れ
が
 

存
 在
 構
造
の
中
心
と
な
り
、
そ
の
結
果
、
人
に
疑
い
得
な
 

い
 実
在
感
を
与
え
る
と
 

い
う
点
に
、
そ
れ
を
「
実
在
」
と
呼
ぶ
べ
き
根
拠
を
求
 

め
る
。
要
す
る
に
、
本
稿
で
は
こ
の
「
実
在
」
を
 

、
人
 間
の
存
在
構
造
と
い
う
 

観
点
か
ら
扱
 う
 の
で
あ
る
。
 

は
下
の
事
例
研
究
に
は
、
「
人
間
中
心
か
ら
実
在
中
心
 

へ
の
存
在
構
造
の
転
換
」
と
い
う
宗
教
的
回
心
の
仮
設
 

的
 枠
組
み
の
有
効
性
 

を
 検
証
す
る
意
図
が
あ
る
が
、
そ
の
一
方
で
各
々
の
 

人
 物
理
解
の
側
面
も
合
わ
せ
持
つ
。
そ
の
意
味
で
本
稿
は
 

、
回
心
研
究
と
人
物
理
 

解
 と
を
相
互
補
完
的
な
関
係
に
位
置
づ
け
、
回
心
研
究
 

の
 新
た
な
可
能
性
を
開
拓
す
る
試
み
と
も
言
え
よ
う
。
 

  



格
 的
な
欠
陥
と
し
て
の
罪
を
自
覚
し
始
め
る
。
こ
の
 

男
 の
 故
に
傷
つ
い
た
心
を
、
内
村
は
親
友
と
の
友
情
や
女
 

性
 信
徒
ら
と
の
交
わ
り
 

に
よ
っ
て
 
、
 慰
め
を
得
よ
う
と
し
た
。
当
時
の
信
仰
を
 

「
感
傷
的
基
督
教
」
と
自
ら
回
顧
す
る
よ
う
に
、
内
村
 

は
 信
徒
間
の
友
愛
を
求
 

め
た
が
、
そ
の
延
長
上
に
 

タ
ケ
 と
の
結
婚
が
あ
っ
た
。
 

内
村
は
そ
の
結
婚
を
「
神
と
人
類
、
双
方
に
貢
献
し
た
 

い
 」
が
 為
 、
と
意
義
付
 

け
た
も
の
の
、
結
婚
生
活
は
約
八
 

ケ
 月
で
破
局
に
至
る
 

。
こ
の
破
婚
が
キ
リ
ス
ト
教
信
条
に
反
す
る
の
は
舌
口
 

う
 ま
で
も
な
い
が
、
内
村
 

に
と
っ
て
は
強
烈
な
罪
の
体
験
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
 

内
村
が
渡
米
し
た
の
は
、
こ
の
直
後
で
あ
る
。
 

渡
米
後
の
内
村
に
と
り
最
大
の
課
題
は
、
破
婚
に
よ
る
 

強
烈
な
 
罪
 意
識
の
克
服
で
あ
っ
た
。
渡
米
を
境
に
友
 

と
 の
 交
流
は
ほ
ぼ
途
絶
 

え
る
形
と
な
り
、
内
村
は
そ
の
課
題
を
読
書
と
慈
善
事
 

業
 と
に
専
心
す
る
こ
と
で
乗
り
越
え
よ
う
と
し
た
。
 

こ
 の
よ
う
に
、
読
書
に
よ
 

る
 理
知
的
解
釈
や
道
徳
的
な
努
力
を
拠
り
所
に
し
た
 

内
 村
の
在
り
方
を
、
「
道
徳
中
心
」
と
呼
ん
で
お
く
。
 

た
 だ
し
、
こ
の
よ
う
な
 

努
 

力
 に
よ
っ
て
は
、
罪
の
意
識
は
消
失
せ
ず
、
絶
え
ず
 

内
 村
を
苦
し
め
た
。
ま
た
当
時
の
内
村
は
信
仰
の
面
で
も
 

エ
ス
Ⅱ
神
と
捉
え
 

る
 正
統
的
信
仰
と
、
イ
エ
ス
の
神
性
を
否
定
す
る
ユ
 

%
 テ
リ
ア
ン
主
義
と
の
間
で
揺
れ
動
い
て
も
い
た
。
当
時
 

の
 内
村
は
、
 
罪
 意
識
と
 

信
仰
的
な
迷
い
と
に
よ
っ
て
極
め
て
不
安
定
な
状
態
に
 

あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
追
い
打
ち
を
か
け
る
よ
う
 

に
 、
内
村
は
直
接
伝
道
 

解
か
間
接
伝
道
か
、
具
体
的
に
は
ア
マ
ス
ト
大
学
か
 

ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ヤ
大
学
か
の
進
路
選
択
の
問
題
に
も
 

直
 面
し
た
。
こ
れ
は
単
な
る
 

二
 

 
 

 
 

 
 

 
 

回
む
 努
力
に
よ
っ
て
も
 

望
 ま
り
得
な
い
自
己
の
存
在
 

に
 不
可
分
な
罪
で
あ
っ
た
。
選
択
の
問
題
に
は
、
ア
マ
 

ス
ト
大
学
入
学
と
い
う
結
論
 

趨
を
出
し
た
内
村
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
は
 

、
 新
た
 に
 自
覚
し
た
根
本
的
な
罪
の
解
決
を
目
指
し
学
問
に
没
 

頭
 す
る
。
こ
の
内
村
の
在
り
 

  



実
に
あ
ら
ず
や
 、
 彼
の
パ
ウ
ロ
、
ル
ー
テ
ル
…
 皆
此
キ
 リ
ス
ト
の
 蹟
罪
を
 真
底
の
信
仰
と
せ
る
は
 疑
ふ
 べ
く
も
 あ
ら
ざ
る
に
あ
ら
 

一
 
Ⅱ
 -
 

ず
や
 。
 

方
は
、
「
学
問
中
心
」
と
舌
口
え
よ
う
。
こ
れ
ま
で
の
 
内
 村
の
在
り
方
を
概
観
す
る
と
、
「
友
情
」
で
あ
れ
、
「
 道
 徳
 」
で
あ
れ
、
「
学
問
」
 

で
あ
れ
、
彼
が
人
間
の
 力
 や
行
為
、
つ
ま
り
「
人
間
的
 な
も
の
」
に
依
拠
し
て
い
る
占
で
、
「
人
間
中
心
」
の
 在
り
方
と
し
て
括
る
こ
 

と
が
で
き
る
。
 

さ
て
、
自
己
の
存
在
に
不
可
分
な
罪
の
克
服
は
、
最
終
 
的
に
は
 蹟
罪
 信
仰
の
獲
得
を
も
っ
て
な
さ
れ
る
。
 蹟
罪
 信
仰
が
初
め
て
示
さ
 

れ
た
と
い
う
、
そ
の
日
の
日
記
を
引
用
す
る
。
 

僕
の
人
生
の
中
で
最
も
重
要
な
日
。
今
日
ほ
ど
キ
リ
ス
 
ト
の
蹟
罪
の
力
 が
僕
に
あ
か
ら
さ
ま
に
示
さ
れ
た
こ
と
 は
な
か
っ
た
。
 神
 

の
子
が
十
字
架
に
か
か
っ
た
と
い
う
事
実
の
中
に
 
、
僕
 の
心
を
あ
れ
ほ
ど
ま
で
に
打
ち
の
め
し
た
す
べ
て
の
 
歎
 難
の
解
決
が
あ
 

る
 。
キ
リ
ス
ト
は
僕
の
す
べ
て
の
負
債
を
肩
代
わ
り
し
 
て
く
れ
、
堕
落
前
の
最
初
の
人
間
の
よ
う
な
純
粋
さ
と
 
罪
 の
な
い
状
態
に
 

 
 

ま
で
引
き
戻
し
て
く
れ
る
。
 

「
 
贈
罪
 」
と
い
う
語
を
内
村
は
こ
の
時
初
め
て
用
い
た
 
の
だ
が
、
こ
の
体
験
の
意
義
は
、
実
存
的
な
次
元
に
ま
 
で
 自
覚
を
深
め
た
自
ら
 

の
 罪
を
人
間
の
 力
 で
は
償
 い
 得
ず
、
そ
の
罪
が
神
な
る
 キ
リ
ス
ト
に
よ
っ
て
 蹟
 わ
れ
る
こ
と
が
啓
示
さ
れ
た
こ
 と
に
あ
る
。
内
村
は
こ
 

れ
を
境
と
し
て
、
キ
リ
ス
ト
の
神
性
を
否
定
す
る
ヱ
 
%
 テ
リ
ア
ン
を
徹
底
的
に
批
判
し
始
め
た
。
も
は
や
キ
リ
 
ス
ト
は
、
ユ
ニ
テ
リ
ア
 

ン
が
 主
張
す
る
よ
う
な
理
想
的
人
間
、
道
徳
的
な
師
で
 
は
な
く
、
正
統
的
信
仰
が
主
張
す
る
 賄
 異
宝
、
三
位
一
 体
の
神
と
な
っ
た
の
で
 

あ
る
。
そ
し
て
キ
リ
ス
ト
の
 賄
弄
 は
 、
 次
の
記
述
が
示
 す
よ
う
に
内
村
の
確
信
と
な
っ
て
ゆ
く
。
 

吾
等
は
 某
男
キ
リ
ス
ト
の
血
に
よ
っ
て
洗
は
れ
た
り
と
 
信
ず
る
時
、
 某
時
 始
め
て
真
に
心
を
崇
高
な
ら
し
め
 得
 る
は
特
段
な
る
 事
 

  



 
 

何
か
け
ら
れ
た
。
ま
た
、
青
年
時
代
に
は
高
い
能
力
 
を
 買
わ
れ
藩
の
様
々
な
仕
事
も
与
え
ら
れ
た
。
た
だ
し
 新
島
自
身
の
回
顧
録
に
よ
る
㈹
 

 
 

%
 
 と
 、
そ
れ
ら
は
束
縛
以
外
何
も
の
で
も
な
く
、
 
そ
 ね
か
ら
の
逃
避
は
青
年
新
島
の
最
大
の
テ
ー
マ
で
あ
っ
 た
 。
新
島
が
夢
中
に
取
り
組
 

と宗 

新
島
は
、
安
中
藩
に
仕
え
る
武
家
の
待
望
の
長
男
と
し
 
て
 誕
生
し
、
幼
少
の
頃
か
ら
跡
取
り
と
し
て
父
や
祖
父
 
か
ら
大
き
な
期
待
を
 

 
 

副
 
旧
 
用
 

ト
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  解
 

な
り
得
る
こ
と
も
示
唆
し
て
い
る
が
、
こ
の
点
に
 関
す
る
議
論
は
別
の
機
会
に
述
べ
た
い
。
 

埋
 

こ
の
記
述
が
示
す
よ
う
に
、
内
村
に
と
り
キ
リ
ス
ト
の
 積
 罪
は
事
実
に
他
な
ら
ず
、
キ
リ
ス
ト
は
 賄
男
 と
い
う
 神
約
力
を
有
し
、
理
想
 

酌
 人
間
と
い
う
次
元
を
超
越
し
た
存
在
と
な
っ
た
。
 
さ
 ら
に
 キ
リ
ス
ト
が
根
本
的
な
罪
の
問
題
を
解
決
す
る
が
 故
に
、
自
己
の
存
在
を
 

支
え
る
絶
対
的
な
も
の
と
な
り
、
自
己
が
拠
っ
て
立
つ
 
中
心
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
キ
リ
ス
ト
は
内
村
に
と
 
り
 
「
実
在
」
に
 他
 な
ら
 

な
い
。
こ
う
し
て
 婿
罪
 信
仰
の
獲
得
は
、
内
村
の
在
り
 方
 な
し
て
人
間
中
心
か
ら
実
在
中
心
へ
と
転
換
さ
せ
る
 
契
機
と
な
っ
た
の
で
あ
 

る
 。
次
の
記
述
は
、
キ
リ
ス
ト
が
思
想
的
に
も
精
神
的
 
に
も
内
村
の
中
心
と
な
っ
た
 、
 「
キ
リ
ス
ト
中
心
」
の
 在
り
方
を
示
し
て
い
る
。
 

 
 

キ
リ
ス
ト
は
聖
書
だ
け
で
な
く
、
他
の
二
つ
の
秘
密
を
 解
く
鍵
で
あ
る
。
 

一
つ
だ
け
僕
に
欲
し
い
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
は
キ
リ
ス
 ト
 で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
が
僕
の
心
に
い
ら
っ
し
や
れ
ば
 
、
も
う
そ
れ
以
上
 

 
 

欲
し
い
も
の
は
何
も
な
く
な
る
。
 

こ
の
よ
う
に
、
 蹟
 男
信
仰
の
獲
得
に
は
、
罪
の
解
決
の
 仕
方
に
お
い
て
人
間
中
心
か
ら
キ
リ
ス
ト
中
心
へ
と
い
 
ぅ
 転
換
が
見
ら
れ
、
 そ
 

れ
は
内
村
の
在
り
方
が
人
間
中
心
か
ら
実
在
中
心
へ
と
 転
換
す
る
中
心
点
と
な
っ
て
い
る
。
 蹟
罪
 信
仰
の
獲
得
 に
 示
さ
れ
る
こ
の
転
換
 

こ
そ
が
、
内
村
の
宗
教
的
回
心
に
他
な
ら
な
い
。
こ
の
 
こ
と
は
ま
た
、
 蹟
 男
信
仰
が
 、
 後
の
再
臨
信
仰
と
共
に
 内
村
理
解
の
中
心
点
に
 



最
終
的
に
、
新
島
は
、
船
主
の
ハ
ー
デ
ィ
ー
夫
妻
に
引
 
き
 取
ら
れ
、
衣
食
住
を
保
証
さ
れ
た
上
に
、
学
校
へ
 

そ
れ
ま
で
の
不
安
が
深
刻
だ
っ
た
だ
け
に
、
こ
の
時
の
 
感
謝
は
計
り
知
れ
ず
、
新
島
は
そ
れ
を
神
の
慈
悲
、
 

っ
た
 。
そ
れ
は
、
不
安
の
た
だ
中
に
あ
る
新
島
に
神
の
 愛
 が
直
接
的
に
臨
ん
だ
体
験
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
 

通
 う
 こ
と
も
許
さ
れ
た
。
 

神
の
摂
理
と
し
て
受
け
取
 

こ
の
体
験
の
意
義
の
大
き
 

ん
だ
漢
学
研
究
に
し
ろ
蘭
学
研
究
に
し
ろ
、
そ
れ
ら
は
 
父
や
藩
主
と
い
っ
た
封
建
的
権
威
に
よ
る
束
縛
か
ら
 
逃
 れ
る
為
の
手
段
で
あ
っ
 

-
 
け
一
 

た
 。
少
な
く
と
も
新
島
が
脱
藩
す
る
ま
で
は
、
封
建
的
 
主
従
関
係
の
否
定
は
、
新
島
の
在
り
方
の
端
的
な
表
現
 
と
 言
っ
て
よ
い
。
さ
て
 

半
は
 強
引
に
脱
藩
 し
 、
函
館
へ
渡
っ
た
新
島
は
、
封
建
 拘
束
縛
か
ら
の
逃
避
と
い
う
消
極
的
な
動
機
よ
り
も
、
 
た
だ
で
は
故
郷
へ
帰
れ
 

な
い
と
い
う
武
士
の
精
神
も
手
伝
っ
て
、
「
国
の
為
」
と
 い
う
積
極
的
な
動
機
が
目
立
っ
て
く
る
。
命
が
け
の
 
脱
 国
は
そ
の
延
長
で
あ
 

り
 、
ボ
ス
ト
ン
 港
 ま
で
の
長
い
航
海
の
間
新
島
を
支
え
 た
の
は
、
憂
国
の
情
と
、
航
海
中
何
度
も
記
し
た
「
 
武
 士
の
思
ひ
土
日
の
出
征
 

 
 

葉
 

に
し
き
 き
 ず
し
て
な
ど
帰
る
へ
き
」
と
い
う
短
歌
 に
 表
さ
れ
る
武
士
の
精
神
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
時
新
島
 
は
 キ
リ
ス
ト
教
の
神
の
 

概
念
に
触
れ
て
は
い
た
が
、
そ
れ
は
知
識
の
一
 
つ
 で
あ
 り
 、
祖
国
繁
栄
の
手
段
に
過
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
に
注
意
 
し
て
お
き
た
 い
 。
 い
 ず
 

れ
に
せ
よ
、
こ
こ
ま
で
の
新
島
の
在
り
方
は
、
「
人
間
中
 心
 」
と
い
う
舌
口
業
 で
 括
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
 

家
や
祖
国
を
捨
て
て
ま
で
渡
米
し
た
新
島
で
あ
っ
た
が
 
、
 彼
が
望
む
よ
う
な
学
問
が
で
き
る
保
証
は
ど
こ
に
も
 
な
く
、
ポ
ス
ト
ン
 港
 

で
ニ
 ケ
月
以
上
も
極
度
の
不
安
の
中
で
過
ご
し
た
。
 そ
 0
 期
間
に
記
し
た
手
記
は
、
そ
の
不
安
の
一
端
を
物
語
 
っ
て
い
る
。
 

私
も
次
の
よ
う
に
考
え
ま
し
た
、
衣
食
の
為
に
私
は
多
 
く
の
労
働
を
せ
ざ
る
を
得
ず
、
学
校
に
払
う
お
金
を
稼
 
ぐ
 ま
で
は
ど
ん
な
 

学
校
に
も
入
れ
な
い
だ
ろ
う
、
と
。
そ
の
よ
う
な
考
え
 
が
 私
の
頭
に
押
し
寄
せ
た
時
、
私
は
満
足
に
働
け
ず
、
 
呑
 も
あ
ま
り
楽
し
 

く
 読
め
ず
、
狂
人
の
よ
う
に
長
い
間
た
だ
ま
わ
り
を
 
見
 回
す
ば
か
り
で
し
た
。
私
は
寝
床
で
毎
晩
神
に
祈
り
ま
 
し
た
、
ど
う
か
 私
 

 
 

を
 惨
め
な
状
況
に
見
捨
て
な
い
で
下
さ
い
。
 ビ
 う
か
、
 
私
を
大
い
な
る
目
的
に
至
ら
し
め
て
下
さ
い
、
と
。
 

  



新
島
は
、
自
身
に
臨
ん
だ
神
の
愛
に
対
し
、
神
へ
の
 

奉
 位
 で
応
え
よ
う
と
し
た
。
そ
の
最
も
直
接
的
な
表
現
が
 

、
祖
国
宣
教
で
あ
る
。
 

新
島
に
と
り
神
は
、
も
は
や
単
な
る
概
念
や
手
段
で
は
 

な
く
、
実
感
、
目
的
と
な
り
、
生
涯
を
か
け
て
奉
仕
す
 

べ
き
主
人
と
な
っ
た
。
 

こ
う
し
て
彼
の
そ
の
後
の
人
生
は
、
祖
国
宣
教
と
い
う
 

神
へ
の
奉
仕
に
貫
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
 

。
こ
の
転
換
、
つ
ま
り
 

解
 

碑
 
「
 
神
 中
心
」
の
在
り
方
へ
の
こ
の
転
換
を
、
新
島
 

の
 宗
教
的
回
心
と
捉
え
て
お
き
た
 

い
 。
な
お
、
新
島
の
 
回
心
に
つ
い
て
、
多
く
の
 

先
 

引
日
 

ほ
 
い
 

臥
待
研
究
は
、
回
心
Ⅱ
受
洗
と
い
う
短
絡
的
な
前
提
 

か
ら
、
新
島
の
回
心
を
受
洗
体
験
と
同
一
視
し
て
い
る
 

が
 、
そ
れ
ら
の
見
解
が
本
稿
 

教
 

牡
の
立
場
と
異
な
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
 

新
 島
の
書
簡
か
ら
は
、
祖
国
宣
教
の
意
志
を
揺
る
ぎ
な
く
 

す
る
為
に
受
洗
を
希
望
し
た
 

 
 

ぬ
 
艇
 
と
読
み
取
れ
る
こ
と
か
ら
、
宗
教
的
回
心
を
確
固
 

さ
て
、
新
島
の
宗
教
的
回
心
を
、
 

神
 中
心
の
在
 

 
 

 
 

  

さ
は
、
神
の
愛
の
偉
大
さ
を
 讃
 え
る
 聖
句
 で
あ
る
 ョ
ハ
 ネ
福
音
書
三
章
一
六
節
を
新
島
が
生
涯
愛
し
続
け
、
 
そ
 れ
が
彼
の
信
仰
の
原
点
 

と
な
っ
た
こ
と
か
ら
も
窺
わ
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
 そ
れ
ま
で
概
念
に
過
ぎ
な
か
っ
た
神
が
 、
 自
ら
が
拠
っ
 て
 立
つ
と
こ
ろ
の
「
 実
 

在
 」
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
次
の
記
述
は
、
「
実
在
」
と
 し
て
の
神
を
中
心
に
据
え
た
新
島
の
在
り
方
を
端
的
 
に
 示
し
て
い
る
。
 

慈
悲
深
い
神
よ
 !
 私
の
救
い
主
、
私
の
避
難
所
、
私
の
 岩
 !
 神
は
私
を
ハ
ー
デ
ィ
ー
 氏
 や
あ
な
た
、
フ
リ
ン
ト
 夫
妻
へ
と
引
き
合
 

わ
せ
て
下
さ
っ
た
よ
う
に
、
素
晴
ら
し
い
手
の
中
へ
 私
 を
 導
い
て
下
さ
い
ま
す
。
自
分
で
は
稼
ぐ
た
め
の
如
何
 
な
る
商
売
も
知
ら
 

な
い
貧
し
く
寄
る
辺
も
な
い
異
教
徒
に
、
ど
ん
な
に
 素
 晴
ら
し
い
神
の
摂
理
が
働
い
た
こ
と
だ
ろ
う
か
と
、
 
一
 人
言
を
言
っ
て
 い
 

ま
す
。
こ
の
考
え
が
私
の
心
に
押
し
寄
せ
て
き
た
時
、
 私
の
感
謝
に
満
ち
た
涙
が
あ
ふ
れ
、
頼
に
流
れ
、
私
の
 
ハ
ン
カ
チ
を
濡
 ち
 

し
ま
し
た
。
私
を
愛
し
私
に
慰
め
を
か
け
て
下
さ
る
 
神
 に
 私
は
誓
い
ま
し
た
、
私
は
自
分
を
捨
て
、
日
々
の
 
十
 字
 架
を
堪
え
忍
び
 

 
 

ま
す
。
そ
の
う
ち
私
は
幾
 万
 も
の
悪
魔
が
住
む
戦
場
へ
 と
 赴
き
、
我
等
の
賄
い
主
キ
リ
ス
ト
の
目
的
の
た
め
に
 
闘
 い
ま
す
。
 



る
と
い
う
感
情
は
微
塵
も
な
く
、
自
ら
す
す
ん
で
神
と
 
キ
リ
ス
ト
と
に
主
従
関
係
を
結
び
、
そ
れ
に
忠
誠
を
尽
   

姿
勢
が
表
れ
て
い
る
。
こ
の
占
は
、
か
つ
て
、
父
や
 
藩
 主
に
よ
る
束
縛
に
抑
え
が
た
い
反
発
を
感
じ
た
こ
と
 
と
は
対
照
的
で
あ
る
 "
 

 
 

「
私
は
自
由
な
人
間
で
す
。
キ
リ
ス
ト
の
う
ち
で
自
由
 な
 人
間
で
す
」
と
新
島
が
記
す
よ
 う
 に
 、
 神
と
キ
リ
ス
 ト
に
 仕
え
る
こ
と
に
 束
 

縛
 ど
こ
ろ
か
、
か
え
っ
て
自
由
を
見
出
し
て
い
た
こ
と
 が
 分
か
る
。
こ
の
よ
う
な
新
島
の
宗
教
的
人
間
の
側
面
 
、
つ
ま
り
 神
 中
心
の
姿
 

勢
 が
最
も
顕
著
に
表
さ
れ
て
い
る
の
は
、
大
学
設
立
と
 
い
う
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
で
あ
ろ
う
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
 神
へ
の
奉
仕
の
最
も
直
 

接
 的
な
表
現
は
祖
国
宣
教
で
あ
っ
た
が
、
後
に
新
島
は
 
そ
れ
を
、
祖
国
に
キ
リ
ス
ト
教
主
義
の
総
合
大
学
を
設
 
立
 す
る
と
い
う
形
で
示
 

し
た
。
そ
こ
に
 は
 、
明
治
政
府
の
依
頼
に
よ
り
同
行
し
 た
 ヨ
ー
ロ
ッ
パ
視
察
旅
行
の
見
聞
体
験
の
影
響
が
考
え
 
ら
れ
る
も
の
の
、
キ
リ
 

ス
ト
教
主
義
の
大
学
設
立
は
が
ち
ん
明
治
政
府
の
指
示
 
に
 従
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
そ
の
事
業
は
、
新
島
 
を
 日
本
伝
道
通
信
員
に
 

任
命
し
た
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
 や
 、
新
島
の
育
て
の
 親
 と
も
言
う
べ
き
ハ
ー
デ
ィ
ー
夫
妻
の
意
図
に
沿
う
も
 
の
で
も
な
か
っ
た
。
 つ
 

ま
り
大
学
設
立
は
、
新
島
の
中
で
独
自
に
練
り
上
げ
ら
 
れ
た
も
の
で
あ
り
、
自
身
が
捧
げ
る
こ
と
の
で
き
る
 
神
 へ
の
目
盛
局
の
奉
仕
に
 
他
 

な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
新
島
が
世
間
か
ら
批
判
を
 
浴
び
、
他
の
宣
教
師
ら
の
理
解
も
得
ら
れ
な
い
孤
独
の
 
中
に
あ
っ
て
も
、
大
学
 

設
立
と
い
う
悲
願
に
徹
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
 
そ
 れ
が
神
の
奉
仕
で
あ
る
と
の
確
信
の
故
で
は
な
か
ろ
う
 
か
 。
高
等
教
育
が
キ
リ
 

ス
ト
教
宣
教
に
直
結
す
る
と
い
う
新
島
特
有
の
前
提
は
 、
楽
観
的
な
感
が
否
め
な
い
が
、
大
学
設
立
に
情
熱
を
 
注
ぎ
続
け
た
姿
勢
は
 、
 

神
へ
の
奉
仕
と
い
う
 神
 中
心
の
在
り
方
の
表
れ
と
言
え
 
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
新
島
に
神
へ
の
奉
仕
と
い
う
 
テ
ー
マ
を
見
出
す
こ
と
 

は
 、
新
島
理
解
の
不
可
欠
な
視
点
と
思
わ
れ
る
。
 

  

る
 。
例
え
ば
、
い
か
な
る
状
況
に
あ
っ
て
も
安
息
日
を
 
厳
格
に
守
ろ
う
と
し
た
日
常
の
生
活
態
度
に
は
、
無
意
 
味
な
儀
式
に
束
縛
さ
れ
 

 
 

 
 



清
沢
百
姓
・
 
徳
沓
 
満
 2
 は
 、
東
京
留
学
を
命
じ
ら
れ
 東
京
大
学
で
哲
学
及
び
宗
教
哲
学
を
学
ぶ
と
い
う
 

ェ
 リ
ー
ト
コ
ー
ス
を
 辿
 

り
 、
二
十
六
歳
に
し
て
京
都
府
立
尋
常
中
学
校
校
長
に
 抜
擢
さ
れ
た
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
将
来
の
大
 
谷
 派
を
担
う
人
物
と
し
 

て
 大
い
に
期
待
さ
れ
た
。
満
 2
 は
 、
と
り
わ
け
学
問
に
 対
し
て
は
相
当
の
自
信
を
有
し
、
そ
れ
は
「
宗
教
哲
学
 
骸
骨
」
の
次
の
記
述
に
 

よ
く
表
れ
て
い
る
。
 

宗
教
は
信
仰
を
要
す
と
雄
も
 、
 決
し
て
道
理
に
違
背
 し
 た
る
信
仰
を
要
す
と
 言
 ふ
に
あ
ら
ず
。
若
し
道
理
と
信
 仰
と
 違
背
す
る
こ
 

 
 

と
あ
ら
ば
、
寧
ろ
信
仰
を
棄
て
て
、
道
理
を
取
る
べ
き
 
な
り
。
 

「
骸
骨
 
L
 の
ね
ら
 ぃ
 が
、
仏
教
の
学
的
基
礎
付
け
、
 換
一
 
目
 す
れ
ば
理
性
に
よ
る
信
仰
の
基
礎
付
け
に
あ
っ
た
 
ブ
 
」
と
を
考
慮
に
入
れ
れ
 

ば
 、
学
問
に
対
す
る
絶
対
的
な
信
頼
、
あ
る
い
は
自
身
 
の
 学
的
能
力
に
対
す
る
自
信
が
当
時
の
満
之
を
支
え
て
 
い
た
と
分
か
る
。
禁
欲
 

生
活
に
も
励
ん
で
い
た
当
時
の
満
之
の
在
り
方
を
 
、
差
 し
 当
た
り
「
自
力
中
心
」
と
呼
ん
で
お
き
た
い
。
 

解
そ
の
満
 2 に
一
つ
の
転
機
を
も
た
ら
し
た
の
が
 肺
結
核
で
あ
っ
た
。
こ
の
病
で
死
に
直
面
し
た
満
 
2
 に
 、
安
心
を
与
え
た
の
が
他
力
 

碑
 
信
仰
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
一
つ
の
宗
教
体
験
で
あ
 

り
 、
そ
れ
に
よ
り
宗
教
や
信
仰
は
、
も
は
や
理
性
で
は
 
な
く
体
験
に
よ
っ
て
捉
え
る
 

利
ロ
Ⅱ
 

唄
 

 
 

信
 」
で
あ
る
。
そ
れ
以
降
、
満
之
は
専
ら
他
力
に
よ
る
 救
済
を
強
調
す
る
よ
う
に
な
 

掠
っ
て
ゆ
く
。
こ
の
「
 獲
信
 」
体
験
に
よ
り
自
力
か
 ら
 他
力
へ
と
思
想
的
重
心
が
移
行
し
て
い
る
点
に
 
、
真
 宗
 的
な
意
味
で
の
「
回
心
」
 

 
 

田
が
旺
 -
m
 
み
 取
れ
る
が
、
し
か
し
そ
れ
に
よ
っ
て
満
 2
 の
 在
り
方
が
転
換
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
こ
と
 
は
 、
満
 2
 が
他
力
信
仰
の
学
 

ぬ
的
 基
礎
付
け
の
試
み
と
も
言
え
る
「
他
力
門
哲
学
 
骸
骨
 試
稿
 」
を
記
し
、
「
 獲
信
 」
後
も
依
然
と
し
て
 学
 的
 能
力
に
信
頼
を
置
い
て
い
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た
こ
と
か
ら
も
窺
わ
れ
る
。
確
か
に
多
く
の
先
行
研
究
 
が
 指
摘
す
る
よ
う
に
、
「
 獲
信
 」
に
よ
る
思
想
的
転
換
 
は
満
 之
の
人
生
に
重
要
 

な
 意
義
を
持
つ
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
 満
 之
の
在
り
方
が
 完
全
に
転
換
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
 

さ
て
清
之
 は
 、
不
治
の
病
に
冒
さ
れ
て
い
た
と
は
い
え
 、
 何
の
役
に
も
立
た
な
い
存
在
に
な
り
、
自
己
の
存
在
 
意
義
が
奪
わ
れ
る
こ
 

と
を
極
度
に
恐
れ
て
い
た
。
小
康
を
取
り
戻
す
と
、
 満
 之
 は
そ
の
苦
悩
を
振
り
払
う
か
の
よ
う
に
、
教
学
振
興
 「
を
目
的
に
掲
げ
た
改
革
 

運
動
を
展
開
さ
せ
た
。
そ
の
運
動
の
目
的
や
意
図
は
と
 
も
か
く
、
そ
の
運
動
を
押
し
進
め
て
ゆ
く
際
の
拠
り
 
所
は
自
身
の
思
想
で
あ
 

り
 、
実
行
力
で
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
は
、
当
時
の
満
 
之
の
在
り
方
は
 、
 や
ほ
 り
 自
力
中
心
と
い
う
言
葉
で
表
 さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
 し
 

か
し
そ
の
運
動
は
行
き
詰
ま
り
を
見
せ
、
「
 教
 界
時
三
 旦
 
発
刊
か
ら
わ
ず
か
約
一
年
半
で
幕
を
閉
じ
る
。
満
 
2
 は
そ
の
運
動
の
責
任
を
 

問
わ
れ
て
僧
籍
か
ら
除
名
さ
れ
た
だ
け
で
は
 
く
 、
自
身
 の
 療
養
と
老
父
の
扶
養
と
を
 
妻
 万
の
清
沢
家
に
依
存
 せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
 

た
 。
ま
さ
に
無
用
の
存
在
と
な
っ
た
清
之
 は
 、
「
 臓
扇
 」
 （
十
二
月
の
扇
）
な
る
号
を
用
い
た
が
、
そ
こ
に
は
 自
 己
 存
在
そ
の
も
の
の
 否
 

定
 、
言
い
換
え
れ
ば
自
力
中
心
と
い
う
 満
 之
の
在
り
方
 が
 根
底
か
ら
揺
り
動
か
さ
れ
た
こ
と
が
端
的
に
示
さ
れ
 
て
い
る
。
 

そ
の
満
 2
 に
 光
を
与
え
た
の
が
 
三
ピ
ク
テ
 タ
ス
語
録
 」
で
あ
っ
た
。
満
 2
 が
特
に
強
く
惹
か
れ
た
の
は
、
 あ
 ら
ゆ
る
事
物
を
 、
如
 

意
 
（
自
己
の
 
力
 の
範
囲
に
あ
る
も
の
）
と
不
如
意
（
 自
 已
め
力
 の
範
囲
に
な
い
も
の
）
と
を
区
別
す
る
思
想
で
 あ
っ
た
。
こ
の
思
想
に
 

よ
っ
て
満
 2
 が
安
心
と
慰
め
と
を
得
た
の
は
、
病
や
 改
 革
運
動
の
挫
折
、
自
身
の
療
養
や
老
父
の
扶
養
と
い
っ
 
た
 経
済
的
自
立
を
め
ぐ
 

る
 苦
悩
が
、
ま
さ
に
如
意
と
不
如
意
と
の
誤
っ
た
区
別
 
か
ら
生
じ
、
運
動
の
成
否
は
も
ち
ろ
ん
、
病
も
最
も
不
 如
意
で
あ
る
と
の
洞
察
 

を
 得
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
に
清
之
 は
 、
不
如
意
の
領
 分
 に
関
し
て
は
、
全
く
他
力
に
委
ね
る
べ
き
と
い
う
 新
 し
い
在
り
方
を
見
出
し
 

た
 。
た
だ
し
、
如
意
の
領
分
に
関
し
て
は
自
力
を
尽
く
 す
べ
き
と
、
自
己
の
能
力
を
肯
定
す
る
余
地
が
残
さ
れ
 
て
い
た
こ
と
に
は
任
意
 

し
て
お
き
た
い
。
当
時
、
満
 2
 が
 禁
欲
生
活
や
義
務
と
 責
任
を
強
調
し
つ
つ
、
除
名
措
置
が
解
か
れ
た
後
に
真
 
宗
 大
学
の
建
設
と
運
営
   



 
 

私
は
一
つ
も
責
任
を
持
た
な
い
。
皆
な
如
来
の
導
き
 
給
 5
 所
で
あ
る
。
・
・
・
（
蓮
如
上
人
は
）
仏
法
は
如
来
の
 

威
 神
力
に
ま
か
せ
 

 
 

教
 

 
 

七
丁
 

て
 、
無
責
任
な
り
と
申
さ
る
る
で
あ
り
ま
せ
 う
 。
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

在
 」
に
他
な
ら
な
い
。
そ
し
て
注
目
す
べ
き
は
、
こ
の
 
無
責
任
主
義
を
裏
付
け
る
か
 

 
 

棚
 

と
い
う
 満
 之
の
言
葉
に
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
。
 な
お
清
之
に
と
っ
て
如
来
と
は
、
単
な
る
概
念
以
上
の
 
「
社
会
と
自
己
と
以
上
の
或
 

 
 

 
 

解
 
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
前
期
精
神
工
 

義
 に
お
い
て
 
実
 荷
主
義
と
い
う
形
で
認
め
ら
れ
て
き
た
道
徳
的
努
力
の
 

積
極
的
・
直
接
的
な
成
果
を
 

 
 

ば
 、
そ
れ
は
 

に
 尽
力
し
た
の
は
そ
の
為
で
あ
る
。
 
つ
 ま
 

分
を
守
り
て
、
我
が
能
を
尽
く
す
」
と
は
 

を
 踏
襲
す
る
形
で
展
開
さ
れ
た
。
そ
こ
で
 

が
 、
処
世
の
実
行
主
義
と
い
う
形
で
示
さ
 

に
 主
眼
が
あ
る
も
の
の
、
自
力
的
要
素
の
 

に
 練
り
上
げ
ら
れ
て
は
 い
 る
が
、
自
力
と
 

る
 。
 

さ
て
、
清
之
 が
 積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
 

に
満
 之
を
支
え
て
い
た
。
し
か
し
清
之
 が
 

在
り
方
に
注
目
す
べ
き
変
化
が
表
れ
る
。
 

し
て
目
新
し
い
思
想
で
は
な
い
が
、
満
 2
 り

 、
「
 臓
扇
 」
時
代
の
満
 2
 は
 、
自
力
と
他
力
と
の
 調
 和
を
目
指
し
た
の
で
あ
る
。
「
天
与
の
 

真
宗
大
学
の
設
立
と
運
営
は
、
前
期
精
神
主
義
の
実
行
 

エ
ピ
ク
テ
 タ
ス
の
思
想
を
満
 2
 が
言
い
換
え
た
も
の
 主

義
に
よ
っ
て
裏
付
け
ら
れ
、
確
か
 

だ
が
、
前
期
精
神
主
義
は
そ
の
思
想
 

億
 
「
我
が
能
を
尽
く
す
」
と
い
う
言
葉
で
示
さ
れ
る
 義
務
や
責
任
と
い
つ
た
自
力
的
要
素
 

れ
て
い
る
。
そ
の
主
張
 は
 、
道
徳
の
立
脚
地
と
し
て
の
 宗
教
や
信
仰
の
必
要
性
を
説
く
 ，
 
」
と
 

積
極
的
な
効
果
が
認
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
点
は
 
、
精
 神
主
義
と
い
う
 よ
 り
洗
練
さ
れ
た
 形
 

他
力
と
の
調
和
が
目
指
さ
れ
て
い
る
点
で
は
「
 
臓
扇
 」
 時
代
の
満
之
の
在
り
方
と
同
様
で
あ
 

本
山
に
再
び
不
信
感
を
抱
き
、
大
学
の
業
務
に
も
嫌
気
 
を
感
ず
る
よ
う
に
な
る
と
、
清
之
 の
 

そ
れ
こ
そ
が
後
期
精
神
主
義
を
特
徴
付
け
る
点
で
あ
る
 
。
他
力
主
義
は
、
「
 獲
信
 」
以
来
 決
 

の
 在
り
方
に
着
目
す
る
と
、
看
過
で
き
な
い
点
を
指
摘
 
で
き
る
。
そ
の
一
つ
は
無
責
任
主
義
 



号
は
 、
自
己
の
否
定
を
甘
受
し
、
た
だ
如
来
に
身
を
委
 ね
、
如
来
に
従
う
の
み
と
い
う
満
 2
0
 
「
如
来
中
心
」
 の
 在
り
方
を
表
し
て
い
 

己
の
無
力
さ
と
無
能
さ
を
認
め
、
た
だ
如
来
に
委
ね
る
 
の
み
と
い
う
覚
悟
が
込
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
 
れ
る
。
「
漬
瓜
」
と
い
う
 

と
 語
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
真
宗
大
学
の
事
業
は
「
 
天
 職
 」
で
あ
っ
て
も
、
如
来
の
導
き
に
従
う
「
聖
職
」
と
 
は
な
り
得
な
か
っ
た
 と
 

も
 舌
口
 
ぇ
よ
う
 。
い
ず
れ
に
せ
 よ
 、
真
宗
大
学
学
監
の
辞
 任
は
 、
前
期
精
神
主
義
の
全
責
任
主
義
か
ら
後
期
精
神
 主
義
の
無
責
任
主
義
 
へ
 

の
 転
換
を
最
も
顕
著
に
示
し
、
「
如
来
中
心
」
と
い
う
 満
 之
の
在
り
方
を
端
的
に
物
語
る
出
来
事
な
の
で
あ
る
。
 
ま
た
、
丁
度
こ
の
頃
、
 

満
 之
は
号
を
「
漬
瓜
」
と
改
め
て
い
る
が
、
そ
の
こ
と
 
ほ
 つ
い
て
 清
 之
は
日
記
に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
 

実
敵
談
話
 中
 、
大
濱
は
風
の
多
き
所
な
り
と
云
々
。
 仇
 っ
て
記
念
の
為
 濱
 風
の
号
を
作
製
 す
 。
…
 臓
 扇
の
号
は
 在
 大
 濱
 時
に
作
製
 

せ
り
と
雄
も
、
当
時
 未
 だ
 大
濱
に
 安
住
す
る
の
 意
 な
か
 り
し
 也
 。
其
の
此
の
意
を
確
立
し
た
る
は
 
、
 実
に
昨
 秋
 帰
郷
の
時
に
あ
 

-
 
石
 -
 

 
 

こ
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
「
 臓
扇
 」
時
代
に
は
裏
方
の
実
家
 で
あ
る
西
方
音
で
療
養
し
て
い
た
と
は
い
え
、
そ
こ
 
を
 安
住
の
地
と
は
考
え
 

て
 れ
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
つ
ま
り
、
当
時
は
ま
 だ
 厄
介
者
で
は
い
た
く
な
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
、
 
そ
 の
 思
い
が
真
宗
大
学
へ
 

積
極
的
に
関
わ
ら
せ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
 大
清
に
安
住
す
る
こ
と
に
意
を
決
し
た
と
い
う
「
昨
秋
 
」
は
、
ま
さ
に
真
宗
 太
 

学
を
辞
し
た
時
期
と
が
重
な
る
こ
と
か
ら
、
「
漬
瓜
」
と
 い
う
号
に
は
、
 大
 濱
を
安
住
の
地
と
し
て
受
け
入
れ
 
た
 、
も
っ
と
言
え
ば
 自
 

-
5
-
 

ま
す
。
 

  
  

私 @  @ こ 

は 満 
白 2 
己 は   
義務 

と 

考 
へ 
て 
す 
る 

， 丁丁 -- 
為 
を 

天 
職 
と   

フヌ 

ふ 
な 
ら 

ま @ 

  
カ 

信仰 

  
導 
c 
よ 

  
る 

メ 千二Ⅰ 一 

為 
を 

聖 
職 
と   

ヱ丈 

ま @ 
  
と 

居 、 
ひ 

  

の
よ
う
に
、
そ
れ
ま
で
自
ら
の
「
天
職
」
と
位
置
付
け
 て
 取
り
組
ん
で
 い
 
た
真
宗
大
学
の
運
営
事
業
を
放
棄
し
 た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
 

6
 

 
 



宗教的回心と 宗教的Ⅰ 

ょ は の 上 
う 、 2  @ こ 

に 樗 う お 

、 て 牛が定義 な闘 し 

し 雑 煮 日 

  本主義 てる 誌 「 太 見 から 

。 陽 る を 
』 と 提 
の き 唱 
編 、 し 
集 日 た 

主木『 幹生人 
と しは』 議場 
て 、 時 

活 そ 代 
動 タ T  @ こ 

し ま 至 
始 で る 
め の ま 

る 樗 で 
と 牛   
同 の 思 
時 花 想   
生 方 な 
張 を 変 
し 最 遷 
た も を 

固頭 家著 経 な 
至 に が 

上 表 ら 

主 し も 

義 た あ 
で 居 、 る 
あ 想 一 

ると貫 が 言性 
" " ぇ を 

被 る キ目 

は 。 摘 
そ 日 で 
れ 本 き 

を 主 る 
訳 義   

の と そ 

  

解
 

 
 

理
想
主
義
を
主
張
し
た
三
局
及
び
東
京
帝
国
大
学
の
 
学
生
時
代
か
ら
、
「
太
陽
」
 

誌
 

 
 

る 

う期り満 。 積方 之 と 舌口 神主からの人 え こと 大 の 私は 本本 私の 

五 義 、 生 が 事 化 体 自 ょ 

  
同 
山 
力は何 に見ら ぅ 絶 臓扇 」 「 を要約 ある。 を此の の如来 即 が 。 、 

傍生 

    
ノ入 

七   
    
九 
O   
    

と 

  

肩 は "  レ、 もし と @ 
る 乙が ざ 生 の う 

い な て 典 之 
。 得 も の の 

在り方 「死生ム 所 ざる 居られ 無能の 

退 方 せ   
c   吉でん 里 あ で私物 てに 
他 そ た 

暴る @, し 。 往た語 くらっ 
「自力 して ならな 最 
い 終 中 ている あり。 ：私は ことも しむる 

と 的 ， L 、   』 払 出 能   
二 正 @ @" 』 - 」 と の 来 カ 
え は の 云 死 ぬ の 
よ 後 在 ふ 生 。 根 



日
本
主
義
と
は
何
ぞ
や
。
国
民
的
特
性
に
本
け
る
自
主
 独
立
の
精
神
に
拠
り
て
、
建
国
当
初
の
抱
負
を
発
揮
せ
 
む
こ
と
を
目
的
と
 

 
 

す
る
所
の
道
徳
的
原
理
、
即
ち
 是
 ぬ
な
り
。
 

樗
牛
 は
こ
の
日
本
主
義
が
、
歴
史
的
考
察
や
比
較
文
化
 的
 考
察
、
哲
学
的
考
察
に
基
づ
く
点
で
、
当
時
の
国
粋
 
保
存
主
義
と
は
一
線
を
 

画
 す
こ
と
を
強
調
し
、
宗
教
に
対
し
て
も
そ
れ
が
非
現
 
美
的
で
非
合
理
的
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
歴
史
的
に
 
培
 わ
れ
た
国
民
性
情
に
反
 

す
る
と
い
う
観
点
か
ら
散
物
 に
 批
判
し
た
。
ま
た
 ェ
リ
 ｜
ト
を
 自
負
す
る
 樗
牛
の
 プ
ラ
イ
ド
の
高
さ
も
考
え
合
 お
 せ
る
と
、
日
本
主
義
 

に
は
、
自
己
の
学
識
や
能
力
に
限
り
な
い
信
頼
を
置
く
 当
時
の
在
り
方
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
て
い
る
 
ト
 ニ
三
ロ
 

え
る
 。
な
お
、
 樗
牛
 が
こ
の
 

日
本
主
義
を
唱
え
た
一
八
九
セ
字
 り
 一
九
 0
0
 年
は
 、
 日
本
が
日
清
戦
争
を
経
て
、
国
家
主
義
を
押
し
進
め
た
 
時
期
に
重
な
る
こ
と
か
 

ら
 、
日
本
主
義
は
時
流
を
意
識
し
た
主
張
で
あ
っ
た
 
と
 も
 舌
口
え
る
。
 

さ
て
 樗
牛
は
 、
当
時
の
立
身
出
世
の
登
竜
門
と
言
 
う
べ
 き
 留
学
生
に
任
命
さ
れ
、
将
来
の
地
位
も
名
誉
も
約
 
束
 さ
れ
た
立
場
に
あ
 

り
 、
未
来
は
ま
さ
に
順
風
満
帆
と
思
え
た
。
し
か
し
 
渡
 航
 直
前
に
喀
血
 し
 、
肺
病
が
発
覚
、
療
養
生
活
を
余
儀
 な
く
さ
れ
た
上
に
 、
つ
 

い
 に
留
学
を
断
念
す
る
に
至
る
。
そ
れ
は
立
身
出
世
と
 
い
う
人
生
の
挫
折
で
あ
り
、
 樗
牛
 に
人
生
と
思
想
の
方
 向
 転
換
を
強
い
る
も
の
 

で
あ
っ
た
。
個
人
主
義
は
、
そ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
 
で
、
 ニ
 イ
チ
ェ
の
超
人
思
想
に
触
発
さ
れ
、
彼
の
中
で
   

て
き
た
思
想
で
あ
る
。
そ
れ
は
国
家
よ
り
も
個
人
を
先
 
立
て
る
個
人
至
上
主
義
で
あ
り
、
理
性
よ
り
も
直
観
に
 
基
づ
く
主
観
的
満
足
玉
 

義
 で
あ
る
。
こ
の
個
人
主
義
は
、
性
欲
な
ど
の
本
能
の
 
要
求
に
 忠
 な
る
こ
と
を
骨
子
と
す
る
美
的
生
活
論
に
 
連
な
り
、
そ
の
根
底
は
 

"
 
ど
こ
ま
で
も
自
己
に
忠
実
で
あ
れ
 "
 と
の
主
張
に
貫
 か
れ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
か
っ
て
の
日
本
主
義
が
 道
 徳
や
理
想
を
振
り
か
ざ
 

し
た
当
時
の
国
家
主
義
へ
の
迎
合
に
過
ぎ
ず
、
個
人
主
 
主
我
は
そ
の
よ
う
に
自
己
を
偽
る
こ
と
へ
の
自
己
批
判
 で
も
あ
っ
た
と
も
言
え
 

る
 。
こ
う
し
て
 樗
牛
は
 、
あ
る
が
ま
ま
の
自
己
こ
そ
が
 
「
事
実
」
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
、
道
徳
や
学
問
を
空
 理
 と
し
て
斥
け
、
当
時
 

  



  
よ 役 さ っ 

うにえ 。 ともり ま 

さ り 与 樗 
ら 日 え 牛 
に 蓮 る に 

樗 は 存 と 

牛 ま 在 っ 
は さ で て 
日 に あ の 
蓮 起 つ 日 
研 越 た 蓮 
究 的 。 と 

に 存 ま は 
一 存 た   

種 で 、 単 
の あ 目 な 
使 っ 蓮 る 
令 た が 理 
感 。 回 想 

さこ え れ権 家に 留 
掴 も 力 ま 

き の や ら ず 現世 こと 、 
か を 煩 
ら 超 悶 

、 越 と 

樗 し 迷 
牛 て い   
日 た 中 
蓮 点 で 
は は 見 
確 、 出 
か 常 し 
に に た 九 で 「 実 樗牛 

在 が あ   
見 向 そ 

む け の 
す た 感 
こ ， 兵 イ ヒ 

と で は 
が あ 生 

でき りム 、 カ ロ ロ 

  

の
 知
識
人
に
対
し
て
も
 執
勘
 な
批
判
を
繰
り
返
し
た
の
 で
あ
る
。
こ
こ
に
筆
者
は
「
エ
ゴ
イ
ス
ト
」
 樗
牛
 の
 証
 生
を
見
る
が
、
た
だ
し
 

こ
の
孤
独
な
エ
ゴ
イ
ス
ト
に
は
、
限
り
な
い
迷
い
と
 煩
 悶
 と
が
あ
っ
た
。
 樗
 牛
は
親
友
の
姉
崎
正
治
に
宛
て
て
 次
の
よ
う
に
記
し
て
い
 

る
 。
 時

に
深
夜
自
ら
省
み
て
、
其
の
云
為
の
常
道
に
外
れ
た
 
る
も
の
あ
る
を
思
ひ
 、
 自
ら
誠
心
の
健
康
を
さ
 
へ
疑
 ふ
こ
と
無
き
に
 非
 

ず
 。
…
何
れ
は
誠
心
の
澄
む
時
や
が
て
来
り
ぬ
べ
し
、
 
今
の
我
に
於
て
如
何
と
も
す
る
こ
と
能
わ
ざ
る
 
也
 。
 
高
山
こ
そ
は
小
事
 

 
 

の
 得
喪
に
よ
り
て
、
か
く
も
迷
ひ
 惑
 へ
る
よ
と
想
は
れ
 む
こ
と
の
口
惜
し
さ
よ
。
 

知
識
や
道
徳
を
否
定
す
る
個
人
主
義
で
は
、
理
性
は
彼
 
の
 拠
り
所
に
は
な
り
得
ず
、
か
と
言
っ
て
、
そ
れ
に
 
代
 わ
る
確
固
た
る
存
在
基
 

盤
 も
な
く
、
当
時
の
樗
 牛
は
 
「
是
の
世
に
処
す
る
 安
立
 の
 地
盤
」
を
求
め
て
 徒
 律
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
 よ
う
な
迷
い
と
煩
悶
の
 

中
に
あ
る
 樗
 牛
の
前
に
、
絶
対
的
な
確
信
の
も
と
で
 如
 何
な
る
迫
害
に
も
動
じ
な
い
こ
の
世
を
超
越
し
た
強
さ
 
を
 持
つ
天
才
と
し
て
 現
 

 
 

れ
た
の
が
日
蓮
で
あ
っ
た
。
 樗
 牛
は
日
蓮
に
つ
い
て
 次
 

若
し
 吾
 等
の
心
に
其
の
理
想
と
尊
び
、
光
明
と
仰
ぎ
 
、
 

等
の
弱
き
命
の
強
の
と
 

る
 、
 此
 
謂
ふ
 
英
雄
の
生
活
に
よ
り
て
、
 

べ
し
。
 

一
 
o
-
3
 

吾
 

の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
 

人
物
修
養
の
大
眼
目
と
信
奉
す
べ
き
大
人
物
な
く
ば
、
 

く
な
る
様
に
感
じ
ら
る
る
。
 

是
 れ
天
に
月
日
な
 

 
 



予
は
如
何
な
る
困
難
も
 、
彼
 れ
の
真
相
を
世
に
知
ら
し
 れ
る
の
功
徳
に
比
較
す
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
を
認
め
た
り
 

是
を
以
て
予
 

は
 自
ら
量
ら
ず
、
予
が
認
め
て
日
蓮
の
真
相
と
す
る
 
所
 の
も
の
を
書
し
て
、
世
に
問
は
む
と
の
決
心
を
固
め
た
 -
2
 

@
O
 

3
 一
 

と
 記
し
た
。
こ
の
よ
う
に
 樗
牛
 が
日
蓮
研
究
を
使
 ム
叩
と
 
し
 、
そ
れ
が
彼
の
人
生
の
抱
負
と
も
な
っ
た
点
に
着
目
 
す
れ
ば
、
そ
の
在
り
方
 

は
 
「
日
蓮
中
心
」
と
舌
口
え
よ
う
。
こ
の
い
わ
ぬ
る
日
蓮
 
主
義
に
、
「
実
在
中
心
」
へ
の
存
在
構
造
の
転
換
、
 
つ
 ま
り
宗
教
的
回
心
を
認
 

め
て
お
き
た
い
。
 

し
か
し
 樗
牛
 に
は
、
彼
が
最
後
ま
で
否
定
で
き
な
か
っ
 た
 
「
自
己
」
と
い
う
 別
 な
中
心
が
存
在
し
て
い
た
。
 つ
 ま
り
 樗
 牛
の
在
り
方
 

は
 、
「
日
蓮
」
を
中
心
と
し
た
調
和
の
と
れ
た
同
心
円
を
 描
い
て
い
た
の
で
は
な
く
、
「
自
己
」
と
い
う
も
う
 一
 つ
の
中
心
に
よ
り
、
 極
 

め
て
不
安
定
で
歪
 む
 在
り
方
を
示
し
た
の
で
あ
る
。
 以
 下
の
記
述
か
ら
窺
え
る
深
刻
な
自
己
矛
盾
は
、
そ
の
こ
 
と
を
裏
付
け
て
い
る
。
 

外
に
は
生
活
の
為
に
戦
 ひ
、
 内
に
は
病
苦
の
為
に
 悶
き
 つ
つ
あ
る
自
分
は
 、
 更
に
病
よ
り
も
 貧
 よ
り
も
、
恐
ら
 く
は
天
下
の
如
何
 

な
る
 物
 よ
り
も
強
い
〒
 己
 れ
の
 心
 」
と
 云
ふ
 大
敵
 と
闘
 は
ね
ば
な
ら
な
い
の
だ
。
・
・
・
自
分
は
自
分
の
存
在
の
根
 

広
 が
或
る
悪
魔
の
 

手
斧
に
よ
り
て
打
た
れ
つ
つ
あ
る
様
に
感
じ
た
。
・
・
・
 

自
 分
は
自
分
の
剣
を
以
て
斬
る
所
の
敵
は
、
自
分
の
胸
に
 
あ
る
こ
と
を
忘
れ
 

た
の
だ
。
自
分
は
惜
 然
 と
し
て
胸
に
手
を
あ
て
た
。
 そ
 し
て
自
ら
の
力
の
痕
よ
り
混
々
と
し
て
流
れ
出
づ
る
 
血
 潮
 に
よ
り
て
自
分
 

の
 喉
を
潤
し
た
時
、
悪
魔
の
声
は
吾
 れ
 自
ら
の
声
の
如
 く
 
三
口
 
は
汝
 な
り
」
と
勝
ち
誇
り
げ
に
自
分
の
耳
に
 轟
 六
 

こ
ぎ
 

-
 

し
か
し
 樗
 牛
は
自
己
と
の
闘
い
に
徹
し
き
れ
ず
、
結
局
 
は
 
「
自
分
は
 イ
 ゴ
イ
ス
ト
 だ
 」
と
開
き
直
っ
て
し
ま
う
 。
も
は
や
 樗
年
 に
と
っ
 

て
は
、
否
定
し
き
れ
な
い
「
自
己
」
こ
そ
が
偽
ら
ざ
る
 
「
事
実
」
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
 樗
牛
 は
こ
の
「
 自
己
」
と
「
日
蓮
」
と
 

を
 重
ね
合
わ
せ
よ
う
と
す
る
。
 

僕
は
日
蓮
に
於
て
其
の
信
念
の
為
に
国
家
を
も
犠
牲
に
 
す
る
偉
大
な
る
 イ
 ゴ
イ
ス
ト
を
観
た
。
…
僕
の
大
い
な
 
る
 安
慰
は
、
化
人
 

  



つ
ま
り
 

樗
牛
は
 
、
ど
こ
ま
で
も
自
己
の
信
念
を
貫
き
通
 

し
 、
現
世
を
超
越
し
た
偉
大
な
る
エ
ゴ
イ
ス
ト
 

と
し
 
て
 日
蓮
を
見
た
の
で
あ
 

る
 。
そ
の
意
味
で
は
我
欲
に
囚
わ
れ
た
者
も
、
偉
大
な
 

宗
教
家
も
エ
ゴ
イ
ス
ト
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
 

よ
、
 
樗
牛
 
が
追
求
す
る
の
は
 

専
ら
そ
の
「
特
質
」
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
関
し
て
別
の
 

箇
所
で
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
 

言
 れ
は
 
唯
 客
観
的
に
見
た
る
信
仰
、
も
し
く
は
教
理
の
 

実
質
を
外
に
し
て
、
形
式
上
よ
り
日
蓮
の
人
格
に
就
い
 

て
 其
の
崇
高
偉
大
 

-
 
巧
 
-
 

を
 讃
歎
せ
る
に
候
ひ
き
。
 

 
 

目
 指
摘
で
き
よ
う
。
そ
の
特
異
性
、
つ
ま
り
自
己
と
 

要
す
る
に
 

樗
牛
は
 
、
日
蓮
の
信
仰
や
教
理
の
「
実
質
」
 

樗
 牛
の
試
み
が
行
き
詰
ま
り
を
見
せ
た
の
は
舌
口
 

ぅ
 ま
で
 

取
り
、
日
蓮
に
と
っ
て
の
「
法
華
経
」
を
 

、
 様
々
な
 
欲
 

と
い
う
日
蓮
の
在
り
 

 
 

は
 異
な
る
、
日
蓮
と
い
う
中
心
を
見
出
し
た
点
に
 

樗
牛
 

方
を
追
求
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
日
蓮
の
在
 

を
 問
わ
ず
に
、
専
ら
日
蓮
の
「
形
式
」
舌
ロ
 

ぃ
 換
え
れ
ば
 

も
な
い
。
 

望
を
備
え
た
「
自
己
」
に
す
り
替
え
て
、
「
形
式
」
の
 

 
 

の
 宗
教
的
回
心
を
認
め
る
こ
 

み
を
真
似
よ
う
と
し
た
 

り
 方
に
利
己
性
を
読
み
 

「
 
己
 れ
の
信
仰
す
る
 

所
 

%
 
 
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
 

樗
牛
 
が
行
き
着
い
た
「
 

事
実
」
と
「
真
理
」
は
、
性
欲
や
安
眠
と
い
っ
た
本
能
 

を
 有
す
る
「
自
己
」
で
あ
っ
 

  

の
此
の
特
質
に
現
は
れ
た
。
是
の
如
く
に
 安
 立
し
得
ら
 る
べ
く
れ
ば
、
天
下
地
に
何
物
を
要
せ
ざ
る
如
く
感
ぜ
 ら
る
る
の
が
、
 
僕
 

 
 

0
 目
下
の
病
気
で
あ
ら
う
も
知
れ
ぬ
。
 



本
稿
で
は
、
宗
教
的
回
心
を
、
人
間
の
存
在
構
造
と
い
 
う
 観
点
か
ら
、
「
人
間
中
心
か
ら
実
在
中
心
へ
の
存
在
 構
造
の
転
換
」
と
 

是
 し
た
。
「
回
心
研
究
」
の
立
場
に
立
て
ば
、
本
稿
は
 、
 規
定
し
た
枠
組
み
の
有
効
性
を
検
証
す
る
試
み
で
あ
 
っ
た
 。
こ
の
枠
組
み
 

よ
れ
ば
、
内
村
鑑
三
の
宗
教
的
回
心
は
「
キ
リ
ス
ト
 中
 心
 」
へ
の
転
換
、
新
島
襄
の
そ
れ
は
「
 神
 中
心
」
へ
の
 転
換
、
清
沢
満
之
の
 

れ
は
「
如
来
中
心
」
へ
の
転
換
、
高
山
樗
牛
の
そ
れ
は
 
「
日
蓮
中
心
」
へ
の
転
換
と
解
釈
で
き
る
こ
と
を
、
 各
 事
例
研
究
で
明
ら
か
 

し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
存
在
構
造
の
転
換
と
い
う
 視
 占
が
 、
宗
教
の
相
違
を
越
え
た
普
遍
的
な
事
象
と
し
て
 
宗
教
的
回
心
を
扱
う
 

と
を
可
能
に
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
ま
た
、
各
事
例
 
研
究
で
示
さ
れ
る
、
「
実
在
」
側
か
ら
の
は
た
ら
き
か
 
け
に
対
す
る
各
人
の
 

動
 性
に
は
、
人
間
側
の
理
知
的
あ
る
い
は
意
識
的
作
用
 
に
 還
元
で
き
な
い
、
宗
教
的
回
心
の
宗
教
性
及
び
 
聖
 性
の
所
在
を
指
摘
で
 

る
 。
こ
の
よ
う
に
回
心
の
普
遍
性
と
宗
教
性
と
を
開
示
 
し
た
点
は
、
仮
設
的
枠
組
み
の
有
効
性
を
示
す
と
共
に
 
、
 他
の
回
心
研
究
 か
 ら き 受 こ ぼ そ に 規 

六
 
結
論
 

た
 。
「
日
蓮
」
と
「
自
己
」
と
い
う
二
つ
の
中
心
の
間
 で
 自
己
矛
盾
に
陥
っ
た
 樗
牛
は
 、
結
局
は
日
蓮
に
よ
っ
 
て
 開
示
さ
れ
た
境
地
に
 

至
り
得
ず
 、
 

 
 

色
心
共
に
相
応
せ
ず
、
見
思
の
惑
 末
だ
 断
た
ず
、
煩
悩
 襖
 悩
の
情
状
 御
 憐
察
を
給
は
る
べ
 候
 。
 

と
の
記
述
が
示
す
よ
う
に
、
矛
盾
と
迷
い
の
う
ち
に
そ
 
の
 短
い
一
生
を
終
え
た
の
で
あ
る
。
 

多
く
の
先
行
研
究
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
 樗
 牛
の
複
雑
 な
 思
想
変
遷
の
根
底
に
は
、
強
烈
な
自
我
意
識
が
あ
る
 
。
た
だ
し
、
日
蓮
 主
 

義
 に
お
い
て
垣
間
見
せ
た
「
日
蓮
中
心
」
と
い
う
在
り
 方
 を
も
視
野
に
入
れ
る
こ
と
で
、
矛
盾
と
煩
悶
の
人
、
 
高
山
樗
牛
を
理
解
す
る
 

こ
と
が
で
き
よ
う
。
 

  



宗教的回心と 宗教的人間の 理解 
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も は が こ 

あ 近 あ と   
ろ 伐 る の 

う 。 日こ 本 と効 有 
こ に は ， 性 
れ お 言 と 

ら け う 可 
め る ま 能 
諸 宗 で ，性   
点 、 教 も と 人 め 任 を ヮ め が ゆ 能 回 理 
に 的 な を 切 る の 指 l る つ る に 心 緒 

論じ つ、し 人間 理こ理摘クこて 解と由でにとい 評し解の 伝、 釈講 

  



註
 

-
1
 一
 
Ⅱ
の
ま
 
ガ
カ
 ・
 オ
 ㏄
 日
ヴ
 0.
0
 ざ
随
ぬ
 
あ
ぎ
 S
%
 
～
 
ご
呵
さ
 ～
 
碍
ぎ
 ぎ
の
 色
ら
き
 
ド
め
 
@
 
ッ
 ～
ら
ぎ
，
 

ぺ
 の
す
 目
 ユ
キ
（
 ギ
の
あ
 
・
）
の
の
の
・
ワ
ト
の
り
 

-
 
り
乙
 
-
 
の
 コ
 0
 毛
 休
祥
ミ
 リ
い
 
す
 い
 一
の
 
帝
 。
 :
 
い
つ
 
す
 。
の
 0
 ハ
 
Ⅰ
 0
-
0
 

幅
く
 0
 ㎡
 ぅ
 0
 コ
づ
 
の
Ⅰ
 
れ
 0
 コ
 。
 
，
も
 %
 
ま
 ぬ
 ～
 再
 S
 む
き
菜
の
 o
n
 

～
も
～
 

碇
 ￥
 ，
 ）
 0
,
 
こ
 ㌍
 ，
口
つ
 
・
）
 
ミ
 1
 ヲ
の
 
。
 

（
 
3
 一
ト
ン
 二
 -
-
-
 

の
 う
 Ⅰ
 り
 
@
 ）
の
 

m
.
 

Ⅰ
 @
 
ぎ
 ぃ
ぐ
Ⅰ
 
ト
 
ぶ
心
へ
 

-
 
い
 
わ
 （
 
斗
べ
 べ
③
い
 

お
 
。
 窯
 ㏄
 心
迅
 ㏄
 
ふ
へ
 
お
い
や
三
の
旧
 
ぺ
 0
 パ
 オ
 @
 の
 0
 ヨ
の
 Ⅱ
 援
 0
o
 
村
 m
.
 
コ
つ
 0
 呂
 
）
の
の
）
。
 

ロ
 ・
）
の
 

 
 

一
 
4
 一
 
Ⅰ
 
す
日
 ：
 つ
 ・
Ⅰ
の
 

ひ
 

一
 
5
 一
ト
 ・
 
ロ
 ・
 之
 c
n
 
オ
 ・
い
口
 
品
キ
 あ
ぎ
 ま
 -
O
 Ⅹ
 h
o
 
「
 
僅
 C
 田
せ
 ・
㌧
「
の
 

田
 。
）
 
の
 ㏄
㏄
。
 
ロ
 ・
Ⅱ
 

一
 
6
 一
カ
 ち
 プ
 リ
 Ⅱ
良
く
・
 
円
 パ
 リ
 Ⅱ
吊
り
 
コ
 0
,
 

二
戸
戸
 

の
 Ⅱ
 
コ
の
口
 
0
 巨
り
コ
 
主
れ
っ
 
コ
く
 
①
 Ⅱ
 
コ
 0
 コ
 い
の
中
 
目
 コ
ロ
 
ド
コ
リ
 

⑪
 コ
 （
が
 
コ
ゼ
し
 
-
 
用
の
Ⅰ
の
 

コ
づ
ロ
ロ
 

Ⅰ
 
い
コ
 
の
 
卜
 
0
 「
（
～
）
 

り
ロ
 
0
 目
ダ
 
・
 コ
 @
 め
 o
n
 
ぎ
 ～
㌔
ど
も
や
 

0
 ～
 
0
 
ぬ
ピ
 

～
も
 
@
 
ド
ら
 
@
 
。
お
 
き
ひ
ピ
き
 
め
す
も
 

臣
 （
・
 
ロ
ミ
ミ
 

～
 
n
-
 

）
 
お
 q
@
 

献
ひ
 
-
 
）
 
ダ
 ）
の
「
 

つ
 

（
 
7
 ）
 
目
 ・
エ
臼
（
 
デ
デ
，
れ
ゴ
ド
コ
 

幅
の
音
 ア
の
ド
コ
 
一
ト
（
 
窃
 （
 0
 （
の
 
0
 ヨ
の
 ま
 二
ロ
の
 
-
 
く
す
の
 
-
 
宙
 （
 
ゴ
の
 
0
 コ
 の
の
り
 
す
 。
 目
卜
 Ⅰ
。
コ
ゆ
 

一
 
0
 廷
の
り
 
0
 コ
せ
 
。
Ⅱ
 
雀
 0
 昌
 -
@
@
 

仝
 ま
黛
 き
き
さ
ま
で
 

x
Q
 

～
 陳
 

い
 も
 n
q
O
 

～
ら
 

め
ぜ
 
-
 ㏄
 
P
 
）
の
Ⅱ
ゴ
ロ
・
の
Ⅱ
 

肚
 

一
 
8
 一
 
㏄
 コ
 c
 毛
簿
ヲ
由
 曲
り
 
ゴ
 臼
の
村
。
二
円
す
。
の
。
 

コ
づ
 
の
 ヌ
 曲
の
 ド
 の
。
 
臼
日
 ロ
ロ
 
ピ
 で
の
。
 

，
 ㏄
 0
q
 
～
 
ら
 Ⅱ
ロ
恥
 

由
 
う
ぬ
～
 
べ
お
ぬ
 
0
 心
 @
 
。
）
 
Q
 ㏄
㏄
 

一
 
0
J
 
一
の
 コ
 0
 と
ぐ
 
告
げ
ま
り
 
ぃ
ア
麓
目
の
ア
，
 

二
コ
 
コ
プ
 
の
の
 0
 ハ
 
%
0
 
プ
 
つ
 い
ピ
 っ
 %
 ハ
っ
コ
く
 

㏄
Ⅱ
 
四
 0
 コ
 -
,
 
っ
て
 
・
Ⅰ
㍉
 

つ
 １
ト
㍉
 

ト
 

一
皿
 一
 
n
.
 

「
・
の
（
 

ぃ
口
 
-
 
の
の
。
 

漆
下
 ・
「
・
 
目
 p
c
 

の
の
 

-
.
.
n
o
 

コ
セ
 
の
「
の
 

一
 
0
 コ
 o
 「
 n
o
 
ヨ
ヨ
 -
 
円
ヨ
の
コ
ヰ
り
 

一
 %
 
巳
の
 
㏄
の
の
の
の
の
 

ヨ
 の
 づ
田
 
0
 十
片
プ
。
の
 

コ
 0
 旧
 い
コ
巳
ヲ
日
ド
ぃ
ゴ
 

㏄
 -
0
 
オ
 い
 つ
つ
Ⅱ
 
っ
い
い
 
丁
目
 
0
 こ
 
す
 ㏄
 

の
 
口
口
 ピ
 o
h
n
o
 

コ
採
囲
 0
 コ
 ，
さ
ま
ま
 ミ
 さ
「
 き
 ㏄
や
む
 ミ
注
 へ
 り
 ～
 
ま
ミ
 某
日
り
心
ぺ
 

あ
汁
 
り
さ
。
 
ぃ
 0
 。
）
の
㏄
～
 

一
コ
 
ミ
 ・
）
・
田
井
 
-
 ム
お
き
 ～
 
0
 も
 、
 
n
 
～
 
ま
 ～
～
 
き
 %
 
 安
斎
～
き
、
 
エ
ま
 さ
 ど
 い
 
や
 
～
 力
 屯
田
 
廿
 Ⅰ
東
白
，
㍉
 

-
 
Ⅰ
～
 
@
-
@
@
 

Ⅱ
 ぜ
コ
 
-
@
@
 

目
さ
 簿
 ㏄
 
お
ト
 
・
 ン
ミ
ド
い
ヨ
 

-
 
目
ド
コ
 
㌧
（
・
の
の
 

の
こ
 円
し
 。
）
 
C
 ㏄
 c
,
 
つ
で
 ㏄
 ひ
｜
 

切
切
 

@
 
一
進
路
選
択
の
体
験
は
、
内
村
の
回
心
を
考
察
す
る
上
で
 看
 過
 で
き
な
い
 占
と
 筆
者
は
見
る
。
詳
細
な
議
論
は
、
拙
稿
「
 内 村
鑑
三
の
回
心
過
程
と
そ
 

0
 本
質
」
三
内
村
鑑
三
研
究
」
第
三
四
号
、
キ
リ
ス
ト
教
図
書
 
出
 

 
 

総
 ）
 
，
ヱ
 
0
 目
 （
す
の
 

n
p
 

ヨ
の
 a
 
c
 
ゴ
 「
 @
 
の
（
 
田
コ
 ，
三
内
村
鑑
三
生
 
集
 」
 三
 、
岩
波
書
店
、
一
九
八
二
年
一
、
一
一
七
 

｜
 
一
一
八
頁
。
 

れ
一
一
八
八
六
年
六
月
ロ
 
日
 広
井
 勇
 宛
書
簡
三
内
村
鑑
三
会
 集
 」
三
六
、
一
九
八
三
年
Ⅰ
二
三
八
頁
。
 

待
 @
 
 一
八
八
六
年
一
 0
 月
 六
口
 付
 宮
部
金
吾
宛
書
簡
、
「
内
村
 
鑑
三
 全
集
し
三
六
、
二
四
七
頁
。
 

@
 
一
一
八
八
六
年
一
一
月
三
日
付
宮
部
金
吾
宛
書
簡
、
「
内
村
 
鑑
三
 全
集
し
三
六
、
二
五
 
0
 頁
 。
 

て
は
今
後
の
課
題
と
し
、
本
稿
を
締
め
く
く
る
こ
と
と
  
 

  



  
一
リ
 
@
 
 
こ
の
占
に
関
す
る
詳
細
な
議
論
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
 
新
 島
 襄
の
回
心
そ
の
過
程
と
本
質
を
め
ぐ
る
解
釈
学
的
考
察
」
 

三
 %
 
珊
隼
 
凸
め
 
@
 
一
五
口
 

う
、
 

一
九
九
八
年
 -
 を
 参
照
さ
れ
た
い
。
 

@
@
 
 「
新
島
襄
全
集
」
 
五
 、
同
朋
今
出
版
、
一
九
八
四
年
、
七
 O
 頁
 。
 

（
 
円
 @
 
,
 
旧
す
 べ
 Ⅰ
し
の
つ
㏄
 

コ
巨
勾
 「
 
0
 ヨ
 ）
 
宅
い
コ
，
ミ
 
新
島
襄
今
世
 
査
 七
 、
一
九
九
六
年
Ⅰ
 セ
頁
 。
 

-
 
肌
一
一
八
六
六
年
八
月
一
 0
 日
付
ヒ
ド
ン
夫
人
宛
書
簡
 ミ
新
 島
襄
 全
集
」
 六
 、
一
九
八
五
年
一
、
九
頁
。
 

万
 ）
一
八
七
二
年
二
月
八
日
付
ハ
ー
デ
ィ
ー
夫
妻
宛
書
簡
、
「
 
新
島
襄
全
集
目
 六
 、
九
七
頁
。
 

@
 ）
「
宗
教
哲
学
骸
骨
」
 宅
 清
沢
満
之
全
集
」
 二
 、
法
蔵
 館
 、
一
 九
六
七
年
一
、
五
頁
。
 

-
 
㌍
 -
 「
倫
理
以
上
の
安
慰
」
 
宅
 清
沢
満
之
全
集
」
 六
 、
一
九
 さ
 二
年
）
 
、
一
セ
 五
頁
。
 

宛
 ）
「
光
明
主
義
」
「
清
沢
満
之
全
集
」
 
六
 、
三
四
六
頁
。
 

一
お
 
@
 
 
「
天
職
及
び
聖
職
」
「
清
沢
満
之
全
集
」
 

六
 、
一
 セ
 四
頁
。
 

一
 
色
 
6
 
「
 
当
 m
 日
記
」
 毛
 清
沢
満
之
全
集
」
 七
 、
一
九
六
 セ
年
 一
、
 
四
八
一
 ｜
 四
八
二
頁
。
 

茄
 ）
「
我
が
信
念
」
「
清
沢
満
之
全
集
」
 
六
 、
二
三
 0
 ｜
 二
三
一
 頁
 、
二
二
四
頁
。
 

穣
一
「
日
本
主
義
」
 宅
樗
牛
 全
集
」
 四
 、
博
文
館
、
一
九
二
 セ
 年
 -
 
、
三
二
セ
 頁
 。
 

宛
 ）
一
九
 0
 一
年
一
一
月
一
五
日
付
姉
崎
正
治
宛
書
簡
 宅
樗
 牛
 全
集
」
 七
 、
一
九
三
三
年
 -
 
、
七
四
四
頁
。
 

 
 

一
花
）
「
日
蓮
研
究
の
動
機
」
三
信
 
牛
 全
集
」
 五
 、
一
九
三
 0
 年
一
 

元
 @
 
 一九
 0
 二
年
一
月
二
日
付
姉
崎
正
治
宛
書
簡
、
「
 
樗
 半
金
 

-
 
型
「
郷
里
の
弟
を
戒
む
る
 
書
 」
 ヨ
樗
牛
 全
集
」
 六
 、
一
九
コ
 一
 

  

集
 」
 七
 、
 セ
 五
九
頁
。
 

一
年
Ⅰ
四
二
八
頁
。
 

、
四
七
 @
 頁
。
 

 
 

ぱ
繍
 一一
九
 0
 二
年
一
 0
 月
三
ロ
 付
 姉
崎
正
治
宛
書
簡
 、
「
 
樗
牛
 全
集
」
七
、
八
一
三
頁
。
 

  



一
間
頭
設
定
 

 
 
 
  

 

二
世
紀
に
生
き
た
ロ
ー
マ
の
 ユ
 ス
テ
ィ
ノ
 
ス
 
の
名
前
は
 、
古
代
キ
リ
ス
ト
教
の
中
で
弁
証
 家
 、
哲
学
者
、
そ
し
 て
 殉
教
者
と
し
て
 記
 

 
 

 
 

 
 

教
理
史
の
中
で
、
ま
た
殉
教
論
や
哲
学
史
の
文
脈
で
 
取
 り
 扱
っ
て
き
た
。
こ
う
 

八
 論
文
要
旨
Ⅴ
本
論
は
二
世
紀
の
 
ム
ガ
証
家
ユ
 ス
テ
イ
 ソ
ス
 の
 ロ
 ゴ
ス
論
を
 、
 彼
の
「
弁
明
」
に
限
っ
て
、
ア
ロ
ゴ
ス
系
統
の
語
 と
の
比
較
を
も
と
に
 
考
 

察
し
、
そ
れ
が
ロ
ー
マ
の
迫
害
に
対
す
る
弁
明
的
性
格
を
基
礎
に
 し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
コ
 カ明
 」
の
中
で
彼
 は
ア
 ロ
ゴ
ス
を
主
に
 
ロ
｜
 

マ
の
 迫
害
に
つ
い
て
そ
の
理
不
尽
さ
を
表
現
す
る
の
に
使
用
す
る
 

ロ
ゴ
ス
を
理
不
尽
な
迫
害
者
、
迫
害
の
原
因
、
迫
害
 
と
い
う
事
態
に
つ
い
 

て
 類
比
的
に
使
う
。
こ
う
し
た
 迫
 生
口
の
 
ア
 ロ
ゴ
ス
の
玉
帳
に
よ
っ
 
て
 
ま
汁
 明
 」
は
 ア
 ロ
ゴ
ス
の
反
対
と
し
て
の
ロ
ゴ
 

栓
 （
真
理
 に
 生
き
、
結
果
正
し
 

く
 取
り
調
べ
を
行
い
、
正
し
く
裁
判
を
行
 う
 こ
と
を
皇
帝
に
 要
 求
し
 、
 迫
笘
 町
中
止
を
嘆
願
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
同
時
 に 
「
弁
明
」
は
こ
う
 

し
た
「
 一
 
迫
害
の
中
で
も
 
-
 真
理
に
生
き
る
」
と
い
う
ロ
ゴ
ス
性
 を
 キ
リ
ス
ト
教
が
体
現
し
て
い
る
こ
と
を
様
々
に
説
く
。
彼
の
 ソ
 ク
ラ
テ
ス
論
も
迫
 

害
 と
い
う
文
脈
で
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
 

ュ
 ス
テ
ィ
ノ
 ス
 に
と
っ
て
 ソ
ク
ラ
テ
ス
は
哲
学
者
と
い
う
よ
り
も
、
真
理
に
生
き
、
悪
霊
 
の
 乙
 
@
 u
 
と
で
追
出
三
口
さ
れ
 

処
刑
さ
れ
た
人
物
で
あ
る
。
そ
し
て
ロ
ゴ
ス
と
し
て
の
キ
リ
ス
ト
 
こ
そ
、
何
よ
り
も
人
々
が
迫
害
の
中
に
あ
っ
て
も
真
理
に
生
き
 
る
こ
と
を
可
能
に
さ
 

せ
る
「
神
の
力
」
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
迫
害
の
中
に
あ
っ
 
て
な
お
も
真
理
に
生
き
る
と
い
う
こ
と
が
そ
の
ロ
ゴ
ス
論
の
根
 
底
 に
あ
る
。
 

八
 キ
ー
ワ
ー
ド
Ⅴ
ロ
ゴ
ス
、
ア
ロ
ゴ
ス
、
キ
リ
ス
ト
教
 迫
 生
口
、
 
ロ
ゴ
ス
・
キ
リ
ス
ト
五
冊
 

土
井
健
司
 

ロ
ゴ
ス
 と
ア
 ロ
ゴ
ス
 

弁
証
 家
ユ
 ス
テ
ィ
ノ
 ス
 に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
 教
 迫
害
と
ロ
ゴ
ス
論
 



-
5
-
 

究
 で
あ
る
。
特
に
ス
カ
ル
 ザ
 ウ
ネ
の
研
究
は
こ
の
方
向
 を
 推
し
進
め
る
も
の
と
し
て
 任
 目
さ
れ
る
。
 

-
T
 
一
 

一
 
6
h
U
-
 

こ
う
し
た
中
で
わ
れ
わ
れ
は
、
「
弁
明
」
に
限
定
し
て
、
 

そ
こ
に
見
ら
れ
る
ロ
ゴ
ス
論
を
別
の
文
脈
、
即
ち
 
ロ
 １
で
 に
よ
る
迫
害
と
 

い
 う
 文
脈
か
ら
解
釈
す
る
こ
と
を
試
み
て
み
た
い
。
 特
 に
ホ
ル
フ
ェ
ル
ダ
ー
 と
キ
ン
ツ
イ
ソ
ヒ
 の
精
微
な
論
文
 に
よ
っ
て
「
弁
明
ヒ
 
が
 

-
8
 
一
 

請
願
 局
 に
提
出
す
る
正
式
文
書
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
 
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
以
上
、
ロ
ー
マ
に
 
よ
る
迫
害
に
対
す
る
 案
 

-
9
-
 

標
的
 ム
ガ
明
 と
い
う
文
脈
か
ら
「
弁
明
ヒ
 の
 
ロ
ゴ
ス
論
を
 捉
え
る
試
み
も
価
値
は
あ
る
。
拙
論
で
は
こ
う
し
た
 
意
図
の
も
と
「
ア
ロ
ゴ
 

 
 

ス
 」
と
い
う
語
に
江
目
し
、
こ
の
 話
 と
の
比
較
で
コ
井
 明
 」
の
ロ
ゴ
ス
論
を
考
察
し
た
い
。
「
ア
ロ
ゴ
ス
」
を
 取
り
上
げ
る
の
は
、
 

第
 

一
に
「
ア
ロ
ゴ
ス
」
が
ロ
ゴ
ス
の
否
定
形
と
し
て
 @
=
 

ロ
語
 的
に
ロ
ゴ
ス
と
関
わ
り
、
第
二
に
 
ユ
 ス
テ
ィ
ノ
 ス
 が
 迫
害
を
「
ア
ロ
ゴ
ス
」
 

宇
理
 に
反
し
た
」
、
「
理
不
尽
な
 
ヒ
と
 捉
え
る
な
ら
ば
、
 

こ
こ
か
ら
ロ
ゴ
ス
論
の
弁
明
的
性
格
が
明
ら
か
に
な
 
る
と
予
想
さ
れ
る
か
ら
 

で
あ
る
。
 
ア
 
ロ
ゴ
ス
の
用
法
の
背
景
に
ロ
ゴ
ス
論
が
あ
 り
 、
ア
ロ
ゴ
ス
と
の
対
比
に
よ
っ
て
ロ
ゴ
ス
論
の
弁
明
 
的
 性
格
が
浮
き
彫
り
に
 

さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
拙
論
で
は
こ
う
し
た
考
察
に
 よ
っ
て
、
従
来
十
分
に
論
じ
ら
れ
て
こ
な
か
つ
た
「
 
弁
 明
 」
に
お
け
る
ロ
ゴ
ス
 

 
 

連
関
で
ロ
ゴ
ス
論
を
含
め
た
 
ユ
 ス
テ
ィ
ノ
 ス
 の
回
心
想
を
 

理
解
し
よ
う
と
す
る
 
研
 

も
そ
う
し
た
枠
組
み
の
一
つ
で
あ
り
、
ス
ト
ア
派
 、
フ
 ィ
 ロ
ン
、
あ
る
い
は
中
期
プ
ラ
ト
 

一
 
3
-
 

見
解
が
見
ら
れ
る
。
「
ロ
ゴ
ス
・
ス
ペ
ル
マ
テ
ィ
コ
 ス
 」
 ほ
 つ
い
て
「
種
を
蒔
く
ロ
ゴ
ス
」
 

及
び
 ヴ
ァ
ス
 ジ
ン
ク
は
中
期
プ
ラ
ト
ン
主
義
と
の
連
関
 を
 否
定
し
、
福
音
書
の
「
種
ま
き
 ン

 正
義
と
の
連
関
な
ど
研
究
者
間
で
様
々
な
 

と
い
う
能
動
的
性
格
を
見
出
し
た
 ホ
 ル
テ
、
 

の
た
と
え
」
な
ど
と
の
連
関
を
示
唆
し
て
い
 

し
た
中
で
ハ
ル
ナ
ッ
ク
を
は
じ
め
と
す
る
プ
ロ
テ
ス
タ
 
ン
ト
 の
教
理
史
家
は
 ニ
 ス
テ
ィ
ノ
 
ス
 の
こ
と
を
、
そ
の
 ロ
ゴ
ス
論
一
口
 
ゴ
ス
 
・
 

-
2
-
 

キ
リ
ス
ト
ぬ
型
に
よ
っ
て
福
音
の
「
ギ
リ
シ
ャ
化
」
の
 
端
緒
を
切
り
開
い
た
人
物
と
し
て
否
定
的
に
評
価
し
て
 
い
た
。
彼
の
ロ
ゴ
 る
論
 

0
 間
 題
は
 、
そ
の
内
容
を
含
め
て
、
こ
れ
を
ど
の
 よ
う
 な
 文
脈
、
枠
組
み
で
理
解
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
あ
 
る
 。
「
ギ
リ
シ
ャ
化
」
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ま 
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挙 
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三
章
一
節
、
五
章
一
節
、
一
二
章
五
節
、
 五
セ
 章
一
節
 、
ヨ
 
一
 
弁
 」
一
章
一
節
、
二
章
一
五
節
、
三
章
三
節
で
 あ
る
。
 

三
ム
 ガ
 」
二
章
三
節
で
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
対
す
る
 正
 し
い
裁
判
、
十
分
な
取
り
調
べ
を
要
求
す
る
文
脈
で
、
 
皇
帝
に
し
な
い
よ
う
 

望
む
こ
と
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
の
中
に
「
 
理
 に
 反
し
た
衝
動
に
拠
る
」
（
 
雙
 へ
 へ
 や
ひ
も
な
さ
こ
と
が
あ
 
る
 。
そ
こ
で
は
先
入
見
 

や
 
「
理
に
反
し
た
衝
動
」
な
ど
に
拠
ら
ず
に
、
「
正
確
 で
、
調
査
す
る
ロ
ゴ
ス
に
も
と
づ
い
て
判
決
を
下
す
」
 
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
 

る
 。
こ
こ
で
は
一
見
「
理
に
反
し
た
衝
動
」
は
単
な
る
 
一
つ
の
理
由
の
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
。
し
か
し
確
か
 に
 
「
衝
動
」
は
一
つ
の
 

理
由
で
あ
ろ
う
が
、
「
理
に
反
し
た
」
と
い
う
性
格
は
 ナ
 
」
こ
で
舌
口
 
及
 さ
れ
て
い
る
他
の
も
の
に
も
認
め
る
こ
と
 
が
で
き
る
。
即
ち
「
 先
 

人
見
」
⑨
 べ
 0
 ふ
ハ
は
 ）
や
「
悪
評
」
哀
音
 卜
ヨ
鹸
さ
、
 
「
 偶
像
礼
拝
者
た
ち
の
 媚
 」
③
て
も
ち
 
0
1
%
 
檎
黛
碕
へ
ぜ
禽
 
㌣
 （
 ミ
ぎ
で
 へ
て
 
e
 こ
は
す
 

べ
て
内
容
上
 ア
 ロ
ゴ
ス
な
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
全
体
 
と
し
て
 ア
 ロ
ゴ
ス
が
迫
害
の
原
因
と
し
て
捉
え
ら
れ
 
て
い
る
。
更
に
こ
こ
で
 

「
理
に
反
し
た
衝
動
」
に
拠
っ
て
と
は
、
一
般
論
と
し
 て
 で
は
な
く
、
現
実
の
迫
害
を
こ
の
 ょ
う
 に
根
拠
付
け
 て
 舌
口
わ
れ
 

Ⅰ
い
る
。
 

ナ
 

つ
 

ま
り
こ
こ
で
は
「
理
に
反
し
た
衝
動
」
が
実
際
に
起
 
ァ
 」
っ
て
い
る
キ
リ
ス
ト
教
迫
害
の
原
因
と
し
て
舌
口
友
さ
 れ
て
い
る
。
ま
た
「
 衝
 

動
 」
③
 ち
 な
き
が
 ア
 ロ
ゴ
ス
に
よ
っ
て
形
容
さ
れ
て
い
 る
が
、
こ
れ
は
 ュ
 ス
テ
ィ
ノ
 
ス
 の
独
創
で
は
な
く
、
 
ト
 ラ
 カ
テ
リ
ス
が
指
摘
す
 

 
 

る
よ
う
に
従
来
の
用
法
を
踏
襲
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
 
の
 
「
理
に
反
し
た
衝
動
」
と
い
う
表
現
を
迫
害
と
い
う
 歴
史
的
社
会
状
況
に
適
 

崩
 し
て
い
る
占
に
 彼
 独
特
の
用
法
が
認
め
ら
れ
る
。
 

三
ム
 ガ
 」
三
章
一
節
は
二
章
の
議
論
を
受
け
て
、
冒
頭
 
で
 
「
こ
こ
に
述
べ
た
こ
と
が
 ア
 ロ
ゴ
ス
で
無
礼
な
言
葉
 で
あ
る
と
思
わ
れ
な
 

い
よ
う
に
、
わ
れ
わ
れ
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
つ
い
て
 
訴
 え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
十
分
調
査
さ
れ
る
 
よ
う
 に
 求
 め
ま
す
」
と
述
べ
ら
れ
 

る
 。
こ
こ
の
修
辞
的
技
法
は
お
も
し
ろ
い
。
二
章
で
 
ユ
 ス
テ
ィ
ノ
 
ス
 は
裁
判
が
 ア
 ロ
ゴ
ス
な
衝
動
な
ど
に
拠
っ
 て
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
 

か
ら
十
分
な
取
り
調
べ
を
要
求
し
て
い
た
。
こ
こ
で
は
 
こ
の
自
分
の
言
葉
が
 ア
 ロ
ゴ
ス
で
は
な
い
こ
と
を
証
明
 す
る
た
め
に
、
更
に
正
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し
い
取
り
調
べ
を
要
求
す
る
と
い
う
二
重
の
要
求
を
し
 
て
い
る
 0
 ニ
 ス
テ
ィ
ノ
 ス
 が
強
く
「
十
分
な
取
り
調
 
べ
 」
⑧
 粋
志
は
 藍
ま
）
 



あ
り
、
悪
人
は
「
火
に
よ
る
永
遠
の
罰
へ
と
歩
ん
で
い
 
る
 」
と
教
え
て
い
る
。
こ
の
教
え
を
聞
き
、
人
間
の
警
 
察
や
裁
判
官
の
目
は
誤
 

魔
 化
せ
て
も
神
の
目
か
ら
逃
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
 
自
覚
す
る
な
ら
ば
、
悪
人
も
悪
を
慎
み
、
徳
に
励
み
、
 
そ
の
結
果
社
会
か
ら
 悪
 

が
 減
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
の
に
皇
帝
は
キ
リ
 
ス
ト
教
を
迫
害
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
実
は
「
す
べ
て
 
の
人
が
正
直
に
振
る
ま
 

い
、
あ
な
た
方
が
罰
を
与
え
る
者
ど
も
が
も
は
や
い
な
 く
な
る
の
で
は
」
と
恐
れ
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
か
と
 
指
摘
さ
れ
る
。
そ
し
て
 

こ
の
五
節
で
は
こ
の
「
恐
怖
」
が
悪
霊
か
ら
引
き
起
こ
 
さ
れ
て
い
る
と
舌
口
わ
れ
る
。
更
に
最
初
に
「
悪
手
一
正
」
と
 
「
理
に
反
し
た
生
活
を
 

し
て
い
る
者
ど
も
」
と
を
関
連
付
け
る
こ
と
で
、
実
は
 
皇
帝
も
「
理
に
反
し
た
生
活
を
し
て
い
る
者
ど
も
」
の
 
一
人
で
は
な
い
か
と
い
 

ぅ
 こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
実
は
こ
の
示
唆
が
皇
帝
 
に
と
っ
て
衝
撃
的
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
こ
の
 当
 時
の
皇
帝
が
抱
い
て
い
 

た
 
「
哲
人
皇
帝
」
と
い
う
理
想
を
考
慮
す
る
と
明
確
に
 な
る
。
こ
の
辺
り
の
議
論
は
 ホ
 ル
フ
ェ
ル
ダ
ー
の
論
文
 卜
卜
評
 
し
し
 Ⅰ
 一
 
ネ
リ
 

@
 
。
 
-
l
 

Ⅰ
 ,
 こ
仏
 り
節
 

以
外
に
も
「
弁
明
」
の
冒
頭
と
最
後
で
、
ま
た
そ
の
他
 
さ
ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ
で
皇
帝
、
及
び
後
継
者
を
指
し
 
て
 
「
敬
虔
で
愛
知
者
」
 

（
の
 
軋
囹
り
辞
ぢ
 Ⅹ
ゑ
 &
 三
 %
 。
も
 
0
 （
）
と
舌
口
わ
れ
て
い
る
。
 ，
 
」
の
と
き
の
皇
帝
は
ア
ン
ト
ニ
 

ス
ス
 
・
 ピ
ウ
ス
 
で
あ
り
 、
後
継
者
は
後
の
マ
ル
 

ク
ス
・
ア
ウ
 レ
 リ
ウ
ス
帝
で
あ
る
。
こ
の
「
理
に
反
し
 た
 生
活
を
し
て
い
る
者
ど
も
」
に
自
分
た
ち
が
入
っ
て
 
い
る
と
い
う
示
唆
は
彼
 

ら
に
衝
撃
を
与
え
、
彼
ら
を
激
怒
さ
せ
た
こ
と
は
容
易
 
に
 想
像
が
っ
く
。
こ
の
五
節
で
「
理
に
反
し
た
生
活
を
 
し
て
い
る
者
ど
も
」
と
 

は
 
一
般
的
な
仕
方
で
舌
口
わ
れ
て
い
る
が
、
実
際
は
迫
生
口
 
を
 引
き
起
こ
し
て
い
る
為
政
者
を
指
し
、
彼
ら
が
悪
霊
 
に
よ
る
恐
怖
か
ら
キ
リ
 

ス
ト
教
を
迫
害
し
て
い
る
と
言
明
さ
れ
て
い
る
。
 

ま
た
こ
の
節
で
は
「
し
か
し
そ
も
そ
も
敬
虔
と
愛
知
を
 
求
め
る
あ
な
た
方
が
理
に
反
し
た
こ
と
を
な
さ
る
の
は
 
理
解
で
き
ま
せ
ん
」
 

と
 述
べ
ら
れ
て
い
た
。
こ
こ
で
舌
口
わ
れ
る
「
理
に
反
し
 
た
こ
と
」
 
雪
 0
 べ
 き
こ
と
は
「
敬
虔
と
愛
知
を
求
め
 る
あ
な
た
 方
 」
が
 、
い
 

や
し
く
も
敬
虔
と
愛
知
を
求
め
る
限
り
な
す
べ
き
で
な
 
い
こ
と
で
あ
る
。
 

ニ
 ス
テ
イ
 ソ
ス
 に
と
っ
て
そ
れ
は
 旦
 一
体
的
に
キ
リ
ス
ト
教
 
迫
 

  



ロ
も
ト
ひ
 
Ⅱ
 
む
 丈
子
 
ぺ
 
0
 
守
で
八
丈
 

e
 て
態
ふ
へ
 

Ⅱ
 
G
 り
べ
ち
祭
 

Ⅱ
Ⅰ
 

臥
 
な
う
 
丈
 
ぬ
こ
 
と
 述
べ
ら
れ
、
キ
リ
ス
ト
教
迫
害
に
つ
い
て
 

ア
 ロ
ゴ
ス
 
と
 舌
口
わ
れ
て
い
る
。
 

@
 
し
の
 一
 

Ⅱ
章
一
節
に
続
い
て
、
二
章
全
体
は
あ
る
キ
リ
ス
ト
 

教
徒
に
対
す
る
裁
判
の
様
子
を
物
語
っ
て
い
る
。
二
章
 

一
五
節
は
こ
の
裁
判
の
記
事
 

口
 
の
中
に
あ
る
の
で
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
裁
判
の
模
 

様
を
考
察
し
て
み
よ
う
。
 

  

 
 

害
を
指
す
。
こ
こ
で
 ア
 ロ
ゴ
ス
は
迫
害
を
端
的
に
指
す
 言
葉
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
 

と
こ
ろ
で
「
理
に
反
し
た
生
活
を
し
て
い
る
者
ど
も
」
 と
い
う
表
現
は
 ユ
 ス
テ
ィ
ノ
ス
以
前
に
遡
る
が
、
異
端
 の
 マ
ル
キ
オ
ン
派
に
 

つ
い
て
述
べ
て
い
た
五
八
章
二
節
、
お
よ
び
 今
 考
察
し
 た
 
一
二
章
五
節
の
他
に
は
、
 

二
ム
ガ
 」
 五
セ
 章
一
節
が
 挙
げ
ら
れ
る
。
そ
し
て
 

こ
こ
で
も
迫
害
に
つ
い
て
こ
の
表
現
が
使
わ
れ
て
い
る
 。
悪
霊
ど
も
が
で
き
る
の
は
「
理
に
反
し
た
生
活
を
し
 
て
い
る
者
ど
も
、
悪
習
 

の
中
で
放
縦
に
育
て
ら
れ
た
 者
 ど
も
、
憶
測
を
愛
す
る
 者
 ど
も
に
働
き
か
け
て
私
た
ち
を
殺
し
、
憎
ま
せ
る
 
ナ
 
」
と
だ
け
で
す
」
。
以
上
 

の
 考
察
か
ら
、
迫
害
に
つ
い
て
 
ユ
 ス
テ
ィ
ノ
 
ス
 が
考
え
 て
い
た
構
図
を
構
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
即
ち
キ
リ
 
ス
ト
 教
 迫
害
と
は
、
 
悪
 

霊
が
「
理
に
反
し
た
生
活
を
し
て
い
る
者
ど
も
」
を
 
通
 し
て
行
っ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
こ
う
し
た
迫
害
を
亜
 釜
元
 は
 
「
理
に
反
し
た
 生
 

活
 な
し
て
い
る
者
ど
も
」
に
恐
怖
を
与
え
る
こ
と
で
 引
 き
 起
こ
し
て
い
る
。
「
理
に
反
し
た
生
活
を
し
て
い
る
 者
ど
 Ⅰ
む
し
」
は
垂
心
幸
一
正
に
よ
 

る
 恐
怖
に
駆
ら
れ
て
 ア
 ロ
ゴ
ス
に
迫
害
を
行
っ
て
い
る
 の
で
あ
る
。
 

ヨ
 一
介
」
一
章
一
節
と
二
章
一
五
節
、
及
び
三
章
三
節
の
 内
 、
三
五
号
二
節
で
は
 
ュ
 ス
テ
ィ
ノ
 ス
 を
陥
れ
よ
う
と
 し
て
い
る
ク
レ
ス
 ケ
 

シ
 ス
が
「
 無
 教
養
で
、
ア
ロ
ゴ
ス
な
憶
測
と
恐
怖
」
に
 
負
け
、
そ
の
結
果
キ
リ
ス
ト
教
を
迫
害
し
て
い
る
と
 
言
わ
れ
る
。
「
憶
測
」
 

C
 席
 じ
に
 ア
 ロ
ゴ
ス
を
付
け
る
の
は
、
従
来
「
憶
測
 」
が
知
に
対
立
さ
せ
ら
れ
て
き
た
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
 
伝
統
的
用
法
と
言
え
 

る
 。
し
か
し
こ
の
表
現
を
全
体
と
し
て
キ
リ
ス
ト
教
 迫
 害
 に
適
用
す
る
点
に
 ユ
 ス
テ
ィ
ノ
 
ス
 の
独
自
性
が
認
め
 ら
れ
る
。
 

ヨ
一
ム
二
 一
章
一
節
で
は
「
至
る
所
で
同
じ
様
に
統
治
者
 た
ち
に
よ
っ
て
理
不
尽
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
」
Ⅰ
 や
 

 
 



裁
判
の
も
と
に
な
っ
た
事
件
は
あ
る
夫
婦
の
離
婚
問
題
 
か
ら
始
ま
る
。
あ
る
女
性
が
夫
の
放
縦
の
た
め
に
離
縁
 
状
を
出
し
て
離
婚
し
 

た
 。
夫
は
こ
の
処
置
に
腹
を
立
て
て
、
彼
女
を
「
キ
リ
 
ス
ト
教
徒
」
と
し
て
上
口
発
し
た
。
彼
女
は
こ
の
上
口
 
発
に
 対
し
て
「
請
願
書
」
を
 

提
出
し
、
財
産
問
題
の
整
理
を
優
先
す
る
許
可
を
求
め
 
、
 認
め
ら
れ
た
。
当
分
彼
女
に
手
を
出
せ
な
く
な
っ
た
 
彼
女
の
前
夫
ほ
、
腹
立
 

ち
 紛
れ
に
彼
女
 
品
 プト
レ
マ
イ
オ
ス
を
「
キ
リ
ス
ト
 教
徒
」
と
し
て
告
発
し
た
。
前
夫
は
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
 
を
 投
獄
し
た
 百
卒
 最
に
 

対
し
て
、
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
が
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
る
 
か
 否
か
の
一
点
に
絞
っ
て
審
理
を
進
め
る
よ
う
入
れ
知
 
恵
 を
し
た
。
そ
こ
で
 尋
 

聞
 さ
れ
た
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
は
「
キ
リ
ス
ト
教
徒
」
で
 
あ
る
こ
と
を
率
直
に
告
白
し
、
同
様
に
ロ
ー
マ
市
部
 
警
 @
 
官
ウ
ル
ビ
ク
ス
に
 対
 

し
て
も
告
白
し
、
死
刑
の
官
三
口
を
受
け
た
。
こ
の
よ
う
 
な
 
「
理
不
尽
に
生
じ
た
判
決
」
Ⅰ
㌢
 蛙
寒
 P
>
 

り
 o
 薄
 P
>
 

り
 

 
 

を
 前
に
し
て
ル
キ
 タ
 ス
な
る
人
物
が
自
身
キ
リ
ス
ト
教
 徒
 で
あ
る
の
に
、
ウ
ル
ビ
ク
ス
に
向
か
っ
て
叫
ん
だ
 
-
 二
章
一
六
節
 -
 
。
 

い
っ
た
い
姦
淫
、
男
色
、
殺
人
、
追
い
は
 ぎ
 、
強
奪
 そ
 の
他
 何
ら
か
の
不
正
行
為
を
告
発
さ
れ
て
い
る
の
で
は
 
な
い
者
の
罰
の
根
 

拠
 と
は
何
で
し
ょ
う
か
。
な
ぜ
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
い
う
 
名
 、
つ
ま
り
そ
の
呼
称
を
認
め
た
こ
の
人
を
処
罰
し
た
 
の
で
す
か
、
ウ
ル
 

こ
の
事
件
の
真
相
に
つ
い
て
は
こ
こ
に
書
か
れ
て
い
る
 

ビ
ク
ス
 よ
 。
こ
の
判
決
は
敬
虔
な
る
皇
帝
に
も
、
カ
イ
 

以
上
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
 ニ
 ス
テ
ィ
ノ
 
ス
 を
は
じ
 

サ
ル
の
子
な
る
愛
知
者
や
聖
な
る
元
老
院
に
も
ふ
さ
 め

 キ
リ
ス
ト
教
徒
に
 

わ
し
く
あ
り
ま
せ
 

 
 

こ
れ
に
対
し
て
ウ
ル
ビ
ク
ス
は
何
も
答
え
ず
、
た
だ
 
ル
 キ
ウ
ス
 
に
向
か
っ
て
キ
リ
ス
ト
教
徒
 か
 否
か
を
尋
ね
た
 。
 ル
キ
タ
 ス
が
こ
れ
 

を
 肯
定
す
る
と
、
彼
も
死
刑
の
宣
告
を
受
け
た
。
す
る
 
と
 続
い
て
別
の
者
も
進
み
出
て
、
殉
教
者
の
列
に
加
え
 
ら
れ
た
。
 

と
っ
て
、
犯
罪
行
為
で
は
な
く
「
名
前
そ
の
も
の
」
 ぎ
 0
 ョ
目
 
る
き
巨
が
処
罰
の
対
象
に
な
る
と
い
う
こ
と
 
が
、
 耐
え
が
た
い
こ
と
、
 

「
理
に
反
し
た
」
（
 ア
 ロ
ゴ
ス
）
こ
と
と
感
じ
ら
れ
て
い
 た
 様
子
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
十
分
な
取
り
調
べ
を
 
せ
 ず
 、
た
だ
名
前
だ
け
が
 

  



  

前
節
で
 ユ
 ス
テ
ィ
ノ
 
ス
 に
よ
る
 
ア
 ロ
ゴ
ス
系
統
の
舌
口
業
 

の
 用
例
を
す
べ
て
検
討
し
た
。
本
節
で
は
そ
の
結
果
を
 

も
と
に
、
 
ニ
 ス
テ
ィ
 

ノ
ス
 
が
安
井
 
明
 」
に
お
い
て
 
ア
 ロ
ゴ
ス
を
ど
の
よ
う
な
 

意
味
で
用
い
て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は
ど
の
よ
う
な
 

仕
 方
で
使
用
し
て
い
る
の
 

 
 

ア
 ロ
ゴ
ス
の
意
味
と
し
て
は
、
ま
ず
「
ロ
ゴ
ス
を
欠
 

い
 た
 」
と
「
ロ
ゴ
ス
に
反
し
た
」
（
「
理
に
反
し
た
し
の
 

二
 つ
 が
あ
る
こ
と
は
 

既
に
述
べ
た
。
次
に
「
ロ
ゴ
ス
に
反
し
た
」
の
用
例
を
 

詳
し
く
検
討
し
た
が
、
そ
の
結
果
こ
の
言
葉
が
ロ
ー
マ
 

に
よ
る
迫
害
を
中
心
に
 

使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
た
だ
「
ロ
ゴ
ス
 

に
 反
し
た
」
と
い
う
意
味
も
一
様
で
は
な
く
、
実
際
は
 

さ
ま
ヅ
 

ど
ま
な
ニ
ュ
ア
ン
 

ス
で
 
使
う
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ば
個
人
の
知
的
状
 

態
を
指
し
て
使
え
ば
、
こ
れ
は
単
純
に
「
愚
か
な
」
と
 

い
う
意
味
に
な
る
。
 

し
 

か
し
コ
 
カ
明
 
L
 で
は
 
迫
 生
ロ
と
い
う
歴
史
的
状
況
に
対
し
 

て
 使
わ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
「
愚
か
な
」
と
い
う
 

意
 味
 ほ
と
ど
ま
ら
ず
、
 

ま
 

た
 「
理
に
反
し
た
」
と
い
う
中
立
的
な
意
味
で
も
な
く
 

、
む
し
ろ
「
理
不
尽
な
」
と
い
う
意
味
に
解
す
こ
と
が
 

で
き
る
。
理
不
尽
と
は
 

あ
る
種
の
怒
り
を
込
め
た
表
現
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
 

先
 述
 の
 め
キ
ウ
ス
 
な
る
人
物
の
言
葉
を
考
慮
す
れ
ば
適
切
 

で
あ
ろ
う
。
特
に
「
 

一
 

 
 

ロ
ゴ
ス
も
単
に
「
理
性
に
理
不
尽
な
」
と
い
う
意
味
で
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
五
節
の
 

ゴ
ス
 な
憶
測
」
に
お
け
る
 

ア
 ロ
ゴ
ス
は
こ
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
る
べ
き
 

ア
 

 
 

ロ
 て
い
る
者
」
の
場
合
は
、
生
活
自
体
が
迫
害
と
関
 

保
 す
る
の
で
は
な
い
か
ら
「
理
不
尽
な
」
と
ま
で
は
 

@
 え
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
 

三
 
「
弁
明
」
に
お
け
る
 ア
 ロ
ゴ
ス
の
意
味
 

理
由
と
な
っ
て
処
罰
さ
れ
る
こ
と
、
 
ユ
 ス
テ
ィ
ノ
 ス
 は
 こ
れ
を
 ア
 ロ
ゴ
ス
と
表
現
す
る
の
で
あ
る
。
 



ロ
ゴ
ス
な
憶
測
」
は
恐
怖
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
る
。
 
こ
う
し
た
「
ア
ロ
ゴ
ス
な
衝
動
」
、
「
ア
ロ
ゴ
ス
な
感
 桂
月
」
、
「
 

ア
 

測
 」
は
悪
霊
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
。
そ
し
て
こ
 
ぅ
 し
た
「
ア
ロ
ゴ
ス
な
衝
動
」
、
「
ア
ロ
ゴ
ス
な
感
情
」
 

「
ア
ロ
ゴ
 

を
 持
つ
者
が
「
ア
ロ
ゴ
ス
に
生
活
し
て
い
る
者
」
で
あ
 
る
 。
従
っ
て
 、
 既
に
確
認
し
た
よ
う
に
、
迫
害
と
は
 悪
 霊
が
「
 理
 

活
 な
し
て
い
る
者
ど
も
」
に
恐
怖
を
引
き
起
こ
し
て
 行
 っ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
悪
霊
は
迫
害
の
根
源
、
ロ
ゴ
 
ス
に
 対
す
 

の
 根
源
、
究
極
な
の
で
あ
る
。
 
ユ
 ス
テ
ィ
ノ
 
ス
 は
言
う
 
ミ
二
 弁
ヒ
 八
章
二
節
 -
 
。
 

た
と
え
一
時
で
も
ロ
ゴ
ス
に
従
っ
て
生
活
し
 、
 悪
を
避
 け
 よ
 う
と
 務
め
る
者
は
す
べ
て
憎
ま
れ
ね
ば
な
ら
な
い
 
よ
う
 

霊
は
働
き
か
け
て
き
ま
し
た
。
 

ロ
ゴ
ス
な
 憶
 

ス
な
 憶
測
」
 

に
反
し
た
生
 

る
 ア
 ロ
ゴ
ス
 

に
 、
 常
に
悪
 

ユ
 ス
テ
ィ
ノ
 ス
 に
と
っ
て
 迫
 生
口
が
「
理
不
尽
な
」
も
の
 

で
あ
っ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
「
ア
ロ
ゴ
ス
」
と
い
，
 

フ
 語
は
王
と
し
て
迫
害
 

と
い
う
不
正
義
に
対
す
る
あ
る
種
の
怒
り
を
込
め
て
、
 

キ
リ
ス
ト
教
徒
の
歴
史
的
社
会
状
況
に
適
用
し
た
言
葉
 

な
の
で
あ
る
。
 

ア
 ロ
ゴ
ス
が
キ
リ
ス
ト
教
迫
害
に
適
用
さ
れ
て
い
る
と
 

し
て
も
、
そ
の
適
用
は
一
様
で
は
な
く
、
類
比
的
で
あ
 

る
 。
自
分
の
言
明
を
 

ア
 ロ
ゴ
ス
で
は
な
い
と
述
べ
た
箇
所
も
あ
っ
た
が
二
 
%
 こ
、
 「
ア
ロ
ゴ
ス
な
衝
動
」
、
「
ア
ロ
ゴ
ス
な
感
情
」
、
「
 

ア
 ロ
ゴ
ス
な
憶
測
」
は
 

迫
害
を
引
き
起
こ
す
原
因
と
し
て
言
及
さ
れ
て
い
る
（
 

こ
 ・
 
ど
 ）
・
 

0
.
 

ご
 %
 こ
 。
ま
た
迫
害
は
「
ア
ロ
ゴ
ス
に
生
活
 
し
て
い
る
者
」
 戸
 ㍑
 ど
 

）
・
 

m
q
.
 

）
 
-
 か
ら
引
き
起
こ
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
迫
害
 

な
 行
う
行
為
者
に
つ
い
て
言
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
迫
害
 

と
い
う
事
態
が
端
的
に
 

ア
 ロ
ゴ
ス
と
も
舌
口
わ
れ
て
い
た
二
 

%
.
 
ど
ぃ
レ
 
・
 
ニ
 N
.
N
.
 

こ
 -
 
。
従
っ
て
 ア
 ロ
ゴ
ス
は
 迫
 生
口
に
つ
い
て
三
つ
の
こ
と
、
 

即
ち
迫
害
の
原
因
、
迫
 

害
 者
、
迫
害
と
い
う
事
態
そ
の
も
の
を
表
示
す
る
の
に
 

使
わ
れ
て
い
る
。
 

迫
害
の
原
因
と
し
て
の
「
ア
ロ
ゴ
ス
な
衝
動
」
、
「
ア
ロ
 

ゴ
ス
 な
感
情
」
、
「
ア
ロ
ゴ
ス
な
憶
測
」
は
す
べ
て
悪
妻
 

皿
 （
い
心
 

ノ
べ
そ
｜
ン
 
）
 と
 

-
 
ぱ
 -
 

関
連
付
け
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
う
ち
「
ア
ロ
ゴ
ス
 

な
 衝
動
」
と
「
ア
ロ
ゴ
ス
な
感
情
」
は
具
体
的
に
は
 
「
恐
怖
」
で
あ
り
、
「
 

ア
   



ロゴス とア ロゴス 

  る お て ま 偶 
ま て こ こ こ こ い 白 橡 

と 

の 

（ ゴ な 

ぎ ス く   ス   
、 コ と れ を 」 

害とぃ られ 

  で の 壬   
き       自棄 脈の し 

と 
キ を 

，る 表 っ 。 」 と 
と リ 使 

現 
で 証 ス っ 

@@ ひ @@l   
も な て迫 明さ ト教 見   れ 徒 書   

偶像 ね 、 
ら で 

え 
  こ 中し 

れ   
な 

と ア 0 坪 
る     い ロ @ 道 一 

つ , か つ , 書 面 
    
    ぎ を 政 

    ス住 名前 ユ さ 
ムガ   史 Ⅹ 目 を ス れ 

四 
  
  

テ る 

      論じ 名前 体が 

  
五 字 

史 " ト " か 廻 る /  @ ま 

Ⅹ o 
ス 一 ー 

で 
了卜 i @ 

    二つ 賞由 ら 罰の 

は 箇 
一ロ 一 口 一 一 埋 め ア 所 

キ 
Ⅹの て 口 を 

O （   ゴ 数 
  

Ⅰ O え な ス ス え 
ス   

る る ト に る 
  と     こ を ょ だ 
が 吐速 と と 簡 つ け 

ネ中 回 了ふ @.@ @ が 潔 て で 

    理 理 に 表 あ 

「 初 
@ c 不 孝 そ る 
表 適 尽 察 つ -- 

子 現   
  

で し と :@ の 

さ 六 @ Ⅰ あ て し ど 

  

一
円
一
 

ま
た
偶
像
礼
拝
に
関
係
す
る
こ
と
が
 
ア
 
ロ
ゴ
ス
で
あ
る
 と
い
う
ス
カ
ル
 ザ
 ウ
ネ
の
指
摘
も
不
十
分
と
舌
口
わ
ね
 

ば
な
ら
な
い
。
確
か
に
 

の
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
迫
生
ロ
と
い
う
現
実
状
況
の
根
源
 
を
 説
明
す
る
た
め
で
あ
り
、
 

ュ
 ス
テ
ィ
ノ
 
ス
 が
自
分
た
 ち
 自
身
の
状
況
を
こ
の
 

 
 

表
象
を
使
っ
て
説
明
し
て
い
る
と
い
う
意
味
で
極
め
て
 

「
実
存
的
」
（
の
ぎ
の
準
の
（
の
二
冠
二
の
の
一
で
あ
る
と
舌
口
 

え
 る
 。
以
上
の
考
察
に
よ
 

一
め
 
-
 

り
 、
ト
ラ
カ
テ
リ
ス
の
よ
う
に
フ
ィ
ロ
ン
と
の
関
係
で
 
ュ
 ス
テ
ィ
ノ
 
ス
 の
 ア
 ロ
ゴ
ス
の
意
味
を
捉
え
る
だ
け
で
 は
 不
十
分
で
あ
る
し
、
 

-
 
Ⅱ
 一
 

殊
 な
形
態
に
お
い
て
悪
と
出
会
っ
た
」
と
指
摘
す
る
の
 は
 正
鵠
を
射
て
い
る
。
ま
た
 ユ
 ス
テ
ィ
ノ
 
ス
 が
「
黒
垂
 巴
 
と
い
う
表
象
を
使
う
 

ユ
 ス
テ
ィ
ノ
 ス
 に
と
っ
て
悪
と
は
キ
リ
ス
ト
教
迫
害
で
 あ
っ
た
。
こ
の
点
 E
.
 オ
ズ
ボ
ー
ン
が
「
 ュ
 ス
テ
ィ
ノ
 ス
は
 殉
教
と
い
う
 特
 



理
不
尽
な
迫
害
を
加
え
る
と
 ユ
 ス
テ
ィ
ノ
 ス
 は
考
え
て
 

い
る
。
 

テ
ス
な
ど
「
ロ
ゴ
ス
に
与
っ
て
生
き
た
人
々
、
ま
た
 生
 き
て
い
る
人
々
」
（
 0
 （
・
 
席
 ミ
ュ
 寒
 。
 も
 や
 欽
 q
Q
Q
 

て
 「
の
り
 
べ
ゑ
 さ
 。
 甲
ぉ
 ③
に
対
し
て
 

簿
ち
 P
i
r
 

へ
 q
0
 
さ
 乙
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
イ
エ
ス
の
誕
生
 
以
前
の
人
を
含
め
、
人
類
の
す
べ
て
が
こ
の
キ
リ
ス
ト
 
に
 参
与
し
て
い
る
と
い
 

う
こ
と
を
理
由
に
、
そ
も
そ
も
「
ロ
ゴ
ス
に
与
っ
て
 
生
 括
 し
た
者
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
す
」
と
舌
口
わ
れ
る
。
 

こ
の
 
木
 
浮
き
 
寒
丈
 r
 
山
 Ⅰ
。
と
い
 

ラ
 ア
オ
リ
ス
ト
は
過
去
を
示
し
、
特
に
キ
リ
ス
ト
以
前
 
に
 生
き
た
人
々
の
こ
と
を
意
味
す
る
。
 何
 と
し
て
挙
げ
 ら
れ
て
い
る
の
は
 ソ
ク
 

 
 

ラ
テ
ス
 と
 へ
 う
 ク
レ
イ
ト
ス
 、
 及
び
旧
約
か
ら
は
 ア
ブ
 ラ
ハ
ム
、
ア
ナ
ニ
ア
ス
、
ア
ザ
リ
ア
ス
、
ミ
サ
ェ
ル
 
、
そ
し
て
 エ
 リ
ヤ
で
あ
 

-
 
四
 -
 

る
 。
ア
ナ
ニ
ア
ス
、
 
ア
ぶ
 フ
リ
ア
ス
、
ミ
サ
エ
ル
は
バ
 ン
ニ
 
エ
 ル
書
に
見
ら
れ
一
一
章
 セ
節
 、
三
章
一
二
ー
 三
 0
 節
 -
 、
、
 
不
 ブ
カ
ド
ネ
ツ
ァ
ル
 王
 

が
 偶
像
礼
拝
を
強
要
し
た
と
き
こ
れ
を
退
け
、
処
刑
さ
 
れ
か
け
た
人
々
で
あ
る
。
こ
の
三
人
は
既
に
第
一
 
ク
 レ
メ
ン
ス
に
お
い
て
も
 

不
義
な
者
に
よ
る
義
人
の
迫
害
の
古
典
的
 
何
 と
し
て
吾
一
 
同
友
さ
れ
て
い
る
 
@
 
五
 %
 
。
エ
リ
ヤ
は
バ
ア
ル
礼
拝
 
に
 逆
ら
っ
て
迫
害
さ
れ
 

-
 
列
 玉
詞
上
一
九
章
一
節
以
下
一
、
 ニ
 ス
テ
ィ
ノ
ス
以
前
に
 ロ
 １
で
 書
に
お
い
て
す
で
に
舌
口
 反
 さ
れ
て
い
る
二
三
モ
 二
節
以
上
。
 ユ
 ス
テ
ィ
 

ノ
ス
 の
特
徴
は
、
こ
う
し
た
殉
教
者
の
列
に
ギ
リ
シ
ャ
 
の
 思
想
家
、
特
に
ソ
ク
ラ
テ
ス
を
含
め
る
こ
と
で
あ
る
 
。
こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
た
 

人
物
は
ロ
ゴ
ス
に
与
っ
て
生
き
、
偶
像
礼
拝
を
拒
ん
だ
 

 
 

で
 
「
ロ
ゴ
ス
な
し
に
 
生
 

き
た
人
々
」
は
「
ロ
ゴ
ス
に
与
っ
て
生
き
た
人
々
」
の
 
「
殺
害
者
」
 ぜ
 。
 巷
 Ⅰ
乙
で
あ
っ
た
。
こ
の
四
六
章
で
 
は
 
「
ロ
ゴ
ス
な
し
に
」
 

冬
ぐ
 9
 
ュ
ミ
。
こ
と
表
現
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
「
 

 
 

ん
玉
 

口
は
 「
 ア
 Ⅰ
ロ
ゴ
ス
に
山
仁
上
 

括
 し
て
い
る
者
」
、
あ
る
 
ぃ
は
 
「
ロ
ゴ
ス
な
し
に
生
き
 
た
人
々
」
か
ら
引
き
起
こ
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
 
う
 し
た
人
々
が
 、
ソ
ク
ラ
 

  



ロコス とア 

あ や 
る 感 
が ィ ・ 青 

  や 

こ 憶   
ら に 
が 従 

キ わ 
リ ず 
ス   

ト 正 
教 し 

迫 く 

害 虫 
や 活 
裁 し 

半 り て 
と か 

い る フ , 
， し と 

と が 
を ロ 
中 ゴ 
l む、 ス 

に 的 
捉 で 
え あ 
ら る 

れ こ 

る と 

点 は @ 
そ 広   
特 ギ   
が 、 ン 

認 ヤ 

め 哲 
ら 学 
れ に 
る 働 Ⅱ 染 
正 み 
し 深   
真 思 
理 想 
ほ で 

  

ロゴス 

一
別
 
-
 

プ
ラ
ト
ン
主
義
と
の
連
関
で
主
張
し
て
い
た
が
、
そ
れ
 
は
 迫
害
に
お
け
る
弁
明
的
性
格
を
考
慮
す
る
こ
と
で
 
一
 層
 明
確
に
な
る
。
衝
動
 

口
 

「
弁
明
」
に
お
け
る
 ア
 
ロ
ゴ
ス
か
ら
見
た
口
 ゴ
つ
ハ
弘
珊
 

こ
れ
ま
で
の
探
求
を
通
し
て
、
迫
害
を
巡
っ
て
 ア
 ロ
ゴ
 ス
 系
統
の
語
や
そ
の
他
が
迫
害
の
理
不
尽
さ
を
表
現
し
 
て
い
た
こ
と
が
明
ら
 

か
と
な
っ
た
。
で
は
、
こ
う
し
た
 ア
 ロ
ゴ
ス
は
 
ュ
ス
テ
 イ
ソ
ス
 
の
ロ
ゴ
ス
論
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
 。
同
時
に
こ
れ
ま
で
の
 

研
究
に
対
し
て
、
彼
の
ロ
ゴ
ス
論
に
つ
い
て
何
が
新
た
 
に
 明
ら
か
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
わ
れ
わ
れ
は
三
 
つ
 0
 ポ
イ
ン
ト
を
挙
げ
た
 

 
 

 
 1

 
 ロ
ゴ
ス
論
の
基
調
と
し
て
の
ロ
ゴ
ス
性
 

前
節
の
最
後
に
見
た
「
一
ム
 ガ 」
四
六
章
で
は
「
ロ
ゴ
ス
 な
し
に
生
き
た
人
々
」
と
「
ロ
ゴ
ス
に
与
っ
て
生
き
た
 
人
々
」
と
が
対
比
さ
 

れ
て
い
た
。
「
ロ
ゴ
ス
な
し
に
」
と
 ア
 ロ
ゴ
ス
が
同
じ
 で
あ
れ
 ば
 、
わ
れ
わ
れ
は
 ユ
 ス
テ
イ
 ソ
ス
 に
お
い
て
 ア
 ロ
ゴ
ス
と
ロ
ゴ
ス
の
 対
 

比
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
で
は
 
ア
 ロ
ゴ
ス
が
 迫
 害
の
原
因
、
迫
害
者
、
迫
害
と
い
う
事
態
そ
の
も
の
 
を
 意
味
す
る
の
で
あ
れ
 

ば
 、
こ
う
し
た
 ア
 ロ
ゴ
ス
を
否
定
し
た
も
と
も
と
の
「
 ロ
ゴ
ス
的
」
と
は
ど
の
よ
う
な
意
味
で
あ
ろ
う
か
。
 そ
 れ
は
衝
動
や
感
情
や
憶
 

側
 に
従
わ
ず
、
悪
霊
に
惑
わ
さ
れ
ず
、
正
し
く
取
り
調
 
べ
を
行
う
こ
と
で
正
し
い
判
決
を
出
す
こ
と
で
あ
り
、
 
そ
れ
は
正
し
く
生
活
し
 

て
い
る
こ
と
か
ら
生
じ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
が
 ア
 ロ
コ
 ス
の
 反
対
と
し
て
見
ら
れ
た
「
ロ
ゴ
ス
的
」
、
即
ち
 ロ
 ゴ
ス
 性
 と
し
て
導
出
さ
 

れ
る
。
こ
こ
に
倫
理
的
正
し
さ
と
ロ
ゴ
ス
と
の
関
係
が
 
認
め
ら
れ
る
。
例
え
ば
ア
ン
ド
レ
ー
ゼ
ン
は
ロ
ゴ
ス
論
 
の
 倫
理
的
性
格
を
中
期
 



生
き
る
こ
と
に
基
づ
い
た
迫
害
の
終
結
と
正
し
い
裁
判
 
へ
の
要
求
が
こ
の
 ア
 ロ
ゴ
ス
の
裏
側
に
認
め
ら
れ
る
 ロ
 ゴ
ス
性
で
あ
る
。
こ
 う
 

し
た
 ロ
ゴ
ス
性
こ
そ
、
 ユ
 ス
テ
ィ
ノ
 ス
 が
日
弁
明
し
を
 通
し
て
迫
害
の
 ア
 ロ
ゴ
ス
性
を
訴
え
る
こ
と
で
「
敬
虔
 と
 愛
知
を
求
め
る
」
 皇
 

帝
 た
ち
に
要
求
し
た
こ
と
で
あ
る
と
解
釈
で
き
る
。
 

ロ
ゴ
ス
に
与
り
、
ロ
ゴ
ス
に
従
っ
て
生
き
て
い
る
の
に
 何
故
に
迫
害
さ
れ
る
の
か
。
ヨ
 
%
 こ
 
冒
頭
に
掲
げ
ら
 ね
 た
ウ
ル
ビ
ク
ス
の
 

裁
判
の
記
事
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
問
い
は
 
ュ
 ス
テ
ィ
ノ
 ス
 を
は
じ
め
、
当
時
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
と
 
っ
て
は
切
実
な
問
い
で
 

あ
っ
た
。
こ
の
問
い
に
対
す
る
 
ニ
 ス
テ
ィ
ノ
 ス
 の
 ロ
 。
 
コ
 ス
 論
は
極
め
て
厳
し
い
現
実
認
識
を
表
し
て
い
る
。
 
即
 ち
 、
ロ
ゴ
ス
に
与
っ
て
 

生
き
て
い
る
か
ら
こ
そ
 追
 生
口
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
何
故
 
な
ら
こ
の
社
会
が
 ア
 ロ
ゴ
ス
で
、
歪
ん
で
 い
 る
か
ら
で
 

あ
る
。
悪
霊
に
支
配
さ
 

れ
て
い
る
 ア
 ロ
ゴ
ス
な
こ
の
世
に
あ
っ
て
、
ロ
ゴ
ス
な
 る
 キ
リ
ス
ト
に
与
っ
て
生
き
る
者
は
、
ま
さ
に
そ
の
た
 
Ⅵ
 
よ
 ツ
に
ア
ノ
ロ
リ
ゴ
ス
 

ム
片
ち
道
士
 

-
 
ロ
 

を
 被
る
。
迫
害
が
 ア
 ロ
ゴ
ス
で
あ
る
な
ら
、
そ
も
そ
も
 そ
こ
に
正
当
な
理
由
（
ロ
ゴ
ス
）
 な
ビ
 は
な
い
。
し
か
 し
そ
れ
で
も
本
当
に
皇
 

帝
 た
ち
が
「
敬
虔
と
愛
知
を
求
め
る
」
の
で
あ
れ
ば
、
 
そ
の
皇
帝
た
ち
に
向
か
っ
て
迫
害
の
 ア
 ロ
ゴ
ス
性
を
訴
 え
る
こ
と
に
希
望
が
な
 

い
わ
け
で
は
な
い
。
こ
こ
に
 ア
 ロ
ゴ
ス
と
の
対
比
で
考
 察
さ
れ
た
ロ
ゴ
ス
論
の
 ム
ガ
明
的
 
性
格
が
見
出
さ
れ
る
。
 し
か
し
 ユ
 ス
テ
ィ
ノ
 ス
 

に
と
っ
て
「
弁
明
」
と
い
う
行
為
は
相
手
に
媚
び
、
 そ
 の
 好
意
を
得
る
こ
と
で
は
な
い
（
）
・
 
N
.
 

の
 
-
 
。
た
と
え
相
手
 が
 激
怒
し
て
も
率
直
に
 

相
手
の
不
正
を
指
摘
し
、
そ
の
非
を
自
覚
さ
せ
る
こ
と
 
で
あ
る
。
当
然
そ
れ
は
自
ら
の
ロ
ゴ
ス
性
を
証
し
、
 突
 き
 付
け
る
こ
と
に
よ
っ
 

て
も
な
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
事
情
か
ら
「
弁
明
」
に
お
 
い
て
ロ
ゴ
ス
論
が
中
心
的
三
題
の
一
つ
と
な
る
。
特
に
 正
し
く
真
理
に
生
き
る
 

と
い
う
こ
と
と
キ
リ
ス
ト
教
と
の
関
係
が
論
じ
ら
れ
、
 
ま
た
そ
れ
が
ロ
ゴ
ス
論
と
し
て
顕
在
的
に
展
開
さ
れ
る
 
。
ロ
ゴ
ス
性
と
は
知
的
 

正
し
さ
や
論
理
性
よ
り
も
生
の
正
し
さ
、
迫
害
の
中
に
 
あ
っ
て
も
真
理
に
生
き
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
 
こ
う
し
た
ロ
ゴ
ス
性
が
 

「
弁
明
」
の
ロ
ゴ
ス
論
の
基
本
に
あ
る
。
 

  



 
 

凹
 

降
ヒ
き
て
お
め
。
Ⅹ
 ま
 q
q
 
（
 ぬ
て
 0
 へ
、
の
 
へ
 q
 へ
 ）
と
述
べ
て
、
 
ソ
ク
ラ
テ
ス
な
ど
 
丘
 ヒロ
 
及
 す
る
三
井
」
四
六
章
三
節
 は
 前
節
で
考
察
し
た
通
り
 

 
 

 
 

 
 

と
で
あ
る
。
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
真
理
の
た
め
に
生
き
 た
人
 s
.
 
ひ
 ・
 
e
 

と
し
て
、
そ
し
て
こ
の
五
章
を
含
め
て
 
、
 
何
よ
り
も
真
理
の
た
め
に
 

 
 

 
 

 
 

口
悪
霊
を
避
け
 
G
 目
 。
㊥
、
そ
の
結
果
キ
リ
ス
ト
教
 徒
 と
同
様
「
不
敬
虔
と
無
神
論
」
の
た
め
訴
え
ら
れ
、
 
迫
害
さ
れ
、
処
刑
さ
れ
た
 人
 

と
 、
悪
霊
に
よ
り
迫
害
さ
れ
た
者
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
 か
な
ら
ず
、
古
く
ギ
リ
シ
ャ
に
生
き
た
ソ
ク
ラ
テ
ス
も
 同
様
で
あ
っ
た
 
コ
 ・
 
0
 巳
 。
 

ュ
 ス
テ
ィ
ノ
 
ス
 に
よ
る
と
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
「
真
な
る
 
ロ
ゴ
ス
」
、
即
ち
真
実
の
推
論
、
思
考
に
よ
っ
て
人
々
 が
 神
と
崇
め
て
い
る
 存
 

在
 が
悪
霊
で
あ
る
こ
と
を
示
そ
う
と
し
た
と
き
、
 悪
 幸
一
正
 

の
た
め
殺
さ
れ
た
。
 
ア
 ロ
ゴ
ス
迫
害
す
る
も
の
）
 
と
 ロ
ゴ
ス
（
迫
害
さ
れ
る
 

も
の
）
 
0
 対
立
図
式
に
お
 

一
 
7
 
@
 
@
 

一
 

い
て
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
ロ
ゴ
 ス
 の
側
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
こ
の
五
章
の
み
な
ら
ず
 
「
弁
明
」
の
中
で
 
ユ
ス
 

テ
ノ
 
Ⅰ
ノ
 ン
ス
 は
し
ば
し
ば
 ソ
 ク
ラ
テ
 ワ
 
ハ
片
 
肛
 舌
口
 
及
 す
る
。
「
 ロ
ゴ
ス
に
与
っ
て
生
活
し
た
者
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
 
す
 」
（
 0
 ～
憶
も
 
ノ
寒
 0
 ヒ
 

 
 

 
 

ヱ
 ス
テ
ィ
ノ
 
ス
 の
ソ
ク
ラ
テ
ス
論
は
「
対
話
」
の
中
で
 は
な
く
、
「
弁
明
」
の
中
で
の
み
展
開
さ
れ
て
い
る
。
「
 一
ム
 
ガ
 」
五
章
に
よ
る
 

2
 
 ソ
ク
ラ
テ
ス
 像
 

以
上
の
よ
う
な
ロ
ゴ
ス
性
を
も
と
に
す
れ
ば
、
 
ュ
ス
テ
 

ス
を
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
福
音
 と
ギ
 
 
 

だ
す
端
緒
と
な
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
 
ュ
ス
 テ
 

立
た
せ
る
人
物
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
キ
リ
ス
ト
教
 
徒
 

は
 ロ
ゴ
ス
論
に
お
け
る
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
」
を
 、
 専
ら
 ギ
  
 

て
 十
分
に
捉
え
ら
れ
て
は
い
な
い
。
ま
た
ス
カ
ル
 ザ
ウ
 ネ
 

 
 

イ
ソ
ス
 の
ソ
ク
ラ
テ
ス
論
は
次
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
る
 。
確
か
に
 ソ
 ク
ラ
テ
 

シ
ャ
哲
学
と
を
結
び
付
け
、
そ
れ
が
結
果
的
に
福
音
の
 
ギ
リ
シ
ャ
化
を
産
み
 

イ
ソ
ス
 に
と
っ
て
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
福
音
 と
 ギ
リ
シ
ャ
 哲
 学
 と
の
関
係
を
成
り
 

と
 同
様
、
ロ
ゴ
ス
に
従
っ
て
生
き
て
迫
害
を
受
け
た
 
人
 物
で
あ
っ
た
。
こ
れ
 

シ
ャ
文
化
に
対
す
る
知
的
弁
明
と
し
て
理
解
し
て
き
た
 従
来
の
研
究
に
よ
っ
 

は
 ユ
ダ
ヤ
教
と
の
関
連
で
こ
れ
を
論
じ
て
い
る
が
、
 キ
 リ
ス
ト
 教
 迫
害
と
の
 



ユ
 ス
テ
ィ
 

研
究
す
る
の
 

「
デ
ュ
 ナ
、
、
ト
 

ノ
ス
 の
ロ
ゴ
 
乙
 論
の
中
心
は
ロ
ゴ
ス
・
キ
リ
ス
ト
論
に
 あ
る
。
彼
の
ロ
ゴ
ス
・
キ
リ
ス
ト
論
を
思
想
的
影
響
 
関
 係
の
中
で
 

で
は
な
く
、
彼
の
内
的
な
「
個
人
的
動
機
」
を
も
と
に
 
研
究
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
指
摘
し
て
い
た
 
ス
テ
ュ
 
｜
ダ
 ー
は
 

-
 
団
 -
 

ス
 」
と
い
う
概
念
に
着
目
し
た
。
彼
は
ロ
ゴ
ス
の
弁
明
 
的
 性
格
を
現
実
の
迫
害
の
中
に
定
位
せ
ず
、
む
し
ろ
 
知
 的
 弁
明
と
 

3
 
 神
の
デ
ュ
ナ
ミ
ス
と
し
て
の
キ
リ
ス
ト
 

③
 .
q
.
 

ど
 N
.
-
0
 

切
 -
 と
し
て
舌
口
 及
 さ
れ
て
Ⅱ
い
る
。
こ
の
よ
う
 
な
ユ
 ス
テ
ィ
ノ
 ス
 の
テ
キ
ス
ト
を
見
る
と
、
 

ソ
ク
フ
 ァ
ス
 は
単
な
る
哲
学
者
 

と
し
て
で
は
な
く
、
む
し
ろ
真
理
の
た
め
に
迫
害
さ
れ
 
処
刑
さ
れ
た
哲
学
者
、
殉
教
し
た
愛
知
者
、
「
苦
し
み
 を
 受
け
て
死
ん
だ
義
人
」
 

 
 

と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
も
ち
ろ
ん
 
こ
の
よ
う
な
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
「
随
分
と
キ
リ
ス
ト
教
化
 
さ
れ
た
ソ
ク
ラ
テ
ス
」
 

*
 
坤
 -
 

で
あ
る
。
実
際
 ュ
 ス
テ
ィ
ノ
 
ス
 は
、
た
と
え
ば
「
パ
イ
 ド
ン
」
の
最
後
 
-
 
）
）
㏄
ま
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
 
ソ
ク
ラ
 
テ
ス
、
即
ち
ア
ス
ク
レ
 

ピ
 オ
ス
に
鶏
一
羽
を
供
え
る
よ
う
に
 ク
 リ
ト
ン
に
依
頼
 す
る
ソ
ク
ラ
テ
ス
に
言
及
す
る
こ
と
は
な
い
。
ま
た
 
周
 知
 の
よ
う
に
 
ソ
 ク
ラ
テ
 

ス
 自
身
は
「
 ダ
 4
 モ
 ー
ン
 」
と
い
う
語
を
肯
定
的
に
使
 う
が
、
 
ュ
 ス
テ
ィ
ノ
 
ス
 の
用
法
で
は
「
ダ
イ
モ
 ー
ン
 」
 ほ
 悪
霊
を
意
味
す
る
。
 

従
っ
て
唯
一
神
の
礼
拝
の
故
に
悪
霊
（
「
ダ
イ
モ
 ー
ン
 」
 ）
に
よ
り
迫
害
さ
れ
、
処
刑
さ
れ
た
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
」
 
は
ニ
 ス
テ
ィ
ノ
 
ス
 の
 立
 

場
 で
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
像
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
 
ソ
ク
ラ
テ
ス
像
を
も
と
に
 ユ
 ス
テ
ィ
ノ
 
ス
 は
部
分
的
に
 で
は
あ
っ
て
も
ロ
ゴ
ス
 

に
 従
っ
て
生
き
た
と
ソ
ク
ラ
テ
ス
を
評
価
し
、
彼
を
「
 
キ
リ
ス
ト
教
徒
」
そ
れ
は
 
ュ
ス
テ
 

イ
ソ
ス
 が
キ
リ
ス
ト
教
 

の
 有
す
る
ロ
ゴ
ス
性
、
即
ち
迫
害
の
中
に
あ
っ
て
も
 
真
 理
 に
生
き
て
い
る
こ
と
を
確
信
し
、
こ
の
線
上
に
 ソ
ク
 
ラ
テ
ス
を
位
置
づ
け
た
 

か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
「
対
話
」
で
は
な
く
「
弁
明
し
の
 中
で
ソ
ク
ラ
テ
ス
が
論
じ
ら
れ
る
こ
と
か
ら
も
、
 
ソ
 ク
ラ
テ
ス
論
が
「
敬
虔
 

と
 愛
知
を
求
め
る
」
皇
帝
た
ち
に
訴
え
る
そ
の
 ム
ガ
明
的
 性
格
の
故
に
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
 
 
 

  



次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
 
G
.
 

目
色
。
 

誰
も
ソ
ク
ラ
テ
ス
を
信
じ
て
、
彼
の
教
え
の
た
め
に
 
死
 ん

で
は
 い
 ま
せ
ん
。
し
か
し
・
・
・
…
愛
知
者
や
学
者
ば
か
 

り
か
、
手
職
人
や
 

 
 

ま
っ
た
く
教
養
の
な
い
人
々
ま
で
も
キ
リ
ス
 

舌
口
業
 で
 舌
ロ
 
い
 表
す
こ
と
の
で
き
な
い
 御
 父
の
力
（
 デ
ュ
 

ト
を
 信
じ
、
栄
誉
も
恐
怖
も
死
も
蔑
ん
だ
の
で
す
。
 と
 

テ
 ミ
ス
）
で
あ
っ
て
、
人
間
的
ロ
ゴ
ス
の
産
物
で
は
な
 

い
う
の
 ム
 し
「
ふ
斗
 
1
 
Ⅱ
Ⅱ
 

メ
 
ス
 卜
 
@
 1
 
Ⅱ
 
は
 い
口
 

い
 か
ら
で
す
。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ヱ
 ス
テ
ィ
ノ
 
ス
 に
お
い
て
ロ
ゴ
ス
・
キ
リ
ス
ト
論
は
 ア
 ロ

ゴ
ス
な
 迫
 生
ロ
と
い
う
歴
史
的
社
会
状
況
に
定
位
し
て
 

 
 

 
 

。
 
ロ
コ
 

「
神
の
力
」
で
あ
る
Ⅰ
 き
 ・
）
 

じ
 。
 

こ
う
し
た
こ
と
を
要
約
す
る
か
の
よ
う
に
、
ロ
ゴ
ス
・
 キ

リ
ス
ト
論
の
主
要
テ
キ
ス
ト
の
一
つ
で
あ
る
三
弁
 

」
 一
 0
 章
の
中
で
は
 

ス
 」
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
従
っ
て
こ
の
「
デ
ュ
ナ
ミ
ス
 

」
は
理
性
の
力
を
越
え
て
、
万
人
に
真
理
を
開
示
し
 

、
真
理
に
生
き
さ
せ
る
 

を
 告
白
す
る
者
に
対
し
て
さ
え
死
が
定
め
ら
れ
て
い
る
 

の
に
、
わ
れ
わ
れ
は
 
ロ
 
こ
の
ロ
ゴ
ス
を
 口
 喜
び
も
て
な
 し

、
 教
え
て
い
る
」
と
 

述
べ
る
が
、
そ
う
し
た
こ
と
は
「
力
強
い
ロ
ゴ
ス
」
に
 

よ
り
な
さ
れ
、
こ
の
ロ
ゴ
ス
が
詩
編
一
一
 0
 編
 二
節
に
 合

わ
せ
て
「
デ
ュ
 ナ
ミ
 

る
 。
「
一
ム
 
ガ
 」
四
五
章
五
節
で
は
使
徒
た
ち
の
宣
教
に
 
壬
 

一
口
 

及
 し
つ
つ
、
「
 @
 
」
の
ロ
ゴ
ス
を
教
え
た
り
す
る
者
、
 ま
 た

た
だ
キ
リ
ス
ト
の
 名
 

希
望
と
 カ
 を
与
え
、
彼
ら
を
真
理
に
殉
ぜ
し
め
る
「
 デ
 ュ

テ
 ミ
ス
」
な
の
で
あ
る
。
ロ
ゴ
ス
，
キ
リ
ス
ト
論
は
 

ハ
ル
ナ
ッ
ク
や
ロ
 ｜
 

フ
ス
が
主
張
し
た
よ
う
に
単
に
宇
宙
論
的
議
論
を
展
開
 す

る
た
め
に
導
入
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
 迫

害
の
中
で
ロ
ゴ
ス
に
 

従
っ
て
生
き
る
た
め
に
受
け
取
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
 

ロ
ゴ
ス
と
し
て
の
キ
リ
ス
ト
が
悪
霊
を
打
ち
破
る
こ
と
 も

し
ば
し
ば
舌
口
 
夜
 さ
れ
 

理
解
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ま
で
の
研
究
と
は
異
な
っ
て
 

「
デ
ュ
ナ
ミ
ス
」
と
い
う
概
念
に
注
目
し
た
点
は
高
く
 評

価
で
き
る
。
迫
害
と
 

い
う
文
脈
で
ロ
ゴ
ス
・
キ
リ
ス
ト
論
を
捉
え
た
場
合
、
 

ロ
ゴ
ス
と
し
て
の
キ
リ
ス
ト
が
有
す
る
「
デ
ュ
ナ
ミ
ス
 」

の
意
味
が
一
層
明
ら
 

か
に
な
る
。
即
ち
キ
リ
ス
ト
は
ロ
ゴ
ス
自
身
と
し
て
、
 亜

ゅ
 
幸
一
正
に
よ
る
 

ア
 ロ
ゴ
ス
な
迫
害
に
対
し
て
ロ
ゴ
ス
に
 従
 う
 者
を
守
り
、
彼
ら
に
 



ア
 ロ
ゴ
ス
系
統
の
語
は
迫
害
に
つ
い
て
、
そ
の
原
因
、
 

迫
害
者
、
迫
害
と
い
う
事
態
を
意
味
す
る
の
に
使
わ
 
れ
て
い
た
。
迫
害
と
 

は
 、
悪
霊
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
 
ア
 ロ
ゴ
ス
（
 理
 不
尽
）
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
迫
害
が
 
ア
 ロ
ゴ
ス
で
あ
れ
 
ば
 、
そ
の
対
照
と
し
て
 

「
ロ
ゴ
ス
的
」
、
ロ
ゴ
ス
性
は
正
し
く
真
理
に
し
た
が
っ
 

て
 生
き
、
迫
害
を
終
結
し
、
十
分
な
取
り
調
べ
を
も
 
と
に
判
決
を
下
す
こ
と
 

を
 意
味
し
、
迫
害
を
中
心
に
捉
え
ら
れ
る
。
「
弁
明
」
を
 

通
し
て
 ユ
 ス
テ
ィ
ノ
 ス
 は
こ
う
し
た
ロ
ゴ
ス
性
を
皇
 
帝
 た
ち
に
要
求
し
た
。
 

従
っ
て
事
柄
と
し
て
 
ア
 ロ
ゴ
ス
と
ロ
ゴ
ス
性
は
表
裏
 
一
 体
で
あ
り
、
こ
う
し
た
ロ
ゴ
ス
性
が
「
弁
明
し
の
ロ
ゴ
 

ス
 論
の
基
礎
に
あ
る
。
 

こ
こ
か
ら
 ュ
 ス
テ
ィ
ノ
 ス
 が
コ
 カ
明
 」
に
お
い
て
、
 如
 何
に
心
を
砕
い
て
 迫
 生
口
の
最
中
に
真
理
に
生
き
て
い
る
 

キ
リ
ス
ト
教
の
ロ
ゴ
ス
 

性
 、
迫
害
さ
れ
て
も
真
理
に
生
き
た
ソ
ク
ラ
テ
ス
、
 

ま
 た
 迫
害
の
中
で
真
理
に
生
き
る
力
を
与
え
る
 
デ
ュ
ナ
，
 
ト
ス
と
し
て
の
ロ
ゴ
ス
 
自
 

身
を
論
じ
た
の
か
も
理
解
さ
れ
て
く
る
。
ロ
ゴ
ス
自
身
 

と
し
て
の
キ
リ
ス
ト
は
こ
う
し
た
 
迫
 生
口
の
中
に
あ
っ
て
 

ロ
ゴ
ス
に
従
う
者
を
守
 

り
 、
希
望
と
 カ
 を
与
え
、
死
に
至
ら
せ
る
神
の
力
む
の
 
で
あ
る
。
 

近
年
の
黙
示
文
学
を
含
め
た
ユ
ダ
ヤ
教
の
伝
統
か
ら
 

ュ
 ス
テ
ィ
ノ
 ス
 を
解
釈
す
る
試
み
は
、
過
度
に
ギ
リ
シ
ャ
 
思
想
と
の
関
係
か
ら
 

玉
 
な
す
 び
 

ロ
ゴ
ス
・
キ
リ
ス
ト
論
に
つ
い
て
は
ロ
ゴ
ス
の
人
格
的
 独
立
性
、
ま
た
 御
 父
へ
の
従
属
性
と
い
っ
た
教
理
的
 教
 説
 、
ま
た
宇
宙
論
的
な
 

 
 

 
 

議
論
を
可
能
に
し
た
創
造
論
と
旧
約
の
神
顕
現
に
お
け
 
る
 啓
示
の
問
題
、
お
よ
び
受
肉
を
は
じ
め
と
す
る
救
済
 
論
的
 諸
問
題
も
論
じ
る
 

 
 
 
 
 
 
 
 

れ
る
が
、
そ
れ
ら
は
こ
こ
で
論
じ
た
ロ
ゴ
ス
論
の
弁
明
 
的
 性
格
と
抵
触
す
る
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
こ
の
 
歴
 史
的
社
会
状
況
に
方
向
 

つ
け
ら
れ
、
ロ
ゴ
ス
性
を
も
と
に
そ
れ
ら
は
展
開
さ
れ
 て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
ロ
コ
ス
・
ス
ペ
ル
 
マ
テ
 
ィ
コ
ス
 も
こ
う
し
た
 デ
 

ュ
テ
 
ミ
ス
と
し
て
の
ロ
ゴ
ス
を
も
と
に
解
釈
す
べ
き
と
 考
え
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
ね
ば
な
ら
な
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- 
  す 丁旺 
一   

コ % 帝鍍 

    
  

- 一 口 - 一 己 

    
45 (45) 

の
と
の
関
係
の
中
で
、
特
に
過
去
と
の
関
係
の
中
で
ュ
 

人
の
思
想
家
は
誰
で
あ
れ
ま
ず
自
分
の
時
代
を
生
き
た
 

ュ
 ス
テ
ィ
ノ
 ス
 は
迫
害
と
い
う
巨
大
な
悪
を
前
に
し
て
 

す
る
実
際
の
弁
明
と
し
て
こ
れ
を
表
し
て
い
る
。
そ
こ
 

る
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
「
弁
明
」
の
ロ
ゴ
ス
論
も
そ
う
 

開
い
た
と
い
う
評
価
は
結
果
的
に
肯
定
さ
れ
る
か
も
 
知
 
矢
口
 

論
 に
よ
っ
て
信
仰
と
と
も
に
自
分
の
時
代
を
真
摯
に
 生
 
生
 ス

テ
ィ
ノ
 
ス
 を
捉
え
よ
う
と
す
る
点
で
十
分
と
は
思
わ
 れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
 
一
 

の
で
あ
っ
て
、
過
去
と
の
関
係
の
中
で
生
き
た
わ
け
で
 は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
 

一
人
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
し
て
真
摯
に
生
き
た
。
彼
の
 
「
弁
明
」
は
迫
害
に
対
 

で
 
「
弁
明
ヒ
全
体
は
こ
の
迫
害
と
い
う
歴
史
的
社
会
状
 況
 を
も
と
に
理
解
さ
れ
 

 
 

で
あ
る
。
 
ヱ
 ス
テ
ィ
ノ
 
ス
 の
ロ
ゴ
ス
論
が
福
音
の
 ギ
リ
 シ
ャ
化
の
端
緒
を
切
り
 

れ
な
い
。
し
か
し
 ュ
 ス
テ
ィ
ノ
ス
自
身
に
則
し
て
言
え
 ば
、
 彼
は
そ
の
ロ
ゴ
ス
 

き
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
 

解
釈
さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
 
ユ
 ス
テ
ィ
ノ
 ス
 の
思
想
研
 究
 に
新
境
地
を
開
い
た
と
舌
口
え
る
。
し
か
し
そ
れ
に
も
 か
か
わ
ら
ず
、
別
の
も
 



ン
 と
の
関
係
を
論
じ
て
い
た
。
 

申
力
 ・
（
 
ざ
 日
の
目
 廷
ぬ
申
 Ⅱ
 ぎ
 Ⅱ
 お
ぬ
 
き
お
ヒ
住
ミ
 @
 
り
 
㌔
～
）
～
コ
 

ミ
ド
 （
）
 

ミ
 ・
 甘
コ
曲
 ）
 
0
0
 
@
 
一
 ，
お
の
 
・
 -
 ご
 

（
 
4
 一
力
・
 丁
 0
 拝
の
 
，
，
 
Ⅰ
 o
m
o
 

の
の
で
。
ロ
コ
㏄
 

ま
村
 0
 の
・
の
 
プ
 Ⅰ
四
円
守
田
井
 

ぜ
 ㏄
 コ
 隼
ぃ
コ
 
巳
の
邑
叶
 
っ
プ
ニ
 
0
 の
 0
 で
ア
 
ド
ド
 0
 ぃ
 0
 Ⅱ
 
隼
 @
 
コ
 %
 侍
 
0
 の
 巳
 Ⅰ
 建
 ⑦
 
ま
申
 ㎡
下
 っ
臼
 0
 幅
 

 
 

）
 
0
0
 
１
）
の
㏄
二
席
 

ロ
に
 ）
 ド
 ㏄
一
ト
 
ト
 の
こ
一
）
・
 
下
 ・
 メ
円
入
 
㏄
 
注
コ
 r
 。
 ，
ロ
の
 
@
@
 
の
 Ⅰ
 ヰ
岸
 
コ
 m
 の
 コ
 い
 し
 Ⅰ
 仁
 ㏄
 
目
わ
 
㏄
Ⅰ
。
 
す
 Ⅱ
の
く
。
ゴ
 

@
 い
 。
 幅
 。
的
の
七
の
 

コ
コ
ゆ
コ
オ
 

c
 の
 =
 。
 -
 
コ
 
ミ
註
 ぎ
め
・
 
力
の
撫
薄
ぺ
蝿
 

 
 

コ
ミ
 も
 ぎ
ぺ
 叩
い
 
き
 ㌣
 ほ
 グ
ン
目
口
 
コ
 降
の
「
）
り
ま
・
 

り
 ㏄
 0
l
 
㏄
 き
 ・
ホ
ル
 テ
 に
 対
し
て
バ
ー
ナ
ー
ド
は
英
訳
に
付
し
た
序
文
の
中
で
、
「
ロ
ゴ
ス
 

ス
ペ
ル
マ
テ
ィ
コ
 

ス
 」
の
能
動
的
性
格
は
認
め
つ
つ
も
、
 

福
 土
日
書
の
「
種
ま
き
の
 た
と
え
」
自
体
を
 ユ
 ス
テ
ィ
ノ
 
ス
 が
引
用
す
る
こ
と
は
な
い
こ
と
 を
 理
由
に
「
ロ
ゴ
 

ス
 ・
ス
ペ
ル
マ
テ
ィ
コ
 
ス
 」
と
こ
の
た
と
え
と
の
関
連
性
を
否
 定
し
、
ニ
 
ス
テ
ィ
ノ
ス
自
身
の
独
創
性
を
指
摘
し
て
い
た
。
Ⅰ
 %
@
.
 

ロ
ド
「
コ
ド
Ⅱ
 

伍
宙
 「
 

ミ
コ
す
 -
 
コ
侍
 
Ⅱ
 
0
 ユ
仁
い
ゴ
 

0
 コ
リ
コ
ロ
コ
 
0
 卜
 
。
 し
 -
 め
臣
Ⅰ
 
ぎ
あ
 
支
お
 ミ
ぬ
ミ
ベ
ド
ミ
ぃ
 由
あ
 ～
 ぬ
ミ
 
㌔
 い
の
 
n
o
 
ぉ
 軋
も
㌧
 0
 ～
 
碍
 ～
 
ぬ
め
 
・
 ム
の
嶺
ま
 。
）
 

m
h
.
 

ま
た
 

同
 書
 
「
三
井
」
註
記
 れ
 

-
 
）
の
の
。
 

N
o
o
 

一
も
 同
様
。
 

（
 
j
-
O
.
 
の
オ
ド
Ⅰ
㏄
が
 

目
コ
 
P
 
二
円
 
ア
 ㏄
の
。
二
く
㏄
Ⅱ
 

田
 。
 コ
 。
 ヰ
 Ⅰ
目
の
 

ゴ
 コ
 ミ
 ㏄
Ⅰ
 
（
 
日
 「
 ，
 -
 め
 ～
Ⅱ
 
ぎ
 e
o
 

卜
の
つ
 

コ
 の
㍉
③
・
の
 

い
 l
 Ⅱ
り
 
@
 パ
 お
ぬ
 ㌧
 さ
陳
憶
う
ミ
セ
ド
 S
 
か
 め
 
Q
 」
こ
の
 
@
 
ロ
 の
コ
 一
 n
.
 Ⅰ
 

山
主
 @
 邑
の
㍉
 一
 Ⅰ
 +
@
@
u
 

注
の
 
ヨ
 ㏄
（
 
@
@
u
 

エ
色
の
 @
@
@
 

ガ
ヨ
 ぎ
 Ⅰ
 廷
臼
 コ
ン
用
 
鋒
ユ
ヒ
目
 
（
佳
一
 
2
 一
 を
参
 招
こ
 ・
ま
た
こ
の
他
づ
 刃
 円
に
 ユ
 ス
テ
ィ
ノ
 ス
 の
 項
目
を
執
筆
し
て
い
 

ス
 Ⅰ
。
の
 
零
曲
 
「
 
s
a
u
 
お
 。
 レ
ユ
 ・
Ⅰ
 
ロ
の
 
（
 
一
コ
衞
 
（
 ヲ
 （
 
麟
ヌ
セ
パ
 

の
 r
 、
 H 門
田
）
 
ゴ
下
 Ⅱ
）
 
よ
 田
・
例
え
ば
「
ロ
ゴ
ス
・
ス
ペ
ル
マ
テ
ィ
コ
 ス
 」
に
つ
い
て
、
 
彼
は
「
徹
底
的
に
 

ユ
ダ
ヤ
的
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
 

-
H
 お
 Ⅱ
 コ
，
ミ
ど
 。
 

-
6
 一
以
下
「
弁
明
」
は
「
第
一
弁
明
 L
 と
「
第
二
弁
明
」
の
 
全
 体
を
指
し
、
ヨ
井
し
は
 
司
 第
一
弁
明
」
の
 、
ョ
 
一
 
弁
 し
は
「
 第
 二
 弁
明
」
の
省
略
と
す
 

一
 
7
 ）
 
ユ
 ス
テ
ィ
ノ
 ス
 の
ロ
ゴ
ス
論
の
テ
キ
ス
ト
に
は
「
ロ
ゴ
ス
 

ゴ
ス
」
を
意
味
す
る
場
合
で
も
、
キ
リ
ス
ト
で
あ
る
神
的
ロ
ゴ
ス
 

し
た
、
人
間
に
内
在
的
な
ロ
ゴ
ス
を
意
味
す
る
の
か
確
定
で
き
な
 

て
い
る
。
ホ
ル
 
テ
 が
指
摘
す
る
と
お
り
、
こ
う
し
た
 暖
抹
 さ
は
 彼
 

る
 。
な
お
「
ト
リ
ュ
フ
ォ
ン
と
の
対
話
」
も
「
対
話
」
と
略
記
す
 

い
う
の
も
神
約
ロ
ゴ
ス
を
指
す
場
合
も
、
人
間
的
ロ
ゴ
ス
を
指
す
 

」
と
い
う
語
が
神
的
ロ
ゴ
ス
を
意
味
す
る
の
か
、
あ
る
い
は
、
 

人
 

場
合
も
 、
 丈
に
互
い
を
排
除
す
る
こ
と
ほ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
 

つ
 

と
の
つ
な
が
り
が
含
意
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
彼
の
著
名
な
言
 

る
 。
 

の
 ロ
ゴ
ス
論
自
体
に
内
在
し
て
い
る
 

缶
 。
用
の
 
，
 Ⅰ
。
㎎
 

o
m
 

の
で
の
「
 

ヨ
 

い
 箇
所
が
認
め
ら
れ
、
こ
の
こ
と
が
彼
の
ロ
ゴ
ス
論
を
一
層
理
 

間
 的
理
性
を
は
じ
め
と
 

解
 困
難
な
も
の
と
し
 

葉
 、
「
ロ
ゴ
ス
に
 与
 

注
守
 0
9
 ト
 臼
ど
 。
 と
 

ま
り
「
人
間
的
 
ロ
 

っ
て
生
活
し
た
者
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
す
」
 

貧
 ・
 
ふ
 ・
ど
に
お
い
て
 
「
ロ
ゴ
ス
」
は
人
間
理
性
を
意
味
す
る
と
同
時
に
キ
リ
ス
ト
を
 

含
 青
 し
て
い
な
け
れ
 

ば
 意
味
が
通
じ
な
い
。
ま
た
「
ロ
ゴ
ス
が
選
択
す
べ
き
で
な
い
 
ム
 
叩
 じ
る
こ
と
も
、
理
性
を
持
つ
も
の
が
選
ぶ
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
，
 

っ
 」
 宙
 レ
ジ
巴
の
場
 

含
 も
、
文
脈
か
ら
「
ロ
ゴ
ス
」
は
キ
リ
ス
ト
で
あ
る
が
、
同
時
に
 一
般
的
な
理
性
と
の
連
続
性
を
含
意
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
 

い
 。
こ
う
し
た
 
暖
昧
 

さ
の
た
め
、
こ
こ
で
「
ロ
ゴ
ス
」
は
基
本
的
に
「
ロ
ゴ
ス
」
と
 
訳
 し
て
お
き
た
 

一
 
8
-
 
コ
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 ・
 エ
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-
 
存
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ロゴス とプ ロ コ     

「
弁
明
」
に
お
け
る
 ア
 
ロ
ゴ
ス
が
迫
害
に
適
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
 

を
見
逃
し
て
い
る
。
 

 
 

 
 

 
  
 

一
 Ⅱ
 -
 

ヱ
 0
@
 
乙
甲
。
 
，
由
 ㍉
清
津
 ぎ
 Ⅹ
 き
与
軋
 oq
o
 も
㌻
 ，
を
 参
照
。
 

-
 匹
 
め
玲
ざ
 G
 て
を
「
悪
霊
」
の
意
味
で
使
う
の
は
ユ
ダ
ヤ
・
 

キ
 リ
ス
ト
教
の
伝
統
に
立
っ
て
い
る
。
ギ
リ
シ
ャ
哲
学
者
は
こ
の
よ
 

 
 

認
め
て
い
な
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本
論
文
は
庭
野
平
和
財
団
の
助
成
を
受
け
た
研
究
の
一
部
で
あ
る
 。
こ
の
場
を
借
り
て
関
係
各
位
に
対
し
謝
意
を
表
し
た
い
。
 

で
あ
っ
た
。
 

一
リ
 
一
 
こ
の
点
に
つ
い
て
は
既
に
水
垣
 渉
氏
 が
指
摘
し
て
い
る
。
 水
垣
 渉
 
「
 ユ
 ス
テ
ィ
ノ
 ス
と
 探
求
の
問
題
」
、
「
宗
教
的
探
求
の
 
問
題
」
所
収
、
創
支
社
 

一
九
八
四
年
、
一
二
七
頁
。
 

@
 
一
 
「
対
話
」
の
ロ
ゴ
ス
論
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
論
じ
 
ろ
   

  



依 オ 
拠 ス 筆 
し l 者 
た ナ は 

様 " こ 

々 そ れ 
む べ ま 

居 、 セ で 

想、 ス 、 メ 
政 サ キ 

第 エ シ 

を ン コ 

革命、 展開し とい ス 

て っ 特 
い た に 

た プ 一 
こ ロ 九 

と - プ "  一 " 
を ス 七 
明 タ 年 
ら 、 ノ ラ 慧 
か ト 法 
に 信 の 
し 者 制 
て が 定 

を契 きた 革命 

。 改 機 
力 府 と 

ト 公 し 
リ 教 た 

ン育革 ズ 、 省令   
が 高 運 
優 官 設 
勢 と 期 
と な に 
さ り お   
  
キ 自 ア 
シ 身 ン 

コ の ド 

に言 お仰ス Ⅰ一 レ 
い に ・ 

  

    
キ居 、 て刊 育 っ的の論 

  l 想 単行省て義主文   
看 ド流捉 たわ と 屋宇Ⅴ 

Ⅴ ねえ雑 れ字 開宙 
吾 Ⅰ ， i 里 

さ ホ のら読て 一れ『後のて 教し 的革 人命 
れ 
る 

セ 端が新の調 をち し彼停る い種期 』 メ 

バ 解のい は を こ に キ 

そ ス き メ 民力 図 と よ シ 

の   コは ン ぐシ キ生 主り ト りはっコ 、 見てを 

小姑 弘 
居、 
想、   

尻輪 い れ 回 シ ち ぅ 想、   
リるシ 、 ン 。 ズ記 のの化自力革 よさ身の命 
      ム事 う せ は太政 
  
  プ 、 に よ波 な てカ 国ト 種棒 論で 

プ ロ っ の 民 り 約分 
ロ テ て 宗形 ツ ナ数 
テ ス 道 教 成 ク シ 育 
ス タ ラ 居、 を 信 ョ大 
タ ン こ % 速者 ナ 臣 
、 ノ テ と の げ で リ と 
テ ィ が 変モ あ ズ も 

  ズで遷市 っム な 

ったホ ズム、 ム、市 きる。 、米 を 氏宗教 え力 @ ， Ⅰ、 の木鐸 

  スは におい メキ 展 って 、世俗 、 宣教 ト ある。 、ン @@ 教 

    

宇
宙
的
人
種
の
使
命
 

ホ
セ
・
バ
ス
コ
ン
セ
ロ
ス
の
宗
教
思
想
   



て
 、
こ
の
よ
う
に
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
信
者
が
政
府
中
枢
 
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
担
い
え
た
背
景
と
し
て
、
 
メ
 キ
シ
コ
革
命
国
家
が
 カ
 

ト
リ
シ
ズ
ム
、
特
に
次
第
に
民
衆
化
し
て
い
っ
た
 グ
ア
 ダ
ル
 ー
ぺ
の
 聖
母
信
仰
に
対
抗
す
る
国
民
統
合
の
文
化
 
的
 原
理
と
し
て
官
製
 ナ
 

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
創
造
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
 挙
 げ
ら
れ
る
。
一
九
世
紀
初
頭
に
果
た
さ
れ
た
独
立
以
後
 
、
メ
キ
シ
コ
国
家
は
 カ
 

ト
リ
ッ
ク
教
会
の
影
響
力
削
減
を
求
め
て
そ
の
活
動
 領
 域
を
制
限
す
る
様
々
な
法
制
を
出
し
、
反
発
す
る
 
カ
ト
 リ
 ツ
ク
教
会
と
恒
常
的
 

な
 紛
争
状
態
に
あ
っ
た
。
そ
の
最
終
決
着
を
付
け
る
べ
 
く
 、
急
進
的
革
 ム
 
町
家
た
ち
が
初
等
学
校
か
ら
の
宗
教
教
 育
の
排
除
や
教
会
財
産
 

の
 没
収
、
聖
職
者
登
録
の
義
務
化
，
教
会
の
法
人
格
の
 
剥
奪
等
々
 、
 様
々
な
 反
 カ
ト
リ
ッ
ク
 的
 規
定
を
一
九
一
 セ
字
憲
法
に
盛
り
込
ん
 

だ
た
め
、
革
命
建
設
 期
 で
は
当
然
の
如
く
カ
ト
リ
ッ
ク
 教
会
と
国
家
の
対
立
は
激
化
し
、
一
九
二
六
年
に
は
 
カ
 ト
リ
ッ
ク
信
者
が
武
装
 

蜂
起
し
て
、
い
わ
ゆ
る
ク
リ
ス
テ
ー
ロ
ス
の
乱
が
勃
発
 

が
 筆
者
の
論
点
の
一
つ
で
あ
る
。
革
命
政
府
内
で
 
カ
ト
 

ト
リ
シ
ズ
ム
に
代
わ
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
構
築
を
模
 

い
わ
ば
人
種
論
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
し
て
従
来
主
に
 

そ
の
官
製
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
、
欧
米
諸
国
の
「
白
人
 説

明
さ
れ
て
き
た
が
、
こ
れ
が
市
民
宗
教
と
し
て
も
 
位
 

リ
シ
ズ
ム
に
代
わ
る
市
民
宗
教
へ
の
希
求
が
高
ま
っ
て
 

索
 す
る
の
で
あ
る
。
 

す
る
に
至
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
情
勢
下
で
、
国
民
 

・
純
血
」
に
対
抗
し
た
「
混
血
」
へ
と
メ
キ
シ
コ
国
民
 

置
 づ
け
う
る
と
い
う
の
 

建
設
を
急
ぐ
国
家
は
 カ
 

い
た
が
ゆ
え
に
、
プ
ロ
 

を
 統
合
し
て
い
く
、
 

テ
ス
タ
ン
ト
た
ち
も
市
民
宗
教
の
い
わ
ば
専
門
家
と
し
 
て
 革
命
政
府
に
活
躍
の
場
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
 
。
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
は
 公
 

定
 ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
し
て
採
択
で
き
な
い
が
、
か
と
 
い
っ
て
革
命
以
前
の
メ
キ
シ
コ
で
影
響
力
が
強
か
っ
た
 
実
証
主
義
や
、
革
命
の
 

進
展
と
と
も
に
勢
力
を
伸
ば
し
た
社
会
主
義
が
 標
傍
す
 る
反
 宗
教
的
合
理
主
義
思
想
に
与
す
る
こ
と
も
で
き
な
 
い
親
 宗
教
的
思
想
傾
向
 

の
 政
治
家
、
知
識
人
が
革
命
期
メ
キ
シ
コ
に
も
数
多
く
 
い
た
。
彼
ら
は
既
存
の
宗
教
に
頼
ら
ず
、
米
国
を
 モ
デ
 ル
 と
す
る
市
民
宗
教
を
 

メ
キ
シ
コ
で
も
実
現
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
た
。
そ
こ
 
で
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
た
ち
は
米
国
宗
教
、
市
民
宗
教
 
の
 専
門
家
た
る
こ
と
を
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宇宙的人種の 使 首 

自
任
し
、
そ
の
こ
と
を
通
し
て
メ
キ
シ
コ
の
為
政
者
や
 
知
識
人
の
間
で
さ
ら
な
る
影
響
力
を
戸
 け
使
 す
べ
く
 様
 々
 な
 戦
略
を
練
る
の
だ
 

が
 、
そ
の
最
も
制
度
化
さ
れ
た
戦
略
の
一
つ
と
し
て
、
 
米
国
人
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
宣
教
師
 ザ
 ミ
ュ
エ
ル
・
ガ
イ
 ・
イ
ン
マ
ン
が
一
九
二
 

0
 年
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
刊
行
を
開
始
し
た
ス
ペ
イ
ン
 
語
 月
刊
誌
「
新
し
い
民
主
主
義
」
鰻
も
圭
 
薄
 Q
e
a
 
寺
ま
 き
こ
 い
こ
に
筆
者
は
注
 

目
し
て
い
る
。
イ
ン
マ
ン
は
南
北
ア
メ
リ
カ
各
地
の
政
 
治
 家
、
知
識
人
を
動
員
し
て
こ
の
雑
誌
に
記
事
を
書
か
 
せ
、
 彼
ら
に
宗
教
に
関
 

わ
る
議
論
を
展
開
さ
せ
て
、
市
民
宗
教
に
基
づ
く
宗
教
 
的
 パ
ン
ア
メ
リ
カ
ニ
ズ
ム
を
推
進
し
よ
う
と
し
た
。
 

こ
の
と
き
、
「
新
し
い
民
主
上
 義
 L
 の
記
事
の
執
筆
者
と
 し
て
、
さ
ら
に
は
こ
の
雑
誌
の
顧
問
と
し
て
動
員
さ
 
れ
た
知
識
人
の
一
人
 

に
 、
メ
キ
シ
コ
の
ホ
セ
・
バ
ス
コ
ン
セ
ロ
ス
 
串
 ョ
瓶
 く
 舘
 c
o
 
閂
凹
 つ
の
一
八
八
二
 
｜
 一
九
五
九
）
が
い
る
。
バ
ス
 コ
ン
セ
ロ
ス
は
 革
ム
叩
期
 

メ
キ
シ
コ
を
代
表
す
る
思
想
家
、
教
育
家
で
あ
り
、
 
ア
 ル
 バ
ロ
・
オ
ブ
レ
ゴ
ン
革
命
政
権
一
一
九
二
 0
 ｜
 一
九
一
 
一
四
に
お
い
て
公
教
育
 

大
臣
と
も
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。
ま
た
、
一
九
二
五
年
 
0
 代
表
的
著
作
「
宇
宙
的
人
種
イ
ベ
ロ
ア
メ
リ
 
力
人
種
の
使
ム
 旦
再
 ㏄
 

ヌ
さ
 
N
 
Ⅰ
の
 
師
め
 
）
や
～
～
の
Ⅰ
 

へ
や
 
や
～
あ
 

い
軌
ミ
簿
い
 

～
 
ぬ
 ￥
㏄
 
N
 
ぬ
 ～
 
ひ
 
㏄
 
べ
 
0
 
ぬ
ゃ
つ
 

め
㏄
 
さ
 Ⅰ
 
ぬ
 
お
 し
 
に
よ
り
、
「
混
血
」
と
い
う
人
種
的
概
念
に
基
づ
 く
 メ
キ
シ
コ
、
ラ
テ
ン
 

ア
メ
リ
カ
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
思
想
の
木
鐸
と
し
て
 
バ
 ス
コ
ン
セ
ロ
ス
は
位
置
づ
け
ら
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。
 
一
九
一
七
年
憲
法
の
制
 

定
を
契
機
と
し
た
国
家
に
お
け
る
 反
 カ
ト
リ
シ
ズ
ム
 熱
 の
 高
ま
り
に
お
い
て
、
個
人
的
に
は
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
 
で
あ
る
バ
ス
コ
ン
セ
ロ
 

ス
も
反
 カ
ト
リ
ッ
ク
主
義
者
と
し
て
革
命
政
権
に
加
わ
 
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
一
方
で
、
公
教
育
大
臣
と
し
て
 
の
彼
の
施
策
や
思
想
に
 

は
 宗
教
性
が
認
め
ら
れ
、
そ
れ
は
市
民
宗
教
で
あ
る
と
 
の
 指
摘
も
な
さ
れ
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
一
九
二
 
0
 午
 代
 末
以
降
の
彼
の
著
作
 

 
 

に
は
 カ
ト
リ
シ
ズ
ム
へ
の
明
ら
か
な
回
帰
が
見
ら
れ
る
 が
 、
こ
の
よ
う
な
彼
の
宗
教
思
想
の
変
遷
は
こ
れ
ま
で
 
十
分
に
明
ら
か
に
さ
れ
 

て
き
て
い
な
い
。
そ
の
理
由
は
恐
ら
く
、
「
宇
宙
的
 人
 種
 」
に
お
い
て
な
さ
れ
た
、
人
類
典
を
さ
か
の
ぼ
り
、
 
地
球
規
模
で
展
開
さ
れ
 

る
 彼
の
議
論
の
壮
大
さ
に
多
く
の
研
究
者
の
目
が
向
け
 
ら
れ
、
あ
る
い
は
専
ら
人
種
思
想
に
基
づ
い
た
ナ
シ
ョ
 
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
の
 彼
   



こ 肢 市 の 人 た 
と と 民 調 種 々 ショ 宗教してから 停、 論も 

"  を半 @ こ 力 実 ナ 
氷 上 頼 ト は リ 

固 し ろ り 宗 ズ 
市 て う シ 数 ム 

思想家 氏宗教としていたこ ズム に 的議論 

と と い 代 と と 

は の た わ し プ 
聖 一 こ ろ て ロ 

な 端 と 宗 展 テ 
る る は 散 開 ス 
メ 示 、 的 さ タ 
キ し 両 統 れ ン 
シ て 民 合 て テ 
コ い 宗 原 お 々 

市 る 教 理 り ズ 
民 。 が め 、 ム     
結 、 り つ 革 ら 

点 バ ズ た 食 ぬ 

  
また、 最終的も探る キシコ に悩ん ナショ 

こ ほ の で ナ 『   
で ト 家 、 ム 的 
き り に そ 居、 人 種 よう。 」に シズム とって の解決 想 家が 

に 百 手 、 お 

国 力 投 政 け 
帰 な と 散 る 

し 選 し 関 役 
た 択 て 係 の 

ふ
め
 思
想
家
と
簡
単
に
片
づ
け
ら
れ
て
し
ま
い
が
ち
だ
 
が
 
（
こ
の
よ
う
な
単
純
化
も
彼
の
宗
教
思
想
が
看
過
さ
 れ
る
一
因
で
あ
ろ
う
Ⅰ
 

彼
が
積
極
的
に
市
民
宗
教
論
を
展
開
し
て
い
た
そ
れ
 
以
 前
の
段
階
に
お
い
て
は
、
む
し
ろ
米
国
宗
教
の
あ
り
方
 
に
 理
解
を
示
し
、
プ
ロ
 

テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
 ム
 と
も
協
力
的
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
 か
る
。
こ
の
こ
と
は
、
従
来
の
メ
キ
シ
コ
 史
 研
究
に
お
 

い
て
は
問
わ
れ
ず
に
き
 

イ
ズ
ム
批
判
を
行
っ
た
た
め
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
 と
い
 う
 彼
の
イ
メ
ー
ジ
と
も
重
ね
合
わ
さ
れ
て
、
反
米
、
反
 
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
 

が
 明
ら
か
と
な
ろ
う
。
ま
ず
、
バ
ス
コ
ン
セ
ロ
ス
は
 
一
 九
二
 0
 年
代
未
以
降
の
著
作
に
お
い
て
激
し
い
米
国
 批
 判
 、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
 

宝
主
義
ヒ
 
に
 掲
載
さ
れ
た
彼
の
記
事
に
依
拠
し
つ
っ
 明
 ら
か
に
し
て
い
く
の
が
本
論
の
目
的
で
あ
る
。
こ
の
 
作
 業
を
通
し
て
以
下
の
点
 

そ の 
こ も 倶け 

の 見 面 
よ 落 @ こ 

う と 任 
に さ 目 

、 れ が 

着 て 集 
過 き ま 

さ て っ 
ね い て 
て る き 

き か た 
た ら こ 

バ で と 

ス も に 

コ あ 加 

ンろえ セラ、 n o 
ス 

世 

      

不胡笘 

革 
-A- 
口口 

国土仏 と 

相伴、 ロ， さ 

を   
る 

や メ 

@ 了ふ @ キ 
  シ 

従   
来 革 
見 @. 

口口 

逃 で 

さ   
れ 
て 
き 

宗教 

居、 
た オ旧 ，じ 1" 

資料 
  
全 

源 
で 

体 
的 

あ 流 
る れ 

自体 新 「 
  が 

  そ 

民 も 

  

  



 
 
 
 

擬
 

セ
ロ
ス
の
思
想
や
施
策
に
見
ら
れ
る
宗
教
性
を
指
 
摘
 し
た
の
は
何
も
ハ
モ
ン
ド
だ
け
で
は
な
い
。
教
会
 史
 学
者
ロ
バ
 

 
 

 
 

抑
は
 「
革
命
政
府
の
メ
シ
ア
的
執
意
は
オ
 フ
 レ
ゴ
ン
 
政
府
に
ホ
セ
・
バ
ス
コ
ン
セ
ロ
ス
が
登
場
し
た
と
同
時
 
に
 現
れ
た
。
バ
ス
コ
ン
セ
ロ
 

  
策 
に フ 

見 イ     
る プ 

宗教 /. Ⅹ 

， 性 モ 
を ン 
ナ旨 ド 

摘 は   
て う 
  

彼 と 

き め 
メ 寸土 / ト 

キ 著 
、 ン "  @ こ 

コ お   
お て   
る キ 
一 巾 、 ン 

民 コ 

市民 宗教 

0 票 
創 教 
造 の 

者 展 
の 開 
一 を 

大 介 
と 析 

ィ 立 し   
づ バ   
た コ   
し セ 
か ロ     
バ 居、 

ス 想 
コ や 
ン 方位 

  

や 教 り 外 分 団 も キ し て 
  と ン に を 避 明 り た 」 市 

二
七
本
数
思
想
家
バ
ス
コ
ン
セ
ロ
ス
 

民
 白
木
 
教
 と
は
フ
ラ
ン
ス
の
啓
蒙
思
想
家
ジ
ャ
ン
・
ジ
ャ
 ｜
ク
 
，
ル
ソ
ー
が
「
社
会
契
約
 %
 哩
 
第
四
編
第
八
章
「
 市
民
宗
教
に
っ
 い
 

に
お
い
て
展
開
し
た
議
論
に
由
来
し
、
米
国
の
宗
教
 社
 全
学
者
ロ
バ
 

べ
 ラ
ー
が
米
国
の
事
例
に
依
拠
 し
 て
 本
格
的
に
紹
介
 

概
念
で
あ
る
。
 
べ
 ラ
ー
は
米
国
の
歴
代
大
統
領
が
演
説
 に
お
い
て
盛
ん
に
「
 神
 」
と
い
う
舌
口
葉
を
繰
り
返
す
 
@
 
」
と
に
 江
 目
し
た
。
 

ス
ト
 教
 、
特
に
プ
ロ
テ
ス
ダ
ン
テ
ィ
ズ
 ム
 に
由
来
す
る
 で
あ
ろ
う
そ
の
「
 神
 」
が
 、
 実
は
い
か
な
る
既
存
の
宗
 教
 と
の
つ
が
が
り
 

示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
政
治
的
領
域
に
お
い
て
こ
の
よ
う
 な
 無
教
派
の
「
 神
 」
が
語
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
宗
教
と
 政
治
と
の
衝
突
は
 

さ
れ
る
と
い
う
。
さ
ら
に
は
米
国
内
の
様
々
な
宗
教
に
 
属
す
る
人
々
が
共
通
の
神
、
さ
ら
に
は
そ
の
神
が
導
く
 
祖
国
の
使
命
や
運
 

一
致
し
て
信
じ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
側
面
に
お
い
 て
 、
市
民
宗
教
は
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
機
能
も
果
た
し
 
う
る
。
「
 神
 」
 以
 

も
 
「
約
束
の
地
」
、
「
祝
福
」
、
「
来
世
」
と
い
っ
た
様
々
 な
 宗
教
的
舌
口
 辞
が
 用
い
ら
れ
、
さ
ら
に
は
そ
れ
を
唱
え
 る
 ワ
シ
ン
ト
ン
 や
 

カ
ー
ン
を
「
聖
人
」
、
彼
ら
の
誕
生
日
や
独
立
記
念
日
 を
 
「
聖
日
」
と
し
て
崇
め
祝
う
こ
と
で
、
米
国
の
市
民
 宗
教
は
既
存
の
宗
 

同
様
の
「
宗
教
的
象
徴
と
実
践
の
セ
ッ
ト
」
を
備
え
て
 
し
キ
八
 

Ⅰ
 つ
こ
 
-
2
-
 

。
 現
在
で
も
米
国
で
は
公
的
誓
約
の
際
に
聖
 重
 日
 に
手
を
置
く
こ
と
 

貨
幣
に
「
 我
 ら
は
神
を
信
じ
る
」
と
記
し
て
あ
る
こ
と
 な
ど
は
、
市
民
宗
教
の
具
体
的
な
現
れ
と
し
て
説
明
で
 
き
よ
う
。
 



ス
は
 新
し
い
世
俗
的
宗
教
の
使
徒
を
自
任
し
 、
 彼
の
政
 策
 、
公
で
の
発
言
は
、
い
ず
れ
も
宣
教
師
的
精
神
で
満
 
た
さ
れ
て
い
た
。
 ロ
 
・
・
・
 

U
 

彼
は
使
徒
的
な
熱
意
に
動
か
さ
れ
る
教
師
を
求
め
て
い
 
た
 。
 一
 
…
」
彼
は
文
明
化
の
た
め
の
聖
な
る
十
字
軍
を
  

 

ハ
モ
ン
ド
も
ク
ワ
ー
ク
の
こ
の
説
明
を
引
用
し
つ
つ
、
 
バ
ス
コ
ン
セ
ロ
ス
の
思
想
、
施
策
を
市
民
宗
教
と
位
置
  

 

ま
た
、
メ
キ
シ
コ
の
教
育
史
学
者
エ
ン
グ
ラ
シ
ア
・
 
ロ
 ョ
は
 バ
ス
コ
ン
セ
ロ
ス
が
用
い
る
舌
口
業
に
江
目
し
た
。
 「
バ
ス
コ
ン
セ
ロ
ス
 

の
 語
彙
は
次
第
に
宗
教
的
な
傾
向
に
満
た
さ
れ
て
い
っ
 
た
 。
「
奉
仕
す
る
」
、
「
使
ム
 

叩
 」
、
「
慈
愛
」
、
「
献
身
」
、
「
 

犠
牲
」
と
い
っ
た
言
葉
 

一
 
5
-
 

が
 度
々
彼
の
発
言
に
散
り
ぼ
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
 
」
。
ま
た
、
ホ
ア
キ
ン
・
 力
ル
デ
 ナ
ス
，
ノ
リ
 ェ
ガ
 は
 

バ
ス
コ
ン
セ
ロ
ス
を
 

ま
さ
に
「
預
言
者
」
と
呼
ぶ
表
題
の
著
作
に
お
い
て
、
 
「
バ
ス
コ
ン
セ
ロ
ス
を
理
解
す
る
に
は
彼
を
預
言
者
と
 
し
て
捉
え
る
必
要
が
あ
 

る
 。
彼
は
古
ぼ
け
て
卑
屈
な
因
習
的
や
り
方
に
よ
っ
て
 
立
ち
止
ま
る
こ
と
の
な
い
、
天
啓
を
受
け
た
預
言
者
で
 
あ
っ
た
」
と
記
し
て
い
百
一
 

る
 。
さ
ら
に
、
人
類
学
者
ゴ
ン
サ
ー
ロ
・
ア
ギ
ー
レ
・
 
ベ
ル
ト
ラ
ン
は
「
彼
の
高
ぶ
り
、
狂
乱
ぶ
り
、
多
彩
な
 活
動
、
神
秘
的
態
度
、
 

-
j
l
-
 

預
言
者
的
施
策
は
彼
を
尋
常
な
ら
ぬ
人
物
と
し
て
い
る
 
」
と
評
し
た
。
 

こ
の
よ
う
に
、
公
教
育
と
い
う
本
来
世
俗
的
で
あ
る
は
 ず
の
場
で
活
躍
し
た
バ
ス
コ
ン
セ
ロ
ス
と
い
う
人
物
や
 
そ
の
思
想
、
施
策
が
 

帯
び
る
宗
教
性
に
つ
い
て
指
摘
す
る
研
究
者
は
何
人
か
 
い
る
。
中
で
も
ハ
モ
ン
ド
は
こ
の
よ
う
な
バ
ス
コ
ン
セ
 
ロ
ス
を
メ
キ
シ
コ
市
民
 

宗
教
の
創
造
者
の
一
人
と
位
置
づ
け
た
わ
け
だ
。
だ
が
 

ハ
モ
ン
ド
に
し
て
も
他
の
研
究
者
に
し
て
も
、
バ
ス
 
コ
ン
セ
ロ
ス
の
宗
教
 思
 

想
を
包
括
的
に
掘
り
下
げ
る
こ
と
を
せ
ず
、
そ
れ
を
 
断
 片
 的
に
捉
え
て
舌
口
 
及
 す
る
に
留
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、
 ア
ギ
ー
 レ
 の
よ
う
に
、
 

バ
ス
コ
ン
セ
ロ
ス
の
尋
常
で
な
い
思
想
、
行
動
を
多
少
 椰
輸
 す
る
 よ
う
 に
「
神
秘
的
」
、
「
預
言
者
的
」
と
表
現
 
す
る
場
合
も
見
受
け
 ろ
 

れ
る
。
確
か
に
彼
の
著
作
に
展
開
さ
れ
る
議
論
は
大
言
 
壮
語
に
聞
こ
え
よ
う
し
、
識
字
教
育
に
ギ
リ
シ
ア
の
 
古
 典
や
東
洋
思
想
の
書
を
 

用
い
よ
う
と
し
た
り
、
大
統
領
選
挙
に
無
謀
な
立
候
補
 
を
し
、
武
装
蜂
起
も
画
策
す
る
な
ど
、
奇
行
と
い
う
 
意
 味
 で
の
「
神
秘
性
」
を
 

  



バ
ス
コ
ン
セ
ロ
ス
の
尋
常
な
ら
ぬ
思
想
が
最
も
典
型
的
 に
 現
れ
て
い
る
と
さ
れ
る
の
が
「
宇
宙
的
人
種
」
で
あ
 
り
 、
そ
の
中
で
彼
は
 

血
や
文
化
に
関
す
る
白
人
と
先
住
民
と
の
「
混
血
」
を
 
掲
げ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
書
の
副
題
「
イ
ベ
ロ
ア
 
メ
リ
カ
人
種
の
使
ム
里
 

に
も
注
目
し
て
も
ら
い
た
い
。
彼
は
こ
の
書
の
特
に
第
 
一
部
に
お
い
て
度
々
「
使
命
」
 ま
ガ
ざ
こ
 
と
い
う
 舌
 
口
 葉
を
用
い
、
「
神
聖
な
 

使
ム
 
叩
 」
と
も
表
現
し
て
い
る
箇
所
が
あ
る
よ
う
に
、
 
神
 意
を
帯
び
た
宗
教
的
な
概
念
と
し
て
「
使
命
」
を
 
m
 い
 て
い
る
。
バ
ス
コ
ン
セ
 

ロ
ス
は
「
宇
宙
的
人
種
」
を
単
に
血
と
文
化
の
上
で
の
 混
血
と
し
た
だ
け
で
は
な
く
、
何
ら
か
の
宗
教
的
使
命
 
を
 帯
び
る
一
種
の
宗
教
 

一
 
9
-
 

者
 集
団
と
し
て
も
位
置
づ
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
 

べ
 ラ
ー
は
米
国
市
民
宗
教
に
お
け
る
抽
象
的
な
「
 神
 」
 に
 着
目
し
た
が
、
メ
キ
シ
コ
で
は
神
と
い
う
と
グ
ア
ダ
 
ル
 ー
ぺ
の
 聖
母
や
 ア
 

ス
テ
カ
 の
神
々
な
ど
、
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
伴
う
も
 の
と
し
て
捉
え
ら
れ
が
ち
だ
。
そ
こ
で
、
そ
れ
を
避
け
 
よ
う
と
す
る
メ
キ
シ
コ
 

市
民
宗
教
論
で
は
別
の
抽
象
的
宗
教
概
念
が
強
調
さ
れ
 
る
よ
う
に
な
る
。
い
く
つ
か
存
在
す
る
そ
れ
ら
の
概
念
 
の
う
ち
特
に
目
に
付
く
 

 
 

沖
 
も
の
は
、
神
の
派
生
、
代
替
で
あ
り
、
人
間
に
も
 
宿
る
「
 霊
 」
（
 
窃
口
 （
「
 
@
 
（
 
已
 、
及
び
神
か
ら
託
さ
れ
た
「
 使
 ム
卵
」
で
あ
る
。
よ
っ
て
 
、
 

 
 

「
 
神
 」
と
い
う
舌
口
葉
も
度
々
使
わ
れ
る
も
の
の
、
彼
の
 
宗
教
思
想
を
解
く
 鍵
 と
な
る
 

 
 

甜
 
舌
口
業
は
や
は
り
「
華
や
「
使
ム
 叩
 」
で
あ
る
と
 @
 
二
口
 
え
る
。
 

  

一 一 一 

宇
宙
的
人
種
の
使
命
 

問
わ
れ
て
も
仕
方
の
な
い
行
為
が
目
に
付
く
。
し
か
し
 、
理
解
し
難
い
大
言
壮
語
や
奇
行
を
も
っ
て
彼
を
神
秘
 
的
 、
宗
教
的
と
す
る
の
 

で
は
な
く
、
彼
の
思
想
や
施
策
に
見
ら
れ
る
宗
教
性
 
と
 は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
 ム
 二
度
慎
重
に
考
え
て
 整
 理
し
て
み
る
必
要
が
あ
 

る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
こ
と
が
、
彼
の
尋
常
な
ら
ぬ
 思
 想
 、
行
動
の
真
意
を
探
る
手
が
か
り
に
も
な
る
で
あ
ろ
 
 
 



種
 思
想
の
術
語
で
は
な
く
、
常
に
宗
教
的
意
味
を
伴
っ
 
た
 語
と
も
な
っ
て
い
る
。
バ
ス
コ
ン
セ
ロ
 

ら
か
の
宗
教
性
、
霊
怪
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
こ
と
は
 
、
た
と
え
ば
、
彼
が
考
え
出
し
た
メ
キ
シ
 

に
よ
っ
て
霊
は
語
る
」
に
も
明
瞭
に
見
る
こ
と
が
で
き
 
る
 。
 

し
か
し
、
実
質
的
に
か
な
り
の
宗
教
的
議
論
を
展
開
し
 
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
バ
ス
 

押
し
出
し
た
の
か
。
流
行
の
人
種
論
に
便
乗
し
た
だ
け
 
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
欧
米
白
人
 

謝
 し
た
か
っ
た
が
た
め
で
あ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、
 
そ
 れ
も
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
彼
が
「
人
種
」
 

ス
の
思
想
に
お
い
て
「
人
種
」
が
何
 

コ
国
立
大
学
の
標
語
「
人
種
の
美
徳
 

コ
ン
セ
ロ
ス
は
「
人
種
」
を
前
面
に
 

と
は
異
な
る
生
物
学
的
特
殊
性
を
強
 

に
よ
り
専
ら
語
ろ
う
と
し
て
い
る
の
 

「
各
人
種
は
お
の
れ
の
使
命
を
持
ち
、
そ
れ
を
果
た
し
、
 そ
し
て
去
っ
て
い
く
」
。
 

-
l
-
@
 
 

こ
の
よ
う
に
し
て
こ
れ
ま
で
 四

つ
の
人
種
が
そ
の
 

使
命
を
果
た
し
つ
つ
、
地
上
を
支
配
し
て
き
た
が
、
今
 
ま
さ
に
、
第
四
の
人
種
で
あ
る
白
人
種
に
代
わ
っ
て
 
第
 五
の
「
宇
宙
的
人
種
」
 

が
 使
命
を
果
た
そ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
使
命
と
は
「
 
人
々
を
エ
ス
ニ
ッ
ク
 的
 、
霊
的
に
融
合
さ
せ
る
こ
と
 
で
あ
る
」
。
そ
の
使
命
を
 

託
さ
れ
た
の
が
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
人
種
で
あ
る
と
い
う
 
の
だ
。
「
ラ
テ
ン
と
呼
ば
れ
る
民
は
ア
メ
リ
カ
の
最
も
 神
聖
な
使
命
に
忠
実
で
 

あ
っ
た
が
ゆ
え
に
、
そ
の
 使
ム
 叩
を
成
就
す
る
た
め
に
 
召
 

 
 

 
 

も
ち
ろ
ん
、
「
宇
宙
的
人
種
」
は
表
面
上
、
「
 

血
 と
文
化
 に
お
い
て
」
規
定
さ
れ
た
人
種
論
な
の
で
あ
ろ
う
が
、
 
実
際
に
そ
こ
に
展
開
 

さ
れ
て
い
る
議
論
の
多
く
は
、
 

蹟
罪
 に
向
け
た
直
線
的
 進
歩
史
観
（
「
歴
史
に
後
戻
り
ほ
な
く
 
ロ
 
・
・
・
」
白
人
は
 
他
の
人
種
の
進
歩
と
 婿
 

 
 

い
を
求
め
る
べ
き
」
Ⅰ
神
か
ら
託
さ
れ
た
使
命
を
果
た
 
す
 根
拠
と
し
て
の
 愛
 
（
「
溢
れ
る
愛
の
内
に
歴
史
の
 
ム
 即
今
が
認
識
さ
れ
始
め
 

 
 

る
 」
Ⅰ
神
意
が
反
映
さ
れ
る
場
と
し
て
の
歴
史
（
「
 ボ
 リ
ー
バ
ル
は
神
意
を
汲
む
天
賦
の
 オ
 を
持
っ
て
イ
ベ
ロ
 
ア
メ
リ
カ
連
合
の
構
想
 

 
 

を
 立
て
た
」
）
、
救
済
の
果
て
に
到
達
さ
れ
る
美
的
世
界
 宍
 キ
リ
ス
ト
教
の
美
が
醜
悪
な
る
も
の
を
 
婿
 う
た
め
 に
 慈
愛
の
手
を
差
し
伸
 

 
 

べ
る
」
）
な
ど
、
明
ら
か
に
キ
リ
ス
ト
教
の
語
彙
や
概
念
 を
 借
り
た
議
論
で
あ
る
。
「
宇
宙
的
人
種
」
に
お
け
る
 
「
混
血
」
は
単
な
る
人
 

  



宇宙的人種の 使命 

は
 生
物
学
的
問
題
よ
り
も
、
宗
教
を
含
め
た
文
明
の
間
 
題
 、
す
な
む
ち
「
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
」
と
「
ラ
テ
 
ン
 
（
イ
ベ
ロ
 一
 ア
メ
リ
 

力
 」
の
対
比
で
あ
る
。
バ
ス
コ
ン
セ
ロ
ス
は
そ
の
生
涯
 に
お
い
て
一
貫
し
て
米
国
人
の
い
わ
ゆ
る
 W
A
S
P
 的
 伝
統
を
意
識
し
た
 ラ
テ
 

ン
ア
メ
リ
カ
人
種
論
を
展
開
し
た
と
言
え
る
が
、
「
人
種
 」
を
持
ち
出
す
こ
と
に
よ
り
「
 W
H
 

白
人
」
、
「
 

A
S
 

Ⅱ
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
」
 

と
の
対
照
を
際
立
た
せ
る
効
果
を
持
つ
。
し
か
し
、
「
 P
H
 

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
」
と
の
対
照
は
「
宇
宙
 

酌
人
種
」
に
お
い
て
は
 

明
言
化
さ
れ
て
い
な
い
。
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
 
批
 判
は
 カ
ト
リ
シ
ズ
ム
支
持
と
解
釈
さ
れ
か
ね
ず
、
革
命
 政
府
の
高
官
た
る
バ
ス
 

コ
ン
セ
ロ
ス
が
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
に
好
意
的
な
素
振
り
を
 
見
せ
る
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
た
め
に
慎
重
に
な
 
っ
 た
の
で
あ
ろ
う
。
 ま
 

た
 、
個
人
的
に
は
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
で
あ
る
バ
ス
コ
ン
 
セ
ロ
ス
も
、
組
織
と
し
て
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
、
特
に
 そ
れ
が
歴
史
的
に
行
使
 

し
て
き
た
政
治
的
支
配
権
に
対
し
て
は
批
判
的
で
あ
っ
 
た
 。
メ
キ
シ
コ
の
為
政
者
、
知
識
人
の
間
で
カ
ト
リ
シ
 
ズ
ム
の
 信
 m
 が
失
墜
し
 

た
こ
と
は
宗
教
全
般
の
信
用
の
失
墜
に
つ
が
が
り
、
 宗
 数
 に
関
す
る
肯
定
的
議
論
は
あ
る
種
の
タ
フ
ー
と
な
っ
 た
 。
そ
こ
で
彼
は
 カ
ト
 

リ
シ
ズ
ム
 や
 宗
教
に
直
接
的
に
言
及
す
る
こ
と
な
く
、
 と
は
い
え
キ
リ
ス
ト
教
に
依
拠
し
た
新
し
い
宗
教
と
そ
 
れ
に
従
 う
 信
者
の
姿
を
 

構
想
し
、
そ
れ
を
「
人
種
」
に
託
し
て
描
い
た
と
考
え
 
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
彼
の
思
想
を
人
種
を
モ
チ
ー
フ
 
に
し
た
市
民
宗
教
論
 と
 

位
置
づ
け
て
も
良
い
か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
、
彼
に
 
と
っ
て
身
近
な
手
本
と
な
っ
た
の
が
米
国
の
市
民
宗
教
 
で
あ
っ
た
。
こ
の
段
階
 

に
お
い
て
は
、
バ
ス
コ
ン
セ
ロ
ス
は
 反
 カ
ト
リ
シ
ズ
ム
 と
 市
民
宗
教
論
を
通
じ
て
、
む
し
ろ
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
 
イ
ズ
ム
を
協
力
す
べ
き
 

存
在
と
捉
え
て
い
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
 
ト
 宣
教
師
が
出
す
雑
誌
に
も
深
く
関
わ
っ
て
い
っ
た
の
 
で
あ
ろ
う
。
バ
ス
コ
ン
 

セ
ロ
ス
は
後
に
激
し
い
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
批
判
 な
 行
い
、
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
を
称
賛
し
て
ク
リ
ス
テ
ー
 
ロ
 ス
 と
の
共
闘
も
模
索
し
 

た
 。
そ
れ
と
と
も
に
彼
の
人
種
思
想
に
ト
ー
ン
ダ
ウ
ン
 が
 見
ら
れ
る
の
は
偶
然
で
は
な
か
ろ
う
。
 

こ
の
よ
う
な
バ
ス
コ
ン
セ
ロ
ス
の
思
想
に
見
ら
れ
る
 宗
 教
 性
は
施
策
面
に
も
現
れ
て
い
る
。
文
化
宣
教
 

ヲ
目
 ぎ
の
三
 %
 （
芭
は
そ
   



の
 典
型
と
言
え
よ
う
。
こ
れ
は
そ
れ
ま
で
教
育
が
十
分
 
に
 行
き
届
い
て
い
な
か
っ
た
地
域
に
巡
回
教
師
を
派
 
遣
し
て
教
育
を
施
し
た
 

り
 、
あ
る
い
は
現
地
教
育
者
を
養
成
す
る
も
の
で
、
 植
 民
地
時
代
初
期
の
カ
ト
リ
ッ
ク
宣
教
会
の
方
法
を
模
倣
 
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
 

教
 」
と
い
う
語
の
構
造
に
も
対
応
し
て
お
り
、
興
味
深
 

世
俗
的
、
国
民
的
意
味
が
込
め
ら
れ
た
「
文
化
」
と
 
本
 

文
字
通
り
魂
の
救
済
を
目
指
す
「
使
命
」
 
ま
乙
 む
し
 

民
や
労
働
者
の
「
日
常
生
活
」
な
ど
を
描
か
せ
た
も
の
 

ぅ
 。
教
え
る
内
容
は
宗
教
で
は
な
く
「
文
化
」
で
あ
っ
 

す
る
）
内
外
の
壁
面
に
、
文
字
を
読
め
な
い
者
に
も
 
一
 

た
ち
を
集
め
、
学
校
、
図
書
館
、
美
術
館
、
役
所
と
い
 

に
 代
わ
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
革
命
美
術
の
 

ま
た
、
壁
画
運
動
の
推
進
も
バ
ス
コ
ン
セ
ロ
ス
の
市
民
 

創
出
を
求
め
た
の
で
あ
っ
た
。
ク
ワ
ー
ク
は
次
の
よ
，
 

に
 衝
き
動
か
さ
れ
、
農
村
を
「
宣
教
」
（
 ヨ
 ガ
 a
 し
し
 

で
あ
る
。
バ
ス
コ
ン
セ
ロ
ス
や
壁
画
家
た
ち
は
植
民
地
 

目
で
わ
か
る
よ
う
に
、
古
代
か
ら
現
在
に
至
る
 
メ
キ
 

 
 

っ
た
 公
共
の
建
造
物
（
元
は
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
所
有
の
 

来
 宗
教
的
な
「
宣
教
」
と
い
う
語
の
組
み
合
わ
せ
は
 

た
も
の
の
、
巡
回
教
師
は
ま
さ
に
「
宣
教
師
」
 
ご
監
 

宗
教
的
施
策
の
一
つ
と
言
え
る
。
壁
画
運
動
は
バ
ス
 
コ
 

シ
コ
 の
「
歴
史
」
、
先
住
 

っ
に
 述
べ
て
い
る
。
「
 ホ
 

、
偶
然
に
も
「
市
民
 宗
 

て
 回
っ
た
の
で
あ
る
。
 

ざ
コ
 
の
（
 
0
 一
 と
呼
ば
れ
、
 

建
造
物
で
あ
っ
た
り
も
 

時
代
以
降
の
教
会
美
術
 

ン
 セ
ロ
ス
が
壁
画
家
 

セ
 ・
ク
レ
メ
ン
テ
・
オ
ロ
ス
コ
、
デ
ィ
 エ
 ゴ
・
リ
ベ
ー
 ラ
 、
ダ
ビ
ー
ド
・
シ
ケ
イ
ロ
ス
の
世
俗
的
宣
伝
的
絵
画
 
ほ
ど
革
命
の
宗
教
的
情
 

熱
 が
現
れ
た
と
こ
ろ
は
な
か
っ
た
。
植
民
地
時
代
に
は
 
ヵ
 ト
リ
ッ
ク
教
会
の
 力
 が
強
く
、
当
地
の
芸
術
家
た
ち
 は
教
会
の
建
築
、
装
飾
 

に
 才
能
の
は
け
口
を
見
出
し
て
い
た
。
革
命
 干
 に
お
い
 て
こ
の
よ
う
な
芸
術
家
が
再
び
台
頭
し
た
が
、
今
回
は
 
教
会
の
世
俗
的
競
合
者
 

 
 

で
あ
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
奉
じ
る
政
府
の
新
し
い
 福
 昔
を
称
賛
、
説
明
し
た
」
。
 

歴
史
学
者
グ
ル
ジ
ン
ス
キ
は
壁
画
運
動
が
グ
ア
ダ
ル
 
｜
 ぺ
の
 聖
母
を
は
じ
め
と
す
る
キ
リ
ス
ト
教
の
「
 
像
 」
 公
 日
 の
の
の
已
に
対
抗
す
 

る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
「
革
命
の
 渦
中
で
人
々
が
守
護
聖
人
を
携
え
て
移
動
し
て
い
っ
た
 
こ
と
や
、
一
九
二
 0
 年
   



宇宙的人種の 使命 

あ 委 教 
り 貫 流 一 

、 余 聞 九 
で 世 

と   
    
  
一一 ト ' ょ が 

九 了 う ラ 

二 コ ． に テ 

0 目 な ン 
年 一   
に が 、 メ 
倉り 青紫 - 一 リ 

判 士 九 ； 
さ さ 一 で 

れ れ 三 の 

たた年宣 の。 、 教 
が そ そ を 

『のの清 新秀調楽 
し 員 整 化 
い 長 機 さ 

  
  

れ ぅ 二 
で た テ 0 
あ の ン 世 
っ が ア 紀 
た イ メ に 

。 ン リ な 

イ マ カ る 
ノ ン 協 と 

マ で 力 諸 

  

メ 描 混 さ が 本 と レ の 民 代 
キ ぃ 血 に 維 格 な メ は 衆 を 
、 ン た の こ 特 約 っ デ 、 的 山 

コ 。 聖 の さ な て ィ 家 キ で 
四 に だ 母 よ れ エ い オ の り 染 

と が で ぅ て 業 る ス 中 ス め 
、 の ト た     し 

ズ 説 る 明 う メ と っ い 付 古 し   
あ ら 人 

た 童 姿 国 

  

小本 

は け メ に 士   
き ぃ シ 男 性 的 あ か 日 る 

な ス コ が や な っ ら も 弓 白ミ 

か ケ の あ 像 非 た チ 生 硬 
っ l 摩 っ に キ こ ヤ き な 
た ル 史 た 対 リ と ル 銭 反 

。 の を こ す ス を 7 つ 発 
そ 大 、 と る ト 示 、 て に 

れ き 天 は 受 教 す ロ い よ 

ほさ使 どでやま性 " 容化 " 証ス 拠 ・も るり " 



ン
は
 、
米
国
政
府
王
導
の
政
治
的
パ
ン
ア
メ
リ
カ
ニ
ズ
 
ム
の
 推
進
が
か
え
っ
て
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
で
の
米
国
へ
 
の
 警
戒
心
を
煽
り
、
 結
 

果
 と
し
て
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
宣
教
に
は
不
利
に
作
用
す
 
る
と
考
え
、
政
治
的
パ
ン
ア
メ
リ
カ
ニ
ズ
ム
に
代
わ
る
 
、
い
わ
ば
文
化
的
パ
ン
 

ア
メ
リ
カ
ニ
ズ
ム
に
よ
る
ア
メ
リ
カ
諸
国
の
一
体
化
を
 説
い
た
。
雑
誌
の
表
題
に
あ
る
「
民
主
主
義
」
も
 
ア
メ
 リ
力
 諸
国
を
一
体
化
す
 

る
 重
要
な
文
化
的
要
素
の
一
つ
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
 
る
の
で
あ
る
。
 

し
か
し
、
イ
ン
マ
ン
が
展
開
す
る
「
文
化
的
」
議
論
は
 
、
そ
の
多
く
が
宗
教
に
ま
つ
わ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
 
こ
と
は
、
彼
が
一
九
 

二
六
年
の
著
作
「
パ
ン
ア
メ
リ
カ
ニ
ズ
ム
の
諸
問
題
」
 
に
お
い
て
ウ
ル
グ
ア
イ
の
思
想
家
ア
ベ
ル
・
ペ
レ
ス
 
か
 ら
 引
用
し
て
い
る
箇
所
 

に
 典
型
的
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

「
健
全
で
あ
る
と
同
時
に
美
し
く
も
あ
る
高
度
な
文
化
 を
 ア
メ
リ
カ
諸
国
の
市
民
に
与
え
る
作
用
を
果
た
し
 う
 る
も
う
一
つ
の
 妻
 

素
 が
あ
る
。
そ
れ
は
気
高
く
常
に
道
徳
的
な
理
想
も
与
 
え
る
だ
ろ
う
し
、
集
団
的
存
在
が
ま
さ
に
追
求
す
べ
き
 
目
標
で
あ
る
連
帯
 

を
も
可
能
に
す
る
だ
ろ
う
。
そ
の
要
素
と
は
す
な
わ
ち
 
、
あ
る
種
の
宗
教
的
信
条
の
存
在
で
あ
る
。
そ
れ
は
そ
 
の
 聖
域
に
お
い
て
 

あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
至
高
の
希
望
を
保
持
す
る
ほ
ど
に
 
純
 粋
 で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
信
条
を
包
み
込
む
ほ
ど
に
懐
が
 
深
く
 、
 全
て
の
 信
 

 
 

何
者
が
祈
り
を
合
わ
せ
ら
れ
る
ほ
ど
に
寛
容
で
あ
る
」
。
 

こ
こ
で
言
う
「
あ
る
種
の
宗
教
的
信
条
」
と
は
カ
ト
リ
 
シ
ズ
ム
で
も
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
で
も
な
い
。
 
こ
 れ
ら
既
存
の
宗
教
で
 

は
な
く
、
ア
メ
リ
カ
諸
国
の
一
体
化
を
実
現
す
る
新
し
 
い
 宗
教
を
求
め
よ
う
と
い
う
の
が
イ
ン
マ
ン
の
主
張
な
 
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
 ア
 

メ
リ
カ
大
陸
規
模
で
の
市
民
宗
教
創
造
の
作
業
と
舌
口
 
え
 よ
う
。
だ
が
、
イ
ン
マ
ン
 は
 こ
の
作
業
に
お
い
て
自
ら
 市
民
宗
教
に
関
し
て
 活
 

発
 に
発
言
す
る
の
で
は
な
く
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
 政
 治
 家
、
知
識
人
た
ち
の
意
見
を
前
面
に
押
し
出
そ
う
と
 
す
る
。
先
の
引
用
が
 ぺ
 

レ
ス
の
舌
口
薬
を
そ
の
ま
ま
借
り
て
い
る
こ
と
も
そ
の
 
現
 れ
で
あ
る
。
あ
く
ま
で
も
市
民
宗
教
が
、
ラ
テ
ン
ア
メ
 
リ
カ
人
に
警
戒
さ
れ
や
 

  



す
い
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
と
い
う
既
存
の
宗
教
と
 は
 別
物
で
あ
る
と
し
た
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
プ
ロ
 
テ
ス
タ
ン
ト
宣
教
師
で
 

あ
る
自
分
が
前
面
に
出
て
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
を
 
露
骨
に
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
に
押
し
付
け
る
の
で
は
な
く
 
、
市
民
宗
教
と
い
う
 米
 

国
を
モ
デ
ル
と
し
た
新
し
い
宗
教
の
あ
り
方
を
ラ
テ
ン
 
ア
メ
リ
カ
に
導
入
す
る
こ
と
を
通
し
て
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
 
の
 支
配
権
を
崩
し
、
 
結
 

果
 と
し
て
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
が
影
響
力
を
行
使
 す
る
余
地
を
作
り
出
そ
う
と
い
う
の
が
イ
ン
マ
ン
の
 
戦
 路
 で
あ
っ
た
。
イ
ン
マ
 

ン
は
 
「
新
し
い
民
主
主
義
」
と
い
う
一
見
プ
ロ
テ
ス
タ
 ン
テ
ィ
ズ
 
ム
 と
は
無
関
係
に
見
え
る
表
題
の
雑
誌
を
刊
 行
し
 、
ア
メ
リ
カ
各
地
 

 
 

の
 政
治
家
や
知
識
人
た
ち
が
安
心
し
て
市
民
宗
教
に
関
 
す
る
議
論
を
展
開
で
き
る
場
を
提
供
し
た
の
で
あ
る
。
 

そ
こ
で
、
「
新
し
い
民
主
正
義
」
の
執
筆
者
か
ら
目
に
 付
く
人
物
を
列
挙
し
て
み
る
と
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
 
社
 全
学
者
 ホ
セ
 
，
イ
ン
 

へ
ニ
 エ
ロ
ス
、
ペ
ル
ー
の
歴
史
家
ビ
ク
ト
ル
・
 ア
 

レ
ス
・
 べ
 ラ
ウ
ン
 デ
 、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
歴
史
家
ル
フ
ィ
 

ブ
ラ
ン
コ
，
 
フ
 

オ
 ン
ボ
ー
ナ
、
ペ
ル
ー
の
政
治
家
ビ
ク
ト
ル
・
ラ
ウ
 

・
ア
ヤ
・
 デ
，
ラ
 ・
ト
レ
、
チ
リ
の
政
治
家
で
暫
定
大
 統
領
と
な
っ
た
カ
ル
コ
 

ス
 ・
ダ
ビ
ラ
、
メ
キ
シ
コ
の
思
想
家
ア
ン
ト
ニ
オ
・
 カ
 ソ
 、
ペ
ル
ー
の
回
心
想
 家
 ホ
セ
・
 力
 ル
ロ
ス
・
マ
リ
ア
テ
 ギ
 、
メ
キ
シ
コ
の
壁
画
 

家
 デ
ィ
エ
ゴ
・
リ
ベ
ー
う
な
ど
多
士
済
々
で
あ
る
。
 
イ
 ン
マ
ン
は
こ
れ
ら
の
中
か
ら
一
四
人
を
選
び
出
し
、
 

一
九
二
四
年
一
 
0
 月
 、
 

「
新
し
い
民
主
主
義
」
の
顧
問
会
議
を
組
織
し
た
。
 

そ
 の
 メ
ン
バ
ー
も
 鐸
 々
た
る
も
の
で
、
ウ
ル
グ
ア
イ
大
統
 領
を
辞
し
た
ば
か
り
の
 

・
ブ
ル
ム
を
は
じ
め
、
チ
リ
の
詩
人
で
後
 に
 ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
初
の
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
を
受
け
る
 ガ
ブ
リ
エ
ラ
・
ミ
ス
ト
 

ラ
ル
、
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
の
作
家
 ト
 タ
リ
オ
・
 
セ
ス
テ
 １
ロ
、
ス
ペ
イ
ン
の
文
学
批
評
家
フ
ェ
デ
リ
ー
コ
・
 デ
 
・
オ
ニ
ス
、
米
国
の
宣
 

ム
 
口
 
。
 

珪
 

教
師
ジ
ョ
ン
・
マ
ッ
カ
 イ
 、
そ
し
て
メ
キ
シ
コ
 か
 ら
は
公
教
育
大
臣
バ
ス
コ
ン
セ
ロ
ス
、
人
類
学
局
長
 
マ
 ヌ
エ
 ル
・
 ガ
 ミ
オ
、
外
務
大
 

 
 

ス
の
弟
 ）
ら
が
加
わ
っ
て
い
る
。
顧
問
会
議
結
成
に
先
 
立
つ
「
新
し
い
民
主
主
義
」
 

軸
 

一
九
二
二
管
一
月
号
で
は
、
イ
ン
マ
ン
は
バ
ス
 

コ
ン
セ
ロ
ス
を
紹
介
す
る
記
事
を
書
い
て
い
る
。
 

  



パ
ス
コ
ン
セ
ロ
ス
が
求
め
た
人
間
像
は
「
臣
民
」
、
「
 

神
 父
 」
、
「
兵
士
」
に
対
置
さ
れ
る
「
市
民
」
で
あ
る
。
 

こ
 の
 記
述
を
見
る
限
り
 

で
は
、
バ
ス
コ
ン
セ
ロ
ス
は
典
型
的
な
近
代
主
義
者
、
 

自
由
主
義
者
で
あ
る
の
だ
が
、
彼
は
「
市
民
」
と
い
う
 

舌
口
業
で
何
を
表
現
し
ょ
 

う
と
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
 

破
壊
し
な
か
っ
た
日
は
 、
 彼
に
と
っ
て
は
失
わ
れ
た
 日
 で
あ
る
。
 
ロ
 
・
・
・
」
非
識
字
、
無
知
、
ス
コ
ラ
哲
学
と
激
 
し
く
戦
っ
て
い
る
。
 

 
 

そ
の
例
と
し
て
、
現
在
の
メ
キ
シ
コ
に
は
国
の
隅
々
 
ま
 で
 村
か
ら
 村
 へ
と
渡
り
歩
く
巡
回
教
師
が
い
る
」
。
 

ア
メ
リ
カ
大
陸
規
模
で
の
市
民
宗
教
を
作
り
出
そ
う
と
 
す
る
イ
ン
マ
ン
に
称
賛
さ
れ
、
そ
の
試
み
に
同
調
し
 
て
 
「
新
し
い
民
主
主
 

義
 L
 の
顧
問
と
な
っ
た
「
ス
コ
ラ
哲
学
の
破
壊
者
」
 バ
 ス
コ
ン
セ
ロ
ス
は
、
こ
の
雑
誌
に
書
い
た
一
一
点
の
記
 事
 に
お
い
て
い
か
な
る
 

議
論
を
展
開
し
て
い
く
の
で
あ
ろ
う
か
。
 

五
 

バ
ス
コ
ン
セ
ロ
ス
の
市
民
宗
教
論
 

ま
ず
、
バ
ス
コ
ン
セ
ロ
ス
は
近
代
社
会
の
構
成
要
素
で
 
あ
る
市
民
を
宗
教
的
な
存
在
と
し
て
規
定
し
た
。
 

一
 九二
三
ケ
二
八
月
目
，
 の
 

「
メ
キ
シ
コ
の
教
育
」
と
題
す
る
記
事
で
は
次
の
よ
う
 に
 述
べ
て
い
る
。
 

「
君
主
国
の
学
校
は
良
き
臣
民
を
、
神
学
校
は
良
き
神
 父
を
養
成
し
、
専
制
政
治
は
良
き
兵
士
を
育
て
よ
う
と
 
す
る
が
、
文
明
化
 

 
 

さ
れ
た
民
は
良
き
市
民
を
形
成
し
よ
う
と
す
る
」
。
 

 
  
 

存
在
せ
ず
、
「
…
 口
 
彼
は
偶
像
破
壊
者
で
あ
り
、
メ
キ
 シ
コ
 
の
有
能
な
行
政
官
で
あ
る
。
社
会
的
、
教
育
的
 
偶
 像
 を
半
ダ
ー
ス
も
 

「
ホ
セ
・
バ
ス
コ
ン
セ
ロ
ス
氏
は
メ
キ
シ
コ
革
命
か
ら
 出
て
き
た
新
し
い
人
物
た
ち
の
中
で
も
傑
出
し
た
存
在
 
で
あ
る
。
メ
キ
シ
 

 
 

 
 

 
 

コ
の
 オ
 フ
 レ
ゴ
ン
将
軍
内
閣
の
公
教
育
大
臣
で
あ
る
。
 口
 
ロ
バ
ス
コ
ン
セ
ロ
ス
に
と
っ
て
化
石
化
し
た
古
臭
 
ハ
 
ス
コ
ラ
哲
学
は
 

 
 



宇宙的人種の 使     

「
軍
隊
」
、
「
貴
族
」
、
「
オ
リ
ガ
ル
キ
ー
」
 

、
 @
 
」
れ
ら
は
 バ
 ス
コ
ン
セ
ロ
ス
が
「
市
民
」
に
対
置
し
た
「
兵
士
」
、
「
 臣
民
」
、
「
神
父
」
に
 

も
 対
応
し
ょ
う
が
、
こ
れ
ら
に
加
え
、
「
 街
 学
的
な
 科
 学
 」
で
あ
る
実
証
主
義
に
支
え
ら
れ
て
き
た
 
ポ
 ル
フ
ィ
 リ
オ
・
デ
ィ
ア
ス
体
制
 

は
 革
命
に
よ
っ
て
倒
さ
れ
、
そ
れ
と
と
も
に
「
市
民
」
 
の
時
代
が
到
来
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
「
市
民
」
と
は
 
「
福
音
」
に
従
う
「
 神
 

の
子
」
な
の
で
あ
る
。
 

ま
た
、
先
の
引
用
の
最
後
の
部
分
に
も
舌
口
 
反
 さ
れ
て
 ぃ
 る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
種
は
神
か
ら
与
え
ら
れ
た
能
力
 
を
 持
っ
て
い
る
。
 そ
 

し
て
、
人
種
的
な
分
裂
は
神
に
由
来
す
る
宗
教
的
美
徳
 
（
 
愛
 、
美
、
使
命
な
ど
に
よ
っ
て
一
体
化
す
る
と
 バ
 ス
コ
ン
セ
ロ
ス
は
考
え
 

る
 。
「
新
し
い
民
主
主
義
」
に
掲
載
さ
れ
た
バ
ス
コ
ン
 セ
ロ
ス
か
ら
の
イ
ン
マ
ン
宛
て
重
日
蘭
で
も
、
「
人
種
の
 
相
違
に
よ
る
憎
悪
」
は
 

 
 

「
普
遍
的
な
友
愛
」
に
よ
っ
て
克
服
さ
れ
る
べ
き
こ
と
が
 述
べ
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
テ
キ
サ
ス
大
学
の
学
 
生
 た
ち
に
宛
て
た
 メ
ッ
 

セ
ー
ジ
で
は
、
宗
教
的
言
辞
を
虫
 量
吊
に
 駆
使
し
た
役
得
 意
の
壮
大
な
文
明
論
に
お
い
て
、
こ
の
点
が
よ
り
詳
細
 
に
さ
れ
て
い
る
。
 

「
ギ
リ
シ
ア
 人
と
 イ
ン
ド
人
は
同
時
代
に
偉
大
な
文
明
 を
 発
展
さ
せ
た
が
、
互
い
の
存
在
を
知
ら
な
か
っ
た
。
 
ロ
ー
マ
人
は
旧
世
 

ム
ロ
 

l
 

界
を
拡
大
し
た
が
、
そ
れ
で
も
ま
だ
ア
ジ
ア
に
つ
い
て
 
知
ら
な
か
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
大
陸
の
大
き
な
諸
文
明
 
ほ
 つ
い
て
も
同
様
 

 
 

だ
。
こ
の
時
代
の
文
明
と
は
人
種
的
な
現
象
で
し
か
な
 
か
っ
た
」
。
 

し
か
し
、
近
代
を
迎
え
、
「
文
明
は
普
遍
的
な
も
の
へ
 と
 変
わ
っ
た
。
部
族
、
国
民
、
帝
国
を
越
え
、
現
在
で
 
は
 世
界
を
包
み
込
ん
 

  

「
ポ
ル
フ
ィ
リ
オ
・
デ
ィ
ア
ス
と
そ
の
軍
隊
、
当
時
の
里
 
貝
族
 、
オ
リ
ガ
ル
 キ
 Ⅰ
こ
れ
ら
全
て
が
戦
場
で
倒
さ
 ね
 、
従
来
の
統
治
 

方
法
が
完
全
に
信
用
を
失
っ
た
。
そ
の
時
以
降
、
明
瞭
 
な
こ
と
を
示
せ
ず
に
長
く
矛
盾
を
は
ら
ん
で
き
た
 街
学
 的
な
科
学
で
は
な
 

く
 、
福
音
の
ほ
う
が
良
い
と
我
々
は
思
い
出
し
、
全
て
 
の
人
が
神
の
子
で
あ
り
、
全
て
の
人
種
が
ふ
さ
わ
し
 
い
 能
力
を
持
っ
て
 い
 

 
 

る
 、
あ
る
い
は
そ
う
な
れ
る
と
言
う
よ
う
に
な
っ
た
」
。
 



し 、 ノ て 
は
 最
も
下
位
に
置
か
れ
た
宗
教
的
段
階
が
バ
ス
コ
ン
セ
 
ロ
ス
に
お
い
て
は
最
上
の
も
の
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
 
る
 。
そ
れ
を
バ
ス
 コ
 

セ
ロ
ス
は
神
学
的
段
階
と
か
宗
教
的
段
階
と
は
せ
ず
、
 
「
 
壷
 
一
正
」
や
「
 

美
 」
と
い
っ
た
舌
口
薬
で
表
現
す
る
と
こ
ろ
 に
 彼
の
工
夫
が
あ
る
。
 

か
し
、
こ
の
第
三
段
階
が
全
く
の
宗
教
的
段
階
で
あ
る
 
こ
と
は
、
彼
自
身
が
す
ぐ
に
暴
露
し
て
し
ま
う
。
 
す
 が
 ね
ち
、
「
第
三
の
段
 

 
 

階
を
踏
ん
だ
発
展
の
図
式
を
提
示
し
た
と
舌
口
え
る
。
 

っ
 ま
り
、
コ
ン
ト
に
お
い
 

 
 

で
い
る
」
。
人
種
に
お
い
て
分
裂
し
て
い
た
か
つ
て
の
 文
明
は
、
普
遍
化
し
た
近
代
文
明
に
よ
っ
て
部
族
、
国
 
民
 、
帝
国
の
差
異
を
克
 

服
し
つ
つ
、
一
体
化
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
こ
の
一
体
 
化
 を
も
た
ら
す
「
普
遍
的
原
理
」
が
、
バ
ス
コ
ン
セ
ロ
 
ス
 に
お
い
て
は
宗
教
的
 

に
 説
明
さ
れ
る
。
 

「
我
々
は
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
種
類
の
寺
院
の
中
に
 入
っ
て
き
た
よ
う
だ
。
こ
の
寺
院
と
は
人
類
が
た
っ
た
 
一
つ
の
家
族
と
な
 

っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
未
来
の
寺
院
で
あ
る
。
「
・
・
・
」
誠
実
 

に
 真
理
を
求
め
、
同
情
に
お
い
て
熱
く
っ
な
が
る
こ
 
と
に
よ
り
、
我
々
 

は
 全
員
神
聖
な
美
と
愛
に
お
い
て
一
体
化
す
る
で
あ
ろ
 
,
9
,
9
 

」
。
 

「
今
日
人
類
の
た
め
に
働
い
て
い
る
人
々
が
国
籍
、
高
圧
 帽
の
障
壁
を
越
え
て
一
体
化
し
、
真
理
、
幸
福
、
美
を
 求
め
て
共
通
の
熱
 

意
の
下
に
一
体
化
し
て
い
る
こ
と
を
、
我
々
は
無
視
で
  
 

「
寺
院
」
 ぎ
ヨ
宮
 0
 ）
は
も
ち
ろ
ん
、
「
 賛
 」
 す
ヨ
 。
 こ
 
や
 
「
真
理
」
 す
の
 
「
 鮮
 ③
が
宗
教
的
な
意
味
を
伴
う
 @
 葉
 で
あ
る
こ
と
ほ
 容
 

易
 に
察
し
が
付
く
が
、
「
 美
 」
子
の
 ニ
 e
z
 
巴
 
と
い
う
言
葉
 も
ま
た
、
あ
る
種
の
宗
教
的
、
神
秘
的
状
態
を
表
現
 
し
て
い
る
。
「
宇
宙
的
 人
 

種
 」
に
お
い
て
は
、
社
会
発
展
の
三
段
階
と
し
て
「
 
物
 質
的
あ
る
い
は
戦
闘
的
段
階
」
、
「
知
的
あ
る
い
は
政
治
 的
 段
階
」
、
「
霊
的
あ
る
 

 
 

ぃ
は
 美
的
段
階
」
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
実
証
 
主
義
者
コ
ン
ト
に
よ
る
人
間
知
識
の
三
段
階
、
す
な
わ
 
ち
 、
神
学
的
段
階
、
形
 

面
工
学
的
段
階
、
実
証
的
段
階
に
対
抗
す
る
も
の
で
あ
 
る
こ
と
は
「
宇
宙
的
人
種
」
に
お
い
て
バ
ス
コ
ン
セ
ロ
 
ス
 自
身
示
唆
し
て
い
る
 

  



宇宙的人種の 使命 

こ 月 概 直 余 教 が び 同 法 階 
こ 号 他 余 接 地 と こ な   地 棟 別 に 

が 結 も 直の R 雇 に 、 も は 
でに もは 方晴て 、 らい 「 現広 びな 接よ 

バ し る 在 ま つ い 結 う 

                        っ かしび な 
コ 々 コ " の 普 た な " つ バ スコ はランセ ンセ 高潔 いる 遍 的 宗教 高 い バス も く 

ロ テ ロ な 世 変 約 度 コ の ン 

ス シ ス こ 界 が な に ン と セ   
ラ 拒 ト 」。 ら 国 社 化 ス て の 
テ 香 り ゆ の 会 " 白 し Ⅰ """ 一 一 ニュ 

ン す ッ る 多 と 抽 身 な 葉 
」 る ク 
一 」 

弛 く し 象 も い を 
  教 で め て 化 キ か 市 
う と 会 
テ い に 

シ ラ 対 

ア 記 し 
メ 事 て よ 積 え 念 を 。 と 

リ を は う さ て を 称 も ィ立 

力 哉 否 と れ れ バ 賛 ち 置   ン が 
  

る ず セ で 
で ロ き 
は や 態       

る の セ だ キ る 
ス 」 、 

  ロ が り 理 円の。など、 -i-3 が ゅ Ⅰ   が 、 さ 度 た を し よ、 や 間 田 

らに 」 「 美       とそ @ 
に 至 系 よ シ も は 

。 血 る らもと ア 困 見 る では @ い う   
メ 難 ラズ とム 来 たこ 、   し に 言 れ 薪し による カトリ 力 あ て も 葉 ら     め る ぃ プ   

種 ク 民 何 あ 
る 。 ロ テ俳葉 概言 め 

  
的 い     

と 焼金工 散手         そ ス で が   
と る し タ あ い 三群   秘   い 地 て ン る ず 愛 以 

て 判 一 つ , 、 テ こ れ 」 外   魂 助 こ ィ と も 口の臣⑪は枚挙 0 や め 
る て 三 は け の ズ は 特 @  し o' コ 「 い 

が い 五 ィ 可 を よ ム 疑 定 レ   "@ 霊 か 

、 る 年 と 求 う に い の   と と 」 な 

  素 め な も の 宗 ま 呼 と る 

  



い
て
血
塗
ら
れ
た
軍
旗
を
作
っ
て
以
来
、
キ
リ
ス
ト
教
 は
 宗
教
で
あ
る
こ
と
を
や
め
、
政
治
組
織
と
化
し
て
し
 
 
 

ラ
テ
ン
と
い
う
人
種
は
ロ
ー
マ
の
キ
リ
ス
ト
教
ら
ま
 

り
は
 カ
ト
リ
シ
ズ
ム
）
に
よ
っ
て
堕
落
し
て
い
る
。
 霊
 性
 、
神
秘
性
 
ス
ス
 

コ
ン
セ
ロ
ス
に
と
っ
て
は
こ
れ
ら
の
ほ
う
が
カ
ト
リ
シ
 ズ
ム
 よ
り
も
重
要
な
の
で
あ
る
）
を
帯
び
る
こ
と
な
く
 
し
て
、
こ
の
人
種
は
何
 

の
 使
命
も
果
た
し
え
な
い
と
い
う
の
だ
。
 

こ
こ
ま
で
の
記
事
を
見
る
限
り
、
バ
ス
コ
ン
セ
ロ
ス
の
 
議
 %
 珊
は
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
や
実
証
正
義
に
批
判
的
で
、
 米
国
の
市
民
宗
教
を
 

称
賛
し
、
既
存
の
宗
教
と
は
異
な
る
新
た
な
市
民
宗
教
 
を
 求
め
る
点
に
お
い
て
イ
ン
マ
ン
 ら
 プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
 た
ち
の
考
え
と
親
和
的
 

な
も
の
で
あ
り
、
革
命
政
権
主
導
の
市
民
宗
教
創
造
を
 
促
す
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
二
 0
 年
代
後
半
 に
な
る
と
バ
ス
コ
ン
セ
 

ロ
ス
は
反
革
命
的
態
度
を
鮮
明
化
し
て
い
く
。
こ
れ
は
 オ
 フ
 レ
ゴ
ン
の
次
の
大
統
領
で
あ
る
 フ
 ル
タ
ル
コ
・
 
ェ
 リ
ー
ア
ス
・
 
カ
 イ
ェ
ス
 

に
よ
っ
て
公
教
育
省
を
追
わ
れ
た
こ
と
に
端
を
発
し
て
 
い
 る
が
、
そ
の
後
一
九
二
九
年
の
大
統
領
選
に
立
候
補
 
し
て
 カ
 イ
ェ
ス
体
制
に
 

反
旗
を
翻
し
、
敗
れ
る
と
米
国
へ
亡
命
し
て
武
装
蜂
起
 
を
 公
言
し
、
ク
リ
ス
テ
ー
ロ
ス
と
の
共
闘
も
画
策
す
る
 
な
ど
、
極
端
な
行
動
に
 

走
っ
て
い
く
。
同
時
に
彼
の
思
想
も
大
き
な
変
化
を
遂
 げ
る
。
カ
イ
ェ
ス
政
権
の
公
教
育
省
で
勢
力
を
伸
ば
し
 
た
モ
イ
 セ
ス
・
 サ
ェ
ン
 

 
 

ス
ら
 プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
た
ち
を
敵
視
し
、
カ
ト
リ
シ
ズ
 
ム
に
 対
し
て
は
露
骨
に
肯
定
的
な
意
見
を
述
べ
る
よ
う
 
に
な
る
。
こ
の
態
度
の
 

変
化
は
「
新
し
い
民
主
玉
主
 芝
 
で
の
バ
ス
コ
ン
セ
ロ
ス
 最
後
の
記
事
と
な
っ
た
一
九
二
八
年
一
 0
 月
の
意
味
深
 長
 な
表
題
の
記
事
「
 永
 

遠
の
宗
教
」
に
お
い
て
明
瞭
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

  
人 

り 上キ 「 種 は   
" ス 道 

そ ト 徳 

れ教 をは 的 、 
典 近 美 

的偉 キ 代へし 、 
教 内 人 
皇 か さ   
0 車 蓋 

もな 書移 、労 、 命 
  

こ 働   
の と 平中 

世 親 秘 
的 酬 ， 性 
組 に に 
織 お 反   
と る た 
北 平 僧 
し 等 む 
て な べ 

し 経 き 

ま 消 火 
つ 組 種 
た 織 で 

。 で あ 
コ あ る 
ン っ 」 
ス た と 

タ が し 
ン 、 て 
一 ア ロ 、 )   
ヌ マ 。 

ス が さ 

南 キ ら   
十 ス   
字 ト 

架 教 
な な 
月 収 

  



年
三
月
、
イ
ン
マ
ン
は
「
新
し
い
民
主
主
義
ヒ
 
に
 「
 
ホ
 セ
 ・
バ
ス
コ
ン
セ
ロ
ス
氏
へ
の
公
開
状
」
を
出
し
、
 

バ
 ス
コ
ン
セ
ロ
ス
が
米
国
 

の
 新
聞
に
語
っ
た
革
命
政
府
打
倒
の
た
め
に
暴
力
的
手
 

段
も
辞
さ
な
い
と
の
発
言
口
を
表
面
上
の
理
由
と
し
て
、
 

彼
を
顧
問
会
議
か
ら
 
除
 

ム
 

名
す
る
こ
と
を
 宣
 舌
口
し
て
い
る
。
こ
こ
に
 

一
 
2
 
@
 
 

一
 

ぐ
ス
 

ソ
 
コ
 ン
 セ
ロ
ス
と
イ
ン
マ
ン
、
そ
し
て
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
 

ズ
ム
 と
の
仲
は
完
全
に
決
裂
 

 
 

ら
か
な
反
革
命
（
特
に
反
カ
イ
ェ
ス
Ⅰ
反
米
、
反
 
プ
 ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
、
 
親
 

%
 
 ヵ
 ト
リ
シ
ズ
ム
へ
と
傾
い
て
 
い
 く
。
一
九
三
 セ
年
 の
著
 「
概
略
メ
キ
シ
コ
 
史
ヒ
は
カ
 イ
ェ
ス
革
命
を
否
定
 
す
る
彼
の
歴
史
観
が
特
に
明
   

 
 

当
惑
し
 、
 「
ロ
ー
マ
に
帰
る
必
要
と
い
う
一
文
が
理
解
 で
き
な
い
」
と
こ
の
記
事
に
前
置
き
し
て
い
る
。
そ
し
 
て
 、
つ
い
に
一
九
三
 0
 

と ン ト   

「
宗
教
 は
 過
去
の
も
の
で
あ
る
と
か
、
科
学
や
国
家
道
 徳
 が
地
上
で
の
幸
福
を
保
証
し
、
来
世
で
の
約
束
は
誤
 
り
だ
 等
々
と
、
 
え
 

 
 

せ
 知
識
人
が
真
面
目
な
顔
を
し
て
言
う
の
を
聞
く
と
 
不
 快
だ
 」
。
 

こ
の
よ
う
に
述
べ
て
、
世
俗
主
義
的
傾
向
に
対
し
て
 宗
 教
を
掲
げ
よ
う
と
す
る
点
は
従
来
の
態
度
と
同
じ
だ
が
 
、
こ
の
次
が
異
な
る
 

で
あ
る
。
 

「
こ
の
よ
う
な
悪
し
き
反
対
者
を
前
に
し
て
、
私
は
自
 ら
 カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
で
あ
る
こ
と
を
宣
喜
 ロ
 す
る
。
も
し
 私
が
カ
ト
リ
ッ
ク
 

で
は
な
い
と
い
う
の
な
ら
、
そ
れ
は
残
念
な
こ
と
で
あ
 る
 。
し
か
し
、
私
は
カ
ト
リ
ッ
ク
で
あ
る
。
恐
ら
く
 
私
 が
 カ
ト
リ
ッ
ク
で
 

 
 

あ
る
な
ど
と
人
々
は
認
め
な
い
だ
ろ
う
し
、
恐
ら
く
そ
 ぅ
 あ
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
こ
と
な
の
だ
ろ
う
」
。
 

公
人
と
し
て
は
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
で
あ
る
こ
と
を
許
さ
 
れ
な
か
っ
た
バ
ス
コ
ン
セ
ロ
ス
は
、
公
的
立
場
を
追
わ
 
れ
た
後
は
迷
わ
ず
 ヵ
 

ム
を
 称
揚
し
た
。
 

-
9
-
j
 
 

徹
底
し
た
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
 弾
 圧
を
行
い
、
ク
リ
ス
テ
ー
ロ
ス
の
乱
を
誘
発
し
た
 
カ
イ
 エ
 ス
政
権
は
バ
ス
 コ
 

セ
ロ
ス
に
と
っ
て
当
然
の
如
く
攻
撃
の
的
と
な
っ
た
。
 
そ
し
て
、
以
前
の
記
事
「
我
々
は
ラ
テ
ン
性
を
拒
否
す
 
る
 」
に
お
け
る
主
張
 

 
 

は
 
一
転
し
て
、
「
全
て
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
ロ
ー
マ
に
 帰
る
必
要
」
に
つ
い
て
語
る
。
「
新
し
い
民
主
上
議
」
 の
 編
集
部
も
こ
れ
に
は
 



ら
か
で
あ
り
、
同
時
代
の
伝
記
作
家
ラ
モ
ン
・
フ
ェ
ン
 
テ
 に
よ
っ
て
「
著
述
家
と
し
て
、
メ
キ
シ
コ
 
人
 と
し
 て
の
彼
の
名
誉
を
損
ね
 

 
 

た
 」
と
酷
評
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
書
に
お
い
て
も
 
な
お
、
メ
キ
シ
コ
の
歴
史
に
お
い
て
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
 
が
 犯
し
て
き
た
過
ち
を
 

認
め
、
政
治
と
調
和
し
て
国
民
の
一
体
化
を
促
す
市
民
 
宗
教
的
な
米
国
宗
教
へ
の
羨
望
を
頻
繁
に
記
し
て
い
る
 
 
 

目
 独
立
期
の
教
会
は
口
こ
の
上
も
な
い
頑
迷
さ
の
中
に
 
閉
じ
こ
も
り
、
教
会
自
身
が
教
育
を
施
し
て
き
た
 
代
 わ
り
に
そ
の
愛
情
 

を
集
め
た
民
衆
を
信
用
す
る
こ
と
も
な
く
、
宗
教
裁
判
 
所
を
復
活
さ
せ
よ
う
と
し
、
破
門
と
い
う
時
代
遅
れ
の
 
手
段
に
訴
え
た
。
 

そ
の
後
も
幾
度
も
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
教
会
は
革
 
新
 約
 潮
流
の
妨
げ
と
な
り
、
憎
悪
や
極
論
の
口
実
と
な
 
っ
た
」
。
 

-
4
-
 

4
 

「
現
在
で
も
米
国
の
大
統
領
は
日
曜
日
に
国
内
の
い
ず
 れ
か
の
キ
リ
ス
ト
教
派
の
礼
拝
に
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
 
い
 。
同
様
の
こ
と
 

を
 メ
キ
シ
コ
の
教
会
に
お
い
て
も
な
す
こ
と
は
で
き
た
 
は
ず
だ
。
教
会
は
民
衆
の
側
に
立
ち
、
時
代
の
流
れ
に
 
ム
口
と
れ
せ
 

ス
 ㌧
 べ
占
ヒ
ぢ
 

に
 

っ
た
 。
「
・
・
・
」
我
々
は
強
力
か
つ
賢
明
で
純
粋
な
 

ロ
｜
 マ
 ・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
が
見
た
い
。
こ
の
願
い
が
か
な
 
れ
な
い
な
ら
、
 メ
 

キ
シ
コ
人
の
霊
は
放
置
さ
れ
、
メ
キ
シ
コ
と
い
う
国
す
  

 

「
レ
フ
ォ
ル
マ
 期
 
二
九
世
紀
 半
は
の
 メ
キ
シ
コ
に
お
 け
る
改
革
期
」
は
正
義
に
基
づ
い
て
、
教
会
が
そ
の
 
活
 動
の
代
価
を
非
 宗
 

教
 的
な
や
り
方
で
無
理
に
要
求
す
る
こ
と
を
抑
制
し
、
 
非
力
ト
リ
ッ
ク
信
者
の
権
利
を
保
障
し
た
上
で
、
大
部
 
分
が
 カ
ト
リ
ッ
ク
 

信
者
で
あ
る
の
だ
か
ら
、
そ
の
国
民
教
会
と
し
て
の
性
 
格
を
維
持
す
る
べ
き
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
米
国
で
複
数
 
の
 プ
ロ
テ
ス
タ
ン
 

ト
 教
派
が
行
っ
て
い
る
よ
う
に
、
公
的
行
事
に
教
会
も
 
参
加
で
き
る
よ
う
に
す
る
べ
き
で
あ
っ
た
」
。
 

-
6
-
4
 

「
メ
キ
シ
コ
の
法
は
教
会
に
法
人
格
を
認
め
て
お
ら
ず
 、
法
的
に
教
会
は
存
在
し
て
い
な
い
と
い
う
馬
鹿
げ
た
 
規
定
を
し
て
い
 

る
 。
こ
れ
を
世
俗
国
家
と
呼
ぶ
の
だ
が
、
実
際
に
は
 
世
 俗
 国
家
と
は
国
内
に
存
在
す
る
も
の
を
常
に
認
知
し
て
 
い
ろ
は
ず
だ
。
 米
 

国
の
世
俗
国
家
は
認
知
さ
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
派
の
聖
職
 
者
が
公
的
儀
礼
に
加
わ
る
こ
と
を
妨
げ
て
い
な
い
。
も
 
し
 米
国
で
カ
ト
リ
 

  

  



「
米
国
政
府
は
主
要
な
教
派
の
支
持
を
常
に
求
め
て
い
 る
だ
け
で
な
く
、
公
的
な
場
に
お
い
て
も
キ
リ
ス
ト
教
 
の
神
に
つ
い
て
 語
 

-
 
帖
 -
 

り
 、
貨
幣
に
も
「
 我
 ら
は
神
を
信
じ
る
」
と
書
い
て
あ
 る
 」
。
 

バ
ス
コ
ン
セ
ロ
ス
が
最
後
ま
で
理
想
と
し
て
い
た
「
 、
水
 
遠
の
宗
教
」
と
は
、
や
は
り
キ
リ
ス
ト
教
に
多
く
の
 
モ
 チ
ー
フ
を
得
た
市
民
 

宗
教
で
あ
り
、
彼
は
そ
の
モ
デ
ル
を
米
国
に
見
て
い
た
 
。
独
裁
者
デ
ィ
ア
ス
や
実
証
主
義
、
組
織
と
し
て
の
力
 
ト
リ
ッ
ク
教
会
と
い
う
 

共
通
の
敵
に
対
し
て
、
バ
ス
コ
ン
セ
ロ
ス
は
イ
ン
マ
ン
 、
サ
ェ
シ
 ス
 ら
 プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
た
ち
と
キ
リ
ス
ト
教
 的
 市
民
宗
教
論
を
掲
げ
 

て
 と
も
に
闘
 う
 こ
と
が
で
き
た
。
だ
が
、
共
通
の
敵
が
 倒
れ
、
さ
ら
に
は
公
教
育
省
で
サ
エ
ン
ス
ら
が
要
職
に
 
@
 
就
く
と
、
バ
ス
コ
ン
セ
 

ロ
ス
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
影
響
力
拡
大
に
至
 る
で
あ
ろ
う
彼
ら
の
市
民
宗
教
論
の
正
体
を
警
戒
し
て
 
こ
れ
と
決
別
し
、
メ
キ
 

シ
コ
政
治
の
一
線
か
ら
追
わ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
 ヵ
ト
 リ
シ
ズ
ム
へ
と
回
帰
し
、
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
を
基
調
と
し
 
た
 市
民
宗
教
を
求
め
て
 

い
く
。
こ
の
よ
う
に
、
バ
ス
コ
ン
セ
ロ
ス
は
革
命
期
 メ
 キ
シ
コ
の
思
想
家
の
中
で
も
、
最
も
劇
的
に
宗
教
思
想
 
を
 変
遷
さ
せ
た
人
物
と
 

言
え
る
が
、
そ
の
変
遷
に
プ
ロ
テ
ス
タ
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テ
ィ
ズ
ム
が
 
深
く
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わ
っ
て
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と
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来
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コ
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セ
ロ
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研
究
に
お
い
て
は
お
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そ
 指
摘
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
点
で
あ
る
。
「
新
し
い
 民
 玉
主
義
」
は
革
命
期
メ
キ
シ
コ
を
代
表
す
る
こ
の
思
想
 
家
が
、
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
 

と
 プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
狭
間
に
あ
っ
て
宗
教
 
問
 題
 に
大
い
に
苦
悩
し
つ
つ
、
市
民
宗
教
論
を
展
開
さ
せ
 て
い
た
こ
と
を
如
実
に
 

我
々
に
物
語
っ
て
く
れ
る
。
 

ム
ロ
 

ロ
 

バ
ス
コ
ン
セ
ロ
ス
以
外
に
も
「
新
し
い
民
主
主
 義
 」
の
顧
問
、
記
事
の
執
筆
者
と
し
て
市
民
宗
教
に
関
 
す
る
議
論
を
展
開
し
た
 ラ
テ
 

㍾
ン
ア
メ
リ
カ
の
著
名
な
政
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家
、
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識
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多
い
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そ
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ら
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の
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と
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り
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リ
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て
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宗
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択
肢
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ど
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力
な
も
の
と
な
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て
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た
の
か
を
探
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こ
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一
リ
 
一
 

ッ
ク
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会
が
多
数
派
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っ
た
な
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カ
ト
リ
ッ
ク
式
 に
 国
家
の
宣
誓
や
儀
式
が
行
わ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
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九
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五
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ソ
ン
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デ
ュ
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へ
 」
中
の
次
の
一
文
で
あ
ろ
う
。
「
メ
キ
シ
コ
の
学
校
は
外
国
の
 

学
校
の
方
法
を
卑
し
く
真
似
る
 ，
 
」
と
を
慎
む
べ
き
で
あ
る
。
先
住
 
民
 教
育
に
関
し
て
、
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我
々
の
公
教
育
省
に
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
が
介
入
し
た
た
め
 
、
 い
が
み
合
い
が
生
じ
て
い
る
。
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
化
し
た
 
連
 中
は
我
々
の
先
住
民
 

川
 

 
 

に
 米
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式
の
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あ
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一
 
l
 一
 

が
 用
い
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
多
く
は
、
ま
さ
に
私
の
現
代
 芸
術
へ
の
没
頭
に
由
来
す
る
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
 
る
 。
芸
術
へ
の
関
心
は
 

 
 

 
 

る
 現
代
芸
術
 ｜
 特に
表
現
主
義
芸
術
に
関
心
を
 
持
ち
つ
づ
け
た
。
彼
は
自
ら
、
「
極
め
て
抽
象
的
な
 哲
 学
的
分
析
に
お
い
て
 私
 

テ 
      
  キ 0 つ而念値 に残 論 
  "  一 " @ 彩ひ 上頭を対し文 
    

ド 彰孝の き 化は と V 
Ⅴ 響え枠 つ し今は じ は第一 は をが絶 っ て ま よ テ 

めに 次大 

戦 
ィリッ 与えたティ リ 彼の宗 みの中 、彼 も いる、 で多く 知ら く 

で ッと ヒい 教でのとの l 芸妄り批 れヒ てが 
    
従 
軍 
牧 
の 生涯 宗教十一五 可能性 化論と 論を読 論をそ もので もなさ 。そ る 

師 
時 
ィ弍   
か 

主役 以晢想が 。 どて 

ら 

米 現代 芸 義、意 の宗教 上、彼 学的、 重ね と ティ リ 彼はど 「 宗 は 

国 味 論の神会 ッん 散荷 
c のそ 英学 わ ヒ な 芸に 

亡 ム 形 而も論理 の 街約 せの芸術 る 芸術」 関 心 
口口 

し 
上 の を輪形 術 も と を 

て 学 、 の 再解ら分は宗 理 かで 論 「は持 ぃち 
ン 

カ 
  、とく 考にも宗教とすると ゃ 一万 その 析 する 神学的 教性 」 かなる 

で 
死 
  

で こ 解 も の   由か 現 
ぬ あ と を重一か と 王 

ま 

で 義の絵 は、十一万るだ る 整理す 要であ 形態で らしか いう譲 

生 う術 。 作 るる 。 。 る る 評論 価でに 画 
涯   
貫 
  
て   
絵 
画 察芸 が荷役、 はでのし論 もた文 明 
を そ や の従の一や 
中 
l し ¥ 
と 

講演 記 の宗教 表現主 「意味 来 批 の の意義 連の芸 入 

す   
  

テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
宗
教
芸
術
論
と
「
意
味
 の
形
而
上
学
」
 



は
、
 彼
の
宗
教
思
想
全
体
の
中
で
決
し
て
周
辺
的
な
も
 
の
で
は
な
い
。
 

本
稿
で
は
、
ま
ず
は
じ
め
に
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
芸
術
論
の
 
要
点
を
整
理
し
て
彼
が
「
宗
教
芸
術
」
を
ど
の
よ
う
に
 
理
解
し
て
い
た
か
を
 

ま
と
め
る
。
次
に
彼
の
芸
術
論
に
対
し
て
な
さ
れ
た
 今
 ま
で
の
解
釈
や
批
判
を
検
証
し
つ
つ
、
彼
の
思
想
全
体
 
に
お
け
る
芸
術
論
の
位
 

置
 づ
け
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
し
て
最
後
に
テ
ィ
 
リ
ッ
 ヒ
の
 
「
意
味
の
形
而
上
学
」
の
枠
内
で
芸
術
論
を
分
析
 す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
 

「
宗
教
芸
術
」
や
「
表
現
主
義
」
の
理
念
を
哲
学
的
、
神
 学
的
理
論
か
ら
捉
え
直
す
こ
と
を
試
み
る
。
こ
れ
に
 
よ
り
彼
の
芸
術
理
解
と
 

宗
教
 ｜
 文
化
論
と
の
原
理
的
一
致
が
示
さ
れ
、
芸
術
論
 
0
 分
析
が
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
理
解
全
般
に
と
っ
て
も
重
要
で
 
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
 

る
 。
 

二
 

芸
術
論
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
 

テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
芸
術
論
の
中
心
問
題
は
、
ど
ん
な
芸
術
 が
 宗
教
芸
術
と
い
い
 う
 る
か
、
と
い
う
も
の
で
あ
り
そ
 の
 主
張
自
体
は
複
雑
 

な
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
そ
れ
は
ま
と
ま
っ
た
著
作
 
や
論
文
で
体
系
的
に
整
理
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
 
の
で
、
議
論
の
細
か
な
 

点
は
必
ず
し
も
明
瞭
で
は
な
く
、
ま
た
彼
が
何
と
し
て
 
挙
げ
る
芸
術
作
品
も
タ
イ
ト
ル
の
示
し
方
が
 暖
昧
 で
ど
 0
 作
品
を
指
し
て
い
る
 

の
か
不
明
確
な
こ
と
も
あ
る
。
こ
こ
で
は
そ
う
し
た
 事
 情
も
踏
ま
え
た
上
で
、
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
基
本
的
主
張
だ
 
と
 考
え
ら
れ
る
部
分
を
 

再
構
成
し
て
、
そ
の
内
容
を
整
理
し
て
い
く
。
 

テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
宗
教
思
想
を
考
察
す
る
上
で
も
重
要
な
 鍵
 の
一
つ
で
あ
り
、
単
な
る
伝
記
的
エ
ピ
ソ
ー
ド
 と
し
 て
 片
付
け
ら
れ
る
も
の
 

で
は
な
い
。
と
い
う
の
も
、
彼
が
芸
術
に
つ
い
て
何
か
 
を
 論
じ
る
と
き
は
常
に
宗
教
と
の
連
関
で
考
察
し
て
い
 
る
の
で
、
芸
術
論
で
使
 

わ
れ
る
概
念
や
発
想
と
宗
教
論
で
使
わ
れ
る
そ
れ
ら
と
 
は
 緊
密
な
つ
が
が
り
を
持
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
 
-
 
ア
 イ
リ
ツ
ヒ
 の
芸
術
論
   



-
 
ア
 
㎡
 
か
れ
た
世
俗
画
の
方
を
、
宗
教
性
の
観
点
か
ら
高
く
評
 価
す
る
。
表
現
主
義
と
は
ち
ょ
う
ど
当
時
の
ド
イ
ツ
に
 
お
い
て
最
も
盛
ん
な
 前
 

ま
ず
は
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
次
の
言
葉
を
も
っ
て
問
題
へ
の
 

導
入
と
し
た
い
。
 

「
セ
ザ
ン
ヌ
の
静
物
や
ゴ
ッ
ホ
の
樹
木
の
方
に
 

、
 ウ
 
ニ
 ア
の
 
イ
エ
ス
 

像
 よ
り
も
多
く
の
 

塑
 
性
の
 
質
年
す
 
ヨ
色
 

盆
 片
 
の
口
口
曲
目
（
 

ぴ
 
（
）
が
 

 
 

認
め
ら
れ
る
、
と
い
っ
て
も
言
い
過
ぎ
で
は
な
い
」
。
 

一
般
的
に
は
、
静
物
画
や
風
景
画
よ
り
も
聖
母
子
懐
や
 

換
刑
図
な
ど
の
方
が
空
性
の
質
に
お
い
て
優
る
、
つ
ま
 

り
 
後
者
の
方
が
「
 

宗
 

教
的
 
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
に
お
 

い
 
て
 
は
 
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
。
彼
に
と
っ
て
は
、
 

あ
る
絵
画
の
中
で
描
か
 

れ
て
い
る
題
材
が
宗
教
的
な
も
の
で
あ
ろ
う
が
世
俗
的
 

な
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
そ
の
作
品
が
宗
教
芸
術
 

と
い
え
る
か
否
か
を
 

判
 

断
 す
る
際
に
一
切
問
題
と
な
ら
な
い
。
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
は
 

舌
口
 

ぅ
 
、
「
事
実
セ
ザ
ン
ヌ
の
静
物
画
に
、
マ
ル
ク
の
 

動
 
初
回
 
に
 
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
 

@
 

 
 

テ
ィ
リ
ッ
ヒ
は
、
伝
統
的
な
宗
教
的
象
徴
が
理
 

す
る
だ
ろ
う
。
芸
術
家
の
宗
教
的
腕
白
に
お
い
て
体
験
 

ロ
ッ
ト
ル
 

フ
 
の
風
景
画
に
、
ノ
ル
デ
の
エ
ロ
テ
ィ
シ
 

ズ
 

 
 

想
 
主
義
的
、
自
然
主
義
的
手
法
で
描
か
れ
た
絵
画
よ
り
 

さ
れ
た
世
界
内
実
が
、
事
物
を
貫
い
て
輝
い
て
い
る
。
 

ム
 
像
の
う
ち
に
、
相
対
的
事
物
に
お
け
る
絶
対
的
実
在
 

 
 も

 
、
表
現
主
義
的
手
法
で
 

描
 

そ
れ
は
（
聖
な
る
）
 

対
 

の
 
直
接
的
啓
示
を
直
観
 

  



の
よ
う
な
作
品
を
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
は
「
キ
ッ
チ
ュ
」
 
絆
ぃ
 （
 
の
 
の
 じ
と
評
し
、
「
教
会
誌
や
日
曜
新
聞
に
好
ま
れ
た
 
三
 流
 、
四
 流
 、
五
流
の
画
 

そ
れ
が
感
傷
的
に
美
化
さ
れ
た
形
で
描
か
れ
て
い
る
だ
 
け
な
ら
、
む
し
ろ
そ
れ
は
非
宗
教
的
で
あ
る
と
み
な
さ
 
れ
る
。
そ
う
し
た
後
者
 

衛
的
 芸
術
運
動
で
あ
り
、
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
は
少
年
時
代
か
 
ら
の
友
人
で
美
術
史
家
で
あ
る
 
ユ
 ッ
カ
ー
ト
・
フ
オ
ン
 ・
 ジ
ド
ウ
 か
ら
そ
れ
を
 

学
ん
だ
。
表
現
主
義
を
定
義
す
る
の
は
容
易
で
は
な
い
 
が
 、
さ
し
あ
た
り
そ
れ
は
、
外
見
上
の
写
実
に
対
し
 
形
 や
 色
彩
の
デ
フ
ォ
ル
メ
 

に
よ
っ
て
内
面
性
を
強
調
す
る
こ
と
を
主
眼
と
し
た
、
 十
九
世
紀
末
期
か
ら
現
れ
た
様
式
だ
と
い
う
こ
と
が
 
出
 来
る
。
一
般
的
な
美
術
 

史
 で
は
、
（
ブ
リ
ュ
ッ
 ケ
 ）
や
（
ブ
ラ
ウ
 エ
 ・
ラ
イ
タ
 １
 V
 と
い
っ
た
芸
術
家
グ
ル
ー
プ
を
中
心
と
し
た
 ド
イ
 ッ
 表
現
主
義
を
さ
す
が
、
 

テ
ィ
リ
ッ
ヒ
が
「
表
現
主
義
」
と
い
う
と
き
に
は
、
 さ
 ら
に
広
く
、
ゴ
ッ
ホ
や
ム
ン
ク
、
キ
リ
コ
、
フ
ラ
ッ
ク
 

シ
ャ
ガ
ー
ル
、
タ
ン
 

描
か
れ
て
い
る
題
材
が
伝
統
的
な
宗
教
的
象
徴
で
は
な
 

ギ
目
 
ポ
ロ
ッ
ク
な
ど
、
総
じ
て
セ
ザ
ン
ヌ
以
降
の
現
 

く
 世
俗
的
な
も
の
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
「
描
き
方
」
 
が
 

代
 芸
術
が
ほ
と
ん
ど
全
て
含
ま
れ
て
い
る
。
彼
ら
に
 
土
 （
通
す
る
の
は
、
描
く
対
 

誠
実
に
人
間
の
窮
境
や
 

象
を
写
実
的
な
手
法
で
リ
ア
ル
に
再
現
す
る
こ
と
よ
り
 
も
、
 形
や
色
彩
を
大
胆
に
デ
フ
ォ
ル
メ
す
る
こ
と
に
よ
 
っ
て
精
神
的
な
内
容
を
 

強
調
し
、
網
膜
に
捉
え
難
い
真
実
を
描
き
出
す
こ
と
を
 
主
眼
と
す
る
姿
勢
で
あ
る
。
描
か
れ
た
形
体
や
色
彩
が
 
実
物
と
は
大
き
く
異
な
 

っ
て
い
て
も
、
む
し
ろ
そ
う
し
た
デ
フ
ォ
ル
メ
の
手
法
 に
よ
っ
て
何
ら
か
の
精
神
性
が
顕
わ
に
な
っ
て
い
る
と
 
思
わ
れ
た
と
き
、
テ
ィ
 

リ
ッ
ヒ
は
そ
の
絵
画
を
「
究
極
的
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
」
 
な
 い
し
「
宗
教
的
次
元
」
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
と
考
え
る
 
。
彼
は
ム
ン
ク
や
キ
リ
 

コ
 0
 作
品
、
あ
る
い
は
ピ
カ
ソ
の
「
ゲ
ル
ニ
カ
」
な
ど
 
を
 宗
教
的
な
絵
画
で
あ
る
と
し
て
引
き
合
い
に
出
す
。
 
特
に
「
ゲ
ル
ニ
カ
」
を
 

最
も
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
的
な
絵
画
と
し
て
絶
賛
す
る
が
 
、
そ
れ
と
い
う
の
も
、
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
は
こ
の
作
品
を
 
、
 「
世
界
の
破
壊
的
で
 デ
 

-
5
-
 

｜
 モ
ン
的
な
諸
 力
 に
対
す
る
抗
議
と
預
言
者
的
な
怒
り
 を
も
っ
て
世
界
の
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
に
出
会
っ
て
い
る
」
 
と
 見
る
か
ら
で
あ
る
。
 

戦
 懐
の
体
験
を
表
し
て
い
る
限
り
そ
の
作
品
は
宗
教
的
 
な
 次
元
を
指
し
示
し
、
他
方
、
伝
統
的
な
宗
教
的
象
徴
 
が
 描
か
れ
て
い
て
も
、
   



テイリ ツヒ の 宗教芸術論 r 意味の形而上学」 

レ   （ 
。 ぎ し   
  
なるの とは、 の 宰凹 

  が 

といういえ どう ぼ 

  
描 用 れ 
か い る 

れ ら の 
て れ か 
い る と 

る 力 い 

も テ ラ 

の ゴ こ   
  
し と ， 

  相 迂 

  
ま 、 韓形 

、内 う舌口薬 式 しなが 

とら 同者、 実 
萎 え 様 
だ た 式 

  

画 現 み と 的 ト 種 ち ま 

は 」 の い な ・ の に た 

彼
に
よ
れ
ば
、
自
然
主
義
的
要
素
の
偉
大
さ
は
、
目
の
 
前
に
あ
る
直
接
的
に
照
ら
し
出
さ
れ
た
も
の
へ
の
黙
従
 
な
い
し
受
容
の
う
 

芸
術
を
創
造
し
よ
う
と
す
る
試
み
、
つ
ま
り
与
え
ら
れ
 
た
も
の
を
甘
受
す
る
姿
勢
に
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
し
か
 
し
そ
う
し
た
あ
る
 

謙
虚
さ
は
、
宗
教
的
象
徴
を
表
面
的
な
水
準
に
引
き
摺
 

 
 

」
で
あ
る
キ
リ
ス
 

イ
ェ
ス
が
、
子
供
た
ち
と
親
し
げ
に
交
わ
る
学
校
教
師
 
や
 、
感
傷
的
な
受
難
者
に
化
せ
ら
れ
る
な
ら
ば
、
そ
こ
 
に
も
ま
た
「
表
現
 

も
の
の
突
破
の
力
」
が
欠
け
て
い
る
と
さ
れ
る
。
テ
ィ
 
リ
ッ
ヒ
が
表
現
主
義
を
評
価
す
る
の
は
、
単
に
形
と
色
 
彩
 め
 デ
フ
ォ
ル
メ
 

う
 手
法
に
新
し
い
芸
術
的
可
能
性
を
見
出
し
た
か
ら
で
 
は
な
く
、
そ
の
様
式
を
、
事
物
の
表
層
を
貫
い
て
リ
ア
 
リ
テ
ィ
ー
の
「
 深
 

次
元
」
を
表
現
し
う
る
も
の
と
し
て
捉
え
た
か
ら
で
あ
 
る
 。
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
が
芸
術
を
見
る
と
き
に
重
視
す
る
の
 
は
 何
よ
り
も
「
 表
 

と
い
う
要
素
で
あ
り
、
彼
に
と
っ
て
は
、
「
表
現
的
な
 力
 」
や
「
表
現
性
」
と
い
っ
た
要
素
が
豊
か
で
あ
る
 
限
 り
に
お
い
て
、
 絵
 

「
 
軸
 雀
ロ
 
の
 啓
示
者
」
 す
ミ
ヨ
ヨ
 の
 0
 申
の
手
 

a
r
 

の
「
こ
と
な
 

る
の
で
あ
る
。
 

-
@
@
U
-
 

中
に
は
「
表
現
的
な
も
の
の
突
破
の
 力
 」
ま
ず
 
宙
仁
 
r
e
 
ゴ
 ヴ
 Ⅱ
の
 
0
 ア
の
 
二
ロ
の
ま
 ド
 の
 下
 （
卸
の
の
Ⅱ
Ⅹ
で
Ⅰ
の
の
の
毛
の
已
が
欠
け
て
 い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
 

実 ろ 家 

-
6
-
 

た
ち
は
、
感
傷
的
に
美
化
さ
れ
た
非
本
質
的
な
自
然
 
王
 義
の
最
低
級
の
類
型
を
生
み
出
し
た
」
、
と
辛
辣
に
 批
 刊
 す
る
の
で
あ
る
。
 

テ
ィ
リ
ッ
ヒ
は
舌
口
 う
、
 「
ル
ネ
サ
ン
ス
の
画
家
に
よ
る
 聖
母
、
 
傑
刑
 、
復
活
、
聖
書
物
語
は
、
宗
教
芸
術
の
真
 
の
 産
物
と
言
え
る
だ
 

-
T
 
一
 

う
か
 ?
 
 そ
う
で
は
な
い
。
そ
れ
ら
は
人
間
的
完
成
の
 幻
 で
あ
る
」
。
な
ぜ
な
ら
、
理
想
主
義
的
な
完
全
性
の
 形
式
は
、
彼
岸
的
 充
 

の
 先
取
り
、
つ
ま
り
「
先
取
り
さ
れ
た
終
末
論
」
 
す
耳
 ㍗
 ぢ
鰍
ユ
 の
中
ヰ
 温
 0
 ざ
甑
 ②
だ
と
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
 
。
そ
れ
ら
の
作
品
の
 



受
容
さ
れ
る
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
「
内
容
」
に
な
り
 
ぅ
る
 。
「
形
式
」
と
は
、
こ
の
「
内
容
」
を
芸
術
作
品
に
変
 
え
る
も
の
で
、
例
え
ば
 

昔
、
色
、
石
、
言
葉
な
ど
で
あ
り
、
絵
画
に
お
い
て
は
 
色
彩
や
構
図
、
面
、
線
な
ど
が
含
ま
れ
る
。
そ
し
て
「
 
内
実
」
は
、
精
神
的
な
 

力
 に
よ
っ
て
形
式
や
内
容
に
与
え
ら
れ
た
意
味
や
意
義
 
で
、
い
わ
ば
そ
の
作
品
の
精
神
的
実
質
性
 
ま
 の
の
の
～
の
（
 

漏
 ①
の
 仁
す
 
い
 つ
 
の
 コ
ま
巴
ぎ
卸
こ
 

だ
と
さ
れ
る
。
「
形
式
」
を
媒
介
と
し
て
「
内
容
」
に
 お
い
て
捉
え
ら
れ
、
表
現
さ
れ
る
「
内
実
」
は
、
テ
ィ
 
リ
ッ
ヒ
に
よ
れ
ば
「
 現
 

美
一
般
に
対
す
る
根
本
姿
勢
の
表
れ
」
で
あ
り
、
「
 究
 極
 的
意
味
解
釈
」
あ
る
い
は
「
無
制
約
者
に
対
す
る
 
一
 っ
 の
姿
勢
」
を
意
味
す
 

-
9
 
一
 

る
も
の
な
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
が
 宗
 教
 芸
術
を
考
え
る
に
あ
た
り
、
作
品
を
構
成
す
る
こ
れ
 
ら
の
要
素
の
う
ち
で
 最
 

も
 重
視
す
る
の
が
「
内
実
」
で
あ
る
こ
と
は
い
つ
ま
で
 
も
な
い
。
内
実
が
ど
れ
だ
け
豊
か
に
表
現
さ
れ
て
い
る
 
か
と
い
う
こ
と
が
、
 
そ
 

0
 作
品
が
宗
教
的
か
木
口
か
の
判
断
に
直
結
す
る
の
で
あ
 る 。
そ
れ
自
体
で
宗
教
的
で
あ
る
こ
と
を
決
定
す
る
 
ょ
 う
な
題
材
（
内
容
）
は
 

無
い
。
何
が
描
か
れ
て
い
る
か
と
い
う
事
そ
れ
自
体
は
 
絵
画
に
お
い
て
偶
然
的
で
あ
り
非
本
質
的
な
こ
と
な
の
 
で
、
彼
は
「
内
容
」
 
概
 

念
を
色
彩
、
構
図
、
面
、
線
と
い
つ
た
「
形
式
」
に
 
吸
 収
 さ
せ
、
「
内
実
」
と
「
形
式
」
の
対
置
と
い
う
よ
り
 簡
単
な
図
式
で
議
論
す
 

る
こ
と
も
あ
る
。
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
は
そ
の
二
つ
の
概
念
に
 
つ
い
て
、
一
方
の
端
が
純
粋
な
内
実
を
、
も
う
一
万
 の
 喘
 が
純
粋
な
形
式
を
意
 

抹
 す
る
直
線
と
い
う
地
楡
で
、
あ
る
い
は
内
実
を
太
陽
 
と
し
、
形
式
を
遊
星
軌
道
と
す
る
地
楡
 で
 説
明
し
、
 
そ
 こ
か
ら
芸
術
に
必
然
的
 

な
 三
つ
の
基
本
類
型
を
想
定
し
て
い
る
。
す
な
 む
 ち
 あ
 ら
ゆ
る
芸
術
は
そ
の
直
線
上
の
位
置
、
あ
る
い
は
太
陽
 
と
 遊
星
軌
道
に
お
け
る
 

近
日
点
と
遠
日
点
の
よ
う
に
、
内
実
が
優
勢
な
も
の
と
 
、
形
式
が
優
勢
な
も
の
と
、
両
方
が
釣
り
合
っ
て
い
る
 
も
の
と
い
う
大
き
な
 三
 

つ
に
分
類
で
き
る
と
す
る
。
そ
し
て
彼
が
宗
教
芸
術
と
 み
な
す
の
は
、
内
実
が
優
勢
な
芸
術
な
の
で
あ
る
。
 
一
 般
 的
に
い
わ
れ
る
「
 宗
 

教
 芸
術
」
が
内
容
、
な
い
し
形
式
を
中
心
に
し
た
見
方
 
に
 立
っ
た
も
の
だ
と
す
れ
ば
、
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
見
方
は
 
内
実
を
中
心
に
据
え
た
 

  

と
 考
え
て
よ
い
。
す
な
む
ち
諸
事
物
、
諸
出
来
事
の
外
 
面
的
事
実
性
の
こ
と
で
あ
り
、
人
間
精
神
に
よ
っ
て
感
 
覚
的
 イ
メ
ー
ジ
の
形
で
 

 
 

 
 



ティ リッ %
 
 度
、
習
慣
、
文
化
的
傾
向
に
明
ら
か
と
な
り
、
 
そ
 れ
は
人
間
の
自
己
理
解
や
現
実
解
釈
、
あ
る
い
は
究
極
 
的
な
も
の
へ
の
間
 い
 か
け
を
 

上
 

怖
 
暗
示
し
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

る
 伝
統
の
模
倣
で
あ
り
陳
腐
な
感
傷
で
あ
る
な
ら
、
 
そ
 れ
は
啓
示
的
な
力
を
持
た
な
 

い
と
考
え
る
。
つ
ま
り
芸
術
に
お
い
て
伝
統
的
な
宗
教
 的
 象
徴
を
用
い
る
こ
と
そ
れ
自
体
に
は
直
接
的
な
価
値
 
を
 認
め
な
い
。
芸
術
家
 

は
 教
会
的
伝
統
に
縛
ら
れ
て
芸
術
的
不
誠
実
を
お
か
し
 
て
は
な
ら
ず
、
常
に
今
現
在
を
見
つ
め
、
わ
れ
わ
れ
が
 
日
々
出
会
う
も
の
を
 通
 

し
て
そ
の
深
み
の
次
元
を
表
現
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
 と
い
う
。
も
ち
ろ
ん
彼
は
過
去
の
宗
教
的
象
徴
に
対
す
 
る
 信
頼
を
完
全
に
無
く
 

し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
現
に
 グ
 リ
ュ
ー
ネ
ヴ
ァ
ル
 ト
の
 
「
 イ
 ー
ゼ
ン
ハ
イ
ム
の
祭
壇
 画
 」
や
ノ
ル
デ
の
「
 ペ
ン
テ
コ
ス
テ
」
と
い
 

っ
た
 宗
教
画
も
好
意
的
に
評
価
し
て
い
る
。
し
か
し
、
 
伝
統
的
宗
教
的
象
徴
を
無
理
や
り
持
ち
出
す
こ
と
ほ
 
、
 目
の
前
の
身
近
で
世
俗
 

  

ヒの 宗教芸術論と「 

も
の
だ
と
い
え
る
。
絵
画
の
表
層
の
姿
そ
れ
自
体
で
は
 
な
く
、
そ
れ
を
貫
い
て
「
内
実
」
す
な
わ
ち
「
リ
ア
 
リ
テ
ィ
ー
の
深
み
の
 
次
 

元
 」
が
ど
れ
だ
け
豊
か
に
表
現
さ
れ
て
い
る
の
か
と
 
ぃ
 う
こ
と
が
決
定
的
な
の
で
あ
る
。
 

芸
術
作
品
に
お
け
る
内
実
の
表
さ
れ
方
、
な
い
し
内
容
 
や
 形
式
に
対
す
る
内
実
の
関
係
を
示
し
て
い
る
の
が
「
 
様
式
」
と
い
う
言
葉
 

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
芸
術
の
「
様
式
」
は
、
各
人
、
 各
時
代
に
お
け
る
究
極
的
な
も
の
へ
の
問
い
か
け
や
、
 
現
実
理
解
の
表
れ
だ
と
 

さ
れ
る
。
あ
ら
ゆ
る
芸
術
様
式
は
、
人
間
の
自
己
理
解
 、
 生
の
究
極
的
意
味
へ
の
問
い
か
け
の
姿
勢
を
顕
 
わ
 に
し
て
お
り
、
「
そ
れ
ぞ
 

れ
の
時
代
の
芸
術
様
式
は
、
そ
の
時
代
の
宗
教
的
実
存
 

 
 

、
思
想
、
政
治
、
社
会
 

生
活
等
々
そ
れ
ぞ
れ
に
様
式
が
あ
る
と
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
は
 考
え
る
。
彼
は
、
「
私
が
そ
の
語
の
最
も
広
い
意
味
に
 お
い
て
宗
教
と
呼
ん
で
 

き
た
こ
の
究
極
的
関
心
と
い
う
も
の
は
、
文
化
の
あ
ら
 ゆ
る
形
式
歴
史
上
の
時
代
、
運
動
、
グ
ル
ー
プ
、
 そ
し
て
個
人
の
仕
事
全
 

 
 

体
 

に
お
い
て
自
ら
を
表
現
す
る
。
こ
の
総
体
的
な
 
表
現
が
様
式
と
呼
ば
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
あ
る
 
時
代
の
様
式
は
そ
の
 
制
 



次
に
、
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
芸
術
論
に
対
す
る
今
ま
で
の
 
批
 判
を
検
証
し
、
彼
の
思
想
全
体
の
中
で
芸
術
論
が
 
い
か
 ひ
，
 

Ⅰ
 

い
る
か
を
考
察
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
 

従
来
の
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
芸
術
論
に
対
す
る
批
判
と
し
て
 
は
 様
々
な
角
度
か
ら
の
も
の
が
あ
る
が
、
さ
し
あ
た
り
 
@
@
 

十
曲
 

に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
は
あ
ら
ゆ
 る
 芸
術
を
「
宗
教
」
の
 観
 占
か
ら
し
か
評
価
し
て
い
な
  
 

術
 に
対
す
る
様
々
な
解
釈
の
多
様
性
を
宗
教
と
い
う
た
 
っ
た
 
一
つ
の
意
味
体
系
に
縮
小
な
い
し
限
定
し
、
芸
術
 そ
の
 

自
性
を
な
い
が
し
ろ
に
し
て
い
る
、
と
い
う
批
判
で
あ
 
る
 。
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
芸
術
論
に
関
す
る
近
年
の
研
究
に
 
 
 

脈
の
差
異
は
あ
れ
、
同
様
の
指
摘
が
 
W
.
H
.
 

ウ
ィ
 リ
モ
ン
、
 
M
.
F
.
 

パ
ー
マ
Ⅰ
 
指
谷
 朋
子
、
 
B
.
D
 

・
 B
 

位
置
づ
け
ら
れ
て
 

大
き
く
一
つ
の
 占
 

す
な
わ
ち
彼
は
十
一
ム
 

も
の
と
し
て
の
 独
 

て
、
 言
い
方
や
文
 

バ
ウ
ム
ガ
ル
テ
 

一 一 一 " 

テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
思
想
全
体
に
お
け
る
芸
術
論
の
 
位
置
 

的
な
も
の
を
通
し
て
見
出
さ
れ
る
究
極
的
意
味
解
釈
 
や
 そ
の
事
物
の
根
拠
と
深
淵
を
表
現
す
る
こ
と
と
較
べ
た
 
ら
 全
く
と
る
に
足
り
な
 

い
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
芸
術
的
完
全
性
を
保
証
す
る
 
も
の
で
も
宗
教
的
表
現
性
を
保
証
す
る
も
の
で
も
な
 

い
 。
つ
ま
り
「
様
式
」
 

は
 、
そ
の
時
代
と
状
況
に
合
う
よ
う
に
、
常
に
そ
の
 都
 度
 新
た
に
創
造
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
 
過
去
の
様
式
を
単
に
模
 

敬
 す
る
こ
と
は
、
芸
術
的
に
不
誠
実
で
あ
り
、
宗
教
的
 
に
も
 欺
臓
 で
あ
る
。
そ
の
時
代
と
状
況
を
誠
実
に
直
視
 
し
た
芸
術
家
に
よ
っ
て
 

づ
 く
り
出
さ
れ
た
様
式
こ
そ
が
、
そ
の
時
代
の
究
極
的
 
な
 意
味
解
釈
や
生
の
意
味
へ
の
問
い
と
な
り
つ
る
の
で
 
あ
る
。
宗
教
的
象
徴
を
 

用
い
た
芸
術
で
も
非
宗
教
的
な
も
の
は
あ
り
う
る
し
、
 
世
俗
的
題
材
の
芸
術
で
も
宗
教
的
で
あ
り
う
る
。
テ
ィ
 
リ
ッ
ヒ
に
お
い
て
芸
術
 

は
 、
宗
教
的
題
材
で
あ
れ
世
俗
的
題
材
で
あ
れ
、
「
 究
 極
 的
な
意
味
と
存
在
の
経
験
が
表
現
さ
れ
て
い
る
限
り
 
、
出
不
 
ァ
 
@
 的
 
-
,
 

@
 
 

一
 
」
 な
の
で
あ
 

る
 。
 

  



例
え
ば
パ
ー
マ
ー
は
、
表
現
主
義
を
理
想
主
義
や
自
然
 
主
義
と
対
置
す
る
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
図
式
の
正
当
性
を
 
疑
わ
し
い
と
し
た
 上
 

で
、
彼
の
表
現
主
義
に
関
す
る
説
明
そ
の
も
の
が
、
 し
 ば
し
ば
彼
自
身
の
宗
教
思
想
と
整
合
す
る
 
よ
う
 に
調
整
 さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
 

つ
ま
り
パ
ー
マ
ー
は
、
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
は
表
現
主
義
に
自
 ら
の
神
学
理
論
を
押
し
付
け
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
り
 
、
そ
う
な
っ
た
の
は
 彼
 

が
 表
現
正
義
芸
術
か
ら
神
学
理
論
を
導
き
出
し
た
か
ら
 
で
は
な
く
神
学
理
論
の
方
が
先
行
し
て
い
た
か
ら
に
 他
 な
ら
な
い
、
と
推
測
す
 

る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
う
し
た
点
か
ら
次
の
こ
と
が
 批
判
と
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
 む
 ち
テ
ィ
 リ
ッ
 ヒ
の
 芸
術
論
で
は
、
 自
 

ら
の
神
学
理
論
と
整
合
さ
せ
る
た
め
に
芸
術
が
「
究
極
 
的
 リ
ア
リ
テ
ィ
ー
」
な
い
し
「
宗
教
的
次
元
」
と
い
っ
 
た
 一
日
，
に
お
い
て
の
み
 

考
え
ら
れ
て
お
り
、
芸
術
そ
れ
自
体
と
し
て
の
価
値
が
 
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
芸
術
に
は
作
者
の
主
観
的
感
 
情
の
爆
発
を
表
す
も
の
 

や
 、
視
覚
的
錯
覚
を
楽
し
む
も
の
、
あ
る
い
は
極
限
 
ま
 で
 写
実
性
を
追
及
す
る
も
の
な
ど
も
あ
る
の
で
あ
っ
 
て
 、
「
究
極
的
な
意
味
」
 

判
 
と
の
関
わ
り
な
し
に
も
芸
術
は
そ
れ
自
体
と
し
て
 
意
味
や
価
値
を
も
ち
う
る
。
と
こ
ろ
が
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
は
 
宗
教
的
と
い
う
観
点
か
ら
の
 

上
 

伽
み
 芸
術
を
見
る
よ
う
に
強
い
る
こ
と
で
、
芸
術
の
 
様
々
な
可
能
性
を
た
っ
た
一
つ
の
意
味
体
系
に
縮
小
し
 
、
芸
術
そ
の
も
の
の
意
義
を
 

 
 

鰍
 
奪
っ
て
い
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
ウ
ィ
リ
モ
ン
 
も
 同
様
の
批
判
と
し
て
、
「
芸
術
は
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
の
 
（
 鏡
マ
 な
い
し
宇
宙
の
深
み
 

 
 

-
 
円
 -
 

紐
を
見
る
た
め
の
特
殊
な
レ
ン
ズ
を
つ
く
る
以
上
の
 

@
"
 

こ
と
を
な
す
。
芸
術
は
そ
れ
自
体
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
 
と
を
求
め
る
」
と
述
べ
て
い
 

珊
る
 。
確
か
に
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
芸
術
論
は
 、
 総
じ
て
 
「
究
極
的
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
」
や
「
宗
教
的
次
元
」
と
い
 ぅ
 点
に
議
論
が
収
 叙
 し
て
 ぃ
 

教
 

略
く
 。
彼
は
伝
統
的
な
構
図
や
描
写
の
正
確
さ
と
い
 

@
 
ッ
 
品
を
評
価
す
る
が
、
「
表
現
主
義
」
の
名
で
く
く
 る
 諸
作
品
の
中
で
も
、
例
え
ば
フ
ラ
ン
ス
と
ド
イ
ツ
 
と
 

う
 事
柄
に
は
ほ
と
ん
ど
興
味
を
示
さ
ず
、
も
っ
ぱ
ら
 
当
 で

そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
美
術
史
 

時
の
表
現
主
義
的
な
芸
術
作
 

目
的
発
展
の
違
い
に
は
注
意
が
払
わ
れ
ず
、
た
だ
そ
 

ね
 ち
に
共
通
す
る
と
こ
ろ
の
形
体
と
色
彩
を
デ
フ
ォ
ル
 
メ
 す
る
描
法
と
い
う
点
が
一
   

臼
 

ン
 、
川
村
信
彦
ら
に
よ
っ
て
し
ば
し
ば
繰
り
返
さ
れ
て
 
い
る
。
 



化
的
 事
物
 

つ
け
ら
れ
 

学
 と
は
、
 

化
の
神
学
 

「
意
味
の
 を

と
お
し
て
そ
こ
に
埋
没
し
て
い
る
宗
教
的
体
験
を
浮
 
き
 彫
り
に
し
て
叙
述
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
文
化
神
学
」
 
と
し
て
位
置
 

て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
芸
術
を
め
ぐ
る
議
論
を
 
彼
は
「
芸
術
神
学
」
再
訂
 
0
 一
 
0
 性
の
口
浅
う
日
の
（
 
一
 と
呼
 ぶ
 。
芸
術
 神
 

 
 

「
芸
術
家
の
行
為
と
そ
の
作
品
と
に
お
け
る
神
的
な
も
 の
の
発
現
に
つ
い
て
の
 教
説
 」
な
の
で
あ
る
。
テ
ィ
 リ
 ッ
ヒ
 は
「
 文
 

の
 理
念
に
つ
い
て
」
の
中
で
、
文
化
神
学
に
お
い
て
 
問
 題
 に
な
る
の
は
「
存
在
の
現
実
」
あ
の
ぎ
の
 

ま
 「
巨
ぽ
二
才
 
四
 こ
よ
り
も
 

現
実
」
②
 ぎ
 コ
ミ
 

i
q
 

オ
目
の
 

プ
 オ
住
こ
で
あ
る
、
と
い
っ
て
 い
る
が
、
彼
が
芸
術
作
品
に
お
い
て
そ
の
「
形
式
」
（
 
お
よ
び
「
 内
 

る
 だ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
芸
術
論
 
は
 、
美
術
史
家
や
美
学
者
と
同
じ
レ
ベ
ル
の
議
論
な
の
 
で
は
な
く
、
む
し
ろ
 文
 

神
 状
況
な
い
し
宗
教
的
状
況
に
対
し
て
そ
の
芸
術
が
適
 
合
性
を
持
っ
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
が
 
議
ぬ
 
珊
の
 焦
点
な
の
だ
と
も
い
え
 

｜
 」
を
表
し
え
て
い
る
の
か
を
読
み
取
ろ
 う
 と
し
て
い
 
た
の
で
あ
る
。
ま
た
彼
の
「
様
式
」
概
念
か
ら
も
わ
か
 
る
よ
う
に
、
現
代
の
精
 

ら
、
 目
の
前
に
あ
る
芸
術
作
品
が
ど
れ
だ
け
「
宗
教
的
 
次
元
」
を
表
現
し
え
て
い
る
の
か
、
ま
た
い
か
な
る
 

「
究
極
的
リ
ア
リ
テ
ィ
 

る
 。
つ
ま
り
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
は
美
術
史
的
文
脈
を
踏
ま
え
 
た
 芸
術
学
的
な
作
品
分
析
を
し
ょ
う
と
し
て
い
た
の
 
で
は
な
く
、
は
じ
め
か
 

憶
 
「
究
極
的
な
意
味
」
や
「
存
在
の
基
盤
」
と
い
っ
た
 も
の
と
連
関
さ
せ
た
芸
術
作
品
の
解
釈
を
本
来
の
課
 
題
 と
し
て
い
る
の
で
あ
 

と
で
あ
る
。
こ
の
問
い
に
対
す
る
答
え
は
大
変
重
要
で
 
あ
り
、
ま
た
は
っ
き
り
と
し
て
も
い
る
。
す
な
わ
ち
 
芸
 術
 を
め
ぐ
る
彼
の
議
論
 

こ
で
確
認
し
た
い
の
は
、
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
が
芸
術
を
主
題
 
と
し
た
議
論
を
す
る
際
、
そ
の
目
的
は
ど
 う
 考
え
ら
れ
 て
い
た
の
か
と
い
う
こ
 

し
か
し
、
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
が
芸
術
を
常
に
宗
教
と
連
関
さ
 
せ
る
と
い
う
こ
と
は
そ
も
そ
も
問
題
視
さ
れ
る
べ
き
な
 
の
で
あ
ろ
う
か
。
 
こ
 

の 芸 方   
や な に 
む 「 「 
を 寒 寒 
え 数 数 
な 」 的 
い と 次 
よ い 一 几 

う う 」 
ひ "  一 -   
居 、 ， 点 表 
わ に れ 
れ お だ 
る い と 

。 て 解 
し 釈 
か さ 

考 れ 
え て 
て 評 

お 価 
ら さ 

ず れ 
る 

芸 の 
術 で 
の あ 
様 る 々 
む こ 

解 の 
釈 よ 

の う 

可 な 

肯 上生と "  ヒし " 
を か 
倭 ら   
化 て 
し み 
て れ 
ぃ ば る 
と - ア 

批 イ   
さ ッ 

れ ヒ 

ろ は 

  



判
れ
は
芸
術
、
美
、
な
い
し
感
性
的
認
識
を
扱
う
 

ら
 の
で
あ
る
が
、
芸
術
と
い
う
概
念
や
芸
術
作
品
そ
の
も
 

の
が
問
題
の
中
心
で
あ
る
 

以
 

顔
上
 、
そ
こ
で
は
正
確
な
美
術
史
的
文
脈
を
踏
ま
え
 

る
こ
と
が
必
要
条
件
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
テ
ィ
 

リ
 ッ
ヒ
 の
「
芸
術
神
学
」
は
 

、
 

 
 

%
 
 右
の
引
用
の
よ
う
に
、
芸
術
作
品
、
お
よ
び
そ
の
 

様
式
の
背
後
に
あ
る
究
極
的
関
心
の
要
素
を
考
え
る
こ
 

と
が
主
眼
な
の
で
あ
っ
て
 

、
 

 
 

M
 
 

か
 
す
で
に
評
価
の
定
ま
っ
て
い
る
諸
作
品
に
対
し
ゃ
一
五
…
 

い
 の
で
あ
る
。
し
か
し
、
か
と
い
っ
て
彼
の
芸
術
 

 
 

 
 

教
 

暖
 
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
批
判
は
ナ
ン
セ
ン
ス
で
あ
る
と
し
て
 

し
ま
う
の
も
、
や
や
極
論
か
も
し
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
 

、
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
は
「
 

諸
学
の
 

 
 

ッ
 
体
系
」
な
ど
で
芸
術
を
そ
の
自
律
性
に
お
い
て
 
つ
ま
り
芸
術
を
そ
れ
自
体
と
し
て
論
じ
て
も
い
 

る
 以
上
、
一
概
に
そ
の
芸
術
 

 
 

理
解
を
宗
教
論
的
枠
組
み
に
限
定
し
て
芸
術
学
的
 

文
脈
と
断
絶
さ
せ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
か
ら
で
あ
り
 

、
ま
た
彼
が
文
化
の
一
領
域
 
  

テ
ィ
リ
ッ
ヒ
は
次
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
。
「
…
…
 芸
 術
の
神
学
が
あ
る
の
と
同
様
、
法
律
、
政
治
、
教
育
、
 
経
済
の
 

い
は
科
学
的
知
識
、
哲
学
的
知
識
の
神
学
が
あ
る
。
 
い
 ず
れ
の
場
合
も
 、
 （
 
6
 の
神
学
）
と
い
う
の
は
、
文
化
 的
 創
造
の
 

に
 横
た
わ
っ
て
い
る
究
極
的
関
心
の
要
素
そ
の
 
要
 素
 は
そ
れ
ら
諸
創
造
を
通
し
て
輝
き
、
究
極
的
に
か
 
か
わ
っ
て
 

造
 性
を
決
定
す
る
の
だ
が
を
考
え
る
こ
と
を
 
意
 

 
 

述
べ
た
論
 

「
政
治
学
」
で
は
な
く
、
ま
た
彼
が
精
神
分
析
に
つ
い
て
 述
べ
た
論
文
や
講
演
が
「
精
神
分
析
 学
 」
で
は
な
い
 よ
う
に
、
 

つ
い
て
論
じ
た
も
の
も
そ
れ
自
体
は
目
ム
 
術
学
 」
で
 は
な
い
の
で
あ
る
。
す
る
と
例
え
ば
パ
ー
マ
ー
の
 

著
 作
の
 タ
イ
 

お
 ・
～
～
～
 

%
 げ
七
 %
 ～
～
 

0
 の
 館
を
叉
 下
へ
ゃ
 
）
に
つ
い
て
も
そ
の
 妥
 目
性
に
は
や
や
懐
疑
的
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
「
 芸
 術
 哲
学
」
 神

学
、
あ
る
 

様
式
の
背
後
 

い
る
人
の
創
 

文
や
講
演
が
 

彼
が
芸
術
に
 

ト
ル
 
%
 ぉ
 
ぎ
 ～
 

と
い
え
ば
そ
 

 
 

彼
は
は
っ
き
り
と
、
文
化
神
学
は
形
式
の
側
か
ら
で
は
 
な
く
内
実
の
側
か
ら
行
わ
れ
る
の
だ
と
述
べ
て
い
る
の
 
で
あ
る
。
 

容
 と
よ
り
も
「
内
実
」
を
重
要
視
し
て
議
論
し
た
わ
 
け
も
、
ま
さ
に
「
意
味
の
現
実
」
を
問
題
に
し
て
い
た
 
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
 



と
し
て
の
芸
術
の
本
質
に
つ
い
て
規
範
的
な
判
断
を
下
 す
 傾
向
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
即
座
に
は
否
定
し
か
 
ね
る
か
ら
で
あ
る
。
 テ
 

ィ
 リ
ッ
ヒ
が
自
ら
の
思
想
を
常
に
外
に
開
か
れ
た
も
の
 
に
し
よ
う
と
し
て
い
た
限
り
、
彼
の
芸
術
論
に
対
す
る
 
従
来
の
批
判
も
一
定
の
 

意
義
を
も
っ
。
し
か
し
れ
ず
れ
に
せ
よ
芸
術
作
品
や
そ
 
の
 様
式
の
根
底
に
横
た
わ
る
究
極
的
関
心
の
要
素
を
考
 
察
す
る
の
が
「
芸
術
 神
 

学
 」
の
ね
ら
い
で
あ
る
な
ら
 ぼ
 、
そ
の
原
理
に
あ
た
る
 よ
う
な
彼
の
哲
学
的
、
神
学
的
理
論
を
整
理
し
、
そ
ち
 
ら
 側
か
ら
芸
術
論
の
輪
 

郭
を
捉
え
な
お
す
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
 

テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
芸
術
論
は
、
芸
術
を
中
心
的
主
題
と
し
 た
 論
文
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
も
の
だ
け
で
は
な
く
、
 
様
々
な
宗
教
論
の
中
 

に
 組
み
込
ま
れ
て
い
る
も
の
も
少
な
く
な
い
。
す
な
わ
 
ち
 専
ら
哲
学
的
、
神
学
的
な
著
作
や
論
文
の
中
に
も
 

「
芸
術
」
や
「
表
現
主
 

義
 」
に
関
す
る
記
述
が
姿
を
見
せ
、
ま
た
明
ら
か
な
形
 
で
は
な
い
が
お
そ
ら
く
表
現
主
 圭
翌
云
 
術
を
念
頭
に
置
い
 て
い
る
の
で
は
な
い
か
 

と
 思
わ
れ
る
文
章
も
散
見
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
う
で
 
あ
る
な
ら
 ぼ
 、
わ
れ
わ
れ
は
彼
の
芸
術
論
を
そ
れ
だ
け
 取
り
出
し
て
き
て
解
釈
 

し
よ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
、
彼
の
宗
教
思
想
全
体
の
 
中
か
ら
理
解
す
る
 よ
う
 に
心
が
け
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
 ろ
う
。
例
え
ば
テ
ィ
 リ
 

ッ
ヒ
 は
「
存
在
へ
の
勇
気
」
の
中
で
、
「
現
代
芸
術
の
創
 道
者
た
ち
は
、
わ
れ
わ
れ
の
実
存
に
お
け
る
 
仲
 生
息
株
 
性
を
見
つ
め
る
こ
と
が
 

で
き
て
い
た
。
そ
し
て
そ
の
絶
望
に
参
与
し
て
い
た
。
 そ
し
て
同
時
に
 、
 彼
ら
は
そ
れ
に
向
き
あ
 い
 、
そ
れ
を
 絵
画
や
彫
刻
に
お
い
て
 

 
 

表
現
す
る
勇
気
を
も
っ
て
い
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
 
つ
 ま
り
こ
こ
で
は
、
芸
術
家
が
真
に
人
間
状
況
を
表
現
す
 
る
と
い
う
こ
と
は
「
 表
 

現
す
る
勇
気
」
を
も
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
と
さ
れ
 
、
そ
れ
が
彼
の
い
う
「
存
在
へ
の
勇
気
」
と
パ
ラ
レ
ル
 
に
 捉
え
ら
れ
て
い
る
。
 

「
信
仰
」
概
念
を
議
論
す
る
際
に
、
現
代
芸
術
（
表
現
主
 圭
摯
秦
術
 
）
が
重
要
な
手
が
か
り
と
さ
れ
て
い
る
の
で
 
あ
る
。
 

ま
た
「
組
織
神
学
」
の
「
相
関
の
方
法
」
に
関
す
る
部
 
公
 で
も
、
「
全
て
の
神
学
的
作
業
の
一
つ
の
極
で
あ
る
 
（
状
況
）
と
は
、
 個
 

 
 

人
や
集
団
が
そ
の
中
で
生
き
て
い
る
と
こ
ろ
の
心
理
学
 的
 、
社
会
学
的
状
況
の
こ
と
で
は
な
い
。
状
況
と
は
、
 
人
々
が
そ
の
実
存
の
解
   

    



術 @ 字 数 十一ム 

が 旨 に か   
に と て り 

つ を 知 え 
ぃ 述 る な 
て べ に い 

め て は の 

であ 議 % 柵 い る 神学 

と 。 書 る 
重 波 や   

なに りと 哲テ 学ィ 
肉 

つ 書 リ 

口 う て か 、 、 ノ 

の 優 ら ヒ 

は れ よ は 

も つ   
論文、 当然の品と出 作品を 

講演、 会うこことな とおし 

  
  
ゆ 学 「 
え ぶ 宗 
に こ 教 

、 と 」 
芸 が や 

術で にき 「 人 
関 る 間 
す と 的 
る い 実 
議 う 存 
論 趣 」 

  

 
 

 
 

の
力
の
観
点
か
ら
で
あ
る
」
と
も
い
っ
て
い
る
よ
う
に
 

、
「
 
使
信
 
」
に
対
す
る
「
状
況
」
の
理
解
は
、
世
俗
的
 

な
 表
現
主
義
芸
術
の
理
 

念
 が
一
般
化
な
い
し
拡
大
さ
れ
た
も
の
だ
と
も
考
え
 

ろ
 れ
る
か
ら
で
あ
る
。
表
現
正
義
と
宗
教
思
想
と
の
関
連
 

が
も
っ
と
明
ら
か
な
 

記
 

述
 と
し
て
は
、
同
じ
く
「
組
織
神
学
」
の
キ
リ
ス
ト
論
 

に
お
い
て
、
理
想
主
義
的
、
お
よ
び
自
然
主
義
的
イ
エ
 

ス
 理
解
に
対
し
「
表
現
 

れ
ば
 つ
い
て
の
批
評
な
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
彼
の
 

な
の
は
、
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
芸
術
論
は
本
来
的
に
そ
「
 

伽
 
%
 
 

月
 主
義
的
」
イ
ェ
ス
理
解
が
提
示
さ
れ
て
い
る
部
分
 

こ
う
し
た
例
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
し
、
 

そ
 宗

教
思
想
の
 

一
 
形
態
で
あ
り
、
芸
術
理
解
と
宗
教
論
が
 

 
 

切
り
離
さ
れ
る
こ
と
は
最
初
 

 
 

 
 

お
い
て
と
同
様
実
践
に
お
い
て
も
見
出
す
文
化
的
表
現
 を
 扱
う
の
で
 

て
い
る
（
傍
点
引
用
者
。
以
下
同
様
 -
 。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
ら
 の
 
「
表
現
」
 

短
絡
的
で
あ
る
が
、
外
面
的
事
実
性
よ
り
も
内
面
的
意
 
味
を
問
題
に
 

れ
て
い
る
と
推
測
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
は
な
い
。
「
 絵
画
、
詩
歌
、
 

点
か
ら
で
は
な
く
、
そ
の
美
的
形
式
の
中
で
、
ま
た
そ
 
れ
を
通
し
て
 

一
 
l
-
 

あ
り
、
条
件
的
諸
要
素
そ
れ
自
体
を
扱
 う
 の
で
は
な
い
 
」
と
続
け
 

「
表
現
す
る
」
と
い
っ
た
言
葉
を
表
現
主
義
と
直
結
さ
 
せ
る
の
は
 

す
る
も
の
の
見
方
と
い
う
点
で
、
表
現
主
義
芸
術
が
 
念
 頭
に
置
か
 

音
楽
が
神
学
の
対
象
と
な
り
つ
る
の
は
、
そ
の
美
的
形
 
式
 の
 観
 

 
 

、
わ
れ
わ
れ
に
究
極
的
に
関
わ
る
も
の
の
諸
側
面
を
表
 
現
す
る
そ
 

  

 
 

釈
を
表
現
す
る
と
こ
ろ
の
科
学
的
、
芸
術
的
、
経
済
的
 
、
政
治
的
、
倫
理
的
な
諸
形
式
の
こ
と
で
あ
る
」
と
 
述
べ
、
「
神
学
は
理
論
に
 



は
 一
つ
の
学
問
領
域
で
は
な
く
、
む
し
ろ
人
間
の
精
神
 機
能
だ
と
規
定
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
芸
術
の
中
に
も
 
形
而
上
学
的
側
面
は
十
 

教
 哲
学
し
で
は
、
形
而
上
学
は
制
約
的
な
も
の
に
お
い
 
て
 無
制
約
的
な
も
の
を
把
握
す
る
試
み
で
あ
り
、
そ
 
う
 し
た
意
味
で
形
而
上
学
 

赤 紐 上 し あ と お み ぅ 術 
テ す み 、 て る も よ に 。 理 

解
 が
内
容
・
形
式
・
内
実
・
様
式
と
い
っ
た
カ
テ
ゴ
リ
 
１
 で
説
明
さ
れ
た
こ
と
な
ど
か
ら
既
に
推
測
さ
れ
て
 
い
 る
こ
と
で
あ
ろ
 

も
ち
ろ
ん
初
期
か
ら
晩
年
期
ま
で
満
遍
な
く
見
ら
れ
る
 
彼
の
芸
術
を
主
題
と
し
た
論
文
や
講
演
の
数
々
は
 
、
意
 味
の
形
而
上
学
の
 

よ
る
わ
け
で
は
な
い
。
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
芸
術
論
は
存
在
 
論
約
 文
脈
で
も
論
じ
ら
れ
て
お
り
、
彼
は
 、
 「
・
・
・
・
・
・
 

私
 は
 存
在
そ
の
も
の
、
 

び
 存
在
の
基
盤
や
存
在
の
 カ
 と
の
関
連
を
強
調
す
る
こ
 と
 無
し
に
、
現
代
芸
術
や
芸
術
一
般
 は
 つ
い
て
語
る
こ
 
L
 Ⅰ
け
は
す
 

き
な
し
」
。
Ⅰ
 

巳
 

3
0
 

2
 一
 

述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
芸
術
論
に
も
、
意
味
の
形
而
上
 
学
 に
よ
る
側
面
と
存
在
論
的
人
間
学
に
よ
る
側
面
の
両
 
方
が
あ
る
わ
け
で
 

。
当
然
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
芸
術
に
対
す
る
テ
ィ
 
リ
ッ
 ヒ
の
 見
方
が
異
な
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
意
図
や
基
 
本
 的
立
場
が
一
貫
 

い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
無
い
。
し
か
し
議
論
で
用
い
 ら
れ
る
概
念
や
理
論
の
枠
組
み
に
つ
い
て
両
者
は
異
な
 
る
も
の
で
あ
る
 以
 

そ
れ
ら
を
区
別
せ
ず
に
分
析
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
 
。
そ
こ
で
以
下
で
は
、
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
芸
術
論
を
意
味
 
の
形
而
上
学
の
枠
 

の
中
で
整
理
、
分
析
し
て
 い
 く
こ
と
に
す
る
。
意
味
の
 形
而
上
学
は
 、
 彼
の
宗
教
芸
術
の
理
念
を
理
解
し
、
 宗
 教
諭
と
の
連
関
を
 

た
め
に
ま
ず
踏
ま
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
重
要
な
議
論
 
だ
か
ら
で
あ
る
。
 

イ
リ
ッ
ヒ
に
と
っ
て
、
形
而
上
学
と
は
常
に
、
ま
た
 
不
 回
避
的
に
、
宗
教
的
態
度
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
「
語
学
 の
 体
系
し
や
 
ヨ
ホ
 

 
 

て
い
る
。
そ
し
て
彼
の
宗
教
芸
術
論
が
意
味
の
形
而
上
 学
 と
密
接
な
関
係
に
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
本
稿
の
二
 
章
で
 テ
ィ
Ⅱ
Ⅱ
 
ノ
ッ
ヒ
 の
十
一
ム
 

 
  

 

四
芸
術
論
と
「
意
味
の
形
而
上
学
」
 

 
 

 
 

 
 

 
 

テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
思
惟
の
枠
組
み
は
、
発
展
史
的
に
「
 意
 味
の
形
而
上
学
」
と
「
存
在
論
的
人
間
学
」
と
の
二
つ
 
に
 分
け
て
考
え
ら
れ
 



))) ヒの 宗教芸術論 と 

  

分
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
明
ら
か
に
な
る
の
 は
 
「
様
式
」
に
他
な
ら
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
 0
 テ
ィ
 リ
ッ
ヒ
が
「
形
而
上
学
 

 
 

の
 無
い
芸
術
は
様
式
の
無
 い
 芸
術
で
あ
る
」
と
い
う
と
 き
は
そ
う
し
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
だ
が
芸
術
と
 
宗
教
の
関
係
に
つ
い
て
 

よ
り
厳
密
に
捉
え
る
に
は
、
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
言
う
 

ヨ
 思
味
 形
式
」
あ
ぎ
 目
 o
r
 
邑
 
と
「
意
味
内
実
」
あ
ぎ
 コ
 も
 オ
日
 こ
の
関
係
に
注
目
 

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
と
い
う
の
も
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
 
表
現
主
義
芸
術
理
解
 

｜
 宗教
芸
術
論
は
、
「
 意
 味
 」
そ
の
も
の
の
分
析
 

に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
宗
教
と
文
化
の
理
解
に
関
わ
る
か
 ら
で
あ
る
。
 

テ
ィ
リ
ッ
ヒ
は
、
あ
ら
ゆ
る
精
神
的
行
為
は
み
な
意
味
 行
為
で
あ
る
と
考
え
る
。
精
神
に
よ
っ
て
考
え
ら
れ
る
 
も
の
は
意
味
連
関
で
 

あ
り
、
精
神
は
常
に
意
味
を
実
現
す
る
も
の
で
あ
る
が
 
ゆ
え
に
、
「
精
神
の
現
実
」
は
「
意
味
の
現
実
」
だ
と
 い
わ
れ
る
。
わ
れ
わ
れ
 

の
 論
理
的
、
美
的
、
法
的
、
社
会
的
な
行
為
に
は
、
 
す
 べ
て
意
味
へ
の
関
係
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
 そ
 し
て
哲
学
と
は
意
味
の
 

現
実
の
構
築
に
関
す
る
 教
 説
だ
と
さ
れ
、
そ
の
第
一
の
 課
題
と
し
て
意
味
要
素
の
分
析
、
つ
ま
り
意
味
形
式
と
 意
味
内
実
の
区
別
が
な
 

制
 

さ
れ
る
の
で
あ
る
。
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
は
 
、
 個
々
の
 立
 
思
味
 、
お
よ
び
普
遍
的
な
意
味
連
関
に
ま
で
い
た
る
 
あ
 ら
ゆ
る
個
々
の
意
味
連
関
を
 

上
 

伽
 

「
意
味
形
式
」
と
呼
び
、
ま
た
個
々
の
意
味
に
現
 実
性
や
意
義
や
実
在
性
を
与
え
る
よ
う
な
意
味
充
足
性
 
を
 
「
意
味
内
実
」
と
呼
ぶ
。
 

 
 

%
 
 意
味
内
実
と
は
全
て
の
意
味
形
式
に
前
提
さ
れ
た
 
実
在
根
拠
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
味
行
為
の
重
要
性
 
や
 実
在
性
な
ど
は
こ
の
意
味
 

内
実
に
根
ざ
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。
い
わ
ば
意
味
内
実
 
は
 意
味
形
式
に
対
し
て
統
制
的
な
関
係
に
あ
る
と
も
い
 
え
よ
う
。
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
 

は
そ
れ
を
指
し
て
「
 触
 雀
ロ
 の
 信
仰
と
し
て
の
 無
 制
約
的
 意
味
」
な
ど
と
も
い
う
が
、
こ
の
こ
と
は
意
味
の
「
 
根
 拠
 」
で
あ
る
と
同
時
に
 

「
深
淵
」
で
も
あ
る
と
い
う
二
面
性
に
お
い
て
理
解
さ
 れ
る
の
で
あ
る
。
人
間
の
精
神
世
界
、
す
な
わ
ち
わ
れ
 
わ
れ
の
生
き
る
「
意
味
 

の
 現
実
」
は
、
こ
の
よ
う
に
意
味
形
式
と
意
味
内
実
の
 
二
つ
に
分
け
て
考
え
ら
れ
て
い
る
。
 

そ
し
て
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
意
味
形
式
と
意
味
内
実
 が
 、
そ
れ
ぞ
れ
制
約
的
、
無
制
約
的
と
特
徴
づ
け
ら
れ
 
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
   



し
 意
味
の
形
式
と
内
実
は
本
来
一
体
の
も
の
で
あ
る
か
 
ら
、
 互
い
を
分
離
さ
せ
て
一
方
な
し
に
他
方
を
設
定
す
 
る
こ
と
は
厳
密
に
い
え
 

ば
 意
味
を
な
さ
な
い
。
す
な
わ
ち
そ
れ
ぞ
れ
の
意
味
 
連
 関
は
 、
意
味
の
根
底
に
根
ざ
し
て
い
る
以
上
無
制
約
的
 
な
 意
味
を
含
ん
で
 い
 る
 

か
ら
、
文
化
は
意
図
的
に
ほ
宗
教
的
で
は
な
い
が
実
質
 
的
に
は
宗
教
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
 
ま
た
逆
に
、
内
実
は
形
 

式
 な
し
に
は
意
味
行
為
の
対
象
に
な
り
え
な
い
が
ゆ
え
 
に
 、
宗
教
的
行
為
は
意
味
形
式
の
統
一
に
よ
る
以
外
に
 
無
 制
約
的
な
意
味
に
向
 

か
う
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
意
味
で
 、
文
化
的
行
為
に
お
い
て
宗
教
的
な
も
の
は
実
質
的
で
 
あ
り
、
宗
教
的
行
為
に
 

お
い
て
文
化
的
な
も
の
は
形
式
的
で
あ
る
、
と
い
う
こ
 
と
も
で
き
る
。
 

そ
し
て
こ
の
こ
と
は
「
自
律
」
と
「
神
津
」
の
関
係
に
 
お
い
て
も
同
じ
で
あ
る
。
一
連
の
精
神
行
為
は
、
意
味
 
形
式
と
意
味
内
実
の
 

区
別
に
基
づ
い
て
、
意
味
連
関
の
制
約
的
形
式
を
第
一
 
に
 志
向
す
る
自
律
的
意
味
行
為
と
、
意
味
内
実
で
あ
る
 
無
 制
約
的
意
味
を
直
接
 

に
 志
向
す
る
 神
律
 的
意
味
行
為
と
に
区
分
さ
れ
る
が
、
 自
律
 と
神
 律
も
切
り
離
し
て
対
立
的
に
考
え
ら
れ
て
は
 
な
ら
な
い
。
「
自
律
的
 

精
神
態
度
は
制
約
的
な
も
の
を
志
向
し
、
制
約
的
な
も
 
の
を
基
礎
付
け
る
た
め
に
の
み
 無
 制
約
的
な
も
の
に
 向
 か
ぅ
 一
方
で
、
 神
律
は
 

一
 
㏄
 -
 

無
 制
約
的
な
も
の
を
把
握
す
る
た
め
に
制
約
的
形
式
を
 
用
い
る
」
か
ら
で
あ
る
。
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
が
望
む
の
は
 
血
 一
 
制
約
的
な
意
味
と
制
約
 

的
な
意
味
と
の
統
一
と
し
て
の
宗
教
と
文
化
の
統
一
で
 
あ
り
、
 神
律
 と
は
、
「
 無
 制
約
的
な
も
の
」
の
内
実
に
 
よ
る
す
べ
て
の
文
化
 形
 

る
 。
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
は
、
意
識
が
個
々
の
意
味
形
式
と
そ
 
の
 統
一
に
向
け
ら
れ
て
い
る
場
合
に
は
わ
れ
わ
れ
は
 
文
 化
と
関
わ
る
こ
と
に
な
 

り
 、
意
識
が
意
味
内
実
に
向
け
ら
れ
て
い
る
場
合
に
は
 
宗
教
が
問
題
に
な
る
、
と
い
う
。
す
な
 
む
 ち
、
「
宗
教
 は
 無
制
約
的
な
も
の
に
 

 
 

向
か
う
方
向
性
で
あ
り
、
文
化
は
制
約
的
な
形
式
と
そ
 
の
 統
一
に
向
か
う
方
向
性
で
あ
る
」
と
い
う
基
本
的
理
 
解
 が
あ
る
。
同
様
に
 、
 

「
文
化
と
は
個
々
の
意
味
形
式
の
成
就
と
そ
の
統
一
に
 向
け
ら
れ
る
あ
ら
ゆ
る
精
神
行
為
の
総
括
概
念
で
あ
る
 
。
宗
教
と
は
意
味
 統
 

 
 

の
 成
就
に
よ
っ
て
無
制
約
的
な
意
味
内
実
の
把
握
に
 
向
 け
ら
れ
る
あ
ら
ゆ
る
精
神
行
為
の
総
括
概
念
で
あ
る
」
 
と
も
い
わ
れ
る
。
し
か
 

  



 
 

%
 
 
一
に
向
け
ら
れ
て
い
る
場
合
に
は
わ
れ
わ
れ
は
 

文
 化
と
関
わ
る
こ
と
に
な
り
、
意
識
が
意
味
内
実
に
向
け
 

ら
れ
て
い
る
場
合
に
は
宗
教
 

 
 

教
哺
 

和
が
問
題
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
で
に
 

引
珊
ス
像
 

問
題
で
は
な
く
、
そ
こ
に
「
表
現
的
な
力
」
や
「
 

よ
り
も
多
く
の
空
性
の
質
が
認
め
ら
れ
る
、
 

ッ
要
 だ
と
い
う
の
が
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
芸
術
理
解
の
要
 

 
 

点
で
あ
る
。
こ
れ
を
意
味
の
形
而
上
学
の
議
論
と
合
わ
 

せ
て
考
え
る
な
ら
、
芸
術
作
 

 
 

れ
 品
に
お
い
て
も
同
じ
よ
う
に
、
個
々
の
制
約
的
 

意
 味
 や
そ
の
諸
連
関
に
向
か
う
方
向
性
を
も
つ
も
の
は
 

世
 
俗
画
で
あ
り
、
幅
広
い
意
味
 

  

  
式
の
成
就
で
あ
る
。
自
律
 と
神
 律
は
別
々
の
意
味
機
能
 で
は
な
く
、
い
わ
ば
同
一
の
意
味
機
能
の
異
な
っ
た
 方
 向
性
だ
と
彼
は
い
う
の
 

で
あ
る
。
す
る
と
例
え
ば
科
学
に
お
い
て
、
自
律
的
 科
 学
 と
神
 律
的
 科
学
と
の
二
つ
を
相
坐
 
足
 し
て
両
者
を
切
り
 離
し
て
考
え
る
と
い
っ
 

た
こ
と
は
出
来
な
い
。
直
接
的
に
意
味
内
実
を
志
向
 
す
 る
 精
神
機
能
は
形
而
上
学
で
あ
る
か
ら
、
科
学
や
芸
術
 
と
い
っ
た
自
律
的
意
味
 

領
域
に
お
い
て
は
、
形
而
上
学
と
の
関
連
で
間
接
的
に
 
自
律
的
態
度
と
神
 律
 的
態
度
の
区
別
が
問
題
に
さ
れ
る
 と
い
う
の
が
実
態
で
あ
 

る
 。
そ
こ
で
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
は
、
形
而
上
学
的
・
 無
 制
約
 的
な
も
の
と
自
律
的
意
味
領
域
と
の
そ
う
し
た
関
係
が
 
表
れ
る
と
こ
ろ
を
、
 科
 

学
 に
お
い
て
は
「
方
法
」
、
芸
術
に
お
い
て
は
「
様
式
」
 だ
と
し
、
そ
れ
ら
に
お
い
て
神
津
的
態
度
が
論
じ
 
ろ
 れ
る
こ
と
に
な
る
と
い
 

う
の
で
あ
る
。
 

意
味
の
形
而
上
学
の
枠
組
み
で
、
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
は
無
制
 約
 的
な
意
味
内
実
が
意
味
形
式
を
通
し
て
あ
ら
わ
に
な
 
る
こ
と
が
「
啓
示
」
 

で
あ
る
と
い
い
、
ま
た
「
あ
る
意
味
充
足
行
為
や
意
味
 対
象
は
、
そ
れ
が
無
制
約
的
な
意
味
の
担
い
手
で
あ
る
 
限
り
（
 聖
 ）
で
あ
り
、
 

 
 

無
 制
約
的
意
味
を
表
さ
な
い
限
り
（
 俗
 ）
で
あ
る
」
と
 も
 述
べ
て
い
る
。
確
か
に
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
に
お
い
て
事
と
 
俗
の
両
方
の
領
域
は
本
 

質
的
に
は
一
体
な
の
だ
が
、
意
識
の
方
向
性
に
お
い
て
 
は
，
 
」
の
よ
う
に
区
別
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
意
識
が
個
々
 の
 意
味
形
式
と
そ
の
 統
 



れ 

一
見
宗
教
的
な
絵
画
が
非
宗
教
的
と
さ
れ
る
こ
と
は
、
 制
約
的
な
形
式
よ
り
も
無
制
約
的
な
内
実
を
重
視
す
る
 
と
い
う
点
で
、
 
こ
 

と
は
、
客
観
的
な
何
か
を
認
め
な
い
と
か
成
就
し
な
い
 
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
「
直
接
性
に
お
け
る
諸
対
象
 や
 制
約
的
な
諸
形
式
に
 

 
 

よ
っ
て
立
ち
止
ま
り
、
根
底
を
支
え
る
内
実
に
ま
で
 
突
 き
 抜
け
て
い
か
な
い
」
こ
と
で
あ
る
。
一
見
世
俗
的
 
な
 絵
画
が
宗
教
的
と
さ
 

連
関
に
お
い
て
そ
の
 無
 制
約
的
意
味
の
表
現
に
向
か
う
 方
向
性
を
も
つ
も
の
は
宗
教
画
だ
と
い
う
こ
と
が
可
能
 
で
あ
る
。
彼
の
宗
教
十
一
ム
 

術
論
 と
意
味
の
形
而
上
学
に
お
け
る
宗
教
 ｜
 文
化
論
は
 重
な
る
の
で
あ
る
。
 

テ
ィ
リ
ッ
ヒ
が
い
く
つ
か
の
表
現
主
義
的
様
式
に
よ
る
 絵
画
を
宗
教
的
芸
術
だ
と
い
う
の
は
、
動
物
や
静
物
、
 
あ
る
い
は
風
景
や
人
 

物
 の
色
彩
が
無
制
約
的
な
も
の
へ
の
志
向
性
を
表
現
す
 
る
の
に
最
も
効
果
的
な
よ
う
に
デ
フ
ォ
ル
メ
さ
れ
て
い
 
る
か
ら
で
あ
る
が
、
 逆
 

に
 、
い
く
つ
か
の
「
宗
教
画
」
を
非
宗
教
的
、
感
傷
的
 
、
あ
る
い
は
醜
悪
で
あ
る
と
さ
え
い
 う
 の
は
、
表
面
的
 に
は
宗
教
的
で
あ
る
こ
 

と
を
装
い
つ
つ
も
、
無
制
約
的
な
も
の
へ
と
突
き
抜
け
 

テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
言
葉
で
い
え
ば
「
 表
 現
 的
な
も
の
の
突
破
の
 

力
 」
が
無
 い
 か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
そ
れ
 ら
は
制
約
的
な
形
式
で
満
足
し
、
無
制
約
的
な
内
実
 
ま
 で
 肉
迫
し
て
い
な
い
の
 

で
あ
る
。
 無
 制
約
的
な
も
の
は
制
約
的
な
も
の
を
通
し
 
て
こ
そ
対
象
と
な
り
う
る
が
、
伝
統
的
な
宗
教
的
象
徴
 
も
そ
れ
自
体
は
所
詮
 制
 

約
 的
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、
無
制
約
的
な
も
の
を
表
す
 
制
約
的
な
も
の
が
伝
統
的
な
宗
教
的
象
徴
で
な
け
れ
ば
 
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
 

は
な
い
。
絵
画
と
い
う
制
約
的
な
形
式
を
通
し
て
、
 芸
 術
 家
の
宗
教
的
腕
白
に
お
い
て
体
験
さ
れ
た
意
味
内
実
 
が
 表
現
さ
れ
て
い
る
か
 

ど
う
か
と
い
う
こ
と
が
重
要
な
の
で
あ
る
。
真
の
創
造
 
力
 を
も
っ
て
創
作
に
取
り
組
め
ば
意
味
内
実
が
表
現
さ
 
ね
 、
描
く
内
容
は
な
ん
 

で
あ
れ
そ
れ
は
（
聖
な
る
）
対
象
と
な
る
が
、
過
去
の
 様
式
を
模
倣
 し
 表
面
的
な
形
式
に
と
ら
わ
れ
た
創
作
を
 
す
れ
ば
、
宗
教
的
象
徴
 

を
 描
こ
う
と
も
そ
れ
は
非
宗
教
的
な
も
の
に
と
ど
ま
る
 
。
こ
う
し
た
考
え
は
信
仰
と
不
信
仰
の
問
題
と
重
ね
て
 
見
る
こ
と
も
で
き
る
。
 

 
 

「
信
仰
と
は
、
精
神
の
す
べ
て
の
機
能
に
お
け
る
無
制
 約
 的
な
も
の
へ
の
志
向
性
で
あ
る
」
と
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
は
 
い
う
。
そ
し
て
不
信
仰
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故
に
「
表
現
主
義
」
と
い
う
様
式
に
注
目
し
た
の
だ
 
る
 う
か
。
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
は
、
「
様
式
」
は
そ
の
時
代
と
 状
 況
 に
合
う
よ
う
常
に
新
 

  

  他 そ ら も 

て テ な れ れ れ 
廿 ケ ヱ " イ も ら て え   な が い ろ 
払 百 打日 @;@ る 
と ヒ 五 い 。 「 世 。 つ まり ゐ示胡笘 のめ 不 結 彼は 俗的 ティ 

い な り 聖     ば 式 ヒ る 
論 の そ な が も 

と 理 う 重 い の 
の 念 し な わ は 
間 や た る の 、 
に 表 様 も る 宗 
整 理 式 の 「 教 

主義 倉 佳 
が 理 にあっ を「 表 の内実 宗教画 

見 解 現 で 」 て 
ら は 主 満 で は 
れ 彼 義 た は 宗 
る の   」 し な 教 

」， と味 己 、 
の 、 く る 
名 望 む 越 

は の 称 な し え   で る る て 
上 面 総 も あ 立 
の 上 
と 学   
お の 、 円 物 文 
り 枠 
て 。 組 
あ み 

  
る か ら あって 芸術と 世俗的 風景画 

だ 読 み な 、 は 
が め な 形 人 文   す 式 物 化 
テ す の で 像 を 
イ ブ 」 で 表 な 越 
リ と あ 現 ど え   る 」 を て 
ヒ で 。 し 評 立 

は き て 価 つ そ い す こ 

も そ る る と 

そ れ か め が 
も @ こ ら は 求 

Ⅰ 可 よ に 、 め 

う
し
た
信
仰
理
解
と
共
通
し
た
姿
勢
に
基
づ
い
て
い
る
 
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
 

形
而
上
学
的
・
 無
 制
約
的
な
も
の
と
芸
術
と
い
う
自
律
 的
 意
味
領
域
と
の
関
係
が
表
れ
る
と
こ
ろ
を
、
テ
ィ
 
リ
 ッ
ヒ
 は
「
様
式
」
の
 

う
ち
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
っ
た
こ
と
は
既
に
述
 
べ
た
。
以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
が
 
「
表
現
主
義
」
と
い
う
 

と
き
、
そ
の
舌
口
葉
は
制
約
的
諸
形
式
の
完
全
性
だ
け
に
 
満
足
す
る
こ
と
な
く
そ
れ
ら
を
通
し
て
無
制
約
的
な
意
 
味
 内
実
に
触
れ
、
そ
れ
 

を
 表
す
こ
と
の
で
き
て
い
る
様
式
を
意
味
し
て
い
る
の
 
だ
と
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
こ
そ
表
現
主
義
 
は
 宗
教
的
様
式
な
の
で
 

あ
る
。
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
る
、
「
宗
教
は
文
化
の
内
 実
で
あ
り
、
文
化
は
宗
教
の
形
式
で
あ
る
」
と
い
う
 
テ
 ｜
ゼ
の
 意
図
は
、
宗
教
 

と
 文
化
の
二
元
論
的
理
解
を
克
服
し
そ
れ
ぞ
れ
に
独
自
 
性
 と
相
互
依
存
性
の
両
方
を
持
た
せ
る
こ
と
で
あ
る
が
 、
そ
の
ね
ら
Ⅱ
い
は
 
鴇
盟
 

広
 
@
=
 

口
 

 
 

す
る
な
ら
、
「
世
俗
的
な
形
式
を
聖
な
る
も
の
の
内
実
 で
 満
た
し
、
聖
な
る
も
の
の
内
実
を
世
俗
的
な
形
式
で
 
表
現
す
る
」
こ
と
だ
と
 



た
に
創
造
さ
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
過
去
の
様
式
を
た
だ
 模
 敵
 す
る
こ
と
は
芸
術
的
に
不
誠
実
で
あ
り
宗
教
的
に
も
 
欺
肺
 で
あ
る
、
と
言
っ
 

て
い
た
。
こ
れ
は
彼
の
表
現
主
義
や
芸
術
一
般
、
さ
ら
 
に
は
宗
教
に
対
す
る
姿
勢
の
あ
ら
わ
れ
と
し
て
重
要
で
 
あ
る
。
す
な
 む
 ち
テ
ィ
 

リ
ッ
ヒ
が
宗
教
芸
術
を
論
じ
る
と
き
の
視
点
は
、
そ
の
 
作
品
が
現
代
の
精
神
状
況
な
い
し
宗
教
的
状
況
に
充
分
 
適
合
し
て
い
る
か
ど
う
 

か
と
い
う
所
に
向
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
表
現
主
 義
は
 テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
時
代
に
生
ま
れ
発
展
し
た
も
の
で
 あ
る
が
、
彼
自
身
も
 、
 

そ
れ
は
自
分
の
生
き
て
い
る
「
時
代
」
や
「
状
況
」
に
 適
合
性
を
有
し
て
い
る
様
式
だ
と
直
観
し
た
か
ら
こ
そ
 
注
目
し
た
の
だ
と
思
わ
 

れ
る
。
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
表
現
主
義
と
い
う
舌
口
葉
の
使
い
 方
が
現
代
の
美
術
史
に
お
け
る
そ
れ
に
照
ら
し
て
ど
の
 
程
度
妥
当
で
あ
る
か
は
 

さ
て
お
き
、
彼
が
当
時
の
新
し
い
芸
術
様
式
を
い
ち
 早
 く
 受
容
 し
 、
そ
れ
を
認
め
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
評
価
 
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
 

よ
っ
て
、
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
宗
教
芸
術
論
に
現
代
的
な
意
 
義
 が
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
彼
に
な
ら
っ
て
「
表
現
主
 
義
 」
と
い
う
様
式
に
目
 

を
 向
け
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
わ
れ
わ
れ
も
ま
た
こ
の
 
時
代
、
こ
の
状
況
に
合
っ
た
現
代
の
「
様
式
」
を
見
出
 
し
 、
そ
れ
を
受
け
容
れ
 

な
が
ら
、
そ
の
背
後
に
あ
る
究
極
的
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
を
 
読
み
取
る
と
い
う
姿
勢
を
と
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
 

と
こ
ろ
で
こ
こ
で
は
哲
学
的
理
論
の
整
理
を
と
お
し
て
 
宗
教
芸
術
論
の
基
礎
を
確
認
す
る
と
い
う
方
法
で
議
論
 
を
 進
め
て
き
た
が
、
 

こ
れ
は
両
者
間
に
あ
る
明
確
な
対
応
関
係
を
説
明
す
る
 た
め
で
あ
り
、
彼
の
哲
学
的
理
論
が
宗
教
芸
術
論
に
先
 
付
 す
る
こ
と
を
意
味
し
 

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
冒
頭
に
引
用
し
た
 
テ
 ィ
 リ
ッ
ヒ
の
舌
口
 
業
 に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
彼
自
身
は
表
 現
 主
義
芸
術
か
ら
哲
学
 

的
 、
神
学
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
引
き
出
し
た
と
告
白
し
て
 
さ
え
い
る
し
、
実
際
に
い
く
つ
か
の
テ
キ
ス
ト
か
ら
も
 
そ
う
し
た
こ
と
が
読
み
 

取
れ
る
。
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
宗
教
思
想
に
対
す
る
シ
ェ
リ
 
ン
グ
や
 ト
レ
ル
チ
の
影
響
は
周
知
の
と
こ
ろ
だ
が
、
 彼
 が
 芸
術
か
ら
得
た
洞
察
 

も
ま
た
宗
教
論
全
体
に
対
し
て
考
察
に
値
す
る
影
響
を
 
与
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
 
筆
者
は
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
 

宗
教
芸
術
論
を
考
察
す
る
こ
と
は
彼
の
宗
教
思
想
そ
の
 
も
の
を
再
考
す
る
の
に
有
効
だ
と
考
え
、
「
表
現
主
義
 」
の
語
で
彼
の
宗
教
 思
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要
因
で
あ
る
こ
と
を
論
証
し
、
彼
の
思
想
を
「
表
現
主
 
義
的
 」
と
特
徴
づ
け
る
に
は
、
彼
の
多
く
の
テ
キ
ス
ト
 
ほ
 つ
い
て
 

検
証
の
み
な
ら
ず
、
伝
記
的
事
項
あ
る
い
は
美
術
史
に
 
基
づ
く
さ
ら
な
る
実
証
の
手
続
き
が
必
要
で
あ
る
。
 
テ
  
 

を
 自
分
な
り
の
理
解
に
よ
っ
て
受
け
と
め
、
そ
れ
を
 
自
 ら
の
宗
教
思
想
へ
と
 咀
 唾
し
て
い
っ
た
と
い
う
舌
口
 
い
万
 を
す
れ
ば
 

ロ
ジ
ッ
ク
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
表
現
主
義
理
解
が
宗
 教
｜
 文
化
理
論
と
対
応
す
る
限
り
、
彼
の
芸
術
論
を
理
 解
す
る
こ
 

教
 思
想
を
再
考
す
る
 ぅ
 え
で
重
要
な
糸
口
の
一
つ
に
な
 り
う
る
と
い
う
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
 

の
さ
ら
な
る
 

は
表
現
主
義
 

や
や
ト
ー
ト
 

と
が
彼
の
宗
 

想
を
特
徴
づ
け
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
 
う
 印
象
さ
え
持
っ
て
い
る
。
だ
が
表
現
主
義
芸
術
が
 
テ
 ィ
 リ
ッ
ヒ
神
学
の
形
成
 



と
こ
ろ
基
本
的
な
意
味
な
い
し
使
わ
れ
 方 だ
と
解
釈
で
き
る
も
の
 
に
 過
ぎ
な
い
こ
と
を
断
っ
て
お
く
。
と
こ
ろ
で
「
現
実
一
般
に
 対
す
る
根
本
姿
勢
の
 

表
れ
」
「
究
極
的
意
味
解
釈
」
「
無
制
約
者
に
対
す
る
一
つ
の
姿
 

勢
 」
と
い
っ
た
言
葉
は
 、
 彼
の
「
意
味
の
形
而
上
学
」
の
枠
組
 み
の
中
の
用
語
で
あ
㏄
 

り
 、
意
味
そ
の
も
の
の
分
析
 -
 
「
意
味
内
実
」
と
「
意
味
形
式
」
 
0
 区
別
）
に
基
づ
く
宗
教
と
文
化
の
理
解
を
念
頭
に
お
い
た
 言
 い
ま
わ
し
で
あ
る
。
 

 
 
 
 

一
内
実
」
と
「
形
式
」
の
 
ヵ
 テ
ゴ
リ
ー
も
意
味
の
形
而
上
学
に
対
 

而
 し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
点
に
つ
い
て
は
四
章
で
詳
 
述
 す
る
。
 

-
 
印
皿
 
-
 
～
 
け
 ～
も
：
 
つ
 ㏄
㏄
 
ひ
 

一
打
 -
 
，
下
呂
㏄
 
コ
 卸
の
 

o
n
 

乙
 （
 
ピ
 。
 
，
ぎ
 @
 ト
 ト
，
つ
 
・
 
お
 

@
 
）
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
は
ノ
ル
デ
と
個
人
的
に
知
り
あ
い
で
も
あ
っ
 た
が
、
彼
の
「
ペ
ン
テ
コ
ス
テ
」
と
い
う
絵
に
つ
い
て
、
「
私
は
 

い
つ
も
神
学
書
か
ら
よ
 

り
も
絵
画
か
ら
よ
り
多
く
を
学
ん
だ
の
だ
が
、
私
の
諸
論
文
は
ま
 さ
に
こ
の
絵
か
ら
引
き
出
さ
れ
た
こ
と
を
告
白
せ
ね
ば
な
ら
な
 い
 」
と
さ
え
言
っ
て
 

い
る
 
一
 
，
 
下
 ユ
リ
コ
山
口
三
門
 
コ
簿
 叶
の
力
の
 
ド
目
 
（
 
ヂ
 ，
ナ
コ
 
@
 ン
 目
ミ
・
 
2
-
 
中
 ㏄
㎏
Ⅱ
 
-
 

（
㎎
一
二
 N
 目
 Ⅱ
 円
プ
の
 
0
-
0
 

ゆ
 ら
 卸
の
㍉
 
す
 二
口
 
り
コ
ロ
 
の
 コ
 パ
ロ
 コ
 の
（
 
仁
 コ
ロ
口
の
Ⅰ
 
下
 Ⅱ
 
り
す
岸
 
。
 オ
 侍
臣
Ⅰ
，
一
二
 

@
 ヘ
 
ら
 軋
も
：
 
つ
 ・
㏄
㏄
 

肚
 

-
 
Ⅱ
 -
%
@
 二
 =
 代
づ
下
・
 @
@
 

と
 ま
ご
ヨ
 0
 コ
 。
 :
 
円
 二
目
り
す
巴
瓦
 
ヒ
 
Ⅰ
「
（
 
@
 コ
 （
～
 
p
-
 
乙
 c
 （
㏄
 円
ゴ
 0
0
%
 
哩
 。
 巴
 全
土
 0
 ゆ
二
の
旧
 
@
 
日
 ト
ユ
 。
 
，
ぎ
 一
わ
 隠
心
 ぎ
さ
 ぎ
ト
 ミ
ト
の
で
「
 

ぎ
 や
お
田
の
。
 

口
口
・
Ⅱ
 

ド
 l
 ㏄
）
・
 ヲ
目
ぃ
ゴ
ゅ
 

の
 -
 ロ
 ・
（
 
@
p
-
 

日
の
「
 
，
 ㌦
 い
 ま
～
 日
イ
 
・
～
～
 

守
 か
げ
 下
お
 
～
～
も
 

り
 患
き
隈
ト
ド
 -
 
旧
日
（
の
「
監
の
「
 
廷
ピ
 
（
の
「
。
）
 

窩
ヒ
 ・
指
合
朋
子
「
 

 
 

ヒ
と
 表
現
主
義
芸
術
」
 
ミ
 キ
リ
ス
ト
教
学
」
二
九
号
、
一
九
八
七
 
年
 一
、
六
四
 ｜
 八
三
頁
。
㏄
 
し
 ・
 
ロ
 ・
 ロ
の
仁
ヨ
ぬ
 

㏄
 ユ
の
尹
 ⑧
 き
斗
ム
 ド
巨
 ㊨
 
わ
こ
 
㏄
 
0
%
 
ら
味
ハ
ヒ
 

・
 

弓
立
 浅
ヒ
リ
コ
ぬ
コ
 手
目
㏄
日
月
。
乙
の
 
4
 ）
・
川
 柄
 信
彦
「
表
現
主
義
 と
 テ
イ
リ
ッ
ヒ
の
美
学
」
 
宅
 テ
ィ
リ
ッ
ヒ
研
究
し
創
刊
号
、
二
 

0
 0
0
 
年
 、
 ァ
 （
（
 
口
 -
 
ミ
 

旧
宅
 毛
 十
日
 
申
 ・
オ
 
ビ
呂
 0
 。
 
仁
 ・
 
a
c
.
 

も
Ⅰ
。
 

プ
 「
 あ
史
巨
 -
 
ざ
プ
ト
ぎ
巨
り
 

Ⅹ
・
 
ミ
ヨ
こ
 、
一
一
 
一
一
 
｜
 四
七
頁
。
も
っ
と
も
、
そ
れ
ぞ
れ
彼
ら
の
主
題
設
定
に
は
 違
い
が
あ
る
の
で
、
 

全
員
の
主
張
の
中
心
が
こ
う
し
た
批
判
に
あ
る
と
い
う
わ
け
で
は
 な
い
。
ま
た
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
芸
術
論
に
関
す
る
近
年
の
研
究
と
 
 
 

辺
 明
子
 
-
 
こ
の
 0
 ）
 、
オ
 0
 す
の
 
「
（
 
フ
ひ
い
 す
り
「
 
-
 
の
ヨ
ド
 
コ
コ
ヱ
 の
の
 
彊
一
 
，
円
の
巳
の
 

由
 「
 り
 （
ユ
コ
 
幅
ぃ
コ
 き
と
 -
 ロ
の
 
「
 
コ
い
 
二
 %
 。
 ペ
ヨ
 0
 コ
 臣
一
）
の
の
と
も
に
よ
る
 
も
の
な
ど
が
あ
る
。
 

花
一
 

ミ
ヨ
 @
0
 コ
，
 
0
 づ
 ・
 n
 一
 
（
：
 
ロ
 ・
 
7
9
.
 ま
た
、
指
合
計
 掲
 論
文
 、
大
立
 呈
 し
、
い
麓
 
仁
 ヨ
的
 ぃ
 ユ
目
，
 

o
n
.
 

ユ
ダ
 

つ
 ・
 
い
 り
㏄
 
チ
 

お
よ
び
 川
 何
個
 箭
掲
 論
文
、
「
結
び
」
 

の
 上
 邑
を
参
照
。
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テイリ ツヒ の 宗教芸術論  
   工学」 

（
 
り
 
W
 M
 
一
 
Ⅰ
 
ひ
 ～
 
d
.
.
 

テ
 
@
.
 
）
の
 

宛
 -
 
「
批
判
的
方
法
の
助
け
を
か
り
て
聖
書
的
形
象
 

ざ
ぎ
ご
 n
p
 
一
宮
の
口
（
巴
の
背
後
に
押
し
入
り
、
（
史
的
イ
エ
ス
）
を
発
見
し
 

よ
う
と
す
る
人
は
 、
一
 

つ
の
写
真
 
-
 音
声
や
、
で
き
れ
ば
性
格
描
写
図
を
添
え
た
 写宣
 。
 を
 提
供
し
よ
う
と
す
る
。
（
中
略
 
-
 こ
れ
と
反
対
の
傾
度
の
人
は
 、
新
約
聖
書
の
形
 

家
な
 、
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
 
帝
 時
代
の
最
も
宗
教
的
で
深
遠
な
人
々
 の
 経
験
と
理
想
の
絵
画
的
投
影
で
あ
る
と
解
釈
す
る
だ
ろ
う
。
 

理
想
主
義
的
様
式
の
 

芸
術
が
、
こ
の
態
度
に
類
似
し
て
い
る
。
第
三
の
方
法
は
合
表
現
 主
義
的
 マ
 描
写
の
そ
れ
で
あ
る
。
 

-
 中
略
）
こ
の
方
法
に
お
い
 て
 、
画
家
は
彼
の
描
 

く
 人
物
と
と
も
に
人
間
の
最
も
深
い
レ
ベ
ル
に
入
り
込
も
う
と
す
 
る
 。
彼
は
、
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
と
、
対
象
の
意
味
へ
の
深
い
参
与
 に
よ
っ
て
の
み
そ
れ
 

を
行
う
こ
と
が
出
来
る
。
画
家
は
、
そ
の
人
物
の
表
面
的
特
徴
を
 
、
写
真
の
よ
う
に
再
現
す
る
の
で
も
な
く
 一
 あ
る
い
は
自
然
 生
 義
 的
に
模
写
す
る
の
 

で
も
な
 ，
ユ
 、
ま
た
彼
の
美
の
観
念
に
従
っ
て
理
想
化
す
る
の
で
 も
な
く
、
そ
の
対
象
の
存
在
へ
の
彼
の
参
与
に
よ
っ
て
経
験
す
る
 も
の
を
表
現
す
る
 

た
め
に
用
い
て
の
み
、
そ
の
人
物
を
描
き
つ
る
の
で
あ
る
」
。
③
 
Ⅰ
も
：
 
く
 0
 月
 ㌧
。
で
で
・
 

ト
ト
臼
 

１
ト
 
ト
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万
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え
ば
以
下
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ど
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村
上
陽
一
郎
 

宗
教
と
非
宗
教
の
あ
い
だ
 

蝶
 

野
立
 
彦
 

本
書
は
、
一
九
九
九
年
に
全
六
巻
シ
リ
ー
ズ
で
刊
行
さ
れ
た
「
 
叢
 重
目
，
Ⅰ
 

転
換
期
の
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
」
の
な
か
の
第
四
巻
で
あ
る
。
同
黄
 
書
 で
は
 

哲
学
、
芸
術
、
科
学
技
術
、
宗
教
、
文
学
、
日
本
近
代
と
い
う
 
テ
 １
 7
 ご
 

と
に
 各
巻
が
 編
ま
れ
て
い
る
が
、
叢
書
名
と
シ
リ
ー
ズ
構
成
か
ら
 
推
し
量
 

る
に
、
 
二
 0
 世
紀
か
ら
二
一
世
紀
へ
の
転
換
期
に
あ
た
っ
て
 、現
 時
白
 
で
 

の
 学
問
的
知
見
を
踏
ま
え
っ
 

つ
 、
今
日
の
文
化
の
基
盤
を
な
す
こ
 
 
 

フ
ァ
ク
タ
ー
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
の
知
的
総
括
と
新
た
な
世
紀
 
 
 

て
の
展
望
を
試
み
る
、
と
い
う
の
が
、
木
叢
書
の
狙
い
な
の
で
あ
 
ろ
う
。
 

そ
の
第
四
巻
と
な
る
本
書
で
も
、
こ
う
し
た
大
き
な
問
題
へ
の
 
取
  
 

に
ふ
さ
わ
し
い
、
第
一
線
の
論
者
た
ち
に
よ
る
論
考
が
集
め
ら
  
 

る
 。
 

ま
ず
は
じ
め
に
本
書
の
構
成
と
所
収
論
文
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
 
 
 

生
 月
評
と
紹
介
 

村
上
陽
一
郎
・
細
谷
昌
志
 
編
 

ョ
 示
教
そ
の
原
初
と
あ
ら
わ
れ
 

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
一
九
九
九
年
五
月
一
五
日
刊
 

A
m
 判
 
三
四
一
頁
三
六
 0
0
 円
 

そ
れ
ぞ
れ
の
論
文
名
に
目
を
通
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
お
わ
か
り
の
 よう
 

に
 、
各
論
文
で
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
テ
ー
マ
は
多
岐
に
わ
た
 
っ
て
 だ
 

り
 、
目
次
を
目
で
追
つ
て
い
っ
た
だ
け
で
は
本
書
全
体
を
通
じ
て
 
o
 間
 題
 

設
定
や
意
図
 は
 な
か
な
か
見
え
て
こ
な
い
。
し
か
も
本
書
に
は
 
序
 文
 ・
 あ
 

と
が
き
・
解
説
に
類
す
る
も
の
は
い
っ
さ
い
 

佃
 い
の
で
、
編
者
の
 
意
図
を
 

直
接
知
る
す
べ
は
な
い
。
し
か
し
本
書
の
構
成
を
見
る
限
り
で
は
 
、
巻
頭
 

の
 村
上
論
文
は
全
体
を
通
じ
て
の
総
論
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
 
 
 

う
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
ま
ず
村
上
論
文
の
内
容
を
簡
単
に
紹
介
 
 
 

第
 l
 部
 
不
安
の
世
紀
 

神
の
不
在
の
時
代
 ｜
 近代
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
射
程
 

 
 

ニ
ヒ
リ
ズ
ム
の
構
図
 

深
み
の
次
元
の
喪
失
 

第
 2
 部
原
初
 

絶
対
者
と
理
性
 ｜
 ドイ
ツ
観
念
論
の
 

一
 断
面
 

「
別
の
原
初
」
と
「
絶
対
 皿
 」
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
と
西
田
 

斎
藤
茂
土
日
 の
 
「
白
球
」
鎮
魂
の
ア
ニ
ミ
ズ
ム
 

民
俗
学
の
地
平
か
ら
 

ヤ
コ
ブ
・
 
べ
｜
メ
 に
お
け
る
創
造
と
悪
 

第
 3
 部
宗
教
の
あ
ら
わ
れ
 

生
 と
死
の
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
 

創
造
と
終
末
 

贈
与
あ
る
い
は
愛
の
倫
理
と
宗
教
 

宗
教
と
社
会
 

鎌
田
東
 
二
 

安
田
治
夫
 

嶋
田
義
仁
 

小
田
淑
子
 

美
濃
部
 仁
 

松
丸
 尋
 雄
 

山
折
哲
雄
 

中
村
生
 雄
 

岡
部
雄
二
一
 

細
谷
昌
志
 

山
下
寿
 智
 

西
村
急
信
 

声
名
定
道
 



ら
 、
本
書
全
体
の
基
調
を
探
っ
て
み
よ
う
。
 

そ
の
村
上
論
文
で
 
姐
 上
に
の
せ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
 

 
 

代
 宗
教
学
の
な
か
で
形
作
ら
れ
て
き
た
「
ア
ニ
ミ
ズ
ム
」
の
 概
 念
 で
あ
 

る
 。
周
知
の
よ
う
に
、
 
E
.
B
.
 

タ
イ
ラ
ー
 

は
 未
聞
社
会
で
お
こ
 
 
 

て
い
る
霊
魂
崇
拝
を
原
始
未
聞
社
会
に
特
有
の
宗
教
類
型
と
見
な
 
し
て
 ア
 

ニ
 ミ
ズ
ム
と
い
う
名
称
を
与
え
、
ア
ニ
ミ
ズ
ム
を
宗
教
の
起
源
と
 
位
置
づ
 

け
た
わ
け
だ
が
、
村
上
氏
は
、
こ
う
し
た
ア
ニ
ミ
ズ
ム
概
念
が
 
、
 ア
ニ
 -
-
.
 

ズ
ム
か
ら
世
界
宗
教
・
組
織
宗
教
へ
の
進
化
を
宗
教
の
辿
る
べ
き
 
立
臼
 
遍
砧
肘
 

 
 

に
よ
っ
 

て
 規
定
さ
れ
て
い
る
、
と
指
摘
す
る
。
だ
が
、
広
義
の
ア
ニ
ミ
ズ
 ム
と
 で
 

も
 呼
び
 ぅ
る
 宗
教
的
心
性
は
 
、
 実
は
原
始
未
開
社
会
に
限
ら
ず
、
 

地
球
上
 

の
 至
る
所
に
見
出
き
れ
る
。
そ
し
て
そ
う
し
た
広
義
の
ア
ニ
ミ
ズ
 
 
 

性
 が
他
で
も
な
い
こ
の
日
本
に
お
い
て
色
濃
く
生
き
続
け
て
い
 
る
こ
と
 

を
 、
村
上
氏
は
、
井
戸
解
体
な
ど
に
際
し
て
の
お
祓
 い
の
 習
慣
を
  
 

っ
て
説
明
す
る
。
し
か
し
そ
う
し
た
日
本
的
ア
ニ
ミ
ズ
ム
の
根
底
 
に
あ
る
 

の
は
、
実
は
タ
イ
ラ
ー
 
も
 が
ア
ニ
ミ
ズ
ム
の
特
徴
と
見
な
し
た
 超
 自
然
的
 

な
 
「
霊
魂
」
の
観
念
で
は
な
く
、
 
自
 殊
の
事
物
を
ほ
し
い
ま
ま
に
 

す
る
こ
 

と
に
対
す
る
人
間
の
「
後
ろ
め
た
さ
と
節
度
」
の
感
覚
で
あ
る
。
 

そ
し
て
 

実
は
そ
う
し
た
「
後
ろ
め
た
さ
と
節
度
」
の
感
覚
こ
そ
は
、
あ
ら
 
 
 

間
の
意
識
の
底
に
横
た
わ
る
い
わ
ば
「
本
能
」
的
な
感
覚
で
あ
り
 
、
ヨ
 

キ
リ
ス
ト
教
的
な
宗
教
観
よ
り
も
遥
か
に
広
い
普
遍
性
 
を
も
つ
 

た
 宗
教
的
心
性
で
は
な
い
の
か
、
と
村
上
氏
は
主
張
す
る
。
と
り
 
 
 

間
の
欲
望
の
解
放
と
搾
取
可
能
性
を
追
求
し
続
け
て
き
た
 ョ
 ー
 ロ
  
 

近
代
主
義
が
地
球
環
境
問
題
と
い
う
危
機
的
結
果
を
生
み
出
し
て
 
し
ま
っ
 

た
 状
況
の
な
か
に
あ
っ
て
、
そ
う
し
た
宗
教
的
心
性
の
も
つ
欲
望
 
 
   
    

  



書評と紹介 

る
 宗
教
意
識
の
変
容
と
そ
こ
に
胚
胎
す
る
問
題
辞
 
め
 、
哲
学
的
な
 
視
点
か
 

ら
 考
察
さ
れ
て
い
る
。
 

細
谷
論
文
で
は
、
近
代
と
い
う
時
代
の
精
神
状
況
が
「
都
市
化
」
 

 
 

ぅ
 現
象
を
手
が
か
り
に
分
析
さ
れ
る
。
近
代
の
都
市
化
現
象
を
持
 
 
 

る
 流
動
性
と
匿
名
性
の
増
大
は
、
人
間
の
内
面
の
質
的
差
異
を
括
 
弧
で
括
 

り
 捨
象
す
る
 
-
 
」
と
に
よ
っ
て
均
質
で
平
等
な
世
界
を
生
み
出
す
が
 

、
そ
の
 

よ
う
に
し
て
世
界
か
ら
締
め
出
さ
れ
意
識
の
底
に
押
し
込
め
ら
れ
 
た
 内
面
 

性
は
、
 

代
わ
り
に
近
代
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
い
う
形
を
と
っ
て
 噴
き
出
 

し
 、
そ
れ
が
逆
に
人
々
の
意
識
を
物
自
体
的
に
縛
り
、
苦
し
め
る
 こと
に
 

な
る
。
細
谷
底
 
は
 、
近
代
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
成
立
に
ま
つ
わ
る
 こ
う
し
 

た
 ジ
レ
ン
マ
を
、
 
J
.
J
.
 

哲
学
的
 

に
助
づ
け
、
そ
こ
か
ら
生
じ
て
く
る
「
直
接
性
と
素
顔
」
へ
の
 信
仰
が
 

「
無
い
も
の
ね
だ
り
」
に
帰
結
せ
ざ
る
を
得
な
い
所
以
を
明
ら
 か
に
す
 

る
 。
そ
し
て
こ
う
し
た
ジ
レ
ン
マ
か
ら
脱
却
す
る
た
め
に
、
近
代
 ヒュ
ー
 

マ
ニ
ズ
ム
が
排
除
し
て
き
た
「
人
間
間
の
距
離
」
と
「
身
体
性
」
 

を
 今
一
 

度
 見
直
し
、
「
仮
面
」
の
も
つ
象
徴
的
弁
証
法
的
機
能
を
再
活
性
 
化
さ
せ
 

る
こ
と
の
必
要
性
が
示
唆
さ
れ
る
。
 

山
下
論
文
で
は
、
現
代
人
の
精
神
状
況
が
仏
教
の
「
 
痴
 」
の
概
念
 
に
よ
 

っ
て
把
握
さ
れ
る
。
「
 痴
 」
と
は
、
自
ら
の
思
惑
に
よ
っ
て
対
象
 を
 知
ろ
 

う
と
す
る
が
ゆ
え
に
知
が
対
象
か
ら
遊
離
し
て
し
ま
 

そ
の
こ
 

と
に
気
づ
か
ず
に
対
象
が
自
分
の
思
い
通
り
に
な
ら
な
い
こ
と
に
 
奥
悩
す
 

る
 有
様
で
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
を
脱
却
す
る
た
め
に
は
人
間
が
 
自
ら
の
 

「
 
痴
 」
を
自
覚
す
る
こ
と
が
必
要
だ
が
、
そ
の
た
め
に
は
通
常
の
 
反
省
や
 

思
惟
を
越
え
た
「
質
的
飛
躍
の
瞬
間
」
が
不
可
欠
と
な
る
。
山
下
 
氏
 に
よ
 

れ
ば
、
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
「
瞬
間
」
の
 
概
念
に
 

依
拠
し
な
が
ら
近
代
哲
学
批
判
を
展
開
し
た
の
が
 
S
.
 
キ
 

 
 

で
あ
っ
た
。
キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
は
、
近
代
哲
学
が
真
の
移
行
や
運
 
動
 を
把
 

握
 で
き
ず
、
罪
の
自
覚
や
質
的
飛
躍
の
瞬
間
へ
と
至
る
道
を
閉
ざ
 
 
 

ま
う
こ
と
で
、
自
ら
そ
れ
と
自
覚
し
な
い
「
不
安
」
の
状
態
の
な
 
か
に
 落
 

ち
 込
ん
で
し
ま
っ
た
、
と
批
判
し
た
。
山
下
氏
は
、
現
代
社
会
の
 
漠
然
た
 

る
 不
安
感
の
根
底
に
あ
る
の
も
こ
う
し
た
「
 
軸
 精
神
性
の
不
安
」
 
 
 

ら
な
い
、
と
指
摘
す
る
。
 

西
村
論
文
で
は
、
一
九
世
紀
か
ら
 二
 0
 世
紀
に
か
け
て
の
 
ョ
 ー
 
ロ
  
 

で
 多
く
の
人
々
の
心
を
捉
え
た
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
の
思
想
が
そ
の
根
底
 
 
 

て
 仏
陀
の
思
想
と
通
じ
あ
う
も
の
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
 

F
 

一
一
 
｜
 

チ
ヱ
 
の
議
論
を
手
が
か
り
に
、
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
思
想
の
持
つ
普
遍
性
 
と
 可
能
 

性
 が
論
じ
ら
れ
る
。
と
り
わ
け
西
村
氏
は
 、
 「
ツ
ァ
ラ
ト
ゥ
ス
ト
 
ラ
ロ
の
 

な
か
で
ニ
ー
チ
ェ
が
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
の
辿
る
べ
き
過
程
と
し
て
挙
げ
 
た
 三
 
つ
 

0
 段
階
が
禅
宗
の
己
 事
 究
明
の
過
程
と
深
い
親
和
性
を
も
っ
て
 い
 る
こ
と
 

に
 着
目
し
、
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
の
深
化
が
子
供
の
よ
う
な
 
佃
 邪
気
さ
と
 世
界
の
 

絶
対
肯
定
へ
と
転
化
し
て
ゆ
く
過
程
の
な
か
に
、
「
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
 
に
よ
っ
 

て
 超
克
さ
れ
た
真
の
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
」
の
成
立
の
可
能
性
を
見
出
そ
 ぅと
す
 

る
 。
 

 
 

相
 じに
 

依
拠
し
つ
つ
、
「
 蝕
釜
思
味
 性
の
不
安
」
と
い
う
言
葉
に
よ
っ
て
 定
 萎
 さ
れ
 

る
 。
「
 軸
 意
味
性
の
不
安
」
と
は
、
一
人
間
が
そ
こ
に
存
在
意
味
を
 

見
出
し
 

う
る
意
味
世
界
」
が
空
虚
で
無
生
息
味
な
も
の
と
な
っ
て
し
ま
う
 

@
 
@
 と
に
 対
 

 
 

す
る
不
安
に
他
な
ら
な
い
。
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
に
よ
れ
ば
、
あ
ら
ゆ
る
 
文
化
的
 

な
 意
味
世
界
の
背
後
に
は
こ
の
意
味
世
界
を
根
拠
づ
け
る
「
深
み
 
」
の
 次
 

 
 

元
 が
存
在
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
に
意
味
世
界
を
根
拠
づ
け
る
こ
 とこ
そ
 



が
 宗
教
の
本
来
的
役
割
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
そ
う
し
た
意
味
根
拠
 
と
の
 関
 

わ
り
の
な
か
で
成
立
し
た
は
ず
の
意
味
世
界
は
歴
史
の
流
れ
の
な
 
か
で
 次
 

第
 に
自
律
化
し
、
や
が
て
意
味
根
拠
と
の
間
の
接
占
を
失
っ
て
 
ゆ
 {
O
 
こ
 

れ
が
近
代
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
生
じ
た
世
俗
化
の
過
程
で
あ
り
、
 

そ
 れ
は
 具
 

体
 的
に
は
か
つ
て
こ
の
意
味
世
界
と
超
越
的
な
意
味
根
拠
と
を
 
媒
  
 

い
た
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
統
的
な
宗
教
的
象
徴
が
多
く
の
人
々
に
 
と
 っ
て
 真
 

理
性
を
喪
失
し
て
ゆ
く
過
程
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
こ
の
よ
う
に
 
意
味
 根
 

拠
 と
の
接
点
を
失
っ
て
自
律
化
し
た
意
味
世
界
に
あ
っ
て
は
、
 

そ
 の
 意
味
 

世
界
の
存
立
が
問
わ
れ
た
と
き
に
、
意
味
の
根
拠
に
ま
で
立
ち
戻
 っ
て
 そ
 

こ
か
ら
意
味
世
界
を
再
建
す
る
こ
と
は
も
は
や
困
難
で
あ
る
。
 こ
れ
が
 

「
無
意
味
性
の
不
安
」
と
い
う
言
葉
で
表
現
さ
れ
る
現
代
の
状
 況
 で
あ
 

る
 。
そ
れ
で
は
こ
の
状
況
を
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
は
ど
の
よ
う
に
克
服
し
 よ
う
と
 

す
る
の
か
。
声
名
 
氏
は
 、
シ
ェ
リ
ン
グ
の
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
へ
の
影
響
 
 
 

解
明
と
、
 
R
.
 
フ
ル
ト
マ
ン
の
非
神
話
論
化
と
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
 

非
 字
義
化
 

と
の
比
較
を
通
じ
て
、
伝
統
的
象
徴
に
関
す
る
解
釈
を
流
動
化
さ
 
せ
る
こ
 

と
に
よ
っ
て
象
徴
の
現
実
開
示
機
能
を
回
復
さ
せ
よ
う
と
す
る
 
テ
  
 

ヒ
の
 試
み
を
浮
き
彫
り
に
す
る
。
そ
し
て
結
論
部
で
ほ
、
シ
ェ
リ
 
 
 

弁
神
論
的
歴
史
観
に
依
拠
し
つ
つ
、
世
俗
化
に
よ
っ
て
生
じ
た
 
伝
 統
 的
な
 

宗
教
的
象
徴
の
危
機
を
 、
 新
た
な
宗
教
的
象
徴
の
生
成
と
キ
 リ
ス
 ト
 教
の
 

新
た
な
社
会
的
役
割
の
創
出
へ
と
至
る
べ
き
契
機
と
し
て
ポ
ジ
テ
 
イ
 ブ
に
 

捉
え
る
 
提
が
 示
さ
れ
る
。
 

続
く
第
 2
 部
「
原
初
」
で
は
、
宗
教
の
起
源
な
い
し
本
質
間
に
 
佳
 点
 な
 

合
 わ
せ
た
論
考
が
展
開
さ
れ
る
。
そ
の
最
初
の
二
本
の
論
文
も
 
、
 基
本
的
 

に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
哲
学
の
問
題
設
定
を
基
盤
に
据
え
て
い
る
。
 

美
濃
部
論
文
で
 
は
 、
ド
イ
ツ
観
念
論
哲
学
の
な
か
で
重
要
な
意
味
 な
 も
 

っ
た
 
「
絶
対
的
な
も
の
」
の
観
念
が
と
り
あ
げ
ら
れ
る
。
本
来
 

神
  
 

 
 

で
あ
る
は
ず
の
絶
対
性
に
人
間
た
る
哲
学
者
が
ど
の
よ
う
に
し
て
 
到
達
で
 

き
る
の
か
と
い
う
問
い
に
、
ド
イ
ツ
観
念
論
哲
学
が
ど
の
よ
う
な
 
答
え
を
 

 
 

 
 

 
 

ゲ
ル
ら
の
立
論
を
通
し
て
概
観
さ
れ
、
「
自
我
を
捨
象
す
る
こ
と
 
」
に
よ
 

っ
て
絶
対
性
に
到
達
し
よ
う
と
す
る
シ
ェ
リ
ン
グ
の
立
場
と
「
 
自
 我
 の
 自
 

己
 滅
却
」
を
通
じ
て
絶
対
性
に
到
達
し
よ
う
と
す
る
フ
ィ
ヒ
テ
の
 
立
場
の
 

違
い
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
る
。
 

松
丸
論
文
で
は
、
多
く
の
宗
教
に
共
通
に
見
出
さ
れ
る
「
現
世
 
拒
 否
 な
 

通
じ
て
の
超
越
」
と
い
う
モ
チ
ー
フ
が
と
り
あ
げ
ら
れ
、
超
越
を
 
 
 

M
.
 
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
と
西
田
幾
多
郎
の
議
論
の
比
較
を
通
じ
て
、
 

現
代
に
 

お
い
て
あ
り
う
べ
き
超
越
の
可
能
性
が
模
索
さ
れ
る
。
そ
し
て
「
 
 
 

初
 」
の
観
念
を
め
ぐ
る
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
立
論
、
さ
ら
に
「
絶
対
 
無
 ご
 
め
 

観
念
を
め
ぐ
る
西
田
の
立
論
に
詳
細
な
分
析
が
加
え
ら
れ
、
超
越
 
 
 

る
 両
者
の
立
場
の
共
通
性
と
差
異
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
と
と
も
に
 そ
の
 

両
者
の
立
場
の
う
ち
に
、
現
代
を
特
徴
づ
け
る
「
超
越
の
頽
 
落
 」
 を
 克
服
 

す
る
た
め
の
手
が
か
り
が
示
さ
れ
る
。
 

第
二
部
に
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
キ
リ
ス
ト
教
思
想
に
関
す
る
論
文
 
 
 

ぅ
 
一
本
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
 

一
セ
 世
紀
の
神
秘
思
想
家
 J 
 
 

メ
を
 論
じ
た
岡
部
論
文
で
あ
る
。
岡
部
氏
は
、
未
来
に
向
け
て
 
世
 界
 を
創
 

遣
 す
る
「
神
の
意
志
」
で
は
な
く
む
し
ろ
「
神
へ
の
回
帰
」
を
 
重
 祝
 す
る
 

キ
リ
ス
ト
教
神
秘
思
想
の
潮
流
の
な
か
に
あ
っ
て
 
、
べ
｜
メ
が
 
「
 
神
の
意
 

志
 に
よ
る
創
造
」
を
重
視
し
た
と
い
う
占
に
 、
べ
｜
メ
の
 特
異
 性
 を
見
 

る
 。
そ
し
て
 
べ
｜
メ
の
 創
造
論
の
詳
細
な
分
析
を
通
し
て
、
絶
対
 的
な
 伍
 

の
な
か
か
ら
自
己
顕
現
を
求
め
る
神
の
欲
が
兆
し
、
永
遠
の
自
炊
 

 
 



書評と紹介 

の
 一
連
の
運
動
と
変
容
を
通
し
て
そ
の
神
の
欲
が
「
 

善
 と
生
命
」
 を
 担
う
 

真
の
神
を
生
み
出
す
に
至
る
ま
で
の
、
 

べ
｜
メ
の
 創
造
 ぬ
 
輔
の
内
的
 構
造
が
 

明
ら
か
に
さ
れ
る
。
そ
の
際
に
重
要
な
の
は
、
神
の
欲
か
ら
「
 善
 と
生
 

命
 」
が
生
み
出
さ
れ
る
局
面
の
な
か
に
は
同
時
に
そ
こ
か
ら
「
 
亜
 り
と
 死
 」
 

が
 生
じ
る
可
能
性
が
胚
胎
し
て
い
る
と
い
う
占
で
あ
り
、
「
 
善
と
 生
ム
 叩
 」
 

は
、
 神
の
意
志
が
そ
の
よ
う
な
悪
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
 苧 み
な
が
ら
  
 

自
己
否
定
を
通
じ
て
そ
の
悪
を
い
わ
ば
 ム
ガ
証
 
法
的
に
乗
り
越
え
る
 
と
き
に
 

は
じ
め
て
顕
現
す
る
、
と
き
れ
る
。
そ
し
て
岡
部
氏
 
は
、
べ
｜
メ
 
か
り
創
吐
廼
 

論
 の
こ
う
し
た
弁
神
論
的
含
意
の
な
か
に
、
「
意
志
の
自
由
」
の
 

思
想
を
 

読
み
と
ろ
う
と
す
る
。
 

こ
の
 べ
｜
メ
 や
前
出
の
シ
ェ
リ
ン
グ
の
思
想
の
な
か
に
も
見
出
せ
 る
よ
 

う
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
キ
リ
ス
ト
教
的
な
思
想
伝
統
の
な
か
 

、
既
存
 

の
 文
化
的
枠
組
み
が
危
機
や
破
綻
に
瀕
し
た
と
き
に
そ
れ
を
そ
の
 
枠
組
み
 

の
 限
界
と
は
捉
え
ず
に
、
む
し
ろ
そ
う
し
た
否
定
的
な
フ
ァ
ク
タ
 
｜
を
そ
 

0
 枠
組
み
の
な
か
で
内
在
的
に
消
化
し
克
服
し
な
が
ら
そ
の
枠
組
 
み
を
 拡
 

太
さ
せ
て
ゆ
く
こ
と
こ
そ
が
い
わ
ば
「
神
の
秩
序
」
の
弁
証
で
あ
 
る
と
 捉
 

え
る
 タ
イ
プ
の
弁
神
論
的
・
救
済
史
的
思
考
様
式
が
存
在
し
て
い
 
る
 。
 そ
 

う
し
た
従
来
型
の
救
済
史
的
思
考
様
式
に
対
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
 
 
 

か
ら
ラ
デ
ィ
カ
ル
 
な
 
「
否
」
を
突
き
つ
け
る
の
が
第
 
3
 部
「
宗
教
 
 
 

わ
れ
」
に
収
め
ら
れ
た
安
田
論
文
で
あ
る
。
安
田
氏
は
、
天
地
割
 
止
 
但
木
仏
 
ら
 

最
後
の
審
判
へ
と
至
る
よ
う
な
従
来
の
直
線
的
な
 
救
滞
 史
観
が
 、
 結
果
的
 

に
人
間
に
よ
る
自
然
の
支
配
を
再
生
産
す
る
思
想
を
生
み
出
し
て
 
き
た
と
 

0
 間
題
意
識
に
立
っ
て
、
そ
う
し
た
従
来
の
直
線
的
救
済
史
観
の
 
 
 

と
な
っ
て
き
た
二
つ
の
聖
書
テ
キ
ス
ト
、
即
ち
「
創
世
話
し
と
「
 
ヨ
ハ
ネ
 

黙
示
録
」
の
読
み
直
し
を
試
み
る
。
そ
し
て
近
年
の
旧
約
 
学
 の
 成
 果
な
ど
   
  
貫 こ に毛な古 自テ っあ 代収 系 をか拙論 ての 著 て は 
                        然 のた げ表録 列探 な判文 ぃ直 たお 元 

  



に
 真
宗
が
始
め
て
浸
透
し
て
い
っ
た
当
初
の
聖
 裕 
一
体
の
信
仰
 共
  
 

姿
を
色
濃
く
残
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
つ
つ
、
そ
の
日
常
的
実
 
践
 の
な
 

か
に
む
し
ろ
神
社
祭
祀
と
の
共
通
点
を
見
出
し
て
ゆ
く
。
そ
し
て
 
近
代
教
 

学
 の
な
か
で
政
治
的
・
観
念
的
に
形
作
ら
れ
て
き
た
神
祇
下
拝
 
め
 理
念
と
 

は
 全
く
無
縁
な
、
こ
う
し
た
民
間
の
生
活
空
間
で
の
宗
教
実
践
  
 

に
 、
か
つ
て
日
本
の
ど
の
村
落
で
も
自
明
の
こ
と
と
し
て
継
承
 
き
  
 

た
で
あ
ろ
う
「
聖
な
る
も
の
」
の
遇
し
方
の
名
残
を
捉
え
よ
う
と
 
す
る
。
 

第
 3
 部
の
鎌
田
論
文
で
も
、
や
は
り
日
本
の
宗
教
的
伝
統
が
 テ
｜
 で
 と
 

な
る
。
鎌
田
氏
は
、
古
事
記
の
記
述
に
お
い
て
男
神
と
女
神
が
性
 
行
為
を
 

お
こ
な
う
よ
う
に
な
っ
て
始
め
て
世
界
の
な
か
に
生
と
死
が
現
れ
 
て
く
る
 

点
 に
着
目
し
、
日
本
古
代
の
宗
教
的
心
性
の
う
ち
に
性
・
 

生
 ・
 死
 を
 
一
体
 

の
 有
機
的
運
動
と
捉
え
る
宇
宙
観
が
根
づ
い
て
い
た
こ
と
を
示
唆
 する
。
 

そ
し
て
「
い
の
ち
」
と
い
う
語
の
語
源
分
析
と
日
本
の
祭
礼
に
関
 
す
る
 象
 

微
分
析
を
通
じ
て
、
 

個
 的
な
生
命
を
越
え
た
生
命
の
「
大
い
な
 る
 全
体
 

性
 ・
連
続
性
」
こ
そ
が
日
本
人
の
生
命
 

観
 の
中
核
を
な
し
て
い
た
 
こ
と
が
 

示
さ
れ
、
そ
の
大
い
な
る
全
体
性
が
分
断
さ
れ
希
薄
に
な
る
こ
と
 
で
 
「
 
酒
 

鬼
 薔
薇
重
井
」
の
如
き
存
在
が
生
み
出
さ
れ
て
く
る
、
と
の
 
瞥
星
 ロ
ハ
か
な
ふ
 

ど
 

れ
る
。
 

こ
の
よ
う
に
お
よ
そ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
思
惟
と
は
無
縁
な
地
平
に
立
 
っ
諸
 

論
考
を
見
て
く
る
と
、
そ
う
し
た
地
平
か
ら
逆
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
 
的
 思
惟
を
 

捉
え
返
し
相
対
化
す
る
視
点
も
欲
し
く
な
っ
て
く
る
。
そ
し
て
ま
 さ
に
そ
 

の
よ
う
な
 視
 占
か
ら
出
発
す
る
の
が
嶋
田
論
文
で
あ
る
。
嶋
田
氏
 
 
 

フ
リ
カ
の
イ
ス
ラ
ム
国
家
レ
イ
・
ブ
ー
バ
王
国
で
の
実
体
験
か
ら
 
、
人
間
 

の
 経
済
活
動
の
な
か
で
の
「
贈
与
」
と
い
う
行
為
の
重
要
性
に
着
 
目
し
、
 

M
.
 
モ
ー
ス
の
「
贈
与
論
」
の
読
み
直
し
を
通
し
て
、
西
洋
近
代
 
の
 経
済
 

思
想
を
批
判
的
に
再
検
討
し
て
ゆ
く
。
そ
し
て
「
私
的
利
害
」
の
 
 
 

 
 

間
の
経
済
活
動
の
中
心
動
機
と
捉
え
る
西
洋
近
代
の
経
済
思
想
が
 、
結
果
㏄
 

的
に
「
人
間
の
自
然
的
欲
望
の
追
求
 
-
 
イ
ギ
リ
ス
経
験
仏
 巴
 」
 か
 、
そ
れ
 

と
も
「
自
然
的
欲
望
を
排
し
て
の
道
徳
・
理
想
の
追
求
（
 ド
イ
 ツ
 観
念
 

ョ
巴
 」
 か
 、
と
い
う
不
毛
な
二
元
的
対
立
を
作
り
上
げ
て
し
ま
っ
 た
、
と
 

指
摘
す
る
。
し
か
し
人
間
の
実
際
の
経
済
活
動
の
な
か
で
は
名
誉
 
@
 
や
ノ
 ン
 

ツ
 な
ど
の
動
機
に
基
づ
く
「
贈
与
の
喜
び
・
興
奮
」
が
大
き
な
 
役
 割
 を
果
 

た
し
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
「
 自
殊
的
 欲
望
に
基
づ
く
利
他
的
行
為
 」
が
 可
 

能
 と
な
る
。
そ
し
て
モ
ー
ス
が
「
贈
与
 ぬ
 哩
で
お
こ
な
お
う
と
 
 
 

は
 、
そ
う
し
た
可
能
性
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
西
洋
の
近
代
経
済
 
思
想
を
 

批
判
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
う
し
た
モ
ー
ス
の
意
図
は
 C.
 
レ
 

ヴ
ィ
 "
 ス
ト
ロ
ー
ス
ら
そ
の
後
の
人
類
学
者
た
ち
に
理
解
さ
れ
る
 こ
と
な
 

く
 歪
曲
さ
れ
封
じ
ら
れ
て
き
た
、
と
い
う
嶋
田
氏
の
指
摘
は
興
味
 
 
 

従
来
の
枠
を
越
え
た
よ
り
普
遍
的
な
宗
教
理
解
を
目
指
す
た
め
に
 
 
 

何
よ
り
も
ま
ず
、
従
来
の
枠
を
越
え
た
よ
り
包
括
的
な
宗
教
研
究
 の方
法
 

が
 模
索
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
し
た
要
請
に
応
え
る
の
 が幸
 
全
室
 日
 

最
後
の
小
田
論
文
で
あ
る
。
小
田
氏
は
、
従
来
の
宗
教
学
研
究
が
 
、
宗
教
 

を
 社
会
現
象
の
中
に
還
元
し
て
し
ま
う
記
述
的
・
実
証
的
研
究
 -
 
宗
教
 社
 

全
学
一
と
宗
教
を
専
ら
個
人
の
信
仰
の
次
元
あ
る
い
は
超
越
的
 
次
 一
万
に
の
 

み
 限
定
す
る
規
範
的
・
哲
学
的
研
究
（
宗
教
哲
学
 - と
に
分
極
化
 
 
 

ま
っ
た
点
を
批
判
し
っ
 
つ
 、
宗
教
の
全
体
像
を
捉
え
る
た
め
に
は
 ゐ
 
不
敬
 の
 

超
越
的
次
元
と
歴
史
的
社
会
的
次
元
と
の
間
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
 
関
係
を
 

明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
主
張
す
る
。
そ
し
て
そ
の
 ため
に
 

研
究
者
が
当
面
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
要
な
課
題
と
し
 て、
ま
 

す
 
。
 宗
教
と
世
俗
社
会
と
の
関
係
を
「
宗
教
的
人
間
の
社
会
性
」
と
 い
う
 観
 



書評 

占
か
ら
考
察
す
る
こ
と
、
そ
し
て
宗
教
と
そ
れ
を
支
え
る
共
同
体
 
的
 ・
 組
 

織
的
 基
盤
と
の
間
の
関
係
性
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
挙
げ
る
。
 

そ
の
う
 

え
で
、
こ
れ
ら
の
課
題
設
定
に
基
づ
く
具
体
的
考
察
と
し
て
、
 

ま
 ず
 
。
 宗
教
 

と
 社
会
の
関
係
づ
け
方
を
め
ぐ
る
古
代
原
始
宗
教
と
世
界
宗
教
と
 
 
 

違
い
が
論
じ
ら
れ
、
次
い
で
イ
ス
ラ
ム
に
お
け
る
宗
教
と
社
会
と
 の 関
係
 

の
 独
自
性
が
考
察
さ
れ
る
。
さ
ら
に
宗
教
の
存
続
基
盤
と
し
て
の
 
宗
教
的
 

真
理
の
制
度
化
の
問
題
が
論
じ
ら
れ
、
最
後
に
教
義
レ
ベ
ル
で
の
 
宗
教
的
 

真
理
と
共
同
体
レ
ベ
ル
で
の
宗
教
的
集
合
表
象
の
関
係
が
考
察
さ
 
れ
る
。
 

以
上
、
各
論
文
の
内
容
を
駆
け
足
で
紹
介
し
て
き
た
が
、
極
め
て
 
多
岐
 

に
わ
た
る
内
容
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
多
く
が
評
者
の
専
門
外
の
 
テ
 １
 7
 こ
 
4
 

関
 わ
る
も
の
で
あ
る
た
め
に
、
正
確
な
紹
介
が
で
き
た
か
ど
う
か
 
世
 一
 
か
、
心
 

許
 な
い
。
た
だ
一
点
だ
け
、
専
門
家
の
立
場
か
ら
と
い
う
よ
り
も
 一
読
者
 

の
 立
場
か
ら
気
に
な
っ
た
占
を
付
言
さ
せ
て
も
ら
え
ば
、
こ
れ
だ
 
け
 多
様
 

な
 テ
ー
マ
・
領
域
に
ま
た
が
る
論
文
を
集
め
た
書
物
で
あ
れ
ば
こ
 

そ
、
序
 

文
 ・
あ
と
が
き
・
解
説
な
ど
ど
の
よ
う
な
形
で
も
構
わ
な
 

本
書
を
 -
 

手
に
し
た
読
者
が
そ
の
全
体
像
と
コ
ン
セ
プ
ト
を
と
り
あ
え
ず
 
簡
 単
に
 把
 

損
 す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
一
文
を
何
ら
か
の
形
で
本
書
に
付
 
 
 

た
だ
き
た
か
っ
た
。
幅
広
い
読
者
層
に
向
け
て
編
ま
れ
た
書
物
で
 
あ
る
と
 

推
測
さ
れ
る
だ
け
に
、
こ
の
点
だ
け
は
惜
し
ま
れ
て
な
ら
な
い
。
 

 
 

個
々
の
論
文
の
内
容
は
濃
く
、
論
者
の
問
題
意
識
も
深
い
。
本
垂
 

目
 で
論
じ
 

ら
れ
て
い
る
テ
ー
マ
に
少
し
で
も
関
心
を
お
持
ち
の
方
に
は
、
 

本
 書
 を
手
 

に
 取
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
本
書
評
が
そ
の
た
め
の
架
け
橋
と
な
 
れ
ば
 幸
 

い
 で
あ
る
。
 

    



大
利
裕
子
 

本
書
は
副
題
も
示
す
よ
う
に
、
特
に
キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
と
浄
土
教
 
思
想
 

ほ
 つ
い
て
考
究
を
重
ね
て
き
た
著
者
が
京
都
大
学
に
提
出
し
た
 

学
 位
論
文
 

を
 基
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
書
の
タ
イ
ト
ル
に
つ
い
て
「
あ
と
 
が
き
」
 

で
 著
者
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
「
宗
教
的
実
存
の
展
開
 

」
と
 題
 

す
る
本
書
が
、
そ
こ
に
「
展
開
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
い
る
 
理
 由
は
、
 

お
よ
そ
次
の
二
つ
の
理
由
か
ら
で
あ
る
。
一
つ
ぼ
は
、
本
書
が
 
、
 い
か
に
 

し
て
日
常
的
な
在
り
方
を
し
て
い
る
人
間
が
宗
教
的
実
存
へ
と
 
展
 聞
 す
る
 

か
と
い
う
問
題
を
扱
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
二
つ
に
は
、
宗
教
 
的
 実
存
 

が
 現
成
し
た
後
に
、
信
仰
や
信
心
に
本
質
的
に
属
す
る
性
格
を
明
 
 
 

し
た
い
と
思
 
う
 か
ら
で
あ
る
。
す
な
 
む
 ち
、
信
仰
や
信
心
は
質
的
 飛
躍
的
 

に
 現
成
す
る
が
、
一
回
切
り
で
安
定
し
た
状
態
に
留
ま
る
訳
で
  
 

信
仰
や
信
心
の
現
実
性
を
「
既
に
」
（
 s
c
h
o
 

コ
一
と
 、
 門
末
 だ
 …
 な
 

い
 」
 ぎ
 。
 宰
巨
ヰ
 巳
の
相
即
と
し
て
本
書
は
捉
え
よ
う
と
し
て
 
 
 

そ
こ
に
「
展
開
口
の
意
義
を
見
出
だ
し
て
い
る
の
で
あ
る
」
 
-
 二
八
 0
 

貞
一
。
少
々
長
く
引
 m
 し
た
が
、
こ
こ
に
明
確
に
本
書
の
主
題
が
 述
べ
 ろ
 

れ
て
い
る
。
こ
こ
で
述
べ
ら
れ
た
二
つ
の
「
展
開
」
は
そ
れ
ぞ
れ
 
丁
令
重
日
 

の
 

  

山
下
寿
 智
著
 

「
宗
教
的
実
存
の
展
開
 

キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
と
親
鸞
 

創
 官
社
 
二
 0
0
0
 王
一
 

A
5
 判
 
三
 0
 六
頁
 

一
月
二
五
日
刊
 

三
 0
0
0
 
円
 



前
半
部
分
一
特
に
第
二
、
三
上
呈
 

と
 後
半
部
分
で
あ
る
第
四
章
 か
 ら
 第
七
 

章
 ま
で
の
テ
ー
マ
と
な
っ
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
ま
ず
序
章
か
ら
 第
七
章
 

ま
で
叙
述
に
従
っ
て
内
容
紹
介
を
行
い
た
い
。
 

序
章
「
宗
教
の
成
立
根
拠
」
で
は
、
「
宗
教
が
根
本
的
に
問
題
と
 なる
 

の
は
、
そ
れ
が
人
間
存
在
の
根
本
構
造
に
そ
の
成
立
根
拠
を
も
っ
 

て
い
る
 

か
ら
に
他
な
ら
な
い
」
 

-
 
五
頁
 -
 と
 著
者
は
述
べ
、
そ
の
成
立
板
 拠
 を
明
 

ら
か
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
際
本
書
で
一
貫
し
て
保
持
さ
 
 
 

間
 観
が
提
示
さ
れ
る
。
人
間
存
在
の
根
本
構
造
の
モ
デ
ル
と
な
る
 の
は
キ
 

エ
ル
 ケ
 ゴ
ー
ル
の
「
死
に
至
る
病
し
冒
頭
の
自
己
の
定
義
、
 す
 な
 む
 ち
 

一
 そ
れ
自
ら
に
関
係
し
つ
つ
他
者
（
 
神
 -
 に
 関
係
す
る
関
係
」
で
あ
 る
 。
 自
 

己
は
 
「
そ
れ
自
ら
に
関
係
す
る
関
係
」
で
あ
る
と
と
も
に
 

神
 関
係
 を
 欠
い
 

て
は
均
衡
を
得
ら
れ
な
い
二
重
存
在
で
あ
る
。
こ
の
二
重
性
は
仏
 
 
 

間
 観
に
お
い
て
も
存
在
す
る
。
キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
の
自
己
関
係
、
 

他
者
 関
 

係
を
著
者
は
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
「
思
惑
一
恵
 枠 一
存
在
」
、
「
 如
と
繋
 が
っ
て
 

い
る
存
在
」
と
呼
ぶ
。
前
者
は
頻
出
す
る
重
要
な
タ
ー
ム
と
な
る
 
の
で
、
 

説
明
を
加
え
て
お
く
と
思
惑
 
宙
心
枠
 -
 と
は
、
「
思
考
す
る
人
間
 
が
、
あ
 

ら
ゆ
る
物
事
を
自
ら
の
思
惑
 -
 
息
 枠
 -
 に
 取
り
込
ん
で
、
自
ら
に
 

思
わ
れ
 

た
も
の
に
変
え
て
、
そ
れ
に
執
着
し
、
 

い
 わ
ゆ
る
実
相
か
ら
遮
断
 
さ
れ
る
 

事
態
」
 -
 
六
頁
 一
 を
表
し
、
「
起
債
 ぬ
 型
に
お
け
る
、
特
に
「
 計
名
 宰
相
 ピ
 

以
後
の
人
間
の
在
り
方
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
宗
教
は
こ
の
二
重
 
存
 在
 に
根
 

拠
 を
も
つ
と
さ
れ
る
が
、
こ
の
二
重
性
は
後
の
自
覚
の
区
別
で
重
 
要
 と
な
 

る
 。
 

第
一
章
「
真
理
の
伝
達
に
お
け
る
二
重
性
の
意
義
」
で
は
宗
教
的
 
実
存
 

へ
の
展
開
を
論
じ
る
に
先
立
ち
、
真
理
の
伝
達
方
法
に
つ
い
て
 

考
 察
さ
れ
 

る
 。
主
体
の
自
己
化
を
要
求
す
る
真
理
の
伝
達
は
、
間
接
性
、
二
 
義
 %
 を
 

も
つ
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
こ
こ
で
は
キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
の
伝
達
 
論
 が
ま
 

ず
 触
れ
ら
れ
、
そ
れ
に
深
い
影
響
を
及
ぼ
し
た
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
 間
接
 伝
 

 
 

達
 、
さ
ら
に
キ
リ
ス
ト
の
受
肉
と
「
 蹟
き
 」
に
つ
い
て
そ
の
意
義
 が
 論
じ
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

続
け
て
第
二
章
一
キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
に
お
け
る
宗
教
的
実
存
へ
  
 

梯
 」
で
は
キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
が
い
か
に
宗
教
的
実
存
へ
と
歩
み
を
 
進
め
た
 

か
 、
個
人
史
な
ら
び
に
主
要
著
作
を
た
ど
り
な
が
ら
検
討
さ
れ
る
 
。
著
作
 

ほ
 つ
い
て
の
解
説
は
こ
こ
で
は
一
つ
一
つ
取
り
上
げ
る
こ
と
は
で
 

き
な
い
 

が
、
 
単
な
る
内
容
紹
介
に
留
ま
ら
ず
、
人
間
存
在
の
二
重
性
の
自
 
覚
 と
い
 

う
 本
書
の
観
点
か
ら
論
述
が
な
さ
れ
て
お
り
興
味
深
か
っ
た
。
 

個
 々

の
 著
 

作
 に
即
し
て
論
じ
る
方
法
も
 、
 
キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
の
仮
名
著
作
 は
そ
の
 

個
々
の
仮
名
に
応
じ
て
異
な
っ
た
視
点
が
取
ら
れ
て
い
る
た
め
 
適
 切
 で
あ
 

る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
第
一
章
、
第
三
章
と
の
関
連
の
た
め
 
 
 

仮
名
著
作
に
重
目
が
お
か
れ
、
実
名
著
作
の
扱
 い
は
 
「
愛
の
業
」
 
 
 

あ
っ
た
。
著
者
も
認
め
て
い
る
よ
う
に
 -
 八
九
頁
 -
 キ
 
ェ
ル
 ケ
ゴ
 
 
 

著
作
活
動
が
最
初
か
ら
審
美
的
・
宗
教
的
と
い
う
二
重
性
を
保
つ
 て
い
た
 

と
す
る
な
ら
ば
、
実
名
著
作
に
対
す
る
舌
口
 
及
 が
や
や
少
な
い
印
象
 を
 受
け
 

@
@
 

ヰ
 
・
 
ハ
 。
 

第
三
章
「
親
鸞
に
お
け
る
宗
教
的
実
存
へ
の
階
梯
」
で
は
ま
ず
、
 

第
一
 

章
 で
論
じ
ら
れ
た
真
理
伝
達
に
お
け
る
二
義
 
性
が
 仏
教
に
お
い
て
 
も
 存
在
 

す
る
こ
と
が
「
教
行
信
証
」
の
「
化
身
 上巻
 」
に
基
づ
き
「
顕
彰
 ほ
 ℡
 
密
一
 
」
 

の
 概
念
を
通
し
て
示
さ
れ
る
。
次
に
親
鸞
の
生
涯
を
通
し
て
宗
教
 
的
 実
存
 

の
 現
成
が
た
ど
ら
れ
た
後
、
宗
教
的
実
存
へ
の
階
梯
が
「
三
 
顧
転
 入
 」
に
 

よ
っ
て
考
察
さ
れ
る
。
第
十
九
 

願
 、
第
二
十
 願
 も
と
も
に
倫
理
的
 努
力
を
 

強
調
す
る
が
、
実
は
絶
対
他
力
の
道
へ
と
導
こ
う
と
す
る
如
来
の
 
配
慮
が
 



書評と   

働
い
て
お
り
、
先
に
述
べ
ら
れ
た
「
顕
彰
隠
密
」
典
義
が
あ
る
。
 

第
十
九
 

願
か
ら
「
定
散
の
二
 
善
 」
に
絶
望
し
て
第
二
十
 願
に
 至
り
、
さ
ら
 
に
 自
力
 

の
 念
仏
を
唱
え
る
第
二
十
願
か
ら
他
力
念
仏
の
第
十
八
願
へ
の
 
転
 入
 に
至
 

る
 プ
ロ
セ
ス
が
詳
し
く
検
討
さ
れ
る
。
第
二
十
 願が
 展
開
し
て
 第
 十
八
願
 

へ
 転
入
す
る
た
め
に
は
、
そ
れ
に
先
立
つ
第
十
八
願
と
の
 
遊
遁
が
 不
可
欠
 

で
あ
る
。
こ
れ
と
出
会
う
こ
と
に
よ
っ
て
自
己
の
慢
心
が
自
覚
 
さ
 ね
 、
 思
 

惑
 が
破
ら
れ
て
宗
教
的
実
存
の
到
達
 占
に
 至
る
。
 

第
四
章
「
自
覚
と
し
て
の
山
下
散
的
実
存
」
で
は
回
心
の
後
の
山
下
 
教
  
 

在
り
方
が
「
自
覚
 B
 」
と
い
う
概
念
を
用
い
て
考
察
さ
れ
る
。
 

本
 室
井
の
 
吐
宕
リ
 

質
 の
一
つ
は
「
あ
と
が
き
」
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
通
り
、
自
覚
 
A
 、
 B
 の
 

概
念
の
導
入
で
あ
る
。
自
覚
 A
 は
思
惑
の
中
を
転
々
と
す
る
、
 

自
 己
 関
係
 

と
し
て
の
在
り
方
、
自
己
意
識
的
自
覚
で
あ
り
、
そ
れ
に
対
し
て
 
人
間
が
 

み
ず
か
ら
の
存
在
の
根
底
で
あ
る
神
や
如
を
自
覚
す
る
こ
と
は
 
自
 覚
 B
 と
 

さ
れ
る
。
人
間
が
根
底
を
自
覚
す
る
こ
と
は
根
底
自
身
が
現
実
化
 
す
る
こ
 

と
で
も
あ
る
。
こ
の
二
種
の
自
覚
が
序
章
の
人
間
存
在
の
二
重
性
 
と
 対
応
 

し
て
い
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
著
者
は
ま
ず
西
田
哲
学
に
お
け
 
る
 
「
 
自
 

覚
 」
を
検
討
し
、
そ
こ
に
は
「
自
己
意
識
の
無
限
の
展
開
と
し
 て
の
 自
 

覚
 」
の
み
な
ら
ず
「
真
如
の
覚
と
し
て
の
自
覚
」
が
含
ま
れ
る
は
 
ず
で
あ
 

る
が
西
田
に
お
い
て
は
そ
の
占
が
明
確
で
は
な
い
と
指
摘
す
る
。
 

著
者
 自
 

身
は
両
者
の
関
係
を
、
非
連
続
の
連
続
、
矛
盾
的
同
一
と
し
て
 
捉
 え
て
い
 

る
 。
著
者
は
こ
こ
で
唯
識
思
想
の
四
分
説
を
引
き
つ
つ
自
覚
の
蛆
 

眠
性
 を
 

考
察
す
る
が
、
そ
も
そ
も
無
限
な
自
覚
の
展
開
が
可
能
に
な
る
の
 
は
、
自
 

己
 意
識
的
自
覚
が
破
ら
れ
、
如
が
自
覚
さ
れ
る
こ
と
 -
 
唯
識
で
 
ぃ
 ぇ
ば
阿
 

頼
耶
 識
か
ら
の
招
喚
の
士
 こ
 
に
よ
る
か
ら
で
あ
る
と
述
べ
る
。
 

次
 に
一
一
つ
 

の
 自
覚
は
い
か
に
関
連
す
る
の
か
が
問
題
と
な
り
、
両
者
の
弁
証
 
法
的
関
 

係
 が
示
さ
れ
る
。
自
己
意
識
的
自
覚
は
自
己
意
識
の
多
様
性
に
  
 

様
々
な
形
態
を
取
る
が
、
真
如
と
呼
応
し
て
で
き
る
自
覚
は
具
体
 
的
に
は
 

「
二
種
深
信
」
 -
 換
言
す
れ
ば
真
の
根
底
の
自
覚
と
そ
の
自
覚
に
 よ
っ
て
 

明
ら
か
に
な
る
自
我
の
思
惑
の
自
覚
）
で
あ
る
。
自
己
意
識
的
自
 
覚
 の
 窓
 

意
 的
な
運
動
に
対
し
て
、
真
如
を
根
底
と
し
た
自
覚
は
そ
の
根
底
 
 
 

性
 ゆ
え
に
停
滞
す
る
こ
と
な
く
 
血
 限
の
運
動
を
行
う
。
人
間
の
思
 惑
は
生
 

き
る
限
り
続
く
た
め
思
惑
の
自
覚
は
絶
え
ず
受
け
取
り
直
さ
れ
る
 
o
 こ
 

点
 に
著
者
は
「
既
に
」
と
「
 
未
 だ
…
な
い
」
の
統
一
を
見
て
い
る
 
 
 

で
こ
の
受
け
取
り
直
し
に
お
け
る
有
一
念
仏
 
-
 の
重
要
性
が
説
か
 
 
 

肩
 が
あ
っ
て
行
が
あ
る
の
で
は
な
く
 行
 自
体
が
思
惑
を
打
ち
破
る
 働
き
を
 

な
す
も
の
で
あ
り
、
名
号
は
自
覚
へ
と
促
す
如
来
の
呼
び
声
で
あ
 るこ
と
 

が
 確
認
さ
れ
る
。
さ
ら
に
後
期
の
ハ
イ
デ
 ガ
｜
 哲
学
に
お
い
て
も
 、
人
間
 

は
 存
在
者
の
存
在
に
対
し
て
応
答
を
怠
り
つ
つ
な
お
も
そ
の
呼
応
 の
う
ち
 

に
 滞
在
し
て
い
る
と
い
う
占
で
、
序
章
で
述
べ
た
人
間
存
在
の
二
 
重
性
が
 

見
ら
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
ハ
 イ
デ
ガ
 
ー
の
 存
 在
 を
真
 

如
 、
存
在
の
呼
び
声
を
如
来
の
招
喚
の
呼
び
声
と
パ
ラ
レ
ル
に
 
捉
 え
る
 興
 

味
 深
い
試
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。
 

次
の
第
五
章
か
ら
第
七
章
は
、
第
四
章
の
問
題
が
個
別
の
問
題
と
 
し
て
 

さ
ら
に
深
め
ら
れ
論
じ
ら
れ
る
。
第
五
章
「
根
底
の
自
覚
 

キ
 エ
 ル
 ケ
 

コ
ー
ル
と
唯
識
思
想
」
は
キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
と
唯
識
思
想
の
立
場
 
を
 比
較
 

検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
覚
 A
 と
 B
 の
関
係
を
浮
き
 
朋
 り
に
 し
よ
う
 

と
す
る
。
ま
ず
 
へ
｜
 ゲ
ル
の
「
大
論
理
学
」
に
拠
り
つ
つ
「
矛
盾
 」け
に
つ
 

 
 

い
て
考
察
さ
れ
る
。
矛
盾
は
単
純
な
否
定
関
係
で
は
な
く
、
一
方
 
が
 他
方
 

を
 否
定
し
つ
つ
そ
れ
に
よ
っ
て
他
方
が
よ
り
明
確
に
現
れ
る
相
即
 

 
 

し
て
捉
え
ら
れ
る
。
次
に
唯
識
に
お
け
る
末
那
識
、
 

キ
エ
 ル
 ケ
ゴ
  
 



絶
望
が
そ
れ
ぞ
れ
論
じ
ら
れ
る
。
末
那
識
の
発
見
、
絶
望
の
自
覚
 は 自
覚
 

A
 に
相
当
す
る
が
、
こ
れ
ら
が
い
ず
れ
も
徹
底
し
て
遂
行
さ
れ
て
 
 
 

自
覚
 B
 が
現
れ
る
。
し
か
し
こ
の
自
覚
 A
 の
遂
行
も
実
は
根
底
か
 
ら
の
 働
 

き
か
け
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
他
方
、
自
覚
 B も
自
覚
 A
 な
  
 

は
 成
立
し
得
な
い
。
こ
の
点
に
お
い
て
自
覚
 A
 、
 B
 は
先
に
述
べ
 
た
 矛
盾
 

関
係
に
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
「
煩
悩
即
菩
提
」
や
悪
人
 
五
機
 の
 

思
想
も
こ
こ
か
ら
理
解
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
 

第
六
章
「
根
底
の
自
覚
「
教
行
信
証
」
を
め
ぐ
っ
て
」
で
は
 

先
の
 

第
五
章
の
矛
盾
の
問
題
が
あ
る
意
味
で
引
き
継
が
れ
、
第
三
章
で
 
論
じ
る
 

れ
た
三
顧
転
入
と
「
 信
巻
 」
「
三
一
問
答
」
の
「
仏
意
 
釈
 」
が
 取
  
 

ら
れ
る
。
前
者
は
自
覚
の
根
底
へ
至
る
プ
ロ
セ
ス
（
自
覚
 A
-
 、
 後
者
で
 

述
べ
ら
れ
る
衆
生
を
救
済
す
る
如
来
の
自
己
実
現
が
根
底
の
自
覚
 -
 
自
覚
 

B
 一
 と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。
両
者
は
前
章
で
「
矛
盾
」
と
し
て
 
述
 べ
ら
れ
 

た
よ
う
な
不
即
不
離
の
関
係
に
あ
る
。
ま
ず
三
顧
転
入
に
お
け
る
 
 
 

至
る
プ
ロ
セ
ス
が
た
ど
ら
れ
、
こ
れ
が
既
に
如
来
の
本
願
の
働
き
 の中
で
 

起
こ
っ
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
次
に
「
仏
意
訳
」
の
解
釈
 を
 通
じ
 

て
、
 至
り
、
信
楽
、
欲
 生
 が
如
来
の
計
ら
い
に
よ
っ
て
惹
起
し
て
 い
る
こ
 

と
が
示
さ
れ
る
。
 

最
終
章
「
自
覚
と
舌
口
業
 

1
 

｜
 ハ
イ
デ
 ガ
 ー
の
言
語
論
を
め
ぐ
っ
て
 
」
で
 

は
 、
思
惑
が
言
葉
な
し
に
存
在
し
な
い
こ
と
か
ら
自
覚
 A と
 B
 の
  
 

舌
口
業
の
問
題
と
し
て
捉
え
直
さ
れ
、
ハ
イ
デ
 
ガ
 ー
の
言
語
 観
 が
考
 究
 さ
れ
 

て
い
る
。
前
期
の
「
存
在
と
時
間
」
に
即
し
、
現
存
在
の
「
 
現
 」
 の
 解
明
 

を
丹
念
に
た
ど
り
検
討
し
な
が
ら
、
著
者
は
言
葉
の
基
礎
が
「
 
話
 
-
 」
に
あ
 

り
、
 話
は
他
者
と
と
も
に
あ
る
存
在
と
不
可
分
で
、
最
終
的
に
吾
一
 

ロ
 
葉
の
根
 

拠
 が
民
族
の
経
歴
で
あ
る
命
運
の
自
覚
に
お
か
れ
て
い
る
こ
と
を
 
示
す
。
 

こ
の
立
場
は
な
お
宇
宙
へ
と
開
か
れ
ず
民
族
の
地
平
に
閉
じ
て
い
 
る
 占
で
 

 
 

自
覚
 A
 の
立
場
に
留
ま
る
と
指
摘
さ
れ
る
。
次
に
後
期
の
舌
口
語
 

観
   

て
 論
じ
ら
れ
、
後
期
で
は
舌
口
 葉
 を
そ
の
根
底
へ
と
探
求
し
て
い
っ
 

た
 前
期
 

と
は
逆
に
、
舌
口
業
が
存
在
の
根
底
か
ら
捉
え
直
さ
れ
て
い
る
こ
と
 

が
 示
さ
 

れ
る
。
著
者
が
注
目
す
る
の
は
「
一
体
二
重
性
」
、
「
図
１
 

別
 」
と
 
Ⅱ
 
い
，
つ
 
@
-
 

口
 

葉
 で
あ
り
、
こ
れ
が
空
観
の
「
色
即
是
空
」
「
空
即
是
色
」
と
 

表
 現
さ
れ
 

る
 事
態
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
こ
と
、
こ
の
事
態
は
根
底
の
自
覚
 
-
 
自
覚
 

B
 一
に
お
い
て
成
立
す
る
こ
と
が
論
じ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
自
覚
 
A
 と
 B
 

と
の
間
に
あ
る
質
的
断
絶
を
果
た
し
て
ハ
イ
デ
 
ガ
 ー
が
意
識
し
 、
 舌
口
業
 と
 

存
在
の
深
淵
を
経
験
し
て
い
た
か
ど
う
か
と
い
う
点
に
関
し
て
は
 
著
者
は
 

疑
問
 規
 し
て
い
る
。
 

以
上
叙
述
に
沿
っ
た
紹
介
を
行
っ
た
が
、
本
書
で
は
 
キ
 ェ
ル
 ケ
ゴ
  
 

と
 親
鸞
だ
け
で
な
く
広
範
な
思
想
に
触
れ
っ
 っ
 密
度
の
濃
い
議
論
   

れ
て
い
る
。
総
じ
て
論
旨
は
非
常
に
明
快
で
あ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
 
角
度
か
 

ら
 論
じ
ら
れ
る
広
が
り
を
持
っ
た
論
考
で
あ
る
が
、
本
書
の
基
本
 
的
 主
張
 

は
 自
覚
 A
 、
 B
 を
通
し
て
展
開
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
二
つ
の
 
自
覚
に
 

関
 わ
る
限
り
で
若
干
論
評
を
試
み
た
い
。
 

自
覚
 A
 、
 B
 と
い
う
区
分
は
「
自
覚
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
つ
つ
 明ら
 

か
に
 キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
の
「
宗
教
性
 A
 」
「
 B
 」
に
多
く
を
負
う
   

あ
ろ
う
。
そ
れ
は
既
に
見
た
よ
 う
 に
自
覚
 A
 、
 B
 が
そ
れ
ぞ
れ
 自
己
 関
 

係
 、
他
者
に
関
係
す
る
関
係
と
言
わ
れ
、
ま
た
自
覚
 
A
 が
「
主
体
 性
は
真
 

理
 で
あ
る
」
と
い
う
立
場
と
呼
ば
れ
る
二
九
九
頁
 -
 こ
と
に
 示
 さ
れ
て
 

い
る
。
こ
の
自
覚
 
A
 、
 B
 と
い
う
モ
デ
ル
を
用
い
、
副
題
に
示
さ
 れ
る
 ょ
 

う
に
浄
土
教
思
想
に
即
し
な
が
ら
宗
教
的
実
存
の
在
り
方
を
解
明
 する
こ
 

と
が
著
者
の
意
図
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
。
し
か
し
こ
こ
で
一
つ
 
疑
 両
点
を
 



書評と紹介 

挙
げ
る
と
、
本
書
で
は
自
覚
 A が
徹
底
し
て
遂
行
さ
れ
る
こ
と
に
 

よ
っ
て
 

自
覚
 B
 が
現
れ
る
占
に
お
い
て
は
自
覚
 A の
意
義
が
認
め
ら
れ
て
 
 
 

の
の
、
自
覚
 A
 は
自
覚
 B
 
へ
 至
る
た
め
の
突
破
さ
れ
る
べ
き
過
程
 と
 見
ら
 

れ
て
は
い
な
い
だ
 
る
 向
か
。
も
し
そ
う
見
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
れ
 
ぼ
、
キ
 

エ
 ル
 ケ
 ゴ
ー
ル
の
自
己
関
係
あ
る
い
は
「
主
体
性
は
真
理
で
あ
る
 
」
の
 立
 

場
 が
自
覚
 A
 と
さ
れ
た
占
に
は
疑
問
が
残
る
。
評
者
は
、
 

キ
エ
 ル
 ケ
ゴ
｜
 

ル
 に
お
い
て
は
宗
教
的
実
存
に
到
達
し
た
後
に
自
己
関
係
、
主
体
 
 
 

復
さ
れ
る
占
が
重
要
で
あ
り
、
ま
た
彼
自
身
も
あ
る
面
で
は
自
己
 
関
係
や
 

五
体
性
を
そ
れ
自
体
と
し
て
積
極
的
に
認
め
て
い
た
と
考
え
て
い
 

る
 。
 そ
 

の
 占
が
神
学
的
で
あ
る
と
同
時
に
実
存
的
で
も
あ
っ
た
 キエ
 ル
 ケ
  
 

の
 思
想
の
特
質
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
 

第
二
の
占
で
あ
る
が
、
本
書
で
は
思
考
が
思
惑
の
原
因
と
さ
れ
、
 

一
般
 

的
な
哲
学
的
思
惟
も
し
ば
し
ば
思
惑
と
し
て
退
け
ら
れ
て
い
た
 
ょ
 う
 Ⅰ
に
回
心
 

う
 。
本
書
の
論
究
は
宗
教
哲
学
の
立
場
に
立
つ
も
の
と
思
わ
れ
る
 
。
そ
の
 

場
合
、
宗
教
哲
学
と
は
自
覚
 B に
至
り
、
そ
れ
自
身
を
反
省
し
て
 

説
明
す
 

る
も
の
と
し
て
一
応
考
え
ら
れ
よ
う
。
で
は
自
覚
 
B
 に
至
っ
て
な
 ぜ
そ
れ
 

を
 反
省
し
、
説
明
す
る
と
い
う
こ
と
が
生
じ
て
く
る
の
だ
ろ
う
か
 
。
自
覚
 

B
 と
そ
れ
を
反
省
し
説
明
す
る
立
場
と
の
連
関
（
換
言
す
れ
ば
 
宗
 教
 的
実
 

存
と
 宗
教
哲
学
と
の
関
係
 一
 ほ
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
の
 

た
 ろ
 フ
か
 

第
三
に
、
自
覚
 A
 、
 B
 の
区
別
を
設
け
た
理
由
と
し
て
、
著
者
は
 

の
 

区
別
な
く
し
て
ほ
社
会
的
実
践
の
問
題
が
出
て
こ
な
い
こ
と
を
 
挙
  
 

る
 
二
一
頁
、
一
五
六
頁
）
。
著
者
の
社
会
的
実
践
へ
の
関
心
は
 本
書
の
 

随
所
か
ら
窺
 
う
 こ
と
が
で
き
、
評
者
も
共
感
を
覚
え
た
。
し
か
し
 
自
覚
 B
 

か
ら
翻
っ
て
ど
の
よ
う
に
し
て
実
践
の
問
題
が
出
て
く
る
の
 
た
 ろ
  
 

自
覚
 B
 
に
お
い
て
閉
塞
し
た
自
己
か
ら
現
実
へ
と
開
か
れ
る
経
験
 
 
 

て
 可
能
に
な
る
こ
と
は
推
測
さ
れ
る
が
、
モ
の
理
由
 は
 残
亡
な
が
 
ら
 明
確
 

に
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。
本
書
で
は
実
践
の
 
問
題
に
 

触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
「
あ
と
が
き
」
で
も
述
べ
ら
れ
て
い
 
 
 

今
後
そ
の
占
の
解
明
が
示
さ
れ
る
こ
と
を
評
者
も
望
ん
で
い
る
。
 

評
者
の
関
心
か
ら
疑
問
点
を
挙
げ
た
が
、
内
容
豊
か
な
論
考
で
あ
 っ
た
 

た
め
評
者
の
理
解
の
不
十
分
な
占
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
 
場
 入
ロ
 
は
 

著
者
の
ご
寛
恕
を
願
う
ほ
か
な
い
。
総
括
す
る
と
本
書
は
 キエ
 ル
 ケ
 。
 
コ
｜
 

ル
と
 浄
土
教
思
想
を
手
掛
か
り
と
し
て
宗
教
を
捉
え
る
有
効
な
枠
 
組
み
を
 

提
示
し
て
い
る
と
舌
口
え
よ
う
。
浄
土
教
思
想
と
キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
 

爪
 り
田
心
想
 

は
も
ち
ろ
ん
容
易
な
比
較
を
許
す
も
の
で
は
な
 

ば
 第
五
 

章
の
分
析
に
よ
っ
て
キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
の
絶
望
の
弁
証
法
が
鮮
や
 
か
に
 浮
 

き
 彫
り
と
な
っ
た
よ
う
に
、
両
者
を
相
互
に
照
ら
し
合
う
こ
と
に
 
よ
っ
て
 

個
別
研
究
で
は
必
ず
し
も
明
瞭
と
な
ら
な
い
部
分
ま
で
も
浮
か
び
 
上
が
ら
 

せ
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
と
本
書
を
通
じ
て
実
感
し
た
。
本
書
は
 
比
較
 思
 

想
 と
い
う
 観
 占
か
ら
見
て
も
示
唆
に
富
む
著
作
で
あ
る
と
思
わ
れ
 る 。
 

  



の視 る 思 る 味盲のの 十ス シ ス と 

田
島
照
久
 

著
者
は
、
「
神
秘
神
学
の
こ
と
ば
十
字
架
の
聖
ヨ
ハ
ネ
の
 

一
 局
面
」
 

題
さ
れ
た
一
九
七
九
年
の
日
本
宗
教
学
会
発
表
以
来
、
イ
グ
ナ
 
チ
ウ
 

・
 デ
，
 
ロ
ヨ
ラ
を
初
め
、
ア
ビ
ラ
の
テ
レ
ジ
ア
、
ル
イ
ス
・
 

デ
 
・
  
 

、
十
字
架
の
ヨ
ハ
ネ
 、
ミ
 ゲ
ル
・
 
デ
 ・
 モ
 リ
ノ
ス
と
い
っ
た
い
わ
 
 
 

ペ
イ
ン
神
秘
思
想
の
系
譜
や
十
字
架
の
ヨ
ハ
ネ
の
影
響
を
強
く
う
 
 
 

七
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
イ
エ
ズ
ス
八
万
千
ン
ヤ
ン
 

@
 ン
ョ
 ゼ
フ
・
シ
ュ
 
ラ
ン
 

思
想
等
を
二
十
年
以
上
一
貫
し
て
追
 い
 続
け
て
こ
ら
れ
た
が
、
 
そ
 ね
 ら
 

研
究
に
視
座
と
も
い
う
べ
き
も
の
を
提
供
す
る
問
題
意
識
 
は
 
「
 
亡
 
下
散
 と
 

語
 」
を
め
ぐ
る
思
索
に
つ
ね
に
置
か
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
 

そ
 の
 土
日
 

心
 

で
 本
書
は
十
字
架
の
ヨ
ハ
ネ
に
関
す
る
わ
が
 匡
肛
 り
木
梢
 什
 研
究
 で
あ
 

と
い
う
栄
光
に
加
え
て
、
著
者
が
「
宗
教
の
こ
と
は
」
を
め
ぐ
る
 
 
 

索
の
中
で
い
か
な
る
方
法
論
に
到
達
し
た
か
、
さ
ら
に
は
著
者
の
 
 
 

方
法
論
に
よ
っ
て
十
字
架
の
 ョ
 ハ
不
の
い
わ
ゆ
る
「
神
秘
思
想
」
 

の
全
 

が
ど
の
よ
う
に
描
き
出
さ
れ
る
の
か
、
大
き
な
期
待
を
抱
か
せ
る
 
待
望
 

一
書
で
あ
る
。
 

創
立
 社
二
 0
0
0
 
年
 二
月
二
九
日
刊
 

A
5
 判
 

二
 -
-
 

八
 -
 
八
十
一
 0
 真
 

上
八
て
Ⅱ
 

0
0
 
円
 

「
十
字
架
の
ヨ
ハ
ネ
研
究
」
 

鶴
岡
 賀
 雑
著
 

 
 

 
 

十
字
架
の
 
ヨ
 ハ
不
が
生
き
た
十
六
世
紀
後
半
の
ス
ペ
イ
ン
で
は
、
 

 
 

１
 
の
宗
教
改
革
を
受
け
て
展
開
し
た
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
刷
新
道
 動
，
 」
 そ
一
 

 
 
 
 

が
 、
新
国
家
建
設
の
精
神
的
主
柱
で
あ
り
、
近
代
精
神
そ
の
も
の
 
を
 意
味
 

す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
十
六
、
十
七
世
紀
と
い
う
ス
ペ
イ
ン
の
 
黄
 今
世
紀
 

に
は
近
世
ス
コ
ラ
学
の
大
成
者
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ス
ア
レ
ス
を
 
始
 め
、
セ
 

ル
バ
ン
テ
ス
、
エ
ル
・
グ
レ
コ
 

、
べ
 ラ
ス
ケ
ス
、
 

ム
リ
 リ
 ヨ
 な
 ド
   

ン
 文
化
の
古
典
時
代
を
形
づ
く
っ
た
巨
人
達
の
足
跡
が
印
さ
れ
る
 
が
、
そ
 

の
中
に
あ
っ
て
十
字
架
の
ヨ
ハ
ネ
の
三
つ
の
詩
作
品
、
「
暗
夜
」
「
 

霊
 の
 讃
 

歌
 」
「
愛
の
生
け
る
 炎
 」
は
ス
ペ
イ
ン
文
学
が
到
達
し
た
頃
日
 の
 
一
つ
と
 

い
う
 評
価
が
す
で
に
定
ま
っ
て
い
る
。
 

ス
ペ
イ
ン
文
学
史
上
の
珠
玉
と
評
さ
れ
て
い
る
こ
の
 
ヨ
 ハ
不
の
一
一
 ら
 め
 

詰
 は
、
字
義
的
に
は
神
学
と
は
無
縁
な
恋
愛
 
拝
 情
詩
と
し
て
完
結
   

る
 。
神
と
い
う
表
現
さ
え
登
場
し
な
い
。
で
 は な
ぜ
、
ヨ
ハ
ネ
は
 
列
聖
 さ
 

ね
 、
教
会
博
士
の
称
号
を
得
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
代
表
的
な
神
 
%
 穿
 と
 

し
て
現
代
も
執
 
い
 研
究
が
続
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
 

そ
の
理
由
は
、
ヨ
ハ
ネ
自
作
の
こ
れ
ら
三
つ
の
詩
作
品
に
自
ら
が
 
註
解
 

を
 加
え
る
と
い
う
極
め
て
特
殊
な
形
式
で
書
か
れ
た
著
作
 
群
 が
残
 さ
れ
て
 

い
 る
か
ら
で
あ
る
。
旧
約
の
「
雅
歌
」
を
あ
た
か
も
義
解
す
る
か
 
 
 

な
 仕
方
で
「
カ
ル
メ
ル
山
登
 撃
 」
「
暗
夜
」
 
宰
 血
の
讃
歌
」
「
愛
の
 生
け
る
 

炎
 し
の
四
王
 著
が
 著
さ
れ
、
そ
こ
で
神
と
の
ム
ロ
 
一
 へ
の
道
程
と
 ム
 口
一
グ
て
 
の
 

も
の
が
説
か
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
で
は
な
ぜ
十
字
架
の
 
ョ
ハ
 
ろ
 は
そ
 

の
よ
う
な
方
法
を
採
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
最
も
素
朴
な
し
 
か
し
 根
 

本
 的
と
も
思
え
る
問
い
を
冒
頭
に
掲
げ
た
上
で
、
本
書
の
概
略
的
 
 
 

着
手
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
 



書評と紹介 

 
 

「
 
第
 I
 部
 、
序
論
、
四
、
方
法
と
視
点
」
は
本
書
を
統
括
す
る
 中
 枢
部
 

と
し
て
隠
れ
た
本
論
と
言
っ
て
よ
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
註
も
含
め
 一己
 ぺ
 

｜
ジ
 程
の
中
に
、
こ
れ
ま
で
の
神
秘
思
想
研
究
に
対
す
る
根
本
的
 
な
 疑
義
 

が
 呈
せ
ら
れ
、
本
書
の
方
法
が
告
げ
ら
れ
る
。
ま
ず
本
書
が
十
字
 
架
の
ョ
 

ハ
ネ
の
神
秘
思
想
読
解
の
一
つ
の
試
み
で
あ
り
、
読
解
で
あ
る
 

以
 上
 扱
う
 

対
象
は
テ
ク
ス
ト
に
限
ら
れ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
 

テ
ク
ス
 

ト
 を
書
き
残
し
た
十
字
架
の
ヨ
ハ
ネ
と
い
う
歴
史
的
実
在
に
特
権
 
 
 

在
し
所
属
す
る
も
の
と
想
定
さ
れ
た
限
り
で
の
思
想
な
り
体
験
な
 
り
を
 理
 

解
の
最
終
目
標
と
す
る
研
究
態
度
が
退
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
  
 

験
 ・
経
験
の
側
に
目
標
を
設
定
す
る
な
ら
ば
、
テ
ク
ス
ト
と
は
 

体
 験
 を
不
 

完
全
に
あ
る
い
は
間
接
的
に
表
現
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
、
研
究
 
者
の
視
 

線
が
 テ
ク
ス
ト
を
貫
い
て
神
秘
家
の
体
験
に
 

迄
 到
達
す
る
た
め
に
 
は
 
「
 
神
 

 
 

秘
家
 と
同
じ
体
験
を
体
験
す
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
て
く
る
」
一
四
 
-
 
ハ
頁
）
 

こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
神
秘
家
の
体
験
が
卓
越
し
た
も
の
と
さ
れ
 
て
い
る
 

以
上
不
可
能
な
こ
と
で
あ
り
、
体
験
の
同
一
性
と
は
何
か
と
い
う
 
原
理
 的
 

に
 困
難
な
問
題
を
抱
え
込
む
こ
と
に
な
り
、
論
理
的
に
は
無
意
味
 なこ
と
 

と
さ
れ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
テ
ク
ス
ト
の
著
者
、
な
い
し
は
 
そ
 の
 土
や
 

経
験
 は
 、
そ
れ
を
読
解
す
る
者
に
と
っ
て
は
決
し
て
同
一
化
で
き
 
 
 

者
と
し
て
出
会
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
 

な
ら
 ぼ
 
「
読
解
す
る
」
と
は
ど
の
よ
う
な
行
為
を
指
す
の
で
あ
 ろ
う
 

か
 。
著
者
に
よ
れ
ば
、
そ
う
し
た
他
者
の
言
葉
で
あ
る
テ
ク
ス
ト
 
に
 、
 旺
訊
 

解
 者
は
さ
ま
ざ
ま
に
触
発
さ
れ
て
、
当
の
テ
ク
ス
ト
に
あ
る
い
 
は
 
テ
ク
ス
 

 
 

ト
 と
し
て
、
定
着
さ
れ
て
い
る
思
考
な
い
し
思
想
を
、
読
解
者
の
 
舌
ロ
 
@
 
さ
 
木
で
 

引
き
継
ぎ
、
舌
口
う
こ
と
、
こ
れ
が
読
解
と
い
う
こ
と
の
意
味
で
あ
 

る
と
五
曲
 

    
  



え
ら
れ
た
神
秘
そ
の
も
の
へ
の
何
ら
か
の
理
解
を
彼
ら
が
自
ら
多
 
 
 

 
 

満
足
で
き
る
仕
方
 で
 書
く
、
そ
の
や
り
方
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
 

こ
う
し
た
観
点
か
ら
著
者
は
、
ヨ
ハ
不
の
諸
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
 
、
そ
 

の
 詩
型
、
著
作
の
構
成
と
そ
の
破
綻
、
動
詞
の
態
、
頻
出
す
る
彗
 

 
 

し
 イ
メ
ー
ジ
、
動
詞
や
代
名
詞
の
人
称
等
に
着
目
し
、
そ
こ
に
 
込
  
 

た
、
半
は
 柚
釜
 思
 識
の
思
考
を
抽
出
す
る
こ
と
を
目
ざ
す
と
告
げ
る
 
 
 

著
者
は
ヨ
ハ
ネ
の
 
四
 主
著
を
、
「
 登
辛
 」
「
暗
夜
」
と
、
「
讃
歌
口
「
 炎
 」
 

と
に
二
分
し
た
上
で
、
前
二
 
書
が
 ス
コ
ラ
心
理
学
に
準
じ
た
一
義
 

的
 概
念
 

舌
口
語
を
主
調
と
す
る
の
に
対
し
、
後
二
者
は
聖
書
註
解
に
近
 

い
多
 義
 的
な
 

イ
メ
ー
バ
 二
 青
葉
主
導
の
文
体
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
こ
の
叙
述
 

形
式
や
 

ス
タ
イ
ル
の
複
数
性
自
体
が
、
ヨ
ハ
ネ
の
神
秘
思
想
全
体
を
秩
序
 
づ
け
る
 

最
も
大
き
な
構
築
原
理
で
あ
る
と
認
識
す
る
こ
と
で
本
書
は
成
立
 
 
 

る
 。
 

ど
う
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
著
者
に
よ
れ
 
ば
 、
神
秘
的
合
一
に
 
 
 

ぅ
 階
梯
の
 2
0
 
高
次
の
段
階
の
事
柄
を
語
る
に
は
、
そ
れ
に
ふ
さ
 
 
 

舌
口
業
の
か
た
ち
を
必
要
と
す
る
。
そ
の
必
要
か
ら
獲
得
さ
れ
た
 

壬
一
 
ロ
 葉
の
か
 

た
ち
が
著
者
が
バ
シ
ュ
ラ
ー
ル
か
ら
学
び
「
イ
メ
ー
ジ
舌
口
語
」
と
 

名
 づ
け
 

た
も
の
で
あ
る
。
 

「
 登
撃
ヒ
 
「
暗
夜
 L
 「
讃
歌
 L
 「
灸
 &
 と
い
う
執
筆
順
の
序
列
は
 
ヨ
ハ
 
 
 

魂
の
歩
み
の
深
化
を
直
接
に
反
映
す
る
も
の
と
見
る
必
要
は
な
く
 
 
 

ろ
 著
述
家
と
し
て
の
ヨ
ハ
ネ
が
「
神
秘
 -
 、
 
、
 
.
 ス
テ
リ
ウ
ム
 -
 に
つ
 
 
 

語
り
方
の
階
梯
を
進
ん
で
行
っ
た
、
あ
る
い
は
開
拓
し
て
い
っ
た
 
過
程
で
 

あ
る
」
（
五
三
頁
 -
 と
 理
解
さ
れ
る
。
 

こ
の
あ
と
本
論
各
章
の
王
 題
 が
短
く
ま
と
め
ら
れ
「
序
論
」
は
  
 

る
 。
以
下
本
論
各
章
の
主
旨
を
概
説
す
る
こ
と
に
す
る
。
 

 
 

「
 
第
 Ⅱ
 部
 、
道
程
」
は
五
章
立
て
で
あ
り
、
「
Ⅱ
 
｜
一
 
」
は
カ
ル
メ
   

改
革
派
の
ヨ
ハ
ネ
が
ト
レ
ド
の
修
道
院
に
幽
閉
さ
れ
て
い
た
時
期
 
に
 書
か
 

 
 

 
 

れ
た
、
ヨ
ハ
ネ
の
詩
作
の
内
で
は
最
も
芸
術
性
の
劣
る
と
さ
れ
 
て
い
る
 

「
ロ
マ
ン
セ
 
ヒ
 を
扱
い
、
こ
の
作
品
に
 
ヨ
 ハ
不
の
「
神
学
者
と
し
 
て
の
 日
取
 

初
の
言
葉
」
を
見
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
ヨ
ハ
ネ
は
ロ
マ
ン
 セ
と
い
 

う
 民
衆
的
語
り
物
の
形
式
を
借
り
て
キ
リ
ス
ト
教
救
済
史
を
神
話
 とし
て
 

物
語
り
、
そ
の
終
結
 占 
「
受
肉
」
と
い
う
神
の
愛
の
場
こ
そ
が
 
神
 へ
と
 登
 

摯
 す
る
ヨ
ハ
ネ
神
学
の
地
上
の
出
発
 
占
 と
な
っ
た
と
指
摘
す
る
。
 

「
Ⅱ
 ｜
二
 」
「
Ⅱ
 ｜
三
 」
で
は
「
 登
埜
 こ
を
テ
ク
ス
ト
と
す
る
が
、
 

こ
こ
 

で
 展
開
さ
れ
て
い
る
「
擬
似
ス
コ
ラ
学
的
」
神
秘
正
義
 教
読
め
 
特
質
を
 

「
心
理
学
的
現
象
論
の
場
面
で
展
開
さ
れ
る
徹
底
的
な
（
否
定
 
神
 晋
十
 
@
 
ノ
 」
 

と
 定
位
す
る
。
す
な
む
ち
神
と
の
合
一
を
目
ざ
す
観
想
生
活
の
中
 
チ
 ヒ
世
人
 互
 

わ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
心
理
体
験
は
合
一
を
妨
げ
る
障
害
と
し
て
 
木
 
ロ
足
さ
れ
 

る
が
、
そ
う
し
た
否
定
道
の
実
践
を
説
く
 
教
説
 と
い
う
意
味
で
「
 
否
定
 神
 

学
 」
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
 

し
か
し
「
 登
撃
 」
テ
ク
ス
ト
の
中
で
は
知
性
認
識
の
対
象
と
な
る
 全
把
 

碇
切
の
う
ち
、
実
践
的
否
定
の
原
則
が
適
用
さ
れ
な
い
特
殊
な
い
 
 
 

の
 体
験
が
語
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。
こ
れ
ら
否
定
さ
れ
ざ
る
神
秘
 
的
 体
験
 

0
 円
、
最
も
究
極
的
な
も
の
と
し
て
「
 暖
昧
 、
晦
冥
、
総
体
的
で
 
変
 に
み
 

ち
た
観
念
」
な
る
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
著
者
は
こ
れ
を
「
 
禾
 ロ走
神
学
 

を
 破
る
も
の
」
と
位
置
づ
け
る
。
〒
 
登
撃
 目
で
は
一
切
の
具
体
的
 な
、
明
 

蜥
 判
明
に
し
て
個
別
的
な
観
念
に
 26
 
対
象
認
識
は
徹
底
的
に
排
 除
さ
れ
 

て
い
 
く
が
、
そ
う
し
た
木
口
定
の
途
の
極
点
に
お
い
て
上
述
の
「
 

愛
 に
み
ち
 

た
 観
念
」
す
な
わ
ち
魂
の
神
へ
の
純
粋
な
志
向
性
の
目
覚
め
が
 
現
 出
し
て
 



書評   

く
る
と
い
う
。
あ
る
い
は
潜
在
的
に
つ
ね
に
存
在
し
て
い
た
愛
に
 
み
ち
た
 

観
念
が
顕
在
化
し
て
く
る
と
い
う
。
こ
の
こ
と
は
「
 登拳
 &
 の
叙
 述
 の
 極
 

限
 に
お
い
て
「
 登
撃
 」
の
言
葉
の
基
本
性
格
で
あ
る
「
木
口
 
定
 神
学
 」
自
体
 

が
 機
能
し
な
い
事
態
が
露
呈
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
 
が
 
「
 
登
 

牽
 」
が
中
断
さ
れ
未
完
に
終
わ
っ
た
理
由
で
あ
る
と
語
ら
れ
る
。
 

 
 

さ
ら
に
こ
の
「
愛
に
み
ち
た
観
念
」
を
含
め
否
定
神
学
を
破
る
も
 
 
 

し
て
挙
げ
ら
れ
た
四
つ
の
神
秘
体
験
は
、
共
通
し
て
「
本
体
一
実
 
体
 一
酌
 

接
触
」
と
語
ら
れ
う
る
性
格
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
 -
 
」
 -
 
し
 

で
わ
れ
わ
れ
は
、
本
書
の
最
大
の
実
り
の
一
 

つ
 で
あ
る
「
接
触
の
 
 
 

学
 」
 一
 評
者
命
名
 -
 と
で
も
名
づ
け
 う
る
 テ
ー
マ
領
域
へ
と
踏
み
 込
む
こ
 

と
に
な
る
。
「
本
体
 
す
仁
 
す
の
（
 

り
き
邑
 」
と
は
キ
リ
ス
ト
教
神
秘
 思
 想
 の
 通
 

時
 的
言
語
系
で
は
、
魂
の
根
底
，
 

頂
 ・
尖
端
・
火
花
、
あ
る
い
は
 
シ
ン
デ
 

レ
 シ
ス
と
語
ら
れ
て
き
た
 
神
 認
識
の
座
で
あ
る
が
、
著
者
の
読
解
 
 
 

ろ
 
「
接
触
」
と
い
う
事
態
の
解
明
へ
と
向
か
う
。
 

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
以
来
、
感
覚
は
視
覚
、
聴
覚
、
嗅
覚
、
味
覚
、
 

触
覚
 

の
 順
で
高
貴
さ
の
序
列
が
定
め
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
根
拠
は
感
覚
 
 
 

運
動
・
変
化
の
多
寡
に
置
か
れ
、
波
動
性
の
大
き
い
も
の
ほ
ど
 
下
 位
 に
置
 

か
れ
る
。
ヨ
ハ
ネ
は
し
か
し
な
が
ら
こ
の
最
も
低
 い 触
覚
に
基
づ
 
く
 
「
 
接
 

触
 」
と
い
う
表
象
を
用
い
て
合
一
の
神
秘
体
験
を
語
ろ
う
と
す
る
 
。
著
者
 

は
 視
覚
一
見
る
こ
と
）
と
対
比
し
て
捉
え
ら
れ
た
触
覚
（
触
れ
る
 こと
 一
 

こ
そ
が
ヨ
ハ
ネ
本
来
の
神
秘
神
学
の
言
葉
の
位
相
を
拓
 
く
 イ
メ
ー
 
シ
 ま
里
 
冥
 

で
あ
る
と
す
る
。
視
覚
に
お
い
て
は
感
覚
主
体
が
感
覚
対
象
に
対
 
し
て
あ
 

る
 超
越
性
な
い
し
非
関
与
佳
を
有
す
る
の
に
対
し
て
、
一
般
に
触
 
れ
る
も
 

の
と
触
れ
ら
れ
る
も
の
と
の
間
に
は
何
ら
か
の
同
質
性
、
相
互
性
 
が
 前
提
 

と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
心
は
物
を
見
る
こ
と
は
で
き
て
も
 
 
 

 
 

こ
の
場
 

合
同
質
性
と
は
存
在
論
的
同
質
性
で
は
な
く
、
意
志
的
な
愛
の
同
 
質
性
で
 

あ
り
 魂
と
 神
と
は
同
質
の
愛
を
も
っ
て
互
い
に
触
れ
合
う
の
で
あ
 る 。
 熱
 

い
 も
の
に
触
れ
れ
ば
熱
く
な
る
 

よ
う
 に
 、
 触
れ
る
な
い
し
触
れ
 ろ
 れ
る
こ
 

と
は
当
の
玉
体
に
変
化
を
も
た
ら
す
。
本
体
的
接
触
の
も
た
ら
す
 
最
終
的
 

変
容
は
神
学
の
舌
口
業
で
は
「
神
化
」
と
呼
ば
れ
る
が
、
著
者
は
、
 

本
体
的
 

接
触
の
成
就
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
、
魂
は
神
と
の
愛
の
同
質
性
を
 
も
っ
た
 

一
つ
の
実
体
と
な
り
、
神
と
本
体
的
に
触
れ
合
い
、
愛
し
合
う
一
 

廿
 @
 
ぬ
ガ
 
」
 

に
 
「
受
肉
」
す
る
の
で
あ
る
、
と
こ
の
事
態
を
読
解
す
る
。
 

ヨ
ハ
ネ
が
「
 登
撃
 」
を
否
定
神
学
の
言
葉
で
語
り
っ
 っ
 も
、
そ
れ
 を
破
 

る
も
の
に
舌
口
 及
 せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
す
れ
 

ば
 、
そ
れ
は
、
 
そ
 の
否
 （
 
疋
 

神
学
を
破
る
当
の
も
の
こ
そ
が
否
定
神
学
の
否
定
の
行
為
を
命
 
ム
 
 
 

底
 で
こ
の
否
定
の
道
を
導
い
て
い
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
 

神
な
 ら
ざ
る
 

一
切
を
否
定
す
る
の
は
、
た
だ
神
の
み
を
愛
す
る
か
ら
に
 

他
 な
ら
  
 

暗
夜
の
イ
メ
ー
ジ
の
下
に
展
開
す
る
「
 登
告
 」
の
全
巻
は
、
こ
の
 
見
え
ざ
 

る
光
 た
る
「
 愛
 」
の
み
を
語
ろ
う
と
し
て
い
る
書
で
あ
る
と
さ
れ
 る 。
 

「
 
登
撃
 」
の
中
断
は
否
定
神
学
の
舌
口
業
で
詰
り
う
る
も
の
は
ほ
と
 

 
 

語
り
尽
く
し
た
こ
と
に
よ
る
結
果
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
る
。
つ
ま
 
 
 

ラ
 学
の
術
語
を
用
い
て
、
一
切
を
い
わ
ば
心
理
現
象
に
還
元
し
て
 
語
り
尽
 

く
そ
う
と
す
る
論
述
態
度
は
「
見
る
」
と
い
う
精
神
の
あ
り
方
が
 とる
と
 

こ
ろ
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
る
言
葉
の
か
 
た
ち
で
 

 
 

あ
る
の
に
対
し
、
「
触
れ
る
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
核
と
し
て
 
開
 か
れ
る
 

「
神
秘
神
学
」
の
世
界
、
す
な
わ
ち
合
一
の
風
光
は
「
 登
撃
三
 や
月
宿
 

l
 
は
 

夜
ロ
 と
は
別
種
の
言
葉
に
よ
っ
て
こ
そ
ふ
さ
わ
し
く
語
ら
れ
う
る
 
は
ず
で
 



あ
る
と
「
 第
 Ⅲ
 部
 、
合
一
」
へ
の
展
望
が
告
知
さ
れ
る
。
こ
の
あ
 と
「
Ⅱ
 

１
匹
」
で
は
「
暗
夜
」
と
い
う
詩
的
根
本
イ
メ
ー
ジ
が
解
明
の
教
 
Ⅲ
吐
の
 

叩
 
=
-
 

口
 

話
 に
移
さ
れ
た
と
き
に
負
荷
さ
れ
る
意
味
構
造
の
分
析
が
周
到
に
 
行
 な
わ
 

ね
 、
「
Ⅱ
 ｜
五
 」
で
は
暗
夜
の
苦
し
み
が
愛
の
非
充
足
の
苦
し
み
 と
と
ら
 

え
ら
れ
、
暗
い
苦
し
み
が
そ
の
極
点
に
お
い
て
、
明
る
く
燃
え
上
 
が
る
 愛
 

の
歓
 び
に
転
じ
て
い
く
と
い
う
逆
説
を
ヨ
ハ
ネ
の
引
く
「
炎
に
表
 
ら
れ
る
 

 
 

 
 

「
第
三
部
、
合
一
」
は
ヨ
ハ
ネ
が
獲
得
し
た
新
た
な
言
葉
の
か
た
 
ち
に
 

よ
っ
て
語
ら
れ
る
「
神
秘
神
学
」
の
読
解
で
あ
り
、
「
現
時
日
 

で
 の
 筆
者
 

の
 十
字
架
の
ヨ
ハ
ネ
読
解
の
到
達
点
を
示
す
」
三
五
頁
 一
 も
の
 と
 語
ら
 

れ
た
箇
所
を
含
む
。
 

「
Ⅲ
 ｜
一
 
」
は
以
下
展
開
さ
れ
る
「
愛
の
生
け
る
 炎
 」
 冨
 皿
の
讃
歌
 
」
 読
 

解
の
方
法
論
的
序
論
の
役
割
を
果
た
す
も
の
で
あ
り
、
著
者
 は
 改
め
て
 

「
イ
メ
ー
バ
二
目
語
」
な
る
概
念
を
提
唱
し
、
そ
の
内
で
作
動
し
て
 

い
る
 思
 

考
 論
理
を
「
イ
メ
ー
ジ
の
論
理
」
と
呼
ぶ
。
こ
こ
で
本
書
評
の
冒
 
頭
 で
提
 

示
し
た
問
題
、
す
な
わ
ち
 

き
ハ
ネ
 は
自
ら
の
「
神
秘
神
学
」
を
 
妻
 
 
 

な
ぜ
自
作
詩
に
自
註
す
る
と
い
う
方
法
を
採
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
 
 
 

根
本
的
な
問
い
が
玉
韻
的
に
扱
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ヨ
ハ
ネ
が
 
自
註
 す
 

る
 自
作
の
詩
の
字
句
は
聖
書
の
文
字
と
同
様
の
権
威
が
与
え
ら
れ
 て
い
る
 

が
 、
こ
の
詩
語
の
権
威
設
定
こ
そ
が
、
正
規
の
教
程
を
了
え
た
 
教
 義
 神
学
 

者
で
も
聖
書
神
学
者
で
も
な
い
ヨ
ハ
ネ
が
神
秘
的
合
一
と
い
う
 
キ
  
 

教
の
最
奥
義
に
属
す
る
事
柄
に
つ
い
て
語
る
た
め
の
必
須
の
戦
略
 
で
あ
っ
 

た
と
さ
れ
る
。
自
作
詩
の
自
註
と
い
う
形
式
が
最
も
効
果
的
に
実
 
践
 さ
れ
 

て
い
る
の
は
「
幸
一
正
の
讃
歌
」
で
あ
る
が
、
内
容
上
「
Ⅲ
１
人
」
 
の
 読
解
を
 

先
取
り
し
て
ま
と
め
れ
ば
、
こ
の
テ
ク
ス
ト
で
語
ら
れ
て
い
る
 
曲
 @
 型
的
な
 

 
 

神
秘
主
義
の
言
葉
を
単
純
な
神
学
的
異
端
説
か
ら
救
い
出
し
て
  
 

が
、
 
愛
し
合
う
男
女
の
対
話
と
い
う
 歌
 形
式
で
展
開
す
る
虚
構
の
 愛
の
ス
 

 
 

 
 

ト
ー
リ
ー
構
成
で
あ
る
。
虚
構
的
創
作
で
あ
る
歌
の
権
威
に
依
存
 
す
る
こ
 

と
に
よ
っ
て
、
理
論
的
整
合
性
を
強
く
要
求
す
る
ス
コ
ラ
学
の
世
 
界
か
ら
 

解
放
さ
れ
、
神
学
上
の
異
端
の
場
を
回
避
し
う
る
こ
と
に
な
る
か
 
ら
で
あ
 

る
 。
さ
ら
に
「
 
讃
 取
目
が
神
秘
的
ム
ロ
一
に
到
る
迄
の
魂
の
歩
み
の
 
階
梯
で
 

あ
る
と
い
う
 教
説
 の
も
つ
論
理
的
蓋
然
性
は
、
「
物
語
の
論
理
」
 

と
で
も
 

い
う
べ
き
 歌
 自
身
が
携
え
る
ス
ト
ー
リ
ー
の
蓋
然
性
に
支
え
ら
れ
 て
い
る
 

と
も
語
ら
れ
る
。
 

「
讃
歌
」
や
「
 炎
 」
で
は
一
々
の
詩
句
や
歌
の
具
体
的
イ
メ
ー
ジ
  
 

拠
 し
た
上
で
そ
こ
か
ら
神
秘
思
想
上
の
連
想
を
自
由
に
展
開
す
る
 
と
い
，
 フ
 

形
態
で
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
仕
方
は
聖
書
解
釈
の
伝
統
的
ス
タ
 
 
 

の
も
の
で
あ
っ
て
、
自
註
と
い
う
 

盗
意
 的
と
も
見
え
る
「
解
明
」
 
の
 正
当
 

性
は
解
明
を
行
な
う
者
が
時
の
著
者
に
他
な
ら
な
い
と
い
う
特
殊
 
な
 同
一
 

性
 に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
ヨ
ハ
ネ
自
身
は
解
明
の
正
当
性
・
 

正
統
性
 

を
 個
々
の
論
点
ご
と
に
必
ず
引
く
聖
書
の
語
句
に
求
め
、
最
終
 的
に
は
 

「
教
会
の
判
断
」
に
委
ね
て
い
る
。
 

こ
う
し
て
詩
の
展
開
に
依
存
し
つ
つ
、
且
つ
そ
れ
か
ら
も
自
由
に
 
な
っ
 

た
 舌
口
説
と
し
て
、
「
 炎
 」
や
「
讃
歌
」
の
一
種
独
特
な
詩
句
註
解
 （
解
明
 -
 

法
 が
成
立
し
た
と
さ
れ
る
。
「
こ
の
イ
メ
ー
ジ
を
自
在
に
用
い
た
 

「
解
明
」
 

の
言
述
 
ス
タ
イ
ル
が
、
本
書
の
言
う
イ
メ
ー
ジ
言
語
に
体
な
ら
 な
い
」
 

T
 一
 
O
0
 

真
一
。
 

詩
的
イ
メ
ー
ジ
は
極
め
て
凝
縮
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
た
め
に
、
 

そ
 の
一
 

種
の
産
出
力
に
よ
り
多
彩
な
連
想
が
喚
起
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
 

こ
の
 連
 



書評と   

想
の
秩
序
が
イ
メ
ー
ジ
言
語
の
展
開
原
理
を
な
す
こ
と
に
な
る
 。
〒
矢
口
 

テ
ク
ス
ト
に
即
し
て
詩
の
包
括
的
、
基
本
的
イ
メ
ー
ジ
が
描
き
出
 
さ
れ
 

そ
の
主
要
イ
メ
ー
ジ
一
矢
 の イ
メ
ー
ジ
 -
 が
次
々
に
新
た
な
 
ィ
メ
 ｜
ジ
を
 

喚
起
し
て
い
く
連
想
の
秩
序
が
三
四
の
イ
メ
ー
ジ
の
連
鎖
と
し
て
 フ
ロ
ー
 

チ
ャ
ー
ト
風
に
図
表
さ
れ
て
い
る
。
三
四
の
内
か
ら
本
書
で
は
「
 
 
 

「
接
触
」
「
 影
 」
「
目
覚
め
」
と
い
う
四
つ
の
詩
的
イ
メ
ー
ジ
を
 

手
  
 

に
し
て
、
神
秘
的
ム
ロ
 一
 を
め
ぐ
る
思
想
の
読
解
が
図
ら
れ
る
こ
 と
に
な
 

る
 。
 

 
 

「
Ⅲ
 ｜
二
 」
で
は
神
秘
的
合
一
の
場
所
が
「
中
心
」
と
い
う
 イ
メ
  
 

で
 語
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
 
魂
と
 神
と
の
本
体
的
接
触
が
成
就
す
る
 場
所
で
 

あ
る
。
著
者
は
魂
の
中
小
に
関
す
る
ヨ
ハ
ネ
の
解
明
が
ア
リ
ス
ト
 テ
レ
ス
 

的
 同
心
 球
 宇
宙
論
に
依
拠
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
る
。
石
は
重
 心 を
そ
 

の
 内
部
に
持
つ
と
し
て
も
、
落
丁
の
終
着
 占
が
 地
球
の
最
深
部
で
 
あ
る
 限
 

り
、
 
石
の
中
心
は
石
の
外
部
に
あ
る
こ
と
に
な
る
。
同
様
に
私
の
 
 
 

「
私
の
外
部
」
に
あ
る
。
魂
の
中
心
と
は
そ
こ
へ
到
達
す
る
た
め
 

に
 魂
の
 

全
活
動
が
あ
る
と
い
う
意
味
で
魂
の
目
的
因
で
あ
る
。
私
の
中
心
 
 
 

い
な
い
と
い
う
「
私
の
外
在
」
と
い
う
事
態
 
は
 、
重
力
に
も
ま
し
 
て
愛
と
 

い
う
こ
と
の
根
本
構
造
で
あ
る
と
読
解
さ
れ
る
。
魂
は
己
れ
の
 
生
  
 

よ
り
も
 己
 れ
の
愛
す
る
処
に
よ
り
真
実
に
存
在
す
る
 
一
 
J
.
 
オ
  
 

ル
 ）
。
こ
の
「
私
の
内
で
あ
る
私
の
外
」
 

一
 私
の
内
な
る
他
者
の
場
 所
 」
は
 

他
者
た
る
神
を
愛
す
る
ま
で
は
全
く
そ
れ
と
は
知
ら
れ
な
か
っ
た
 
場
所
で
 

 
 

あ
り
、
こ
の
場
所
は
ヨ
ハ
ネ
の
場
合
、
そ
こ
を
触
れ
ら
れ
る
こ
と
 
に
よ
っ
 

て
 初
め
て
魂
に
知
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
 

  
  



る
 
一
種
の
志
向
性
に
貫
か
れ
た
磁
場
の
よ
う
な
空
間
で
あ
り
、
 

接
   

て
 語
ら
れ
る
神
秘
体
験
と
は
、
神
と
 魂
 と
の
間
に
こ
う
し
た
極
性
 を 帯
び
 

た
 時
空
の
隔
た
り
が
定
立
・
設
定
さ
れ
る
こ
と
、
そ
の
こ
と
に
 
他
 な
ら
な
 

 
  

 さ
て
、
接
触
と
は
接
触
す
る
主
体
を
優
れ
た
意
味
で
変
化
さ
せ
る
 
感
覚
 

で
あ
る
が
、
こ
の
接
触
と
し
て
の
神
秘
体
験
に
お
い
て
本
質
的
 な
こ
と
 

は
 、
こ
の
体
験
が
魂
に
ど
う
感
じ
ら
れ
表
象
さ
れ
る
か
よ
り
も
、
 

魂
が
れ
 

か
に
変
わ
る
か
、
変
容
さ
せ
ら
れ
る
か
で
あ
り
、
こ
の
変
成
と
し
 
て
の
 変
 

容
 が
合
一
そ
の
も
の
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
作
 
用
 的
合
 

一
 と
い
わ
れ
る
。
こ
の
変
容
し
た
魂
は
「
つ
ね
に
新
し
い
 
歌
 」
 を
  
 

一
種
ヱ
ペ
ク
タ
シ
ス
的
な
 
-
 
氷
人
運
動
性
が
そ
こ
に
は
見
て
と
れ
る
 

と
さ
れ
 

る
 。
 

 
 

「
Ⅲ
１
匹
」
で
は
前
章
を
つ
け
て
魂
は
ど
の
よ
う
に
変
容
さ
せ
ら
 
れ
る
 

の
か
が
「
 炎
 」
テ
ク
ス
ト
に
即
し
て
「
神
の
投
影
」
と
い
う
 イ
メ
  
 

も
と
で
読
解
さ
れ
て
い
く
。
魂
に
投
影
さ
れ
る
の
は
神
の
影
 
ぃ
輝
 き
で
あ
 

っ
て
、
そ
れ
に
よ
り
魂
も
自
ら
を
う
つ
す
神
と
同
形
同
質
の
働
き
 

を
す
る
 

よ
う
に
な
る
。
か
く
て
両
者
の
間
に
は
本
物
と
同
形
同
質
で
あ
る
 
影
 Ⅱ
 輝
 

き
の
い
わ
 ぼ
 不
断
の
交
換
が
あ
た
か
も
自
ら
輝
く
二
枚
の
合
わ
せ
 
鏡
 の
よ
 

う
に
な
き
れ
る
こ
と
に
な
る
。
 

 
 

「
Ⅲ
１
元
」
で
は
「
 炎
 」
テ
ク
ス
ト
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
に
当
た
 る
が
 弔
 

四
章
（
第
四
歌
の
解
明
）
が
扱
わ
れ
る
が
、
字
義
的
に
は
男
女
間
 
の
 恋
愛
 

詩
を
 
「
婚
姻
神
秘
主
義
」
の
基
本
構
図
に
則
っ
て
、
「
目
覚
め
」
 

 
 

｜
ジ
を
 中
心
に
な
さ
れ
る
ヨ
ハ
ネ
の
解
明
を
著
者
が
読
解
す
る
こ
 とに
な
 

      
見、感 ようと と、こ 「私 だ 双数性 して、 ヨハ は 語 とし 態で 把 本質的 ふたり して「 が「ふ の多様 ぺ ース い イ う 指摘さ 動詞 じ 魂が目 の能動 の神の 動かさ 

しれた を 魂ネて 握でと 目 たな ク メ れの 覚 彫 目 れじ 

  



書評と   

 
 

最
終
章
「
Ⅲ
１
人
」
で
は
今
ま
で
扱
わ
れ
な
か
っ
た
「
 
干
一
 

並
の
讃
歌
 」
 の
 

テ
ク
ス
ト
 中
 、
詩
作
の
第
三
六
歌
を
解
明
す
る
テ
ク
ス
ト
の
舌
口
業
 

「
あ
な
 

た
の
美
し
さ
の
な
か
、
私
は
あ
な
た
で
あ
る
で
し
ょ
う
」
が
 吐
 
-
m
 
解
さ
れ
 

る
 。
ま
ず
ヨ
ハ
ネ
の
解
明
の
文
章
か
ら
「
私
は
あ
な
た
を
あ
な
た
 の美
の
 

中
で
見
つ
め
」
、
「
私
は
あ
な
た
の
美
の
中
で
あ
な
た
と
見
え
」
、
「
 

「
愛
す
る
」
の
言
い
換
え
で
あ
る
と
読
解
す
る
。
こ
の
あ
と
、
 

こ
  

 の
 
「
 で
 

な
た
の
美
の
中
で
あ
な
た
で
あ
り
」
の
三
文
を
と
り
出
し
、
一
見
 
る
 」
 か
 

ら
 
「
見
え
る
」
を
介
し
て
最
後
に
「
で
あ
る
」
へ
と
、
私
と
あ
な
 

た
を
 繋
 

ぐ
 動
詞
が
漸
増
法
的
に
展
開
し
て
い
る
事
態
を
確
認
し
た
上
で
、
 

こ
こ
で
 

「
で
あ
る
」
は
 、
 単
に
同
一
性
を
表
示
す
る
繋
辞
 
-
 コ
 プ
こ
 
で
 は
な
 

く
 、
他
動
詞
の
変
奏
と
見
え
る
と
し
て
、
こ
の
「
で
あ
る
」
は
  
 

あ
る
」
が
「
で
あ
る
で
し
ょ
う
」
と
い
う
末
夫
形
で
つ
ね
に
語
ら
 
 
 

る
こ
と
に
触
れ
、
「
愛
す
る
」
こ
と
の
完
成
 

態
は
 
「
も
っ
と
愛
す
 る
よ
う
 

に
な
る
」
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
「
も
っ
と
」
と
い
う
動
性
は
台
一
 

の
 完
成
 

態
 自
体
に
含
ま
れ
な
け
・
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
と
し
、
こ
の
 

未
来
 形
 

は
 台
一
に
本
質
的
な
未
来
形
と
も
見
え
て
く
る
と
語
ら
れ
、
 

水
遠
 の
 末
末
 

形
と
も
呼
ば
れ
る
一
本
節
の
小
額
）
。
 

本
書
に
は
全
体
を
し
め
く
く
る
ま
と
め
の
様
な
草
立
て
が
な
い
。
 

著
者
 

に
と
っ
て
は
読
解
と
は
舌
口
業
へ
と
出
て
い
く
永
遠
の
未
来
危
な
の
 

 
 

 
 

 
 

以
上
概
観
し
た
よ
う
に
本
書
は
キ
リ
ス
ト
教
と
い
う
 
霊
 性
の
特
殊
   

内
で
も
際
立
っ
た
弄
兵
 約
 性
を
示
す
神
秘
思
想
を
わ
れ
わ
れ
の
 有
 す
る
感
 

覚
 と
い
う
共
通
の
自
明
性
を
手
が
か
り
に
読
み
解
い
て
い
く
極
め
 
て
す
ぐ
 

れ
た
試
み
で
あ
り
、
人
間
で
あ
る
こ
と
の
普
遍
性
を
前
提
と
し
た
 
共
 特
約
 

方
法
論
に
基
づ
い
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
に
読
解
局
面
の
分
析
 と常
 に
そ
こ
 

に
 持
ち
出
さ
れ
る
知
覚
体
験
や
感
情
論
理
の
例
示
は
、
著
者
の
論
 
理
 を
支
 

え
る
役
割
を
十
分
果
し
て
い
る
。
本
書
は
 
、
 特
に
「
触
れ
る
」
 
こ
  
 

析
を
通
し
て
「
ふ
た
り
」
と
い
う
双
数
が
開
く
人
称
舌
口
語
の
「
 
 
 

ね
 」
に
私
が
立
つ
こ
と
、
こ
こ
に
「
 愛
 」
の
構
造
を
見
、
十
字
架
   

子
 の
合
一
思
想
と
は
「
双
数
で
あ
る
 

二
 」
を
決
し
て
解
消
し
な
い
 

「
わ
れ
 

わ
れ
」
と
し
て
の
「
 

一
 」
の
場
に
相
互
連
動
的
に
あ
る
こ
と
と
 舌
 
 
 

た
 、
い
わ
ば
非
神
学
的
舌
口
語
に
よ
る
新
し
い
神
学
の
試
み
と
も
圭
一
 ロ
 い
う
る
 

で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
そ
れ
故
に
こ
そ
根
本
的
な
問
題
が
そ
こ
に
 
浮
き
彫
 

り
に
さ
れ
て
く
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
花
嫁
と
花
婿
の
間
の
愛
の
 
現
出
牢
 

に
 基
づ
く
 魂
と
 神
と
の
愛
の
理
解
は
、
そ
れ
ほ
ど
自
明
な
相
似
性
 を
 持
ち
 

ぅ
 る
も
の
な
の
か
。
こ
の
こ
と
を
論
じ
詰
め
れ
ば
、
な
ぜ
「
雅
歌
 
」
は
 正
 

典
 と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
と
い
う
問
題
に
行
き
つ
い
て
し
ま
 
，
 
っ
 で
あ
ろ
 

う
 。
 冨
 正
の
讃
歌
」
は
つ
ね
に
一
種
の
雅
歌
解
釈
と
し
て
読
ま
れ
 てき
た
 

と
い
う
事
実
が
あ
る
。
 

さ
ら
に
自
作
詩
の
自
註
と
い
う
破
天
荒
な
仕
方
に
よ
る
ヨ
ハ
ネ
の
 
教
説
 

展
開
は
そ
の
正
統
性
を
そ
の
都
度
引
か
れ
る
聖
書
引
用
に
求
め
、
 

最
終
的
 

に
は
「
教
会
の
判
断
」
に
委
ね
る
も
の
と
ヨ
ハ
ネ
自
身
が
主
張
し
 
て
い
る
 

と
さ
れ
る
が
、
そ
し
て
そ
の
判
断
結
果
は
「
列
聖
」
 

一
 教
会
博
士
 」
と
い
 

う
 事
実
で
明
ら
か
で
あ
る
が
、
そ
う
で
あ
れ
ば
教
ム
三
目
語
の
透
明
 

 
 

に
 持
ち
込
ま
れ
る
こ
と
を
許
す
神
学
と
の
 共
約
性
 も
教
ム
三
目
語
で
 
 
 

 
 

ス
 す
る
必
要
が
あ
る
 
よ
う
 に
思
わ
れ
る
。
本
書
が
「
狭
義
の
神
学
 
と
も
 晢
 

学
 と
も
区
別
さ
れ
た
宗
教
学
と
い
う
 観 占
か
ら
」
の
ア
プ
ロ
ー
チ
 
 
 

す
る
以
上
、
自
覚
的
に
排
除
さ
れ
た
研
究
課
題
で
あ
る
か
も
し
  
 



 
 

が
 、
ま
さ
し
く
十
字
架
の
ヨ
ハ
ネ
が
他
の
神
秘
家
運
と
異
な
る
 
占
   

そ
の
存
在
は
「
私
」
と
「
貴
方
」
を
結
び
つ
け
る
「
繋
辞
」
の
 
動
 的
 働
き
 

 
 

に
よ
っ
て
成
就
さ
れ
る
。
「
で
あ
る
」
に
動
性
を
付
与
す
る
文
法
 
は
 

「
で
Ⅱ
 

聖
 と
い
っ
た
よ
う
な
教
会
中
枢
へ
の
 

参
 人
の
事
態
で
あ
る
。
ス
コ
 
ラ
 学
の
 

し
ょ
う
」
と
語
ら
れ
る
「
、
永
遠
の
末
夫
 
形
 」
に
見
る
こ
と
も
で
き
 よ
う
。
 

 
 

持
つ
自
明
性
・
透
明
性
を
破
る
ヨ
ハ
ネ
の
言
葉
が
ス
コ
ラ
学
に
代
 
表
さ
れ
 

 
 

こ
う
し
た
事
態
を
「
愛
す
る
」
と
い
う
出
来
事
で
と
ら
え
る
こ
と
 
は
 可
能
 

る
 教
義
言
語
の
世
界
へ
と
受
容
さ
れ
て
い
く
出
来
事
は
、
著
者
に
 とっ
て
 

も
 、
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
と
い
う
 -
 少
な
く
と
も
ヨ
ハ
ネ
に
と
っ
て
 は
 一
生
 

で
あ
ろ
う
が
、
た
だ
し
そ
の
時
は
「
私
た
ち
が
愛
し
合
 
う
 」
と
吾
一
 
口
い
 換
え
 

き
た
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
内
に
置
い
た
と
き
、
舌
口
語
 
ぬ
珊
的
 関
心
を
十
 分
に
喚
 

起
す
る
テ
ー
マ
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
 

最
後
に
「
読
解
者
が
テ
ク
ス
ト
に
触
発
さ
れ
て
、
テ
ク
ス
ト
 
と
し
 て
 （
 
疋
 

着
さ
れ
て
い
る
思
考
キ
ニ
 -
m
 
解
 者
の
言
葉
で
引
き
継
ぎ
言
 う
 こ
と
」
 
と
さ
れ
 

る
 
「
読
解
」
が
そ
れ
ゆ
え
に
一
種
 
ポ
 
レ
ミ
ッ
ク
な
飛
躍
と
短
絡
を
 
 
 

る
と
思
わ
れ
る
箇
所
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
「
Ⅲ
１
人
」
 

の
 動
詞
 

の
 漸
増
法
的
展
開
を
扱
 う
 箇
所
で
あ
る
。
 
目
 私
は
貴
方
の
美
の
中
 で
 貴
方
 

 
 

 
 で

あ
り
、
貴
方
は
貴
方
の
美
の
中
で
私
で
あ
る
で
し
ょ
う
 -
 引
用
 原
文
雀
 

略
 こ
と
い
う
一
節
を
読
む
な
ら
、
こ
こ
で
の
「
で
あ
る
」
は
 、
 単
に
同
 

 
 

一
 性
を
、
あ
る
い
は
定
義
を
表
示
す
る
い
わ
ゆ
る
繋
辞
で
は
な
く
 
、
や
は
 

り
 
一
種
の
動
詞
、
そ
れ
も
対
象
 

-
 目
的
語
 一
 と
の
関
係
を
示
す
 
他
 動
詞
の
 

変
容
で
あ
り
変
奏
と
見
え
て
く
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
こ
の
「
で
あ
 
る
 」
は
 

か
く
て
、
例
え
ば
「
愛
す
る
」
の
言
い
換
え
な
の
で
あ
る
ご
 
一
 三
四
五
 

貞
一
 こ

の
テ
ク
ス
ト
箇
所
は
、
「
私
」
と
「
貴
方
」
と
い
う
二
人
称
の
 
 
 

関
係
が
、
一
人
称
双
数
「
私
た
ち
」
へ
と
転
換
す
る
相
互
運
動
 
と
し
て
 

「
私
」
と
「
貴
方
」
と
い
う
二
極
の
側
か
ら
対
応
的
に
な
さ
れ
る
 

現
場
が
 

 
 

語
ら
れ
て
い
る
と
解
釈
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
「
私
た
ち
が
あ
る
」
 

こ
と
は
 

 
 

 
 

「
私
が
貴
方
で
あ
り
」
「
貴
方
が
私
で
あ
る
」
と
い
う
双
方
向
的
 

運
動
に
 

よ
っ
て
成
就
さ
れ
る
事
柄
で
あ
る
。
「
で
あ
る
」
は
「
存
在
」
を
 

表
 わ
し
、
 



れ
ま
で
の
宗
教
教
育
研
究
に
た
い
す
る
二
つ
の
反
省
に
基
 づ
い
て
い
る
。
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君許と紹介 

そ
の
一
 つ
は
 、
従
来
の
「
宗
教
教
育
論
」
が
「
宗
教
学
校
論
」
 

抜
 き
の
 研
 

究
 で
あ
っ
た
こ
と
。
そ
し
て
、
も
う
一
つ
は
、
研
究
者
が
キ
リ
ス
 
ト
教
系
 

教
育
機
関
に
い
な
が
ら
、
そ
の
学
校
を
対
象
と
し
て
こ
な
か
っ
た
 「
研
究
 

三
体
の
問
題
意
識
の
問
題
性
」
で
あ
る
。
著
者
、
北
川
氏
は
 
、
カ
  
 

ク
系
 高
等
学
校
に
在
職
し
、
「
信
仰
な
き
者
の
「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
 
ヒ
 と
は
、
 

い
か
な
る
意
味
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
に
し
、
ど
の
程
度
可
能
 と
な
る
 

か
 」
と
い
う
問
題
に
直
面
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
学
校
で
の
 「
自
分
 

自
身
の
存
在
意
味
」
を
問
 う
た
 
「
主
体
的
問
い
」
が
本
研
究
の
出
 
発
 点
と
 

な
っ
て
い
る
。
さ
て
、
こ
う
し
た
動
機
の
も
と
で
、
本
書
が
如
何
 
に
 構
成
 

さ
れ
て
い
る
か
を
紹
介
し
、
最
後
に
コ
メ
ン
ト
を
記
し
た
い
。
 

本
書
は
、
「
 第
 I
 部
 
教
会
と
学
校
」
、
「
 第
 Ⅱ
 部
 

カ
ト
リ
ッ
ク
 学
校
 

の
 教
職
員
の
意
識
調
査
」
、
「
 第
 Ⅲ
 部
 

カ
ト
リ
ッ
ク
学
校
の
課
題
 
」
と
 三
 

部
 構
成
に
な
っ
て
い
る
。
第
 @
 部
で
は
、
「
第
一
章
問
題
の
所
 在
 」
 か
 

ら
 、
「
第
二
章
宗
教
学
校
論
の
現
況
」
、
「
第
三
章
憲
法
八
九
 条
と
、
、
、
 

 
 

道
 と
教
 

育
 」
、
「
第
五
章
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス
ク
ー
ル
の
概
要
」
か
ら
組
み
 
立
て
 も
 

れ
て
い
る
。
こ
の
章
で
は
、
王
と
し
て
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
 
や
カ
  
 

ク
の
 学
校
統
計
、
教
団
側
か
ら
の
文
書
資
料
を
用
い
て
、
プ
ロ
ス
 
 
 

宗
学
校
と
比
較
し
な
が
ら
、
カ
ト
リ
ッ
ク
学
校
に
お
け
る
ミ
ッ
シ
 
 
 

捉
え
方
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
。
ま
ず
、
実
際
の
章
立
と
は
、
 

逆
 の
 順
 

番
 だ
が
、
掻
い
摘
ん
で
そ
の
内
容
を
説
明
し
た
い
。
歴
史
的
に
は
 
、
明
治
 

初
期
か
ら
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
が
米
国
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ボ
ー
ド
 -
 
海
外
伝
 

道
一
に
よ
っ
て
宣
教
を
目
的
と
し
て
日
本
に
学
校
を
創
立
し
 
、
著
 各
 な
日
 

本
人
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
育
家
や
社
会
運
動
家
を
輩
出
し
て
い
る
 
。
こ
れ
 

に
 対
し
て
、
カ
ト
リ
ッ
ク
は
、
学
校
経
営
に
出
遅
れ
た
つ
え
に
、
 

教
育
を
 積極的 現場をに包含 トリッ なる「 寛 には て、力 分析し 証 法的 上、プ 教会か 修道会 道 会が 財政上 運営 て は 、カ いを、 係につ 検証は 違が、 第 I を上げ 勢を伸 関 では 校 統計 

通し ク 京谷 ト て 神口 らの経はさ ト 支 いな 双部 てば 力 かに 
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る
 可
能
性
を
秘
め
て
い
る
事
を
指
摘
し
て
い
る
。
 

第
 Ⅱ
部
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
学
校
の
教
職
員
の
意
識
調
査
の
分
析
が
 
 
 

で
あ
る
。
ま
ず
、
「
第
一
章
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス
ク
ー
ル
論
の
構
 相
心
 
」
で
 

は
 、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス
ク
ー
ル
を
「
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
・
カ
ト
 
 
 

系
を
問
わ
ず
、
キ
リ
ス
ト
教
系
の
教
会
・
教
派
・
修
道
会
を
母
体
 と
し
て
 

設
立
さ
れ
、
主
と
し
て
非
キ
リ
ス
ト
教
地
域
に
お
い
て
、
何
ら
か
 
0
%
 ホ
耳
 

利
弘
 

的
 使
命
に
基
づ
い
て
一
般
信
者
お
よ
び
非
信
者
を
対
象
に
教
育
活
 
動
 を
行
 

な
う
小
学
校
・
中
学
校
・
高
等
学
校
」
と
定
義
し
て
い
る
。
著
者
 によ
る
 

と
 、
こ
の
定
義
を
拡
大
解
釈
す
る
と
、
宗
教
的
使
命
に
基
づ
く
 
学
 校
 教
育
 

は
 、
キ
リ
ス
ト
教
だ
け
で
ば
な
く
、
新
宗
教
系
や
神
道
系
は
ゆ
う
 まで
も
 

な
く
、
一
仏
教
系
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス
ク
ー
ル
」
に
も
応
用
で
き
る
 
こ
と
を
 

示
唆
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
，
ス
ク
ー
ル
の
宗
教
 
社
 ム
五
字
 
で
 

「
教
職
員
」
を
対
象
す
る
理
由
と
し
て
、
教
育
も
伝
道
の
基
本
 

構
せ
 迫
も
 

「
教
え
る
 側
 」
の
、
王
導
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
占
で
同
様
で
あ
る
こ
 

と
を
 挙
 

類
型
化
で
あ
る
。
前
者
に
関
し
て
ほ
 、
 「
カ
ト
リ
ッ
ク
、
プ
ロ
テ
 

 
 

 
 

さ
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
三
十
六
校
、
一
、
四
一
四
名
の
教
 
職
員
 

を
 対
象
に
し
て
、
「
人
間
関
係
・
生
活
意
識
」
、
「
教
育
理
念
・
 

圭
 一
 
は
坊
 
」
、
 

「
宗
教
意
識
・
行
動
」
、
「
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
」
の
四
部
構
成
か
ら
 

な
る
 質
 

問
 肢
を
用
い
て
、
分
析
し
て
い
る
。
分
析
は
、
大
別
し
て
、
信
者
  
 

 
 

 
 

析
 お
よ
び
、
各
学
校
の
教
員
の
宗
教
・
行
動
の
総
体
か
ら
算
出
し
 
た
 学
校
 

ト
 、
神
道
、
仏
教
、
年
信
仰
」
別
に
ク
ロ
ス
集
計
を
と
り
、
さ
ら
 に、
キ
 

リ
ス
ト
 教
 信
者
・
非
信
者
別
の
「
質
問
分
野
間
の
相
関
性
」
を
と
 
 
 

者
の
回
答
パ
タ
ー
ン
を
比
較
し
て
い
る
。
特
に
、
北
川
氏
は
 、
 「
 一
一
一
 
シ
 

ス
タ
ー
の
宗
教
意
識
の
特
性
」
と
い
う
節
を
設
け
て
、
神
父
、
 女
性
 信
 

徒
 、
男
性
信
徒
と
比
較
し
な
が
ら
、
そ
の
特
徴
を
分
析
し
て
い
る
 

 
 

と
な
っ
た
シ
ス
タ
ー
た
ち
が
、
聖
書
を
よ
り
「
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
 
 
 

 
 

解
釈
し
、
「
日
本
的
宗
教
心
」
 
-
 草
木
に
も
霊
が
宿
る
と
感
じ
る
 一
 か
ら
よ
 

り
 離
れ
た
心
情
を
持
ち
、
「
諸
宗
教
間
の
対
話
」
と
い
う
問
題
関
 
 
 

い
 事
を
挙
げ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
シ
ス
タ
ー
間
で
も
、
年
代
別
（
 四十
五
 

歳
以
 と
と
以
下
）
に
、
こ
れ
ら
の
項
目
の
他
に
「
女
子
教
育
」
、
「
 

肉
親
と
 

一
緒
の
墓
を
希
望
」
に
か
な
り
の
差
が
あ
る
こ
と
も
指
摘
し
て
い
 

る
 。
 

次
に
、
各
学
校
の
教
員
の
宗
教
意
識
・
行
動
の
分
散
を
基
に
 
、
 

 
 

ッ
ク
 学
校
の
類
型
化
を
試
み
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
「
キ
リ
ス
ト
 
教
 的
意
 

識
 優
越
型
」
、
「
照
信
仰
的
意
識
優
越
型
」
、
「
勢
力
均
衡
・
分
散
型
 
」
、
「
 
Ⅱ
 
@
 旧
 

教
的
 
・
神
道
的
意
識
優
越
型
」
に
分
類
し
て
い
る
。
こ
の
 

頴
 型
に
 照
ら
し
 

合
わ
せ
る
と
、
調
査
 校
 全
体
で
ほ
、
「
勢
力
均
衡
分
散
型
」
が
 

、
 十
四
校
、
 

三
八
・
九
九
と
最
も
多
く
 、
択
 い
で
、
「
仏
教
的
・
神
道
的
意
識
 
優
 越
型
 」
 

の
 高
校
は
、
十
三
校
で
三
六
・
一
 
%
 、
「
照
信
仰
的
意
識
優
越
型
 」
が
 五
 

校
 、
一
三
・
九
 %
 、
そ
し
て
、
「
キ
リ
ス
ト
教
的
意
識
優
越
型
」
が
 

最
下
位
 

の
 五
校
と
な
っ
て
い
る
。
北
川
氏
は
、
こ
の
な
か
で
二
番
目
に
位
 
遣
 す
る
 

「
仏
教
的
・
神
道
的
意
識
優
越
型
」
校
が
持
つ
、
「
対
話
」
の
 

可
 能
 性
を
 

示
唆
し
て
い
る
。
 

Ⅱ
部
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
分
析
結
果
を
基
に
し
て
、
 第
 Ⅲ
部
で
 
 
 

「
カ
ト
リ
ッ
ク
学
校
の
課
題
」
と
称
し
て
、
学
校
レ
ベ
ル
の
 問
 題
 と
し
 

て
 、
ま
ず
、
「
第
一
章
教
育
共
同
体
の
理
念
と
課
題
」
で
は
、
 
日
本
的
 

な
 職
場
集
団
と
し
て
の
自
然
的
な
共
同
性
か
ら
「
理
念
的
共
同
 
体
 」
 へ
 

と
 、
「
教
育
共
同
体
」
を
シ
フ
ト
さ
せ
る
こ
と
を
課
題
と
し
て
 
挙
  
 

る
 。
「
第
二
章
シ
ス
タ
ー
の
存
在
」
で
は
、
管
理
職
、
経
営
側
 
の
 自
覚
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を
 持
ち
、
人
事
権
を
行
使
し
て
、
理
念
に
添
っ
た
学
校
変
革
す
る
 こと
を
 

提
言
し
て
い
る
。
「
第
三
章
信
徒
教
師
の
役
割
」
で
は
、
積
極
  
 

育
 の
中
核
を
担
う
と
同
時
に
、
教
会
と
学
校
と
の
橋
渡
し
の
可
能
 
 
 

つ
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
「
第
四
章
非
信
徒
教
師
の
意
味
」
 で
は
、
 

教
員
採
用
時
に
カ
ト
リ
ッ
ク
教
育
の
共
鳴
者
を
登
用
す
る
よ
う
に
 
佳
言
 目
 し
 

て
い
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
 
暖
味
 な
宗
教
心
を
持
つ
「
日
本
教
徒
 」
と
し
 

て
 、
カ
ト
リ
ッ
ク
学
校
に
勤
め
る
こ
と
は
、
自
己
理
解
の
一
助
と
 
な
る
 契
 

機
 を
草
ん
で
い
る
、
と
結
ん
で
い
る
。
「
第
五
章
カ
ト
リ
ッ
ク
 学
校
に
 

お
け
る
「
対
話
目
の
可
能
性
」
で
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
学
校
と
し
 て
 、
「
 由
 

来
や
伝
統
の
異
な
る
二
つ
の
宗
教
意
識
の
「
対
話
の
場
」
を
形
成
 
す
る
こ
 

と
 」
を
前
提
と
し
た
つ
え
で
、
カ
ト
リ
ッ
ク
校
の
三
分
の
二
以
上
 
を
 占
め
 

る
 非
信
徒
の
「
「
信
仰
な
き
」
宗
教
」
の
顕
在
化
を
促
す
可
能
性
 
を
 評
価
 

し
て
い
る
。
エ
ピ
ロ
ー
グ
と
し
て
、
中
村
雄
二
郎
氏
の
「
臨
床
の
 
知
 」
 を
 

引
用
し
、
「
理
論
と
実
践
」
が
、
現
実
と
の
 

接
占
 と
な
り
、
新
た
 
 
 

創
造
と
現
状
変
革
を
促
す
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。
 

以
上
が
、
評
者
の
拙
 い
 本
書
の
紹
介
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
、
若
干
  
 

メ
ン
ト
を
述
べ
た
い
。
本
書
に
紹
介
さ
れ
た
北
川
氏
の
研
究
は
 
、
 一
一
一
所
 

究
 者
の
「
主
体
的
」
問
題
意
識
を
重
視
し
 、
二
こ
 従
来
の
宗
教
教
 育
 研
究
 

に
 欠
け
て
い
た
「
教
員
の
意
識
調
査
」
を
取
り
入
れ
た
占
で
、
 

評
 価
 で
き
 

よ
う
。
さ
ら
に
、
分
析
に
あ
た
っ
て
は
、
学
校
内
に
お
け
る
教
員
 
の
 宗
教
 

意
識
の
分
散
度
合
い
を
基
に
、
そ
れ
ぞ
れ
「
キ
リ
ス
ト
教
的
意
 識
 優
越
 

型
 」
、
「
照
信
仰
的
意
識
優
越
型
」
、
「
勢
力
均
衡
・
分
散
型
」
、
「
 仏
 教
的
 
・
 

神
道
的
意
識
優
越
型
」
と
実
証
的
に
類
型
化
し
た
こ
と
も
評
価
で
 
き
る
。
 

こ
こ
で
は
、
学
校
の
宗
教
 

一
 こ
こ
で
は
カ
ト
リ
ッ
乙
を
中
心
に
 
展
開
さ
 

れ
て
い
る
が
、
北
川
氏
が
述
べ
る
 

よ
う
 に
、
新
宗
教
系
、
仏
教
系
 
 
 

宗
派
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス
ク
ー
ル
に
も
、
学
校
宗
派
優
越
型
、
 照
信
仰
 

型
 、
分
散
型
、
日
本
的
宗
教
意
識
優
越
型
へ
と
応
用
可
能
で
あ
る
 
 
 

宗
教
系
学
校
教
員
の
宗
教
観
、
学
校
観
、
生
活
観
に
関
す
る
調
査
 
を
 基
に
 

「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス
ク
ー
ル
の
も
示
教
社
会
学
」
を
試
み
た
、
先
駆
 

的
な
研
 

突
 と
し
て
評
価
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
評
価
の
別
れ
る
 
占
 と
し
て
 は
、
随
 

所
に
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス
ク
ー
ル
の
抱
え
る
問
題
解
決
の
為
の
処
方
 
義
 
-
 シ
 

ス
タ
ー
は
経
営
者
の
自
覚
を
持
っ
て
教
員
 
採
 m
 や
昇
進
に
あ
た
る
 
 
 

ミ
ッ
シ
ョ
ン
側
の
「
対
話
」
の
 

椙
手
 と
し
て
は
、
戦
略
的
に
仏
教
 
 
 

道
 的
意
識
の
教
員
が
良
い
、
な
ど
一
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
 

や
 や
も
す
 

る
と
、
結
論
を
急
ぎ
す
ぎ
た
、
と
い
う
印
象
を
持
っ
た
。
な
ぜ
、
 

こ
の
よ
 

う
な
印
象
が
生
じ
た
か
に
つ
い
て
、
評
者
の
考
え
で
は
、
北
川
氏
 
0
 玉
帳
 

す
る
と
こ
ろ
の
「
五
体
的
な
問
題
意
識
」
と
関
わ
り
が
あ
る
と
 思
わ
れ
 

る
 。
 

こ
こ
で
云
う
研
究
の
「
王
佐
的
な
問
い
」
と
は
、
「
信
仰
な
き
 者
の
 

「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
 ロ
 と
は
、
い
か
な
る
意
味
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
 
 
 

ど
の
程
度
可
能
と
な
る
か
」
と
い
う
北
川
氏
の
切
実
な
思
い
か
ら
 
端
を
発
 

し
て
い
る
。
そ
の
答
を
本
書
か
ら
探
す
と
、
日
本
教
徒
と
し
て
の
 
自
己
を
 

映
し
出
す
鏡
と
し
て
一
本
文
二
 

一
 0 頁
 Ⅰ
キ
リ
ス
ト
教
 
@
 
ト
   

は
 、
有
用
で
あ
り
、
ま
た
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス
ク
ー
ル
が
非
キ
リ
 
ス
ト
 教
 

圏
 に
て
非
信
者
を
対
象
に
し
て
教
育
活
動
 -
 
「
対
話
」
 
-
 を
す
る
 意
 義
 を
主
 

張
 し
て
い
る
一
本
文
二
一
三
頁
Ⅰ
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
重
職
者
 
も
 含
む
 -
 

と
 非
信
者
教
員
の
宗
教
意
識
・
行
動
の
相
違
か
ら
、
対
話
の
必
要
 
性
を
説
 

 
 
 
 

く
の
は
、
当
然
の
帰
結
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
結
論
に
 
至
る
ま
 

で
に
は
、
も
う
少
し
調
査
結
果
を
吟
味
す
る
必
要
が
あ
る
。
 

例
え
   

ス
タ
ー
の
宗
教
意
識
の
分
析
で
、
回
答
者
の
七
割
以
上
が
四
十
五
 
歳
 以
上
 



で
、
 三
 0
@
 

四
十
五
歳
の
層
が
約
二
五
 

%
 で
あ
る
こ
と
を
記
し
て
 
 
 

そ
の
上
で
、
著
者
が
、
年
齢
層
に
よ
り
宗
教
意
識
の
差
が
あ
る
こ
 
と
を
 挙
 

@
 て
 し
る
力
こ
の
年
齢
差
に
よ
る
宗
教
意
識
の
差
は
、
シ
ス
タ
  
 

 
 の

 現
象
な
の
か
、
非
信
者
や
、
他
宗
教
・
宗
派
の
信
者
で
ほ
 
、
ど
  
 

か
 、
評
者
の
興
味
を
ひ
い
た
。
も
し
、
そ
れ
ら
の
間
で
も
年
齢
差
 
が
 顕
著
 

に
 見
ら
れ
る
な
ら
ば
、
「
対
話
」
を
す
る
相
手
は
 

、
 異
な
る
宗
派
 間
 だ
け
 

で
は
な
く
、
当
然
宗
派
に
加
え
、
世
代
間
の
対
話
も
必
要
と
な
ろ
 
う
 。
 本
 

丈
 に
書
か
れ
て
い
な
い
だ
け
で
、
分
析
済
み
で
あ
れ
ば
、
結
構
だ
 
が
、
年
 

齢
 、
性
別
、
学
歴
、
勤
続
年
数
一
質
問
項
目
に
は
な
い
が
一
、
 

と
 関
連
し
 

て
い
な
い
か
、
検
証
し
て
み
る
必
要
性
が
な
い
だ
ろ
う
か
。
公
立
 
校
 に
比
 

べ
て
、
明
ら
か
に
異
動
の
少
な
い
「
教
員
共
同
体
」
で
は
、
長
く
 
在
籍
す
 

る
ほ
ど
、
保
守
的
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
 
O
-
 Ⅰ
 

様
な
問
題
を
含
め
て
、
非
信
者
も
含
め
た
教
職
員
の
宗
教
的
な
 社
会
化
 

が
 、
ど
の
様
に
展
開
さ
れ
る
の
か
、
検
討
を
す
る
必
要
が
あ
る
だ
 
ろ
う
。
 

研
究
者
の
「
主
体
的
な
問
 い
 」
は
、
研
究
を
遂
行
す
る
上
で
重
要
 で
あ
 

る
 。
著
者
の
北
川
氏
が
王
 張
 す
る
よ
う
に
、
研
究
者
の
置
か
れ
て
 
 
 

全
的
状
況
か
ら
研
究
の
契
機
を
摘
み
取
る
こ
と
は
、
主
体
的
研
究
 の 第
一
 

し
か
し
、
一
方
で
は
、
個
人
的
な
問
題
解
決
 の
手
段
 

に
 陥
り
や
す
い
危
険
性
や
当
事
者
以
外
の
研
究
を
疎
外
す
る
閉
鎖
 
怯
 も
 苧
 

ん
で
い
る
。
あ
ら
た
め
て
、
研
究
に
お
け
る
主
体
的
な
問
い
と
 
は
  
 

深
く
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。
北
川
氏
が
、
今
後
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
 

ス
  
 

の
 宗
教
社
会
学
の
発
展
に
む
け
て
、
さ
ら
な
る
研
究
成
果
を
あ
。
 

け
 る
こ
と
 

を
 期
待
し
た
い
。
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第
一
部
 

序
論
一
つ
の
問
題
提
起
 

第
一
章
ロ
木
資
本
主
義
と
日
本
の
宗
教
 

Ⅲ
近
代
化
と
宗
教
へ
の
基
礎
 視
占
 

「
セ
ク
ト
そ
の
宗
教
社
会
学
」
一
平
凡
社
、
一
九
七
二
年
、
 
の
 ち
恒
 

星
社
 厚
生
 閣
 よ
り
「
宗
教
セ
ク
ト
」
と
し
て
再
刊
、
一
九
九
一
年
 
一
等
、
 

池
田
氏
の
訳
出
に
な
る
こ
れ
ら
偉
大
な
業
績
に
接
し
、
多
く
を
 
学
  
 

池
田
氏
の
仕
事
と
の
出
会
い
な
く
し
て
評
者
の
い
ま
を
想
像
す
る
 こ
と
 

は
 難
し
い
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
、
一
人
評
者
の
み
に
い
え
る
こ
 
と
 で
は
 

な
い
だ
ろ
う
。
池
田
氏
が
斯
界
に
向
け
て
発
し
た
数
々
の
業
績
が
 
あ
っ
て
 

こ
そ
、
現
在
の
も
示
教
 -
 
社
会
学
一
研
究
者
が
存
立
し
え
て
い
る
と
い
 

っ
て
も
 

  

池
田
氏
は
常
に
一
つ
の
方
向
を
見
据
え
て
い
た
と
、
評
者
に
は
 
思
 わ
れ
 

る
 。
も
ち
ろ
ん
、
池
田
氏
の
視
線
の
先
に
は
常
に
マ
ッ
ク
ス
・
 

ヴ
  
 

｜
 が
い
た
。
と
り
わ
け
ヴ
ェ
ー
バ
ー
が
日
本
に
 
@
 及
し
た
箇
所
は
 
、
池
田
 

氏
の
脳
裏
か
ら
決
し
て
離
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
と
こ
ろ
で
は
な
 
@
@
 

Ⅴ
 カ
  
 

そ
し
て
本
書
は
、
池
田
氏
が
そ
の
学
究
生
活
を
通
し
て
見
つ
め
 
続
  
 

題
へ
の
答
え
で
あ
る
と
い
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。
な
ぜ
東
洋
に
お
い
 
て
は
 日
 

木
 が
西
洋
型
の
資
本
正
義
を
受
容
 し
 発
展
さ
せ
る
こ
ど
が
で
き
た
 
 
 

ヴ
ェ
ー
バ
ー
的
問
題
へ
の
池
田
氏
 津
 身
の
解
答
が
、
本
書
な
の
で
 あ
る
。
 

本
書
は
王
に
、
世
界
に
躍
進
し
た
 近
 ・
現
代
日
本
社
会
の
メ
カ
 
-
 
一
ズ
 ム
 

の
 ル
ー
ツ
を
探
求
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
ま
ず
、
そ
の
構
成
を
示
 
し
て
お
 

こ
う
。
そ
し
て
そ
の
順
序
に
従
っ
て
、
本
書
の
概
要
を
紹
介
す
る
 
こ
と
に
 

す
る
。
 

㈲
日
本
近
代
化
と
日
本
の
宗
教
 

第
二
章
徳
川
幕
藩
体
制
 

第
一
節
ヴ
ェ
ー
バ
ー
の
天
皇
と
将
軍
と
の
関
係
 

第
二
節
ヴ
ェ
ー
バ
ー
の
見
解
の
検
討
 

Ⅲ
将
軍
 観
 

㈲
天
皇
親
 

第
三
章
琉
球
王
国
 

１
 

@
 

占
 琉
球
，
近
世
琉
球
の
聞
 得
 大
君
と
国
 
王
 

第
四
章
村
落
共
同
体
の
宗
教
と
政
治
 

第
一
節
長
老
制
の
村
落
 

第
二
節
家
父
長
制
の
村
落
 

第
三
節
琉
球
の
根
人
 と
ソ
ロ
 

田
長
老
 制
 

㈲
家
父
長
制
 

第
五
章
日
本
の
支
配
装
置
と
神
道
 

第
六
章
幕
藩
体
制
の
従
士
的
封
建
制
 

第
二
部
 

第
一
章
節
近
代
と
近
代
の
日
本
社
会
に
お
け
る
宗
教
集
団
と
も
 示
教
意
識
 

 
 一

天
皇
と
将
軍
の
関
係
 

二
 
新
宗
教
と
祭
祀
集
団
 

三
神
と
人
間
と
の
関
係
 

第
二
章
民
衆
宗
教
意
識
 

 
 一

概
行
者
の
特
質
 

二
秘
 行
者
増
統
制
の
成
立
基
盤
 

  



ヴ
ェ
ー
バ
ー
は
「
儒
教
と
道
教
」
に
お
い
て
、
文
化
発
展
に
決
定
 
 
 

こ
と
は
戦
争
君
主
の
軍
事
的
カ
リ
ス
マ
と
呪
術
師
の
平
和
主
義
的
 
 
 

マ
が
 
一
手
に
握
ら
れ
て
い
た
か
否
か
で
あ
り
、
一
手
に
握
ら
れ
て
 

い
た
 場
 

合
 ど
ち
ら
の
カ
リ
ス
マ
が
「
一
次
的
に
」
君
王
権
力
の
発
展
の
基
 
礎
 と
な
 

っ
て
い
る
か
が
重
要
で
あ
る
、
と
述
べ
て
い
る
。
池
田
氏
が
序
論
 
 
 

て
 行
っ
て
い
る
の
は
、
ヴ
ェ
ー
バ
ー
の
こ
の
指
摘
を
敷
桁
 し、
分
  
 

め
の
よ
り
明
確
な
枠
組
み
を
提
示
す
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
 「
権
威
 

0
 合
ム
Ⅰ
権
力
に
基
づ
い
た
力
の
行
使
の
支
配
は
、
す
べ
て
の
社
会
 

関
係
な
 

い
し
は
社
会
集
団
を
、
主
導
す
る
」
（
本
書
、
九
頁
）
と
の
見
地
 

に
 立
ち
、
 

宗
教
と
政
治
と
の
関
係
に
着
目
し
て
①
政
治
権
力
が
宗
教
権
力
 を
 掌
握
 

し
 、
自
己
の
権
力
の
一
次
的
な
発
展
の
基
礎
と
し
て
自
己
の
軍
事
 
 
 

ス
マ
 
を
置
い
て
い
る
場
合
、
②
政
治
権
力
が
、
第
一
の
場
 舌
と
同
 じ
よ
う
 

に
 宗
教
権
力
を
掌
握
し
て
い
る
が
、
し
か
し
、
第
一
の
場
合
と
違
 って
 自
 

己
の
権
力
の
一
次
的
な
発
展
の
基
礎
と
し
て
、
宗
教
権
力
の
平
和
 主義
的
 

三
 

修
道
 僧
と
 修
道
院
の
構
造
 

四
 

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
諸
宗
派
の
階
統
制
と
生
け
る
救
済
者
宗
教
意
識
 

識
 

第
二
章
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
形
成
親
に
お
け
る
都
市
中
間
層
の
 
エ
  
 

は
じ
め
に
 

一
教
祖
の
神
韻
 と
 人
間
観
 

二
 

ひ
と
の
み
ち
の
苦
難
の
弁
明
論
 

Ⅲ
苦
難
の
根
拠
 

㈲
救
済
方
法
 

㈹
救
済
 財
 

あ
と
が
き
 

て あ ス と 

    
  



書評と紹介 

め 宗 るで 祭 る 常式人 図帳 がし正兵るれてける 立 て女同一に最 る 。 文教 配権 第る すに 将、 え あ る つ酌ん 」 効な 

  
一
年
神
主
・
分
家
・
 
ソ
 ロ
一
に
対
し
優
越
す
る
も
の
の
、
祭
祀
に
 

 
 

一
時
的
に
そ
の
立
場
は
逆
転
し
、
実
行
者
が
授
け
る
マ
ナ
を
受
け
 

て
、
そ
 

の
 支
配
の
正
当
化
を
果
た
す
の
で
あ
る
。
日
本
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
 
 
 

て
は
、
宗
教
権
威
に
優
れ
た
「
蕃
神
着
」
が
神
々
Ⅱ
精
霊
を
操
作
 
し
て
 宗
 

教
権
威
に
お
い
て
劣
る
「
神
工
」
に
依
り
 猿 か
せ
、
一
時
的
に
神
 
と
な
っ
 

た
 神
主
か
ら
呪
術
的
カ
リ
ス
マ
を
受
け
る
と
い
う
関
係
が
一
般
的
 
で
あ
っ
 

た
宋
フ
 日
も
見
ら
れ
る
木
曾
御
嶽
 講
 に
お
け
る
御
座
立
て
儀
礼
は
 
 
 

あ
る
Ⅰ
こ
の
儀
礼
様
式
、
換
言
す
れ
ば
日
本
的
 
一
 王
権
神
授
」
 
は
、
口
 

本
社
会
の
構
造
と
文
化
に
貫
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
 「
強
い
 

カ
リ
ス
マ
の
所
有
者
は
、
人
間
の
利
益
の
た
め
に
、
よ
り
弱
い
 
精
 霊
や
神
 

Ⅱ
力
を
自
由
に
強
制
し
得
る
、
と
い
う
一
つ
の
宗
教
観
念
が
前
提
 
と
な
っ
 

て
い
る
」
一
本
書
、
一
 0
 
三
頁
㍉
こ
れ
は
ヴ
ェ
ー
バ
ー
の
い
う
「
   

強
制
」
と
し
て
の
呪
術
で
あ
る
。
そ
し
て
神
道
 -
 さ
ら
に
い
え
ば
 
 
 

は
 
「
現
世
利
益
一
の
マ
ナ
の
働
き
 
-
 を
 求
め
、
ど
ん
な
時
で
も
、
 
 
 

場
 で
も
、
神
道
以
外
の
神
々
や
他
村
落
の
神
々
の
ど
ん
な
も
の
で
 
も
、
要
 

詣
 す
る
」
 
-
 本
書
、
一
 0
 
四
頁
）
と
い
う
功
利
的
現
世
主
義
の
 エ
  
 

を
酒
養
す
る
。
さ
ら
に
こ
の
エ
ー
ト
ス
は
、
神
道
の
い
う
「
ケ
ガ
 
レ
 」
 観
 

念
 に
基
礎
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。
ケ
ガ
 

レ
 を
克
服
す
る
 
な
ら
、
 

欲
望
を
肯
定
し
て
現
世
利
益
を
追
求
し
、
目
的
合
理
的
に
行
動
す
 る
こ
と
 

が
 必
要
な
の
だ
と
い
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
限
り
に
お
い
て
、
 

西
欧
の
 

産
業
資
本
主
義
と
い
う
異
文
化
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
導
入
す
る
 こと
に
 

 
  
 

無
理
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
 

 
 
 
 

こ
の
功
利
的
現
世
主
義
の
エ
ー
ト
ス
に
加
え
、
産
業
資
本
主
義
 
導
 大
に
 

(
 

あ
た
り
プ
ラ
ス
に
作
用
し
た
も
の
と
し
て
本
書
は
日
本
独
特
の
社
 
会
 構
造
 

あ
 

 
 

も
強
調
し
て
い
る
。
従
士
的
封
建
制
が
そ
れ
で
あ
り
、
そ
こ
に
 
見
 ら
れ
る
 



社
会
関
係
の
固
定
的
で
は
な
い
こ
と
が
、
第
六
章
の
王
 
張
 し
よ
う
 と
す
る
 

と
こ
ろ
で
あ
る
。
従
士
的
封
建
制
は
、
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
 レ｜
 エ
ン
 封
 

建
制
の
よ
う
に
「
定
型
的
な
範
囲
に
確
定
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
 契
 約
 」
 -
 
ヴ
 

エ
 ー
 バ
 よ
に
基
づ
く
も
の
で
ほ
な
く
、
「
仲
間
」
的
忠
誠
感
情
 を
 基
礎
 

に
 置
く
も
の
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
こ
こ
に
お
け
る
主
従
関
係
に
 
は
 目
的
 

合
理
性
が
存
し
、
た
と
え
ば
 藩
 と
い
う
「
仲
間
」
集
団
を
維
持
し
 

発
展
さ
 

せ
る
た
め
に
ほ
「
主
君
押
込
め
」
す
ら
あ
り
え
た
 
よ
う
 に
、
集
団
  
 

義
へ
の
志
向
が
存
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
「
変
革
」
す
る
こ
と
を
 
 
 

い
 精
神
が
、
こ
こ
に
は
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
村
落
、
と
り
わ
 
け
 長
老
 

制
の
村
落
に
お
い
て
も
、
こ
の
構
造
の
相
似
形
が
見
ら
れ
る
。
 

不
 変
の
家
 

カ
リ
ス
マ
ゆ
え
に
固
定
し
た
関
係
を
も
っ
て
い
た
家
父
長
制
村
落
 
と
は
 異
 

な
り
、
一
年
神
主
は
そ
の
限
定
き
れ
た
期
間
に
責
務
を
果
た
す
こ
 
と
で
 長
 

老
 へ
と
上
昇
す
る
可
能
性
を
も
っ
て
い
た
。
そ
れ
が
、
長
老
利
付
 
落
 を
停
 

滞
か
ら
救
い
出
す
。
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
、
日
本
資
本
主
義
 
 
 

手
を
多
く
輩
出
し
た
の
が
一
年
神
王
制
度
を
も
っ
て
い
た
関
西
の
 
地
域
だ
 

っ
 た
こ
と
は
、
示
唆
的
で
あ
る
。
劣
位
に
あ
っ
た
独
自
の
宗
教
権
 
力
 め
担
 

い
手
が
政
治
権
力
の
担
い
手
に
対
等
も
し
く
は
優
位
に
「
な
る
」
 

こ
と
が
 

あ
っ
た
よ
う
に
、
日
本
社
会
に
見
ら
れ
た
「
な
る
論
理
」
ゆ
え
の
 
社
会
流
 

動
 性
と
、
 
-
 仲
間
 -
 集
団
功
利
主
義
と
が
 相
侯
 
っ
て
、
産
業
資
本
 
主
義
 と
 

い
う
異
文
化
導
入
を
促
し
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
 

第
二
部
第
一
章
は
一
九
九
三
年
に
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
開
催
さ
れ
た
 
国
 ぼ
シ
 

ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
日
本
と
ヴ
ェ
ー
バ
ー
」
に
お
い
て
の
池
田
氏
に
よ
 
る
 報
告
 

で
あ
り
、
第
一
部
で
展
開
さ
れ
た
議
論
の
大
本
と
な
っ
た
論
考
で
 
あ
る
。
 

こ
れ
ま
で
と
重
複
す
る
部
分
も
あ
る
が
、
紹
介
し
て
お
こ
う
。
 

中
 国
 と
は
 

異
な
り
、
日
本
に
お
い
て
は
イ
ン
ド
と
同
様
に
政
治
権
力
と
宗
教
 
権
力
の
 

二
元
性
（
池
田
氏
は
こ
れ
を
「
指
導
者
層
の
双
頭
性
」
と
呼
ぶ
 
-
 が
 見
ら
 

れ
る
も
の
の
、
同
権
力
が
そ
れ
ぞ
れ
相
互
に
独
立
し
て
い
た
 
イ
 ン
 
1
2
6
 

異
な
っ
て
、
日
本
に
あ
っ
て
は
政
治
権
力
優
位
の
も
と
で
二
つ
の
 
権
力
が
 

交
叉
し
て
い
た
。
将
軍
と
天
皇
と
の
関
係
、
村
落
共
同
体
の
祭
祀
 
集
団
の
 

長
老
 と
 一
年
神
工
と
の
関
係
は
こ
れ
で
あ
り
、
新
宗
教
に
お
い
て
 

 
 

ガ
ナ
イ
ザ
ー
 と
 立
者
的
存
在
と
の
前
者
優
位
の
双
頭
的
関
係
が
 見
ら
れ
 

る
 。
そ
し
て
政
治
権
力
の
管
掌
者
Ⅱ
封
建
的
 階 統
制
の
担
い
手
 -
 将
軍
・
 

大
名
・
代
官
，
庄
屋
一
に
対
し
て
は
、
彼
ら
を
神
に
祀
っ
た
い
く
 
 
 

事
例
か
ら
 
如
 ら
れ
る
よ
 う
 に
、
救
済
者
宗
教
意
識
が
見
ら
れ
た
。
 

 
 

え
に
彼
ら
は
強
力
な
支
配
を
な
す
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
そ
し
て
 
支
配
者
 

の
 指
導
の
も
と
資
本
主
義
は
導
入
さ
れ
、
日
本
は
 ヨ
 国
民
的
」
 
共
同
体
 

意
識
」
（
ヴ
ェ
ー
バ
上
を
も
つ
統
一
的
な
近
代
的
国
民
国
家
へ
 
と
 移
行
 

す
る
こ
と
と
な
る
。
ま
た
、
日
本
の
封
建
体
制
が
外
的
諸
条
件
に
 
対
し
て
 

柔
軟
で
あ
り
え
た
こ
と
も
大
き
い
。
将
軍
、
大
名
、
代
官
、
庄
屋
 
と
、
そ
 

れ
ぞ
れ
の
 納
 節
点
に
崇
拝
さ
れ
る
 
ヵ
 リ
ス
マ
を
有
し
た
自
律
的
存
 在
 が
あ
 

っ
 た
こ
と
が
、
そ
の
理
由
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
武
士
 
勢
力
に
 

関
し
、
彼
ら
が
臨
機
応
変
に
行
動
す
る
こ
と
を
良
し
と
す
る
武
士
 
道
 に
基
 

つ
い
て
い
た
こ
と
も
、
柔
軟
性
を
も
た
ら
す
。
こ
れ
は
、
「
 

時
 ・
 
 
 

に
 応
じ
て
対
処
す
る
こ
と
を
良
し
と
す
る
神
道
の
原
理
に
合
致
す
 
 
 

え
て
、
神
道
が
日
常
労
働
を
説
い
た
こ
と
も
重
要
で
あ
る
と
さ
れ
 
 
 

田
 氏
に
 よ
 れ
ば
、
苦
難
の
根
拠
と
な
る
も
の
は
 

ケ
ガ
レ
 で
あ
り
、
  
 

と
は
功
利
主
義
的
 
観
 占
か
ら
有
用
で
は
な
い
も
の
を
い
う
。
苦
難
 か
ら
 逃
 

れ
る
方
法
、
つ
ま
り
キ
 
ヨ
 メ
ル
方
法
と
し
て
日
常
労
働
に
精
励
す
 る
こ
と
 

が
 強
調
さ
れ
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
日
本
近
代
化
と
選
択
的
 
親
 相
関
係
 

に
あ
る
フ
ァ
ク
タ
ー
を
、
本
章
は
満
を
持
し
て
指
摘
し
た
感
が
あ
 
る
 。
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第
二
部
第
二
章
は
池
田
氏
の
 旧
著
 
「
ヴ
ェ
ー
バ
ー
宗
教
社
会
学
 
 
 

界
 」
所
収
の
「
大
衆
宗
教
意
識
」
が
再
録
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
 

こ
こ
で
 

問
わ
れ
て
い
る
の
は
、
バ
ラ
モ
ン
と
い
う
祭
司
権
力
の
最
高
の
担
 
い
 手
が
 

存
在
し
た
イ
ン
ド
に
お
い
て
、
な
ぜ
呪
術
的
恩
寵
を
施
す
こ
と
を
 
主
 機
能
 

と
す
る
 秘
 行
者
 
-
 目
遇
 （
の
「
㎎
 

0
 ⑧
が
 一
 バ
ラ
モ
ン
階
層
の
内
外
 力
 
@
@
 
 

り
 ）
 

現
わ
れ
、
民
衆
が
彼
ら
を
「
生
け
る
救
済
者
」
と
し
て
崇
拝
し
た
 
 
 

そ
の
理
由
で
あ
る
。
分
析
枠
組
み
③
に
拠
る
イ
ン
ド
で
は
 
聖
と
俗
 の
 権
力
 

は
 並
立
し
て
お
り
、
バ
ラ
モ
ン
が
政
治
権
力
を
掌
握
し
て
い
な
い
 
 
 

車
宿
 は
、
 彼
ら
の
祭
司
権
力
を
空
洞
化
さ
せ
て
い
た
。
加
え
て
、
 

バ
う
そ
 

ン
 ・
カ
ー
ス
ト
が
合
理
的
に
組
織
化
さ
れ
た
統
一
的
祭
司
組
織
で
 

な
か
っ
 

た
こ
と
も
大
き
い
。
ま
た
、
バ
ラ
モ
ン
の
宗
教
権
威
の
根
拠
が
 
呪
  
 

ス
マ
 で
あ
る
限
り
、
そ
れ
は
い
か
な
る
身
分
に
も
結
び
つ
か
ず
、
 

 
 

｜
 ス
ト
に
よ
る
カ
リ
ス
マ
の
獲
得
を
阻
止
で
き
る
も
の
で
は
な
い
 

。
そ
し
 

て
 ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
救
済
教
義
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
よ
う
に
一
義
 
的
で
な
 

く
 、
多
義
的
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
要
因
が
、
バ
ラ
モ
ン
階
層
向
 
 
 

の
秘
 行
者
出
現
の
可
能
性
を
開
く
。
そ
の
彼
ら
へ
の
民
衆
に
よ
る
 
崇
拝
は
 

 
 

電
信
仰
 

が
 再
活
性
化
し
、
 
秘
 行
者
を
中
核
と
す
る
宗
派
組
織
の
階
 統
化
 

る
が
、
こ
の
こ
と
に
よ
り
民
衆
の
期
待
は
秘
行
者
ヂ
ル
 
-
 に
 向
け
 ち
 

が
 進
ん
 

で
、
一
般
信
者
に
対
す
る
彼
ら
の
権
威
が
絶
対
化
し
て
ゆ
く
の
で
 
あ
る
。
 

私
行
者
の
カ
リ
ス
マ
は
、
欧
米
の
よ
う
に
官
職
に
で
な
く
、
そ
の
 
人
 自
身
 

に
 結
び
つ
い
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
恩
寵
を
受
け
る
こ
と
を
望
む
者
 
は
、
秘
 

行
者
個
人
に
絶
対
的
に
帰
依
 し
、
 彼
ら
を
崇
拝
す
る
こ
と
に
な
る
 。ま
た
 

同
時
期
、
イ
ス
ラ
ム
勢
力
が
侵
入
し
て
貴
族
的
カ
ー
ス
ト
の
没
落
 
が
 始
ま
 

ね
 、
彼
ら
を
「
生
け
る
救
済
者
」
と
し
て
崇
拝
す
る
意
識
が
高
ま
 っ
て
 ゆ
 

 
 

最
後
の
第
二
部
第
三
章
で
は
、
都
市
中
間
層
を
吸
収
し
て
成
長
を
 
遂
げ
 

た
 
「
ひ
と
の
み
ち
教
団
」
と
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
の
関
係
が
論
じ
ら
れ
 

る
 。
 ひ
 

と
の
み
ち
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
特
徴
は
、
一
方
で
天
皇
至
上
主
 義
を
誼
 

い
、
他
方
で
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
基
本
概
念
を
説
い
た
と
い
う
矛
盾
 
 
 

格
 で
あ
ろ
う
。
や
が
て
ひ
と
の
み
ち
は
権
力
に
統
合
さ
れ
て
ゆ
く
 
こ
と
に
 

な
る
が
、
生
活
危
機
に
直
面
し
た
都
市
中
間
層
が
い
か
に
し
て
そ
 
れ
に
 呑
 

み
 込
ま
れ
て
い
っ
た
の
か
、
そ
の
理
由
が
彼
ら
の
エ
ー
ト
ス
に
  
 

ね
 、
そ
の
エ
ー
ト
ス
が
「
苦
難
の
弁
明
論
 @
 
プ
の
 
0
 日
い
 の
の
 隼
 ⑱
Ⅰ
 0
-
 
年
の
 
コ
 ㏄
 

神
 議
論
で
あ
る
が
、
池
田
氏
は
こ
う
訳
出
す
る
こ
を
鍵
に
 、
解
 明
 さ
れ
 

て
ゆ
く
。
ひ
と
の
み
ち
の
教
え
に
よ
れ
ば
、
唯
一
の
神
は
無
定
形
 
な
ア
ニ
 

マ
的
力
 Ⅱ
マ
ナ
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
諸
々
の
神
々
・
仏
を
含
む
 
宇
 宙
 の
 方
 

初
 に
顕
現
す
る
。
人
間
は
「
神
の
分
霊
」
で
あ
り
、
そ
の
人
間
の
 「
ひ
と
 

の
み
ち
」
と
は
現
象
世
界
の
一
切
を
自
身
に
従
属
さ
せ
、
自
己
の
 
 
 

た
め
に
 利
 m
 す
る
こ
と
で
あ
る
。
降
り
か
か
っ
た
苦
難
も
神
の
現
 
わ
れ
で
 

あ
る
限
り
、
否
定
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
も
そ
も
人
が
苦
難
に
 
見
舞
わ
 

れ
る
原
因
は
心
の
問
題
（
不
足
 心
 ）
で
あ
る
。
な
ら
ば
、
人
間
を
 曇
ら
せ
 

苦
難
を
誘
引
し
た
「
自
我
」
を
「
没
却
」
し
て
「
天
人
合
一
」
 す
る
な
 

ら
 、
救
済
 財
 と
し
て
の
徳
が
獲
得
さ
れ
よ
う
。
自
我
没
却
の
手
段
 
は
 
「
 
惟
 

神
の
道
」
と
呼
ば
れ
、
そ
れ
は
何
よ
り
現
実
生
活
に
お
い
て
「
 身
を
削
 

ぐ
 」
実
践
（
日
常
的
労
働
一
で
あ
る
。
さ
ら
に
い
え
ば
社
会
、
国
 
家
 の
た
 

め
 、
自
己
犠
牲
を
払
っ
て
尽
く
す
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
す
る
こ
と
 
で
神
か
 

 
 

ら
 与
え
ら
れ
た
「
個
性
」
が
発
揮
さ
れ
、
人
は
「
真
の
自
由
」
を
 
享
受
で
 

き
る
と
説
か
れ
る
。
「
真
の
自
由
」
は
今
日
い
わ
れ
る
よ
う
な
 
目
 

 
 

 
 

う
よ
り
、
集
団
功
利
主
義
的
に
働
い
た
結
果
と
い
う
わ
け
で
あ
る
 
 
 



に
見
ら
れ
る
一
種
の
楽
天
王
 
義
が
 、
不
況
に
喘
い
で
い
た
都
市
中
 間
 層
の
 

共
感
を
得
る
。
そ
し
て
集
団
功
利
主
義
的
性
格
は
、
国
民
を
動
員
 
す
る
 ェ
 

不
 ル
ギ
ー
を
供
給
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
そ
し
て
、
何
よ
り
 
大
 切
 な
集
 

団
 
一
天
皇
を
頂
点
と
す
る
国
家
一
の
前
に
は
、
民
主
主
義
が
強
 調
 す
る
 

「
平
等
」
も
「
権
利
」
も
、
何
時
で
あ
れ
 

放
倒
 さ
れ
る
運
命
に
あ
 
っ
た
と
 

い
え
る
の
で
あ
る
。
 

以
上
、
本
書
を
概
観
し
た
。
評
者
の
力
量
不
足
ゆ
え
に
、
池
田
氏
 
 
 

点
の
置
き
所
を
捉
え
そ
こ
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
す
る
。
 

そ
れ
 程
 

に
 盛
り
沢
山
の
内
容
で
あ
っ
た
か
ら
と
弁
明
し
て
お
く
が
、
し
か
 
 
 

氏
的
 問
題
、
ヴ
ェ
ー
バ
ー
的
問
題
の
考
究
を
志
す
向
き
に
少
し
は
 
役
立
て
 

る
よ
う
、
示
し
え
た
の
で
は
な
い
か
。
 

以
下
、
感
じ
た
と
こ
ろ
を
述
べ
る
。
本
書
を
構
成
す
る
二
つ
の
 
セ
  
 

コ
 ン
の
う
ち
、
一
部
の
方
が
本
書
の
テ
ー
マ
を
よ
り
直
接
的
に
ぬ
 

珊
   

る
と
思
わ
れ
る
た
め
、
コ
メ
ン
ト
は
そ
ち
ら
に
向
け
ら
れ
る
が
、
 

そ
の
 前
 

に
 二
部
に
つ
い
て
も
若
干
記
し
て
お
こ
う
。
第
二
部
第
一
章
は
第
 一
部
の
 

原
点
と
し
て
重
複
す
る
部
分
も
少
な
く
な
い
た
め
、
こ
こ
で
は
  
 

ぃ
 。
第
二
部
第
二
章
に
つ
い
て
、
こ
れ
が
 旧
 著
か
ら
再
録
さ
れ
た
 
 
 

イ
ン
ド
と
対
比
す
る
こ
と
で
日
本
社
会
の
姿
を
よ
り
鮮
明
に
す
る
 
た
め
な
 

の
で
あ
ろ
う
か
。
確
か
に
イ
ン
ド
に
お
け
る
 
宗
｜
 政
の
二
元
的
支
 
配
 、
宗
 

教
 体
系
の
非
組
織
性
、
ま
た
 呪
的
 カ
リ
ス
マ
を
め
ぐ
る
個
人
的
関
 
 
 

調
は
 、
日
本
の
そ
れ
に
濃
厚
な
集
団
性
と
ほ
対
照
的
で
、
こ
れ
が
 
 
 

社
会
全
体
の
近
代
化
に
プ
ラ
ス
に
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
 で
あ
ろ
 

ぅ
 。
評
者
と
し
て
は
、
こ
の
イ
ン
ド
社
会
の
分
析
に
加
え
て
中
国
 
 
 

て
の
論
考
も
並
置
さ
れ
て
い
れ
ば
、
本
書
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
 思
 う
な
 

ら
 、
よ
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ら
れ
た
。
第
二
部
第
三
章
 
 
 

て
は
、
第
一
部
で
指
摘
さ
れ
た
神
道
の
要
素
 -
 
ケ
ガ
レ
、
ミ
ソ
ギ
 
-
 や
集
 

日
功
利
主
義
が
こ
こ
で
再
現
し
て
お
り
、
興
味
深
い
。
ヴ
ェ
ー
 バ 
1
2
8
 

 
 

し
こ
の
同
じ
テ
ー
マ
を
論
じ
た
な
ら
か
く
あ
ろ
う
と
思
わ
せ
る
よ
 
っ
な
 

 
 

池
田
氏
の
独
壇
場
と
い
う
べ
き
研
究
で
あ
る
。
が
、
本
書
の
 テ
｜
 て
か
ら
 

が
 、
こ
の
二
つ
の
章
が
本
書
に
採
録
さ
れ
た
積
極
的
な
理
由
は
評
 

す
れ
ば
付
け
足
し
的
な
も
の
で
は
な
い
か
。
第
二
部
第
二
章
も
 
、
 臣

 
右
に
は
 

で
あ
る
 

不
明
で
あ
る
。
 

さ
て
、
本
題
で
あ
る
。
何
よ
り
、
本
書
が
到
達
し
え
た
と
こ
ろ
  
 

し
 、
賛
辞
は
惜
し
ま
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
日
本
が
西
欧
の
資
本
 正
義
 と
 

い
う
異
文
化
の
導
入
に
成
功
し
え
た
国
と
し
て
、
神
道
と
従
士
的
 
封
建
制
 

と
に
着
目
し
、
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明
し
た
本
書
の
価
値
は
計
 
 
 

ぬ
ほ
ど
に
大
き
い
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
が
看
過
し
て
き
た
感
の
あ
 
る
 神
道
 

の
 、
文
化
発
展
に
お
け
る
重
要
性
を
丸
山
真
男
の
い
う
「
（
 
カ
ミ
 に
 -
 な
 

る
 論
理
」
を
桂
子
に
し
て
見
出
し
、
革
新
性
か
ら
最
も
遠
い
と
 
思
 わ
れ
た
 

神
道
の
イ
メ
ー
ジ
を
覆
し
た
点
は
高
く
評
価
さ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
 
 
 

て
 、
宗
教
的
フ
ァ
ク
タ
ー
を
指
摘
す
る
こ
と
で
事
足
れ
り
と
は
せ
 
ず
、
日
 

本
社
会
の
構
造
上
の
特
質
と
近
代
化
と
い
う
変
革
と
の
親
和
 
性
に
 ま
で
論
 

を
 進
め
た
こ
と
が
、
池
田
氏
の
議
論
を
力
強
い
も
の
に
し
て
い
る
 
。
日
本
 

宗
教
社
会
学
の
王
道
を
往
く
記
念
碑
的
な
作
品
と
い
え
よ
う
。
 

そ
の
内
容
の
豊
か
な
こ
と
、
説
得
的
な
る
こ
と
は
、
評
者
の
拙
い
 
筆
で
 

は
 尽
く
せ
そ
 う
 も
な
い
。
原
典
に
あ
た
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
 
勧
 め
る
こ
 

と
と
し
て
、
残
さ
れ
た
紙
幅
で
評
者
が
感
じ
た
若
干
の
疑
問
を
呈
 
し
て
お
 

き
た
い
。
ま
ず
、
日
本
近
代
化
と
関
係
す
る
宗
教
と
し
て
指
摘
さ
 
 
 

道
で
あ
る
が
、
こ
の
神
 廿
 と
い
う
言
葉
で
な
く
、
日
本
シ
ャ
ー
 マ
 ニ
す
 
ハ
ム
 

あ
る
い
は
日
本
的
呪
術
 休
宗
 と
い
う
舌
口
葉
を
用
い
た
方
が
よ
り
 
適
  
 



え
ま
い
か
。
神
道
と
い
う
言
葉
か
ら
は
、
宗
教
法
人
・
神
社
本
庁
   

宗
教
が
想
起
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
場
合
に
は
誤
解
を
招
く
 こ
と
も
 

あ
ろ
う
。
よ
り
正
確
を
求
め
る
な
ら
、
神
道
と
い
う
言
葉
に
代
わ
 
 
 

で
 問
題
の
日
本
宗
教
を
表
わ
す
べ
き
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
 

ま
た
本
書
で
は
琉
球
が
耽
り
上
げ
ら
れ
、
国
王
と
聞
 
得
 大
君
、
根
  
 

ソ
 ロ
と
の
関
係
が
将
軍
と
天
皇
、
長
老
 

と
 一
年
神
主
と
の
関
係
に
  
 

る
も
の
と
し
て
活
写
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
琉
球
を
第
三
章
・
 

章
 に
お
 

い
て
論
じ
、
第
一
部
の
結
論
部
と
い
う
べ
き
五
章
・
六
章
に
つ
な
 
 
 

た
ち
で
布
置
し
た
の
は
何
故
な
の
か
。
琉
球
も
ま
た
顕
著
な
近
代
 
化
 を
達
 

成
し
た
と
い
う
の
な
ら
理
解
で
き
る
が
、
そ
う
と
は
い
え
な
い
は
 
ず
で
あ
 

る
 。
な
ぜ
こ
こ
で
琉
球
な
の
か
、
説
明
に
乏
し
い
よ
う
で
あ
る
。
 

な
お
、
 

琉
球
に
お
い
て
は
、
マ
ナ
を
授
与
す
る
神
女
の
呪
術
が
合
理
的
知
 
誠
 で
は
 

な
く
「
土
着
の
伝
統
的
信
仰
知
識
」
 

-
 
本
書
、
五
 
0
 頁
一
に
基
づ
 
い
て
お
 

り
 、
そ
の
た
め
に
「
宗
教
は
 、
 ム
ロ
理
化
か
ら
程
遠
く
、
琉
球
社
会
 
の
 停
滞
 

化
を
招
く
こ
と
に
な
っ
た
」
一
本
書
、
六
 

0
 貞
 -
 と
考
え
ら
れ
て
 
 
 

こ
の
こ
と
に
関
連
し
、
天
皇
は
さ
て
お
き
、
一
年
神
工
 
が
 依
拠
 し
  
 

土
着
の
伝
統
的
信
仰
知
識
で
は
な
か
っ
た
か
。
日
本
の
村
落
共
同
 
体
 の
さ
 不
 

教
は
 、
琉
球
社
会
の
そ
れ
と
比
較
し
て
、
合
理
的
で
あ
っ
た
と
い
 
 
 

 
 

「
日
本
的
王
権
神
授
」
に
つ
い
て
も
若
干
の
疑
問
が
あ
る
。
将
軍
 
が
天
 

皇
か
ら
マ
ナ
を
受
け
て
そ
の
支
配
の
正
当
性
を
え
た
こ
と
に
つ
い
 
て
、
池
 

田
氏
は
 
「
将
軍
の
山
下
教
権
威
が
武
威
に
基
づ
い
て
 
い
 て
平
和
時
に
 
は
 有
効
 

 
 

 
 

 
 

い
て
も
同
様
で
 

あ
ろ
う
。
で
は
長
老
の
場
合
、
ま
た
家
父
艮
一
総
本
家
）
の
場
 
ム
 ロ
リ
 

は
い
こ
う
 

な
の
だ
ろ
う
か
。
と
も
に
そ
の
宗
教
権
威
 
は
 、
将
軍
・
国
王
と
 
等
  
 

不
安
定
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
と
り
わ
け
、
不
変
の
家
カ
リ
ス
 てな
 も
 

つ
 総
本
家
の
権
威
は
盤
石
な
の
で
は
な
か
っ
た
の
か
。
そ
う
で
あ
 
 
 

マ
ナ
を
受
け
る
必
要
な
ど
な
い
、
と
考
え
ら
れ
ま
い
か
。
 

も
う
一
つ
、
神
道
の
罪
 
-
 
忠
一
観
念
で
あ
る
「
ケ
ガ
 
ン
 」
が
功
利
的
 
現
世
 

正
義
 を
 
モ
テ
ィ
ベ
ー
ト
す
る
と
の
主
張
が
、
評
者
に
は
不
明
瞭
な
 
ま
ま
で
 

あ
る
。
池
田
氏
は
 ケ
 ガ
 
ン
 を
、
い
わ
ば
利
益
追
求
に
あ
た
り
 佃
 
駄
 な
も
 

の
 、
邪
魔
に
な
る
も
の
と
規
定
し
て
い
る
よ
う
で
、
そ
こ
か
ら
 
先
 0
 玉
帳
 

を
 導
い
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
何
や
ら
牽
強
付
会
の
感
が
な
い
 で
も
な
 

ぃ
 。
さ
ら
に
、
日
本
の
ゐ
小
故
山
柄
 は
 
「
生
け
る
 
貝
冊
者
 宗
教
を
成
 立
 せ
し
 

め
な
か
っ
た
」
一
本
書
、
一
四
七
頁
）
と
い
わ
れ
る
が
、
そ
れ
で
 

は
 将
軍
、
 

大
名
等
に
よ
る
強
力
な
支
配
を
指
摘
し
た
第
二
部
第
一
章
の
主
張
 
と
 矛
盾
 

す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
 

細
か
い
占
で
疑
問
を
感
じ
た
箇
所
、
得
心
の
い
か
な
か
っ
た
部
分
 
 
 

上
を
含
め
、
実
は
少
な
く
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
を
差
し
引
い
て
 
も
、
本
 

書
の
大
筋
は
圧
倒
的
な
迫
力
を
も
ち
、
示
唆
に
富
む
も
の
で
あ
っ
 
た
 。
 そ
 

し
て
本
書
を
読
む
も
の
は
等
し
く
、
池
田
氏
の
学
問
的
情
熱
の
炎
 
 
 

だ
 盛
ん
な
る
こ
と
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
次
に
世
 に問
 わ
 

れ
る
で
あ
ろ
う
研
究
が
 
、
 待
ち
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
 

ま
た
本
書
は
、
近
年
の
宗
教
（
社
会
学
 
-
 研
究
が
枝
葉
末
節
に
拘
泥
 し
本
 

道
を
外
れ
て
い
る
と
、
言
外
に
訴
え
て
い
る
よ
う
に
も
感
じ
ら
れ
 
 
 

 
 

者
と
し
て
は
、
大
先
達
か
ら
下
さ
れ
た
鉄
槌
で
も
あ
る
と
思
い
、
 

自
戒
し
 

て
原
 占
を
忘
れ
ず
研
究
に
取
り
組
む
よ
う
、
 心
 新
た
に
し
た
こ
 と
で
あ
 

杓
 

 
 

る
 。
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本
書
 は
 、
宗
教
学
者
ミ
ル
チ
 ャ
 
・
エ
リ
ア
ー
デ
一
ミ
 
一
 
「
 
い
 の
 
p
n
 由
ゅ
 
住
 の
 一
 

学
問
的
営
為
の
具
体
的
な
展
開
を
捉
え
、
そ
の
今
日
的
な
意
義
を
 
問
 う
 

を
 意
図
と
し
て
い
る
。
一
九
九
六
年
に
東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
 
会
系
 

究
 科
に
提
出
し
た
博
士
論
文
を
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
 
 
 

者
は
、
エ
リ
ア
ー
デ
 
/
 
ク
リ
ア
ー
ノ
「
エ
リ
ア
ー
デ
世
界
宗
教
卓
 
曲
臼
 

せ
り
か
書
房
、
一
九
九
四
年
 -
 の
訳
者
及
び
エ
リ
ア
ー
デ
原
案
「
 

世
界
 

敦
史
Ⅳ
」
 

窟
汎
摩
 書
房
、
一
九
九
八
年
Ⅰ
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
 

 
 

エ
リ
ア
ー
デ
宗
教
学
の
世
界
」
 

-
 せ
り
か
書
房
、
一
九
九
六
年
 -
 の
共
 

者
で
も
あ
る
。
 

「
は
じ
め
に
」
に
お
い
て
、
著
者
は
国
内
外
に
お
け
る
エ
リ
ア
ー
 
@
 
ア
山
下
 

学
の
理
解
の
在
り
方
を
概
観
し
、
本
書
の
方
向
付
け
を
行
う
。
 一
 一
一
一
一
口
五
町
 

の
 制
約
や
入
手
可
能
な
文
献
の
制
約
も
省
み
ず
、
本
書
が
あ
え
て
 
問
お
 

と
す
る
の
は
、
既
存
の
研
究
に
お
い
て
少
々
、
見
過
さ
れ
て
い
る
 
か
に
 

、
ま
た
そ
こ
か
ら
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
い
く
つ
か
の
論
白
 
な
 

え
る
 
エ
リ
ア
ー
デ
宗
教
学
の
「
展
開
」
を
押
さ
え
る
事
の
意
義
 示

す
 

で
あ
 

と
で
あ
る
」
。
 

奥
山
 倫
明
著
 

「
エ
リ
ア
ー
デ
 

 
 

比
較
 

宗
教
学
の
展
開
 

・
歴
史
・
解
釈
１
１
」
 

万
水
書
房
 
二
 0
0
0
 年
 四
月
二
 0
 日
刊
 

A
5
 判
二
九
 0
 頁
 
五
六
 0
0
 円
 

副
題
が
示
す
よ
う
に
、
本
書
は
三
つ
の
部
分
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
 

 
 

 
 

ア
ー
デ
に
お
け
る
宗
教
比
較
論
一
篇
 I
 部
 、
第
 l
 章
か
ら
第
 2
%
 
邑
 、
 宗
 

H
 

敦
史
研
究
 
-
 
篇
Ⅱ
 部
 、
第
 5
 章
か
ら
第
 8
 土
星
、
エ
リ
ア
ー
デ
 
独
 自
 の
 解
 

 
 

釈
学
 
（
 
第
 Ⅲ
 部
 、
第
 9
 章
か
ら
 絡
 ま
邑
で
あ
る
。
著
者
が
本
書
に
 
 
 

一
貫
し
て
保
持
す
る
見
解
は
 
、
 恐
ら
く
以
下
の
如
く
で
あ
ろ
う
。
 

す
な
わ
 

ち
 、
エ
リ
ア
ー
デ
の
宗
教
学
は
、
宗
教
比
較
論
と
宗
教
史
研
究
の
 
総
合
を
 

志
向
し
て
お
り
、
こ
の
総
合
が
エ
リ
ア
ー
デ
自
身
を
方
法
論
上
の
 
解
釈
学
 

的
 主
張
へ
と
導
く
の
で
あ
っ
て
、
エ
リ
ア
ー
デ
の
宗
教
学
が
解
釈
 
学
 と
い
 

う
 方
法
論
を
得
た
時
に
エ
リ
ア
ー
デ
の
普
遍
的
人
間
観
 
宇
 新
し
 い
ヒ
ュ
 

｜
 
マ
ニ
ズ
ム
 ヒ
 

が
見
出
さ
れ
る
。
エ
リ
ア
ー
デ
の
宗
教
学
は
こ
 こ
に
お
 

い
て
そ
の
今
日
的
意
義
が
示
さ
れ
る
が
、
同
時
に
、
い
く
ら
か
の
 
問
題
 占
 

も
ま
た
指
摘
さ
れ
得
る
。
以
下
に
本
書
の
要
旨
を
た
ど
り
つ
つ
 
検
 討
 を
加
 

え
て
み
よ
う
。
 

第
 I
 部
の
冒
頭
で
、
著
者
は
エ
リ
ア
ー
デ
に
お
け
る
宗
教
学
の
規
 
定
 む
 

試
み
る
。
西
洋
に
属
す
る
エ
リ
ア
ー
デ
に
と
っ
て
、
非
西
洋
と
の
 
避
逓
こ
 

そ
が
宗
教
学
成
立
の
源
泉
で
あ
る
。
こ
の
場
合
の
非
西
洋
と
は
「
 
未
開
 の
 

ず
 ヱ
ョ
二
才
色
」
「
始
源
的
す
目
下
生
こ
」
 
な
 
文
化
、
即
ち
「
 異
 郷
 忙
ど
 

を
 有
す
る
「
他
者
」
と
し
て
の
文
化
を
指
す
。
宗
教
学
と
い
う
 
学
 問
 そ
の
 

も
の
が
、
資
料
的
に
は
「
他
者
」
を
対
象
と
し
つ
つ
も
、
宗
教
的
 
な
 
「
 起
 

源
 」
を
探
求
す
る
「
郷
愁
」
 
か
 三
始
ま
つ
た
と
い
う
エ
リ
ア
ー
デ
 0
 着
目
 

が
 指
摘
さ
れ
る
。
「
宗
教
史
学
、
あ
る
い
は
比
較
宗
教
学
が
始
ま
 
る
 
一
九
 

世
紀
半
ば
が
、
物
質
主
義
と
実
証
主
義
の
興
隆
 期 に
重
な
っ
て
 
い
 た
 」
と
 

い
う
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
内
で
、
宗
教
史
学
は
「
事
実
に
対
す
る
 
実
 記
主
義
 

的
 ア
プ
ロ
ー
チ
と
、
起
源
へ
の
、
す
な
わ
ち
宗
教
の
真
の
始
ま
り
 
 
 

求
 」
と
い
う
特
質
の
も
と
に
成
立
し
た
と
い
う
。
便
宜
的
に
区
分
 
さ
れ
る
 



書 ・ 評 と紹介 

東
洋
学
や
人
頼
 
学
も
 、
そ
う
し
た
特
質
を
共
有
す
る
も
の
で
あ
ろ
 
 
 

宗
教
学
と
い
う
学
問
の
自
律
性
を
考
え
る
時
、
宗
教
学
が
内
包
す
 
る
 方
法
 

論
 的
な
二
つ
の
方
向
一
分
岐
し
て
い
る
が
相
補
的
な
 -
 が
 浮
上
  
 

る
 。
著
者
は
そ
れ
を
「
宗
教
に
対
す
る
構
造
的
関
心
と
歴
史
的
関
 
 
 

分
立
」
と
呼
ぶ
。
す
な
 
ね
 ち
、
宗
教
の
本
質
へ
の
関
心
と
、
歴
史
 へ
の
 関
 

心
 で
あ
る
。
著
者
は
、
こ
の
対
立
的
か
っ
相
補
的
な
二
者
を
連
関
 
 
 

統
合
し
よ
う
と
す
る
点
に
エ
リ
ア
ー
デ
の
宗
教
学
の
柚
目
性
を
見
 
る
 。
 万
 

法
論
的
に
そ
れ
は
解
釈
学
と
し
て
示
さ
れ
、
宗
教
が
社
会
構
造
や
 
 
 

産
 と
し
て
還
元
さ
れ
る
事
を
拒
絶
し
た
上
で
宗
教
学
は
固
有
の
意
 
味
 領
域
 

を
 想
定
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。
し
か
も
「
単
一
の
宗
教
で
は
な
く
 
諸
宗
教
 

の
 歴
史
と
い
う
一
種
の
領
域
横
断
的
な
視
点
」
が
宗
教
学
の
特
質
 
と
さ
れ
 

る
 。
そ
し
て
こ
の
「
領
域
横
断
的
な
視
 占
 」
こ
そ
、
比
較
と
い
う
 手
法
と
 

な
る
。
個
々
の
宗
教
 は
 そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
を
背
景
に
し
て
い
る
が
 
複
数
 

の
 宗
教
を
比
較
研
究
す
る
占
で
、
エ
リ
ア
ー
デ
が
重
視
し
た
の
が
 「
歴
史
 

の
視
占
と
 比
較
の
視
 占
 と
の
相
互
媒
介
性
」
だ
ろ
う
と
著
者
は
言
 
@
 
つ
 。
 エ
 

リ
ア
ー
デ
の
掲
げ
た
解
釈
学
的
宗
教
学
が
、
そ
の
「
相
互
媒
介
性
 
」
の
 結
 

日
明
と
な
る
事
を
示
唆
し
た
上
で
、
著
者
は
エ
リ
ア
ー
デ
の
行
っ
た
 

宗
教
 比
 

駁
論
を
跡
付
け
て
い
く
。
具
体
的
に
は
、
エ
リ
ア
ー
デ
が
そ
の
 
宗
 教
 比
較
 

論
の
集
大
成
と
し
て
の
 
宕
 不
教
学
概
論
二
九
四
九
年
こ
に
 
至
 る
ま
で
 

の
 研
究
活
動
二
九
三
 0
 年
代
の
ア
ジ
ア
や
バ
ビ
ロ
ニ
ア
の
 錬
 金
 術
研
 

究
 、
イ
ン
ド
で
の
研
究
と
実
修
を
踏
ま
え
た
 ヨ
 ー
ガ
研
究
、
一
九
 
四
 O
 午
 

代
の
 ル
ー
マ
ニ
ア
の
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
研
究
一
の
概
観
で
あ
る
。
「
 

宗
教
学
 

概
ユ
哩
 以
降
エ
リ
ア
ー
デ
宗
教
学
の
核
心
と
な
っ
て
い
く
諸
概
念
 
や
 論
理
 

的
 図
式
の
源
泉
を
綿
密
に
た
ど
っ
て
い
る
点
は
古
井
の
功
績
で
あ
 
ろ
う
。
 

エ
リ
ア
ー
デ
の
ア
ジ
ア
や
バ
ビ
ロ
ニ
ア
に
お
け
る
指
金
術
や
錬
金
 
 
 

究
 に
お
い
て
著
者
が
豊
富
な
具
体
例
を
引
用
し
つ
つ
抽
出
す
る
の
 
は
 
「
仝
 

干
 

自
酌
相
応
性
を
核
と
す
る
宇
宙
観
、
有
機
的
全
体
性
を
核
と
す
 る
 世
界
 

観
、
さ
ら
に
中
心
の
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
」
で
あ
る
。
バ
ビ
ロ
ニ
ア
を
 
含
む
 古
 

代
 メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
人
の
宇
宙
論
に
お
い
て
、
天
上
と
地
上
が
対
応
 
 
 

り
 、
地
上
の
事
物
は
天
上
の
事
物
を
理
念
的
な
モ
デ
ル
と
し
て
 
実
 現
し
て
 

い
る
と
す
る
事
か
ら
、
「
中
心
」
と
い
う
概
念
が
導
入
さ
れ
る
。
 

す
な
わ
 

ち
 神
殿
や
ジ
グ
ラ
ッ
ト
は
世
界
の
模
 象
コ
ミ
ご
 。
 日
 ミ
コ
 
ロ
 ご
と
 し
て
 天
 

上
 、
地
上
、
地
下
と
い
う
宇
宙
の
三
層
を
象
徴
す
る
世
界
の
中
 
心
 で
あ
 

り
 、
宇
宙
創
造
の
開
始
さ
れ
た
場
で
あ
る
と
共
に
生
命
の
起
 
占
か
 つ
 死
後
 

0
 世
界
の
入
り
 
ロ
 と
し
て
の
聖
な
る
領
域
で
あ
る
。
そ
し
て
、
 

特
 に
 治
金
 

術
の
 
「
産
科
学
的
」
 な
 シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
 

一
 
「
胎
児
」
と
し
て
の
 鉱
 石
 を
人
 

為
 的
に
成
長
さ
せ
、
完
成
さ
せ
る
と
い
う
象
徴
的
な
諸
観
念
）
に
 おけ
る
 

よ
う
に
、
世
界
の
諸
事
物
は
象
徴
的
か
つ
有
機
的
に
連
関
し
て
お
 
 
 

界
は
諸
事
物
の
有
機
的
な
結
合
が
も
た
ら
す
生
命
力
と
実
在
性
の
 
全
体
 そ
 

の
も
の
と
さ
れ
る
。
 

著
者
に
よ
れ
ば
エ
リ
ア
ー
デ
の
 三
 0
 年
代
の
 
ヨ
 ー
ガ
研
究
に
も
 
@
 
 
 

た
 考
え
方
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。
ヨ
ー
ガ
行
者
は
、
 

俗
 な
る
日
常
 生
活
と
 

絶
対
的
で
聖
な
る
領
域
 
@
 
リ
ア
ー
デ
の
用
語
で
は
カ
オ
ス
 と
 コ
ス
モ
 

ス
 -
 と
い
う
二
元
論
的
宇
宙
観
を
前
提
に
し
て
、
宇
宙
相
応
性
 
そ
  
 

か
ら
解
脱
す
る
事
を
目
標
と
す
る
。
 

エ
リ
ア
ー
デ
の
自
己
の
宗
教
伝
統
 

-
 ル
ー
マ
ニ
ア
の
フ
ォ
ー
ク
ロ
 
ア
 -
 

に
 対
す
る
関
心
も
こ
れ
ら
の
見
解
に
連
関
す
る
。
建
築
と
い
う
 
創
 追
行
為
 

 
 

に
 見
ら
れ
る
儀
礼
的
な
死
を
主
題
と
す
る
ル
ー
マ
ニ
ア
の
バ
ラ
ッ
 
ド
に
関
 

す
る
エ
リ
ア
ー
デ
の
見
解
か
ら
、
著
者
は
「
こ
こ
で
は
空
間
と
い
 
う
 契
機
 

に
 加
え
て
時
間
と
い
う
契
機
が
導
入
さ
れ
、
有
機
的
世
界
観
と
手
 
宙
 論
的
 



シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
と
が
 統
 ム
ロ
的
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
」
と
言
う
。
 

す
な
わ
 

ち
 、
「
現
実
を
実
在
化
す
る
た
め
に
行
わ
れ
る
儀
礼
は
 
、
 始
源
型
 

Ⅰ
「
 い
 す
の
 
モ
 で
し
の
模
倣
、
反
復
」
で
あ
り
、
「
そ
れ
に
よ
っ
て
 神
 話
的
 

な
 時
間
へ
の
永
遠
の
回
帰
が
実
現
す
る
」
。
建
築
儀
礼
に
お
け
る
 
犠
牲
的
 

な
 死
は
、
宇
宙
的
な
水
準
で
の
 

死
 と
再
生
 
-
 
死
ん
だ
人
間
が
 
聖
な
 る
 建
築
 

物
 と
し
て
再
生
す
る
と
い
う
魂
の
転
移
 一
 を
意
味
し
て
お
り
、
 
世
 界
 に
お
 

い
 て
作
ら
れ
る
も
の
が
そ
の
意
味
で
は
す
べ
て
「
生
き
て
 -
 い
 る
 、
「
 生
 

命
 付
与
す
三
ヨ
 p
P
@
o
 

コ
一
 
」
さ
れ
て
い
る
と
い
う
有
機
的
な
世
界
 観
に
連
 

な
る
も
の
で
あ
っ
て
、
空
間
的
に
も
時
間
的
に
も
宇
宙
創
造
を
再
 
現
す
る
 

も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
 

さ
て
、
こ
う
し
た
様
々
な
対
象
を
王
 題
 と
す
る
エ
リ
ア
ー
デ
自
身
 
の
も
 示
 

教
 比
較
論
を
跡
付
け
た
上
で
、
著
者
は
「
宗
教
学
概
 
払
 型
の
考
察
 へ
と
 進
 

む
 。
「
宗
教
学
概
論
」
は
エ
リ
ア
ー
デ
の
宗
教
比
較
論
の
集
大
成
 
で
あ
る
 

が
 、
著
者
は
実
は
こ
の
著
作
が
「
歴
史
を
偽
装
し
た
」
も
の
で
あ
 
る
 事
に
 

着
眼
す
る
。
 
何
 著
は
聖
な
る
も
の
の
「
形
態
学
」
と
し
て
執
筆
さ
 
 
 

の
で
あ
っ
て
 、
 聖
の
歴
史
的
顕
現
に
関
し
て
は
姉
妹
編
に
あ
た
る
 フ
水
 @
 
迩
 

回
帰
の
神
話
」
二
九
四
九
年
 -
 に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
い
る
が
、
 

著
 者
は
そ
 

の
 
「
形
態
学
」
に
お
い
て
既
に
歴
史
の
問
題
が
内
包
さ
れ
て
い
る
 

事
 を
指
 

摘
 す
る
の
で
あ
る
。
 

こ
こ
で
エ
リ
ア
ー
デ
が
導
入
す
る
の
 

ほ
ヒ
 
エ
ロ
フ
ァ
ニ
 ー
 と
い
う
 概
念
 

で
あ
る
。
 
ヒ
 
エ
ロ
フ
ァ
ニ
ー
と
は
、
 
俗
 な
る
も
の
を
通
し
て
の
 
聖
 な
る
も
 

の
の
顕
現
と
規
定
さ
れ
る
。
 

石
 、
 ホ
 、
水
、
月
、
太
陽
と
い
っ
た
 

一
見
 俗
 

な
る
外
見
を
有
す
る
事
物
を
介
し
て
聖
な
る
も
の
が
顕
現
す
る
事
 
は
ヒ
ェ
 

ロ
フ
ァ
ニ
ー
の
弁
証
法
と
し
て
説
明
さ
れ
る
。
著
者
は
「
 
ヒ
 エ
ロ
 
フ
 ァ
ニ
 

｜
 が
つ
ね
に
歴
史
に
お
け
る
聖
の
顕
現
で
あ
る
」
事
を
強
調
し
、
 

ヒ
 エ
ロ
 

フ
ァ
ニ
ー
の
弁
証
法
を
「
聖
が
俗
を
通
し
て
の
み
顕
現
し
、
そ
れ
 
 
 

聖
 自
体
を
相
対
陣
の
な
か
に
限
定
す
る
 ヒ
エ
 ロ
フ
ァ
ニ
ー
の
逆
説
  

 

し
て
捉
え
る
。
そ
し
て
、
著
者
は
「
宗
教
学
概
論
」
の
内
に
三
つ
 
の
 め
不
皓
笘
 

 
 

史
的
展
望
を
指
摘
す
る
。
第
一
に
、
天
空
神
の
「
ひ
ま
な
 

神
 
-
 
山
の
仁
の
 

0
 （
 
ぎ
巴
 」
へ
の
隠
遁
と
い
う
三
題
で
あ
る
。
天
空
神
は
、
そ
の
 超
 越
性
と
 

超
絶
性
に
よ
り
、
ま
た
人
間
の
よ
り
具
象
的
な
神
へ
の
渇
望
に
よ
 
 
 

即
 さ
れ
、
他
の
宗
教
形
態
へ
交
替
し
た
事
が
各
地
の
資
料
か
ら
 
読
 み
 取
れ
 

る
 。
第
二
に
、
農
耕
の
発
見
が
人
間
の
宗
教
生
活
に
与
え
た
根
本
 
的
な
変
 

化
で
あ
る
。
こ
の
変
化
は
、
 

豊
鈍
と
 何
と
再
生
の
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
 

で
も
っ
 

て
 、
「
有
機
的
生
命
の
根
本
的
一
体
性
」
を
啓
示
し
た
。
第
三
に
 、
神
話
 

と
 象
徴
の
堕
落
と
い
う
主
題
で
あ
る
。
神
話
が
 叙
申
 詩
的
伝
説
や
 
%
 ま
曲
と
 

い
っ
た
形
に
変
容
し
た
り
、
 
ヒ
 エ
ロ
フ
ア
ニ
ー
と
し
て
の
宝
石
が
 

宗
教
的
 

意
義
を
喪
失
し
て
経
済
的
、
美
的
価
値
を
持
つ
も
の
へ
と
お
と
し
 
 
 

る
の
は
そ
の
例
で
あ
る
。
た
だ
し
、
神
話
や
象
徴
が
歴
史
的
変
貌
 
を
 遂
げ
 

た
 後
も
本
来
の
構
造
を
保
持
し
モ
デ
ル
と
し
て
の
機
能
を
果
た
し
 
続
け
る
 

事
は
強
調
さ
れ
る
。
 
口
 宗
教
学
概
ぬ
型
は
、
歴
史
的
形
態
の
中
に
 偽
装
 さ
 

れ
た
聖
の
顕
現
を
意
味
す
る
 

ヒ
 エ
ロ
フ
ァ
ニ
 ー
 概
念
を
提
示
し
た
 
 
 

は
な
く
、
聖
の
形
態
学
の
展
開
と
い
う
著
者
の
意
図
の
背
後
に
は
 

あ
 

る
 意
味
で
歴
史
的
展
望
も
内
包
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
」
。
 

宗
教
比
較
論
 
一
 
形
態
学
 -
 と
宗
教
史
と
の
総
合
を
エ
リ
ア
ー
デ
が
 課
題
 

と
し
て
い
た
と
い
う
観
点
か
ら
見
れ
ば
、
「
 

ぁ
 
不
教
学
概
 ぁ
 型
は
前
 者
を
意
 

図
し
つ
つ
後
者
を
内
包
し
て
い
た
著
作
で
あ
り
、
「
シ
ャ
ー
マ
ニ
 ズム
」
 

二
九
五
一
年
 -
 と
「
ヨ
ー
ガ
」
二
九
五
八
年
 -
 は
、
後
者
の
 
具
体
的
 

な
 適
用
の
試
み
で
あ
る
と
同
時
に
前
者
を
内
包
し
て
い
た
と
 著
 者
は
 -
=
 

口
 

う
 。
す
な
 ね
 ち
、
こ
の
二
つ
の
著
書
 
は
 宗
教
史
研
究
と
し
て
始
源
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や
 イ
ン
ド
の
 
ヨ
 ー
ガ
を
そ
れ
ぞ
れ
対
象
と
し
つ
つ
も
、
あ
ら
ゆ
る
 
 
 

普
遍
的
に
備
わ
る
あ
る
種
の
宗
教
的
基
層
を
示
し
て
も
い
る
の
  
 

ぅ
 。
そ
し
て
、
こ
の
総
合
は
 、
 後
の
宗
教
史
的
研
究
の
成
果
で
あ
 る
 
「
 
世
 

界
 宗
教
史
」
二
九
七
六
年
か
ら
九
八
三
年
 -
 へ
と
結
実
し
て
い
 
く
と
さ
 

 
 

本
書
 第
 Ⅱ
部
に
お
い
て
ほ
、
エ
リ
ア
ー
デ
の
歴
史
観
が
考
察
さ
れ
 
る
 。
 

歴
史
的
限
定
と
い
う
人
間
の
条
件
は
「
永
遠
回
帰
の
神
話
 
目
 に
お
 け
る
 課
 

題
 と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
た
。
特
に
近
代
人
の
条
件
と
し
て
の
時
 
 
 

問
題
は
、
「
歴
史
の
恐
怖
」
を
い
か
に
克
服
す
る
か
と
い
う
問
い
 
で
 示
さ
 

れ
る
。
近
代
世
界
の
技
術
上
の
発
見
、
時
間
と
空
間
の
征
服
は
 
、
 農
耕
の
 

発
見
に
匹
敵
す
る
精
神
的
革
命
を
も
た
ら
し
た
。
危
機
的
と
も
吾
一
 

口
 え
る
 @
-
 

の
 変
容
に
対
す
る
「
和
解
」
へ
の
模
索
は
、
エ
リ
ア
ー
デ
宗
教
学
 
の
 今
日
 

的
 意
義
を
問
う
時
に
常
に
問
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
事
を
 
踏
ま
え
 

た
 上
で
、
著
者
は
エ
リ
ア
ー
デ
の
諸
著
作
か
ら
抽
出
さ
れ
る
三
 つ
  
 

学
 」
を
示
し
て
い
る
。
 

第
一
の
「
神
学
」
は
 、
 先
に
述
べ
た
天
空
神
の
忘
却
に
関
連
す
る
 「
中
 

や
 

の
 隔
離
の
神
字
」
で
あ
る
。
超
越
的
な
至
高
神
が
ひ
ま
な
神
に
変
 
現
 し
、
 

忘
却
さ
れ
る
の
は
、
人
間
が
よ
り
具
象
的
な
神
を
渇
望
す
る
故
で
 
あ
る
と
 

同
時
に
、
超
越
的
な
聖
に
対
し
て
人
間
が
、
魅
了
さ
れ
る
と
同
時
 
に
 畏
怖
 

さ
せ
ら
れ
る
と
い
う
両
面
価
値
的
な
態
度
を
取
る
結
果
で
あ
る
と
 
い
 ,
 
っ
 

人
間
の
こ
の
態
度
は
 
、
聖
 そ
れ
自
体
が
そ
う
し
た
両
面
的
な
価
値
 を 示
す
 

事
 に
由
来
す
る
。
「
人
間
が
二
重
性
を
帯
び
る
聖
に
対
し
て
逆
説
 
的
な
態
 

度
を
取
る
こ
と
に
示
さ
れ
る
 聖
と
 人
間
と
の
関
係
の
両
義
理
 と
 
そ
こ
か
 

ら
 生
じ
る
人
間
の
聖
か
ら
の
隔
離
」
は
、
「
宗
教
学
概
ぬ
型
に
お
 
い
て
 指
 

捕
 さ
れ
る
ヤ
ハ
ウ
ェ
の
天
空
至
高
神
と
し
て
の
特
質
と
い
う
文
脈
 
に
 置
か
 

れ
る
。
「
モ
ー
セ
と
預
言
者
た
ち
の
「
宗
教
改
革
」
は
、
ひ
ま
な
 
 
 

て
 凍
結
さ
れ
、
民
衆
の
宗
教
経
験
に
お
い
て
は
よ
り
具
体
的
で
よ
 
り
カ
動
 

的
な
姿
の
神
々
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
て
い
た
、
以
前
の
天
空
華
 @
n
 
神
の
再
 

活
性
化
の
一
例
と
見
な
さ
れ
る
」
。
 
フ
 水
連
回
帰
の
神
話
」
に
お
い
 
て
、
こ
 

の
 第
一
の
「
神
学
」
 
ほ
 歴
史
と
の
関
連
で
説
明
さ
れ
る
。
始
源
的
 な
 文
化
 

に
 生
き
る
人
間
は
、
非
可
逆
的
な
歴
史
に
価
値
を
見
出
す
事
を
 拒
絶
 す
 

る
 。
宇
宙
創
造
神
話
の
反
復
、
始
源
型
の
再
現
に
よ
っ
て
、
い
わ
 
ば
 歴
史
 

を
 
「
神
話
化
」
す
る
事
で
人
間
ほ
己
や
世
界
の
実
在
性
を
得
る
。
 

こ
う
し
 

た
 始
源
的
存
在
論
に
お
い
て
、
歴
史
と
苦
難
は
等
 冒
 さ
れ
、
「
 歴
  
 

怖
 」
と
し
て
の
苦
難
は
正
常
な
も
の
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
る
。
 

神
話
的
 

時
間
の
反
復
や
再
現
に
依
拠
す
る
，
」
 
ぅ
 し
た
歴
史
観
や
存
在
論
は
 

ユ
 ダ
 

ヤ
 @
 キ
リ
ス
ト
教
に
お
い
て
一
変
す
る
。
「
す
な
わ
ち
終
末
に
お
け
 

る
メ
シ
 

ア
の
 到
来
は
、
反
復
さ
れ
る
宇
宙
創
成
と
共
通
の
シ
ナ
リ
オ
に
 
従
 う
と
さ
 

ね
 、
た
だ
一
回
だ
け
回
帰
す
る
と
い
う
占
に
限
っ
て
そ
れ
と
区
別
 
さ
れ
る
 

も
の
と
見
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
」
。
 

第
二
の
「
神
学
」
は
、
こ
の
 ょ
 う
な
一
神
教
に
よ
る
歴
史
の
あ
ら
 た
な
 

意
義
付
け
に
加
え
て
、
信
仰
と
い
う
あ
ら
た
な
宗
教
経
験
が
発
見
 
さ
れ
た
 

事
 に
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
に
付
け
加
え
ら
れ
る
留
保
が
第
一
一
 

一
の
「
 神
 

学
 」
へ
と
つ
な
が
る
。
す
な
 
ね
 ち
、
ユ
ダ
ヤ
教
、
キ
リ
ス
ト
教
で
 あ
っ
て
 

も
、
 特
に
民
衆
 層
 に
お
い
て
、
始
源
的
存
在
論
が
持
続
し
て
い
る
 
 
 

留
保
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
民
衆
の
神
学
」
と
呼
び
得
る
宗
教
彰
 態
で
あ
 

り
 、
著
者
は
冨
 王と
俗
 」
二
九
五
 セ
年
 -
 に
導
入
さ
れ
る
「
 宇
 目
的
 宗
 

 
 

教
 」
な
る
概
念
を
指
摘
す
る
。
特
に
エ
リ
ア
ー
デ
の
故
国
ル
ー
マ
 ニ
ア
 を
 

含
め
た
南
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
村
落
 民
 に
顕
著
な
こ
の
始
源
的
な
 
あ
 

 
 

の
 キ
リ
ス
ト
教
化
は
、
ユ
ダ
ヤ
 @
 キ
リ
ス
ト
教
に
お
い
て
「
一
度
   



れ
て
い
た
宇
宙
と
歴
史
と
を
再
び
統
合
す
る
も
の
」
と
さ
れ
る
 。
「
お
そ
 

ら
く
こ
こ
で
エ
リ
ア
ー
デ
は
「
歴
史
の
恐
怖
」
へ
の
一
つ
の
対
応
 
を
 宇
宙
 

的
 キ
リ
ス
ト
教
に
求
め
て
い
る
の
で
あ
る
」
。
 

そ
し
て
著
者
は
、
晩
年
 の
 エ
リ
ア
ー
デ
の
宗
教
史
研
究
の
結
晶
で
 

あ
る
 

「
世
界
宗
教
史
」
を
解
読
す
る
た
め
の
手
が
か
り
を
示
す
。
宗
教
 

ぱ
 駁
論
 

の
 成
果
と
し
て
の
「
宗
教
学
概
論
」
に
歴
史
的
展
望
が
内
包
き
れ
 
 
 

の
を
指
摘
し
た
の
に
対
し
、
「
世
界
宗
教
史
」
に
「
横
断
的
に
」
 

内
包
 さ
 

れ
て
い
る
主
題
を
指
摘
す
る
。
第
一
は
狩
猟
 
民
的
 宗
教
と
農
耕
 民
 的
 宗
教
 

と
の
間
の
緊
張
関
係
、
第
二
は
「
一
神
教
的
革
命
」
、
す
な
わ
ち
 
農
耕
 民
 

め
 宗
教
を
克
服
し
て
本
来
の
超
越
的
な
天
空
神
の
回
復
を
目
指
 す
 運
動
 

一
 ヤ
ハ
ウ
ェ
、
ア
フ
ラ
・
マ
ズ
ダ
ー
、
ア
ッ
ラ
ー
へ
の
信
仰
 
-
 に
 お
け
ら
 

遊
牧
民
的
宗
教
と
農
耕
 民
的
 宗
教
と
の
間
の
緊
張
関
係
で
あ
っ
て
 、
こ
れ
 

ら
の
三
題
が
世
界
各
地
の
宗
教
の
歴
史
に
繰
り
返
し
現
れ
て
い
 る
と
い
 

ぅ
 。
こ
れ
は
、
「
宗
教
史
を
通
じ
て
不
断
に
再
現
さ
れ
る
始
源
的
 
な
 語
形
 

態
 が
提
示
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
事
で
あ
る
と
同
時
に
、
宗
教
史
 
が
 常
に
 

他
者
と
の
 
逝
遁
 が
も
た
ら
す
緊
張
に
お
い
て
展
開
し
て
き
た
 事
 を
も
 示
 

す
 。
そ
し
て
、
「
宗
教
比
較
と
宗
教
史
の
統
合
を
目
指
す
エ
リ
ア
 
 
 

宗
教
学
に
お
い
て
は
、
…
宗
教
史
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
他
者
と
 Ⅰり
山
ム
 

ム
 

ぃ
 そ
れ
自
体
が
、
万
法
的
な
契
機
を
な
し
て
い
る
」
故
に
、
著
者
 
の
視
占
 

は
 エ
リ
ア
ー
デ
の
宗
教
学
の
解
釈
学
的
な
意
義
に
関
す
る
考
察
 へ
と
 移
 

る
 。
 

第
 Ⅲ
部
に
お
い
て
、
著
者
は
聖
の
両
義
佳
や
人
間
の
聖
に
対
す
る
 
両
面
 

価
値
的
な
在
り
方
、
歴
史
へ
の
問
い
か
け
と
い
っ
た
エ
リ
ア
ー
デ
 
山
り
 
理
法
 琳
 

的
 構
造
に
立
ち
返
っ
た
後
に
、
エ
リ
ア
ー
デ
宗
教
学
に
お
け
る
 
他
 老
 体
験
 

の
 意
義
に
言
及
す
る
。
宗
教
学
が
扱
う
 聖
 と
い
う
概
念
そ
の
も
の
 
が
 
「
 
絶
 

対
 他
者
」
で
あ
る
事
と
、
宗
教
学
と
い
う
学
問
が
文
化
的
な
他
者
 との
 避
 

 
 

 
 

遁
 に
よ
っ
て
成
立
す
る
事
が
相
互
的
に
捉
え
ら
れ
る
。
エ
リ
ア
ー
 
 
 
デ
ま
、
 

@
 

 
 

 
 

他
者
と
の
「
対
話
」
が
シ
ン
ポ
リ
ズ
ム
研
究
や
深
層
心
理
学
な
ど
 に
よ
っ
 

 
 

て
 促
進
さ
れ
て
き
た
事
を
認
め
つ
つ
も
、
 

ヨ
 他
者
」
の
中
で
も
 最
 も
 
「
 異
 

質
 な
も
の
」
と
の
出
会
い
」
に
お
け
る
解
釈
を
担
う
の
は
宗
教
学
 
で
あ
る
 

と
 見
な
す
。
「
宗
教
学
が
「
解
釈
学
」
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
、
 

そ
れ
が
 

目
指
す
「
新
し
い
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
と
い
う
目
標
が
こ
こ
に
 
掲
  
 

て
い
る
事
は
明
ら
か
で
あ
る
」
。
宗
教
学
に
お
け
る
こ
の
出
会
い
 

は
 様
々
 

な
 両
面
価
値
的
感
情
を
生
み
得
る
が
、
む
し
ろ
そ
れ
自
体
が
「
も
 

不
 教
 的
な
 

構
造
を
も
っ
体
験
を
引
き
起
こ
す
」
の
で
あ
り
、
こ
の
体
験
を
経
 
 
 

は
 変
貌
せ
ず
に
は
済
ま
な
い
。
「
エ
リ
ア
ー
デ
が
考
え
る
宗
教
学
 
者
は
、
 

自
ら
の
解
釈
学
的
実
践
に
よ
っ
て
自
己
の
変
容
を
受
容
す
る
の
 
み
な
ら
 

ず
 、
普
遍
的
な
歴
史
と
し
て
の
宗
教
史
を
提
示
す
る
事
に
よ
っ
て
 
 
 

人
の
意
識
に
新
た
な
人
間
理
解
を
も
た
ら
す
と
い
う
役
割
を
も
 
担
 う
 事
に
 

な
る
」
。
し
か
も
こ
の
「
新
た
な
人
間
理
解
」
と
は
、
他
者
と
の
 

「
 目
刈
リ
 

話
」
 

@
 

か
ら
「
共
存
」
へ
と
導
く
だ
け
で
な
く
、
常
に
人
間
に
と
っ
て
 
自
 己
 の
 隠
 

さ
れ
た
普
遍
性
の
再
発
見
と
重
な
る
も
の
と
な
る
。
筆
者
は
こ
の
 占
 

，
 
,
 
‥
 に
 ,
 

エ
リ
ア
ー
デ
が
「
宗
教
学
者
」
の
枠
内
か
ら
踏
み
出
す
契
機
を
見
 
る
 。
 

現
代
西
洋
世
界
に
お
い
て
宗
教
学
に
エ
リ
ア
ー
デ
が
期
待
す
る
こ
 
 
 

た
 役
割
を
、
筆
者
は
あ
ら
た
め
て
 ヒ
 
エ
ロ
フ
ァ
ニ
ー
の
弁
証
法
に
 
照
ら
し
 

て
 提
示
す
る
。
こ
の
弁
証
法
は
「
偽
装
」
と
併
置
さ
れ
る
。
現
代
 
 
 

て
 、
神
話
的
な
も
の
は
共
産
主
義
や
国
家
主
義
と
い
っ
た
政
治
的
 
神
話
 へ
 

の
 変
容
や
残
存
と
い
う
形
で
偽
装
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
神
話
と
 
機
 能
的
等
 

価
 性
を
有
す
る
も
の
と
し
て
の
演
劇
、
映
画
、
読
書
な
ど
も
「
 隠
さ
れ
 

た
 」
宗
教
的
体
験
と
な
る
。
エ
リ
ア
ー
デ
自
身
、
解
釈
者
と
し
て
 
の
 め
 下
散
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学
者
で
あ
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
小
説
家
、
す
な
わ
ち
「
創
作
者
」
 

で
あ
っ
 

た
 。
小
説
を
創
作
す
る
と
い
う
仕
方
で
、
俗
に
偽
装
し
た
聖
を
提
 
示
し
た
 

と
い
う
事
に
な
る
。
 

こ
こ
に
お
い
て
筆
者
は
問
題
を
提
起
す
る
。
「
俗
に
偽
装
さ
れ
た
 

曲
玉
 
は
、
 

認
識
可
能
な
者
に
は
聖
な
る
も
の
と
し
て
顕
現
す
る
が
、
認
識
 
不
 可
能
な
 

者
に
は
偽
装
さ
れ
た
ま
ま
と
な
る
」
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
「
 

絶
 対
 他
者
」
 

と
し
て
の
 聖
 そ
の
も
の
が
、
直
接
に
は
認
識
さ
れ
得
な
い
、
つ
ま
 り
ヒ
エ
 

ロ
フ
ァ
ニ
ー
と
い
う
形
で
俗
に
偽
装
さ
れ
て
暗
示
さ
れ
る
の
み
の
 

概
念
で
 

あ
る
。
こ
の
偽
装
を
あ
ら
わ
に
す
る
の
が
宗
教
学
者
に
他
な
ら
。
 

す
  
 

か
の
宗
教
的
形
態
を
そ
の
宗
教
の
外
部
の
者
に
説
き
伝
え
る
こ
と
 
を
 役
割
 

と
し
て
担
っ
て
い
る
。
だ
が
、
宗
教
学
者
が
提
示
す
る
聖
の
解
釈
 
が
、
る
亦
 

教
学
者
以
外
の
者
に
よ
っ
て
も
見
出
さ
れ
得
る
と
は
限
ら
な
い
  
 

る
 。
「
そ
の
占
で
、
エ
リ
ア
ー
デ
の
聖
な
る
も
の
の
解
釈
学
は
 
、
 お
そ
ら
 

く
 
「
宗
教
学
」
の
枠
を
一
歩
、
踏
み
出
し
て
ゆ
く
よ
う
に
も
思
わ
 

 
 

で
あ
る
」
。
 

こ
う
し
た
事
を
踏
ま
え
た
上
で
、
筆
者
は
「
新
し
い
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
 

 
 

の
 実
現
と
い
う
実
践
的
な
課
題
を
掲
げ
る
エ
リ
ア
ー
デ
の
宗
教
学
 
は
、
現
 

代
人
の
精
神
の
覚
醒
と
い
う
目
標
へ
の
貢
献
を
、
小
説
の
創
作
活
 
め
 と
と
 

も
に
分
か
ち
担
っ
て
い
た
の
で
あ
る
」
と
結
ん
で
い
る
。
 ェ
リ
  
 

が
 、
宗
教
学
者
と
し
て
で
あ
れ
小
説
家
と
し
て
で
あ
れ
、
象
徴
的
 
思
考
を
 

忘
れ
つ
つ
あ
る
現
代
人
に
対
し
て
、
聖
な
る
も
の
の
解
釈
と
い
う
 
仕
方
で
 

精
神
の
全
体
性
を
回
復
す
る
よ
う
促
し
て
い
る
故
で
あ
る
。
 

筆
者
 は
 本
書
を
「
さ
さ
や
か
な
 基
占
 」
と
し
て
提
出
し
て
い
る
が
 

、
エ
 

リ
ア
ー
デ
の
広
汎
な
研
究
活
動
の
展
開
を
「
 通 時
的
に
」
跡
付
け
 
た
 事
は
 

大
き
な
功
績
で
あ
る
。
更
に
本
書
は
、
宗
教
学
と
い
う
学
問
自
体
 
 
 

題
 提
起
を
も
含
む
事
に
な
る
。
何
故
な
ら
、
学
問
と
し
て
の
客
観
 
性
 を
要
 

請
 さ
れ
る
筈
の
宗
教
学
 
は
 、
エ
リ
ア
ー
デ
が
解
釈
者
と
し
て
は
み
 
ホ
教
学
者
 

教
学
は
、
特
定
の
宗
教
の
中
に
隠
さ
れ
た
聖
な
る
「
メ
ッ
セ
ー
ジ
 

行
為
に
何
ら
か
の
価
値
判
断
が
加
わ
る
事
も
あ
り
得
る
か
ら
で
あ
 

請
 さ
れ
る
客
観
性
を
超
え
る
事
も
あ
り
得
る
、
す
な
 ね ち
、
解
釈
 

下
す
の
か
に
関
し
て
も
 
確
 舌
口
で
き
な
い
事
に
な
る
。
エ
リ
ア
ー
デ
 

ば
 、
宗
教
学
者
の
行
う
解
釈
に
ど
の
程
度
の
主
観
的
な
価
値
判
断
 

う
に
、
そ
う
し
た
認
識
の
可
能
性
を
保
証
す
る
事
は
し
難
い
。
 

部
の
者
に
も
認
識
さ
せ
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
が
、
筆
者
が
指
摘
 

し
て
の
宗
教
学
者
が
人
間
精
神
の
変
容
を
促
す
と
す
る
の
で
あ
れ
 

れ
る
の
か
、
そ
の
解
釈
を
前
に
し
た
者
が
更
に
ど
の
よ
う
な
価
値
 

0
 枠
内
に
と
ど
ま
ら
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
ま
た
エ
リ
ア
ー
デ
が
 
解
  

 
ば
、
要
 

釈
者
と
 

」
を
 外
 

 
 

 
 

が
 含
ま
 

る
 。
 h
 
不
 

が
二
 O
 

す
モ
よ
 

世
紀
以
降
に
宗
教
学
に
与
え
た
影
響
は
大
き
 

問
 う
事
 

は
 、
宗
教
学
の
在
り
方
そ
の
も
の
を
問
う
事
に
つ
な
が
る
事
を
も
 
本
書
は
 

示
唆
し
て
い
る
と
舌
口
え
よ
う
。
 

  



第
一
章
中
世
日
吉
社
の
研
究
 

①
日
吉
七
社
本
殿
の
構
成
１
床
下
祭
場
を
め
ぐ
っ
て
 

②
口
舌
社
の
彼
岸
 所
 

ま
ず
最
初
に
本
書
の
内
容
の
お
も
な
も
の
を
目
次
に
そ
っ
て
簡
潔
 
 
 

介
し
、
そ
の
あ
と
で
評
者
な
り
の
本
書
へ
の
読
み
取
り
を
試
み
る
 こ
と
と
 

 
 

番
号
が
 

付
さ
れ
て
い
な
い
が
、
の
ち
の
論
述
の
便
宜
の
た
め
仮
に
通
し
 
番
 号
 を
つ
 

け
て
お
い
た
。
執
筆
時
期
を
み
る
と
、
も
っ
と
も
早
い
ほ
 
う
 の
 め
珊
 
又
 と
し
 

て
は
①
の
昭
和
五
十
 
セ
年
、
 ⑥
の
昭
和
五
十
九
年
な
ど
が
あ
り
、
 

 
 

 
 

 
 

る
が
、
お
お
む
ね
は
⑨
 
、
 ⑯
を
下
限
と
し
て
平
成
六
年
ま
で
に
 発
 表
さ
れ
 

た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
一
部
に
は
本
書
収
録
時
に
若
干
手
が
入
れ
 
ら
れ
る
 

か
 、
原
論
文
公
表
後
の
知
見
や
応
酬
に
つ
い
て
の
「
付
記
」
が
 
付
 さ
れ
て
 

い
る
。
し
た
が
っ
て
多
く
の
論
文
は
お
お
む
ね
初
出
当
時
の
ま
ま
 
で
 収
録
 

さ
れ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
 

真
野
俊
和
 

思
文
閣
 出
版
一
九
九
九
年
八
月
二
 
0
 日
刊
 

A
5
 判
 

戊
 十
三
二
九
十
㎞
 
頁
 

七
八
 0
0
 
円
 

黒
田
龍
二
着
 

「
中
世
寺
社
信
仰
の
場
」
 

③
 行
 九
絵
図
と
そ
の
影
響
 

④
中
世
日
吉
 社
 と
そ
の
周
辺
ま
と
め
に
か
え
て
 

第
二
章
神
社
建
築
と
そ
の
信
仰
 

  

⑥
北
野
天
満
宮
本
殿
と
舎
利
信
仰
 

⑦
八
坂
神
社
の
夏
堂
及
び
神
子
通
夜
前
 

⑧
御
上
神
社
本
殿
 考
 

⑨
大
御
 輪
 寺
の
祭
祀
と
建
築
 

第
二
章
床
下
と
後
戸
 

 
 ⑪

床
下
参
籠
・
床
下
祭
儀
 

⑫
図
像
解
釈
の
位
相
１
１
北
野
社
参
詣
 曇
茶
羅
 を
め
ぐ
っ
て
 
 
 

第
四
章
寺
院
建
築
と
そ
の
信
仰
 

⑬
 宝
 蔵
の
存
在
形
態
 

⑭
宝
蔵
の
史
的
意
義
 

⑮
時
を
超
え
る
 
水
 % １
 

大
寺
二
月
堂
お
水
取
り
と
熱
田
神
宮
の
 牛
 

玉
水
 

⑯
幽
魂
の
衣
 ｜
 壬生
大
念
仏
狂
言
私
考
 

補
章
 ⑰

第
二
次
世
界
大
戦
ま
で
の
神
社
建
築
研
究
 

⑱
出
雲
大
社
本
殿
復
元
を
め
ぐ
る
問
題
大
林
組
プ
ロ
ジ
ェ
ク
 

 
 

チ
ー
ム
「
古
代
出
雲
大
社
の
復
元
」
に
つ
い
て
 

⑲
用
語
と
し
て
の
「
密
教
本
堂
」
と
「
中
世
仏
堂
」
山
岸
 

常
  
 

著
 
「
中
世
寺
院
社
会
と
仏
堂
」
に
よ
せ
て
 

  



書評と紹介 

第
一
章
の
中
世
日
吉
 社
 に
か
か
わ
る
諸
論
考
の
う
ち
 

王
要
 な
も
の
  
 

け
 ヰ
人
 

と
 ②
で
あ
る
。
①
は
日
吉
 セ
 社
の
床
下
に
現
在
も
残
る
祭
場
（
 下
 殿
 一
も
 

し
く
は
そ
の
遺
構
に
関
す
る
、
現
状
の
報
告
と
そ
の
歴
史
的
性
格
 
に
 関
す
 

る
 考
察
で
あ
る
。
床
上
の
内
外
陣
は
神
官
僧
侶
と
い
え
ど
も
 めだ
  
 

ち
入
 る
こ
と
が
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
に
対
し
、
一
部
の
下
殿
 
 
 

り
 頻
繁
に
し
か
も
長
時
間
使
用
さ
れ
て
い
た
痕
跡
が
あ
り
、
床
上
 
と
 床
下
 

の
 使
用
上
の
性
格
に
は
明
ら
か
な
違
い
が
う
か
が
え
る
と
い
う
。
 

こ
れ
を
 

「
平
家
 初
 五
里
な
ど
に
照
ら
し
て
み
る
と
、
中
世
初
期
の
日
吉
 
社
 下
殿
は
 

病
人
や
最
下
級
の
僧
侶
が
常
時
宮
籠
り
を
す
る
場
所
で
あ
り
、
 

阿
  
 

来
の
絵
像
を
か
け
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
さ
ら
に
 一
 
 
 

社
 で
は
近
世
に
お
い
て
も
下
殿
に
仏
像
が
ま
つ
ら
れ
て
い
た
と
い
 
 
 

こ
で
三
題
と
さ
れ
た
神
社
の
下
殿
の
よ
う
な
空
間
や
そ
こ
に
籠
っ
 

て
い
た
 

と
さ
れ
る
下
級
宗
教
苦
な
ど
の
性
格
は
、
本
書
に
お
い
て
一
貫
し
 
て
 追
求
 

さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
の
で
、
こ
の
の
ち
の
章
に
お
い
て
も
た
び
 
 
 

れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
 

②
の
日
吉
社
の
彼
岸
 所
 と
は
山
王
七
社
そ
の
他
に
付
属
す
る
建
物
 で、
 

中
世
に
は
二
十
 棟
 前
佳
モ
数
え
て
い
た
と
さ
れ
る
。
文
献
上
十
二
 
 
 

前
に
さ
か
の
 
ぼ
 る
こ
と
が
で
き
、
中
世
 末
 ま
で
存
続
し
た
。
神
社
 に
 付
属
 

す
る
も
の
で
あ
り
な
が
ら
文
字
通
り
彼
岸
会
を
も
 
よ
 お
す
た
め
の
 廿
僻
印
 

奴
で
 

あ
り
、
彼
岸
衆
の
拠
点
と
な
っ
た
。
日
吉
 社 に
所
属
す
る
山
門
の
 
堂
衆
に
 

 
 

け
 ど
 

は
こ
の
ほ
か
に
 
夏
堂
 を
拠
 占
 と
す
る
夏
衆
が
あ
っ
た
が
、
夏
生
 

に
 
つ
い
て
 

は
こ
の
あ
と
の
⑦
論
文
で
詳
述
さ
れ
る
。
彼
岸
所
は
独
自
の
荘
園
 
を
 所
有
 

し
 、
高
利
貸
し
の
活
動
も
行
っ
て
、
山
門
の
経
済
基
盤
の
一
環
を
 
 
 

た
 。
こ
の
荘
園
支
配
を
と
お
し
て
彼
岸
会
が
在
地
の
末
寺
や
鎮
守
 
日
吉
 社
 

へ
と
伝
播
し
て
い
っ
た
と
い
う
道
筋
を
著
者
は
想
定
し
て
い
る
。
 

第
二
章
に
収
め
ら
れ
た
論
文
は
お
お
き
 て
 二
つ
の
方
向
に
分
類
 で
き
 

る
 。
一
つ
は
⑤
 、
 ⑧
 、
 ⑨
の
論
文
が
そ
れ
に
あ
た
り
、
神
社
建
築
 の
 古
意
 

ほ
 さ
か
の
ぼ
っ
て
い
く
こ
と
で
、
そ
の
神
社
に
お
け
る
信
仰
の
原
 
 
 

格
を
究
明
し
ょ
う
と
す
る
か
、
あ
る
い
は
そ
の
よ
う
な
内
容
を
含
 
む
 
一
連
 

の
も
の
で
あ
る
。
⑤
の
後
半
で
は
早
く
か
ら
論
争
の
主
題
と
な
っ
 

て
き
た
 

伊
勢
神
宮
の
心
御
柱
が
論
じ
ら
れ
た
。
歴
史
上
あ
る
い
は
学
説
上
 
提
示
さ
 

れ
て
き
た
い
く
つ
か
の
仮
説
の
う
ち
、
著
者
は
二
十
年
ご
と
に
 
行
  
 

式
年
遷
宮
に
あ
た
っ
て
新
し
い
神
殿
の
場
所
を
謝
ら
な
い
た
め
に
 
 
 

が
あ
る
と
す
る
考
え
方
、
つ
ま
り
定
位
自
説
を
支
持
し
た
。
そ
の
 
 
 

著
者
の
王
張
は
明
快
で
は
あ
る
。
 

⑧
論
文
で
は
、
滋
賀
県
野
洲
郡
三
上
山
の
麓
に
鎮
座
す
る
御
上
伸
 
 
 

関
す
る
も
の
で
、
 
壬
 た
る
論
点
は
二
つ
あ
る
が
、
そ
の
第
一
白
 
 
 

て
 、
景
山
春
樹
の
指
摘
に
し
た
が
い
つ
つ
、
類
似
の
い
く
つ
か
の
 
事
例
 か
 

ら
 、
御
上
神
社
の
社
地
は
本
来
若
宮
神
に
か
か
わ
る
祭
を
行
う
場
 
 
 

所
の
地
で
あ
っ
た
と
す
る
。
 

と
こ
ろ
で
⑤
論
文
を
論
述
す
る
過
程
で
興
味
深
い
の
は
、
こ
こ
に
 
 
 

宮
 正
殿
床
下
の
心
御
柱
の
前
で
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
床
下
祭
儀
 
が
 登
場
 

す
る
こ
と
で
あ
る
。
著
者
は
こ
の
床
下
祭
儀
の
原
型
は
露
天
の
祭
 
儀
 で
あ
 

っ
 た
と
推
定
す
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
い
っ
ぽ
う
で
「
建
築
物
 
0
 床
下
 

は
 、
も
と
も
と
な
ん
ら
か
の
意
義
を
も
っ
て
い
た
と
い
う
推
定
も
 
可
能
な
 

の
で
あ
る
」
穴
一
頁
 一
 と
も
述
べ
る
。
そ
れ
が
、
本
書
を
通
し
 て
 深
い
 

関
心
を
寄
せ
続
け
た
各
地
神
社
に
お
け
る
床
下
の
意
義
と
ど
の
よ
 
 
 

 
 

び
つ
い
て
く
る
の
か
と
い
う
問
題
は
 、
 ⑪
論
文
で
も
う
一
度
触
れ
 
 
 

 
 

こ
と
に
な
る
。
 

 
 

 
 

 
 

建
築
 



を
と
お
し
て
考
え
て
み
よ
う
と
す
る
方
向
を
と
る
の
に
た
い
し
、
 

 
 

論
文
で
は
む
し
ろ
神
社
建
物
の
中
心
か
ら
は
ず
れ
る
場
所
で
展
開
 さ
れ
た
 

信
仰
に
注
目
し
た
。
⑥
論
文
の
テ
ー
マ
と
な
る
の
は
、
京
都
北
野
 天満
宮
 

の
 背
面
庇
の
間
に
ま
つ
ら
れ
た
仏
舎
利
に
対
す
る
信
仰
で
あ
る
。
 

司
天
 満
 

宮
は
元
来
本
殿
の
三
方
に
の
み
庇
の
間
が
作
ら
れ
る
三
面
庇
の
形
 態 を
な
 

し
て
い
た
と
い
う
。
こ
れ
は
日
吉
神
社
の
形
式
に
の
っ
と
っ
た
も
 
 
 

む
 き
れ
る
が
、
い
つ
の
こ
ろ
に
か
 

｜
 お
そ
く
と
も
鎌
倉
時
代
ま
で
 

 
 

 
 

離
 以
前
 

の
 天
満
宮
に
は
、
正
面
に
参
拝
し
た
人
々
は
そ
れ
か
ら
背
後
に
ま
 
 
 

背
面
の
仏
舎
利
に
参
詣
す
る
と
い
う
風
が
あ
っ
た
。
こ
の
仏
舎
利
 
 
 

の
の
由
来
は
不
明
で
あ
る
が
、
鎌
倉
末
か
ら
南
北
朝
初
期
に
は
す
 
 
 

ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
著
者
は
こ
の
二
つ
の
事
実
に
関
連
性
を
 
 
 

よ
う
と
す
る
。
す
な
む
ち
「
舎
利
信
仰
の
発
生
と
、
三
面
庇
か
ら
 四面
廊
 

へ
の
発
展
と
を
直
接
に
結
び
つ
け
る
根
拠
は
な
い
」
一
九
八
頁
 

-
 も
  
 

こ
の
神
社
に
お
い
て
「
の
ち
に
付
加
さ
れ
た
に
せ
よ
、
始
め
か
ら
 
あ
っ
た
 

に
せ
よ
、
背
面
 
庇
が
 必
要
と
さ
れ
た
」
 
-
 九
二
頁
 -
 の
は
ま
さ
し
 
く
 
「
 天
 

満
宮
 独
自
の
神
仏
の
捉
え
方
に
よ
る
」
 

-
 九
九
頁
 -
 も
の
で
あ
っ
 
た
と
 主
 

張
 す
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
背
面
の
舎
利
を
奉
安
す
る
場
所
を
「
 
俊
一
戸
」
 

と
よ
ん
で
い
る
例
の
あ
る
こ
と
は
、
第
三
章
の
内
容
と
関
連
し
て
 
 
 

つ
ぎ
に
⑦
の
論
文
で
と
り
あ
げ
ら
れ
た
夏
生
と
は
八
坂
神
社
に
お
 

て
 

は
 内
陣
の
背
後
、
つ
ま
り
後
戸
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
本
論
文
の
眼
 目
 は
こ
 

の
後
戸
が
神
社
の
活
動
に
は
た
し
た
機
能
を
あ
き
ら
か
に
す
る
と
 こ
ろ
に
 

あ
る
。
す
な
わ
ち
中
世
の
八
坂
神
社
に
お
い
て
貢
宝
と
は
花
堂
 
と
 垂
目
 
か
れ
 

る
こ
と
も
あ
る
よ
う
に
、
何
よ
り
も
ま
ず
夏
安
居
の
た
め
の
施
設
 
で
あ
っ
 

て
 、
こ
の
間
 花
 が
供
え
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
そ
れ
だ
け
に
と
ど
 ま
ら
ず
 

こ
こ
は
と
き
に
は
節
供
等
の
神
供
を
さ
げ
る
た
め
の
場
所
で
あ
り
 
、
あ
る
 

い
は
仏
神
事
の
直
会
の
場
所
と
な
り
、
ま
た
合
議
を
お
こ
な
う
こ
 

 
 

っ
た
 。
 夏
 堂
は
日
吉
神
社
や
北
野
天
満
宮
に
も
存
在
し
て
い
た
が
 
目
上
口
 

 
 

社
 の
そ
れ
は
さ
き
の
彼
岸
 
所
 と
同
じ
く
独
立
し
た
建
物
で
あ
っ
た
 りす
る
 

よ
う
に
、
そ
の
性
格
は
形
態
上
も
使
用
上
も
す
こ
し
 
づ
つ
 異
な
っ
 
 
 

ら
し
い
。
ま
た
八
坂
神
社
に
は
神
子
通
夜
前
な
る
建
物
も
あ
っ
て
 
こ
れ
 

は
さ
き
の
日
吉
社
の
下
殿
に
相
当
す
る
建
物
で
、
掃
除
の
役
に
た
 
ず
さ
わ
 

る
宮
籠
が
 常
在
す
る
場
所
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
と
い
う
。
 

し
 か
し
 日
 

百
社
の
夏
堂
は
戦
国
期
末
の
焼
亡
以
後
再
建
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
 

そ
小
 
w
@
 
土
已
 

味
 で
ま
こ
と
に
中
世
的
な
性
格
を
も
つ
施
設
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
 
 
 

第
四
章
は
著
者
に
よ
れ
ば
「
神
社
の
研
究
に
も
寺
院
の
研
究
に
も
 分類
 

で
き
な
い
も
の
を
収
録
し
た
」
と
さ
れ
る
が
、
関
心
の
あ
り
ど
こ
 ろ
は
 明
 

確
 で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
表
題
に
現
れ
て
い
る
よ
 

う
 に
寺
社
の
壁
 p
 と
 床
下
を
 

テ
ー
マ
と
し
て
い
る
。
⑩
で
と
り
あ
げ
た
後
戸
に
つ
い
て
は
服
部
 
幸
雄
の
 

衝
卍
 ・
的
な
論
文
「
後
 p
 の
神
 

｜
 
芸
能
 神
 信
仰
に
関
す
る
一
考
 塞
外
」
 
一
 
M
W
 

和
 四
十
八
 @
 
四
十
九
年
一
以
来
、
高
取
正
男
、
小
田
雄
三
、
山
岸
 常人
を
 

は
じ
め
と
し
て
多
く
の
宗
教
史
、
芸
能
吏
、
寺
院
史
の
研
究
者
た
 
ち
が
 関
 

心
 を
よ
せ
て
き
た
。
そ
れ
ら
の
主
張
す
る
と
こ
ろ
は
も
ち
ろ
ん
そ
 れ
ぞ
れ
 

に
 異
な
る
が
、
著
者
の
立
場
は
高
取
の
そ
れ
に
最
も
近
い
と
著
者
 自身
が
 

明
言
 ロ
 す
る
。
す
な
わ
ち
山
岸
が
主
張
す
る
、
出
入
り
 ロ
 と
し
て
、
 
物
 の
 置
 

き
 場
や
倉
庫
と
し
て
等
々
、
後
戸
の
現
実
的
な
存
在
意
義
 
-
 
「
 門
 
 
 

宜
 し
に
お
け
る
後
戸
」
昭
和
六
十
一
年
七
月
）
を
認
め
つ
つ
も
、
 

著
者
の
 

念
頭
を
離
れ
な
い
の
 
ぱ
 
「
後
戸
の
仏
は
な
ん
ら
か
の
も
っ
と
根
源
 

的
な
 由
 

緒
 を
も
つ
霊
像
と
さ
れ
た
 占
 」
、
「
後
戸
に
寄
せ
ら
れ
た
淡
い
期
 
什
倖
 

Ⅱ
」
 -
 Ⅱ
 
い
 

。
ず
れ
も
一
五
九
頁
一
な
の
で
あ
る
。
た
だ
い
っ
ぽ
う
で
著
者
は
、
 

後
戸
の
 



書評     

信
仰
は
時
代
が
下
る
に
つ
れ
て
境
内
に
特
定
の
僧
侶
貴
人
以
外
の
 
階
層
が
 

多
数
出
入
り
す
る
よ
う
に
な
っ
て
発
生
し
た
後
発
的
な
も
の
で
あ
 る
と
も
 

い
う
。
し
た
が
っ
て
先
に
「
根
源
的
」
と
い
っ
た
の
は
必
ず
し
も
 
歴
史
的
 

に
原
初
の
時
代
に
さ
か
の
 ぼ
 る
と
い
う
こ
と
を
意
味
 せ
 。
 
ず
 、
「
 民
  
 

に
 内
在
す
る
心
情
」
二
六
八
頁
 -
 と
ほ
ほ
同
内
容
な
の
で
あ
ろ
 う
と
 推
 

察
さ
れ
る
。
 

つ
ぎ
に
⑪
は
、
中
世
説
話
「
し
ん
と
く
丸
」
や
「
う
ば
か
は
」
に
 
表
現
 

さ
れ
る
寺
社
の
床
下
で
の
参
籠
と
祈
願
と
い
う
行
為
に
触
発
さ
れ
 
て
、
現
 

実
の
床
下
参
籠
の
習
俗
と
そ
の
施
設
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
 

神
  
 

下
 が
も
つ
意
義
に
つ
い
て
は
す
で
に
①
で
述
べ
ら
れ
て
い
た
と
お
 
り
、
著
 

者
の
関
心
の
中
核
を
な
す
問
題
 辞
 の
一
つ
で
あ
る
。
⑫
の
論
文
は
 
 
 

そ
の
延
長
上
で
、
表
題
図
像
の
一
場
面
の
解
釈
案
を
提
示
し
た
も
 
の
で
あ
 

る
 。
こ
こ
で
著
者
は
、
あ
る
小
社
の
床
下
に
ひ
そ
む
人
物
像
が
そ
 
こ
に
 参
 

寵
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
玉
帳
し
た
。
⑪
論
文
の
後
半
で
 
は
 ⑤
 論
 

文
 で
触
れ
た
伊
勢
神
宮
床
下
祭
儀
の
問
題
を
再
論
す
る
。
た
だ
 
払
 
冊
ヒ
日
が
や
 

や
 拡
散
し
て
 焦
占
 が
ど
こ
に
あ
る
の
か
が
読
み
と
り
に
く
い
こ
と
 
と
、
著
 

者
が
一
貫
し
て
追
い
求
め
て
き
た
床
下
参
籠
が
中
世
的
性
格
を
も
 つ
と
み
 

な
さ
れ
る
の
に
対
し
、
後
半
で
の
床
下
祭
儀
の
問
題
に
関
し
て
は
 
よ
り
 古
 

態
を
求
め
る
方
向
に
関
心
が
あ
る
 よ
う
 に
み
え
る
占
で
、
論
旨
の
 

一
貫
性
 

に
や
や
疑
問
を
感
じ
る
。
 

 
 

第
四
章
の
前
半
は
仏
堂
内
部
の
収
納
空
間
で
あ
る
宝
蔵
に
関
す
る
 
二
本
 

の
 論
文
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
⑬
は
各
地
の
堂
 蔵 遺
構
の
考
察
で
 

鎌
倉
持
 

代
 以
前
を
散
発
的
な
準
備
期
と
し
て
、
本
格
的
な
出
現
が
室
町
時
 
代
 前
期
 

に
 求
め
ら
れ
る
こ
と
を
あ
き
ら
か
に
し
た
。
⑭
は
⑬
論
文
の
最
後
 
に
 提
示
 

さ
れ
た
問
題
意
識
、
「
宝
蔵
の
成
立
ま
た
は
衰
微
に
対
し
て
歴
史
 
的
な
意
 

味
 の
あ
る
解
釈
を
与
え
る
た
め
に
は
、
宝
蔵
の
機
能
と
は
な
に
か
 
、
ま
た
 

そ
の
設
置
を
要
求
し
、
許
容
し
た
時
代
背
景
と
は
い
か
な
る
も
の
 
で
あ
っ
 

た
か
を
明
ら
か
に
」
二
三
八
頁
 一
 す
る
と
い
う
目
的
を
論
じ
た
   

あ
る
。
す
な
わ
ち
 
堂
蔵
 と
い
う
施
設
は
、
そ
れ
を
必
要
と
す
る
 寺 院
体
制
 

が
 生
み
出
し
た
歴
史
的
産
物
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
い
う
の
が
そ
の
 
主
張
で
 

あ
る
。
著
者
は
そ
の
歴
史
的
条
件
を
、
学
侶
を
中
心
と
す
る
 
惣
寺
 Ⅱ
寺
家
 

共
同
体
の
出
現
と
い
う
中
世
的
体
制
の
成
立
に
求
め
よ
う
と
し
た
 
 
 

著
者
黒
田
龍
二
氏
の
専
門
 は
 日
本
建
築
 史
 で
あ
り
、
建
築
学
の
知
 
見
と
 

方
法
論
に
も
と
づ
く
日
本
宗
教
史
が
よ
り
具
体
的
な
研
究
 テ
｜
 マ
 で
あ
 

る
 。
当
然
建
造
物
の
即
物
的
な
建
築
様
式
や
建
築
技
術
に
ふ
れ
る
 と
こ
ろ
 

は
 極
め
て
お
お
き
い
。
具
体
的
な
「
 物
 」
に
即
し
て
宗
教
を
寺
 え
 
よ
う
と
 

す
る
学
問
と
し
て
私
た
ち
は
た
と
え
ば
考
古
学
を
知
っ
て
い
る
の
 
：
 
六
カ
 

@
 
Ⅰ
 ,
 

宗
教
と
い
う
究
極
的
に
は
心
の
問
題
を
あ
つ
か
う
研
究
分
野
が
 
旦
 @
 
体
的
な
 

物
 と
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
る
の
か
、
と
い
う
関
心
に
対
し
て
、
 

，
 
」
の
宗
教
 

建
築
 史
 と
い
う
分
野
は
ま
た
別
の
可
能
性
を
広
げ
て
く
れ
る
よ
 う
で
あ
 

る
 。
し
か
し
本
書
所
収
の
論
文
を
な
が
め
わ
た
し
て
い
く
と
、
 

そ
 
@
 
」
に
も
 

濃
淡
さ
ま
ざ
ま
な
模
様
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
で
あ
ろ
 つ 。
 

そ
う
し
た
 観
 占
か
ら
方
法
論
の
第
一
と
し
て
ま
ず
あ
げ
な
け
れ
ば
 な
ら
 

な
い
の
は
、
 

当
嫉
 
の
こ
と
な
が
ら
建
築
そ
の
も
の
を
主
題
に
し
た
 
論
文
で
 

あ
る
。
そ
れ
が
最
も
徹
底
し
た
の
は
た
と
え
ば
⑬
論
文
で
あ
る
。
 

こ
こ
で
 

は
 現
存
す
る
密
教
本
堂
を
列
挙
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
堂
内
に
 
設
置
さ
 

れ
た
宝
蔵
の
設
立
年
代
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
 
 
 

 
 

結
果
に
も
と
づ
い
て
次
の
⑭
論
文
で
宝
蔵
と
い
う
も
の
の
歴
史
性
 
の
 考
察
 

に
う
つ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
方
法
に
つ
い
て
は
著
者
も
み
 
と
め
 る
よ
う
㏄
 

 
 

に
 限
界
を
も
た
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
山
岸
常
人
は
堂
 
蔵
 と
い
 



う
 固
定
的
な
施
設
に
注
目
す
る
の
み
で
は
不
十
分
で
、
仏
堂
内
に
 
 
 

 
 

収
納
し
よ
う
と
す
る
意
識
こ
そ
が
問
題
に
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
 
、
著
者
 

に
 付
し
て
指
摘
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
う
（
⑭
付
記
Ⅰ
 

た
し
か
に
 晋
逓
 的
な
方
法
論
の
問
題
と
し
て
山
岸
の
指
摘
は
正
し
   

思
 う
 。
だ
か
ら
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
の
だ
が
、
本
書
に
お
い
て
 
 
 

建
造
物
の
構
造
そ
れ
自
体
の
考
察
に
終
始
し
た
論
文
は
む
し
ろ
 
少
 数
 で
あ
 

る
 。
そ
こ
で
考
え
ら
れ
る
二
つ
の
方
向
が
あ
る
。
一
つ
は
絵
画
賛
 料
 を
 %
 

照
 す
る
と
い
う
方
法
、
も
う
一
つ
は
同
時
に
歴
史
的
な
文
献
資
料
 を柄
Ⅲ
 

す
る
と
い
う
方
法
で
あ
る
。
 

第
一
の
方
法
に
つ
い
て
み
る
な
ら
ば
、
③
の
 行 丸
と
い
う
口
占
 社
  
 

再
建
当
時
の
中
心
人
物
が
作
成
し
た
絵
図
 群 を
め
ぐ
る
考
察
は
 
、
 絵
図
そ
 

の
も
の
を
め
ぐ
る
基
本
的
な
考
証
で
あ
る
。
い
っ
ぽ
 
う
 ⑫
 ほ
 絵
図
 に
 現
れ
 

た
 
モ
テ
ィ
ー
フ
の
解
釈
の
試
み
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
絵
図
の
な
 
か
の
 建
 

物
 そ
の
も
の
が
問
題
に
さ
れ
た
と
い
う
よ
り
は
、
①
や
⑪
で
の
 
め
 珊
 ヒ
日
々
 
@
 
ふ
 

ま
え
て
は
じ
め
て
著
者
の
図
像
解
釈
が
つ
ま
れ
る
と
い
う
論
理
構
 
造
 忙
な
 

っ
て
い
る
。
 

そ
う
し
て
み
る
と
本
書
の
方
法
論
上
中
心
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
 

も
う
 

一
つ
の
方
向
、
つ
ま
り
歴
史
資
料
の
活
 

m
 と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
 
 
 

た
だ
そ
の
場
合
に
も
軸
足
を
建
築
物
そ
の
も
の
と
史
料
の
ど
ち
ら
 
 
 

か
と
い
う
占
で
微
妙
な
ち
が
 

い
 が
な
い
わ
け
で
は
な
 

に
せ
よ
 

⑦
な
ど
は
そ
の
よ
い
面
が
現
れ
た
ほ
 う
 の
論
文
と
い
え
る
か
も
  
 

 
 

伸
子
 

通
夜
所
の
比
較
検
討
を
通
じ
て
、
た
ん
な
る
社
殿
様
式
の
編
年
 
で
は
な
 

く
 、
そ
の
発
展
の
歴
史
的
意
義
に
目
を
向
け
よ
う
と
す
る
の
で
あ
 
る
 。
 つ
 

ま
り
全
体
と
し
て
日
吉
大
社
の
独
立
し
た
本
殿
か
ら
北
野
天
満
宮
 
0
 双
 堂
 

形
式
へ
、
つ
い
で
八
坂
神
社
の
大
規
模
な
入
母
屋
造
本
殿
へ
と
と
 ら
え
る
 

の
だ
が
、
そ
の
発
展
過
程
を
、
「
本
殿
回
り
へ
の
さ
ま
ざ
ま
な
 
施
 設
 の
 集
 

・
統
合
化
で
あ
っ
た
」
三
一
六
頁
 一
 と
位
置
づ
け
る
。
 
そ
 し
て
さ
 

 
 

ら
に
そ
の
背
後
に
、
そ
の
よ
う
な
集
約
化
・
 

統
 ム
ロ
化
を
可
能
に
し
 た
 神
社
 

-
 あ
る
い
は
寺
院
 -
 の
中
世
的
発
展
が
あ
っ
た
の
だ
と
考
え
よ
，
 つ
 と
 す
 

る
 。
具
体
的
な
建
造
物
の
考
察
か
ら
 よ
 り
抽
象
的
な
宗
教
組
織
の
 

発
達
 過
 

程
 を
み
て
い
こ
う
と
す
る
こ
の
態
度
に
は
強
い
説
得
力
を
感
じ
る
 
 
 

ま
た
た
と
え
ば
⑭
論
文
に
お
い
て
、
宝
蔵
と
い
う
施
設
を
 
ピ
 の
 よ
  
 

寺
院
組
織
の
あ
り
か
た
が
必
要
と
し
、
ど
の
よ
う
な
陪
席
が
そ
の
 
機
能
を
 

に
な
っ
た
か
と
い
う
、
こ
の
問
題
へ
の
切
り
込
み
方
は
重
要
で
あ
 
 
 

っ
 を
い
え
ば
こ
の
論
文
を
批
判
し
た
と
い
う
山
岸
と
の
間
に
横
た
 わ
る
後
 

戸
へ
の
理
解
の
し
か
た
の
違
い
は
、
そ
の
問
題
を
認
識
す
る
か
ど
 
 
 

あ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
。
山
岸
は
後
戸
と
い
う
空
間
を
、
い
わ
 
ば
 身
も
 

蓋
 も
な
く
現
実
的
な
利
用
と
い
う
面
か
ら
の
み
理
解
し
、
服
部
や
 
一
 
@
n
 
取
の
 

考
え
方
を
批
判
し
た
。
し
か
し
山
岸
の
主
張
は
あ
る
面
あ
た
り
ま
 えで
あ
 

っ
て
、
あ
る
空
間
に
聖
 
性
 と
か
神
秘
性
と
か
の
性
格
を
付
与
す
る
 価
値
観
 

や
そ
れ
を
形
成
す
る
人
間
自
身
を
考
慮
に
お
か
な
け
れ
ば
、
そ
こ
 に
 見
え
 

る
の
は
ま
さ
に
ス
ペ
ー
ス
そ
の
も
の
で
し
か
な
い
で
あ
ろ
う
。
 

し
か
し
他
方
で
、
著
者
の
立
場
と
し
て
ど
う
し
て
も
建
築
そ
れ
 
自
  
 

検
討
分
析
に
一
定
の
 
力
 を
そ
そ
が
ざ
る
を
え
な
い
と
な
れ
ば
、
 

旺
 
-
 
掘
 

者
は
建
 

物
の
詳
細
な
記
述
に
っ
き
 る
 お
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
 

た
と
え
 

ば
 ⑧
論
文
で
御
上
神
社
の
現
状
を
詳
細
に
叙
述
し
分
析
す
る
の
だ
 
 
 

の
 論
文
全
体
の
論
旨
の
な
か
で
そ
の
検
討
が
ど
の
よ
う
な
意
味
を
 
 
 

が
か
な
ら
ず
し
も
明
瞭
に
は
伝
わ
っ
て
こ
な
い
う
ら
み
が
あ
る
。
 

著
者
の
 

活
動
の
中
で
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い
る
文
化
財
保
護
Ⅱ
建
造
物
 
修
理
の
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観
 占
か
ら
は
重
要
で
あ
る
に
せ
よ
、
そ
の
親
月
が
た
と
え
ば
御
上
 
神
社
を
 

若
宮
に
比
定
す
る
と
い
う
論
旨
に
不
可
欠
で
あ
る
と
は
思
え
な
い
 
。
建
造
 

物
 に
江
が
れ
る
著
者
の
視
線
の
佳
 

右
 が
常
に
論
文
の
佳
 
占
 と
な
っ
 て
い
る
 

わ
け
で
は
な
い
と
い
う
一
つ
の
例
で
あ
る
が
、
方
法
上
あ
る
い
は
 
表
現
上
 

さ
ら
に
工
夫
の
余
地
が
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
 

さ
ら
に
右
の
内
容
紹
介
の
中
で
触
れ
な
か
っ
た
⑮
 
、
 ⑯
論
文
は
ど
 
 
 

う
 に
位
置
づ
け
た
ら
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
が
本
書
に
お
け
 
る
 方
法
 

上
の
第
四
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
な
る
。
い
わ
ば
行
事
そ
の
も
の
の
 
考
 察
 と
な
 

っ
て
お
り
、
両
論
文
と
も
表
題
ど
お
り
の
テ
ー
マ
が
論
じ
ら
れ
て
 

 
 

は
ま
ち
が
い
な
い
。
そ
し
て
定
石
通
り
建
築
物
の
平
面
図
な
ど
も
 
こ
 こ
に
 

は
 掲
載
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
テ
ー
マ
が
建
築
物
そ
の
も
の
 
と
ど
う
 

か
か
わ
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
じ
つ
の
と
こ
ろ
あ
ま
り
 
 
 

 
 

 
 

で
は
 な
い
か
と
い
う
感
想
が
は
な
れ
な
い
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
 
こ
の
感
 

想
は
 、
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
三
振
さ
れ
た
こ
と
と
は
別
で
あ
る
。
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O 三       



る
 。
次
い
で
、
第
一
部
で
ほ
、
「
宗
教
」
と
い
う
観
念
の
生
成
 

-
 
第
一
五
羊
 
-
 

ま
ず
、
「
は
じ
め
に
」
に
お
い
て
基
本
的
な
問
題
設
定
が
行
わ
れ
 
て
い
 

  第 第は 

わ第第第 り六五四姉二一部六五四姉二一部 常篇第二 第第第第第 第一じ め 

に 章章章章章章 章章章章章章       

横組 認 「 て 
成 的で成 ぃ         

  
      止 

の官 小路 笘 ホ軋似   
成設   
立直   

    
転 
  度化 

左 0 こ と そ   

  
、つ し関係る。 ヨ % 教 本書を、 」 現 た 

の 一家 あ 護 

目 元 が念 
次世確の 

二
 
先
行
研
究
の
整
理
に
つ
い
て
 

「
は
じ
め
に
」
に
お
い
て
、
著
者
は
国
家
神
道
研
究
が
「
か
っ
て
 」
 の
 

も
の
に
な
り
っ
 
っ
 あ
る
と
い
う
自
ら
の
認
識
を
根
拠
づ
け
る
た
め
 に
、
先
 

行
 研
究
の
整
理
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
整
理
は
、
山
口
氏
が
諸
業
 
績
 に
広
 

く
 目
配
り
し
て
い
る
こ
と
を
十
二
分
に
証
明
し
て
い
る
。
た
だ
、
 

 
 

て
は
、
安
元
良
夫
氏
の
業
績
と
羽
賀
祥
二
氏
の
業
績
に
も
言
及
し
 てほ
し
 

か
っ
た
。
「
国
家
神
道
」
研
究
に
お
い
て
安
元
氏
の
諸
業
績
が
 

蛆
 視
 で
き
 

  
    

  



書評と 

三
 
宗
教
観
念
の
生
成
と
変
容
に
つ
い
て
 

宗
教
観
念
の
生
成
は
、
第
一
部
第
一
章
に
お
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
 
る
 。
 

こ
の
章
の
冒
頭
に
お
い
て
、
山
口
氏
は
、
明
治
前
期
の
日
本
に
 お
い
て
 

は
 、
外
国
詰
の
訳
語
と
し
て
登
場
し
た
宗
教
と
い
う
舌
口
 

葉
と
、
そ
 
れ
に
ょ
 

っ
て
表
象
さ
れ
る
観
念
と
は
、
「
新
し
く
流
動
的
で
、
自
明
と
は
 

@
=
 

ロ
え
な
 

い
も
の
で
あ
っ
た
」
 

三
 0
 貞
一
と
し
、
一
九
世
紀
後
半
に
お
け
 る
こ
の
 

な
い
の
は
言
 
う
 ま
で
も
な
い
が
、
羽
賀
氏
の
著
書
「
明
治
維
新
と
 
宗
教
」
 

-
 
筑
摩
書
房
、
一
九
九
四
年
）
と
、
本
書
と
が
ど
の
よ
う
な
関
係
 
に
 -
 
ユ
つ
 

の
か
に
つ
い
て
も
、
説
明
を
加
え
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
 
か
 L
 Ⅰ
 
-
 
円
点
心
 

う
 。
何
故
な
ら
、
羽
賀
 氏
は
、
 山
ロ
氏
に
先
立
っ
て
、
「
宗
教
」
 

 
 

て
の
社
会
的
通
念
の
生
成
を
重
視
し
、
「
国
家
神
道
」
と
い
う
 
枠
 組
み
を
 

外
し
た
国
家
と
宗
教
の
関
係
の
論
じ
方
を
提
示
し
て
い
る
か
ら
で
 
あ
る
。
 

つ
 け
加
え
る
と
、
本
書
の
中
で
は
、
随
所
で
、
史
料
の
典
拠
に
つ
 いて
 

は
 詳
し
い
任
が
付
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
惜
し
む
ら
く
 
は
、
先
 

行
学
説
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
説
明
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
も
ち
 
 
 

冒
頭
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
大
枠
に
お
い
て
は
先
行
研
究
全
般
 
と
  
 

で
、
山
口
氏
の
研
究
の
位
置
が
説
明
さ
れ
て
は
い
ろ
。
と
こ
ろ
が
 
 
 

の
 具
体
的
な
場
面
に
お
け
る
そ
れ
が
欠
け
て
い
る
た
め
に
、
よ
ほ
 
ど
こ
の
 

分
野
に
精
通
し
た
研
究
者
で
な
い
と
、
ど
こ
ま
で
が
先
行
学
説
の
 
到
達
 占
 

で
、
ど
こ
か
ら
が
山
ロ
 
氏
 独
自
の
説
な
の
か
、
そ
の
区
別
を
 つ
 け
 、
研
究
 

史
の
中
に
お
け
る
山
口
説
の
位
置
を
確
認
す
る
こ
と
が
困
難
な
  
 

る
 。
し
た
が
っ
て
、
概
説
書
の
よ
う
な
感
覚
で
読
む
の
な
ら
と
も
 
 
 

こ
の
労
作
の
成
果
を
自
分
の
学
術
論
文
に
取
り
込
も
う
と
す
る
と
 
、
よ
 
え
カ
 
@
 

な
か
厄
介
で
あ
る
。
 

観
念
を
め
ぐ
る
議
論
の
中
か
ら
「
国
家
と
宗
教
と
の
関
係
は
い
か
 なる
も
 

の
か
と
い
う
問
 い
 」
も
新
た
に
生
ま
れ
、
「
雑
駁
な
領
域
が
 

、
国
 占
牙
小
と
 

七
 
%
 

教
 と
い
う
形
で
整
理
さ
れ
て
い
く
」
 

宜
 0
 頁
 -
 と
い
う
基
本
 誌
 識
 を
提
 

示
し
て
い
る
。
 

そ
し
て
、
こ
の
認
識
の
正
し
さ
を
証
明
す
る
た
め
に
、
キ
リ
ス
ト
 
者
、
 

仏
教
者
、
確
固
と
し
た
信
仰
を
持
た
な
い
人
々
、
三
者
の
発
言
口
を
 

 
 

て
 、
そ
こ
に
共
通
す
る
「
語
り
 万
 」
を
抽
出
し
て
い
る
。
そ
こ
で
 は
、
 &
 不
 

教
 に
は
「
資
格
」
が
あ
る
と
い
う
認
識
が
共
有
さ
れ
て
い
る
と
 
同
 時
に
 、
 

「
両
者
 
-
 キ
リ
ス
ト
教
と
仏
教
し
の
共
通
項
と
し
て
抽
出
さ
れ
る
 
 
 

宗
教
と
し
て
の
「
資
格
」
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
を
持
た
 
 
 

の
は
宗
教
に
あ
ら
ず
と
さ
れ
る
」
一
四
 

セ
 貞
 -
 よ
う
に
な
っ
た
 と
 す
る
。
 

こ
の
「
語
り
方
」
が
定
着
す
る
中
で
、
仏
教
が
宗
教
を
目
指
し
た
 
 
 

し
て
、
神
社
は
非
宗
教
を
目
指
し
た
。
そ
れ
は
、
い
ず
れ
も
「
 
得
 体
 の
 知
 

れ
な
い
宗
教
な
る
も
の
と
自
ら
と
の
関
係
を
い
か
に
構
築
し
て
い
 
 
 

い
う
模
索
の
末
に
組
み
立
て
ら
れ
た
語
り
方
で
あ
っ
た
」
一
四
九
 
頁
 ）
 と
 

 
 

か
つ
て
、
宗
教
学
者
・
加
藤
 玄
智
は
 
「
神
道
精
義
」
 

-
 
昭
和
一
二
一
 
年
 -
 

の
中
で
訳
語
と
し
て
の
宗
教
に
考
察
を
加
え
、
「
 

仏
 基
二
教
の
如
 き
 世
界
 

的
 宗
教
・
個
人
的
宗
教
だ
け
を
眼
中
に
お
い
て
、
宗
教
の
訳
語
 を
 捻
出
 

し
 、
宗
教
学
上
の
部
族
宗
教
・
国
民
宗
教
即
ち
団
体
数
の
如
き
は
 夢
に
 

も
 知
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
」
三
九
四
頁
 一
 と
解
説
し
て
み
せ
 た
 。
 本
 

章
は
 、
こ
の
加
藤
の
認
識
が
大
筋
に
お
い
て
正
し
い
も
の
で
あ
っ
 た
こ
と
 

 
 

 
 

を
 、
丹
念
な
史
料
収
集
に
よ
っ
て
証
明
し
た
も
の
と
言
え
る
だ
 
る
 
 
 

だ
し
、
少
々
残
念
だ
 つ
 た
の
は
、
「
は
じ
め
に
」
に
お
い
て
は
、
 
 
 

念
の
誕
生
か
ら
定
着
に
い
た
る
「
明
治
 零
 年
代
か
ら
 
二
 0
 年
前
後
  
 



て
 」
 三
 0
 貞
一
を
扱
う
と
予
告
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
 、
実
際
 

に
は
、
明
治
一
五
年
前
後
か
ら
 

二
 0
 午
前
後
の
議
論
し
か
扱
わ
れ
 て
お
ら
 

ず
 、
大
教
院
分
離
運
動
や
祭
神
論
争
と
い
う
重
大
事
件
が
省
か
れ
 
 
 

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
後
に
「
宗
教
政
策
」
の
誕
生
を
語
 
 
 

"
 く
る
 い
 "
 の
原
因
に
も
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
 

宗
教
観
念
の
変
容
は
、
第
二
部
第
一
章
で
扱
わ
れ
て
い
る
。
 こ
 こ
で
 

は
 、
明
治
三
 
0
 年
代
に
登
場
し
た
「
宗
教
学
」
に
よ
っ
て
、
「
 

明
 治
一
 O
 

年
代
に
生
ま
れ
」
「
一
九
世
紀
の
語
り
 

万
 と
し
て
定
着
」
 
二
杏
 一
頁
 -
 し
 

て
い
た
宗
教
観
念
が
変
容
し
て
い
っ
た
様
子
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
 
。
宗
教
 

学
は
 、
宗
教
を
社
会
現
象
と
し
て
、
あ
る
い
は
個
人
の
宗
教
意
識
 0
 発
露
 

と
し
て
説
明
し
た
た
め
に
、
「
仏
教
や
キ
リ
ス
ト
教
の
宗
教
全
体
 
 
 

る
 比
重
が
低
下
」
二
七
 0
 貞
 -
 し
 、
宗
教
の
範
囲
が
拡
大
す
る
  
 

結
果
を
も
た
ら
し
た
。
山
口
氏
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
神
社
 
非
宗
 教
諭
 は
 

そ
の
基
礎
を
脅
か
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。
他
方
、
宗
 教
学
に
 

は
 、
「
理
想
的
な
宗
教
の
探
求
と
い
う
ス
タ
ン
ス
」
が
含
ま
れ
て
 
 
 

め
に
、
「
そ
れ
に
反
す
る
も
の
の
排
除
へ
と
つ
な
が
り
か
れ
な
い
 

」
 二
セ
 

六
頁
一
側
面
を
も
有
し
て
い
た
と
い
う
。
 

こ
の
部
分
も
ま
た
、
加
藤
文
音
が
か
つ
て
神
社
非
宗
教
論
を
論
じ
 
 
 

当
初
は
「
賢
明
な
政
策
で
あ
っ
た
」
と
し
な
が
ら
も
、
「
宗
教
学
 
は
 最
早
 

か
う
 云
ふ
 風
に
神
道
信
仰
神
社
神
道
を
以
て
、
宗
教
に
非
ず
と
 す る
 立
場
 

を
 是
認
し
得
な
い
様
に
さ
し
て
来
た
」
三
神
社
問
題
の
再
検
討
」
 

 
 

年
 、
四
四
頁
 -
 と
 指
摘
し
て
い
た
こ
と
に
ヒ
ン
ト
を
得
て
、
そ
れ
 を 実
証
 

し
よ
う
と
し
た
試
み
だ
と
 

@
=
 

ロ
 え
よ
う
。
そ
れ
に
加
え
て
、
第
二
部
 第
二
ハ
土
車
 

に
お
い
て
、
宗
教
学
者
の
「
詰
り
方
」
が
帝
国
議
会
の
議
論
に
ま
 
で
 現
れ
 

る
ほ
ど
の
広
が
り
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
も
明
ら
か
に
し
て
 
 
 

四
 
「
神
社
改
正
之
 件
 」
に
つ
い
て
 

山
ロ
氏
は
「
明
治
国
家
形
成
親
に
藩
閥
政
府
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
 
国
家
 

と
 社
寺
の
制
度
化
は
、
官
国
幣
社
保
存
令
制
度
を
中
心
と
す
る
「
 
 
 

正
之
件
目
に
よ
り
、
一
定
の
完
成
を
見
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
 る
 」
二
 三
 

三
三
頁
 -
 と
し
て
、
「
神
社
改
正
之
 
件
 」
構
想
を
非
常
に
重
視
し
   

こ
の
構
想
を
、
著
者
は
「
官
国
幣
社
を
府
県
社
以
下
の
よ
う
に
「
 
独
立
自
 

営
 」
さ
せ
て
い
こ
う
」
三
四
六
頁
）
と
す
る
も
の
と
捉
え
、
 そ
 こ
こ
 
@
  
 
一
 

九
世
紀
の
制
度
化
の
象
徴
を
見
て
い
る
。
そ
れ
は
、
社
寺
か
ら
 
国
 家
へ
 

国
家
か
ら
社
寺
へ
と
い
う
「
双
方
の
べ
ク
ト
ル
を
極
小
化
し
て
 
 
 

二
三
三
頁
）
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
構
想
が
 
崩
壊
 

し
 、
「
官
国
幣
社
の
「
国
庫
支
弁
」
化
を
経
て
、
府
県
社
以
下
の
 
 
 

「
国
庫
支
弁
」
さ
れ
て
い
る
状
態
へ
と
近
似
さ
せ
て
い
こ
う
と
  
 

三
四
六
頁
 -
 正
反
対
の
方
向
へ
と
変
化
す
る
こ
と
の
中
に
 、国
 家
 と
 々

不
 

教
 の
虹
形
と
い
う
 
二
 0
 世
紀
の
象
徴
を
見
て
と
る
。
 

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
第
一
部
第
五
章
、
第
二
部
第
二
・
五
・
 

エ
 
ハ
 
%
 
早
 

さ
ら
に
、
後
に
述
べ
る
よ
う
な
神
社
に
対
す
る
政
策
の
転
換
に
 よ
っ
 

 
 

て
 、
神
社
制
度
が
国
教
と
見
な
さ
れ
得
る
よ
う
な
実
態
を
備
え
る
 よ
う
に
Ⅱ
 

な
っ
た
こ
と
も
、
神
社
非
宗
教
論
が
そ
の
ま
ま
で
ほ
通
用
し
難
く
 
な
っ
た
 

 
 
 
 

原
因
で
あ
っ
た
と
も
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
点
を
も
う
少
し
掘
り
 

 
 

ば
 、
そ
も
そ
も
本
来
の
神
社
非
宗
教
論
で
さ
え
府
県
社
以
下
が
神
 
壮
行
政
 

か
ら
疎
外
さ
れ
て
い
る
状
態
を
前
提
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
 
、
府
県
 

社
 以
下
が
目
に
見
え
る
形
で
地
方
公
共
団
体
と
結
び
つ
け
ら
れ
る
 こ
と
に
 

な
れ
ば
、
宗
教
観
念
の
変
化
が
な
く
と
も
問
題
化
は
避
け
ら
れ
な
 
か
っ
た
 

と
立
 @
 
ロ
 え
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
 



書評と紹介 

で
 扱
わ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
第
一
部
第
五
章
で
は
、
明
治
初
午
 
以
   

社
 政
策
に
対
し
て
、
「
敬
神
上
過
度
 
ノ
 傾
向
 ア
り
 」
と
の
反
省
に
 立
っ
た
 

内
務
・
大
蔵
両
省
に
よ
っ
て
、
「
神
社
改
正
之
 

件
 」
が
立
案
さ
れ
   

に
よ
っ
て
審
議
、
実
施
さ
れ
る
ま
で
の
経
過
を
概
説
し
て
い
る
。
 「
改
正
 

二
件
 -
 の
中
心
を
な
す
政
策
は
、
明
治
二
 

0
 年
に
実
施
さ
れ
た
「
 官
 国
幣
 

社
 保
存
令
制
度
」
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
従
来
国
庫
か
ら
支
給
さ
れ
 
て
い
た
 

官
国
幣
社
の
経
費
・
営
繕
費
を
保
存
 金
 に
切
り
替
え
、
そ
の
半
額
 
 
 

毎
年
貯
蓄
 し
 、
そ
の
利
子
が
増
加
し
て
利
子
に
 26
 

「
独
立
自
営
 」
が
 計
 

算
 上
可
能
と
な
る
一
五
午
後
に
保
存
金
を
打
ち
切
る
、
と
い
う
も
 
 
 

つ
た
。
こ
れ
が
机
上
の
計
算
に
過
ぎ
ず
、
実
施
に
よ
っ
て
多
く
の
 

 
 

経
営
難
に
陥
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
以
前
か
ら
指
摘
さ
れ
て
  
 

が
 、
具
体
的
デ
ー
タ
で
そ
の
予
想
を
鹿
付
け
た
論
文
は
な
か
っ
た
 
。
そ
こ
 

で
 山
口
氏
は
、
デ
ー
タ
を
駆
使
し
た
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
 
 
 

二
 0
 年
の
時
点
で
「
慢
性
的
な
経
営
錐
の
予
想
さ
れ
る
神
社
が
七
 
 
 

に
 上
る
」
 
二
 
二
八
頁
 -
 と
 具
体
的
数
字
を
示
し
て
み
せ
た
。
 

そ
 し
て
 

こ
の
よ
う
な
内
清
で
あ
っ
た
た
め
に
、
「
神
社
の
「
損
亡
」
を
 

回
 避
 し
つ
 

つ
 
「
独
立
自
営
 ヒ
を
 実
現
す
る
こ
と
は
可
能
か
」
二
三
八
頁
 一
  
 

い
が
、
保
存
 令
 制
度
の
運
用
に
は
つ
い
て
ま
わ
る
こ
と
に
な
っ
  
 

つ
 。
 

第
二
部
第
二
章
で
は
、
「
改
正
之
 

件
 」
に
つ
い
て
、
次
の
こ
と
を
   

て
い
る
。
Ⅴ
帝
国
憲
法
の
施
行
を
前
に
し
て
、
神
祇
官
設
置
派
 
か
 ら
の
 廃
 

止
 要
求
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
政
府
が
「
保
存
令
制
度
」
 

を
 存
続
 

さ
せ
て
、
官
国
幣
社
の
 

-
 独
立
自
営
」
路
線
を
維
持
し
た
こ
と
。
 

 
 

二
三
年
に
、
保
存
 
金
 支
給
の
期
間
が
、
一
五
年
か
ら
 三
 0
 午
に
 延
 長
き
れ
 

た
の
は
、
会
計
法
に
よ
り
災
害
な
ど
に
よ
る
非
常
・
臨
時
の
営
繕
 
費
 を
国
 

庫
か
ら
支
出
す
る
こ
と
が
不
可
能
と
な
っ
た
た
め
に
、
こ
れ
を
 
保
 存
企
め
 

中
か
ら
支
出
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
し
か
も
、
保
存
金
の
総
額
 
を
 変
更
 

し
な
い
と
い
う
方
針
を
と
っ
た
た
め
に
、
保
存
金
の
使
用
区
分
を
 
変
更
す
 

る
一
 従
来
、
経
費
・
営
繕
費
に
五
 
0
 拷
木
浦
、
積
立
金
に
五
 
0
 九
 Ⅳ
 L
 と
 

二
分
し
て
き
た
の
を
、
経
費
・
営
繕
費
に
五
 

0
 ㌔
、
積
立
金
に
二
 
一
五
九
、
 

共
通
臨
時
営
繕
費
に
一
五
 
%
 
と
三
分
す
る
一
し
か
な
く
、
積
立
金
 
 
 

し
た
た
め
で
あ
っ
た
こ
と
。
以
上
の
指
摘
か
ら
は
、
政
府
の
「
 独
 -
 
せ
自
 

宮
 」
化
へ
の
意
思
と
神
社
経
費
抑
制
へ
の
意
思
が
、
と
も
に
強
固
 
で
あ
っ
 

た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
 

第
二
部
第
五
章
で
は
、
保
存
金
の
使
用
 区
升
が
 
、
明
治
三
四
年
 度
よ
 

経
費
・
 営
 繕
 費
七
 0
 九
 、
積
立
金
五
 
%
 、
 共
担
 臨
時
営
繕
費
 
二
五
光
 

と
 変
更
さ
れ
た
問
題
を
取
り
上
げ
、
詳
細
な
史
料
を
駆
使
し
て
 、
そ
れ
 

は
 、
物
価
上
昇
に
よ
る
神
社
の
損
亡
を
座
視
で
き
な
い
内
務
省
と
 
、
保
存
 

令
制
度
堅
持
・
増
額
反
対
に
固
執
す
る
大
蔵
省
と
の
妥
協
の
産
  
 

り
 、
両
者
が
保
存
 
金
 維
持
で
合
意
を
と
げ
た
結
果
だ
っ
た
こ
と
を
 
 
 

に
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
ム
ロ
意
の
前
に
、
第
一
五
・
一
六
議
 

ム
ム
に
 
望
蹴
 

員
 立
法
で
提
出
さ
れ
た
保
存
全
廃
止
法
案
は
、
あ
え
な
く
廃
案
に
 
追
い
込
 

ま
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
論
証
は
、
保
存
 金
 使
用
区
分
の
変
更
 を
 、
「
 神
 

社
 改
正
之
 件
 」
の
事
実
上
の
「
崩
壊
・
変
質
」
と
見
て
、
こ
れ
を
 国家
 神
 

道
一
体
制
一
の
確
立
過
程
と
捉
え
る
中
島
三
千
男
氏
の
見
解
に
対
 
す
る
 鋭
 

  

山
口
氏
は
、
明
治
三
九
年
に
お
け
る
官
国
幣
社
費
国
庫
支
出
と
 
府
 県
社
 

 
 

以
下
に
対
す
る
 
神
餌
用
 Ⅲ
 料
 支
出
と
の
実
現
に
つ
い
て
は
、
保
存
 
金
 使
用
 

区
分
の
変
更
に
よ
っ
て
「
独
立
自
営
」
の
基
礎
が
脆
弱
化
し
て
い
 
1
4
5
 

の
中
で
、
水
野
錬
太
郎
と
い
う
神
社
局
長
が
登
場
し
、
彼
に
よ
っ
 

 
 



五
三
下
散
政
策
」
に
つ
い
て
 

山
口
氏
は
「
宗
教
政
策
」
の
誕
生
と
い
う
出
来
事
の
中
に
も
、
 

一
 九
世
 

紀
か
ら
 
二
 0
 世
紀
へ
の
移
行
を
見
て
取
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
「
 
宗
教
政
 

策
 」
を
「
宗
教
と
い
う
枠
組
み
を
用
い
、
そ
れ
を
対
象
に
行
う
 攻
 め
 
木
 

」
 

一
一
五
三
頁
 一
 と
す
る
な
ら
、
そ
う
し
た
政
策
は
明
治
憲
法
発
布
 
 
 

は
 存
在
し
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
憲
法
の
中
に
信
教
の
自
由
が
 
規
定
さ
 

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
宗
教
と
そ
う
で
な
い
も
の
と
を
明
確
に
裁
断
 
 
 

く
 傾
向
が
生
じ
、
明
治
三
三
年
に
内
務
省
社
寺
 局
 が
宗
教
局
と
神
 
社
局
と
 

に
分
離
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
宗
教
政
策
と
神
社
政
策
と
が
 
誕
 生
し
た
 

と
い
う
。
著
者
が
、
こ
こ
に
 二
 0
 世
紀
の
特
徴
を
見
て
い
る
こ
 と
は
、
 

「
宗
教
Ⅰ
非
宗
教
を
裁
断
し
、
宗
教
政
策
と
神
社
政
策
と
を
生
み
 

出
す
に
 

至
っ
た
 
二
 0
 世
紀
の
政
策
」
「
々
示
教
と
非
宗
教
と
に
裁
断
し
て
い
 

く
二
 O
 

の
 転
換
が
行
わ
れ
た
た
め
だ
と
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
「
神
社
改
正
 
ラ
灯
 
仕
 Ⅱ
」
 

構
想
は
崩
壊
し
て
、
 
二
 0
 世
紀
の
新
た
な
施
策
が
始
ま
っ
た
と
 述
  
 

る
 。
そ
し
て
、
さ
ら
に
、
神
韻
常
常
 料
 支
出
の
実
現
は
、
供
進
に
 
与
 か
る
 

神
社
に
「
損
亡
」
回
避
、
 
"
 「
独
立
自
営
」
を
強
制
 "
 す
る
こ
と
に
 
 
 

こ
れ
が
神
社
合
併
へ
結
び
つ
い
て
い
っ
た
と
す
る
。
た
だ
し
、
 

神
 仕
合
併
 

と
 、
当
時
内
務
省
地
方
局
が
進
め
て
い
た
地
方
改
良
運
動
と
の
 
結
 び
っ
き
 

ほ
 
つ
い
て
は
、
「
リ
ン
ケ
ー
ジ
さ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
た
も
の
の
、
 

基
本
的
 

に
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
論
理
で
展
開
し
て
い
た
と
見
る
べ
き
で
あ
 
ろ
う
」
 

室
 二
五
頁
）
と
述
べ
て
、
そ
の
結
合
を
あ
ま
り
重
視
し
て
い
な
 
 
 

か
し
私
は
、
合
祀
「
強
制
」
や
大
正
時
代
に
発
生
し
た
「
神
社
 
問
 題
 」
 を
 

理
解
す
る
た
め
に
は
、
両
者
の
結
合
を
も
っ
と
重
視
す
る
必
要
が
 
あ
る
と
 

思
っ
て
い
る
。
 

世
紀
の
諸
政
策
」
三
四
五
頁
 -
 と
の
記
述
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
 o
 こ
 

よ
う
な
理
解
は
一
見
、
形
式
的
な
見
方
に
す
ぎ
な
い
よ
う
に
思
わ
 

 
 

だ
が
、
そ
う
で
は
な
か
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
者
が
 
、
 自
ら
の
 
主
観
的
 

 
 

な
 
「
宗
教
」
の
枠
組
み
に
無
批
判
に
よ
り
か
か
っ
て
対
象
を
分
析
 

し
て
き
 

た
の
に
対
し
て
、
山
口
氏
は
当
時
の
人
々
の
主
観
を
も
考
慮
に
 
入
  
 

先
考
自
身
の
宗
教
観
念
を
相
対
化
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
主
張
し
 たか
っ
 

た
の
で
あ
ろ
う
。
 

た
だ
し
、
憲
法
発
布
以
前
に
は
宗
教
と
い
う
「
枠
組
み
に
よ
る
 
政
 策
は
 

行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
」
と
理
解
す
る
の
は
よ
い
と
し
て
も
、
 

立
 実
者
が
 

政
策
の
対
象
に
つ
い
て
「
宗
教
か
ど
う
か
を
考
え
な
く
と
も
よ
か
 っ
た
 」
 

二
五
三
百
 -
 と
い
 サ
 の
は
言
い
過
ぎ
で
は
な
か
ろ
う
か
。
何
故
 な
ら
、
 

大
教
院
分
離
運
動
に
せ
よ
、
祭
神
論
争
に
せ
よ
、
あ
る
い
は
伊
藤
 
博
文
と
 

元
田
水
牢
と
の
教
育
を
め
ぐ
る
議
論
に
せ
よ
、
そ
こ
に
 は
 、
「
 政
 策
 の
 対
 

家
 が
宗
教
な
の
か
ど
う
か
」
「
宗
教
だ
と
す
れ
ば
政
府
は
そ
れ
を
 
 
 

う
べ
き
か
」
と
い
う
問
い
が
存
在
し
、
政
策
立
案
者
た
ち
が
具
体
 
的
な
政
 

策
を
積
み
上
げ
て
い
く
申
で
、
行
政
上
の
宗
教
観
念
も
ま
た
形
成
 
さ
れ
て
 

い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
む
し
ろ
、
そ
の
 
 
 

し
て
形
成
さ
れ
た
 

"
 
宗
教
な
る
も
の
 
"
 を
前
提
と
し
て
憲
法
規
定
 は
 起
草
 

さ
れ
た
、
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
 

さ
ら
に
、
明
治
三
三
年
以
降
に
し
て
も
、
宗
教
法
案
の
否
決
に
象
 
徴
さ
 

れ
る
よ
う
に
、
実
質
的
に
は
宗
教
一
般
を
包
括
す
る
政
策
が
実
施
 
さ
れ
て
 

い
た
と
は
言
い
が
た
く
、
個
々
の
場
面
で
は
、
神
仏
 
基
 に
対
し
て
 、
そ
れ
 

ぞ
れ
対
応
を
変
え
て
い
た
こ
と
も
少
な
く
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
 かと
 推
 

別
 さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
宗
教
政
策
の
誕
生
と
い
う
理
解
、
特
 
 
 

区
切
り
に
あ
ま
り
と
ら
わ
れ
る
過
ぎ
る
と
、
個
々
の
事
例
を
見
落
 とし
た
 



書評と紹介 

な いすいはてと 意お接げ因 最 り   
そ
の
位
置
づ
け
を
誤
っ
た
り
す
る
恐
れ
が
あ
る
よ
 
う
 に
思
う
。
 

後
に
、
一
九
世
紀
の
政
策
か
ら
 二
 0
 世
紀
の
政
策
へ
の
転
換
の
 

一
 要
 
要
 

-
 
し
て
、
山
口
氏
が
「
政
治
的
民
主
化
の
進
行
」
 

二
 二
四
八
頁
 -
 を
挙
 
挙
 

い
る
こ
と
も
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
し
か
し
、
こ
れ
を
解
説
す
 
 
 

島
 早
 残
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
拙
文
は
 、
 私
の
問
題
関
心
に
重
目
を
 

 
 

た
た
め
、
批
判
的
な
言
葉
が
多
く
な
り
す
ぎ
た
か
、
と
も
思
 
う
 。
  
 

る
 点
、
啓
発
さ
れ
た
点
は
多
々
あ
り
、
そ
れ
ら
を
紹
介
す
る
 
紙
 数
が
 

こ
と
が
返
す
返
す
も
残
念
で
あ
る
。
 

    



櫻
井
治
男
 

本
書
の
も
と
は
、
「
山
陰
民
俗
研
究
」
公
一
、
一
九
九
六
年
一
と
「
 

日
本
 

民
俗
学
」
二
セ
 ニ
 、
一
九
八
 
セ
年
 ）
と
に
掲
載
さ
れ
た
三
論
文
 で
あ
る
 

が
 、
一
書
に
ま
と
め
る
に
あ
た
り
加
筆
訂
正
が
ほ
ど
こ
さ
れ
、
 

か
  
 

部
の
内
容
と
な
り
、
そ
れ
だ
け
読
み
応
え
の
あ
る
論
考
と
な
っ
て
 
 
 

著
者
の
研
究
対
象
は
ム
ラ
社
会
、
そ
し
て
「
歴
史
の
表
舞
台
 竺
 ユ
 つ
こ
と
 

も
な
く
一
生
を
終
わ
る
人
々
の
生
活
の
あ
り
様
を
歴
史
と
い
う
 
時
  
 

に
お
い
て
表
す
」
 
二
 一
四
九
頁
 一
 と
い
う
手
法
の
姐
上
に
の
 ぽ
一
 -
 
た
の
が
 

材
料
と
し
て
の
「
あ
る
事
件
」
一
同
Ⅰ
そ
れ
が
明
治
末
期
に
生
起
 
し
た
 神
 

仕
 合
祀
で
あ
る
。
 

著
者
は
こ
の
調
査
研
究
を
通
し
て
「
八
幡
で
は
戦
後
の
生
活
変
化
 こつ
 

@
 

い
て
も
調
査
し
ま
し
た
が
、
高
度
経
済
成
長
期
を
経
た
今
日
で
は
 
ム
ラ
 社
 

会
の
中
で
人
と
人
と
が
絆
を
結
び
あ
 ぅ 機
会
が
失
わ
れ
 つ
 つ
あ
り
 、
そ
の
 

代
わ
り
に
若
い
世
代
に
は
地
域
よ
り
も
個
人
の
生
活
を
第
一
に
考
 
え
 人
 
@
 w
 
土
日
 

識
 が
強
ま
っ
て
い
ま
す
。
氏
神
に
対
す
る
信
仰
も
徐
々
に
薄
れ
て
 きま
し
 

た
 。
そ
う
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
 

宮
 騒
動
を
起
こ
し
た
当
時
の
人
々
   

の
 考
え
方
、
感
じ
万
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
っ
た
と
 
思
 っ
て
 
い
 

  

岩
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書
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A
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判
二
五
二
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五
二
 0
0
 
円
 

「
神
社
合
祀
 と
 ム
ラ
 社
 ム
三
 

喜
多
村
理
子
 著
 



1
 
 神
社
合
祀
 
と
宮
 騒
動
 

は
じ
め
に
 

第
一
章
地
方
改
良
運
動
と
神
社
合
祀
政
策
 

神
社
合
祀
の
時
代
的
背
景
Ⅰ
鳥
取
県
に
お
け
る
神
社
合
祀
政
策
 

第
二
章
鳥
取
県
東
伯
郡
安
田
村
大
字
八
幡
に
お
け
る
 
宮
 騒
動
 

大
字
八
幡
の
歴
史
的
展
開
Ⅰ
神
社
合
祀
に
対
す
る
抵
抗
 
/
 児
童
同
盟
 
盟
 

休
校
と
宮
騒
動
Ⅰ
氏
神
の
復
 配
 

第
三
章
 

宮
 騒
動
当
時
の
地
域
社
会
の
状
況
 

神
社
合
祀
政
策
に
対
す
る
新
聞
お
よ
び
地
元
住
民
の
反
応
Ⅰ
行
政
 
 
 

ま
す
。
」
三
一
五
 0
 頁
 -
 と
「
あ
と
が
き
」
に
感
想
を
漏
ら
し
て
い
 

る
 O
 こ
 

こ
に
い
う
「
人
々
の
も
の
の
考
え
方
、
感
じ
方
」
に
い
か
に
、
 

そ
 し
て
ど
 

の
よ
う
に
迫
る
か
を
、
民
俗
慣
行
、
社
会
組
織
、
個
人
の
行
動
等
 へと
 佳
 

占
を
当
て
、
そ
れ
ら
の
相
互
関
連
の
な
か
で
浮
か
び
上
が
っ
て
く
 るム
ラ
 

と
 ム
ラ
 人
 と
い
う
実
態
を
、
文
献
と
聞
き
取
り
資
料
と
を
材
料
に
 
 
 

に
し
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る
「
神
社
整
理
」
問
題
を
直
接
・
間
接
的
 
 
 

た
 諸
論
考
の
な
か
で
、
あ
ら
た
な
研
究
の
枠
組
み
を
提
示
し
て
い
 ると
い
 

え
よ
う
。
 

本
書
は
、
鳥
取
県
と
滋
賀
県
の
二
事
例
を
深
く
掘
り
下
げ
た
も
の
 
で
あ
 

る
が
、
以
下
に
掲
げ
る
目
次
を
見
て
も
わ
か
る
 よう
 に
、
両
者
に
 共
通
す
 

る
章
 
，
項
の
立
て
 万
 と
は
な
っ
て
い
な
い
。
こ
の
点
で
は
、
な
ぜ
 

こ
の
 二
 

事
例
な
の
か
と
い
う
「
神
社
整
理
」
研
究
か
ら
の
説
明
に
は
下
元
 
 
 

め
 ら
軋
る
が
、
地
域
の
綿
密
な
研
究
と
い
う
点
で
は
、
鋭
い
分
析
 
が
な
さ
 

れ
て
お
り
、
今
後
の
研
究
進
展
へ
の
貢
献
度
は
高
い
と
い
え
よ
う
 
。
日
次
 

は
 次
ぎ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
一
項
に
相
当
す
る
番
号
は
省
い
た
 
-
 

第
一
部
の
「
神
社
合
祀
 と
宮
 騒
動
」
 
ほ
 、
騒
動
の
様
相
が
臨
場
感
 な
 も
 

っ
て
復
元
さ
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
事
例
と
、
そ
れ
を
明
ら
か
に
 

す
る
 文
 

献
 資
料
と
に
出
会
え
た
こ
と
は
幸
運
と
も
い
え
る
。
し
か
し
な
が
 
 
 

 
 

当
て
 も
 

れ
て
い
な
い
状
況
か
ら
す
れ
ば
、
著
者
の
調
査
努
力
と
そ
れ
を
 
活
 局
 す
る
 

視
角
の
優
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
 

こ
こ
で
著
者
は
「
 
宮
 」
騒
動
と
の
表
現
を
採
っ
て
い
る
。
 

ム
ラ
 に
  
 

は
 多
数
あ
る
が
、
ミ
ヤ
 
と
 呼
ば
れ
る
神
社
は
一
つ
に
限
ら
れ
る
と
 
 
 

て
 原
田
敏
明
は
指
摘
し
た
が
、
そ
の
点
で
も
こ
の
事
例
は
、
ム
ラ
 
共
同
体
 

が
 奉
斎
す
る
神
社
の
あ
り
方
を
よ
く
示
し
て
い
る
。
騒
動
の
内
容
 
ヰ
よ
 

@
 ,
 
 
 
一
 

 
 

る
 反
対
 

と
ム
ラ
 

 
 

 
 

第
四
章
ム
ラ
社
会
の
構
造
 

 
 

 
 

ム
ラ
 の
領
域
と
構
成
斤
イ
ム
ラ
胡
竹
 

と
隅
肝
 Ⅰ
水
利
慣
行
 

 
 

 
 

 
  

 

終
章
身
体
感
覚
化
さ
れ
た
 
ム
ラ
 の
秩
序
と
国
民
統
合
政
策
 

Ⅱ
地
方
改
良
運
動
期
に
お
け
る
神
社
・
寺
の
統
廃
合
と
 
ム
ラ
 の
 再
編
成
 

滋
賀
県
野
洲
郡
三
上
村
の
二
つ
の
 ん
ラ
 を
比
較
し
て
 

 
 第

一
章
 
北
桜
 に
お
け
る
神
社
・
寺
の
統
廃
合
と
 

ム
ラ
 の
再
編
  
 

現
在
の
北
桜
の
祭
祀
組
織
Ⅰ
 東
細
と
西
紺
 Ⅰ
神
社
・
寺
の
統
 廃ム
 口
と
 

ム
ラ
 の
再
編
成
 

第
二
章
 

南
桜
 に
お
け
る
神
社
ム
ロ
 
祀
 

現
在
の
南
桜
の
祭
祀
組
織
Ⅰ
 組
と
 祭
祀
Ⅰ
神
社
合
祀
と
信
仰
の
変
 
 
 

 
 



書評と紹介 

行
動
の
先
鋭
化
を
発
生
さ
せ
、
警
察
に
よ
る
首
謀
者
の
拘
引
 
と
裁
  
 

学
校
へ
の
児
童
同
盟
休
校
、
町
村
分
離
請
願
な
ど
を
引
き
起
こ
し
 
 
 

で
、
そ
れ
だ
け
で
あ
れ
ば
事
件
の
起
承
転
結
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
 
ミ
、
こ
 

ヵ
 

こ
で
は
地
方
改
良
運
動
と
の
 
関
 わ
り
と
い
う
切
り
口
が
持
ち
込
ま
 
 
 

る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
を
一
地
力
の
事
件
か
ら
、
全
国
比
較
の
事
 
 
 

引
き
出
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。
 

第
一
章
で
は
、
鳥
取
県
の
ム
ロ
 祀
 施
策
の
特
徴
と
し
て
、
知
事
の
施
 策
へ
 

の
 取
り
組
み
態
度
、
山
陰
線
開
通
に
見
ら
れ
る
近
代
化
と
国
民
化
 
 
 

明
治
か
ら
大
正
へ
の
代
替
わ
り
の
時
代
性
を
、
合
祀
が
積
極
的
に
 
展
開
さ
 

れ
た
こ
と
と
関
連
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
点
で
は
か
っ
て
森
岡
 
清
美
が
 

指
摘
し
た
 
よ
う
 に
三
重
県
を
神
社
整
理
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
す
る
 

中
央
 政
 

府
の
意
図
が
み
ら
れ
る
と
い
う
特
徴
と
異
な
っ
て
お
り
、
必
ず
し
 
も
 当
県
 

内
で
の
施
策
展
開
に
何
か
特
別
な
あ
り
方
が
存
在
す
る
の
か
は
 
明
 う
か
と
 

 
 

そ
の
頃
 

か
つ
て
ム
ロ
 
施
 さ
れ
た
神
社
の
復
祀
へ
の
行
動
が
生
起
し
て
く
 る 時
期
 

で
あ
り
、
 対
昭
 的
な
占
に
興
味
が
ひ
か
れ
る
。
 

第
二
章
は
宮
騒
動
の
内
容
が
詳
し
く
描
か
れ
、
し
ぶ
と
い
住
民
側
 
 
 

抗
 運
動
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
特
に
被
ム
ロ
 
祀
 神
社
の
住
民
側
   

村
 分
離
の
請
願
が
で
て
い
た
り
、
ま
た
合
祀
後
の
復
祀
の
状
況
を
 
扱
っ
た
 

な
か
で
、
神
社
明
細
 帳
 に
脱
漏
し
て
い
た
神
社
が
 ム
ラ
 の
氏
神
 
と
な
る
 

等
 、
行
政
資
料
を
活
用
し
て
の
提
示
は
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
 

，
 
」
こ
で
は
 

合
祀
施
策
を
推
進
す
る
 県
 ・
郡
の
動
き
も
示
さ
れ
、
そ
こ
に
は
「
 
 
 

信
仰
 と
 ム
ラ
社
会
に
つ
い
て
の
理
解
の
欠
如
」
 

-
 
五
五
頁
 -
 が
あ
 
っ
 た
こ
 

と
を
指
摘
し
て
い
る
。
 

第
三
・
四
章
で
は
前
章
の
よ
う
な
形
で
現
れ
た
騒
動
を
、
当
時
の
 
社
会
 

状
況
と
ム
ラ
社
会
の
構
造
に
つ
い
て
、
施
策
に
対
す
る
新
聞
及
び
 
地
元
任
 

民
の
反
応
、
行
政
 村
と
ム
ラ
 
、
ム
ラ
の
領
域
と
構
成
斤
、
ム
ラ
 運
 営
と
階
 

層
 、
水
利
慣
行
等
の
六
項
か
ら
分
析
さ
れ
て
い
る
。
 

ム
ラ
 の
井
口
 常
的
事
 

件
が
 、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
形
を
 ヒっ
 
た
の
か
を
、
日
常
生
活
を
見
 る
こ
と
 

で
 明
ら
か
に
な
る
 

-
 八
百
一
と
い
う
視
角
か
ら
の
も
の
で
、
い
く
 つか
 重
 

要
 な
指
摘
が
見
ら
れ
る
。
な
か
で
も
町
村
合
併
と
の
か
ら
み
で
、
 

合
祀
 反
 

対
の
立
場
に
立
つ
 
ム
ラ
 
が
 、
 ム
ロ
旭
光
神
社
の
 
ん
ラ
 で
は
な
く
、
 

そ
  
 

別
な
ム
ラ
 と
の
親
近
感
を
主
張
す
る
点
を
、
地
理
的
条
件
、
止
 
 
 

題
 、
経
済
力
の
諸
点
か
ら
検
証
し
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
町
村
分
離
 
の
 理
由
 

付
け
に
す
ぎ
ず
、
む
し
ろ
「
地
主
・
小
作
関
係
が
行
政
村
の
範
囲
 
内
で
も
 万
 

結
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
 

各
 ム
ラ
の
反
発
に
対
し
て
行
政
 村
の
  
 

が
 働
か
な
い
構
造
…
自
作
地
主
が
…
抵
抗
運
動
を
繰
り
広
げ
て
い
 きや
す
 

い
 環
境
」
 
三
 

一
四
頁
 一
 
と
推
論
さ
れ
て
い
る
占
は
重
要
で
あ
ろ
 
，
 
 
 

終
章
は
、
「
身
体
感
覚
化
さ
れ
た
ム
ラ
」
、
す
な
わ
ち
「
ム
ラ
 

社
ム
 ム
 の
中
 

で
 生
き
る
身
体
を
通
し
て
感
覚
的
に
捉
え
て
い
た
、
そ
の
感
覚
  
 

分
 」
二
四
五
頁
）
が
、
国
民
統
合
施
策
と
に
 組
輔
 の
あ
っ
た
こ
 
と
を
ま
 

と
め
と
し
て
い
る
。
当
時
の
ム
ラ
人
に
忍
び
寄
る
全
体
社
会
の
動
 
き
、
 
す
 

な
わ
ち
町
村
合
併
、
鉄
道
敷
設
、
日
露
戦
争
に
よ
る
税
負
担
、
 

義
 務
 教
育
 

延
長
に
伴
う
負
担
増
加
、
高
等
科
設
置
と
い
う
よ
う
な
問
題
が
 
、
 政
治
や
 

時
代
に
対
す
る
漠
然
と
し
た
不
満
・
不
振
・
不
安
を
呼
び
起
こ
し
 
、
危
機
 

意
識
を
高
め
、
そ
れ
が
「
 宮
 」
の
騒
動
と
し
て
現
れ
た
こ
と
の
 課
 題
 で
あ
 

る
 。
そ
こ
で
は
、
抵
抗
運
動
を
展
開
し
た
人
々
と
し
て
、
神
職
、
 

区
長
・
 

 
 

 
 

氏
子
総
代
、
主
役
で
あ
る
住
民
の
役
割
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
機
能
し
 たこ
と
 

 
 

と
さ
れ
る
。
ま
た
、
そ
う
し
た
人
々
の
社
会
的
紐
帯
を
強
化
し
て
 
き
た
、
 

 
 

 
 

非
日
常
性
と
し
て
の
祭
礼
や
日
常
の
共
同
労
働
、
労
力
提
供
、
労
 
力
 交
換
 



の
 積
み
重
ね
が
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
 

こ
こ
で
の
事
例
は
、
騒
動
が
先
鋭
化
し
た
場
面
で
の
様
相
で
あ
る
 
 
 

ぅ
 し
た
騒
動
が
発
生
せ
ず
に
、
あ
る
い
は
さ
ほ
ど
問
題
と
は
な
ら
 
ず
に
、
 

神
社
合
祀
や
復
 
祀
が
 進
行
し
た
地
域
も
、
全
国
各
地
に
は
多
数
見
 
 
 

ぅ
 。
こ
う
し
た
事
例
と
の
比
較
も
同
様
の
分
析
 枠 で
な
さ
れ
れ
ば
 

本
書
 

の
 指
摘
も
さ
ら
に
明
確
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
 

第
二
部
は
、
滋
賀
県
の
事
例
が
扱
わ
れ
て
い
る
。
 

当
 県
で
は
境
外
 
無
格
 

社
数
が
短
期
間
に
減
少
し
て
い
る
が
、
一
般
に
神
社
合
祀
問
題
で
 
 
 

社
 レ
ベ
ル
の
合
祀
に
大
き
な
課
題
を
残
し
、
境
外
無
格
社
の
そ
れ
 
 
 

て
は
少
な
い
と
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
後
者
を
単
純
に
み
て
 
し
ま
っ
 

て
は
、
実
際
の
状
況
を
正
確
に
は
把
握
で
き
な
い
こ
と
を
、
こ
こ
 
で
は
 検
 

証
さ
れ
て
い
る
。
本
書
の
第
一
部
で
も
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
 

村
社
間
 

の
 入
口
祀
の
場
合
に
は
ム
ラ
 対
 行
政
 村
 と
の
対
立
が
表
出
す
る
。
 
し
  
 

が
ら
、
無
格
社
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
て
も
、
そ
れ
が
 ム
ラ
と
  
 

「
求
心
的
役
割
」
二
六
四
頁
 -
 を
に
な
っ
て
い
る
限
り
、
合
祀
 に
 対
す
 

る
 抵
抗
が
あ
る
こ
と
を
こ
こ
で
は
示
さ
れ
る
。
し
か
も
、
事
例
と
 
し
て
 取
 

り
 上
げ
ら
れ
て
い
る
内
容
は
、
神
社
と
寺
の
統
廃
合
と
 ムラ
 の
 再
 編
成
と
 

 
 

文
献
資
料
や
聞
き
取
り
調
査
に
よ
り
、
ム
ラ
の
歴
史
的
状
況
、
社
 
会
組
 

織
 、
祭
礼
行
事
等
に
焦
点
を
当
て
、
人
々
の
日
常
的
な
繋
が
り
を
 
詳
細
に
 

明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
祭
礼
組
織
の
改
編
と
そ
の
後
の
様
相
 
に
ま
で
 

及
び
興
味
深
い
内
容
で
あ
る
。
 

事
例
と
な
る
三
上
村
の
北
 桜
と
 両
機
と
い
う
二
つ
の
 
ん
ラ
 は
 、
も
 と
は
 

同
じ
幹
か
ら
分
か
れ
た
集
落
と
の
伝
承
を
も
ち
、
共
同
の
祭
祀
が
 
 
 

れ
る
一
方
で
、
相
互
に
縁
組
を
し
な
い
と
い
う
慣
行
も
守
ら
れ
て
 
き
た
と
 

こ
ろ
で
あ
る
。
北
様
は
さ
ら
に
二
組
に
分
か
れ
て
い
た
が
、
明
治
 
末
期
に
 

両
組
に
そ
れ
ぞ
れ
あ
っ
た
社
寺
は
統
合
さ
れ
る
と
と
も
に
三
つ
の
 
組
 を
も
 

つ
ム
ラ
 と
し
て
の
再
編
成
が
行
な
わ
れ
た
が
、
結
果
的
に
は
旧
来
 
 
 

 
 

伝
統
的
意
識
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
 

一
万
 の
 

南
 桜
は
神
社
合
祀
だ
け
で
 
ム
ラ
 の
再
編
成
に
ま
で
及
ぶ
こ
と
 
包
く
 祭
礼
 実
 

施
や
 ム
ラ
運
営
が
な
さ
れ
て
き
た
。
こ
う
し
た
両
者
の
相
違
は
 
ム
 ラ
 内
に
 

お
け
る
組
の
結
合
の
あ
り
方
に
よ
る
異
な
り
と
さ
れ
、
結
局
は
「
 
 
 

伝
統
を
破
壊
す
る
か
た
ち
で
行
な
わ
れ
・
・
・
新
し
く
り
く
ら
れ
た
 
組
 は
 結
果
 

的
に
は
集
団
と
し
て
の
コ
ー
ポ
レ
イ
ト
な
側
面
を
持
ち
え
ず
に
  
 

た
 」
 二
 一
四
八
頁
 -
 と
の
指
摘
が
な
き
れ
て
い
る
。
 

本
書
は
、
詳
細
な
調
査
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
 
要
占
 を
紹
 

介
す
る
よ
り
は
、
直
接
読
者
が
内
容
に
踏
み
込
ま
れ
る
こ
と
を
 願
い
た
 

こ
こ
で
著
者
は
、
ム
ラ
に
民
俗
解
釈
を
施
す
こ
と
を
控
え
、
 

事
実
の
 

掘
り
起
こ
し
と
検
証
に
当
て
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
が
、
今
日
 
0
 日
本
 

社
会
に
お
け
る
 
ム
ラ
 の
問
題
や
地
域
社
会
の
再
生
の
課
題
に
 

、
伝
 統
 宗
教
 

の
 研
究
面
か
ら
迫
り
得
る
材
料
を
提
供
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
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「 ど者 い っ に って 士 に 歴 

  「な な 

直
 

平
良
 

本
書
は
、
表
題
の
示
す
と
お
り
宮
古
島
狩
俣
集
落
に
伝
承
さ
れ
る
 
 
 

著
者
独
自
の
関
心
か
ら
「
滞
在
延
べ
日
数
 二
 0
 四
日
」
に
わ
た
る
 
 
 

調
査
を
も
と
に
書
き
上
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
著
者
の
学
位
 論
文
 

神
歌
の
伝
承
と
変
成
沖
縄
県
宮
古
島
狩
俣
集
落
の
事
例
 
 
 

」
に
論
文
を
二
編
加
え
て
構
成
し
な
お
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
「
 
略
 

」
や
「
お
わ
り
に
」
の
部
分
な
ど
か
ら
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
 よう
 

、
著
者
は
東
京
芸
術
大
学
大
学
院
音
楽
研
究
科
、
総
合
大
学
院
大
 
学
博
 

課
程
を
経
て
、
現
在
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
民
俗
研
究
部
で
活
躍
 
さ
れ
 

い
る
新
進
気
鋭
の
研
究
者
で
あ
る
。
オ
ム
ニ
バ
ス
的
な
論
文
案
と
 
は
 @
 
走
 

て
 、
一
貫
し
た
問
い
と
議
論
の
展
開
が
要
求
さ
れ
る
学
位
論
文
を
 も
と
 

し
て
い
る
本
書
は
読
み
ご
た
え
が
あ
り
、
神
歌
に
不
案
内
な
も
の
 にと
 

て
も
示
唆
に
富
む
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
本
書
の
随
所
に
は
神
歌
 
 
 

手
で
あ
る
神
役
た
ち
の
言
葉
が
ふ
ん
だ
ん
に
織
り
込
ま
れ
て
お
り
 
、
ヰ
，
 

ヨ
苗
 

W
 

は
 、
こ
れ
ま
で
提
出
さ
れ
て
き
た
神
歌
の
資
料
集
や
テ
キ
ス
ト
 
解
  
 

で
は
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
、
神
歌
が
よ
ま
れ
る
 -
 
歌
わ
れ
 る
 -
 

場
 」
の
雰
囲
気
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
神
歌
を
歌
う
人
が
 
、
最
 

思
文
閣
 出
版
 

二
 0
0
0
 
年
 二
月
二
 0
 日
刊
 

A
5
 
判
二
八
三
頁
六
六
 00
 
円
 

内
田
順
子
 
著
 

「
宮
古
島
狩
俣
の
神
歌
そ
の
継
承
と
創
成
 
 
 

低
 限
な
に
を
知
っ
て
 い
 な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
」
 

@
 

真
 -
 と
い
  
 

な
 問
 い
 か
ら
「
神
歌
の
か
た
ち
」
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
本
研
究
 
ま
、
こ
 

@
 

れ
ま
で
テ
キ
ス
ト
化
さ
れ
た
神
歌
の
理
解
へ
の
問
題
提
起
 
や
、
神
 歌
 が
歌
 

わ
れ
る
儀
礼
の
研
究
に
新
た
な
研
究
視
角
を
提
示
す
る
も
の
と
な
 って
 い
 

る
 。
 

本
書
の
構
成
と
概
要
を
紹
介
し
た
つ
え
で
若
干
の
感
想
を
記
す
 
@
 」
と
に
 

し
た
い
。
車
立
て
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
 

 
 序

章
 

第
一
章
神
を
ま
つ
る
人
た
ち
 

第
二
章
神
歌
を
な
ら
う
 

第
三
章
神
の
名
 

第
四
章
神
の
座
敷
 

第
五
章
神
の
思
 い
 

第
六
章
や
わ
ら
い
で
あ
れ
 

第
セ
 章
 
神
歌
の
か
た
ち
 

終
章
神
歌
の
伝
承
と
変
容
 

添
付
資
料
 

参
考
文
献
 

 
 

著
者
の
問
題
関
心
は
次
の
二
つ
の
点
に
あ
る
こ
と
が
本
書
冒
頭
の
 「
 ：
 
ヰ
よ
 

@
 

じ
め
に
」
で
明
示
さ
れ
る
。
第
一
 

は
 、
「
神
歌
は
、
 

演
唱
 の
つ
ど
   

 
 
 
 

よ
う
 に
変
容
す
る
の
か
、
そ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
」
で
あ
る
 
。
著
者
 

(
 

に
よ
れ
ば
、
伝
承
さ
れ
て
き
た
神
歌
は
「
変
え
て
ほ
な
ら
な
い
も
 
の
と
さ
 

討
 

 
 

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
出
来
事
と
し
て
は
、
毎
回
が
新
し
い
 
演
唱
 側
 む
の
 



で
あ
り
、
 演
唱
 の
一
回
ご
と
に
異
な
る
も
の
で
あ
る
」
と
さ
れ
る
 
 
 

の
 
一
変
容
」
を
理
解
す
る
た
め
に
は
「
変
わ
ら
な
い
も
の
」
を
 

知
 る
 必
要
 

 
 

 
 

ら
か
に
す
る
こ
と
」
が
第
二
の
考
察
の
目
的
と
し
て
設
定
さ
れ
て
 
 
 

著
者
に
よ
れ
ば
、
「
神
歌
が
成
り
立
っ
た
め
の
条
件
」
と
は
、
「
 

神
  
 

た
ち
」
で
あ
り
、
「
歌
い
手
が
最
低
限
知
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
 
な
い
こ
 

と
 」
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
本
書
は
こ
の
第
二
の
課
 斯が
 中
心
的
に
 
考
察
さ
 

れ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
二
つ
の
関
心
は
 
、
 本
土
主
日
の
 

副
題
で
あ
る
「
継
承
と
創
成
」
と
い
う
言
葉
と
対
応
し
て
い
る
。
 

「
創
成
」
 

と
い
う
こ
と
が
は
じ
め
何
を
意
味
す
る
の
か
 
判
殊
 と
し
な
か
っ
た
 
 
 

章
で
 
「
旗
指
の
一
回
ご
と
を
神
歌
の
「
創
成
」
と
と
ら
え
て
」
 

-
   

貞
 -
 と
い
う
記
述
を
み
つ
け
て
そ
の
意
味
が
わ
か
っ
た
。
著
者
  
 

稿
 」
と
よ
ぶ
学
位
論
文
で
は
「
変
容
」
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
 
 
 

一
時
的
変
化
は
、
祭
儀
の
神
歌
全
体
が
「
毎
回
が
あ
た
ら
し
い
 」
、
「
Ⅱ
り
合
 

届
 

成
 」
さ
れ
る
も
の
と
し
て
捉
え
な
お
さ
れ
て
い
る
。
 

序
章
で
は
、
ま
ず
本
書
の
考
察
の
舞
台
と
な
る
狩
俣
集
落
の
概
況
 
 
 

ぺ
 ら
れ
た
後
、
狩
侃
の
神
ま
っ
り
の
記
録
は
十
八
世
紀
ご
ろ
の
 
史
  
 

あ
る
よ
 う
 に
古
く
か
ら
「
宮
古
の
神
々
を
 

語
 石
上
で
重
要
な
地
」
 
 
 

見
出
さ
れ
、
「
狩
俣
は
、
宮
古
研
究
の
中
心
」
の
ひ
と
つ
と
な
っ
 

て
き
た
 

こ
と
が
示
さ
れ
る
。
つ
ぎ
に
狩
俣
の
神
歌
を
め
っ
か
っ
た
先
行
厨
 
究
 が
著
 

者
の
「
問
題
設
定
」
を
導
く
た
め
に
批
判
的
に
検
討
さ
れ
て
い
る
 。
著
者
 

は
ま
ず
、
狩
俣
の
神
歌
研
究
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
っ
て
き
た
外
間
 
守
 ，
豊
口
 

新
里
宰
 昭
 ら
の
資
料
集
 
ミ
 南
島
歌
謡
大
成
Ⅲ
宮
古
篇
」
な
ど
 一
 は
 
「
 
ど
 

の
よ
う
な
祭
儀
の
、
ど
の
よ
う
な
場
面
で
、
誰
に
よ
っ
て
 
、
 何
の
  
 

歌
わ
れ
る
も
の
な
の
か
」
と
い
う
情
報
が
不
十
分
で
あ
り
、
こ
の
 こと
が
 

「
祭
儀
の
脈
絡
と
関
係
な
い
と
こ
ろ
で
神
歌
の
意
味
が
論
じ
る
  
 

況
 」
を
生
ん
だ
と
す
る
。
つ
ぎ
に
著
者
が
と
り
あ
げ
る
の
は
文
学
 
発
生
論
 

巧
 
2
 

帥
先
行
研
究
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
お
も
に
神
歌
を
「
か
た
ち
」
 

か
 ら
旺
 
-
m
@
 

ム
リ
 

 
 

解
く
古
橋
信
孝
の
視
点
に
二
疋
の
評
価
重
心
し
、
著
者
の
考
察
の
 
視
座
は
 

こ
れ
が
ヒ
ン
ト
に
な
っ
て
い
る
と
し
な
が
ら
も
、
「
資
料
集
」
 

か
 ら
で
は
 

な
く
実
際
に
「
歌
わ
れ
て
い
る
 

歌
 」
、
「
 
場
 」
か
ら
そ
の
「
か
た
ち
 
」
を
 取
 

り
 出
す
必
要
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
 

第
一
章
「
神
を
ま
っ
 
る
 人
た
ち
」
に
お
い
て
は
、
 
章
 題
が
示
す
よ
 
 
 

狩
俣
の
「
神
を
ま
つ
る
仕
事
に
携
わ
っ
て
い
る
人
た
ち
」
を
名
称
 
 
 

諒
 し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
が
「
い
か
な
る
関
係
を
 づ
 く
り
な
が
，
「
 
-
 
神
 ま
つ
 

り
を
行
っ
て
い
る
か
」
が
詳
し
く
説
明
さ
れ
る
。
著
者
 は
 、
「
 共
 同
体
 祭
 

儀
の
従
事
者
 -
 で
あ
る
「
神
役
」
と
「
私
的
祭
儀
従
事
者
」
で
あ
 る
巫
者
 

と
を
二
元
的
に
分
け
て
把
握
す
る
の
は
有
効
で
は
な
い
と
す
る
。
 

 
 

女
性
が
、
あ
る
時
期
は
神
役
と
な
り
、
後
に
 立
 者
に
な
る
こ
と
  
 

ば
 、
立
者
が
神
役
に
選
出
さ
れ
た
場
合
、
そ
の
間
は
巫
者
の
活
動
 
 
 

い
、
と
い
う
よ
う
に
神
役
 
と
 立
者
は
通
常
「
そ
の
専
門
性
に
よ
っ
 

 
 

さ
れ
て
い
る
 
-
 と
し
て
い
る
。
そ
し
て
両
者
は
「
そ
れ
ぞ
れ
の
 
領
 域
 で
そ
 

れ
ぞ
れ
の
責
任
を
果
た
し
て
、
村
人
の
さ
ま
ざ
ま
な
宗
教
的
需
要
 
 
 

て
き
た
」
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
こ
れ
は
興
味
深
い
こ
と
だ
が
、
 

巫
 者
た
ち
 

の
 
「
個
人
的
な
宗
教
体
験
」
が
神
役
た
ち
の
「
既
成
の
知
識
」
 

と
亜
 親
ム
 
口
 

し
 、
 祭
撰
に
 理
由
 が
 加
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
と
し
、
神
歌
が
歌
   

い
る
と
き
に
「
こ
れ
ら
の
宗
教
者
た
ち
を
区
分
す
る
境
界
が
 
、
消
 失
し
て
 

し
ま
う
よ
う
な
 
%
 台
が
あ
る
」
と
す
る
。
 

第
二
章
「
神
歌
を
な
ら
う
」
で
は
、
神
役
に
な
る
人
が
い
か
に
し
 
 
 

役
を
受
容
 し
 、
神
歌
を
習
得
し
て
い
く
か
が
神
役
た
ち
の
言
葉
を
 と
お
し
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て
 記
述
さ
れ
て
い
く
。
神
役
は
「
補
筆
」
に
よ
っ
て
選
ば
れ
る
。
 「
鍛
が
 

あ
た
っ
た
人
は
原
則
と
し
て
断
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
が
、
現
在
 は 引
き
 

受
け
な
い
人
も
多
く
「
神
役
数
 は
 減
る
一
方
で
あ
る
 一
 
。
神
役
に
 
 
 

歌
 を
よ
ま
な
い
 
役
 」
も
い
る
が
神
歌
を
よ
む
役
に
な
っ
た
人
は
ま
 
ず
 
「
 な
 

に
も
知
ら
な
い
」
状
態
で
神
役
に
就
く
。
長
大
か
つ
難
解
な
神
歌
 
を
 覚
え
 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
不
安
は
、
神
役
に
よ
っ
て
 l
 こ
わ
い
」
と
い
 
う
 言
葉
 

で
 表
現
さ
れ
る
。
神
歌
は
、
旋
律
、
リ
ズ
ム
、
声
の
出
し
 
万
 、
身
  
 

ど
が
「
口
か
ら
 
口
へ
 」
と
い
う
伝
承
形
態
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
る
 
 
 

が
 
「
わ
か
る
」
 よ
う
 に
な
る
に
は
「
十
年
は
か
か
る
」
の
で
あ
 
 
 

か
る
」
と
「
意
味
が
う
け
と
れ
る
よ
う
に
な
る
」
。
著
者
は
、
 

神
  
 

撰
者
に
と
っ
て
、
「
神
歌
の
意
味
」
は
、
「
継
承
す
る
人
が
、
自
分
 

で
み
つ
 

け
だ
し
て
ゆ
く
も
の
と
い
う
一
面
を
も
っ
て
い
る
」
と
し
、
ま
ず
 
 
 

す
る
の
は
 
フ
シ
 、
 声
 、
所
作
な
ど
の
「
決
ま
り
」
で
あ
り
、
「
 

意
  
 

個
々
の
人
が
、
そ
れ
ら
の
決
ま
り
を
継
承
す
る
こ
と
で
そ
れ
ぞ
れ
 
受
け
取
 

る
も
の
」
で
、
与
え
ら
れ
る
の
は
「
か
た
ち
」
の
み
で
あ
る
と
 し
、
 「
 よ
 

む
 行
為
そ
れ
自
体
が
、
意
味
を
探
求
す
る
行
為
と
な
る
」
と
し
て
 
 
 

こ
こ
で
読
者
が
、
神
役
た
ち
が
個
々
に
獲
得
す
る
「
意
味
」
に
 
関
  
 

つ
 め
は
必
至
だ
が
、
著
者
は
そ
の
「
意
味
」
の
理
解
や
解
釈
を
留
 
 
 

が
ら
、
本
書
の
目
的
は
そ
の
「
意
味
」
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
 で
は
な
 

く
 、
神
歌
を
よ
む
な
か
で
「
な
ぜ
意
味
が
と
れ
る
 よう
 に
な
る
の
 か
 」
で
 

あ
る
と
し
て
い
る
。
 

第
三
章
「
神
の
名
」
か
ら
は
実
際
に
個
々
に
神
歌
を
と
り
あ
げ
「
 
 
 

の
か
た
ち
」
の
考
察
が
は
じ
ま
る
。
考
察
は
こ
こ
か
ら
具
体
的
な
 
神
歌
に
 

即
し
な
が
ら
行
わ
れ
て
い
る
た
め
、
本
章
以
降
は
さ
ら
に
お
お
ま
 
か
な
 要
 

点
を
記
す
に
留
め
ざ
る
を
え
な
い
。
本
章
で
は
主
に
、
祭
儀
に
 関
 わ
る
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い
 」
で
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
が
移
行
し
」
、
ひ
と
つ
の
神
歌
に
 おい
て
 

「
思
う
主
体
」
が
「
 暖
昧
 に
な
る
」
二
三
五
頁
 -
 と
し
、
そ
の
 

「
 暖
昧
 

で
あ
る
と
こ
ろ
に
、
人
間
の
側
の
「
思
い
 

ロ
 も
入
り
得
る
と
い
う
 
発
想
が
 

生
じ
る
余
地
を
残
す
」
二
三
六
頁
 -
 と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。
 

本
章
の
 

焦
点
も
こ
の
点
に
あ
る
。
 

第
六
章
「
や
わ
ら
い
で
あ
れ
」
で
は
狩
俣
の
旧
暦
十
月
か
ら
十
一
 

一
月
の
 

ニ
 ケ
月
間
に
五
回
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
る
秘
薬
と
し
て
知
ら
れ
て
 
い
る
 祖
 

伸
 ま
つ
り
 
-
 
ウ
ヤ
 ー
ン
 -
 の
神
歌
を
通
し
て
「
神
歌
の
か
た
ち
」
 

 
 

さ
れ
て
い
る
。
 
章
 題
の
「
や
わ
ら
れ
で
あ
れ
」
は
、
「
祭
儀
の
 

一
 国
 ご
と
」
 

に
 
「
 山
 ご
も
り
を
し
て
祖
先
神
と
一
体
と
な
り
」
、
「
草
を
身
に
ま
 

と
い
」
 

集
落
に
降
り
て
き
た
時
に
歌
わ
れ
る
神
歌
の
詞
章
で
あ
り
、
神
役
 
に
と
っ
 

て
 身
が
「
震
え
る
」
ほ
ど
の
神
威
を
鎮
め
る
も
の
で
あ
る
。
著
者
 
 
 

ば
こ
の
祭
儀
で
神
歌
が
「
よ
ま
れ
て
い
る
と
き
、
神
役
た
ち
は
「
 匹
と
 

い
う
も
の
と
触
れ
て
い
る
」
と
し
て
い
る
。
著
者
は
神
歌
の
分
析
 
で
、
 
神
 

を
 
「
あ
が
め
る
」
詞
章
か
ら
神
の
顕
現
を
示
す
詞
章
へ
の
変
化
等
 

に
よ
っ
 

て
 、
同
一
の
神
役
で
あ
っ
て
も
神
の
名
を
変
え
て
ど
の
神
が
そ
の
 
祭
儀
で
 

神
歌
を
歌
つ
て
い
る
の
か
が
示
さ
れ
て
い
く
と
し
て
い
る
。
ま
た
 
 
 

た
ち
は
神
歌
を
継
承
す
る
と
き
、
「
意
味
は
な
ら
れ
な
い
」
の
で
 
 
 

昔
の
ま
ま
の
「
不
変
の
か
た
ち
を
継
承
し
」
、
「
か
た
ち
に
つ
い
て
 

 
 

を
 継
承
す
る
の
だ
と
い
う
こ
と
が
、
以
前
の
神
役
が
理
解
し
て
い
 
た
 
「
 
採
 

録
さ
れ
た
 神
 話
 
-
 」
と
別
の
神
役
が
歌
 う
 神
歌
や
「
神
話
」
の
理
解
 と 比
較
 

し
な
が
ら
、
神
歌
の
「
か
た
ち
」
と
「
意
味
」
の
関
係
が
検
討
さ
 
 
 

る
 。
 

第
七
章
「
神
歌
の
か
た
ち
」
で
は
、
終
章
で
本
書
を
総
括
す
る
 
ま
え
 

に
 、
採
譜
さ
れ
た
多
く
の
神
歌
の
譜
面
を
交
え
て
こ
れ
ま
で
の
 
考
 察
 を
ま
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エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
は
文
学
的
性
質
を
も
つ
。
本
書
の
読
後
に
思
 
 
 

さ
れ
た
の
が
古
く
て
新
し
い
こ
の
言
葉
で
あ
る
。
本
書
に
 
、
 
一
つ
  
 

て
な
 追
っ
て
展
開
さ
れ
る
「
物
語
」
を
読
ん
で
い
る
よ
う
な
印
象
 
を
 受
け
 

る
の
は
評
者
だ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
に
感
じ
さ
せ
る
 
要
因
は
 

 
 

 
 

よ
る
も
の
な
の
か
、
最
小
限
の
任
や
文
体
と
い
っ
た
記
述
の
 
ス
タ
  
 

よ
る
も
の
か
。
読
者
に
本
書
が
こ
の
よ
う
な
 
印
穏
 を
あ
た
え
る
こ
 
と
が
、
 

著
者
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
か
ど
う
か
は
方
法
論
的
な
問
題
へ
の
三
一
 

自
反
が
多
 

し
か
し
、
著
者
が
資
料
を
取
り
扱
 ぅ 場
合
 

に
 、
「
資
料
は
常
に
断
片
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
に
留
意
す
る
 
態
 度
 を
と
 

る
 
二
一
九
頁
 一
 と
い
う
言
葉
や
 、
 「
そ
の
断
片
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
 
き
 、
 ど
 

の
よ
う
に
調
べ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
が
、
 

本
 垂
口
の
山
主
Ⅲ
 

発
出
で
あ
り
、
方
法
で
あ
り
、
課
題
で
あ
る
」
 

二
 一
九
頁
 -
 と
い
 う
 舌
口
大
 

E
 木
 

か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
著
者
が
手
に
し
た
「
断
片
」
と
な
る
 
資
 料
 を
ど
 

あ
り
、
そ
の
意
味
で
三
神
が
い
わ
せ
る
」
と
い
う
こ
と
は
真
実
 で
あ
る
」
 

と
す
る
。
検
証
し
て
き
た
 
よ
う
 に
神
歌
に
は
「
明
確
な
か
た
ち
が
 

与
え
る
 

れ
て
」
お
り
、
さ
ら
に
神
歌
に
は
、
ど
の
よ
う
な
変
化
を
も
「
 
す
 べ
て
土
日
 

の
ま
ま
」
に
す
る
「
三
日
の
ま
ま
よ
ん
だ
 
目
 
と
よ
み
終
え
る
「
 
か
 た
ち
」
 

を
も
っ
て
い
る
と
す
る
。
最
後
に
著
者
は
「
神
歌
の
か
た
ち
は
、
 

演
唱
の
 

つ
ど
生
じ
る
変
容
を
許
容
し
つ
つ
そ
れ
を
軸
に
帰
し
、
さ
ら
に
 

要
 所
要
所
 

で
す
べ
り
止
め
の
は
た
ら
き
を
し
て
、
 

猿
依
 に
よ
る
際
限
の
な
い
 
展
開
を
 

防
い
で
い
る
」
と
終
章
を
締
め
く
く
つ
て
い
る
。
な
お
、
本
書
の
 
末
 に
は
 

著
者
に
よ
る
神
歌
歌
詞
資
料
が
添
付
さ
れ
て
い
る
。
以
上
が
評
者
 
 
 

ま
と
め
た
各
章
の
概
要
で
あ
る
。
 

の
よ
う
に
 
つ
む
ぎ
あ
お
 
せ
る
か
に
十
分
任
意
が
払
わ
れ
た
で
あ
ろ
 う
こ
と
 

は
 明
白
で
あ
る
。
著
者
は
「
あ
ど
が
き
」
に
お
い
て
、
「
フ
ィ
ー
 
 
 

｜
 カ
ー
と
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン
ト
と
の
間
で
交
わ
さ
れ
る
こ
と
ば
を
 
 
 

位
置
づ
け
、
そ
れ
を
も
と
に
ど
の
よ
う
に
研
究
す
る
の
か
」
 三
 八
二
ー
 

/
 

二
八
三
頁
 -
 と
い
う
問
い
の
な
か
で
本
書
が
纏
め
ら
た
こ
と
を
 
述
 べ
て
い
 

る
 。
 

そ
の
よ
う
な
資
料
へ
の
態
度
や
問
題
意
識
か
ら
で
き
あ
が
っ
た
 
本
 重
目
 
の
 

構
成
は
全
体
と
し
て
、
神
歌
に
つ
い
て
「
な
に
も
知
ら
な
い
」
 

女
  
 

ど
の
よ
う
に
選
ば
れ
、
神
歌
を
覚
え
、
「
か
た
ち
」
や
意
味
を
理
 
解
す
る
 

よ
う
に
な
る
か
と
い
う
 
成
 正
の
過
程
を
描
く
も
の
と
な
っ
て
い
る
 。著
者
 

は
 
「
お
わ
り
に
」
に
お
い
て
著
者
自
身
の
本
書
に
お
け
る
神
歌
 理
解
を
 

「
神
役
の
成
長
過
程
」
に
な
ぞ
ら
え
て
い
る
が
二
八
一
頁
 -
 、
 読
者
は
 

著
者
と
神
役
の
「
成
長
過
程
」
と
、
神
役
と
著
者
、
両
者
の
神
歌
 
 
 

た
ち
」
の
理
解
の
深
ま
り
と
に
い
ざ
 せ
 わ
れ
な
が
ら
長
大
な
神
歌
 の
 詞
 
-
 上
昇
 

が
 如
何
に
歌
わ
れ
て
い
る
の
か
を
 知
 ㌧
て
い
く
よ
う
な
構
成
と
な
 

つ
て
い
 

る
 。
本
書
に
ひ
と
つ
の
物
語
の
よ
う
な
印
象
を
づ
け
る
の
は
こ
の
 
構
成
に
 

よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
だ
ろ
う
。
 

と
こ
ろ
で
、
本
書
の
こ
の
よ
う
な
構
成
は
 
、
 我
々
に
、
神
歌
 の
 
「
   

ち
 」
に
つ
い
て
は
教
え
て
く
れ
る
一
方
、
「
か
た
ち
」
の
理
解
の
 
深
ま
り
 

に
と
も
な
っ
て
了
解
さ
れ
る
様
々
な
「
意
味
」
に
つ
い
て
詰
る
こ
 
と
に
ほ
 

禁
欲
的
で
あ
る
。
本
書
の
論
旨
か
ら
す
れ
ば
、
「
か
た
ち
」
か
ら
 
導
か
れ
 

る
 種
々
の
「
意
味
」
は
個
々
人
の
解
釈
に
委
ね
ら
れ
る
と
い
う
こ
 
と
に
な
 

 
 
 
 

る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
構
成
に
よ
っ
て
 、
 「
か
た
ち
」
の
背
後
に
 
、
あ
る
 

い
は
そ
の
な
か
に
 
潜
 々

た
る
意
味
の
世
界
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
 
が
 暗
示
 

l
 
ぬ
 

さ
れ
る
。
読
者
は
こ
れ
に
よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
に
「
意
味
」
を
 
求
  
 



マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
膨
ら
ま
せ
る
こ
と
に
な
る
。
本
書
を
読
む
こ
 

と
 が
さ
 

ま
ざ
ま
な
「
意
味
を
探
求
す
る
行
為
」
と
な
る
か
の
よ
う
で
あ
る
 
。
こ
れ
 

も
ま
た
本
書
の
構
成
の
効
果
だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
れ
 
が
 著
者
 

0
 戦
略
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
成
功
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
 
ね
 だ
 る
 

 
 

う
 。
し
か
し
な
が
ら
、
本
書
 は 
「
意
味
 -
 ほ
 つ
い
て
語
る
こ
と
に
 
、
あ
ま
 

 
 

り
に
禁
欲
的
で
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
研
究
者
の
舌
口
説
が
対
象
を
 

 
 

す
と
い
っ
た
議
論
へ
の
配
慮
だ
ろ
う
か
。
書
か
れ
た
「
資
料
集
」
 

 
 

は
な
く
神
歌
が
「
う
た
わ
れ
て
い
る
」
「
 

場
 」
に
い
た
著
者
の
「
 土
忌
 
味
 」
 

の
 解
釈
が
も
う
少
し
語
ら
れ
て
も
よ
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
 著
者
は
 

「
は
じ
め
に
」
に
お
い
て
、
本
書
が
「
音
楽
と
こ
と
ば
 

ヒ
 の
関
係
  
 

面
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
「
神
歌
の
か
た
ち
）
と
い
う
観
点
か
 
ら
ま
と
 

め
て
み
た
」
 
@
 
貞
一
と
し
て
い
る
が
、
 
み
 づ
け
る
限
り
文
学
研
 
 
 

面
 も
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
評
者
と
し
て
は
、
古
橋
信
孝
の
神
謡
を
 
 
 

始
源
の
現
前
と
捉
え
る
解
釈
な
ど
に
つ
い
て
、
「
 う
 た
わ
れ
て
  
 

「
 場
 」
に
臨
み
、
「
神
歌
の
か
た
ち
」
を
理
解
し
た
著
者
は
ど
 

う
  
 

る
か
と
い
う
こ
と
が
多
く
ほ
述
べ
ら
れ
な
い
占
に
若
干
の
物
足
り
 
な
さ
を
 

感
じ
た
次
第
で
あ
る
。
ま
た
、
著
者
は
、
古
橋
の
「
言
語
表
現
の
 
 
 

以
前
を
考
え
る
こ
 ヒ
 は
無
意
味
だ
」
と
い
，
 つ
 言
葉
を
依
り
ど
 ，
 
」
 ろ
と
し
 

て
 、
も
の
の
は
じ
ま
り
を
か
た
る
舌
口
 
ま
沖
 
表
現
、
す
な
む
ち
「
生
産
 
叙
事
」
 

や
 
「
巡
行
叙
事
」
 

-
 
「
も
の
の
は
じ
ま
り
を
語
る
舌
口
語
表
現
」
 -
 が
 、
 「
 
@
@
 

」
 ,
 
つ
 

し
て
そ
の
よ
う
な
か
た
ち
を
も
っ
た
の
か
、
を
考
え
る
こ
と
は
、
 

な
ぜ
 =
=
 

口
 

葉
 が
あ
る
の
か
を
考
え
る
の
と
同
じ
こ
と
で
あ
り
、
意
味
が
な
い
 
」
と
し
 

て
い
る
が
果
た
し
て
そ
う
か
二
一
六
 ｜
 二
七
頁
㍉
な
ぜ
そ
の
「
 か
た
ち
」
 

を
も
っ
て
い
る
の
か
を
問
う
こ
と
は
、
狩
俣
に
生
き
て
き
た
人
た
 
 
 

界
や
事
物
や
人
間
存
在
の
存
在
論
的
な
次
元
を
伺
い
知
る
重
要
な
 
手
が
か
 

り
と
し
て
、
評
者
に
は
き
わ
め
て
意
味
に
満
ち
て
い
る
と
思
う
が
 
ど
う
だ
 

 
 

ろ
う
か
。
著
者
が
述
べ
る
よ
う
に
「
祭
儀
の
場
に
お
け
る
調
査
 者
の
限
 

巧
 

界
 」
二
エ
ハ
頁
 -
 は
 確
か
に
あ
る
が
、
そ
の
限
界
を
知
り
な
が
ら
 祭
儀
 全
 

 
 

体
の
意
味
の
深
み
に
解
釈
の
眼
差
し
を
向
け
る
努
力
も
ま
た
必
要
 
で
は
な
 

い
か
と
思
え
る
の
で
あ
る
。
い
つ
ま
で
も
な
く
、
こ
れ
は
我
々
 
宗
 教
学
の
 

課
題
で
も
あ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
意
味
を
と
き
に
暗
示
し
な
が
ら
、
 

ま
た
 同
 

時
に
意
味
を
隠
蔽
す
る
と
い
う
宗
教
的
象
徴
の
不
透
明
性
は
 
、
神
 歌
 の
 祭
 

儀
 全
体
に
お
い
て
も
同
じ
で
あ
ろ
う
。
著
者
が
「
私
の
知
の
及
ぶ
 と
こ
ろ
 

に
は
な
い
」
三
九
頁
 -
 と
い
う
言
葉
は
、
こ
の
象
徴
の
意
味
の
 不
透
明
 

さ
へ
の
謙
虚
な
態
度
を
も
含
む
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
 

も
 う
 一
白
気
に
な
っ
た
の
は
、
本
書
で
し
ば
し
ば
使
わ
れ
る
「
 

意
 %
 」
 

が
ど
の
よ
う
な
レ
ベ
ル
の
意
味
な
の
か
が
不
明
瞭
に
感
じ
ら
れ
た
 
こ
と
で
 

あ
る
。
神
役
の
受
け
取
る
意
味
、
神
歌
の
語
義
的
意
味
、
著
者
  
 

「
神
秘
的
意
味
」
、
神
歌
の
言
語
行
為
論
的
意
味
、
儀
礼
全
体
の
 

象
徴
的
 

意
味
、
研
究
者
の
解
釈
に
よ
っ
て
了
解
さ
れ
る
意
味
な
 ビ
 、
「
 意
 味
 」
に
 

は
 様
々
な
レ
ベ
ル
が
あ
る
。
著
者
の
「
神
歌
の
意
味
の
探
求
の
 不
可
能
 

性
 」
一
一
 セ
頁
 -
 と
い
う
時
の
「
意
味
」
と
神
役
の
獲
得
す
る
「
 
意
味
」
、
 

「
神
歌
の
い
っ
た
い
ど
こ
に
エ
局
 
味
 」
が
生
じ
る
の
か
」
 

二
 二
八
 真
 -
 と
 

い
う
場
合
の
そ
れ
ぞ
れ
の
「
意
味
」
は
同
じ
な
の
か
ど
う
か
。
 

若
 千
 の
 整
 

理
 が
必
要
で
は
な
い
か
と
感
じ
た
次
第
で
あ
 石 。
 

と
も
あ
れ
、
神
役
た
ち
の
言
葉
を
手
が
か
り
に
神
歌
を
「
か
た
ち
 
 
 

な
か
に
分
節
し
な
が
ら
平
面
的
な
テ
キ
ス
ト
を
「
立
体
的
」
に
 
立
  
 

て
い
く
手
法
は
き
わ
め
て
斬
新
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
本
書
で
 
 
 

に
さ
れ
た
神
歌
の
「
か
た
ち
」
は
 

、
 他
の
神
歌
を
理
解
す
る
さ
い
 

の
 重
要
 

を
 手
が
か
り
と
な
る
だ
ろ
う
。
狩
俣
の
神
歌
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
 
 
 



研
究
が
「
実
際
の
祭
儀
の
場
で
歌
わ
れ
た
歌
を
対
象
と
す
る
の
で
 
 
 

場
 と
切
り
離
さ
れ
て
記
録
さ
れ
た
詞
章
の
み
を
取
り
扱
う
も
の
ば
 
 
 

あ
っ
た
」
 
@
 
頁
 -
 と
す
る
著
者
の
先
行
研
究
へ
の
批
判
の
正
当
 性
 は
木
 

書
 で
十
分
証
明
さ
れ
て
お
り
、
本
書
が
今
後
の
神
歌
に
関
す
る
 
研
 究
 の
 展
 

開
と
 、
さ
ら
な
る
さ
ま
ざ
ま
な
「
意
味
の
探
求
」
に
大
き
く
貢
献
 
す
る
も
 

の
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
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書評と   

本
書
は
、
一
九
九
七
年
十
一
月
に
九
州
大
学
大
学
院
文
化
研
究
科
 に提
 

出
さ
れ
た
学
位
請
求
論
文
に
一
部
修
正
を
加
え
て
刊
行
さ
れ
た
も
 
 
 

る
 。
ム
ロ
 
湾
 ア
ミ
族
に
お
け
る
「
シ
カ
フ
サ
イ
」
と
い
わ
れ
る
宗
教
 
的
 職
能
 

者
 集
団
に
よ
る
祭
儀
を
克
明
に
記
述
し
、
空
間
区
分
と
 
性
 と
の
 関
 連
性
と
 

い
う
視
点
か
ら
分
析
す
る
と
と
も
に
、
現
在
で
は
す
で
に
消
滅
し
 
て
し
ま
 

っ
た
 
「
祭
祀
氏
族
」
に
よ
る
祭
儀
を
既
存
の
研
究
書
か
ら
復
元
 

し
 、
画
集
 

団
の
特
徴
を
同
じ
く
性
と
関
連
づ
け
な
が
ら
明
ら
か
に
し
て
い
る
 
。
著
者
 

に
よ
る
と
、
古
野
清
人
や
常
見
純
一
が
取
り
上
げ
た
ア
ミ
 
族
 社
会
  
 

る
 聖
な
る
方
位
と
 性
 と
の
関
係
性
の
分
析
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
「
 

古
野
や
 

安
達
義
弘
 

第
 l
 

部
ァ
、
、
 .
 族
 宗
教
概
観
 

第
 1
 

章
ア
ミ
 族
 宗
教
研
究
の
背
景
 

 
 第

 1
 

節
 
ム
ロ
 湾
 先
住
系
民
族
の
分
類
と
ア
ミ
族
の
分
類
 

1
 
 
ム
ロ
 湾
 先
住
系
民
族
の
分
類
 

2
 
 
ア
、
、
 
.
 族
の
分
 柚
と
 名
称
 

第
 2
 

節
ア
ミ
族
の
宗
教
状
況
と
宗
教
研
究
 

@
 
 

日
本
統
治
時
代
に
お
け
る
台
湾
先
住
系
民
族
の
宗
教
 

 
  

 

2
 
 

日
本
統
治
時
代
に
お
け
る
ム
ロ
 湾
 先
住
系
民
族
の
宗
教
研
究
 

 
 

 
 

 
 

3
 
 

戦
後
の
ア
ミ
 
族
 宗
教
研
究
 

 
 

 
 

第
 3
 

節
調
査
 地
 概
観
 

 
 

1
 
 

調
査
地
の
位
置
 

九
州
大
学
出
版
会
 
二
 0
0
0
 
年
 二
月
二
九
円
 刊
 

A
5
 
判
 

三
 0
0
 
頁
 

五
七
 0
0
 
円
 

康
 
英
子
 著
 

「
ム
ロ
 
湾
 ア
ミ
族
の
宗
教
世
界
」
 

常
見
が
お
こ
な
っ
た
住
居
や
庭
と
い
う
屋
敷
空
間
か
ら
、
さ
ら
に
 
範
囲
を
 

広
げ
、
屋
敷
外
の
生
業
空
間
や
、
 

神
 
@
 
ヮ
 ス
 -
 世
界
に
お
け
る
 
空
間
に
 

も
任
 目
し
て
い
き
た
い
」
と
い
う
。
 

本
書
の
構
成
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
 

ま
え
が
き
 

序
論
  

 Ⅰ
シ
カ
 ヮ
ヴ
ィ
 の
変
容
の
概
観
 

2
 
 本
書
の
目
的
 

3
 
 本
書
の
構
成
 

4
 
 調
査
経
過
に
つ
い
て
 

5
 
 本
文
の
表
記
法
に
つ
い
て
 



 
 3

 
A
 村
の
生
業
 

4
 
%
 ヤ
ロ
と
 行
政
的
村
落
 

第
 2
 章
シ
カ
ワ
サ
 イ
 の
宗
教
儀
礼
 

 
 第

 l
 節
 

現
在
の
活
動
地
域
 

第
 2
 節
シ
カ
ワ
サ
イ
組
織
則
男
女
人
数
と
シ
カ
 
ワ
ヴ
ィ
 の
 年
 齢
 

第
 3
 節
シ
カ
ワ
サ
イ
組
織
 

@
 
 組
織
の
構
成
 

 
 第

 4
 節
儀
礼
の
種
類
 

第
 5
 節
シ
カ
ワ
サ
イ
儀
礼
の
プ
ロ
セ
ス
 

l
 

シ
カ
ワ
サ
イ
儀
礼
の
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
 

2
 
 シ
カ
ワ
サ
イ
儀
礼
共
通
の
儀
礼
行
為
 

3
 
 病
気
治
療
儀
礼
 

4
 
 神
祭
ミ
ル
ツ
ク
儀
礼
 

5
 
 死
者
儀
礼
 

6
 
 農
耕
儀
礼
 

第
 6
 節
 

シ
ヵ
ヮ
ヴ
 ィ
儀
礼
の
構
成
 

第
 3
 章
祭
祀
氏
族
の
宗
教
儀
礼
 

 
 

第
 Ⅰ
 節
 

ア
ミ
族
の
氏
族
，
祭
祀
氏
族
・
 

カ
キ
タ
 ア
ン
 

@
 
 ア
ミ
族
の
氏
族
と
祭
祀
氏
族
 

2
 
祭
祀
氏
族
と
 
カ
キ
タ
 ア
ン
 

第
 2
 節
祭
祀
氏
族
の
種
類
と
祭
祀
内
容
・
司
祭
者
の
性
別
 

第
 2
 部
ア
ミ
族
の
宗
教
的
空
間
認
識
と
 
性
 と
の
関
係
 

第
 l
 章
 
空
間
区
分
の
方
位
と
 
性
 と
の
関
係
 

 
 

@
 
 ア
ミ
族
の
空
間
認
識
に
関
す
る
研
究
 

2
 
 「
聖
な
る
方
位
」
の
現
状
 

3
 
 ア
ミ
族
の
方
位
 
観
 

4
 
 ア
、
、
 

.
 
語
の
方
位
名
称
が
示
す
方
位
と
磁
石
上
の
方
位
の
関
   

第
 1
 師
家
屋
内
外
に
お
け
る
方
位
と
 
性
 と
の
関
係
 

@
 
 ア
ミ
族
の
家
屋
構
造
と
「
聖
な
る
方
位
」
 

2
 
 家
屋
内
に
お
け
る
「
聖
な
る
方
位
」
と
性
 

3
 
 屋
外
に
お
け
る
方
位
と
 
性
 

第
 2
 節
カ
フ
ス
世
界
に
お
け
る
方
位
と
何
と
の
関
係
 

1
 
 カ
フ
ス
世
界
を
映
す
ミ
ル
ツ
ク
儀
礼
 

2
 
 祭
具
の
性
と
方
位
 

3
 
 カ
フ
ス
世
界
の
方
位
と
 
性
 

@
 
 祭
祀
氏
族
の
種
 桶
と
 祭
祀
Ⅱ
 寄
 ・
司
祭
者
の
性
別
 

2
 
 関
与
す
る
祭
祀
別
に
み
た
祭
祀
氏
族
 

第
 3
 か
祭
祀
氏
族
の
シ
カ
ワ
サ
イ
 
化
 

第
 4
 節
祭
祀
氏
族
の
祭
祀
権
の
継
承
 

1
 
 家
が
も
つ
祭
祀
 権
 

2
 
 分
家
や
婚
出
に
よ
る
継
承
 

3
 
 祭
祀
適
任
者
不
在
の
場
合
の
継
承
 

4
 
 祭
祀
氏
族
と
シ
カ
ワ
サ
 イ
 の
継
承
の
比
較
 

結
語
 

  



4
 
ま
と
め
と
考
察
 

結
語
 

第
 2
 章
空
間
区
分
に
お
け
る
遠
近
の
距
離
と
 
性
 と
の
関
係
 

 
 

第
 Ⅰ
 節
 
カ
フ
ス
世
界
に
お
け
る
相
対
的
距
離
の
遠
近
と
 性
 と
の
 関
係
 

1
 
ミ
ル
ザ
ク
 肛
托
 に
お
け
る
カ
フ
ス
ま
で
の
距
離
 

2
 
ミ
ル
ツ
ク
 備
礼
第
 1
 ス
テ
ー
ジ
 

3
 
 ミ
ル
ツ
ク
儀
礼
第
 2
 ス
テ
ー
ジ
 

4
 
 ミ
ル
ツ
ク
儀
礼
で
は
巡
礼
し
な
い
カ
フ
ス
の
距
離
と
 
性
 と
の
 関
 

系
 
 
 

第
 2
 節
現
実
世
界
に
お
け
る
相
対
的
距
離
の
遠
近
と
 
性
 と
の
 関
  
 

@
 
 家
 と
女
性
、
山
や
海
・
 

2
 
 男
性
空
間
に
お
け
る
女
性
空
間
と
女
性
空
間
に
お
け
る
男
性
 空
 

 
 

 
 

3
 
オ
マ
ハ
 と
性
 と
の
関
係
 

第
 3
 節
宗
教
的
職
能
者
の
儀
礼
に
お
け
る
祭
祀
対
象
の
相
対
的
 距
離
 

の
 遠
近
と
 性
 と
の
関
係
 ｜
 祭祀
氏
族
と
シ
カ
ワ
サ
 イ
 

Ⅰ
祭
祀
氏
族
と
シ
カ
ワ
サ
 
イ
 

3
 
 祭
祀
氏
族
が
お
こ
な
う
儀
礼
の
空
間
的
位
置
 

4
 
 シ
カ
ワ
サ
 イ
と
 祭
祀
氏
族
の
性
と
の
関
係
 

5
 
ま
と
め
 

 
 

第
 4
 節
空
間
区
分
と
 性
 と
の
関
係
に
み
る
フ
ラ
ク
タ
ル
性
 

 
 

 
 

@
 
 空
間
と
 性
 と
の
関
係
の
ま
と
め
 

評
 

2
 
 空
間
と
性
の
フ
ラ
ク
タ
ル
性
 

室
串
 

  

こ
れ
ら
の
目
次
を
見
る
だ
け
で
、
ア
ミ
族
の
シ
カ
フ
サ
イ
組
織
と
 
祭
祀
 

氏
族
に
焦
点
を
あ
て
な
が
ら
、
そ
の
宗
教
的
空
間
認
識
と
 
性
 と
の
 関
 連
性
 

を
 詳
細
に
分
析
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。
 

第
 1
 部
 の
 策
 I
 

章
は
二
節
に
分
れ
て
い
る
が
、
 

第
 l
 節
で
は
本
書
で
取
り
上
げ
ら
   

る
 ア
ミ
族
が
ム
ロ
 
湾
 平
地
先
住
民
の
な
か
の
常
勢
ア
ミ
に
分
類
さ
れ
 て
い
る
 

こ
と
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。
第
 

2
 節
で
は
ア
ミ
族
を
含
め
た
ム
ロ
 湾
 先
住
系
 

民
族
の
宗
教
が
日
本
統
治
時
代
に
は
「
宗
教
教
化
」
の
対
象
と
さ
 
 
 

ら
も
、
そ
の
宗
教
に
関
す
る
資
料
の
収
集
も
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
 
 
 

く
に
 ム
ロ
 
北
 帝
国
大
学
土
俗
人
種
学
研
究
室
や
古
野
清
人
に
よ
る
  
 

究
 、
戦
後
か
ら
近
年
ま
で
の
民
族
誌
的
研
究
の
動
向
な
ど
が
取
り
 
 
 

れ
て
い
る
。
第
 
3
 節
で
は
調
査
対
象
の
 
A
 村
に
つ
い
て
、
花
蓮
 市
  
 

位
置
し
、
近
年
、
漢
人
や
他
地
域
の
先
住
系
民
族
の
移
入
が
急
増
 
 
 

る
 状
況
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
 

第
 2
 章
は
六
節
に
分
れ
て
い
る
が
、
 

第
 l
 節
で
は
現
在
の
シ
カ
 
ヮ
  
 

組
織
の
活
動
地
域
が
示
さ
れ
て
い
る
。
第
 2
 節
で
は
現
時
日
で
の
 
 
 

サ
イ
 の
入
坑
と
年
齢
を
組
織
ご
と
に
示
し
な
が
ら
全
体
の
高
齢
化
 
と
 男
性
 

メ
ン
バ
ー
の
激
減
状
況
お
よ
び
漢
人
的
シ
ャ
マ
ン
化
傾
向
が
明
ら
 
か
に
さ
 

れ
て
い
る
。
第
 
3
 節
で
は
シ
カ
 
ワ
 ザ
イ
組
織
の
メ
ン
バ
ー
に
関
し
 
 
 

人
 は
カ
フ
ス
 
-
 紳
一
に
よ
る
召
命
と
考
え
ら
れ
て
い
る
点
、
祭
儀
 
 
 

結
論
 上

本
書
各
章
の
ま
と
め
 

2
 
 結
論
と
今
後
の
展
望
 

結
語
 



習
熟
度
に
よ
っ
て
序
列
化
さ
れ
て
い
る
 占 、
あ
る
い
は
メ
ン
バ
ー
 
間
に
擬
 

制
約
親
子
関
係
が
結
ば
れ
て
い
る
占
な
ど
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。
 

第
 4
 節
 

で
は
著
者
が
聞
き
得
た
シ
カ
 

ヮ
 サ
イ
王
手
の
 
ハ
 種
類
の
儀
礼
名
称
   

そ
の
う
ち
実
際
に
観
察
し
た
㌶
種
類
の
儀
礼
に
つ
い
て
、
そ
の
日
 
 
 

容
の
概
要
が
記
さ
れ
て
い
る
。
第
 5
 節
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
儀
礼
の
 
 
 

詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
。
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
シ
カ
 フ
 ザ
イ
 儀
  
 

病
気
治
療
儀
礼
 7
 種
類
、
シ
カ
ワ
サ
 
イ
 の
神
祭
ミ
ル
ツ
ク
儀
礼
 
l
 種
類
、
 

死
者
儀
礼
は
種
類
、
農
耕
儀
礼
 4 種
類
の
合
計
別
種
類
に
も
お
よ
 
 
 

る
 。
こ
の
う
ち
の
神
祭
ミ
ル
ツ
ク
儀
礼
が
本
書
第
 
2
 部
で
の
お
も
 
な
 考
察
 

0
 対
象
と
な
る
。
第
 6
 節
で
は
シ
カ
フ
サ
イ
儀
礼
は
 セ
 つ
の
要
素
 に
 分
解
 

す
る
こ
と
が
で
き
、
全
て
の
シ
カ
ワ
サ
イ
儀
礼
が
こ
の
七
つ
の
 
要
 素
 の
 組
 

み
 合
わ
せ
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
占
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
 
る
 。
 

第
 3
 章
で
は
商
勢
ア
ミ
に
か
つ
て
存
在
し
た
祭
祀
氏
族
に
佳
日
 
が
 あ
て
 

ら
れ
て
お
り
、
四
節
に
分
か
れ
て
い
る
。
そ
の
 
策
 1
 節
で
は
一
九
 三
 O
 年
 

代
 に
行
わ
れ
た
古
野
清
人
の
研
究
に
基
づ
き
な
が
ら
、
か
つ
て
 
存
 在
し
た
 

と
 考
え
ら
れ
る
祭
祀
氏
族
の
メ
ン
バ
ー
資
格
の
系
譜
的
特
徴
が
明
 
 
 

さ
れ
て
い
る
。
第
 
2
 節
で
も
古
野
の
研
究
を
用
い
て
、
か
つ
て
の
 祭祀
 氏
 

族
の
種
類
と
儀
礼
内
容
、
お
よ
び
司
祭
者
の
性
別
を
整
理
し
直
さ
 
 
 

る
 。
第
 3
 節
で
は
祭
祀
氏
族
が
シ
カ
 ヮ
サ
ィ
 化
し
た
事
例
が
取
り
 
 
 

れ
て
い
る
。
シ
カ
 
フ
 ザ
イ
化
し
た
祭
祀
氏
族
に
は
 

家
 単
位
の
継
承
 
観
念
が
 

あ
り
、
ま
た
そ
の
出
身
家
に
独
自
の
祭
神
、
黒
 9
 伝
承
が
見
ら
 れ
る
な
 

ど
 、
か
つ
て
の
面
影
を
残
し
て
い
る
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
 

第
  
 

は
 シ
カ
ワ
サ
 イ
と
 比
較
し
な
が
ら
祭
祀
氏
族
の
祭
祀
 権
 の
 縦
承
が
 考
察
さ
 

れ
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
に
第
 3 章
で
は
お
も
に
古
野
清
人
の
 

一
 九
三
 O
 

年
代
の
研
究
に
基
づ
き
な
が
ら
か
っ
て
存
在
し
た
祭
祀
氏
族
が
ど
 
，
つ
い
，
 

つ
 

宗
教
的
職
能
者
で
あ
っ
た
の
か
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
 

第
 2
 部
で
は
、
 第
 工
部
の
詳
細
な
記
述
を
踏
ま
え
て
、
ア
ミ
族
の
 
宗
教
 

的
 空
間
区
分
と
 
性
 と
の
関
連
性
を
方
位
原
理
と
遠
近
原
理
と
い
う
 二種
類
 

 
 

の
 原
理
に
そ
っ
て
分
析
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
 策 l
 章
第
 l
 節
で
は
 方
位
 と
 

性
 に
関
す
る
従
来
の
研
究
成
果
が
整
理
さ
れ
、
居
住
空
間
に
関
し
 
 
 

と
 東
が
女
性
の
方
位
、
南
 と
 西
が
男
性
の
方
位
と
さ
れ
て
い
る
 占
 
 
 

に
 北
東
 角
が
 最
も
女
性
性
が
強
く
、
南
西
 角
が
 最
も
男
性
性
が
強
 い
と
さ
 

る
占
 、
南
西
お
よ
び
北
西
が
男
性
方
位
で
そ
れ
ぞ
れ
狩
猟
 
賊
首
 

な
ど
の
 山
 お
よ
び
漁
労
と
結
び
つ
き
、
東
北
と
南
東
が
女
性
方
位
 
で
そ
れ
 

ぞ
れ
家
と
豊
穣
に
結
び
つ
く
と
考
え
ら
れ
て
い
る
 
占
、
 

観
が
尾
 

外
に
も
適
用
で
き
る
自
な
 ビ
 が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
 

第
 2
 節
で
は
宗
教
的
世
界
に
お
け
る
方
位
と
性
の
関
係
が
明
ら
か
 に
さ
 

れ
て
い
る
。
ま
ず
、
祭
具
に
つ
い
て
、
祭
儀
の
場
面
で
は
男
性
の
 
祭
瓶
デ
 

フ
 ス
は
 南
か
 西
に
、
女
性
の
祭
 瓶
 シ
バ
 ツ
 ハ
イ
は
北
か
東
に
必
 ず
 置
か
 

ね
 、
性
を
持
た
な
い
祭
具
 は
 そ
の
置
か
れ
た
方
位
に
よ
っ
て
 

南
と
 西
 に
男
 

性
性
 、
そ
し
て
北
と
東
に
女
性
性
が
付
与
さ
れ
る
と
い
う
。
次
に
 
 
 

ス
一
伸
 -
 の
世
界
に
関
し
て
、
カ
フ
ス
に
男
性
カ
フ
ス
 

と
 女
性
 カ
  
 

存
在
し
、
男
性
カ
フ
ス
が
 
南
と
 西
に
関
連
付
け
ら
れ
る
の
に
対
し
 て
、
女
 

性
 カ
フ
ス
は
北
と
東
に
関
連
付
け
ら
れ
る
と
い
う
。
こ
う
し
て
 
現
 実
 世
界
 

の
方
位
 観
が
 カ
フ
ス
の
世
界
に
も
そ
の
ま
ま
当
て
は
ま
る
占
が
 
指
 捕
 さ
れ
 

て
い
る
。
 

第
 2
 章
で
は
空
間
の
相
対
的
距
離
の
遠
近
性
 と
性
 と
の
関
連
性
が
  
 

ら
れ
て
い
る
。
そ
の
 
策
 工
師
で
は
、
カ
フ
ス
の
世
界
に
関
し
て
 

方
  
 

の
 原
理
に
従
わ
な
い
カ
フ
ス
の
場
人
口
、
現
実
世
界
か
ら
の
相
対
的
 

距
離
に
 

よ
っ
て
、
相
対
的
遠
距
離
が
男
性
性
、
近
距
離
が
女
性
性
を
帯
び
 
 
 



書評と紹介 

占
が
 明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
 

第
 2
 節
で
は
、
現
実
世
界
に
つ
い
て
こ
こ
で
も
相
対
的
遠
距
離
の
 
空
間
 

に
 男
性
性
、
近
距
離
の
空
間
に
女
性
性
が
付
与
さ
れ
て
い
る
と
 
指
 捕
 さ
れ
 

て
い
る
。
こ
れ
と
関
連
し
て
、
従
来
、
田
畑
を
指
す
と
さ
れ
て
い
 
た
オ
マ
 

ハ
 と
い
う
用
語
が
じ
つ
は
男
性
空
間
に
お
け
る
女
性
の
侵
入
可
能
 
空
間
を
 

指
し
て
い
る
占
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
屋
敷
や
村
落
空
間
に
 
お
い
て
 

も
 家
屋
の
女
性
性
に
対
す
る
庭
の
男
性
性
、
住
宅
の
女
性
性
に
対
 
す
る
 村
 

外
れ
に
建
て
ら
れ
る
見
張
所
や
集
会
所
の
男
性
性
と
い
う
か
た
ち
 
で
、
 男
 

性
 が
相
対
的
遠
距
離
、
女
性
が
近
距
離
と
関
連
付
け
ら
れ
 ヴ
 ・
 い
  
 

う
 。
ま
た
オ
マ
ハ
で
の
作
業
場
面
で
も
、
開
墾
や
播
種
な
ど
の
 
栽
  
 

に
 男
性
が
お
も
に
関
わ
り
、
収
穫
や
家
へ
の
搬
入
な
ど
の
桂
川
 に
 は
お
も
 

に
 女
性
が
関
わ
る
が
、
そ
れ
は
家
か
ら
の
相
対
的
遠
距
離
の
男
性
 
性
 お
よ
 

び
 近
距
離
の
女
性
性
の
論
理
で
理
解
可
能
で
あ
る
点
を
指
摘
し
て
 
 
 

さ
ら
に
カ
フ
ス
世
界
の
オ
マ
ハ
に
関
し
て
も
全
く
同
様
の
原
理
が
 
 
 

つ
 占
に
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。
第
 3
 節
で
は
宗
教
的
職
能
者
に
つ
 

 
 

こ
の
相
対
的
遠
近
性
 
と
性
 と
の
関
連
性
が
認
め
ら
れ
る
占
が
指
摘
 さ
れ
て
 

い
ろ
。
す
な
 ね
 ち
、
祭
祀
空
間
、
使
用
す
る
祭
具
・
供
物
、
あ
る
 い
は
 自
 

身
の
食
物
の
占
で
、
シ
カ
 ワ
ヴ
ィ
 が
女
性
性
を
帯
び
て
い
る
の
に
 
 
 

祭
祀
氏
族
は
男
性
件
を
帯
び
て
い
る
と
い
う
。
第
 4
 節
で
は
、
 
以
  
 

う
に
ア
ミ
族
に
み
ら
れ
る
空
間
区
分
と
 性 と
の
関
連
性
を
、
部
分
 
が
 全
体
 

と
 相
似
を
な
し
、
そ
の
相
似
が
繰
り
返
し
み
ら
れ
る
構
造
で
あ
り
 
、
部
分
 

が
 全
体
の
縮
小
形
に
な
っ
て
い
る
構
造
で
あ
る
と
捉
え
、
そ
の
よ
 
う
 な
 構
 

造
が
 
「
フ
ラ
ク
タ
ル
性
」
と
名
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
「
 

ア
ミ
 族
 

の
 空
間
認
識
に
お
い
て
、
空
間
と
 性
 と
の
関
わ
り
に
は
 
プ
 ラ
ク
タ
 ル
 件
が
 

認
め
ら
れ
る
こ
と
が
特
徴
と
し
て
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
 に
な
っ
 

た
 」
と
結
ば
れ
て
い
る
。
 

以
上
の
よ
う
に
、
本
書
は
一
九
三
 

0
 年
代
か
ら
の
台
湾
先
住
民
族
 に
関
 

す
る
研
究
成
果
を
踏
ま
え
、
か
つ
長
期
に
わ
た
る
現
地
調
査
に
 基
づ
い
 

て
 、
ア
ミ
族
の
人
々
の
日
常
生
活
か
ら
宗
教
的
世
界
に
い
た
る
 
さ
 ま
ざ
ま
 

な
 局
面
に
空
間
区
分
と
 
性
 と
の
同
じ
構
造
が
練
り
返
し
見
ら
れ
る
 点 を
実
 

証
 的
に
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
読
了
後
に
多
少
気
に
な
る
点
と
い
 
え
ば
、
 

記
述
内
容
に
詳
細
な
部
分
と
そ
う
で
な
い
部
分
の
濃
淡
が
か
な
り
 
は
っ
き
 

り
 見
ら
れ
る
と
い
う
 占
 、
重
複
し
た
繰
り
返
し
が
か
な
り
認
め
 ら
れ
る
 

占
 、
一
九
三
 0
 年
代
に
す
で
に
舌
口
 反
 さ
れ
て
い
る
二
元
論
的
分
析
 枠
に
 拘
 

る
あ
ま
り
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
よ
う
と
い
う
 
視
占
が
 見
ら
れ
な
い
 
占
な
ど
 

で
あ
る
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
本
書
の
成
果
が
損
な
わ
れ
る
と
い
う
 
-
 
も
の
で
 

 
 

本
書
を
読
み
な
が
ら
筆
者
が
興
味
を
持
ち
、
今
後
著
者
に
期
待
し
 
 
 

の
は
、
祭
祀
氏
族
と
シ
カ
フ
サ
イ
と
の
関
係
で
シ
カ
ワ
サ
 
イ
 だ
け
 が
な
ぜ
 

生
き
残
っ
た
の
か
、
さ
ら
に
は
祭
祀
氏
族
が
シ
カ
ワ
サ
イ
化
し
、
 

 
 

 
 

 
 

か
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
と
い
う
 
占
 、
現
代
社
会
の
動
 
 
 

で
 ア
ミ
 族
 社
会
に
見
ら
れ
る
空
間
区
分
と
 

性
 と
の
関
連
性
に
関
す
 
る
ブ
 ラ
 

ク
タ
ル
性
が
い
か
に
存
続
し
、
あ
る
い
は
変
容
し
て
い
く
の
か
な
 
 
 

を
さ
ら
に
明
ら
か
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
 

 
 

く
も
、
本
書
は
、
台
湾
ア
ミ
族
の
す
で
に
衰
退
し
つ
つ
あ
る
シ
カ
 
 
 

祭
祀
集
団
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
祭
儀
の
大
半
を
現
地
調
査
に
よ
 って
 収
 

集
 記
録
し
、
過
去
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え
な
が
ら
実
証
的
な
分
析
 
 
 

 
  

 

た
と
い
う
点
で
価
値
の
高
い
内
容
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
 

 
 



一
 
は
じ
め
に
 

著
者
の
林
氏
は
東
北
タ
イ
、
ラ
オ
ス
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
民
族
誌
、
 
及
び
 

上
座
仏
教
圏
の
宗
教
研
究
を
牽
引
す
る
人
類
学
者
で
あ
る
。
東
北
 
 
 

関
し
て
こ
れ
ま
で
公
刊
さ
れ
た
論
文
、
共
著
部
分
を
再
構
成
し
、
 
 
 

単
著
 と
し
て
世
に
問
わ
れ
た
。
今
回
、
本
書
に
お
い
て
 氏
 自
身
の
 調
査
 所
 

究
の
方
法
調
・
及
 び
 
「
民
族
」
「
宗
教
」
概
念
に
対
す
る
理
論
的
 
枠
組
み
 

が
 モ
ノ
グ
ラ
フ
部
分
と
は
別
に
車
立
て
さ
れ
、
研
究
の
全
体
像
が
 
 
 

や
す
く
な
っ
た
。
 

し
か
し
な
が
ら
、
本
書
 は
 五
百
 頁
 近
く
の
大
著
で
あ
り
、
異
文
化
  
 

域
 社
会
誌
を
詳
細
に
論
じ
て
い
る
た
め
に
、
研
究
者
に
し
て
も
 一
 般
 読
者
 

に
し
て
も
一
気
の
読
了
は
難
し
い
。
本
書
は
村
で
の
定
着
調
査
 、
口
述
 

史
 ・
文
書
資
料
、
タ
イ
研
究
の
文
献
を
駆
使
し
て
、
 
ラ
 才
人
社
 ム
 
玉
の
民
族
 

誌
 ・
宗
教
誌
を
詳
細
に
記
述
し
、
論
考
を
加
え
た
も
の
で
あ
り
、
 
読
ま
れ
 

る
べ
き
箇
所
は
多
々
あ
る
。
 林
氏
は
 、
タ
イ
の
民
間
仏
教
の
職
能
 者
で
あ
 

る
 モ
ー
タ
ム
研
究
で
国
内
外
に
知
ら
れ
た
研
究
者
で
あ
る
。
木
室
 
目
を
 
、
ヱ
 
Ⅰ
 

｜
タ
ム
 が
い
つ
、
な
ぜ
東
北
 タ
イ
 村
落
に
出
現
し
た
の
か
を
解
く
 物
語
と
 

櫻
井
 
義
秀
 

二
本
書
の
構
成
 

序
 
本
書
の
課
題
と
目
的
書
名
に
あ
る
う
才
人
社
会
と
は
、
 
タ
  
 

民
族
 う
 才
人
が
一
九
世
紀
末
に
メ
コ
ン
川
を
境
に
分
か
れ
て
し
ま
 っ
た
う
 

オ
ス
人
民
民
主
共
和
国
側
と
タ
イ
東
北
部
イ
サ
ー
ン
側
を
指
す
  
 

し
 、
本
書
の
主
な
調
査
対
象
 は
 東
北
タ
 イ
 の
一
集
落
で
あ
る
。
 
林
  
 

つ
て
の
人
類
学
者
の
よ
う
に
異
文
化
圏
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
 

ィ
 を
定
着
 調
査
し
 

て
 モ
ノ
グ
ラ
フ
を
書
き
、
ム
ラ
か
ら
民
族
社
会
を
詰
ろ
う
と
し
て
 
 
 

け
で
は
な
い
。
一
集
落
の
人
々
の
観
念
・
社
会
的
行
為
が
、
二
世
 
 
 

ぶ
 ラ
オ
民
族
の
社
会
史
、
タ
イ
国
家
の
近
代
史
の
位
相
で
見
な
け
 
れ
ば
 埋
 

解
 で
き
な
い
と
い
う
こ
と
を
、
地
域
民
族
誌
の
詳
細
な
記
述
に
よ
 って
 示
 

そ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
人
々
の
生
活
実
践
を
 
イ
  
 

ク
な
 レ
ベ
ル
で
拾
い
上
げ
る
こ
と
で
、
学
問
的
に
体
系
化
さ
れ
た
 
民
族
や
 

宗
教
の
諸
概
念
に
よ
っ
て
解
釈
す
る
だ
け
で
は
つ
か
ま
え
き
れ
な
 地
 

域
 社
会
で
日
々
生
成
し
、
変
容
す
る
行
為
の
意
味
と
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
 
ム
を
記
 

述
 し
よ
う
と
し
た
。
 

本
書
の
対
象
は
実
践
仏
教
で
あ
る
。
タ
イ
は
国
民
の
九
五
パ
ー
セ
 
 
 

余
が
 仏
教
徒
で
あ
り
、
国
家
・
王
制
・
サ
ン
ガ
が
象
徴
的
に
も
 
権
 カ
と
し
 

て
も
緊
密
な
関
係
を
持
っ
た
上
座
仏
教
社
会
で
あ
る
。
 

二
 二
七
の
 戒
律
を
 

守
る
僧
侶
と
在
家
の
関
係
は
互
 酬
 的
で
あ
り
、
僧
侶
の
功
徳
が
 、
  
 

ヲ林 

行
夫
 著
 

才
人
社
会
の
宗
教
と
文
化
変
容
 

東
北
タ
イ
の
地
域
・
宗
教
社
会
誌
 

京
都
大
学
学
術
出
版
会
 
二
 0
0
0
 年
 四
月
二
 0
 日
刊
 

菊
判
四
七
六
頁
五
八
 0
0
 円
 

し
て
通
読
す
る
こ
と
も
可
能
で
は
な
か
ろ
向
か
。
本
書
評
で
は
 
枝
 葉
 の
 議
 

論
 を
な
る
べ
く
省
き
な
が
ら
、
必
要
に
応
じ
て
タ
イ
社
会
の
説
明
 
も
 加
え
 

た
 上
で
、
林
氏
の
視
座
、
研
究
方
法
、
調
査
の
知
見
を
簡
潔
に
 
紹
  
 

い
 。
そ
し
て
、
最
後
に
氏
の
謎
解
き
や
解
釈
に
課
題
は
残
さ
れ
て
 いな
い
 

の
か
、
評
者
な
り
の
感
想
を
付
け
加
え
よ
う
と
思
 
う
 。
 

  



書評   

よ
り
僧
を
養
う
在
家
に
転
送
さ
れ
、
達
人
的
 
宗
 抽
が
救
済
宗
教
と
 
 
 

機
能
も
併
せ
持
つ
と
舌
口
わ
れ
る
。
上
座
仏
教
独
特
の
福
田
思
想
を
 

了
解
し
 

た
と
し
て
も
、
民
衆
が
信
奉
す
る
仏
教
儀
礼
、
信
仰
の
中
身
を
 
、
 僧
団
の
 

教
学
や
宗
教
学
的
 範
時
 だ
け
で
理
解
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
従
来
 のめ
ホ
教
 

研
究
で
は
、
こ
う
し
た
経
典
宗
教
の
外
縁
に
あ
り
、
な
お
人
々
の
 
宗
教
的
 

信
念
に
大
き
な
影
響
力
を
持
つ
観
念
・
儀
礼
等
を
民
間
信
仰
、
 

或
  
 

異
宗
教
が
土
着
化
さ
れ
た
民
俗
宗
教
的
シ
ン
ク
レ
テ
ィ
ズ
ム
 
と
し
 て
分
頗
 

し
て
き
た
。
し
か
し
、
林
氏
は
こ
う
し
た
学
問
的
分
類
、
体
系
化
 
と
は
 別
 

に
 、
地
域
の
人
々
も
宗
教
的
知
識
・
儀
礼
を
自
ら
の
生
活
に
役
立
 てて
き
 

た
経
緯
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
行
為
実
践
に
よ
っ
て
意
味
が
開
 
示
さ
れ
 

る
 儀
礼
空
間
が
地
域
社
会
に
維
持
さ
れ
、
現
在
変
容
し
っ
 っ あ
る
 事
実
に
 

着
目
す
る
。
地
域
に
お
い
て
歴
史
的
に
構
築
さ
れ
て
き
た
宗
教
案
 
践
 の
 営
 

み
に
、
民
族
間
交
渉
や
国
家
権
力
の
痕
跡
を
読
み
と
っ
て
い
く
の
 
が
 実
践
 

宗
教
研
究
の
一
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。
 

林
 氏
の
も
う
一
つ
の
視
座
は
、
実
践
宗
教
の
構
築
過
程
の
分
析
に
 
 
 

て
 、
生
態
学
的
・
象
徴
論
的
分
析
を
重
ね
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
 
は
、
東
 

北
 タ
イ
と
い
う
小
人
口
の
森
林
世
界
 
-
 
自
然
、
畏
怖
的
世
界
一
 

が
、
集
 

落
 ・
農
地
一
人
間
、
訓
化
さ
れ
た
領
域
）
化
さ
れ
る
中
で
、
農
民
 

 
 

モ
ロ
ジ
ー
の
変
化
を
記
述
し
よ
う
と
い
う
試
み
で
あ
る
。
 

第
一
章
東
南
ア
ジ
ア
の
上
座
仏
教
徒
社
会
研
究
と
課
題
 

E
 

 
 

チ
が
 提
起
し
た
実
践
宗
教
の
議
論
は
前
項
で
述
べ
た
と
お
り
で
あ
 
 
 

本
 で
は
田
辺
薬
治
氏
を
中
心
に
上
座
仏
教
圏
の
研
究
が
進
め
ら
 れ
て
き
 

た
 。
タ
イ
の
実
践
宗
教
研
究
に
お
い
て
は
、
 

S
.
J
.
 

タ
ン
バ
イ
 ア
が
著
 

名
 で
あ
り
、
後
進
の
研
究
者
は
彼
の
古
典
的
著
作
を
批
判
的
に
検
 
記
 す
る
 

こ
と
か
ら
調
査
研
究
を
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

林
 氏
も
例
外
 
で
は
な
 

い
 。
直
接
の
批
判
対
象
は
鰭
も
簿
 
こ
汁
ま
 
Ⅰ
 さ
軋
違
ぬ
蓮
 ～
 
ふ
 -
 
鱒
 こ
 ㏄
Ⅰ
 お
 

笘
 も
こ
 薄
枕
 ～
 ド
ぎ
 ふ
 き
さ
 も
コ
ミ
㊥
で
あ
る
。
タ
ン
バ
イ
ア
は
 
、
 村
落
 宗
 

教
を
四
つ
の
儀
礼
領
域
 -
 ①
僧
侶
 ｜
 仏
教
儀
礼
②
民
間
バ
ラ
モ
ン
 
 
 

ン
 魂
の
強
化
儀
礼
③
シ
ャ
ー
マ
ン
 

｜
 守
護
 霊
 儀
礼
④
モ
ー
タ
ム
 
祈
 禧
師
｜
 

除
霊
 祓
除
 -
 
に
分
類
し
、
①
 -
 功
徳
を
な
す
若
者
 ｜
 転
送
さ
れ
 る
 観
世
 

代
 ）
と
②
 
一
 ク
ヮ
 ン
 魂
を
強
化
き
れ
る
若
者
世
代
 ｜
 強
化
す
る
 規
 世
代
 一
 

の
 儀
礼
の
構
造
が
村
落
の
世
代
間
関
係
の
互
酬
性
と
対
応
し
て
い
 ると
い
 

う
 機
能
主
義
的
理
解
を
提
示
し
た
。
 

林
氏
は
 、
タ
ン
バ
イ
ア
が
 
儀
 礼
 の
 各
 

領
域
の
相
互
補
完
的
な
関
係
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
伝
統
と
 
小
伝
統
 

0
 区
分
、
エ
リ
ー
ト
宗
教
と
民
衆
宗
教
と
い
っ
た
二
分
法
を
払
拭
 
す
る
こ
 

と
に
成
功
し
た
こ
と
を
評
価
す
る
。
し
か
し
、
構
造
論
的
体
系
化
 
の
 見
事
 

さ
の
反
面
、
社
会
構
造
と
の
対
応
関
係
を
明
確
に
示
せ
な
か
っ
た
 
 
 

の
 儀
礼
領
域
が
軽
視
さ
れ
た
。
ま
た
、
タ
ン
バ
イ
ア
は
実
践
宗
教
 
の
 歴
史
 

的
 構
築
性
や
儀
礼
領
域
の
重
層
性
を
捨
象
し
て
い
る
た
め
に
、
 

極
 め
て
 平
 

板
な
 村
落
宗
教
の
構
造
理
解
に
陥
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
批
判
す
 
る
 。
 そ
 

こ
で
、
林
氏
は
、
具
体
的
な
地
域
社
会
と
い
う
コ
ン
テ
キ
ス
ト
  
 

て
 、
教
理
が
示
す
仏
教
と
ロ
ー
カ
ル
な
実
践
宗
教
の
相
互
作
用
 過
程
 及
 

び
 、
地
域
に
お
け
る
実
践
仏
教
の
編
成
過
程
を
資
料
に
よ
り
裏
付
 ける
こ
 

と
を
研
究
の
目
的
と
し
た
。
 

第
二
章
「
ラ
オ
」
入
社
会
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
 

林
氏
は
 
ラ
 オ
 
ス
政
 

府
 資
料
、
タ
イ
の
歴
史
研
究
を
用
い
て
、
「
ラ
オ
」
が
ど
の
よ
う
 
に
 民
族
 

と
し
て
実
体
化
さ
れ
て
き
た
の
か
を
①
言
語
②
タ
イ
近
代
国
民
国
 
家
形
成
 

 
 
 
 

ぬ
程
 ③
タ
イ
国
内
民
族
関
係
の
視
占
か
ら
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
 
た
 o
 ラ
 

3
 

6
 

オ
 語
を
話
す
「
ラ
オ
」
民
族
は
、
ラ
オ
ス
に
二
割
、
東
北
タ
イ
に
 
 
 

 
 

お
よ
そ
千
七
百
万
人
い
る
。
一
九
世
紀
ま
で
の
東
北
タ
イ
は
森
林
 
に
 覆
わ
 



ね
 、
メ
ナ
ム
、
ム
ー
ン
、
チ
ー
の
河
川
に
沿
っ
て
人
が
移
動
し
、
 

コ
ラ
ー
 

ト
 高
原
に
は
モ
ン
・
ク
メ
ー
ル
系
民
族
の
先
住
民
 

た
と
さ
 

れ
る
。
東
北
タ
イ
の
ラ
オ
は
 

、
 ビ
エ
ン
チ
ャ
ン
陥
落
後
の
強
制
移
 

往
者
、
 

入
植
者
が
拡
大
し
た
も
の
で
あ
る
。
 

林
 氏
の
貢
献
は
、
古
老
へ
の
 

Ⅲ
 き
取
 

り
か
ら
カ
ー
の
帰
還
者
の
存
在
を
明
ら
か
に
し
、
ス
ウ
ェ
イ
 、
 カ
メ
 ｜
 

ン
、
力
 ル
ー
ン
、
ニ
ュ
Ⅰ
 
ヨ
 ー
イ
等
の
民
族
の
視
線
か
ら
ラ
オ
 

の
 民
族
 

的
 性
格
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ラ
オ
 
は
 半
農
 

民
 、
半
商
人
の
性
格
を
持
ち
、
豊
か
な
土
地
を
目
指
し
て
移
動
し
 
、
開
墾
 

地
を
後
発
 組
 に
高
く
売
っ
て
は
移
住
先
を
見
つ
け
て
出
て
い
く
 
故
 郷
 を
持
 

た
な
い
人
々
、
交
渉
ご
と
が
う
ま
く
、
 

他
 民
族
を
押
し
の
け
て
 
勢
  
 

 
 

民
族
性
 

は
 、
隣
接
民
族
に
よ
っ
て
、
社
会
・
経
済
的
行
動
様
式
と
密
接
に
 
関
連
 づ
 

け
ら
れ
て
「
カ
テ
ゴ
リ
ー
」
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
 

第
三
章
東
北
タ
イ
に
お
け
る
う
才
人
集
落
の
形
成
過
程
と
宗
教
 
構
成
 

ラ
 才
人
の
集
落
に
お
い
て
、
年
代
が
古
く
水
田
に
適
し
た
沼
地
に
 
あ
る
 

村
は
ハ
 ー
ナ
ー
デ
ィ
ー
一
良
田
探
し
 

-
 の
中
継
地
点
で
あ
り
、
 
山
  
 

作
 が
主
な
新
し
い
村
は
終
着
点
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。
フ
ロ
ン
テ
 
 
 

は
 開
拓
に
 よ
 
る
土
地
占
有
が
慣
習
的
に
認
め
ら
れ
て
い
た
た
め
 
に
、
家
 

族
 、
親
族
単
位
で
移
動
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
「
男
は
籾
、
 

女
 は
 白
米
」
 

と
よ
く
舌
口
わ
れ
る
が
、
裏
方
居
住
性
を
と
る
東
北
タ
イ
で
は
、
 

男
  
 

と
嫁
 」
を
求
め
て
外
へ
出
る
も
の
と
さ
れ
る
。
現
在
、
東
北
タ
イ
 
 
 

は
 、
バ
ン
コ
ク
は
も
と
よ
り
、
世
界
各
地
に
出
稼
ぎ
に
行
っ
て
 
い
 る
が
、
 

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
消
失
ま
で
絶
え
間
ざ
る
開
拓
・
移
住
が
東
北
 
ダ
  
 

落
 形
成
の
動
因
で
あ
る
。
村
落
は
草
分
け
と
新
参
の
人
々
が
混
住
 
し
、
移
 

勒
 す
る
男
と
娘
の
結
婚
に
よ
り
親
族
が
拡
大
さ
れ
て
い
く
。
こ
の
 
 
 

し
て
開
か
れ
た
村
と
森
の
境
に
ピ
ー
ア
ー
タ
ー
の
簡
素
な
祠
が
 
置
  
 

 
 6

 

チ
ャ
ム
 と
 呼
ば
れ
る
村
人
か
ら
選
ば
れ
た
も
の
が
供
物
を
捧
げ
る
   

 
 

林
 氏
の
調
査
で
は
、
守
護
霊
祭
祀
が
存
続
し
て
い
る
 村と
、
モ
｜
 
タ
ム
 

 
 

や
 僧
侶
が
守
護
霊
を
追
放
し
、
村
の
中
心
に
柱
を
立
て
村
 
祠
を
建
 立
 す
る
 

村
 に
類
型
化
で
き
る
。
前
者
に
は
草
分
け
層
が
多
く
、
守
護
雪
レ
 

-
 
し
て
 祀
 

が
 守
護
 霊
に
 五
戒
を
授
け
る
な
ど
 
弘
 教
化
へ
の
変
容
が
見
ら
れ
る
 

ら
れ
て
い
る
が
、
後
者
は
来
住
者
の
勢
力
が
強
く
、
土
地
の
霊
 
と
 

ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
守
護
霊
祭
祀
を
存
続
さ
せ
て
い
る
村
で
も
 

。
こ
れ
 

 
 し

て
 語
 

は
 単
に
仏
教
の
影
響
力
が
強
く
な
っ
た
だ
け
で
は
な
く
、
精
霊
が
 
住
ま
う
 

異
男
と
し
て
の
 
出
 、
森
が
、
 

開
拙
 さ
れ
て
農
地
や
村
 一
 
バ
ー
ン
 -
 と
し
て
 

生
活
世
界
化
さ
れ
、
道
路
や
通
信
網
に
よ
っ
て
都
市
 -
 ム
ア
ン
 -
 に
 繋
が
 

る
こ
と
で
、
村
人
の
宗
教
的
感
情
が
経
典
宗
教
と
し
て
の
仏
教
 
受
 容
 に
適
 

ム
ロ
し
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
 
林
 氏
は
考
え
て
い
る
。
 

第
四
章
村
落
宗
教
の
概
要
と
「
現
在
」
調
査
対
象
地
 

D
 村
は
  
 

九
六
 0
 年
代
に
水
野
浩
一
氏
が
定
着
調
査
し
、
一
九
八
 
0
 年
初
頭
 
か
ら
 石
 

井
水
碓
氏
を
総
括
責
任
者
、
福
井
 捷
朗
 氏
を
自
然
科
学
理
、
押
羽
 監
生
民
 

を
 社
会
科
学
理
 
の
 リ
ー
ダ
ー
と
す
る
二
十
数
名
の
研
究
者
に
よ
る
 
 
 

な
村
落
研
究
が
行
わ
れ
た
村
で
あ
り
、
当
時
 
林
 氏
は
大
学
院
生
と
 
し
て
 調
 

査
 に
加
わ
っ
て
い
る
。
そ
の
成
果
は
福
井
 
捷
朗
 
「
ド
ン
デ
ー
ン
 村
 

東
 

北
 タ
イ
の
農
業
生
態
」
 
-
 則
支
社
、
一
九
八
八
年
 -
 と
 ロ
 祝
盃
 生
 編
 
「
 
ド
 

ン
デ
ー
ン
村
の
伝
統
構
造
と
そ
の
変
容
」
（
前
文
社
、
一
九
九
 

0
 年
 -
 に
 

ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
林
氏
は
口
詞
 偏 に
「
村
落
宗
教
の
構
造
と
 
亦
 欠
本
谷
 

@
 
」
 

の
 論
文
を
寄
せ
て
い
る
。
本
章
の
元
に
な
る
論
文
で
あ
り
、
 そ
  
 

か
 、
本
書
の
目
次
で
は
「
第
四
章
村
落
宗
教
の
構
造
と
変
容
」
に
 なっ
て
 

い
 る
が
、
本
文
中
で
は
「
第
四
章
村
落
宗
教
の
概
要
と
現
在
」
が
 
章
 題
に
 



書評と紹介 

な
っ
て
い
る
。
 

本
章
で
は
、
仏
教
実
践
の
諸
相
と
し
て
、
 ヒ
 

 
 

（
仏
教
及
び
、
仏
教
と
精
霊
崇
拝
の
習
俗
化
し
た
一
二
種
の
年
中
 

行
事
）
 

や
 冠
婚
葬
祭
の
通
過
儀
礼
を
、
司
式
者
、
主
催
者
と
参
加
者
の
関
 
 
 

人
 に
よ
る
儀
礼
重
要
度
の
評
価
か
ら
詳
細
に
叙
述
し
て
い
る
。
 

へ
  
 

・
ギ
ン
ナ
ム
ガ
ン
 
三
 @
 
働
 共
食
一
等
の
互
酬
性
規
範
が
近
 観
 者
間
 

の
 世
俗
的
功
利
計
算
に
基
づ
く
と
い
う
よ
り
も
、
宗
教
的
世
界
に
 
関
 わ
る
 

も
の
と
し
て
、
仏
教
儀
礼
に
お
け
る
主
催
者
か
ら
参
加
者
へ
の
 
功
 徳
 の
 転
 

送
 、
功
徳
を
共
有
す
る
社
会
圏
の
説
明
が
な
さ
れ
る
。
従
来
、
 

タ
 ン
プ
ン
 

一
 
積
徳
行
 一
と
 村
落
共
同
体
の
関
係
を
考
察
す
る
際
、
機
能
主
義
 約
説
明
 

に
な
り
が
ち
で
あ
っ
た
が
、
功
徳
を
共
有
す
る
相
手
が
被
供
養
者
 
だ
け
で
 

は
な
く
 
@
 
ー
ト
ナ
ー
と
、
儀
礼
準
備
・
執
行
を
援
助
す
る
間
 柄
 
-
 
ホ
 

｜
ム
 カ
ン
 -
 に
も
及
び
、
そ
こ
に
は
 
王
催
 者
と
参
加
者
の
選
択
的
 意
志
が
 

働
い
て
い
る
こ
と
が
読
み
と
れ
る
。
そ
の
意
味
で
、
仏
教
儀
礼
は
 
共
同
性
 

を
 構
築
す
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
村
落
共
同
体
や
 
 
 

身
体
に
埋
め
込
ま
れ
た
も
の
と
い
う
よ
り
も
、
個
人
に
よ
り
利
用
 
可
能
な
 

観
念
体
系
と
し
て
在
る
と
見
た
方
が
い
い
の
で
は
な
い
か
と
示
唆
 
さ
れ
て
 

 
 第

五
章
東
北
タ
イ
の
モ
ー
タ
 
ム
と
 仏
教
「
モ
 ー
 ダ
ム
は
女
性
 に
と
 

っ
て
の
僧
侶
 よ
 」
と
い
う
村
の
女
性
の
言
葉
か
ら
、
林
氏
は
 モ
｜
  
 

研
究
を
開
始
し
た
。
モ
 
ー
 と
は
医
者
或
い
は
専
門
家
、
 

タ
ム
と
は
  
 

意
 で
あ
る
が
、
タ
イ
の
研
究
者
は
モ
ー
タ
 ム
 を
「
還
俗
し
た
僧
侶
 
 
 

な
も
の
」
「
モ
 ー
 ピ
 ー
 
-
 精
霊
使
い
一
の
変
種
」
と
述
べ
、
従
来
   

祈
 鷹
師
・
治
療
 
師
 と
民
族
誌
に
記
述
し
て
き
た
。
 

D
 村
に
お
い
て
 
モ
ー
タ
 

ム
が
 出
現
し
た
時
期
は
一
九
三
 
0
 年
頃
で
あ
り
、
森
に
遺
骨
を
埋
   

た
の
が
、
寺
院
の
共
同
墓
地
に
埋
め
る
よ
う
に
な
っ
た
時
期
に
重
 
な
っ
て
 

い
る
。
こ
の
頃
大
洪
水
や
コ
レ
ラ
が
あ
り
、
厄
災
を
ひ
き
お
こ
し
 
た
亜
じ
壬
 

一
正
 

の
 侵
入
を
く
い
止
め
ら
れ
な
か
っ
た
村
の
守
護
霊
を
追
放
す
る
案
 
 
 
Ⅰ
モ
 

カ
 

｜
 

タ
ム
か
ら
出
さ
れ
、
一
九
五
 
0
 年
に
モ
ー
タ
 
ム
 は
 村
 祠
を
建
て
て
 
 
 

森
の
祠
を
館
で
な
ぎ
倒
し
た
と
さ
れ
る
。
守
護
霊
を
立
ち
退
か
せ
 
た
 森
に
 

は
 唐
辛
子
や
ケ
ナ
フ
が
植
え
ら
れ
、
村
の
 コ
 モ
ン
ズ
が
開
墾
の
対
 
象
 と
な
 

っ
た
 。
 D
 付
か
ら
の
移
出
者
で
形
成
さ
れ
た
 MN
 
村
で
も
一
九
 
セ
 O
 年
頃
 

に
 僧
侶
を
勧
請
し
 
、
 祠
を
埋
め
た
。
 

林
氏
は
、
森
と
 
生
活
空
間
の
意
味
世
界
を
信
念
レ
ベ
ル
で
変
化
さ
 せ
た
 

モ
ー
タ
 ふ
 と
僧
侶
の
役
割
に
注
目
す
る
。
近
年
の
森
林
保
護
運
動
 
0
 玉
体
 

と
し
て
注
目
さ
れ
る
仏
教
、
僧
侶
の
実
践
を
評
価
す
る
言
説
が
形
 
成
さ
れ
 

る
 以
前
、
仏
教
の
役
割
は
森
林
世
界
の
否
定
、
す
な
わ
ち
開
発
に
 
あ
っ
た
 

こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
 

こ
の
よ
う
に
し
て
守
護
霊
を
追
放
し
た
モ
ー
タ
ム
や
僧
侶
は
 
、
ど
  
 

う
な
 カ
と
 知
識
を
も
っ
て
村
人
を
厄
災
か
ら
守
っ
て
き
た
の
で
 
あ
ろ
う
 

か
 。
 林
 氏
に
よ
れ
ば
、
一
つ
は
冥
界
の
 霊
と
 結
託
し
て
災
い
を
な
 
す
 可
能
 

性
が
あ
る
死
霊
を
仏
教
の
積
徳
行
に
よ
り
霊
を
功
徳
の
 
力
 で
来
世
 に
 再
生
 

さ
せ
る
。
も
う
一
つ
は
、
仏
法
の
神
通
に
よ
り
 カ
 で
悪
霊
を
封
   

る
 。
タ
イ
の
僧
侶
は
仏
典
の
学
習
と
止
観
の
行
を
行
う
が
、
瞑
想
 
修
行
に
 

秀
で
た
僧
侶
は
超
自
然
的
な
力
を
持
つ
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
。
 

俗
 人
は
そ
 

の
よ
う
な
力
を
持
つ
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
弟
子
と
な
り
、
そ
の
 
力
 に
預
 

か
る
こ
と
は
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
 

力
 動
的
仏
教
の
理
解
が
 
、
土
 着
 の
 精
 

 
 

霊
を
操
作
す
る
民
間
の
知
識
と
融
合
し
、
守
護
者
を
精
霊
か
ら
 
仏
 沃
 に
取
 

り
 替
え
た
の
が
モ
ー
タ
 
ム
 で
は
な
い
か
と
 
林
 氏
は
考
え
る
。
守
護
 力
 を
持
㏄
 

 
 

 
 

モ
 ー
一
フ
，
 



ム
 ・
ピ
ー
フ
ァ
ー
が
開
拓
 
村
 で
は
主
流
で
あ
り
、
天
空
霊
が
女
性
 
 
 

手
に
 想
 体
し
、
病
気
を
治
し
て
い
た
。
現
在
は
モ
ー
タ
 ム
 に
凌
駕
 さ
れ
 

コ
ー
ン
・
ハ
ク
サ
ー
は
男
性
の
所
有
物
と
な
り
、
女
性
は
す
が
る
 
 
 

な
っ
た
。
ま
た
、
特
定
の
精
霊
と
関
係
し
て
 カ を
持
つ
の
で
は
な
 
く
、
特
 

殊
 な
知
識
 
一
 
刺
青
、
薬
草
、
呪
文
 -
 で
あ
る
ウ
ィ
サ
ー
を
使
う
 

@
 @
 
と
も
あ
 

り
 、
師
弟
関
係
で
継
承
さ
れ
る
と
い
う
。
 

モ
ー
タ
 ム
 は
水
稲
耕
作
を
行
う
農
民
で
あ
り
、
師
匠
に
弟
子
入
り
 し
て
 

知
識
と
技
術
を
学
ぶ
。
師
弟
関
係
か
ら
流
派
が
作
ら
れ
、
 

D
 村
に
 は
 六
 つ
 

の
 流
派
が
こ
れ
ま
で
存
在
し
た
と
さ
れ
る
。
村
人
の
モ
ー
タ
ム
 
信
 奏
者
は
 

女
性
が
多
く
、
母
親
か
ら
 娘
 へ
と
信
奉
が
受
け
継
が
れ
た
り
、
 

親
 族
 内
部
 

で
も
妻
、
娘
が
信
奉
者
に
な
る
。
モ
ー
タ
 ム が
行
う
儀
礼
は
 
、
 ①
 祝
福
の
 

謂
経
 ②
安
産
祈
願
、
結
婚
や
仏
日
の
安
寧
祈
願
等
の
予
防
儀
礼
③
 
悪
霊
に
 

関
 わ
る
診
断
・
治
療
儀
礼
で
あ
る
。
 

モ
ー
タ
 ム
 の
殆
ど
は
親
族
の
た
め
に
儀
礼
を
な
す
が
、
親
族
や
村
 
を
越
 

え
て
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
を
集
め
る
モ
ー
タ
 ム
 が
少
数
い
る
。
最
大
勢
 力
 を
持
 

つ
 タ
ム
・
オ
ラ
ハ
ン
派
と
次
の
タ
ム
・
ル
ポ
ン
ポ
ー
派
に
属
す
る
 モー
タ
 

ム
は
 共
に
、
師
匠
か
ら
習
っ
て
腕
を
磨
い
た
の
で
あ
る
が
、
彼
等
 の
一
 
@
 
日
名
 

な
 師
匠
は
一
九
二
、
三
 
0
 年
頃
に
森
林
僧
か
ら
教
え
を
受
け
て
 ぃ
 る
 。
 師
 

匠
 達
は
東
北
タ
イ
男
性
の
慣
習
に
従
い
、
出
家
し
て
僧
侶
と
し
て
 0 期
間
 

を
 過
ご
し
、
止
観
行
、
仏
法
、
ウ
ィ
サ
ー
を
僧
侶
に
習
い
、
還
俗
 
し
て
 村
 

の
女
性
と
結
婚
し
た
。
一
九
四
、
五
 

0
 年
頃
に
は
村
の
男
た
ち
は
 、
開
墾
 

地
を
猛
獣
か
ら
守
り
、
家
族
を
病
気
か
ら
守
る
た
め
に
、
モ
ー
タ
 
ム
に
弟
 

 
 

さ
て
、
モ
ー
タ
 
ム
 の
開
祖
で
あ
る
森
林
 
僧
 で
あ
る
が
、
タ
イ
近
代
 
国
民
 

国
家
が
上
座
仏
教
を
国
教
化
し
て
文
化
統
合
を
図
り
、
中
央
集
権
 
 
 

作
る
際
に
特
殊
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
モ
ッ
ク
 ッ
ト
 親
王
が
  
 

純
化
・
刷
新
を
目
指
し
て
タ
ン
マ
ニ
ッ
ト
派
を
創
設
し
二
八
一
一
 

エ
 八
年
Ⅰ
 

巧
 
6
 

ラ
ー
マ
五
世
が
サ
ン
ガ
統
治
法
を
制
定
二
九
 0
 
二
年
一
し
た
時
 
期
に
 

 
 

 
 

東
北
タ
イ
に
は
森
林
で
止
観
行
を
行
う
頭
陀
行
僧
の
一
団
が
い
   

 
 

イ
 
・
サ
ン
ガ
は
カ
リ
ス
マ
的
僧
侶
マ
ン
 

師
 、
弟
子
の
シ
ン
、
 
テ
｜
  
 

ア
 ン
郎
等
に
タ
ン
マ
ニ
ッ
ト
派
僧
侶
と
し
て
東
北
タ
イ
で
布
教
 
す
 
る
よ
う
 

し
む
け
、
彼
等
の
瞑
想
修
行
を
中
心
に
し
た
多
く
の
森
の
寺
が
建
 
て
ら
れ
 

る
こ
と
に
な
っ
た
。
東
北
タ
イ
の
仏
教
化
が
進
め
ら
れ
た
こ
の
時
 
期
に
、
 

モ
ー
タ
 ム
 
の
開
祖
で
あ
る
森
林
 僧
が
 村
人
の
招
請
に
応
じ
て
 止
 住
し
た
 

り
 、
精
霊
を
追
い
払
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
モ
ー
タ
 
ム
 は
 、
森
 林
憎
め
 

・
瞑
想
 
待
 と
土
着
の
ウ
ィ
 
サ
 ー
を
習
合
さ
せ
、
実
践
仏
教
を
 担
う
 在
 

俗
の
仏
教
徒
と
し
て
、
東
北
タ
イ
の
仏
教
化
過
程
に
登
場
し
た
と
 
、
林
氏
 

は
 結
論
づ
け
た
。
 

第
六
章
村
落
宗
教
の
変
節
と
「
森
の
寺
」
一
九
八
 
0
 年
代
以
 降
、
 

タ
イ
の
商
品
経
済
は
村
落
社
会
を
世
界
経
済
や
消
費
社
会
に
巻
き
 
込
み
、
 

実
践
仏
教
は
大
き
な
変
貌
を
遂
げ
る
。
 

出
稼
 者
や
出
郷
者
の
布
施
  
 

村
落
寺
院
が
整
備
さ
れ
る
一
方
、
年
中
行
事
や
冠
婚
葬
祭
は
相
当
 
の
 費
用
 

を
 要
す
る
も
の
に
な
り
、
積
徳
行
は
顕
示
的
消
費
の
様
相
す
ら
 
ロ
 
王
 L
 し
て
 ミ
口
 

た
と
さ
れ
る
。
 
D
 村
で
 は
 同
村
出
身
の
頭
陀
行
 僧
 
-
 モ
ー
タ
ム
 経
 験
 を
含
 

む
 三
度
目
の
出
家
 
-
 が
 帰
還
し
た
時
に
、
僧
侶
の
親
族
や
村
の
有
 力
者
を
 

中
小
に
森
の
寺
ラ
ッ
ト
・
 
パ
よ
 
創
設
の
運
動
が
起
こ
り
、
 
吉
 
同
齢
者
の
 

魂
の
安
寧
を
求
め
る
需
要
も
あ
っ
て
実
現
し
た
。
日
常
生
活
の
慣
 
音
的
 実
 

践
は
村
落
寺
院
ラ
ッ
ト
・
バ
ー
ン
一
で
行
い
、
内
省
的
仏
道
の
 修
行
は
 

森
の
寺
で
行
 う
 と
い
う
分
業
が
で
き
っ
つ
あ
る
が
、
こ
れ
も
ま
た
 モ
ー
タ
 

ム
を
生
み
出
し
た
東
北
タ
イ
に
お
け
る
仏
教
布
教
の
歴
史
的
な
一
 

局
面
で
 



詳評 と紹介 

三
考
察
 

林
氏
は
 タ
ン
バ
 イ
ア
 が
看
過
し
た
守
護
 霊
 儀
礼
と
モ
ー
タ
 ム
 の
 問
 題
を
 

取
り
上
げ
た
こ
と
で
、
実
践
宗
教
の
歴
史
的
構
築
過
程
を
タ
イ
  
 

史
 、
民
族
社
会
の
位
相
に
お
い
て
把
握
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
 る
 。
 こ
 

の
点
に
お
い
て
タ
ン
バ
イ
ア
を
乗
り
越
え
て
は
い
る
が
、
林
氏
の
 
記
述
に
 

は
 、
人
類
学
と
い
う
字
間
の
性
格
に
由
来
す
る
の
か
、
体
系
的
 理
 解
へ
の
 

志
向
が
強
い
。
社
会
変
動
の
趨
勢
に
こ
だ
わ
る
社
会
学
か
ら
す
る
 
と
 気
に
 

あ
る
と
 

杯
川
底
 

4
 
は
 舌
口
 
う
 。
 

終
章
二
才
人
社
会
の
現
在
と
宗
教
実
践
の
行
方
冷
戦
体
制
の
 

崩
壊
 

と
 共
に
敵
対
し
て
い
た
ラ
オ
ス
と
タ
イ
は
、
一
九
八
 
0
 年
代
後
半
 
 
 

済
 、
文
化
交
流
を
促
進
さ
せ
、
観
光
に
よ
る
地
域
開
発
が
東
北
 
タ
 イ
、
ラ
 

オ
ス
双
方
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。
年
中
行
事
は
集
客
の
目
玉
に
な
 
り
、
守
 

護
 霊
祭
祀
を
復
活
さ
せ
た
と
こ
ろ
も
あ
る
と
い
う
。
か
つ
て
ラ
オ
 
入
社
会
 

に
お
い
て
政
治
・
経
済
、
宗
教
の
各
領
域
に
お
い
て
タ
イ
化
と
い
 
う
 開
発
 

が
 
一
世
紀
近
く
な
さ
れ
て
き
た
が
、
現
在
、
「
ラ
オ
」
或
い
は
 

一
 
 
 

ン
 」
は
エ
ス
ニ
ッ
ク
な
も
の
、
「
文
化
」
と
し
て
評
価
さ
れ
、
 

東
  
 

人
は
自
ら
の
文
化
に
自
信
を
持
ち
始
め
て
い
る
。
彼
等
の
宗
教
 
世
 弄
 は
 隣
 

接
 す
る
民
族
間
関
係
、
国
家
政
策
、
経
済
発
展
に
よ
り
変
容
を
遂
 
 
 

ろ
 。
し
か
し
、
実
践
宗
教
の
担
い
手
で
あ
る
生
活
者
が
新
た
な
 
実
 践
と
表
 

象
を
日
々
作
り
出
し
て
い
る
事
実
に
変
わ
り
な
い
こ
と
を
、
林
氏
 
は
 最
後
 

に
 念
を
押
し
て
い
る
。
 

付
録
モ
ー
タ
 ム
 に
な
る
こ
と
ー
ロ
 述
主
 に
見
る
師
弟
関
係
の
 
年
譜
 

 
 

ま
で
 

辿
り
、
現
在
の
モ
ー
タ
 ム
 ま
で
系
譜
関
係
を
明
ら
か
に
し
た
。
 

な
る
点
が
あ
る
。
 

生
態
学
的
変
動
を
ふ
ま
え
た
冥
界
と
生
活
世
界
、
森
林
と
 
村
 ・
 農
  
 

対
比
は
説
得
力
が
あ
る
。
し
か
し
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
四
十
モ
記
述
 
.
@
.
 

@
,
 
牛
ネ
 

こ
 @
 
。
 
@
 

て
 、
「
未
開
の
地
を
求
め
て
移
動
す
る
男
性
に
と
っ
て
女
桂
は
そ
 
 
 

生
き
て
い
く
た
め
の
最
大
の
他
者
」
「
女
性
が
生
涯
異
男
 
の
力
 に
 
さ
ら
さ
 

れ
る
」
と
 圭
 白
か
れ
て
い
る
が
、
一
時
 
占
で
 抽
出
し
た
構
造
を
 シ
ン
  
 

ム
 
の
中
に
固
定
化
さ
せ
て
し
ま
う
恐
れ
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
 
り
、
生
 

態
 学
的
変
動
同
様
に
、
家
族
・
親
族
と
い
っ
た
社
会
関
係
に
つ
い
 
て
も
 大
 

き
な
変
動
が
あ
る
。
女
性
の
従
属
的
な
位
階
構
造
に
も
ゆ
ら
ぎ
が
 
 
 

 
 

或
い
は
、
実
践
仏
教
の
世
俗
化
へ
の
対
抗
軸
と
し
て
森
の
寺
に
お
 
 
 

内
向
化
、
信
仰
の
個
人
的
求
心
化
を
提
示
し
て
い
る
が
、
 

D
 村
の
 森
 の
 寺
 

の
事
例
か
ら
こ
こ
ま
で
言
え
る
の
で
あ
ろ
向
か
。
 

林
 氏
自
身
、
「
 森
 の
 寺
 

開
設
後
に
 
D
 村
で
の
宗
教
実
践
に
は
、
東
北
タ
イ
の
他
村
と
比
べ
 
 
 

っ
た
 
変
化
は
み
ら
れ
な
い
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
森
の
寺
 
に
は
執
政
 

五
経
緯
、
年
代
、
活
動
形
態
に
よ
っ
て
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
 
こ
と
が
 

指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
後
に
あ
げ
る
開
発
 僧 の
よ
う
に
伝
統
仏
教
 
 
 

を
 越
え
て
活
動
し
て
い
る
事
例
を
あ
げ
た
方
が
対
抗
 
軸
 と
い
う
 表
 現
 が
ふ
 

さ
わ
し
い
の
で
は
な
い
か
。
 

内
向
化
の
先
行
き
で
あ
る
が
、
評
者
は
、
も
う
少
し
複
雑
な
経
緯
 
が
 め
 

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
タ
ン
マ
カ
ー
イ
式
瞑
想
 
法
 で
多
く
の
信
者
 
 
 

を
集
め
た
上
座
仏
教
寺
院
と
信
奉
者
集
団
で
構
成
さ
れ
る
タ
ン
 マ   

 
 

は
 、
当
初
内
省
的
仏
教
を
志
向
し
、
消
費
社
会
化
し
た
タ
イ
 
仕
ふ
 五
で
不
安
 

を
感
じ
る
中
間
層
の
需
要
に
応
じ
て
い
る
と
い
う
議
論
す
ら
一
九
 
九
 0
 

年
竹
 

 
 

代
 に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
現
在
、
消
費
主
義
の
仏
教
と
し
て
マ
ス
 
メ
デ
ィ
 



ア
 及
び
知
識
人
か
ら
総
攻
撃
を
受
け
て
い
る
。
或
い
は
森
林
 
僧
ブ
 ア
 老
師
 

の
国
家
救
済
計
画
の
よ
う
に
、
内
向
性
の
象
徴
で
あ
る
森
の
寺
 
と
 森
林
 僧
 

の
 カ
リ
ス
マ
が
タ
イ
政
治
に
用
い
ら
れ
て
い
る
事
例
も
あ
る
。
 

こ
  
 

仏
教
と
政
治
、
社
会
変
動
の
か
ら
み
は
 複椎
 で
あ
り
、
し
か
も
、
 
タ
イ
 曲
辰
 

村
社
会
を
も
巻
き
込
ん
で
い
く
大
き
な
う
ね
り
で
あ
る
。
現
代
の
 
 
 

教
 界
の
動
向
に
言
及
さ
れ
た
上
で
、
内
向
化
の
行
方
に
も
議
論
を
 
進
め
て
 

ほ
し
か
っ
た
と
思
う
。
 

と
こ
ろ
で
、
林
氏
が
十
分
論
じ
き
れ
な
か
っ
た
と
述
べ
、
今
後
の
 
課
題
 

と
し
て
あ
げ
た
①
仏
教
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
問
題
②
開
発
 
僧
は
 つ
い
 て
は
、
 

か
な
り
本
書
で
議
論
の
素
材
が
提
供
さ
れ
て
い
る
よ
 
う
 に
思
わ
れ
 る
 。
 タ
 

ィ
 の
上
座
仏
教
、
モ
ー
タ
 
ム
 は
宗
教
的
救
済
の
主
体
を
男
性
に
限
 定し
、
 

女
性
を
養
育
者
と
し
て
の
母
、
す
が
る
も
の
と
し
て
の
 
娘
 と
し
て
 表
象
 し
 

て
き
た
。
女
性
が
こ
の
よ
う
な
言
説
を
全
面
的
に
受
容
 
し
 、
身
体
  
 

い
る
か
ど
う
か
は
議
論
を
要
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
林
氏
 
は
、
 モ
 ー
 ラ
 

ム
 ・
ピ
ー
フ
ァ
ー
を
モ
ー
タ
 
ム
 が
毛
嫌
い
す
る
こ
と
、
こ
の
数
十
 午
で
治
 

威
儀
礼
の
仏
教
化
・
男
性
化
が
進
め
ら
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
 ぃ
  
 

教
の
家
父
長
制
的
言
説
構
造
を
批
判
す
る
だ
け
で
は
解
け
な
い
 
実
 践
 宗
教
 

レ
ベ
ル
の
構
造
的
問
題
が
示
唆
さ
れ
て
お
り
、
貴
重
で
あ
る
。
 

開
発
僧
の
話
題
も
ま
た
、
モ
ー
タ
ム
同
様
、
森
林
 
僧
と
 開
拓
村
落
 の
関
 

係
 が
関
わ
っ
て
お
り
、
現
在
開
発
 僧
 と
し
て
研
究
者
や
 
N
G
O
 が
 注
目
す
 

る
 僧
侶
の
実
践
の
半
分
は
、
止
観
に
よ
る
過
剰
な
欲
望
の
節
制
、
 

 
 

１
を
生
か
し
た
治
癒
行
為
で
あ
る
。
ま
た
、
政
治
家
や
実
業
家
が
 
森
林
の
 

僧
に
 多
額
の
布
施
を
行
い
、
地
域
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
起
き
る
 よ
う
な
 

側
 も
あ
る
。
サ
リ
ッ
ト
に
よ
る
東
北
タ
イ
開
発
に
 サ
 ン
 ガ
 が
動
員
 さ
れ
た
 

中
で
、
地
域
の
僧
侶
が
開
発
を
志
向
し
た
経
緯
が
あ
り
、
開
発
 
僧
 の
事
例
 

も
 、
林
氏
が
言
う
と
こ
ろ
の
東
北
タ
イ
仏
教
化
過
程
の
一
段
階
 で
あ
ろ
 

 
  

 

 
 

 
 

以
上
、
林
氏
の
考
察
や
課
題
提
示
に
対
す
る
評
者
な
り
の
感
想
を
 
 
 

 
 

 
 

て
き
た
が
、
そ
れ
ら
は
本
書
に
対
す
る
批
判
と
い
う
よ
り
も
、
 

林
 
 
 

り
 開
か
れ
た
実
践
仏
教
研
究
の
地
平
に
、
ま
だ
未
解
決
の
問
題
が
 
 
 

そ
れ
は
後
進
の
研
究
者
に
残
さ
れ
て
い
る
と
い
う
確
認
で
あ
る
。
 

評
者
の
 

力
 不
足
、
紙
幅
の
関
係
で
、
十
分
に
本
書
の
内
容
を
紹
介
し
き
れ
 
て
い
な
 

い
 
の
が
残
念
で
あ
る
が
、
読
者
の
方
々
に
は
林
氏
の
タ
 
イ
 研
究
 二
  
 

成
果
を
堪
能
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
う
。
 



書評と紹介 

塩
尻
和
子
 

本
書
は
社
会
人
類
学
的
視
点
か
ら
ア
ラ
ブ
・
ム
ス
リ
ム
世
界
を
二
 
O
 年
 

間
 に
わ
た
っ
て
調
査
・
研
究
し
て
き
た
著
者
が
東
京
都
立
大
字
 大
学
院
 

社
会
科
学
研
究
科
に
一
九
九
七
年
度
に
提
出
し
た
学
位
請
求
論
 文
 を
加
 

筆
 
・
集
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
出
版
に
際
し
て
著
者
は
博
士
論
 文
か
ら
 

最
後
の
二
章
を
割
愛
し
、
第
一
章
を
書
き
下
ろ
し
て
い
る
が
、
 

他
 の
 章
は
 

す
べ
て
こ
れ
ま
で
発
表
し
て
き
た
論
文
が
も
と
に
な
っ
て
お
り
、
 

 
 

論
文
集
の
か
た
ち
を
と
っ
て
い
る
。
本
書
に
は
戸
ロ
 下
 ヨ
 %
0
 っ
 。
 -
0
 
幅
 -
 
い
い
 
一
 

下
で
 弔
 o
p
 各
 （
 
0
 臼
 。
 ま
 0
 口
目
 コ
 ㏄
 コ
主
 打豆
 日
 
と
い
う
英
語
の
題
が
 
つ
い
て
 

い
る
。
著
者
は
「
あ
と
が
き
」
で
、
「
近
代
・
イ
ス
ラ
ー
ム
」
と
 

い
，
 
Ⅰ
 
ノ
 
自
主
日
 

名
は
 
つ
い
て
独
自
の
思
い
人
れ
を
抱
い
て
お
り
、
「
近
代
」
、
「
 
イ
 
ス
ラ
ー
 

ム
 」
、
「
人
類
学
」
と
い
う
三
つ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
か
ら
ア
ラ
ブ
・
 

ム
  
 

社
会
、
と
く
に
著
者
が
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
対
象
と
し
た
 エジ
 プ
ト
と
 

ス
ー
ダ
ン
の
社
会
を
分
析
し
よ
う
と
し
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
 

「
近
代
」
 

と
「
イ
ス
ラ
ー
ム
」
の
双
方
に
つ
い
て
の
人
類
学
的
研
究
と
で
も
 
 
 

だ
ろ
う
。
 

評
者
は
人
類
字
（
文
化
人
類
学
で
あ
れ
社
会
人
類
学
で
あ
れ
）
に
 
 
 

東
京
大
学
出
版
会
 
二
 0
0
0
 
年
 九
月
五
日
刊
 

A
5
 判
 

三
 0
 八
頁
五
六
 0
0
 
円
 

大
塚
和
夫
 著
 

「
近
代
・
イ
ス
ラ
ー
ム
の
人
類
学
」
 

外
 漢
で
あ
り
、
著
者
の
真
意
を
充
分
に
し
か
も
正
確
に
汲
み
取
る
 こ
と
が
 

で
き
る
か
ど
う
か
不
安
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
あ
る
 
時
 期
 、
著
 

者
 と
同
じ
フ
ィ
ー
ル
ド
に
滞
在
し
、
著
者
の
真
摯
な
調
査
・
研
究
 
を
 間
近
 

に
 見
聞
き
し
た
経
験
か
ら
、
ア
ラ
フ
・
ム
ス
リ
ム
社
会
を
対
象
と
 した
こ
 

の
よ
う
な
研
究
書
が
出
版
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
の
多
大
な
意
義
 
を
感
じ
 

る
 。
近
年
、
我
が
国
に
お
い
て
も
イ
ス
ラ
ー
ム
社
会
の
歴
史
的
背
 
景
 と
社
 

全
的
現
実
に
関
す
る
研
究
が
進
ん
で
き
て
い
る
が
、
そ
の
な
か
で
 
0
 本
書
 

は
 異
文
化
理
解
の
立
場
か
ら
ア
ラ
ブ
・
ム
ス
リ
ム
社
会
に
み
ら
れ
 る
さ
ま
 

ざ
ま
な
現
象
を
客
観
的
、
価
値
中
立
的
に
分
析
し
、
し
か
も
め
 
か
  
 

く
 説
明
し
た
貴
重
な
研
究
書
で
あ
る
。
 

第
一
章
「
 
序
｜
 近
代
・
イ
ス
ラ
ー
ム
・
人
類
学
」
で
は
「
人
類
 堂，
 
」
 

を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
点
を
検
証
し
つ
つ
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
 ニ
   

況
 、
帝
国
主
義
批
判
、
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
、
 

な
ビ
 か
ら
投
げ
か
  
 

る
 人
類
学
に
対
す
る
批
判
を
紹
介
し
て
い
く
。
そ
の
上
で
著
者
は
 「
・
・
・
 

，
レ
 

か
に
限
界
が
あ
ろ
う
と
も
、
フ
ィ
ー
ル
ド
フ
ー
 
ク
 に
も
と
づ
く
 経
 験
 主
義
 

的
な
情
報
収
集
は
 
、
 少
な
く
と
も
今
の
時
点
で
は
そ
れ
な
り
の
 価 値
 が
あ
 

る
も
の
と
私
は
信
じ
て
い
る
」
入
貢
 一
 と
し
て
、
異
文
化
の
た
 だ
な
か
 

へ
 出
か
け
て
行
き
、
そ
こ
で
現
地
の
人
々
と
時
間
と
空
間
を
共
有
 
す
る
と
 

い
う
作
業
を
な
す
こ
と
は
、
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
 

や
オ
 ク
シ
デ
ン
  
 

ム
 と
い
っ
た
文
化
的
排
他
主
義
を
相
対
化
す
る
た
め
に
有
効
な
回
 
路
で
あ
 

り
 経
験
科
学
で
あ
る
と
舌
口
 う
 。
そ
の
立
場
を
明
確
に
す
る
キ
ー
ワ
   

「
小
文
字
で
書
か
れ
た
複
数
の
イ
ス
ラ
ー
ム
」
で
あ
る
。
著
者
は
 

普
遍
的
 

 
 

で
 本
質
正
義
的
な
イ
ス
ラ
ー
ム
を
「
大
文
字
で
書
か
れ
た
イ
ス
ラ
 
１
ム
」
 

と
 呼
び
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
や
地
域
の
状
況
に
応
じ
て
現
れ
て
く
 る
さ
ま
㏄
 

 
 

ざ
ま
な
イ
ス
ラ
ー
ム
、
す
な
む
ち
「
小
文
字
で
書
か
れ
た
イ
ス
ラ
 
 
 



か
ら
区
別
す
る
。
著
者
の
人
類
学
の
対
象
は
 
、
 人
々
に
よ
っ
て
 
実
 生
活
の
 

な
か
で
実
践
さ
れ
、
多
様
な
様
相
を
纏
っ
て
展
開
す
る
日
常
の
 
イ
 
ス
ラ
ー
 

ム
 で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
イ
ス
ラ
ー
ム
を
生
き
る
人
々
、
つ
ま
り
 
 
 

ム
 
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
小
文
字
で
書
か
れ
た
複
数
の
イ
ス
ラ
ー
 
ム
 」
に
 

ば
 素
朴
で
敬
虔
な
人
々
か
ら
宗
教
復
興
主
義
を
標
 傍 す
る
グ
ル
ー
 
プ
、
社
 

会
 改
革
運
動
に
違
 
進
 す
る
政
治
的
な
集
団
ま
で
、
ア
ラ
ブ
・
 

 
 

界
 の
す
べ
て
の
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
を
含
ん
で
お
り
、
そ
の
意
味
で
 
は
 著
者
 

の
姿
勢
は
、
現
実
に
生
き
る
包
括
的
な
イ
ス
ラ
ー
ム
の
あ
り
よ
う
 
を
 追
求
 

す
る
も
の
で
あ
る
。
 

さ
ま
ざ
ま
な
様
相
を
纏
っ
て
現
れ
る
現
代
の
イ
ス
ラ
ー
ム
も
「
 
近
 倖
 Ⅱ
」
 

と
い
う
枠
組
み
か
ら
逃
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
政
治
経
済
的
な
 
 
 

は
も
と
よ
り
、
大
タ
 
0
 日
常
生
活
上
に
も
い
わ
ぬ
 
る
 グ
ロ
ー
バ
ル
 
化
の
進
 

行
 度
は
著
し
い
。
「
近
代
」
と
い
う
概
念
が
西
洋
中
心
的
視
点
を
 
も
つ
も
 

の
で
あ
る
と
し
て
も
、
近
年
の
イ
ス
ラ
ー
ム
復
興
主
義
的
運
動
を
 
推
進
し
 

て
い
る
若
者
た
ち
が
、
ま
さ
に
近
代
の
影
響
を
う
け
て
成
長
し
  
 

な
 思
潮
の
な
か
で
活
動
し
て
い
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
た
と
え
 
ば
 
一
九
 

八
一
年
に
サ
ー
ダ
ー
ト
大
統
領
を
暗
殺
し
た
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
者
 
 
 

は
 
「
世
俗
的
な
高
等
教
育
」
を
つ
け
た
若
者
た
ち
で
あ
り
、
 

い
 わ
 ば
 
「
 近
 

代
の
申
し
子
」
で
あ
っ
た
二
一
六
 0 頁
 Ⅰ
 

第
一
章
の
終
わ
り
に
、
著
者
は
ア
ラ
フ
・
ム
ス
リ
ム
世
界
を
と
り
 ま
く
 

近
代
の
諸
問
題
を
分
析
す
る
人
類
学
も
ま
た
近
代
の
所
産
で
あ
 る
 点
に
 

「
近
代
の
問
題
」
の
困
難
さ
と
複
雑
さ
と
を
認
め
て
い
る
。
そ
の
 

 
 

し
て
「
人
類
学
に
限
ら
ず
「
世
俗
的
」
学
問
分
野
は
 、
へ
 近
代
的
 ）
政
教
 

分
離
を
前
提
と
し
て
分
析
を
進
め
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
 
イ
ス
 ラ
ー
ム
 

幸
義
者
は
も
と
よ
り
、
多
く
の
ム
ス
リ
ム
は
「
政
教
一
元
ぬ
哩
を
 
唱
え
て
 

い
る
。
そ
う
だ
と
し
た
な
ら
 
ぱ
 、
人
類
学
的
イ
ス
ラ
ー
ム
研
究
は
 、
ム
ス
 

 
 

リ
ム
の
世
界
認
識
に
対
す
る
「
暴
力
的
な
介
入
」
に
な
ら
な
い
の
 だ
ろ
う
Ⅳ
 

 
 

か
 」
 二
一
 0
 真
一
と
い
う
疑
問
を
謙
虚
に
投
げ
か
け
て
い
る
。
 

 
 
 
 

し
か
し
、
そ
も
そ
も
人
類
学
 -
 文
化
人
類
学
で
あ
れ
社
会
人
題
字
 
で
あ
 

れ
 -
 が
 異
な
る
世
界
の
民
族
を
対
象
と
し
、
そ
の
社
会
・
政
治
・
 

経
済
・
 

・
宗
教
な
ど
を
広
範
囲
に
調
査
・
研
究
す
る
学
問
分
野
で
あ
 

る
か
ぎ
 

り
 、
「
暴
力
的
な
介
入
」
の
危
険
性
は
つ
い
て
ま
わ
る
と
い
う
こ
 
と
が
で
 

き
る
。
人
類
学
で
は
調
査
さ
れ
る
社
会
の
あ
り
よ
う
が
西
洋
型
の
 
 
 

社
会
と
は
異
な
っ
て
い
れ
ば
い
る
ほ
ど
、
つ
ま
り
、
で
き
る
だ
け
 
 
 

事
例
を
多
く
収
集
す
る
こ
と
が
学
問
的
に
有
意
義
な
研
究
成
果
と
 
な
る
と
 

い
う
傾
向
が
み
ら
れ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
そ
の
際
に
問
題
と
な
 
 
 

調
査
す
る
側
の
「
暴
力
的
介
入
」
で
あ
る
。
調
査
す
る
側
の
論
理
 
が
 調
査
 

さ
れ
る
側
の
論
理
と
い
か
に
し
て
よ
り
よ
い
調
和
を
保
つ
こ
と
が
 
で
き
る
 

の
か
、
い
か
に
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
形
態
を
収
集
し
な
が
ら
 
「
人
間
 

性
 」
と
い
う
共
通
の
洞
察
を
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
の
か
 
、
と
 

ぅ
 議
論
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
問
題
占
を
検
討
し
て
 い か
な
け
れ
ば
 
な
ら
な
 

い
で
あ
ろ
う
。
 

第
二
章
以
降
で
は
、
ア
ラ
ブ
・
ム
ス
リ
ム
世
界
に
お
け
る
実
証
的
 
調
査
 

に
お
い
て
、
著
者
 
は
 さ
ま
ざ
ま
な
事
例
を
紹
介
し
つ
つ
、
他
の
学
 者に
よ
 

る
 研
究
や
理
論
を
援
用
し
な
が
ら
、
現
地
の
人
間
・
文
化
・
サ
ム
 

ム
ほ
 つ
い
 

て
の
相
互
関
係
を
注
意
深
く
、
そ
し
て
わ
か
り
や
す
く
分
析
し
て
 
い
て
 

興
味
深
い
。
 

第
二
章
「
時
間
 ｜
 太陽
 と
 月
と
ク
オ
ー
ツ
」
で
は
ム
ス
リ
ム
の
 時
間
 

観
念
が
南
ス
ー
ダ
ン
の
ヌ
エ
ル
社
会
の
「
構
造
的
時
間
」
と
は
 
異
  
 

「
あ
た
か
も
実
在
す
る
も
の
の
ご
と
く
」
三
五
頁
 -
 把
握
さ
れ
 て
い
る
 



書評     

と
し
て
、
ム
ス
リ
ム
社
会
が
当
初
か
ら
高
度
に
発
達
し
た
文
字
文
 
 
 

か
で
培
わ
れ
て
き
た
こ
と
を
語
る
。
イ
ス
ラ
ー
ム
 

暦
 
（
ヒ
ジ
ュ
ラ
 暦
一
は
 

西
暦
六
二
二
年
を
元
年
と
す
る
純
粋
な
太
陰
暦
で
あ
る
が
、
一
日
 
五
回
の
 

礼
拝
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
で
は
、
人
々
の
 
生
活
上
 

に
も
「
時
間
」
は
ま
さ
に
実
在
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
実
在
 
的
な
時
 

間
は
自
然
現
象
に
お
お
き
く
依
拠
し
て
い
る
こ
と
も
ま
た
事
実
で
 
あ
る
。
 

つ
ま
り
一
日
の
始
ま
り
と
終
わ
り
は
日
没
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
  
 

の
 開
始
は
月
の
連
行
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
 
時
間
観
 

念
を
著
者
は
「
イ
ス
ラ
ー
ム
 的
 時
間
分
節
」
二
天
 ｜
 ニ
セ
 頁
 -
 と
 呼
び
、
 

礼
拝
の
時
に
よ
っ
て
一
日
が
細
か
く
分
節
さ
れ
て
い
る
事
例
を
 
サ
  
 

ラ
ビ
ア
で
の
調
査
か
ら
紹
介
す
る
。
ま
た
こ
れ
と
は
対
照
的
に
 
、
 ム
コ
日
の
 

機
械
時
計
、
す
な
わ
ち
ク
オ
ー
ツ
時
計
の
時
刻
の
普
及
に
よ
っ
て
 
礼
拝
 時
 

刻
が
 定
時
化
し
た
事
例
を
北
ス
ー
ダ
ン
の
調
査
・
か
ら
考
察
し
て
い
 

る
 。
 

著
者
が
「
 暦
と
 時
刻
」
の
時
間
分
節
の
方
法
を
「
計
時
法
の
「
 
自
 殊
ご
 

と
「
文
化
 ヒ
 
-
 
四
五
頁
 一
 と
し
て
対
比
的
に
分
析
し
て
い
る
点
は
 

興
味
深
 

い
が
、
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
に
独
自
の
「
時
間
観
念
」
の
分
析
に
曲
 

文
字
性
 

会
の
 ヌ
エ
ル
と
の
対
比
を
用
い
る
こ
と
は
不
必
要
で
は
な
か
っ
た
 
 
 

し
ろ
、
同
様
に
複
数
の
「
自
炊
 

と
 文
化
」
の
計
時
法
を
も
つ
他
の
 地
域
、
 

た
と
え
ば
日
本
な
ど
も
視
野
に
い
れ
た
新
し
い
比
較
文
化
的
検
討
 
 
 

ば
 、
い
っ
そ
う
興
味
深
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
 

第
三
章
で
は
「
空
間
 ｜
 幾何
学
的
空
間
と
行
動
的
空
間
」
と
 題
 し
て
 

ス
ー
ダ
ン
の
村
落
と
屋
敷
地
の
配
置
が
チ
ュ
ニ
ス
の
旧
市
街
メ
デ
 
ィ
ナ
と
 

比
較
的
に
論
じ
ら
れ
る
。
 
北
 ス
ー
ダ
ン
の
村
落
は
著
者
が
一
九
九
 

四
年
に
 

実
際
に
調
査
に
入
っ
た
フ
ィ
ー
ル
ド
で
あ
り
、
村
落
の
空
間
構
成
 
が
 生
き
 

生
き
と
描
か
れ
て
い
る
。
著
者
は
建
築
史
学
者
、
井
上
充
夫
の
説
 
を
 引
用
 

し
な
が
ら
「
 
烏
轍
的
視
 占
か
ら
眺
め
れ
 
ば
 雑
然
と
し
て
 
軸
 秩
序
 こ
 
の
上
 を
 

い
 メ
デ
ィ
ナ
 
-
 旧
市
街
 -
 
の
道
路
網
や
広
場
の
配
置
も
、
そ
の
な
 

か
で
 暮
 

ら
し
、
そ
こ
で
「
行
動
」
す
る
人
の
虫
酸
図
竹
視
野
か
ら
す
れ
ば
 
一
ト
 
疋
 

の
 秩
序
だ
っ
た
構
成
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」
二
八
五
頁
 
-
 と
い
 

う
 仮
説
を
立
て
る
。
 

研
究
は
実
地
調
査
を
お
こ
な
う
こ
と
に
よ
っ
て
新
た
な
官
次
を
与
 

構
造
を
比
較
す
る
研
究
は
は
じ
め
て
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
 

が
 、
ス
ー
ダ
ン
の
小
さ
な
村
落
と
チ
ュ
ニ
ス
と
い
う
古
来
の
商
業
 

が
と
り
わ
け
興
味
深
く
思
わ
れ
た
。
 

る
も
の
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
評
者
に
は
ス
ー
ダ
ン
の
村
落
に
関
す
 

ス
ラ
ー
ム
都
市
」
に
関
す
る
研
究
が
い
く
つ
か
出
版
，
発
表
さ
れ
 

ア
ラ
ブ
・
ム
ス
リ
ム
社
会
の
居
住
空
間
に
つ
い
て
は
我
が
国
で
も
 

 
 よ

う
な
 

る
 記
述
 

ぇ
 ら
れ
 

て
い
る
 

「
 イ
 

第
四
章
「
都
市
１
１
沙
漠
と
交
通
」
は
沙
漠
と
都
市
の
対
比
的
研
 
究
で
 

あ
る
が
、
著
者
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
い
う
よ
り
文
献
を
用
い
 
た
 分
析
 

と
な
っ
て
い
る
占
が
惜
し
ま
れ
る
。
た
と
え
ば
、
著
者
は
「
 都
  
 

漠
 」
と
い
う
二
項
対
立
の
構
図
を
 、 イ
ブ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
 

-
 一
四
 O
 

六
年
没
一
が
「
歴
史
序
説
」
の
な
か
で
展
開
し
た
「
連
帯
意
識
 」
（
ア
サ
 

ビ
ー
 ヤ
 ）
理
論
に
当
て
は
め
て
紹
介
し
て
い
る
。
し
か
し
、
著
者
 
 
 

し
た
 ゲ
ル
ナ
ー
の
説
に
よ
れ
ば
イ
ブ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
 
ン
 の
図
式
 は
す
べ
 

て
の
 ア
ラ
ブ
・
ム
ス
リ
ム
世
界
に
適
合
す
る
も
の
で
は
な
い
。
 

こ
  
 

著
者
自
身
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
踏
ま
え
た
 著
舌
 袖
山
の
検
討
 
が
 待
た
 

 
  
 

れ
る
分
野
で
も
あ
る
。
 

 
 

 
 
 
 

本
書
に
は
西
洋
や
日
本
の
学
者
の
研
究
成
果
が
多
く
引
用
さ
れ
、
 

ア
ラ
 

フ
 
・
ム
ス
リ
ム
世
界
の
現
象
を
分
析
す
る
際
の
比
較
検
討
材
料
と
 

 
 

い
ろ
。
そ
れ
が
き
わ
め
て
効
果
的
な
場
合
も
あ
る
が
、
社
会
人
類
 
学
 と
し
 



て
は
、
実
地
調
査
の
デ
ー
タ
を
も
と
に
し
た
研
究
者
独
自
の
比
較
 
研
究
が
 

望
ま
し
い
の
で
は
な
い
か
、
と
思
わ
れ
る
箇
所
が
多
い
。
文
献
学
 
や
 歴
史
 

学
の
方
法
論
を
用
い
て
Ⅰ
類
字
的
研
究
を
お
こ
な
う
こ
と
も
重
要
 
で
あ
る
 

が
 、
豊
富
な
実
地
研
究
の
許
 積
 を
も
つ
著
者
に
は
現
実
社
会
の
生
 き
た
 実
 

例
 と
い
う
デ
ー
タ
を
こ
そ
丹
祈
し
て
欲
し
か
っ
た
。
 

そ
う
い
う
問
題
は
第
五
市
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
 ｜
 消し
去
ら
れ
る
 
身
 体
 」
 

に
も
み
ら
れ
る
。
著
者
が
男
性
で
あ
り
、
男
女
隔
離
の
厳
し
い
 

イ
 
ス
ラ
ー
 

ム
 圏
で
女
性
の
世
界
を
調
査
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
り
、
時
に
は
 
不
可
能
 

で
あ
る
と
い
う
点
を
差
し
引
い
て
も
、
実
地
調
査
に
も
と
づ
く
 
研
 究
 よ
り
 

も
 、
欧
米
の
研
究
書
を
も
と
に
し
た
分
析
に
終
わ
っ
て
い
る
こ
と
 
が
 残
念
 

で
あ
る
。
ア
ラ
フ
・
ム
ス
リ
ム
世
界
で
み
ら
れ
る
女
性
を
め
ぐ
る
 
悲
劇
の
 

多
く
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
と
い
う
よ
り
地
中
海
世
界
の
「
 恥
 と
名
 誉
 の
 伝
 

統
 」
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
土
着
の
社
会
的
，
 文
  
 

統
 、
舌
ロ
い
か
え
れ
ば
因
習
的
な
風
習
は
イ
ス
ラ
ー
ム
の
名
の
も
と
 

 
 

力
 を
も
っ
て
つ
き
つ
け
ら
れ
る
巨
大
な
刃
と
な
っ
て
、
女
性
の
 
ム
 
印
を
悪
月
 か
 

す
 。
し
か
し
、
文
学
や
評
論
な
ど
は
、
そ
の
よ
う
な
事
態
を
現
実
 
 
 

デ
フ
ォ
ル
メ
し
た
か
た
ち
で
表
現
す
る
こ
と
ほ
な
い
で
あ
ろ
向
か
 
。
実
際
 

の
 彼
女
た
ち
の
日
常
は
 
ビ
 の
よ
う
な
も
の
と
し
て
把
握
さ
れ
る
の
 

で
あ
ろ
 

う
か
。
私
た
ち
が
知
り
た
い
の
ほ
普
段
の
彼
女
た
ち
の
生
き
方
で
 
 
 

人
間
と
し
て
普
遍
的
な
「
今
の
命
」
を
生
き
る
ひ
と
り
ひ
と
り
の
 
女
性
 た
 

ち
の
姿
で
あ
る
。
 

評
者
は
ア
ラ
ブ
，
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
に
は
、
私
た
ち
日
本
人
が
相
 

ゅ
 
像
 す
 

る
こ
と
も
で
き
な
い
独
自
の
伝
統
文
化
を
生
き
る
女
性
の
生
き
方
 
な
ど
な
 

い
と
舌
口
う
つ
も
り
は
、
決
し
て
な
い
。
評
者
も
ま
た
長
い
年
月
、
 

ェ
 ジ
 ブ
 

ト
 、
ス
ー
ダ
ン
、
ヨ
ル
ダ
ン
な
ど
で
生
活
し
た
経
験
が
あ
り
、
 

現
 地
の
女
 

性
 た
ち
の
厳
し
く
生
々
し
い
日
常
の
あ
り
よ
う
を
見
聞
き
し
て
き
 
 
 

 
 

で
あ
る
。
そ
れ
だ
か
ら
こ
そ
、
彼
女
た
ち
の
「
消
さ
れ
た
身
体
」
 

で
は
な
Ⅳ
 

 
 

く
 、
女
性
と
し
て
母
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
生
き
る
健
気
な
 
姿
を
 、
 

 
 
 
 

「
消
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
身
体
」
を
、
す
な
わ
ち
人
間
と
し
て
の
 

並
 
円
通
約
 

な
 価
値
観
を
研
究
者
が
表
現
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
考
え
て
行
き
 
 
 

で
あ
る
。
 

が
 地
中
海
の
北
岸
部
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
キ
リ
ス
ト
教
 -
C
 特
性
祥
 -
 

も
 用
い
て
い
る
。
ゲ
ル
ナ
ー
の
図
式
は
、
い
わ
ば
本
書
の
縦
軸
に
 

三
頁
 -
 に
 説
明
さ
れ
て
い
る
が
、
著
者
は
そ
れ
以
前
の
箇
所
で
も
 

を
 、
さ
ま
ざ
ま
な
現
象
か
ら
分
析
し
整
理
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
 

１
 0
 図
式
で
あ
る
。
こ
の
図
式
は
第
十
重
の
な
か
ほ
ど
三
四
二
 

こ
の
五
つ
の
章
を
通
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
検
討
モ
デ
ル
は
 
E
.
 

い
る
観
が
あ
る
。
こ
の
対
比
図
式
は
比
較
宗
教
学
的
見
地
か
ら
 
ゲ
 

第
六
章
か
ら
第
十
 章
 ま
で
は
、
近
代
の
イ
ス
ラ
ー
ム
の
形
態
的
 

 
 あ

る
。
 

｜
 二
四
 

と
、
 
@
%
 

な
っ
て
 

 
 

 
 

変
容
 

軍
部
 の
 イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
一
 
P
 特
性
 祥
 -
 
と
の
宗
教
的
特
性
を
説
 呪
 す
る
 

た
め
に
用
い
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
著
者
は
こ
の
区
分
を
 
ヵ
ト
  
 

-
C
-
 と
 プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
（
 
P
 ）
と
の
対
比
に
基
づ
い
て
作
ら
 
 
 

の
で
は
な
い
か
と
考
え
、
中
世
的
イ
ス
ラ
ー
ム
と
近
代
的
イ
ス
ラ
 
 
 

0
 対
比
に
用
い
て
み
て
、
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
キ
リ
ス
ト
教
の
歴
史
 
的
 経
験
 

と
 イ
ス
ラ
ー
ム
の
そ
れ
と
が
、
意
外
な
ほ
ど
に
符
合
す
る
」
 

二
一
 四
四
百
 -
 

こ
と
に
気
付
い
た
と
い
う
。
つ
ま
り
、
中
世
的
イ
ス
ラ
ー
ム
 
ほ
 C
 特
性
 坤
 

を
も
っ
て
お
り
、
近
代
的
な
イ
ス
ラ
ー
ム
に
は
 
P
 特
性
 群
 が
め
る
 れ
る
と
 

 
 

こ
こ
で
語
ら
れ
る
「
中
世
的
イ
ス
ラ
ー
ム
」
と
は
イ
ス
ラ
ー
ム
 
神
 秘
宝
 

義
一
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
 
-
 
の
影
響
の
も
と
で
土
着
の
聖
者
 
肚
 不
敬
、
 預
 言
者
や
 



書評   

聖
者
に
ま
つ
わ
る
祝
祭
、
独
自
の
神
秘
的
 店 礼
な
ど
を
通
し
て
 
人
  
 

常
 的
な
現
世
利
益
を
求
め
る
こ
と
を
容
認
し
て
き
た
体
制
を
指
す
 
 
 

崇
拝
を
厳
し
く
否
定
し
、
宗
教
的
な
絵
画
や
像
を
製
作
す
る
こ
と
 
は
 言
う
 

ま
で
も
な
く
、
楽
器
を
用
い
た
音
楽
や
詩
耽
の
歌
唱
ま
で
禁
止
す
 
 
 

ラ
ー
ム
に
あ
り
な
が
ら
、
ス
ー
フ
ィ
ー
た
ち
は
各
地
に
強
大
な
教
 
団
 組
織
 

を
 成
立
さ
せ
、
優
れ
た
指
導
者
を
聖
者
と
し
て
崇
敬
し
神
秘
的
で
 
 
 

儀
式
を
確
立
し
て
、
楽
器
演
奏
や
舞
踏
、
技
巧
的
な
 
ク
 ル
ア
ー
ン
 朗
話
 や
 

ズ
ィ
 ク
ル
 と
 呼
ば
れ
る
宗
教
的
詩
歌
の
朗
謂
な
ど
を
お
こ
な
っ
て
 
き
た
。
 

こ
の
よ
う
な
中
世
以
降
の
神
秘
主
義
的
な
イ
ス
ラ
ー
ム
が
、
こ
こ
 
で
は
 C
 

特
性
 群
と
 区
分
け
さ
れ
て
い
る
。
 

こ
れ
に
反
し
て
、
宗
教
復
興
正
義
思
想
の
高
ま
り
と
と
も
に
、
 

人
 工
的
 

な
音
や
技
巧
的
な
歌
声
を
廃
し
て
素
朴
な
肉
声
に
 
よ
 る
 ク
 ル
ア
ー
 ン
 朗
話
 

に
 戻
ろ
う
と
す
る
潮
流
が
み
え
て
き
た
。
こ
の
事
態
の
経
過
は
第
 
六
章
に
 

纏
め
ら
れ
て
い
る
。
「
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
、
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
 
な
ビ
 が
 

ム
ス
リ
ム
民
衆
の
間
に
普
及
し
、
多
種
多
様
な
非
宗
教
的
 
昔
が
彼
 ら
の
 耳
 

に
 用
意
に
届
く
よ
う
に
な
っ
た
今
日
的
状
況
に
よ
っ
て
、
現
代
 
の
ア
ラ
 

板
 な
も
の
と
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
は
悲
し
む
べ
き
こ
と
か
も
し
れ
 

ブ
 
・
ム
ス
リ
ム
、
と
り
わ
け
イ
ス
ラ
ー
ム
復
興
を
志
向
す
る
人
々
 

 
 

の
間
で
 

い
っ
そ
う
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
二
四
二
頁
 -
 と
 考
え
 ら
れ
る
 

と
 著
者
は
言
う
。
事
実
、
評
者
も
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
宗
教
的
な
 「
土
日
」
 

に
 限
ら
ず
、
結
婚
式
な
ど
で
催
さ
れ
る
宴
会
の
音
楽
 
や
 、
い
わ
ゆ
  
 

歌
の
次
元
に
ま
で
及
び
つ
つ
あ
る
こ
と
を
見
聞
き
す
る
こ
と
が
 
多
  
 

た
 。
こ
の
よ
う
な
特
徴
を
 P
 特
性
 群
 と
す
る
。
 

こ
の
傾
向
は
第
七
章
で
扱
わ
れ
て
い
る
「
祭
り
」
に
も
み
ら
れ
る
 
こ
と
 

で
あ
り
、
人
類
学
的
に
は
貴
重
な
「
珍
し
い
祭
り
」
が
普
遍
化
さ
 
ね
 、
 平
 

し
か
し
、
著
者
は
「
こ
の
よ
う
な
逆
風
を
受
け
な
が
ら
も
、
祭
り
 
 
 

預
言
者
・
聖
者
を
讃
 え
  
 

の
 機
会
を
存
分
に
享
受
し
て
い
る
と
い
う
事
実
」
 -
 一
七
 0
 貞
 -
 を
 重
要
 

ゲ
ル
ナ
ー
図
式
に
一
致
し
な
い
占
が
多
々
み
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
 

者
に
対
す
る
個
人
崇
拝
的
な
要
素
が
あ
る
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
 

新
 的
な
イ
ス
ラ
ー
ム
集
団
に
も
現
世
的
な
ハ
イ
ア
ラ
ー
キ
ー
組
織
 

性
群
と
 P
 特
性
 群
 と
に
二
分
し
て
し
ま
う
こ
と
は
、
あ
ま
り
意
味
 

会
 に
お
い
て
は
、
 
P
 特
性
群
の
背
後
に
 
C
 特
性
 群
が
 色
濃
く
残
存
 

誤
ら
な
い
よ
う
に
と
い
う
 瞥
星
 口
を
発
し
て
い
る
。
つ
ま
り
イ
ス
ラ
 

な
い
の
で
ほ
な
い
か
。
改
革
的
な
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
教
団
だ
け
で
な
 

0
 表
明
し
て
い
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
近
代
の
イ
ス
ラ
ー
ム
潮
流
 

な
も
の
を
し
て
把
握
し
、
そ
の
背
後
に
潜
神
民
衆
の
暮
ら
し
の
 
真
 

る
こ
と
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
、
著
者
は
 

。
評
者
 

実
 を
見
 

 
 

せ
な
さ
 

く
、
革
 

図
ら
ず
 

と
 指
導
 

 
 

を
 C
 特
 

 
 

に
は
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
も
と
に
し
た
著
者
独
自
の
図
式
を
 
 
 

し
て
検
討
し
た
ほ
う
が
理
論
的
深
ま
り
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
 
と
 思
わ
 

れ
て
な
ら
な
い
。
多
く
の
デ
ー
タ
を
も
つ
著
者
に
は
充
分
に
可
能
 
な
 作
業
 

で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
り
、
今
後
の
研
究
に
そ
れ
を
期
待
し
た
い
。
 

以
下
の
章
に
つ
い
て
は
上
記
の
対
比
的
な
テ
ー
マ
が
下
敷
き
と
な
 っ
て
 

い
る
の
で
、
簡
単
に
紹
介
し
た
い
。
 

第
八
章
「
ネ
イ
シ
ョ
ン
 

脱
 宗
教
的
共
同
体
と
聖
な
る
 @
 ロ
ま
町
」
 
は
民
 

族
 問
題
と
イ
ス
ラ
ー
ム
の
か
か
わ
り
を
検
証
し
た
も
の
で
あ
り
、
 

実
証
的
 

研
究
と
い
う
よ
り
も
理
論
的
な
も
の
と
な
る
と
断
っ
て
い
る
 
一
 一
七
四
 

 
 

真
一
。
近
代
的
な
国
民
国
家
一
ネ
イ
シ
ョ
ン
・
ス
テ
イ
 
ソ
 ）
が
い
   

工
 的
な
国
境
 線
 を
も
つ
「
領
土
」
を
所
有
し
て
い
る
の
に
対
し
て
 
イ
ス
ラ
 

１
ム
共
同
体
で
あ
る
ウ
ン
マ
は
本
来
的
に
は
領
土
を
も
た
な
い
 
血
 
 
 



空
間
に
存
在
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
著
者
は
 
 
 

シ
ョ
ン
は
「
面
」
か
ら
、
ウ
ン
マ
は
「
 
占
と
線
 」
か
ら
構
成
さ
れ
 
て
い
る
 

と
 述
べ
る
。
イ
ス
ラ
ー
ム
の
ウ
ン
マ
は
「
ム
ス
リ
ム
が
住
ん
で
い
 る
と
こ
 

ろ
 な
ら
ど
こ
ま
で
も
拡
張
し
う
る
、
一
種
の
不
 ッ
 ト
ワ
ー
ク
か
ら
 
構
成
さ
 

れ
て
い
る
」
の
で
あ
り
「
 
脱
 領
土
的
」
で
あ
る
と
さ
れ
る
二
八
 
一
頁
）
。
 

こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
ア
ラ
ビ
ア
語
を
媒
介
と
し
て
宗
教
的
メ
ッ
 
 
 

を
 伝
達
す
る
が
、
領
土
の
外
へ
向
か
っ
て
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
的
な
 
メ
ッ
セ
 

｜
ジ
 を
も
展
開
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
は
近
代
の
科
学
技
 
術
 を
駆
 

便
 し
た
情
報
伝
達
が
お
こ
な
わ
れ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
 

な
 ネ
ッ
ト
ワ
ー
 
ク
に
よ
 

っ
て
「
 脱
 領
土
的
な
活
動
」
が
ま
す
ま
す
進
展
す
る
と
予
測
さ
れ
 る 。
 こ
 

の
よ
う
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
皮
肉
に
も
、
イ
ス
ラ
ー
ム
復
興
 
主
 義
 運
動
 

の
 担
い
手
に
も
大
き
な
手
段
と
 カ
 を
与
え
て
行
く
こ
と
に
な
る
。
 

第
九
章
「
 
友
と
敵
｜
 
儀
礼
的
暴
力
と
し
て
の
ジ
ハ
ー
ド
」
で
は
 
 
 

ス
ラ
ー
ム
世
界
に
お
け
る
政
治
的
暴
力
を
一
種
の
「
儀
礼
」
と
し
 
て
 相
田
 
疋
 

し
 、
聖
戦
思
想
「
ジ
ハ
ー
ド
」
の
位
置
づ
け
を
お
こ
な
っ
て
い
る
 
 
 

ラ
ー
ム
思
想
の
な
か
に
み
ら
れ
る
「
ジ
ハ
ー
ド
」
に
は
異
教
徒
の
 
侵
害
に
 

対
抗
す
る
「
 小
 ジ
ハ
ー
ド
」
と
と
も
に
、
精
神
的
な
修
養
を
意
 抹
 す
る
 

「
 
大
 ジ
ハ
ー
ド
」
が
含
ま
れ
て
お
り
、
戦
闘
的
行
為
だ
け
を
指
す
 
 
 

は
な
い
。
し
か
し
、
本
章
で
は
あ
え
て
政
治
運
動
と
し
て
の
武
力
 
闘
争
を
 

取
り
上
げ
、
そ
の
儀
礼
的
な
側
面
を
検
討
し
て
い
る
。
そ
の
上
 で
 著
者
 

は
 、
現
代
の
イ
ス
ラ
ー
ム
復
興
主
義
運
動
に
潜
む
暴
力
と
儀
礼
 の
 関
係
 

が
 、
サ
ー
ダ
ー
ト
大
統
領
暗
殺
事
件
の
思
想
的
背
景
と
な
っ
た
 
特
 

る
 。
現
代
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
に
み
ら
れ
る
ジ
ハ
ー
ド
論
を
「
あ
た
 

 
 か

も
 コ
 

ジ
ハ
ー
ド
論
の
な
か
に
具
体
的
に
現
れ
て
い
る
こ
と
を
明
か
に
  
 

イ
ン
の
両
面
の
よ
う
に
、
儀
礼
は
暴
力
化
し
、
暴
力
は
儀
礼
化
し
 
う
る
」
 

三
 三
 0
 貞
一
と
結
論
づ
け
た
占
は
非
常
に
示
唆
的
で
興
味
深
い
。
 

こ
の
 

 
 

よ
う
な
「
ジ
ハ
ー
ド
論
」
が
現
実
に
一
般
庶
民
の
な
か
で
は
ど
の
 よ
う
に
Ⅳ
 

考
え
ら
れ
、
受
容
さ
れ
拒
絶
さ
れ
て
い
る
の
か
、
つ
ま
り
庶
民
の
 
現
実
を
 

 
 
 
 
 
 

明
ら
か
に
す
る
「
実
証
的
」
 
な
 研
究
が
、
評
者
に
は
待
ち
遠
し
い
 

 
 

第
十
 章
 
「
近
代
ピ
ュ
ー
リ
タ
ニ
ズ
ム
的
イ
ス
ラ
ー
ム
 
?
 」
の
 最
後
 

で
、
著
者
は
イ
ス
ラ
ー
ム
に
お
け
る
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
問
題
に
 
簡
 単
に
触
 

れ
て
、
宗
教
復
興
現
象
の
裏
に
潜
む
あ
る
種
の
「
世
俗
化
」
に
 
対
 す
る
 注
 

意
を
喚
起
し
て
い
る
二
二
八
五
頁
 一
 。
こ
の
問
題
は
イ
ス
ラ
ー
ム
 復
興
 主
 

義
 思
想
に
お
い
て
も
極
め
て
大
き
な
「
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
」
で
あ
り
 ポ
ス
 

ト
モ
ダ
ン
の
現
代
に
お
い
て
は
、
西
洋
か
ら
発
し
た
近
代
の
諸
 シ
ス
テ
 

ム
 、
つ
ま
り
教
育
，
科
学
・
物
質
な
ど
の
「
も
の
」
の
次
元
に
お
 
け
る
 近
 

低
化
や
西
洋
化
は
、
も
は
や
「
近
代
化
」
で
も
「
西
洋
化
」
で
も
 ま
、
 

/
{
 

ム
ス
リ
ム
社
会
の
現
実
そ
の
も
の
な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
 現
象
を
 

「
小
文
字
で
室
白
か
れ
た
複
数
の
イ
ス
ラ
ー
ム
」
と
し
て
分
析
し
た
 

著
者
の
 

見
解
は
高
く
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
 

著
者
は
こ
れ
ま
で
果
敢
に
現
地
調
査
を
お
こ
な
い
、
独
自
の
豊
富
 
な
デ
 

｜
タ
を
 蓄
積
し
て
き
て
い
る
。
評
者
は
人
類
学
に
は
門
外
漢
で
あ
 る
た
め
 

に
 著
者
の
真
意
を
曲
解
し
て
い
る
面
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
 

こ
れ
に
 

続
く
研
究
書
と
し
て
著
者
の
豊
富
な
現
地
調
査
を
最
大
限
に
生
か
 
し
、
現
 

他
 人
の
意
識
を
充
分
に
取
り
こ
ん
で
著
者
独
自
の
理
論
を
構
成
し
 
 
 

を
期
待
す
る
。
イ
ス
ラ
ー
ム
社
会
の
多
様
で
複
雑
な
現
実
を
分
析
 
す
る
こ
 

と
に
よ
っ
て
、
異
文
化
の
真
相
と
深
層
と
が
さ
ら
に
明
か
に
な
る
 
と
 思
わ
 

れ
る
か
ら
で
あ
る
。
 



書評と紹介 

本
書
の
著
者
 コ
ミ
 0
 （
 軍
ヨ
む
捲
母
 圧
は
、
イ
ギ
リ
ス
で
宗
教
学
 、
哲
 

学
 、
人
類
学
の
学
位
を
取
得
し
、
そ
の
後
イ
ン
ド
に
お
け
る
 
カ
｜
  
 

度
の
 フ
ィ
ー
ル
ド
・
ワ
ー
ク
を
経
て
、
現
在
は
愛
知
学
院
大
学
で
 
教
鞭
を
 

取
る
と
い
う
、
ユ
ニ
ー
ク
な
経
歴
の
持
ち
主
で
あ
る
。
近
年
は
 
、
 英
語
圏
 

の
 宗
教
学
関
係
の
雑
誌
を
中
心
に
、
イ
ン
ド
文
化
論
、
宗
教
学
 
方
 法
論
な
 

ど
に
関
す
る
論
考
を
多
く
著
し
て
い
る
。
本
書
は
、
著
者
自
身
の
 
こ
れ
ま
 

で
の
経
歴
か
ら
得
た
知
識
と
経
験
を
も
と
に
、
宗
教
学
に
お
け
る
 
分
析
 概
 

念
 と
し
て
の
 
イ
色
田
 。
 円
 概
念
の
批
判
を
試
み
た
、
大
胆
な
問
題
 提
起
の
 

書
 で
あ
る
。
 

よ
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
西
洋
に
起
源
を
持
つ
「
宗
教
」
概
念
の
 
通
交
 

化
的
な
適
用
の
問
題
性
を
英
語
圏
で
最
も
本
格
的
に
論
じ
た
の
は
 W
.
 

C
.
 

ス
ミ
ス
で
あ
る
。
主
著
Ⅱ
ぎ
寒
き
ぎ
ぉ
幅
 

黛
荘
 
～
 
か
 ㏄
 田
き
荘
 陳
力
ミ
 

幡
 ぎ
ざ
 宙
 ま
ど
に
お
い
て
ス
ミ
ス
は
、
西
洋
に
お
け
る
寸
土
 旧
 。
 円
 の
 概
 

令
史
的
検
討
を
通
し
て
、
そ
れ
が
「
非
西
洋
」
の
諸
伝
統
に
は
 
適
  
 

応
 す
る
語
を
持
た
な
い
こ
と
を
論
じ
た
上
で
、
「
宗
教
」
概
念
を
 

「
信
仰
」
 

と
「
累
積
的
伝
統
」
に
置
き
換
え
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
ス
ミ
ス
 
の
こ
う
 

島
田
勝
巳
 

0
 Ⅹ
（
 
0
 「
 
巨
 C
 き
せ
⑪
 
卜
 
ユ
円
 
ド
 ㌧
「
の
の
 

卯
 N
O
o
o
 

ポ
ざ
十
ド
 
Ⅱ
の
で
 
F
 ㏄
 ト
 m
.
o
0
 

ユ
 0
 （
 
ア
 

パ
ぎ
ミ
も
ぎ
ミ
 め
「
 
再
艶
哺
 ～
 
0
 ぎ
め
 
め
ぎ
 &
 ～
⑮
 

め
 

円
 T
 
コ
 o
 片
オ
 
ビ
ロ
 （
円
い
の
円
カ
 

オ
 Ⅰ
 
コ
 

  
  

神   
  



端
的
 
竺
 @
 
ロ
え
ぼ
 、
「
宗
教
」
概
念
、
さ
ら
に
は
宗
教
学
自
体
の
解
 

仏
什
宣
 

Ⅲ
 

舌
口
 

に
 他
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
そ
れ
は
、
非
神
学
的
関
心
に
基
づ
く
 
宗
 教
 研
究
 

か
ら
分
析
概
念
と
し
て
の
「
宗
教
」
を
一
切
廃
棄
し
、
さ
ら
に
そ
 
 
 

ロ
ー
チ
を
神
学
的
な
そ
れ
か
ら
完
全
に
分
離
・
独
立
さ
せ
る
た
め
 
 
 

者
を
人
類
学
や
歴
史
学
、
力
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
ス
タ
デ
イ
ー
ズ
 
と
い
 
っ
た
学
 

間
分
野
の
中
に
統
合
さ
せ
る
べ
き
だ
、
と
い
う
主
張
で
あ
る
。
 

以
 干
 、
第
 

一
部
を
占
め
る
第
四
章
ま
で
の
各
章
で
 
は
 、
「
宗
教
」
を
分
析
 概
 念
 と
し
 

て
 用
い
る
こ
と
の
理
論
的
問
題
点
が
、
主
要
な
宗
教
学
者
の
見
解
 
o
 具
体
 

的
な
批
判
を
通
し
て
論
じ
ら
れ
る
。
ま
ず
第
二
章
で
著
者
は
、
 

E
 

シ
ャ
 

｜
プ
の
 
0
Q
 

ま
ち
 

い
憂
毛
時
 
お
隠
あ
ぎ
 n
@
 
も
笘
 泳
ぎ
 ミ
 
-
 
）
の
㏄
の
一
に
大
 き
く
 依
 

M
.
 
ミ
ュ
ラ
ー
か
ら
 
W
.
C
.
 

ス
ミ
ス
に
ま
で
 
至
 る
 近
代
 

宗
教
学
の
理
論
的
枠
組
み
が
、
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
神
学
的
な
そ
れ
 
に
 深
く
 

侵
食
さ
れ
て
き
た
と
い
う
視
座
か
ら
、
宗
教
学
が
方
法
論
的
に
多
 
様
 化
し
 

て
き
た
今
日
的
な
状
況
下
で
は
、
あ
る
種
の
形
而
上
学
的
な
前
提
 
に
 基
づ
 

く
 伝
統
的
な
「
宗
教
」
概
念
及
び
理
論
的
枠
組
み
が
何
ら
実
質
的
 な
 内
容
 

を
 持
ち
得
な
い
こ
と
を
論
じ
る
 宙
め
ふ
ヨ
 。
ま
た
著
者
は
こ
こ
で
 
、
 自
ら
 

が
 
ス
ミ
ス
に
よ
る
西
洋
起
源
の
「
宗
教
」
概
念
批
判
に
多
く
を
 
負
 

ス
タ
ン
ス
を
批
判
す
る
宮
の
㍉
第
三
章
で
は
、
 N
.
 
ス
マ
ー
ト
 

に
よ
る
 

っ
て
 
い
 

る
こ
と
を
認
め
る
一
方
で
、
そ
の
背
後
に
あ
る
ス
ミ
ス
の
上
口
占
 

王
 義
 的
な
 

宗
教
概
念
の
使
用
が
、
「
諸
宗
教
の
神
学
」
的
な
そ
れ
と
社
会
科
 
学
的
な
 

そ
れ
と
の
両
極
を
揺
れ
動
い
て
い
る
と
い
う
視
点
か
ら
 
G
 ㊥
 

首
尾
一
 

貫
 し
た
定
義
を
持
つ
「
宗
教
」
を
分
析
概
念
と
し
て
用
い
る
こ
と
 
 
 

能
 で
あ
る
と
い
う
帰
結
が
導
き
出
さ
れ
る
 安
こ
 
。
第
四
章
で
は
   

ッ
 ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
い
わ
ゆ
る
「
家
族
的
類
似
 
桂
 」
の
観
念
  
 

す
る
 P
.
 
バ
イ
 ル
ン
 
ら
の
「
宗
教
」
の
規
定
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
 。
著
者
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指
導
的
役
割
を
果
た
し
な
が
ら
も
、
常
に
ガ
ン
デ
ィ
ー
の
陰
に
隠
 
ね
 、
々
 示
 

教
 研
究
に
お
い
て
も
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
人
物
で
あ
 
る
 。
 著
 

者
に
よ
れ
ば
、
「
制
度
的
な
問
題
と
し
て
の
開
放
」
 

宙
 N
S
 
 
に
 佳
 点
 を
当
 

て
る
ア
ン
 
ベ
 ド
カ
ー
の
批
判
的
パ
ー
ス
ベ
ク
テ
ィ
ヴ
は
 、
 「
 
&
 
ホ
教
 」
概
念
 

に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
む
し
ろ
イ
ン
ド
の
根
本
的
な
価
値
体
系
と
 
 
 

カ
ー
ス
ト
制
度
の
問
題
を
よ
り
鮮
明
に
浮
き
彫
り
に
す
る
こ
と
 が
 可
能
 

な
 、
「
儀
礼
」
、
「
政
治
」
、
あ
る
い
は
「
救
済
論
」
 あ
 0
 （
の
「
 

ぎ
こ
 ㎎
 ゼ
 ）
 と
い
 

つ
た
 諸
概
念
に
よ
っ
て
よ
り
よ
く
表
象
さ
れ
得
る
。
同
様
に
 
、
第
 七
章
で
 

も
 著
者
は
、
多
く
の
研
究
者
の
ヒ
ン
ズ
ー
教
諭
に
顕
著
な
一
宗
教
 
」
概
念
 

へ
の
固
執
を
批
判
し
な
が
ら
、
カ
ー
ス
ト
制
度
に
お
け
る
 

ヒ
ェ
ラ
  
 

の
 原
理
は
、
上
述
の
よ
う
な
「
宗
教
」
の
代
替
概
念
に
よ
っ
て
 
こ
 そ
明
ら
 

か
に
さ
れ
る
と
論
じ
る
。
 

第
三
部
を
成
す
第
八
・
九
・
千
重
の
各
章
で
は
、
第
二
部
と
同
様
 
 
 

題
意
識
か
ら
、
本
書
で
の
二
つ
目
の
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
の
日
本
 
 
 

る
 
「
宗
教
」
の
諸
問
題
が
検
討
さ
れ
る
。
ま
ず
第
八
章
で
著
者
は
 

、
 自
ら
 

の
 デ
ュ
ル
ケ
ム
的
な
宗
教
１
社
会
 観
 を
よ
り
鮮
明
に
打
ち
出
し
な
 
 
 

文
化
の
下
位
概
念
の
一
つ
と
し
て
の
「
 & 下散
」
と
い
う
近
代
宗
教
 
学
的
な
 

問
題
設
定
が
、
現
実
の
「
日
本
文
化
」
の
理
解
を
歪
め
る
も
の
と
 
 
 

刊
 す
る
。
文
化
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
的
な
い
わ
ゆ
る
「
日
本
人
誌
 
イ
 デ
オ
ロ
 

ギ
ー
」
を
イ
ン
ド
の
カ
ー
ス
ト
制
度
と
の
類
比
で
捉
え
る
著
者
 は
こ
こ
 

で
、
日
本
に
お
い
て
は
「
宗
教
」
と
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
一
価
値
体
系
 
-
 @
 
。
 
カ
 、
 

ほ
と
ん
ど
識
別
し
得
な
い
ほ
ど
融
合
し
て
い
る
と
す
る
。
続
く
第
 
九
章
で
 

は
 、
中
根
千
枝
の
「
タ
テ
社
会
」
の
日
本
文
化
論
に
大
き
く
 依
  
 

つ
 、
著
者
は
日
本
社
会
を
一
つ
の
「
儀
礼
体
系
」
 

す
 
ユ
目
 巴
雙
 い
 け
①
 
巴
コ
 
-
 

と
し
て
捉
え
、
「
よ
り
よ
く
日
本
人
の
自
己
表
象
に
対
応
す
る
」
「
 

儀
礼
的
 

ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
」
 
-
 
「
 一
 
（
白
土
 ま
弐
 ㏄
「
 
臼
 ち
と
い
う
人
類
学
的
概
念
 に
よ
っ
 

て
 、
日
本
の
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
の
意
義
  
 

日
田
Ⅰ
さ
ら
に
第
十
 章
 で
は
、
 

R
.
 

ホ
 ブ
 イ
テ
ィ
ン
 グ
 の
日
米
 野
球
 文
 

比
論
、
及
び
日
本
に
在
住
す
る
著
者
の
友
人
の
体
験
談
を
も
と
に
 
 
 一
 
1
.
 

１
 
目
 

」
一
一
 

章
 で
論
じ
ら
れ
た
、
著
者
が
日
本
独
自
の
文
化
的
特
質
と
し
て
 
強
 謁
 す
る
 

集
合
的
価
値
体
系
の
重
要
性
を
 、
 自
ら
の
批
判
的
視
点
を
も
交
え
 
 
 

改
め
て
強
調
す
る
。
 

，
 
㌧
（
 
0
 巨
の
 ヨ
 の
 毛
 @
 
手
口
の
の
り
（
の
的
 
0
 ミ
 
・
 
n
 三
こ
「
の
 
こ
 と
題
さ
れ
た
 第
四
 

部
 で
は
、
文
化
人
類
学
友
 
び
力
 ル
チ
ュ
ラ
ル
・
ス
タ
デ
イ
ー
ズ
 

お
け
る
 

「
文
化
」
概
念
の
考
察
を
通
し
、
神
学
的
ア
ジ
ェ
ン
 

ダ
 に
深
く
 浸
 潤
さ
れ
 

た
 近
代
宗
教
学
に
代
わ
る
、
新
た
な
文
化
研
究
の
可
能
性
が
模
 吉
ホ
さ
れ
 

る
 。
第
十
一
章
で
は
、
い
わ
ゆ
る
宗
教
学
か
ら
生
ま
れ
た
最
良
の
 
業
績
の
 

多
く
は
文
化
人
類
学
や
 力
 ル
チ
ュ
ラ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
 
ズ
 か
ら
 生
 ま
れ
た
 

そ
れ
ら
と
基
本
的
に
何
ら
変
わ
る
と
こ
ろ
が
な
い
と
い
う
前
提
  
 

「
宗
教
」
概
念
に
纏
わ
り
つ
く
神
学
的
偏
向
か
ら
の
開
放
を
可
能
 

に
す
る
 

「
文
化
」
概
念
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
る
。
最
終
章
と
な
る
第
十
 

二
章
で
 

は
 、
「
文
化
」
概
念
に
伴
う
全
体
化
・
非
歴
史
化
の
危
険
性
に
対
 
 
 

判
を
、
 再
び
著
者
は
イ
ン
ド
及
び
日
本
に
お
け
る
集
合
的
価
値
 
体
 系
 の
 重
 

要
件
を
指
摘
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
退
け
、
両
文
化
に
お
け
る
象
徴
 
n
.
 儀
 

礼
的
 自
己
表
象
が
、
「
宗
教
」
概
念
の
使
用
に
よ
っ
て
は
誤
解
に
 つな
が
 

る
こ
と
を
再
度
強
調
す
る
。
 

以
上
、
本
書
の
中
心
的
な
論
点
を
各
章
の
流
れ
に
従
っ
て
追
っ
て
 

 
 

が
 、
こ
う
し
て
見
て
く
る
と
、
一
見
明
快
に
見
え
る
著
者
の
口
 ホ
 教
 」
 概
 

念
の
破
棄
及
び
宗
教
学
解
体
の
主
張
に
も
、
実
は
い
く
つ
か
の
 
異
 
 
 

強
調
 右
 が
錯
綜
し
た
か
た
ち
で
折
り
重
な
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
 
が
に
 な
 



っ
て
く
る
。
そ
の
よ
う
に
見
え
る
理
由
の
一
端
は
少
な
く
と
も
、
 

本
書
を
 

通
じ
て
散
見
さ
れ
る
反
復
、
さ
ら
に
、
や
や
一
貫
性
を
欠
い
た
 
各
 章
 で
の
 

議
論
の
流
れ
と
い
っ
た
問
題
 占
に
 帰
せ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
だ
が
 

そ
れ
と
 

同
時
に
、
「
宗
教
」
概
念
の
放
棄
と
い
う
本
書
の
中
心
的
論
点
に
 
 
 

著
者
自
身
が
そ
う
し
た
い
く
つ
か
異
な
っ
た
議
論
の
関
係
性
を
明
 
確
に
提
 

 
 

象
 と
す
 

る
 
「
宗
教
」
概
念
を
、
複
数
の
議
論
の
中
で
一
貫
性
を
欠
い
た
 

形
 で
 用
 い
 

て
い
る
と
い
う
事
実
に
も
、
そ
の
主
要
な
原
因
が
あ
る
よ
う
に
 思
わ
れ
 

る
 。
従
っ
て
こ
こ
で
は
そ
れ
を
、
評
者
自
身
の
理
解
に
沿
っ
て
 
整
 理
 し
た
 

 
 

そ
も
そ
も
、
な
ぜ
我
々
 
は
 
「
宗
教
」
概
念
を
放
棄
す
る
必
要
が
あ
 
 
 

か
 ?
 
 著
者
に
よ
れ
ば
第
一
に
 、
 特
に
第
四
・
五
章
で
強
調
さ
れ
 た
よ
う
 

に
 、
宗
教
学
に
お
け
る
「
宗
教
」
の
概
念
規
定
で
は
、
こ
の
概
念
 
 
 

含
め
、
何
を
排
除
す
べ
き
か
と
い
う
判
断
の
明
確
な
基
準
が
ま
っ
 
た
く
 存
 

在
し
な
い
場
合
が
多
い
。
た
と
え
「
宗
教
」
概
念
を
、
「
家
族
的
 

類
似
性
」
 

の
 視
点
を
援
用
し
て
規
定
し
た
と
し
て
も
、
概
念
の
外
廷
が
あ
ま
 
 
 

拡
大
し
て
し
ま
う
た
め
、
分
析
概
念
と
し
て
の
積
極
的
な
意
義
を
 
持
ち
得
 

な
い
。
第
二
に
、
と
り
わ
け
第
二
、
三
部
の
イ
ン
ド
及
び
日
本
を
 
 
 

各
章
で
指
摘
さ
れ
た
 よ
う
 に
 、
 「
あ
ら
ゆ
る
文
化
と
人
間
経
験
に
 
見
出
さ
 

れ
る
普
遍
的
な
現
象
」
と
し
て
、
「
非
宗
教
」
あ
る
い
は
「
世
俗
 
 
 

の
 」
と
の
対
立
 
頃
 と
し
て
規
定
さ
れ
る
「
宗
教
」
な
る
推
定
領
域
 は、
西
 

洋
 キ
リ
ス
ト
教
的
な
起
源
を
持
つ
観
念
で
あ
り
、
こ
れ
を
通
文
化
 
的
 概
念
 

と
し
て
用
い
る
こ
と
は
、
非
西
洋
的
な
コ
ン
テ
ク
ス
ト
で
の
所
与
 
 
 

タ
を
 歪
曲
す
る
こ
と
に
繋
が
り
か
れ
な
い
。
ま
た
、
第
五
章
で
触
 
 
 

た
よ
う
に
、
こ
う
し
た
通
文
化
的
な
研
究
対
象
と
し
て
の
「
宗
教
 
 
 

余兵るめ実講るで ー た 伴 こた現のさし   るいは にある という 「宗教 出そ き 、そ し 向を突 原理の いると での「 指摘し 力 っ、 ， Ⅰ 信仰 の 王こ、 @ 教 」の しなが でま @ 、 相互 連 になる 意図せ しない な神学 定は 、 第三に 

の著の う う く 欠 い 宗得 な と 近射 ろ 明闇 と ず人的 そ 、 現 
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は
 、
著
者
の
強
固
な
実
在
論
的
言
語
 観
 で
あ
る
。
だ
が
、
我
々
 は
 実
際
 

に
 、
「
宗
教
」
の
み
な
ら
ず
「
文
化
」
 

や
 
l
 社
会
」
と
い
っ
た
 極
 め
て
 抽
 

象
 度
の
高
い
諸
概
念
を
 、
 常
に
本
質
主
義
的
な
概
念
規
定
を
加
え
 た
 後
で
 

こ
の
意
味
で
、
学
問
に
お
け
る
 

操
 作
 概
念
 

0
 便
 用
は
、
 多
か
れ
少
な
か
れ
、
あ
る
種
の
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
 な原
理
 

に
 基
づ
い
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
 

R
.
 
ロ
ー
テ
ィ
  
 

っ
て
、
語
、
あ
る
い
は
概
念
を
、
現
実
を
的
確
に
表
象
す
る
た
め
 

 
 

と
し
て
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
れ
に
「
う
ま
く
対
処
す
る
た
め
の
 
追
目
（
」
 

と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
れ
ば
、
常
に
「
宗
教
」
の
 
本
 質
的
特
 

徴
 に
関
心
を
寄
せ
ず
と
も
、
所
与
の
現
象
の
あ
る
側
面
を
強
調
す
 
る
た
め
 

に
 
「
宗
教
」
概
念
を
用
い
る
こ
と
は
ま
っ
た
く
不
可
能
で
は
な
い
 

 
 

る
 。
例
え
ば
著
者
の
議
論
で
は
、
創
価
学
会
の
信
仰
活
動
も
お
 じ
、
口
 

本
人
の
先
輩
後
輩
の
間
で
交
わ
さ
れ
る
挨
拶
も
良
 巴
 、
日
本
の
 
集
合
的
 

価
値
観
の
諸
相
と
し
て
見
ら
れ
て
し
ま
う
。
だ
が
、
両
者
の
違
い
 
を
 指
摘
 

し
ょ
う
と
す
を
研
究
 
ボ
が
 、
 制
価
字
 会
の
信
仰
行
為
の
特
徴
を
引
 き
 出
す
 

た
め
に
、
例
え
ば
「
慣
習
的
行
為
」
と
い
う
概
念
と
の
対
比
で
「
 
山
下
 
坊
卦
 
」
 

概
念
を
用
い
る
こ
と
が
な
ぜ
不
当
な
の
か
 ? 

こ
う
し
た
実
践
的
 
な
 問
題
 

ほ
 、
分
析
概
念
と
し
て
の
「
宗
教
」
の
本
質
論
的
規
定
問
題
に
の
 
み
専
 、
 
心
 

す
る
著
者
の
視
野
に
は
届
か
な
か
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
皮
肉
 
 
 

現
象
学
的
「
宗
教
」
概
念
の
批
判
に
終
始
す
る
著
者
の
関
心
 そ
  
 

が
、
 逆
に
そ
の
本
質
主
義
的
問
題
設
定
に
よ
っ
て
根
深
く
規
定
さ
 
 
 

た
と
至
 @
 え
る
で
あ
ろ
う
。
 

同
様
の
点
か
ら
ま
た
、
著
者
の
宗
教
学
解
体
論
の
間
頭
点
を
指
摘
 
す
る
 

こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
国
ご
と
に
特
殊
な
近
代
案
 教
学
の
 

諸
問
題
は
、
も
ち
ろ
ん
等
閑
に
付
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
特
に
 近
年
 

ま
す
ま
す
加
速
す
る
観
の
あ
る
、
北
米
宗
教
学
に
お
け
る
、
・
（
 
ア
 
0
 っ
 -
 
つ
 ㏄
 -N
 
㏄
 

エ
 0
 コ
 ，
あ
る
い
は
，
 n
o
 

目
の
お
 

ざ
コ
単
 N
 注
ざ
コ
，
 

著
者
の
 

批
判
的
視
座
は
、
評
者
自
身
も
深
く
共
鳴
す
る
処
で
あ
る
。
し
か
 
し
、
こ
 

こ
か
ら
宗
教
学
解
体
論
を
導
く
著
者
の
論
理
に
は
、
や
は
り
飛
躍
 
が
あ
る
 

と
 舌
口
あ
ざ
る
を
得
な
い
。
著
者
の
議
論
に
従
え
ば
、
宗
教
学
の
 

正
当
性
 

は
 、
す
べ
て
の
宗
教
学
研
究
者
が
あ
る
同
一
の
「
宗
教
」
概
念
を
 
奉
じ
て
 

い
る
場
合
に
の
み
獲
得
さ
れ
得
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
 

だ
 が
、
 
「
 
&
 不
 

教
 」
概
念
に
必
ず
し
も
何
ら
か
の
本
質
規
定
を
認
め
る
必
要
が
な
 
 
 

れ
ば
、
宗
教
学
自
体
も
ま
た
、
他
の
隣
接
分
野
と
重
複
す
る
領
域
 
を
 多
く
 

持
ち
続
け
な
が
ら
、
自
ら
の
言
わ
ば
「
相
対
的
自
律
性
」
を
主
張
 
す
る
こ
 

と
は
全
く
不
当
で
に
な
い
。
そ
も
そ
も
、
「
社
会
」
や
「
文
化
」
 

の
 概
念
 

規
定
に
つ
い
て
完
全
な
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
た
社
会
学
や
文
化
人
 
類
 学
の
 

研
究
者
集
団
が
実
際
に
存
在
す
る
だ
ろ
う
か
 n
?
.
 
さ
ら
に
舌
口
 え
ぼ
 

こ
こ
 

で
の
著
者
の
議
論
ほ
ど
非
民
主
主
義
的
、
あ
る
い
は
全
体
主
義
的
 
な
 学
の
 

正
当
化
要
求
が
あ
り
得
よ
う
か
 ?
 
 
そ
の
「
宗
教
」
概
念
放
棄
 論
 と
同
 

様
 、
著
者
の
宗
教
学
解
体
論
も
ま
た
、
著
者
自
身
が
批
判
す
る
 
現
 家
学
的
 

問
題
設
定
の
言
わ
ば
コ
イ
ン
の
裏
側
、
つ
ま
り
、
強
固
な
実
在
論
 
的
 性
格
 

を
 持
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
が
こ
う
し
て
浮
き
彫
り
に
な
る
の
で
あ
 
 
 

さ
ら
に
、
以
上
の
よ
う
な
本
書
の
中
心
的
論
白
以
外
に
も
問
題
と
 
思
わ
 

れ
る
占
は
多
く
あ
る
が
、
紙
面
の
都
合
上
、
こ
こ
で
は
そ
の
主
要
 
 
 

の
み
を
指
摘
す
る
に
留
め
た
い
。
特
に
こ
こ
で
取
り
上
げ
た
い
の
 
い
は
、
 
位
弔
 

三
部
に
お
け
る
日
本
の
「
集
合
的
自
己
表
象
」
を
め
ぐ
る
著
者
の
 

 
 

あ
り
、
著
者
の
ポ
ス
ト
・
コ
ロ
ニ
ア
リ
ズ
ム
理
解
が
表
層
的
な
も
 ので
あ
 

 
 

 
 

る
こ
と
が
露
呈
す
る
の
は
こ
こ
に
お
い
て
で
あ
る
。
著
者
に
よ
 
 
 

 
 

「
日
本
社
会
は
ほ
と
ん
ど
部
族
的
と
も
舌
口
え
る
よ
う
な
あ
る
種
の
 
儀
礼
 体
 



系
 と
し
て
想
像
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
…
…
こ
の
儀
礼
体
系
 

 
 

に
あ
る
の
は
、
 

"
 
ヤ
マ
ト
 
"
 と
呼
ば
れ
る
特
殊
な
民
族
的
純
粋
性
 

及
び
半
 

神
話
的
な
古
代
国
家
と
し
て
規
定
さ
れ
る
、
あ
る
集
団
的
ア
イ
デ
 

ン
テ
イ
 

テ
ィ
ー
の
概
念
で
あ
る
」
 

貧
 ㏄
 
S
 。
こ
の
記
述
に
関
す
る
是
非
は
 

こ
こ
で
 

は
 措
く
と
し
て
、
問
題
は
、
な
ぜ
著
者
が
こ
れ
ほ
ど
露
骨
な
文
化
 

本
質
主
 

義
を
 
、
「
日
本
人
に
よ
る
自
ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
自
己
 

表
象
と
 

極
め
て
よ
く
対
応
し
て
い
る
か
ら
」
宙
の
ど
と
い
う
理
由
だ
け
で
 

 
 

簡
単
に
受
け
入
れ
て
し
ま
う
の
か
、
と
い
う
占
で
あ
る
。
こ
れ
は
 

 
 

的
 差
異
の
記
述
に
付
き
ま
と
う
、
ロ
バ
ー
ト
・
ヤ
ン
グ
や
酒
井
 

直
樹
が
 

「
西
洋
の
ナ
ル
シ
シ
ズ
ム
」
と
呼
ぶ
あ
る
種
の
欲
望
の
規
制
と
し
 

て
見
る
 

こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
そ
こ
で
は
、
「
日
本
文
化
」
 

の
 「
 
非
 

西
洋
」
的
性
格
の
暴
露
と
、
自
ら
が
属
す
る
「
西
洋
」
の
 

実
 定
性
 の
 確
信
 

と
が
、
相
即
的
な
関
係
を
成
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
 

、
著
者
 

 
 

非
西
洋
 
論
・
論
 

と
い
う
対
立
図
式
の
中
に
看
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
だ
が
、
 

著
 者
 自
身
 

が
 深
く
絡
め
取
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
う
し
た
欲
望
の
規
制
の
 

メ
カ
ニ
 

ズ
ム
 
を
解
析
し
よ
う
と
せ
ず
に
、
単
に
対
象
と
す
る
文
化
の
イ
ン
 

 
 

１
 0
 自
己
表
象
の
み
を
無
批
判
的
に
受
け
入
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
 

そ
も
そ
 

も
 文
化
研
究
の
意
義
は
い
っ
た
い
ど
こ
に
あ
る
と
舌
口
え
る
の
だ
 

る
 う
か
 
?
 

洗
練
さ
れ
た
理
論
的
省
察
に
基
づ
く
近
年
の
日
本
研
究
を
知
る
多
 

く
の
 
読
 

者
に
は
、
著
者
の
こ
う
し
た
文
化
本
質
主
義
の
全
体
論
的
表
象
は
 

、
あ
ま
 

 
 

 
 

証
 手
続
き
一
の
レ
ベ
ル
の
み
な
ら
ず
、
資
料
 

@
 ー
タ
・
参
考
 

文
 献
 一
の
 

レ
ベ
ル
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。
と
い
う
の
も
、
残
念
な
が
ら
そ
れ
 

は
、
基
   
  言わざ 評 う。 おそら 第三部 字ん を れる。 萎 買 / 無批判 僧体系 禽き ⑧ 一切 触 三 O 年 る問題 うして ている 負は、 同じ レ 告白し 暴露し するに 事実 う に そ 、 タやイ 一定の 
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帰
り
、
清
貧
と
隣
人
愛
に
基
づ
い
た
托
鉢
修
道
会
を
創
立
す
る
こ
 と
に
よ
 

っ
て
、
自
分
の
宗
教
に
新
し
い
活
気
を
吹
き
込
ん
だ
の
で
あ
 
る
 」
（
 九
 

真
一
。
 

著
者
は
第
三
草
に
お
い
て
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
 

-
 著
者
は
フ
ラ
ン
チ
 エ
 ス
 

コ
と
 表
記
 -
 と
適
几
が
 
生
き
た
時
代
 
-
 十
二
世
紀
末
か
ら
十
三
世
 
 
 

状
況
に
関
し
て
、
日
本
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
の
間
に
驚
く
べ
き
類
似
 
性
 を
発
 

見
す
る
。
政
治
的
、
経
済
的
、
社
会
的
レ
ベ
ル
で
は
、
両
地
域
に
 
 
 

そ
の
時
代
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
災
難
 ｜
飢
鍾
 、
伝
染
病
な
ど
 

と
と
も
 

に
 、
大
衆
の
貧
困
化
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
 
宗
 教
 の
 領
 

域
 で
は
、
類
似
の
展
開
が
二
 
白
 、
指
摘
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
一
 

つ
 に
は
 聖
 

職
者
の
堕
落
で
あ
り
、
ま
た
一
つ
に
は
、
千
年
王
国
的
諸
運
動
の
 
発
生
で
 

あ
る
。
そ
れ
ら
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
黙
示
録
の
影
響
に
よ
っ
て
 
、
日
本
 

で
は
末
法
思
想
の
流
行
に
よ
っ
て
呼
び
起
こ
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
 

 
 

第
二
章
で
は
、
「
新
宗
派
及
び
新
修
道
会
の
誕
生
」
に
注
目
が
向
 
に
 ち
 

れ
る
。
こ
こ
で
著
者
は
、
日
本
に
関
し
て
鎌
倉
仏
教
の
新
宗
派
の
 
起
 掠
 る
 

説
明
し
て
か
ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
関
し
て
は
、
 

ヲ
 ル
ド
派
 や
ア
  
 

ョ
ワ
 派
を
は
じ
め
一
当
時
全
欧
州
に
流
行
し
て
い
た
在
家
の
改
革
 
運
動
を
 

ぉ
 
月
旦
 
是
 に
 、
い
 わ
ゆ
る
托
鉢
修
道
会
の
誕
生
を
紹
介
す
る
。
そ
れ
と
 の
 関
連
 

 
 

で
 舌
口
う
と
、
著
者
は
日
本
に
つ
い
て
聖
の
活
動
を
挙
げ
て
も
よ
か
 

っ
 た
だ
 

ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
 

第
三
章
で
著
者
は
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
と
道
元
の
人
生
を
比
較
す
る
 
 
 

意
義
深
い
文
章
を
も
つ
て
そ
の
試
み
を
始
め
て
い
る
。
「
 
マ
，
ッ
シ
 
 
 

ラ
ン
シ
ス
コ
の
生
活
を
同
時
代
の
道
元
の
そ
れ
と
比
べ
る
と
、
 

人
 は
ま
ず
 

そ
の
著
し
い
 
対
 瑠
佳
に
打
た
れ
る
。
家
庭
的
背
景
も
、
性
格
も
 、  
 

動
機
も
、
宗
教
的
修
養
も
、
す
べ
て
は
こ
の
両
者
を
分
け
隔
て
て
 い
る
」
 

は のばな と 利 忘ら 自   
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第
五
章
は
二
聖
人
の
霊
的
道
に
お
け
る
、
清
貧
の
位
置
や
意
義
を
 
考
察
 

す
る
。
人
々
の
た
め
に
貧
者
に
な
り
、
し
か
も
「
貧
し
い
人
は
幸
 
 
 

る
 」
と
布
告
し
た
キ
リ
ス
ト
を
、
で
き
る
だ
け
文
字
通
り
に
模
倣
 
 
 

と
し
た
プ
ラ
ン
シ
ス
コ
が
、
一
清
貧
婦
人
 

-
 を
自
ら
の
不
変
の
仲
 間
 や
主
 

人
 に
選
ん
だ
の
は
、
少
し
も
不
思
議
で
は
な
い
。
そ
れ
の
み
な
ら
 
ず
 道
元
 

の
 霊
的
道
に
お
い
て
も
、
清
貧
が
中
心
的
な
位
置
を
占
め
て
い
る
 
ケ
 @
 
い
，
つ
 

こ
と
は
、
道
元
に
関
す
る
文
献
に
あ
ま
り
な
じ
ん
で
い
な
い
私
を
 
驚
か
せ
 

た
 。
と
い
う
の
も
、
こ
の
章
に
お
い
て
著
者
は
、
釈
尊
や
さ
ま
ざ
 
ま
な
 一
 
@
n
 

僧
 た
ち
に
も
増
し
て
、
道
元
が
清
貧
を
力
強
く
勧
め
て
い
る
と
い
 うこ
と
 

を
 主
張
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
少
々
・
詳
し
く
み
る
と
、
「
 

随
聞
 記
 」
 だ
 

け
で
も
、
道
元
が
清
貧
を
勧
め
て
い
る
箇
所
は
少
な
く
と
も
 
二
ト
 五
 箇
所
 

に
ヒ
 る
と
い
う
。
さ
ら
に
分
析
を
加
え
て
、
著
者
は
道
元
 
と
ブ
 ラ
 ン
シ
ス
 

コ
が
 
、
清
貧
を
愛
す
る
動
機
を
六
 つ
 共
有
し
て
い
る
ば
か
り
で
は
 

エ
、
 

亡
 く
 

多
く
の
場
合
、
彼
ら
の
、
清
貧
を
具
体
的
に
生
き
る
た
め
の
訓
示
 
が
 同
一
 

で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
明
白
な
相
違
が
あ
る
と
す
 
 
 

そ
れ
は
、
一
方
で
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
が
、
教
会
に
お
け
る
修
道
会
の
 
古
い
慣
 

習
 に
従
っ
て
、
筋
肉
労
働
に
よ
っ
て
生
活
を
維
持
す
る
の
を
認
め
 
 
 

対
し
て
、
他
方
、
道
元
は
、
仏
教
的
伝
統
に
従
っ
て
、
そ
れ
を
 
出
 家
に
ふ
 

さ
わ
し
く
な
い
と
見
な
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
 

続
い
て
第
六
章
は
、
清
貧
の
生
活
の
特
別
な
様
式
、
す
な
む
ち
 
托
 鈍
を
 

取
り
上
げ
て
い
る
。
仏
教
の
伝
統
で
は
、
托
鉢
と
い
う
こ
と
が
 
出
 寒
生
活
 

の
 必
要
な
条
件
と
見
ら
れ
る
。
そ
れ
と
は
異
な
っ
て
フ
ラ
ン
シ
ス
 
コ
斗
ょ
、
 

@
@
 

そ
れ
を
可
能
な
生
活
様
式
の
一
つ
と
し
て
し
か
見
な
か
っ
た
が
  
 

か
わ
ら
ず
弟
子
た
ち
に
そ
れ
を
執
心
に
勧
め
た
。
こ
の
場
合
で
 も
 著
者
 

ほ
 、
こ
の
生
活
様
式
の
正
当
化
及
び
そ
れ
の
実
践
の
ル
ー
ル
が
 
、
 道
元
 と
 

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
は
、
互
い
に
平
行
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
 
示
  
 

る
 。
最
も
印
象
的
な
類
似
点
は
、
お
そ
ら
く
、
托
鉢
に
よ
っ
て
 
生
  
 

家
 と
在
家
の
関
係
に
つ
い
て
の
考
え
方
の
頗
似
に
あ
る
だ
ろ
う
。
 

 
 

通
り
仏
教
の
伝
統
的
な
考
え
万
で
は
、
出
家
と
在
家
と
は
托
鉢
 を
通
じ
 

て
 、
相
互
的
布
施
の
緒
に
よ
っ
て
互
い
に
結
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
 
。
在
家
 

は
 物
質
的
贈
り
物
 -
 財
施
 -
 
に
よ
っ
て
出
家
の
生
活
を
維
持
し
、
 

 
 

 
 

な
 む
 ち
 

法
宙
ま
 u
q
 
ヨ
 巴
を
与
え
る
の
で
あ
る
一
法
施
 -
 。
 

仏
教
を
ま
つ
た
く
知
ら
な
か
っ
た
ア
ッ
シ
ジ
の
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
 
 
 

て
 、
仏
教
と
同
一
の
考
え
方
が
見
出
さ
れ
る
と
す
る
と
、
驚
く
の
 
も
軸
理
 

著
者
は
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
が
次
の
よ
う
 な
見
解
 

を
 発
し
た
と
伝
え
て
い
 壬
 。
「
世
間
と
兄
弟
た
ち
と
の
間
に
 

、
い
 わ
ば
 契
 

約
 が
存
在
し
て
い
る
。
す
な
 
む
 ち
 、
 彼
ら
は
世
間
に
よ
い
模
範
を
 示
す
べ
 

 
 

を
 与
え
 

る
べ
き
で
あ
る
」
二
九
八
頁
Ⅰ
さ
ら
に
ま
た
、
「
施
し
物
の
代
   

神
の
召
し
使
い
は
、
そ
れ
と
比
べ
る
と
世
界
の
万
物
や
天
の
万
物
 
が
 皆
無
 

で
あ
る
よ
う
な
、
神
の
愛
を
与
え
る
の
で
あ
る
」
二
九
九
頁
）
。
 

 
 

具
体
的
な
や
り
方
に
関
す
る
指
示
に
も
、
著
者
は
両
者
の
間
に
強
 
 
 

性
を
発
見
す
る
。
例
外
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
フ
ラ
ン
シ
ス
 
コ
 の
場
 

合
に
 、
午
後
、
食
事
を
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
仏
教
的
戒
律
は
 
 
 

仏
教
の
場
合
に
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
が
よ
く
守
っ
た
り
勧
め
た
り
し
 た
よ
う
 

 
  
 

な
 、
断
食
の
日
は
な
い
と
い
う
こ
と
だ
け
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

「
 愛
 と
平
和
」
と
題
さ
れ
た
第
七
章
に
お
い
て
、
著
者
は
フ
ラ
ン
   

コ
 0
 人
格
の
も
う
一
つ
の
特
徴
、
す
な
わ
ち
世
界
平
和
の
た
め
の
 
活
動
を
 

挙
げ
る
。
こ
の
場
合
も
彼
女
は
、
道
元
の
人
格
の
中
に
そ
れ
に
 
柑
 当
 す
る
 



も
の
を
指
摘
し
よ
う
と
す
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
著
者
が
 
語
る
 並
 

有
性
 は
 不
自
炊
な
感
じ
が
す
る
。
と
い
う
の
は
、
道
元
と
平
和
の
 
 
 

活
動
と
の
繋
が
り
が
、
主
と
し
て
 浬
 架
の
思
想
に
置
か
れ
て
い
る
 か
ら
で
 

あ
る
。
そ
の
た
め
か
、
著
者
は
話
題
を
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
生
活
 
と
 道
元
 

の
 菩
薩
思
想
に
と
も
に
具
現
さ
れ
た
よ
う
な
、
普
遍
的
 変
 に
広
  
 

る
 。
こ
の
章
に
お
い
て
も
っ
と
も
注
目
に
値
す
る
文
章
は
、
お
そ
 
 
 

 
 

神
と
隣
人
を
愛
す
る
こ
と
を
勧
め
る
福
音
書
と
は
異
な
り
、
 

仏
 教
 

経
典
に
お
け
る
愛
に
関
す
る
舌
口
業
は
ほ
と
ん
ど
、
こ
の
世
の
人
 

や
  
 

に
 執
着
さ
せ
る
よ
う
な
「
渇
愛
」
に
対
す
る
彗
星
 

ロ
の
 舌
口
業
で
あ
る
  
 

道
元
は
一
切
衆
生
へ
の
普
遍
的
愛
の
積
極
的
な
面
を
強
調
す
る
  
 

数
の
高
僧
の
一
人
で
あ
る
。
彼
は
自
由
に
、
そ
う
い
う
積
極
的
な
 
土
忌
 

味
 で
、
「
 愛
 」
と
い
う
文
字
を
使
う
し
、
隣
人
に
「
隻
語
」
を
 向
  
 

る
よ
う
に
勧
め
て
い
る
。
 

最
後
の
一
章
一
第
八
 土
 量
に
お
い
て
著
者
は
、
「
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
 的
精
 

神
と
道
元
の
禅
」
と
の
間
の
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
似
 占と
 相
違
 白
な
 整
理
し
 

て
 並
べ
て
い
る
。
類
似
 占
 と
し
て
次
の
占
が
挙
げ
ら
れ
る
。
一
丁
 
一
 
 
 

救
う
た
め
に
自
分
を
忘
却
す
る
こ
と
、
 

-
2
 ）
本
来
の
清
貧
に
帰
る
 
こ
と
、
 

一
 
3
 一
 托
鉢
を
も
っ
て
生
活
す
る
こ
と
、
 

一
 
4
 一
 慈
愛
、
 
-
5
-
 
平
和
を
  
 

す
こ
と
、
 
一
 
6
 ）
本
質
や
原
点
に
帰
る
こ
と
、
 

一
 
7
-
 理
論
よ
り
も
 実
践
、
 

百
一
観
念
主
義
や
学
問
に
対
す
る
不
信
、
一
 

9
 一
 権
力
者
と
の
付
き
 
合
い
を
 

避
け
る
こ
と
、
（
り
内
的
生
命
を
重
視
す
る
こ
と
、
五
一
心
の
 大
事
、
 

一
は
 -
@
9
@
 

び
 。
 

王
な
 相
違
点
は
次
の
よ
う
に
列
挙
さ
れ
る
。
 

一
 
1
 一
 フ
ラ
ン
シ
ス
コ
 
の
単
 

純
 性
や
明
白
性
に
対
す
る
、
道
元
の
複
雑
で
「
螺
旋
的
」
 

な
 様
式
 、
 （
 
ノ
セ
 

2
 -
 

以
上
、
石
上
氏
の
著
書
の
内
容
を
紹
介
し
た
が
、
そ
れ
を
ど
う
い
 
ぅ
風
 

に
 判
断
し
た
ら
よ
い
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
こ
の
本
は
ど
う
い
う
 
分
 野
 に
属
 

す
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
か
。
根
本
的
に
は
、
「
 

霊
性
 」
の
書
で
は
 
 
 

と
 思
わ
れ
る
が
、
二
つ
の
互
い
に
異
な
る
宗
教
的
伝
統
に
属
す
る
 
霊
的
人
 

物
の
比
較
を
試
み
て
い
る
の
で
、
間
宗
教
的
研
究
と
い
う
や
や
 
新
  
 

門
 に
も
属
し
て
お
り
、
そ
う
い
う
も
の
と
し
て
歴
史
学
的
、
ま
た
 
 
 

学
的
内
容
を
も
含
ん
で
 
い
 る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

構
セ
 姐
的
 鶴
吉
 

か
ら
す
る
と
、
こ
の
本
は
 
、
 多
く
の
「
わ
き
ぜ
り
ふ
」
説
明
  
 

の
 付
録
、
比
較
の
た
め
の
図
表
な
ど
の
陰
で
、
多
少
混
乱
し
 

て
、
禾
 

整
理
の
も
の
に
も
見
え
る
。
 

い
っ
そ
う
重
要
な
点
で
あ
る
が
、
一
見
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
と
道
元
 
を
間
 

宗
教
的
比
較
の
対
象
と
す
る
こ
と
そ
れ
自
体
が
 、 初
め
か
ら
や
や
 
冒
険
的
 

な
 賭
け
の
よ
う
に
見
え
る
。
ま
こ
と
に
、
本
の
表
紙
に
並
置
さ
れ
 てい
る
 

世
間
の
中
の
生
活
に
対
す
る
、
世
間
か
ら
離
れ
た
生
活
、
 

-
3
-
 花
 象
 の
 
教
 

 
 

化
の
た
め
の
巡
回
に
対
す
る
、
僧
堂
に
於
け
る
定
住
、
 

-
4
-
 フ
ラ
 
 
 

8
 

 
 
Ⅰ
 

コ
 の
女
性
へ
の
不
信
に
対
す
る
、
道
元
の
女
性
へ
の
尊
敬
、
て
一
 

自
己
 な
 

 
 

 
  
 

忘
却
す
る
こ
と
に
対
す
る
、
自
己
の
非
存
在
。
 

著
者
の
結
び
の
発
言
は
引
用
に
値
す
る
と
思
わ
れ
る
。
 

ア
ッ
シ
ジ
の
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
と
道
元
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
た
 
課
 題
 

の
 優
れ
た
価
値
は
 
、
 彼
ら
の
完
全
な
自
己
否
定
、
清
貧
の
選
択
、
 

 
 

の
た
め
に
い
か
な
る
犠
牲
を
払
っ
て
も
い
い
よ
う
な
、
十
方
衆
生
 
を
 

救
お
う
と
す
る
断
固
と
し
た
願
い
、
そ
の
精
神
に
お
い
て
、
全
世
 
界
 

に
 
広
が
り
、
今
田
ま
で
活
発
で
あ
る
共
同
体
を
創
立
し
た
と
い
う
 
 
 

こ
ろ
に
存
ず
る
。
 



書評と紹介 

二
人
の
肖
像
画
が
十
分
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
、
両
者
の
宗
教
的
 
 
 

比
較
と
い
う
こ
と
で
は
、
そ
れ
以
上
に
甚
だ
し
い
対
照
は
想
像
  
 

ぃ
 。
一
方
の
宗
教
教
団
の
高
貴
な
代
表
者
た
る
道
元
に
対
し
て
、
 

 
 

系
譜
も
肩
書
き
も
な
い
、
一
種
の
「
幻
影
を
見
る
放
浪
者
」
 
-
 
・
 
・
 
く
 -
 
の
 
-
0
 
コ
 

㏄
屯
せ
 

a
g
a
 

す
 。
 邑
 ，
。
 
c
 ゴ
 の
の
（
の
 

コ
 0
 コ
 -
 
つ
 ・
）
仝
の
 

一
 、
自
称
「
道
化
者
」
の
 
フ
ラ
ン
 

シ
ス
コ
。
反
省
的
、
常
識
的
、
几
帳
面
な
賢
者
た
る
道
元
に
対
し
 

て
、
曲
 

謀
 で
、
気
ま
ぐ
れ
で
、
感
情
的
な
人
「
そ
の
理
想
や
行
動
が
 

明
白
な
 

観
念
に
還
元
し
が
た
い
詩
人
」
 

コ
、
 
0
 目
 o
u
 
ど
 
や
⑪
た
る
フ
ラ
ン
 ン
ス
コ
 

目
覚
し
い
知
能
を
も
ち
輝
か
し
い
学
問
の
、
「
充
実
し
た
思
弁
的
 
な
 頭
脳
 

の
 持
ち
主
」
た
る
道
元
に
対
し
て
、
正
式
な
教
育
を
ほ
と
ん
ど
 
受
  
 

キ
リ
ス
ト
教
の
神
学
さ
え
も
 甲
 ぶ
こ
と
な
く
、
「
か
ろ
う
じ
て
う
 

テ
ン
五
 %
 

を
読
み
書
き
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
よ
う
な
、
無
知
の
人
た
る
 
フ
 ぅ
，
ン
シ
 

ス
コ
 。
さ
ら
に
、
す
で
に
挙
げ
た
よ
う
に
、
道
元
が
僧
堂
の
中
 で
 定
住
 

的
 、
瞑
想
的
生
活
を
し
て
き
た
の
に
対
し
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
 
巡
 目
的
 生
 

活
 を
し
な
が
ら
、
世
間
の
中
で
次
々
と
ユ
ー
ト
ピ
ア
的
な
活
動
に
 
 
 

 
 

併
せ
て
舌
口
 え
ぼ
 、
道
元
を
、
た
と
え
ば
 聖
 ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
、
 
聖
  
 

 
 

ブ
 ラ
 

ン
シ
ス
コ
を
禅
の
詩
人
か
奇
人
（
た
と
え
ば
、
良
寛
 
や
 
一
休
 -
 に
  
 

る
万
バ
 Ⅰ
は
る
か
に
ふ
さ
わ
し
い
で
は
な
い
か
と
 自
 殊
に
 m
 ゅ
 わ
れ
 る
た
 ろ
 

う
 
-
 実
際
、
著
者
は
以
前
に
、
日
本
語
で
「
良
寛
 と
聖
 フ
ラ
ン
 チ
ェ
ス
 

コ
 」
と
い
う
本
を
出
し
て
い
る
が
、
あ
い
に
く
そ
れ
を
参
考
に
す
 るこ
と
 

は
で
き
な
か
っ
た
㍉
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
著
者
が
道
元
 と
 フ
ラ
ン
 

シ
ス
コ
と
を
比
べ
る
こ
と
に
し
た
所
以
は
、
ほ
か
で
も
な
く
、
 

本
 人
 が
親
 

し
ん
で
 い
 る
両
文
化
の
伝
統
の
中
に
、
こ
れ
ら
二
人
の
人
物
に
対
 
し
て
 特
 

参
考
書
 

石
上
・
 イ
 ア
ゴ
ル
ニ
ッ
ツ
ア
ー
・
美
智
子
「
良
寛
 と
聖
 フ
ラ
ン
 チ
ェ
ス
 

コ
し
新
潟
、
考
古
堂
書
店
、
一
九
九
八
年
。
 

コ
住
コ
ユ
ぃ
プ
 
し
 け
 「
（
 

@
c
 
廷
目
コ
 
-
 Ⅱ
 ぜ
き
 ㏄
ぎ
も
 
荘
か
汁
ミ
 

Q
@
 ヱ
 下
目
ぃ
 

ぎ
 ド
丈
ビ
ぎ
 

）
 

ゃ
 
）
 ～
 
ぬ
め
 

ム
患
黛
 ・
三
の
旧
 ぺ
 0
 吏
胃
 0
 目
コ
一
ま
お
ョ
ヨ
ギ
 。
）
の
の
 

0
.
 

  

別
 な
関
心
と
愛
が
抱
か
れ
て
き
て
い
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
 
 
 

ろ
う
。
両
者
の
著
し
い
対
照
 
佳
 に
も
か
か
わ
ら
ず
、
二
人
の
間
に
 
 
 

な
頗
似
 ・
点
を
見
つ
け
た
と
い
う
こ
と
は
、
確
が
に
著
者
の
大
き
な
 

 
 

ト
と
ヨ
 わ
ざ
る
を
得
な
い
。
 

書
評
者
と
し
て
は
批
判
も
提
示
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
ら
、
 

ニ
 、
一
一
 
一
の
 
占
 

を
 挙
げ
る
こ
と
に
し
よ
う
。
あ
ま
り
に
も
長
く
フ
ラ
ン
ス
で
生
活
 なし
て
 

き
た
著
者
は
、
日
本
の
仏
教
界
一
そ
し
て
特
に
仏
教
語
の
発
音
 
-
 と
の
 親
 

し
み
の
欠
如
を
た
び
た
び
示
し
て
い
る
。
実
例
を
一
つ
だ
け
挙
げ
 
る
と
、
 

ヱ
八
四
頁
で
は
「
た
か
お
さ
ん
」
と
も
書
か
れ
て
い
る
 

-
 高
野
山
  
 

峰
寺
芝
 ん
ご
う
 
ぶ
じ
一
は
 
「
こ
ん
ご
う
ほ
う
じ
」
と
記
さ
れ
 て
い
る
 

一
四
 
0
 、
六
四
頁
 -
 。
第
二
に
 
、
 本
の
構
造
を
乱
す
よ
う
な
付
録
 や
 追
加
 

の
綴
 っ
か
に
関
し
て
は
、
そ
れ
ら
が
本
当
に
こ
の
本
に
適
切
か
ど
 

ぅ
か
疑
 

い
の
余
地
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
栄
西
と
道
元
以
前
の
日
本
に
お
 
け
る
 禅
 

宗
の
紹
介
一
八
 
0
 ｜
 八
一
頁
 -
 な
ど
。
第
三
に
、
文
献
目
録
の
中
 
 
 

リ
ス
ト
 教
 
一
般
と
仏
教
一
般
 は
 つ
い
て
の
文
献
が
、
ど
う
い
う
 

読
 者
に
役
 

に
 立
つ
の
か
は
明
ら
か
で
は
な
 

こ
う
し
た
問
題
点
は
あ
る
も
の
の
、
結
論
と
し
て
石
上
氏
の
こ
の
 
著
作
 

は
 、
仏
教
と
キ
リ
ス
ト
教
の
関
係
を
探
求
す
る
書
物
と
し
て
、
 

大
  
 

迎
 す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
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本
書
は
、
著
者
が
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
「
土
着
型
キ
リ
 
 
 

教
 」
に
関
す
る
事
例
研
究
に
、
理
論
的
枠
組
を
提
示
し
た
上
で
ま
 
 
 

も
の
で
あ
る
。
著
者
は
幼
い
と
き
に
来
日
し
、
北
米
と
日
本
の
宗
 
教
 の
 交
 

流
 に
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
ア
メ
リ
カ
 
や
カ
ナ
  
 

禅
 仏
教
や
浄
土
真
宗
の
伝
道
の
研
究
や
、
ア
ジ
ア
の
文
化
や
宗
教
 
と
 由
ム
 ム
 

っ
た
 キ
リ
ス
ト
教
の
多
様
な
局
面
を
研
究
し
て
き
た
。
そ
の
後
、
 

日
本
に
 

お
け
る
「
土
着
型
キ
リ
ス
ト
教
」
研
究
を
開
拓
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
 
る
 。
 

日
本
に
お
い
て
キ
リ
ス
ト
教
に
関
す
る
実
証
的
研
究
と
い
う
と
、
 

戦
前
 

は
 キ
リ
シ
タ
ン
の
研
究
、
戦
後
は
森
岡
清
美
と
そ
の
門
下
生
を
中
 
 
 

 
 

こ
 巳
で
 0
 （
れ
侍
 
ド
 o
h
 目
 り
妊
 酊
ヱ
 ㌧
「
の
 
拐
，
ヱ
 0
 コ
 0
 三
ざ
 

円
 C
 の
 m
 。
 ド
 Ⅱ
㏄
も
や
㏄
 
じ
 &
.
c
 

り
 

ま
 p
q
 才
戸
ミ
 ロ
「
「
 ジ
 の
 

い
 か
 @
 
、
迂
 ぎ
ざ
を
 
寒
ぬ
 熟
達
㌔
 鳶
 ぬ
き
、
 ム
め
 ～
 ぎ
駐
陳
 知
礼
 廣
ぬ
 ざ
 Q
 ま
 ㏄
 

寒
 。
黒
ま
 黛
涛
 

た
 プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
・
土
着
化
の
研
究
、
あ
る
い
は
安
斎
 
伸
 や
 鈴
木
 

艶
人
 の
 カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
・
集
団
改
宗
研
究
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
 

 
 

に
 、
内
村
鑑
三
や
賀
川
豊
彦
な
ど
名
高
い
伝
道
者
に
関
す
る
研
究
 
 
 

 
 
 
  
 

日
清
子
 他
 、
そ
の
成
果
は
枚
挙
に
暇
が
な
れ
。
 

だ
が
近
年
、
例
え
ば
民
俗
宗
教
と
し
て
ギ
リ
ス
ト
教
を
と
ら
え
た
 
 
 

（
宮
崎
賢
太
郎
「
カ
ク
 
レ
 キ
リ
シ
タ
ン
の
信
仰
世
界
」
、
池
上
 

良
 正
 
「
 悪
 

霊
と
 聖
霊
の
舞
台
き
は
あ
っ
て
も
、
そ
れ
以
外
の
実
証
研
究
は
 

つ
 い
た
論
考
が
提
出
さ
れ
た
こ
と
は
、
画
期
的
な
こ
と
な
の
で
あ
 

け
る
日
本
 発
の
 キ
リ
ス
ト
教
に
関
し
て
、
こ
の
よ
う
な
繊
密
な
調
 

リ
ス
ト
教
の
実
証
研
究
は
い
わ
ば
閉
塞
し
た
よ
う
な
 
廿
 Ⅲ
気
だ
つ
 

が
 大
半
で
、
聖
霊
派
・
福
音
派
な
ど
の
教
派
の
調
査
報
告
も
少
な
 

は
 舌
口
え
な
い
。
ま
た
、
従
来
の
研
究
は
伝
統
的
教
派
を
対
象
と
し
 

に
 思
わ
れ
る
。
そ
の
意
味
で
、
著
者
が
「
土
着
型
キ
リ
ス
ト
教
」
 

多
い
と
 

査
 に
基
 

た
よ
う
 

く
、
キ
 

る
 。
 

 
 と

 名
付
 

本
書
の
テ
ー
マ
は
、
著
者
自
身
が
「
土
着
型
キ
リ
ス
ト
教
運
動
の
 一
般
 

理
論
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
で
は
な
」
 

く
、
 
「
そ
の
出
現
・
性
格
 

発
展
の
 

基
本
的
な
問
い
に
対
す
る
解
答
を
示
す
こ
と
」
だ
と
述
べ
て
い
る
 
0
 
つ
ま
 

り
 、
社
会
学
の
視
座
に
立
ち
つ
つ
、
具
体
的
な
事
例
に
即
し
て
 一
 
 
 

ト
 教
を
受
け
入
れ
た
日
本
人
が
、
な
ぜ
宣
教
師
や
伝
統
を
受
け
入
 
 
 

の
か
。
そ
の
過
程
で
カ
リ
ス
マ
的
指
導
者
の
役
割
は
ど
う
だ
っ
た
 
か
 。
 日
 

本
人
キ
リ
ス
卜
者
に
よ
っ
て
発
展
し
た
社
会
改
革
は
何
か
。
日
本
 
 
 

ス
 卜
者
が
自
ら
の
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
 と
末
 信
者
時
代
の
宗
教
伝
統
 と
の
 関
 

係
 を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
が
。
土
着
型
キ
リ
ス
ト
教
の
発
展
で
 
 
 

う
な
新
し
い
儀
礼
が
制
度
化
さ
れ
る
か
」
な
ど
の
問
い
に
答
え
て
 
 
 

と
だ
と
い
う
 
二
 
0
 頁
 Ⅰ
 

そ
こ
で
評
者
は
本
稿
で
、
本
書
の
内
容
を
素
描
す
る
こ
と
に
力
を
 
注
ぎ
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た
い
。
そ
し
て
最
後
に
、
若
干
の
間
 い
な
 記
す
こ
と
に
し
た
。
 
以
 下
で
 紹
 

介
す
る
よ
う
な
「
土
着
型
キ
リ
ス
ト
教
」
の
各
教
派
に
つ
い
て
、
 

 
 

読
者
は
そ
の
存
在
す
ら
知
ら
な
い
だ
ろ
う
。
そ
の
章
に
若
干
重
き
 
 
 

て
 説
明
す
る
。
 

以
下
、
各
章
の
概
略
を
述
べ
て
い
く
。
 

第
一
章
は
「
世
界
宗
教
と
し
て
の
キ
リ
ス
ト
教
と
土
着
的
動
向
」
 

 
 

て
 、
本
書
全
体
の
見
取
り
図
が
示
さ
れ
て
い
る
。
本
書
の
著
者
の
 
関
心
は
 

「
世
界
宗
教
が
一
つ
の
文
化
か
ら
他
の
文
化
へ
移
植
す
る
際
に
何
 

が
お
こ
 

る
の
か
」
で
あ
り
二
頁
 
-
 、
本
書
全
体
が
社
会
学
的
考
察
に
よ
 る
こ
と
 

や
、
 王
に
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
渡
来
 俊
が
 研
究
対
象
と
な
  
 

の
 、
そ
れ
以
前
の
日
本
の
文
化
的
社
会
的
文
脈
も
視
野
に
入
っ
て
 い
る
こ
 

と
や
、
世
界
宗
教
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
教
に
お
い
て
、
日
本
と
い
う
 
 
 

お
い
て
土
着
的
運
動
が
い
か
に
生
ま
れ
た
の
か
を
と
ら
え
る
方
法
 
な
ど
が
 

述
べ
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
本
書
で
の
土
着
化
 
@
 杜
 俺
の
日
 ぎ
 （
 
ぎ
 巳
は
 

「
外
国
生
ま
れ
の
宗
教
が
、
土
着
の
宗
教
や
文
化
の
接
触
を
通
し
 

て
 変
換
 

す
る
過
程
」
を
指
し
て
い
る
宗
貞
 
-
 。
 

第
二
章
は
「
日
本
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
の
社
会
的
起
源
」
と
し
 
 
 

日
本
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
受
容
の
展
開
過
程
を
追
っ
て
い
る
。
 

ま
ず
、
近
世
に
お
け
る
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
か
ら
近
代
の
プ
ロ
テ
ス
タ
 ンテ
 

イ
ズ
ム
の
布
教
ま
で
が
簡
潔
に
記
さ
れ
て
い
る
。
と
く
に
後
者
 卜
は
 
、
 貝
 
取
 

初
 、
超
教
派
的
だ
っ
た
も
の
が
後
に
教
派
的
と
変
わ
っ
て
い
く
 。
さ
ら
 

に
 、
横
浜
・
熊
本
・
札
幌
の
三
つ
の
バ
ン
ド
が
登
場
し
、
宣
教
師
 
 
 

で
は
な
く
日
本
人
信
徒
た
ち
の
宣
教
が
始
ま
っ
た
。
だ
が
い
ず
れ
 
も
 
「
 外
 

来
 宗
教
」
と
し
て
の
キ
リ
ス
ト
教
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
 

内
  
 

教
会
運
動
以
降
、
二
 
0
 世
紀
に
「
土
着
型
キ
リ
ス
ト
教
」
が
登
場
 し
、
本
 

書
 で
は
そ
の
う
ち
十
三
教
派
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
二
一
五
頁
㍉
 

著
者
は
各
教
派
を
独
白
の
土
着
化
類
型
で
分
類
し
た
。
そ
の
際
 
セ
ク
 

ト
的
か
デ
 
/
,
 ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
的
か
と
い
う
 占
と
 、
変
化
の
程
度
が
 
土
着
的
 

か
 非
土
着
的
か
と
い
う
占
を
ク
ロ
ス
さ
せ
た
二
二
八
頁
㍉
そ
の
 結
果
、
 

土
着
的
セ
ク
ト
は
イ
エ
ス
 
之
 御
霊
教
会
、
非
土
着
的
セ
ク
ト
は
 統
 
一
 教
会
 

や
 
エ
ホ
バ
の
証
人
 他
 、
土
着
的
デ
ノ
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
無
教
会
運
 動や
基
 

督
心
 宗
教
団
・
追
金
・
原
始
福
音
、
非
土
着
的
デ
ノ
ミ
ネ
ー
シ
ョ
 ン
は
日
 

本
 基
督
教
団
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
・
日
本
聖
公
会
 他 、
と
分
類
し
 
た
 。
 本
 

書
 で
は
そ
の
な
か
で
、
「
土
着
的
」
な
事
例
を
考
察
し
て
い
る
の
 

で
あ
る
。
 

第
三
章
の
「
カ
リ
ス
マ
派
、
小
教
会
の
創
設
者
、
土
着
的
運
動
」
 

 
 

土
着
型
教
派
の
特
徴
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
 

例
え
ぼ
 、
日
本
の
 
キ
  
 

教
を
観
察
す
る
上
で
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
は
、
欧
米
 
 
 

に
 定
着
し
た
状
況
で
は
な
く
、
新
宗
教
的
側
面
を
持
つ
点
で
あ
る
 
。
そ
し
 

て
 、
土
着
型
キ
リ
ス
ト
教
の
出
現
を
可
能
に
し
た
輸
入
品
的
要
素
 
と
 国
産
 

品
 要
素
 や
 、
固
有
の
文
化
と
宗
教
伝
統
の
問
題
な
ど
が
示
さ
れ
、
 

ま
た
、
 

 
 

 
 

土
着
型
キ
リ
ス
ト
教
が
、
カ
リ
ス
マ
的
指
導
者
を
生
む
こ
と
に
な
 っ
た
と
 

指
摘
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
各
教
派
の
創
始
者
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
 
受
け
て
 

い
る
西
洋
と
土
着
の
影
響
を
、
 

表
三
 に
示
し
た
 
-
 四
二
頁
Ⅱ
 
土
 着
 の
 影
 

響
 と
し
て
、
儒
教
や
神
道
、
先
祖
祭
祀
、
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
な
ど
 
が
 挙
げ
 

ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
創
始
者
た
ち
の
世
界
観
と
し
て
現
世
と
垂
 

亜
的
 世
界
 

 
  
 

の
 二
分
法
的
な
点
も
指
摘
し
て
い
る
。
 

 
 
 
 

第
四
章
は
「
日
本
的
キ
リ
ス
ト
教
の
源
泉
」
と
し
て
、
内
村
と
無
 
教
会
 

運
動
に
つ
い
て
詳
述
し
、
そ
の
重
要
性
を
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
は
 
、
次
章
 

以
降
で
取
り
上
げ
る
教
派
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
か
ら
で
あ
る
 
。
日
本
 



の
 キ
リ
ス
ト
教
は
い
わ
ゆ
る
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
層
に
受
容
さ
れ
た
 
こ
と
は
 

広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
だ
が
こ
の
土
着
型
運
動
は
、
大
衆
運
動
の
 
基
礎
と
 

は
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
教
会
組
織
・
宗
教
的
権
威
を
否
定
 
す
る
 傾
 

向
を
持
っ
て
お
り
、
「
使
徒
的
キ
リ
ス
ト
教
」
を
取
り
戻
す
方
向
 
 
 

っ
 た
の
で
あ
る
。
 

第
五
章
で
は
「
自
己
修
養
の
道
と
し
て
の
キ
リ
ス
ト
教
」
と
し
て
 
 
 

何
分
有
 と
道
 会
、
お
よ
び
、
川
合
宿
水
と
基
督
 心
 宗
教
団
、
と
い
 
,
@
,
,
 

一
一
つ
 

の
 教
派
と
そ
の
指
導
者
に
関
し
て
考
察
し
て
い
る
。
と
も
に
キ
リ
 スト
 教
 

を
 
「
 
道
 」
と
し
て
理
解
し
、
宗
教
生
活
で
の
自
己
修
養
を
重
視
し
 
 
 

ぅ
 共
通
 占
 が
あ
る
。
 

江
戸
末
期
、
兵
庫
の
明
石
に
士
族
の
子
と
し
て
生
ま
れ
た
松
村
 分
有
 

は
 、
宣
教
師
か
ら
英
語
を
学
ぶ
と
と
も
に
キ
リ
ス
ト
教
と
出
会
っ
 
た
 。
 そ
 

の
 教
義
に
も
熱
心
に
取
り
組
む
彼
は
、
あ
る
と
き
キ
リ
ス
ト
教
の
 
神
 が
天
 

帝
に
 他
な
ら
な
い
と
い
う
啓
示
を
受
け
、
受
洗
に
至
っ
た
。
日
本
 
 
 

に
村
 侍
 す
る
宣
教
師
た
ち
と
衝
突
し
た
松
村
は
、
神
学
校
を
辞
 め
 、
「
 福
 

昔
 新
報
」
の
執
筆
や
英
語
の
教
員
を
経
て
、
一
九
 0 五
年
、
四
七
 
歳
 の
と
 

き
、
日
本
の
た
め
新
し
い
キ
リ
ス
ト
教
を
伝
え
、
独
立
教
会
を
始
 
め
る
こ
 

と
に
し
た
。
そ
し
て
「
 道
 」
と
い
う
雑
誌
を
刊
行
し
た
。
松
村
 自
身
は
 

「
新
し
い
宗
教
」
と
呼
ぶ
こ
の
運
動
で
は
、
「
宿
神
・
 

修
徳
 ・
 愛 隣
 
・
 永
 

生
 」
と
い
う
 四
 綱
領
が
日
常
生
活
の
基
本
と
さ
れ
た
。
一
五
年
  
 

谷
 ・
神
山
に
 拝
 天
堂
と
い
う
施
設
を
建
て
た
。
教
え
や
儀
礼
に
は
 
 
 

学
や
神
道
の
影
響
が
強
く
、
第
二
次
世
界
大
戦
前
、
「
キ
リ
ス
ト
 
教
 の
 匂
 

い
 」
が
ほ
と
ん
ど
な
い
教
派
だ
っ
た
と
い
う
。
 

川
合
宿
水
も
江
戸
末
期
に
山
梨
で
生
ま
れ
、
二
二
歳
で
キ
リ
ス
ト
 
教
と
 

出
会
っ
た
。
一
年
間
で
家
族
内
の
五
人
も
が
重
病
・
 

孝
に
 出
 

会
っ
た
彼
は
、
新
約
聖
書
に
お
け
る
「
山
上
の
説
教
」
の
部
分
に
 
癒
さ
れ
 

 
 

た
 。
そ
し
て
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
で
洗
礼
を
受
け
た
。
東
北
学
院
で
 
1
8
 

 
 

は
神
学
 

 
 
 
 

研
究
に
励
む
一
方
で
、
二
年
ほ
ど
毎
夕
五
、
六
時
間
瞑
想
を
続
け
 
た
 。
 そ
 

し
て
「
神
を
見
る
」
と
い
う
経
験
を
し
た
。
三
六
歳
の
と
き
か
ら
 
 
 

ト
 教
の
講
義
を
二
 
0
 年
 続
け
て
き
た
グ
ン
ゼ
と
い
う
会
社
で
、
 

二
 七
年
に
 

基
督
心
ゐ
不
教
団
を
設
立
し
た
。
川
合
は
「
 
七
 大
誓
願
」
と
い
う
 神
 に
 対
す
 

る
 誓
い
と
と
も
に
、
「
祈
り
・
瞑
想
・
霊
的
聖
書
研
究
」
を
実
践
 
す
べ
き
 

 
 

こ
の
二
教
派
の
内
容
を
見
て
み
る
と
、
西
洋
の
伝
統
や
思
考
と
は
 
 
 

あ
り
方
を
示
す
も
の
も
あ
り
、
個
人
の
宗
教
経
験
の
重
要
性
を
訴
 える
と
 

い
う
特
徴
を
持
つ
。
ま
た
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
支
配
を
絶
ち
切
り
、
 

西
 洋
 の
 儀
 

礼
 と
同
様
に
ア
ジ
ア
の
宗
教
伝
統
を
志
向
し
て
い
た
。
 

第
六
章
は
「
日
本
版
使
徒
的
キ
リ
ス
ト
教
」
と
し
て
、
前
章
の
 
一
 一
 教
派
 

の
後
、
一
九
三
 
0
@
 
匹
 0
 年
代
に
成
立
し
た
土
着
型
教
派
の
う
ち
 一一
一
つ
 

、
 

す
な
ね
 ち
、
イ
ェ
ス
 
之
 御
霊
教
会
・
 
聖
 イ
エ
ス
 会
 
・
原
始
福
音
（
 幕
屋
）
 

を
 扱
っ
た
。
な
お
、
そ
れ
以
外
の
教
派
に
つ
い
て
は
本
書
の
幾
つ
 
 
 

所
や
文
献
目
録
で
紹
介
し
て
い
る
。
 

村
井
 旦
は
 メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
の
牧
師
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
、
 

土
 円
山
芋
 

院
 で
学
ん
だ
。
だ
が
自
殺
を
し
ょ
う
と
し
た
直
前
、
聖
霊
の
存
在
 
を
感
じ
 

ま
た
 異
 舌
口
を
発
し
た
。
こ
の
経
験
か
ら
 迷
 い
が
消
え
た
彼
は
 
、
信
 仰
に
 生
 

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
イ
エ
ス
 
之
 御
霊
教
会
を
四
一
年
 に
 立
て
 

た
 。
こ
の
教
派
は
、
ペ
ン
テ
コ
ス
テ
の
影
響
が
あ
り
、
ヒ
ー
リ
ン
 
グ
や
異
 

舌
口
を
重
視
し
て
い
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
 

一
九
 0
 六
年
生
ま
れ
の
大
槻
武
二
は
中
学
時
代
に
受
洗
 し、
ホ
｜
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死 、 ノ 

感 益 行のこ 第 

れ ば な ら と 受   
と
し
て
否
定
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
核
家
族
で
育
っ
た
宣
教
師
た
ち
 
は
、
短
 

期
間
し
か
日
本
で
の
生
活
を
経
験
せ
ず
、
そ
の
日
本
で
は
、
イ
ェ
 
制
度
と
 

い
う
拡
大
家
族
に
お
い
て
、
毎
年
行
わ
れ
る
春
秋
の
彼
岸
や
盆
 
行
 事
、
そ
 

し
て
死
者
が
出
る
と
そ
の
日
の
一
年
後
、
三
年
後
な
ど
と
続
く
長
 
期
 に
わ
 

た
る
法
事
が
あ
る
と
い
う
認
識
の
差
異
か
ら
生
ず
る
と
も
言
え
 る
 だ
 る
 

 
 土

着
型
キ
リ
ス
ト
教
各
教
派
は
、
死
者
儀
礼
に
対
し
、
そ
れ
ぞ
れ
 
色
々
 

な
 対
応
を
と
っ
て
い
る
。
例
え
ば
イ
ェ
ス
 之
 御
霊
教
会
で
は
、
 
改
 宗
 者
に
 

は
位
牌
を
焼
却
さ
せ
る
が
、
祖
先
を
決
し
て
否
定
し
て
お
ら
ず
、
 

身
代
わ
 

り
 洗
礼
を
受
け
さ
せ
て
い
る
。
 

聖
 イ
エ
ス
教
会
で
は
「
祖
先
崇
敬
   

て
 」
と
い
う
章
を
設
け
た
手
引
き
書
を
出
し
た
り
、
逝
去
し
た
 
家
 族
員
の
 

写
真
を
礼
拝
の
と
き
に
な
ら
 

べ
 
「
身
代
わ
り
の
ミ
サ
」
を
行
っ
て
 
 
 

原
始
福
音
で
も
「
キ
リ
ス
ト
教
で
は
死
者
を
崇
拝
し
ま
せ
ん
が
、
 

死
者
の
 

永
 遠
の
平
和
を
神
に
祈
り
ま
す
」
と
説
明
し
て
い
る
。
基
督
小
ナ
 

石
油
Ⅱ
 で
 

は
 、
キ
リ
ス
ト
教
の
信
仰
と
祖
先
崇
敬
は
対
 侍 す
る
も
の
で
は
な
 
い
と
し
 

て
 、
信
徒
が
仏
壇
を
保
持
し
続
け
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
ま
た
 
、
こ
れ
 

ら
の
創
始
者
た
ち
は
、
新
約
聖
書
の
「
ペ
ト
ロ
へ
の
手
紙
一
」
 

の
 一
一
三
車
 

一
 

八
 @
 
二
 二
節
、
同
四
土
星
ハ
節
に
着
目
し
、
死
者
の
い
る
霊
的
世
界
 

で
も
 救
 

済
さ
れ
る
と
見
な
す
な
ど
、
日
本
人
の
視
点
に
よ
る
聖
書
解
釈
を
 
提
示
し
 

て
い
る
。
さ
ら
に
創
始
者
が
逝
去
し
た
教
派
で
は
、
そ
の
日
を
追
 
 
 

本
書
で
取
り
上
げ
た
全
て
の
教
派
で
は
、
死
に
関
す
る
儀
礼
を
遂
 
@
 し
て
 

い
る
。
ま
た
、
そ
の
半
数
で
は
、
救
済
が
霊
的
世
界
へ
拡
大
さ
れ
 

、
家
族
 

 
 

祭
壇
も
準
備
し
て
い
る
。
 

第
八
章
「
成
長
と
衰
退
の
比
較
」
は
、
土
着
型
以
外
の
教
派
を
含
 
1
8
9
 

考
察
で
あ
る
。
 



日
本
基
督
教
団
や
日
本
聖
公
会
な
ど
伝
統
的
教
派
が
第
二
次
大
戦
 
 
 

キ
リ
ス
ト
教
ブ
ー
ム
の
後
、
信
徒
数
が
停
滞
し
て
い
る
の
に
対
し
 
、
福
音
 

派
の
教
派
な
ど
で
は
近
年
信
者
数
を
大
き
く
伸
ば
し
て
い
る
。
 

そ
 し
て
、
 

土
着
型
教
派
の
現
状
と
問
題
点
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
簡
単
に
記
 
せ
ば
 次
 

0
 通
り
で
あ
る
。
 

無
 教
会
は
一
九
五
七
年
頃
、
信
者
数
五
万
人
と
の
推
定
も
あ
る
が
 
、
現
 

在
は
五
 0
0
0
 
人
 程
度
が
活
動
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
 

道
 会
は
 一
二
 
-
 
八
年
 

が
 最
大
四
三
 0
0
 
人
 。
現
在
は
「
 
道
 」
を
千
部
発
行
し
て
い
る
も
  
 

活
動
メ
ン
バ
ー
は
 
三
 0
0
 
人
 程
度
で
あ
る
。
基
督
 心
 宗
教
団
は
 、
 -
 
ハ
 0 年
 

に
は
 三
 0
0
0
 

火
 ほ
ど
の
信
者
が
い
た
が
、
現
在
は
一
三
一
五
 大
 で
あ
 

る
 。
最
も
大
き
な
東
京
教
会
で
す
ら
、
礼
拝
出
席
者
は
二
 
0
 人
種
 度
 で
あ
 

る
 。
こ
の
三
教
派
は
い
ず
れ
も
、
高
齢
化
と
後
継
者
 
難
 と
い
う
 問
 題
 を
抱
 

え
て
い
る
。
 

イ
ェ
ス
立
御
霊
教
会
は
第
二
次
大
戦
後
の
五
八
年
で
二
万
八
 
0
0
 
 
 

の
 信
者
が
お
り
、
そ
の
後
も
伸
び
、
 

九
 0
 年
代
初
め
に
は
四
二
万
   

い
う
。
だ
が
、
熱
心
に
活
動
し
て
い
る
メ
ン
バ
ー
は
多
く
は
な
い
 

。
原
始
 

福
音
は
 力
 ル
ロ
ラ
ー
ダ
の
研
究
に
 
よ
 れ
 ば
セ
 0
 年
代
で
六
万
人
い
 
 
 

う
 。
現
在
で
も
一
万
人
ほ
ど
い
て
、
九
四
の
集
団
が
活
動
し
て
い
 
る
 。
 敢
王
 

イ
エ
ス
会
は
順
調
に
成
長
し
、
現
在
も
一
万
人
お
り
、
礼
拝
参
加
 
0
 割
ム
 口
 

も
他
 教
派
と
比
べ
る
と
多
い
。
だ
が
、
若
者
が
減
少
し
て
い
る
。
 

日
曜
 字
 

校
の
出
席
者
を
八
六
年
と
九
五
年
を
比
較
す
る
と
中
学
生
で
三
割
 
、
小
学
 

生
で
四
割
減
と
な
っ
て
い
る
。
 

日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
が
直
面
す
る
困
難
と
し
て
、
北
米
の
キ
リ
ス
 
ト
教
 

と
は
異
な
り
、
「
新
し
い
宗
教
」
で
あ
る
と
い
う
文
脈
は
無
視
で
 

き
な
い
。
 

ロ
ド
ニ
ー
。
ス
タ
ー
ク
が
見
出
し
た
新
宗
教
継
続
の
八
つ
の
条
件
 

 
 

日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
に
お
い
て
重
要
な
も
の
を
著
者
 
は
 三
つ
挙
げ
 た
 。
 そ
 

れ
は
、
習
慣
的
な
信
仰
の
継
続
・
中
程
度
の
緊
張
・
存
す
る
に
 
適
 し
た
 環
 

境
 で
あ
る
。
 

 
 

ま
た
、
多
く
の
研
究
者
た
ち
に
、
日
本
社
会
と
は
文
化
的
に
断
絶
 
状
態
 

に
あ
る
と
見
な
さ
れ
て
き
た
キ
リ
ス
ト
教
は
、
一
方
で
隣
国
の
韓
 
回
 に
お
 

い
て
浸
透
し
て
い
る
。
韓
国
で
は
、
人
口
の
四
分
の
一
が
キ
リ
ス
 
ト
 数
倍
 

徒
 で
あ
る
。
そ
れ
は
、
民
族
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
結
び
つ
き
 
、
 反
権
 

力
 的
存
在
と
な
っ
て
人
々
の
心
を
勝
ち
得
た
の
で
あ
る
。
そ
の
 
韓
 固
め
キ
 

リ
ス
ト
教
の
教
派
が
、
日
本
へ
進
出
し
て
い
る
。
例
え
ば
 
コ
 イ
ド
 純
 福
音
 

教
会
が
あ
る
。
こ
の
信
者
の
多
く
は
日
本
で
働
く
韓
国
人
だ
が
、
 

教
 八
万
Ⅰ
 
し
 

よ
っ
て
は
日
本
人
が
多
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。
こ
れ
は
今
後
も
増
え
 
 
 

だ
ろ
う
。
 

第
九
章
「
広
い
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
お
け
る
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
」
 

は
本
 

書
の
総
括
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
事
例
を
、
よ
り
広
い
視
座
で
ま
 と
め
て
 

 
 

土
着
型
キ
リ
ス
ト
教
と
は
、
主
体
的
に
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
を
再
 
解
 釈
 ・
 

再
構
築
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
シ
ン
ク
レ
テ
ィ
ズ
ム
や
逸
脱
 
と
 見
な
 

す
 向
き
も
あ
る
が
、
創
始
者
た
ち
は
自
分
な
り
に
精
微
化
し
て
い
 
る
し
、
 

す
で
に
こ
の
よ
う
な
衝
突
は
、
二
世
紀
の
ギ
リ
シ
ア
な
ど
各
地
 で
お
こ
 

り
 、
解
決
済
み
の
こ
と
と
も
思
わ
れ
る
。
 

土
着
型
キ
リ
ス
ト
教
は
、
神
学
・
実
践
 

 
 

組
織
・
性
役
割
の
点
で
も
 他
と
 異
な
っ
て
い
る
。
内
村
は
儒
教
的
 な
モ
デ
 

か
な
 採
用
し
た
が
、
そ
の
男
性
が
支
配
的
な
モ
デ
ル
が
 他 教
派
に
  
 

っ
た
 。
そ
れ
は
、
礼
拝
堂
で
座
る
位
置
が
男
女
で
分
け
ら
れ
る
こ
 とな
ど
 

で
 表
れ
て
い
る
。
ま
た
、
カ
リ
ス
マ
的
指
導
者
の
死
後
、
後
継
者
 
 
 



書評と 

家
族
が
多
い
と
い
う
特
徴
も
あ
る
。
 

一
方
、
近
年
で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
 
式
 結
婚
式
も
増
加
し
た
り
、
 
天
  
 

教
 ・
オ
ウ
ム
真
理
教
・
幸
福
の
科
学
な
ど
キ
リ
ス
ト
教
の
要
素
を
 

 
 

用
 す
る
新
宗
教
も
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
は
日
本
文
化
に
さ
ま
ざ
ま
 
 
 

浸
透
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
 

以
上
が
本
書
の
概
要
で
あ
る
。
不
十
分
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
 
は
評
 

者
の
力
不
足
と
い
う
こ
と
で
お
詫
び
す
子
と
と
も
に
、
関
心
を
持
 
 
 

読
者
は
、
是
非
一
読
さ
れ
る
こ
と
を
お
 助
 め
し
た
 

最
後
に
、
本
書
の
課
題
と
し
て
次
の
二
点
を
挙
げ
て
お
く
。
 

一
 つ
 目
は
、
こ
れ
ほ
ど
丁
寧
に
各
教
派
・
指
導
者
が
詳
述
さ
れ
 
そ
し
 

て
そ
の
背
景
に
多
く
の
文
献
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
資
料
が
あ
る
こ
と
 
 
 

な
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
教
派
の
指
導
者
に
対
し
て
「
 
各
  
 

信
徒
た
ち
」
が
ど
の
よ
う
な
意
識
を
持
ち
、
行
動
を
と
っ
て
い
る
 
 
 

明
確
に
描
か
れ
て
い
な
い
占
で
あ
る
。
 

ハ
 ，
九
章
で
の
死
者
儀
礼
 
に
 関
す
 

る
 部
分
や
、
教
派
の
現
状
・
問
題
点
指
摘
の
部
分
な
ど
で
信
徒
た
 
ち
の
 実
 

態
 の
一
部
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
だ
が
、
評
者
が
行
っ
た
伝
統
 
内
教
派
 

の
 調
査
で
も
、
指
導
者
側
と
信
徒
側
と
の
意
識
・
行
動
の
差
異
な
 
大
変
異
 

味
 深
か
っ
た
こ
と
を
鑑
み
れ
ば
、
こ
の
土
着
型
キ
リ
ス
ト
教
で
も
 
、
信
徒
 

た
ち
の
行
動
を
見
聞
き
し
た
結
果
を
示
す
こ
と
で
、
読
者
は
そ
の
 
田
態
な
 

よ
り
多
角
的
に
理
解
で
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
少
な
く
と
 
6
%
 徒
 

数
の
他
に
、
そ
の
属
性
な
ど
も
示
し
て
ほ
し
か
っ
た
。
 

二
つ
目
は
、
本
書
で
紹
介
さ
れ
た
土
着
型
キ
リ
ス
ト
教
以
外
の
教
 
 
 

視
野
に
入
れ
た
場
合
、
こ
の
土
着
型
の
特
徴
は
、
土
着
型
ゆ
え
の
 
特
徴
と
 

言
え
る
か
ど
う
か
疑
問
に
思
っ
た
占
で
あ
る
。
例
え
ば
、
美
濃
，
 

,
 ツ
ン
ョ
 

ン
は
 宣
教
師
が
立
ち
あ
げ
た
教
派
だ
が
、
現
在
で
は
日
本
人
の
指
 
導
者
 申
 

心
 に
独
特
の
行
動
を
と
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
土
着
型
と
比
べ
る
と
 
、
 @
 
珪
い
 

も
 多
い
が
相
似
点
も
だ
い
ぶ
あ
る
よ
 う
 に
思
え
る
。
一
方
、
日
本
 
基
督
教
 

団
な
ど
の
伝
統
的
教
派
に
属
す
る
教
会
指
導
者
で
も
、
例
え
ば
 
死
 者
 儀
礼
 

に
 関
し
て
、
土
着
型
と
似
た
よ
う
な
試
み
を
実
践
す
る
者
は
い
る
 
。
宣
教
 

師
 た
ち
や
明
治
期
の
日
本
人
指
導
者
た
ち
と
の
土
着
型
の
対
比
は
 
 
 

た
が
、
「
現
代
」
を
視
座
に
入
れ
た
場
合
、
本
書
で
取
り
上
げ
た
 
土
着
型
 

教
派
と
他
の
教
派
と
の
差
異
は
明
確
と
言
え
る
の
だ
ろ
う
か
。
 

三
つ
目
と
し
て
、
文
献
資
料
は
、
各
教
派
の
一
次
・
二
次
資
料
、
 

研
究
 

文
献
な
ど
が
本
書
 末
 に
も
詳
し
く
紹
介
さ
れ
、
引
用
も
明
示
さ
れ
 て
い
る
 

の
だ
が
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
資
料
の
扱
い
で
「
い
つ
・
だ
れ
が
」
と
 
 
 

分
を
示
し
て
い
な
い
点
で
あ
る
。
文
献
収
集
・
参
与
観
察
・
 

タ
ビ
ュ
 

１
が
本
書
の
調
査
の
中
心
で
あ
る
こ
と
は
冒
頭
に
示
さ
れ
て
い
る
 
が
、
社
 

全
学
的
研
究
と
し
て
調
査
法
の
部
分
を
も
う
少
し
詳
し
く
示
し
て
 
 
 

 
 

と
は
言
え
、
最
後
の
問
題
占
は
評
者
が
著
者
に
近
い
研
究
を
し
て
 
 
 

こ
と
と
、
調
査
 
法
 に
強
い
関
心
を
持
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
く
る
 
問
  
 

う
 。
ま
た
前
二
者
の
問
題
は
、
本
書
が
登
場
し
た
こ
と
に
よ
っ
 て
、
 ム
コ
 

後
、
我
々
に
よ
り
多
く
の
探
題
が
見
つ
か
っ
た
と
い
う
指
摘
に
過
 
ぎ
ず
、
 

本
書
自
体
の
価
値
を
減
ず
る
も
の
で
は
な
い
。
ミ
ク
ロ
の
視
点
で
 
調
査
を
 

行
い
つ
つ
、
常
に
マ
ク
ロ
の
視
点
で
理
論
的
分
析
を
行
う
著
者
に
 
よ
っ
て
 

描
か
れ
た
本
書
か
ら
、
多
く
を
学
ん
だ
評
者
は
、
日
本
の
キ
リ
ス
 
ト
 教
の
 

実
証
研
究
に
従
事
す
る
者
と
し
て
、
自
ら
研
究
に
生
か
し
て
い
き
 
 
 

 
 
 
 

思
う
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研 
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耳 介     講 深堀 一 
本 り 検 す 慎一 

討   
日 ノコ @ ユ --   

  査 本、 
  

    
三時 男、   
宮 班者   

  
究 家 を 藤憲 星川 

0
 常
務
理
事
会
 

日
時
二
 0
0
 

一
年
四
月
七
日
 

-
 
十
 -
 一
 三
時
 @
 
一
四
時
 

場
所
 
國
寧
院
 大
学
常
磐
 松 二
号
館
大
会
議
室
 

出
席
者
阿
部
美
哉
、
荒
木
美
智
雄
、
金
井
新
三
、
佐
々
 
%
 安
 幹
 、
島
 

薗
進
 、
鈴
木
艶
人
、
田
島
照
久
、
田
丸
 徳
善
 、
土
屋
 博
 、
 華
 

国
穂
 麿
 、
宮
家
宰
、
 
@
A
H
R
 
理
事
）
目
木
昭
男
 

議
事
 

一
 、
科
学
研
究
費
補
助
金
の
審
査
委
員
候
補
者
に
つ
い
て
 

日
本
学
術
会
議
宗
教
学
研
究
連
絡
委
員
会
の
委
嘱
を
受
け
、
第
一
 

投
書
 

査
 、
第
二
段
審
査
と
も
に
、
継
続
委
員
の
他
に
新
た
に
推
薦
す
る
 
候
補
 

者
を
決
定
し
た
。
 

一
 、
 l
A
H
R
 
二
 O
0
 

五
年
大
会
に
つ
い
て
 

日
程
、
実
施
形
態
、
実
行
委
員
会
等
に
つ
い
て
協
議
し
、
以
下
を
 
理
事
 

会
 に
提
案
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
共
通
テ
ー
マ
 

-
 
仮
題
 -
 ほ
 つ
い
 て
は
 

東
京
大
学
宗
教
学
研
究
室
と
イ
ン
フ
ラ
関
係
小
委
員
会
に
一
任
す
 るこ
 

と
に
な
っ
た
。
な
お
、
同
本
理
事
が
五
月
二
五
、
二
六
日
に
 
オ
ラ
 ン
ダ
 

で
 行
わ
れ
る
 

l
A
H
R
 

理
事
会
に
出
席
し
、
日
程
の
承
認
と
 テ
｜
  
 

報
告
、
了
承
を
得
る
予
定
で
あ
る
。
 

日
程
 

二
 0
0
 

五
年
三
月
二
四
日
一
木
 

-
@
 三
 0
 日
 -
 
永
 -
 

会
報
 

議
事
 

一
 、
 I
A
H
R
 
二
 O
0
 

五
年
大
会
に
つ
い
て
 

常
務
理
事
会
上
程
の
議
案
を
ま
と
め
た
。
 

  



実
施
形
態
 

I
A
H
R
 

二
 O
0
 
五
年
大
会
と
日
本
宗
教
学
会
学
術
大
会
を
あ
わ
 せ
て
 

行
う
。
発
表
 
公
 m
 語
は
英
、
仏
、
日
本
語
ゆ
え
、
通
常
の
学
術
大
 
木
石
仏
 
リ
 

プ
ロ
ク
ラ
ム
 

-
 日
本
語
に
よ
る
発
表
）
を
 IA
H
R
 

二
 O
0
 
五
年
 大
会
 

に
 包
摂
す
る
形
と
す
る
。
 

I
A
H
R
 

二
 O
0
 
五
年
大
会
の
事
務
局
を
東
京
大
学
宗
教
学
研
究
 室に
 

置
く
。
 

・
実
行
委
員
会
敬
称
略
 

責
任
者
と
し
て
 

田
 九
徳
 善
 
・
宮
家
 華
 

渉
外
国
内
 

渉
外
 

I
A
H
R
 

事
務
局
と
の
連
絡
円
本
昭
男
 

渉
外
東
ア
ジ
ア
地
域
宗
教
学
会
荒
木
美
智
雄
 

阿
部
美
哉
 

イ
ン
フ
ラ
関
連
ス
ム
揚
地
 -
 

金
井
新
 三
 

学
術
プ
ロ
グ
ラ
ム
 

な
お
、
実
行
委
員
会
に
は
東
京
大
学
宗
教
学
研
究
室
の
ス
タ
ッ
フ
 
と
、
 

神
道
 
-
 安
藤
谷
正
彦
 @
 
 

仏
教
 
-
 
木
村
清
孝
 -
 

キ
リ
ス
ト
教
 
-
 
土
屋
 連
 
イ
ス
ラ
ム
一
中
村
 廣
 治
郎
 一
 

中
国
宗
教
（
福
井
文
雅
）
宗
教
人
類
学
一
佐
々
木
 
宏
幹
 -
 

宗
教
社
会
学
 -
 
嵩
 薗
 進
 @
 
 宗
教
哲
学
 
-
 
田
島
照
久
 -
 

な
ど
関
連
分
野
（
 
学
ふ
 き
を
代
表
す
る
研
究
者
に
加
わ
っ
て
い
た
  
 

こ
と
を
考
え
、
 

一
 
-
 内
に
記
し
た
先
生
に
人
選
を
依
頼
す
る
こ
と
 に
な
 

っ
た
 。
 

財
政
 

 
 

 
 

で
き
る
だ
け
参
加
者
か
ら
の
登
録
 料 で
行
う
が
、
日
本
学
術
会
議
 
 
 

公
的
機
関
へ
の
応
募
等
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
。
登
録
 
料
は
 開
催
 

メ
ト
 

0
 
理
事
会
 

日
時
二
 00
 

一
年
四
月
七
日
三
一
一
四
時
 
@
 

一
六
時
 

場
所
 
國
睾
院
 
大
学
常
磐
 松 二
号
館
大
会
議
室
 

出
席
者
安
蒜
 谷
 正
彦
、
阿
部
美
哉
、
新
井
昭
 廣
 、
 洗
建
 、
荒
木
 実
智
 

雄
 、
井
上
順
孝
、
加
藤
智
見
、
金
井
新
 三
 、
川
崎
信
定
、
 
孝
 

本
貫
、
佐
々
木
 宏
幹
 、
佐
藤
憲
昭
、
島
 薗
進
 、
鈴
木
眉
目
、
 

鈴
木
 範
久
 、
鈴
木
正
 崇
 、
高
田
信
良
、
田
島
照
久
、
田
九
徳
 

善
 、
月
末
昭
男
、
土
屋
 博
 、
鶴
岡
 賀
雄
 、
華
 園
聴
麿
 、
松
本
 

滋
 、
宮
家
 準
 、
 -
 久
留
米
大
学
 -
 大
久
保
雅
行
、
野
村
暢
 清
 、
 

一
 情
報
化
委
員
 
ム
巴
 
石
井
研
 士
 

議
事
 

一
 、
第
六
 0
 
国
学
術
大
会
に
つ
い
て
 

九
月
一
四
 
-
 
金
一
 @
 

一
六
口
 
-
 日
 -
 の
 三
日
間
、
久
留
米
大
学
で
行
わ
 

れ
る
 

学
術
大
会
の
詳
細
に
つ
い
て
、
開
催
 校
 で
あ
る
同
大
学
の
野
村
 評
議
 

員
 、
大
久
保
評
議
員
 よ
 り
報
告
が
あ
り
、
承
認
さ
れ
た
。
 

日
程
の
概
要
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
 

九
月
一
四
日
一
 金
 -
 
各
種
委
員
会
、
開
会
式
、
公
開
講
演
会
、
琴
   

べ
 、
理
事
会
 

九
月
一
五
日
 
釜
 -
 
研
究
発
表
、
評
議
員
選
考
委
員
会
、
評
議
員
 ム %
 、
 

 
 
 
 
 
 

会
員
総
会
、
懇
親
会
 

 
 

九
月
一
六
日
一
日
）
研
究
発
表
、
「
宗
教
研
究
 

口
 編
集
委
員
会
 

 
 

 
 

大
会
参
加
・
研
究
発
表
の
申
込
締
切
は
六
月
一
口
 - 金一
。
 

地
 で
決
定
で
き
る
の
で
、
九
月
の
理
事
会
で
金
額
を
提
示
で
き
る
 よう
 

検
討
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
 



一
、
二
 0
0
 

一
年
度
日
本
宗
教
学
会
賞
選
考
委
員
に
つ
い
て
 

継
続
の
宇
都
宮
輝
夫
、
川
崎
信
定
、
鈴
木
右
目
の
 三
 氏
に
加
え
て
 
、
大
 

貫
隆
 、
大
村
英
昭
、
加
藤
智
見
、
櫻
井
治
男
の
四
氏
が
選
任
さ
れ
 
,
@
 

@
@
 

ハ
 。
 

Ⅰ
新
入
会
員
に
つ
い
て
 

別
記
三
四
人
の
入
会
が
承
認
さ
れ
た
。
 

一
、
 I
A
H
R
 

二
 O
0
 
五
年
大
会
に
つ
い
て
 

宮
家
会
長
よ
り
、
同
日
行
わ
れ
た
常
務
理
事
会
の
決
定
事
項
に
つ
   

報
告
が
あ
り
、
承
認
さ
れ
た
。
 

一
 、
石
井
情
報
化
委
員
よ
り
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
 つ
い
て
 

以
下
の
報
告
が
あ
っ
た
。
 

 
 

二
 0
0
0
 
年
度
分
の
科
学
研
究
費
補
助
金
は
作
業
が
終
了
し
 -
 
全
  
 

四
分
の
一
に
相
当
一
、
引
き
続
き
 

二
 0
0
 

一
年
度
分
を
申
請
し
た
 
。
 ム
フ
 

後
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
の
公
開
を
予
定
し
て
い
る
。
 

 
 

国
立
情
報
学
研
究
所
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
く
予
定
で
あ
る
 @
 
同
に
 

立
ち
上
げ
、
八
月
に
会
員
に
通
知
予
定
㍉
電
子
図
書
館
サ
ー
ビ
 
 
 

リ
ン
ク
さ
せ
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。
 

学
会
会
則
の
英
訳
者
に
つ
い
て
ば
、
宮
家
会
長
と
石
井
委
員
に
一
 

任
す
 

る
こ
と
に
な
っ
た
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
サ
ポ
ー
 
ト
等
 

を
行
 う
 若
手
会
員
に
よ
る
拡
大
委
員
会
の
人
選
に
つ
い
て
も
、
 

石
 井
委
 

員
 に
一
任
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。
 

一
、
 ロ
木
学
術
会
議
所
連
の
活
動
に
つ
い
て
 

宗
教
学
研
 連
 

同
研
 達
三
催
の
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
下
記
の
日
程
で
行
う
こ
と
 
が
宮
 

0
 新
入
会
員
一
四
月
七
口
承
認
 分
 ）
 

新
井
宏
 依
 
大
正
大
学
大
学
院
一
丁
 

一
 0
 ニ
 ー
 0
0
0
 
七
中
 典
医
 日
 

本
橋
浜
町
二
ー
 
ニ
 ー
ニ
ー
 六
 0
 三
一
 

京
経
 
武
 

東
京
外
国
語
大
学
大
学
院
一
丁
 二
 0
 ニ
 ー
 0
0
 
一
 四
面
 

よ が と 行昨哲 
り か 他わ年学   発テ 湯口合 家 

長 よ 報告りと 者が れ 、 研 連 神道 仏教 道教 キリ メン 世 「 「 道 亜朋一 １％ 所 侍 
  

  
        新 伊 砂土 

表鈴慈 と 瑞   
た拙 「」 

学 七 % 
室戸   

  
    

        博一       
金 井のに 実話 シ ン 助援 数一一 授 大 % 

子院 編 
  

集 分 
教 

艮一 

  
て ウ 授 ポジ 哲研連 世界」 お、 し -   

委 を 自 ム 
授 - 

セ 
買手己が 時 
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東
京
市
富
士
町
 ニ
 ー
ニ
ー
 
二
 

栂
尾
 

潔
 

一
橋
大
学
大
学
院
〒
五
九
 0
 ｜
 0
 
一
四
四
 
堺
 市
 赤
坂
 

ム
ロ
 
上
ハ
｜
 一
四
 ｜
一
｜
 
一
一
 
0
 
一
 

江
川
純
一
東
京
大
学
大
学
院
一
丁
一
一
三
ー
 
0
0
 
二
四
文
 東
区
西
 

片
ニ
ー
 
一
六
 ｜
 
一
二
同
志
全
学
生
寮
 

大
江
 

満
 

日
本
聖
公
会
ウ
イ
リ
ア
ム
ス
神
学
館
非
常
勤
講
 
師
 

一
 
T
-
 
ハ
 

0
 ニ
ー
 八
二
 0
 入
京
都
市
北
区
紫
竹
 西
桃
ノ
 
本
町
 四
 

ニ
 ー
 七
 

北
村
浮
力
 

大
澤
応
制
 
駒
澤
 大
学
大
学
院
〒
一
五
四
 
｜
 0
0
 
一
四
世
 田
谷
区
 

新
町
一
 ｜
五
｜
 
三
一
橋
本
荘
 二
 0
 二
 

大
城
公
男
東
北
大
学
大
学
院
一
丁
九
八
 0
 ｜
 0
 八
七
一
 

仙
 ム
ロ
 

山
生
月
 

+
 

業
因
八
幡
 ニ
ー
五
｜
五
 

竹
葉
ハ
イ
ツ
 
A
 棟
 三
 0
 
一
 

大
西
 

薫
 

関
西
大
学
非
常
勤
講
師
一
丁
 -
 
八
七
八
 ｜
 
一
二
三
一
 
兵
庫
 

県
 赤
穂
郡
上
郡
町
上
郡
九
八
 0
 

沖
塩
 

両
手
東
京
大
学
大
学
院
〒
四
一
 0
 ｜
 0
0
 

五
九
 

沼
 津
市
若
 

葉
 町
一
三
ー
二
四
エ
ン
ゼ
ル
ハ
イ
ム
沢
田
三
 
0
 八
 

香
川
真
二
熊
谷
大
学
大
学
院
一
丁
六
一
二
 ｜ 八
四
一
四
頁
  
 

見
図
 竹
田
役
川
原
町
四
八
 ｜
ニ
 １
匹
 0
 
一
 

朝
永
 恩 
神
戸
市
外
国
語
大
学
大
学
院
一
丁
 -
 
八
五
 0
 ｜
 0
 O
 
 一
二
 

神
戸
市
中
央
区
北
長
秋
通
円
１
人
 ｜
一
 0
 
 コ
ー
ポ
 ド
リ
 

１
ム
一
二
 
0
 二
 

金
丸
謙
一
郎
東
北
大
学
大
学
院
一
丁
九
八
 
0
 ｜
 0
0
 

六
五
 

仙
 ム
ロ
十
両
小
生
月
 

葉
区
 土
樋
 
一
 １
匹
 ｜
 五
道
交
会
館
 

報
 

川
上
恒
雄
ラ
ン
カ
ス
タ
ー
大
学
力
の
の
の
 ぃ
 「
 
ぃ
プ
 の
（
 
c
&
0
 
コ
二
丁
 二
 五
三
 ｜
 

0
0
 五
四
茅
ケ
崎
市
東
海
岸
 
南
四
｜
 
ニ
ー
三
四
 

。
 
"
 
"
 
ヱ
ズ
 

川
村
信
三
上
智
大
学
専
任
講
師
一
丁
 一
 0
 
ニ
ー
 八
五
七
一
 

千
代
田
 

区
 紀
尾
井
町
 セ
ー
一
 

S
J
 

ハ
ウ
ス
 

桑
原
俊
一
北
海
学
園
大
学
教
授
 
干
 0
0
 

四
｜
 0
 
八
三
五
 
 
 

清
田
区
真
柴
五
条
三
 
｜
 
一
二
ー
三
一
 

近
藤
剛
京
都
大
学
大
学
院
一
丁
 
@
 上
八
五
 ｜
 0
 

八
八
二
字
  
 

本
 南
一
 
｜
 二
九
 ｜
一
｜
セ
 0
 

一
 

坂
井
 

祐
同
 

大
谷
大
学
特
別
研
修
貫
一
丁
 - ハ 0
 
ニ
 ー
 0
 八
四
 五
 

京
都
 

市
上
京
区
寺
町
 通
 今
出
Ⅲ
 下
ル
 真
如
堂
前
町
一
一
一
 
｜
一
 

川
田
ハ
イ
ツ
 
二
 F
 四
号
 

佐
藤
助
立
教
大
学
教
授
一
丁
一
八
三
ー
 
0
0
 

四
一
府
中
  
 

町
ニ
 ー
三
一
 
｜
 二
七
 

篠
田
畠
 宜
駒
澤
 大
学
大
学
院
一
丁
二
七
三
ー
 
0
 

一
 0
 

一
鎌
 ケ
 各
市
 

@
@
 

田
岡
一
一
 
｜
一
｜
一
 -
 
ハ
 

柴
田
文
彦
 
駒
澤
 大
学
大
学
院
一
丁
 
二
 ユ
ニ
ー
 0
0
 

一
一
 

横
 浜
 市
港
 

北
区
菊
 毛
五
 １
匹
１
匹
 0
 

の
 。
 目
 P
u
 
め
 。
 ま
 @
r
a
 
 
東
京
大
学
大
学
院
一
丁
一
一
四
 ｜
 0
0
 

二
 四
 

北
区
 

西
ケ
原
 ニ
ー
 四
八
 ｜
 
一
 二
 

カ
ー
サ
・
あ
す
か
 
一
 0
 
一
 

高
橋
修
史
東
北
大
学
大
学
院
一
丁
九
八
四
 
｜
 0
 
八
二
七
 

仙
 4
 ロ
 +
m
 
若
 

林
 区
南
小
泉
 
ニ
 ー
 二
 0
 ｜
 
一
七
本
吉
方
 

高
橋
由
記
子
大
正
大
学
大
学
院
〒
一
五
八
 
｜
 0
0
 

八
三
世
 田
谷
区
 

奥
沢
 セ
 ー
 二
 0
 ｜
 
一
二
ー
 
二
 0
 三
 

高
山
貞
実
上
智
大
学
講
師
（
嘱
託
一
一
丁
 

一
 0
-
 ハ
 ー
 0
0
 

一
一
 
一
二
 
港
 

 
 
 
 

図
 六
本
木
口
 ｜
 ニ
ー
三
九
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
 
丑
古
印
 ，
，
 
聖
 

 
 

 
 

ョ
ゼ
フ
 修
道
院
内
 

9
 

 
 

辻
村
 志
 の
ぶ
東
京
大
学
大
学
院
一
丁
一
八
五
 
｜
 0
0
 

三
五
国
 介
音
 市
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日
本
宗
教
学
会
理
事
、
前
沖
縄
国
際
大
学
学
長
、
平
敷
台
 
治
先
 生
は
、
 

二
 0
0
 
一
年
五
月
八
日
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
享
年
六
八
歳
。
こ
こ
 
に
謹
 

ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
、
 ご
 冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
 

会
員
訃
報
 

西
町
 四
｜
 ニ
ー
 三
 

メ
ゾ
ン
け
や
き
 
二
 0
 
三
一
 

外
川
昌
彦
広
島
大
学
助
教
授
一
丁
 セ
 三
九
 ｜
 八
五
二
九
束
 広
島
市
 

鏡
山
一
 
｜
五
｜
一
 

広
島
大
学
国
際
協
力
研
究
科
 

中
谷
 

基
志
 

東
京
大
学
大
学
院
一
丁
一
五
四
 ｜
 0
0
0
 

一
世
 田
谷
区
 

池
尻
 ニ
ー
 
一
六
 ｜
三
 0
 ｜
一
 
B
 

本
多
彩
大
阪
大
学
大
学
院
 
十
 五
八
一
 
｜
 0
 
八
三
四
八
 尾
 面
責
 

振
町
四
｜
一
 

牧
野
仁
 龍
 谷
大
字
大
学
院
一
丁
 
六
セ
ニ
 ー
 0
 五
五
二
一
一
 一
木
市
 志
 

染
 町
中
自
由
が
丘
 
ニ
 ー
二
九
九
 

一
一
 
フ
 土
芳
一
久
留
米
大
学
教
授
〒
八
三
九
１
ハ
 
セ
九
 0
 
 
久
 留
 米
市
 

御
井
町
一
六
三
五
久
留
米
大
学
文
学
部
 

山
口
弘
 汗
 

国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
大
学
院
一
丁
一
八
四
 ｜  
 

一
 
小
金
井
市
東
町
二
 
｜
 一
六
 ｜
一
 
0
 

吉
江
孝
美
大
阪
外
国
語
大
字
大
学
院
一
 T
-
 ハ
 0-
 ハ
 ー
 0
0
O
 
一
二
一
足
 

都
市
左
京
区
岩
倉
南
大
鷺
 町
九
｜
 二
三
 0
 

李
研
 敵国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
大
学
院
〒
一
一
四
 

｜
 O
O
 

一
 

一
 
北
区
昭
和
町
一
１
人
 
｜
一
 
三
平
和
花
押
 0
 
一
 

「
 由
 c
e
p
n
E
-
 

ぽ
 臥
り
 コ
 
東
京
大
学
大
学
院
一
丁
一
六
八
 ｜
 0
0
 
上
ハ
 四
杉
 

旭
 区
永
福
 ニ
ー
 四
三
１
元
神
崎
万
一
 
0
 
一
 

 
 

徳
田
幸
雄
東
北
大
学
助
手
 

土
井
健
司
 

玉
 Ⅲ
大
学
助
教
授
 

大
久
保
裁
定
慶
 礁
 義
塾
大
学
専
任
講
師
 

石
川
明
人
北
海
道
大
学
大
学
院
 

蝶
 野
立
 彦
 

早
稲
田
大
字
非
常
勤
講
師
 

大
利
裕
子
同
志
社
大
学
非
常
勤
講
師
 

田
島
照
久
早
稲
田
大
学
教
授
 

田
島
忠
 篤
 

天
使
大
学
教
授
 

三
木
莫
大
阪
国
際
大
学
助
教
授
 

国
松
明
美
プ
ー
ル
学
院
大
学
非
常
勤
講
師
 

真
野
俊
和
筑
波
大
学
教
授
 

新
田
均
皇
軍
 館 大
学
助
教
授
 

櫻
井
治
男
皇
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BOOK@ REVIEW 

TAKEUCHI Yosh;nori, ed. 

B ㍑ ぱみゎむ t S ゅヶわ励は ん %  Ⅱ :  L はルア C んヶんぱ ， Kn 郷 a,/ ゆ ㏄ 後 ほん は たんを 

Ⅳ。 ル捌 Wo 『 Zd 
New  York  : Crossroad  Publishing  Co., 1999,550pp.834.95 

Ruben L ・ F ， HABITO 

Thisbo0k  unde Ⅰ ト eview  istheninth  0fa 士 wenty-%vevolumeserieSissued 

by  C Ⅱ ossr0ad  entitled  レリ もⅣ イ S め ir 庁れは ね 仮 :  A 後 E ん釧 c/o ゆ携ぢぱわ H む f0 り 0/  7%e 

Ⅱ せ クノ 獲 /0 ぴ 5  Q ㏄ 6Sf, and  the  second  of た w0  devoted  t0  Buddhist Spirituality. 

The@series@itself@is@a@project@that@was@conceived@and@initiated@in@the@1980 ， s 

Wth@ a@ Board@ of@ Editors@ and@ Advisors@ listing@ forty@ world ， renowned 

scholars ， including@ the@ late@ Mrcea@ Eliade ， Huston@ Smith ， Rai   undo 
Pani   kar ， Jacob@ Needleman ， Tu@ Wei ， Ming ， Annamarie@ Schi   mel ， and 

other@illustrious@names@familiar@to@those@engaged@in@the@study@of@religions   

Each@ of@ the@twenty-five@ volumes@ opens@with@ a@ common@ preface@by@the 

General@ Editor ， Ewert@ Cousins ， Professor@ Emeritus@ at@ Fordham@ Univer- 

sity ， which@ lays@out@the@intent@ of@the@entire@project ， and@ offers@a@working 

definition@ of@ the@ key@term ， "spirituality ， " 

Th@   se Ⅱ     es’ocuses on that inner dimenSon of the person called by 

certa@@   traUtions@"the@spirit ． "@ THs@spiritu3@   core@@@   the@deepest@center 

of the person ， It @     here that the person @   open to the transcendent 

dimenSon@;@ @@   @@     here@that@the@person@experiences@ul   imate@reali   y ． The 

series@explores@the@discovery@of@this@core ， the@dynamics@of@this@develop   

merit ， and@ its@ j   urney@ to@ the@ ultimate@ go3   ． It@ deas@ Wth@ prayer ， 

spiritual@ direction ， the@ various@ maps@ of@ the@ spiritual@ journey ， and@ the 

methods@ of@advancement@ in@ the@spi   i   ual@ ascent   

Th@@   key@ term@ (spi   iualiy)@ thus@ offers@ a@ ditncLve@ perspec Ⅰ     ve@ for 

studying@ the@ various@ religious@ traditions@ of@ the@ world ， at@ the@ same@ time 

suggesting@ a@ common@ ground@ that@ would@ enable@ adherents@ of@ any@ given 

rCigious@communi   y@to@engage@those@of@other@tradi   ions@in@fruitful@conver- 

sation ・ The@ merits@ of@each@ volume@ can@thus@ be@ assessed@ in@the@ context@ of 

this@grid@for@which@the@whole@series@has@been@set ． I@will@offer@comments@on 
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the@present@ volume@under@review@with@this@ in@mind ， 

The@ book@ is@ divided@ into@ four@ sections ， addressing@ developments@ in 

Buddhist@ spirituality@ in@ l)@ China@ of@ the@ later@ period@ (with@ a@ focus@ on 
Ch ， an) ， 2)@ Korea@from@Silla@to@the@Modern@period ， 3)@ Japan@throughout@its 
hitory,@and@4)@ more@recent@devCopments@over@a@wider@geographi   al@area   

In@ the@ first@ section ， the@ opening@ essay@ by@ the@ late@ Philip@ Yampolsky 

provides@a@helpful@historical@sketch@of@major@trajectories@of@Ch ， an@in@China ， 

though@ it@ is@written@ without@ much@ consideration@ for@ or@ reflection@ on@ the 

particular@focus@of@the@volume@(and@of@the@series)@on@spirituality@as@such   

On@ a@ different@ note ， the@ articles@by@ Thomas@ Kasulis@ and@ Dale@ S ， Wright 

provide@ insightful@ pictures@ of@Ch ， an@ spirituality ， describing@ contributions 

of@ major@ figures@ and@ outlining@ key@ themes@ that@ occupied@ practitioners ， 

Julia@Ching ， s@essay@is@also@illuminating@and@helpful@for@understanding@some 

of@the@dynamics@involved@the@interaction@between@Ch ， an@and@Confucianism 

throughout@Chinese@history ． However ， a@statement@ to@the@effect@that@ "i   

China ， the@Ch ， an@rapprochement@with@Pure@Land@on@the@one@side@and@with 

Confucianism@on@the@other@would@eventually@dissolve@the@identity@of@Ch ， an 

Buddhism@itself"@ (p ， 53)@ is@to@this@ reviewer@somewhat@too@sweeping ， and 

calls@for@further@scrutiny ． As@ an@ afterthought ， the@ inclusion@ of@ an@essay 

detailing@ the@ influence@ of@ Taoist@ elements@ in@ the@ development@ of@ Ch ， an 

would@have@enriched@this@section ， and@would@have@enhanced@the@picture@of 

Chinese@ Buddhist@ spirituality@as@presented@in@this@volume   

The@ articles@ @@   the@second@section@ on@ the@var*   us@ stages@ and@ facets@ of 

Korean@ BuddHst@ spiritu3ity ， by@ Sung@ Bae@ Park ， Robert@ E ， BuswCl@ Jr ， ， 

and@ Hendrik@ H ． Serensen ， are@ solid@ historical@ as@ well@ as@ reflective@ and 

thematic@ accounts@highlighting@the@pivotal@role@of@this@peninsular@culture 
in@ the@transmission@and@ development@ of@ Buddhism@ in@East@Asia   

The@ third@ section@ of@ the@ volume@ addresses@ developments@ in@ Japanese 

Buddhist@spirituality ， from@ its@foundations ， through@the@Nara@and@ Heian ， 

Kamakura ， Tokugawa ， and@modern@periods ， with@ nineteen@contributions 

by@ twenty ， one@ eminent@ scholars ， Japanese@ and@ non ， Japanese ， The@ bal ， 

anced@ and@ thoughtful@ treatment@ of@ themes@ by@ the@ individual@ authors ， 

well-known@ for@ their@ work@ on@ the@ particular@ topics@ they@ address@ here ， 

conveys@a@sense@of@deep@fami Ⅰ     arity@with@the@subject@matter@on@their@part   

All@ this@also@attests@to@ the@masterful@ grasp@of@the@field@as@a@whole@on@the 
part@ of@ the@ editorial@ team 、 headed@ by@ Takeuchi@ Yoshinori ， Professor 

Emeritus@of@Kyoto@ University ， assisted@by@the@Staff@ of@ the@ Nanzan@Insti- 
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tute@for@ RCigion@ and@C ℡   ture   

The@ fourth@and@last@section@entitled@ Arts ， Society ， and@ New@Directions ， 

opens@ with@ a@ refreshing@ article@ by@ Mimi@ Hall@ Yiengpruksawan ， entitled 

"Buddha ， s@ Bodes@ and@ the@ Iconographi   3@   Turn ， "@ doi   eatng@ @@   concrete 

det3l@the@spiritu3@   Sg Ⅱ     ficance@of@arti   tic@expresSon@throughout@the@ages   

The@articles@on@"Buddhist@Spirituality@in@Modern@Taiwan"@by@Heng ， Ching 

SHh ， on@"The@Soka@Gakk3@     and@the@Modern@Reforma Ⅰ     on@of@Buddhi   m"@by 

Shimazono@ Susumu ， and@ on@ "Contemporary@ Buddhist@ Spirituality@ and 

Social@ Activism"@by@Sallie@King ， are@significant@for@their@very@inclusion@in 

the@ volume@ as@ well@ as@ for@ their@ particular@ content ， making@ up@ for@ a 

perspecLve@lacking@in@the@first@volume@(see@bCow) ． The@last@two@articles, 

on@Theravada-based@spirituality@and@on@Zen@in@the@West ， respectively ， are 

attempts@ at@ desc Ⅱ     bing@a@moving@ target,@ and@need@to@be@supp Ⅱ   mented@by 

other@ contemporary@ sources ． UnfortunatCy ， one@ looks@ @@   va@@   in@ thi   

volume@ for@ descriptions@ of@ developments@ in@ Pure@ Land@ and@ Tibetan 

Buddhist@spirituality ， two@ other@streams@that@ have@ come@ to@be@influential 

in@the@ Western@hemisphere@ in@ their@ own@ respective@ ways   

My@review@of@the@first@voume@(issued@@@   1993)@on@Buddhist@Spi   iuai   y 

covering@ Indian ， Southeast@ Asian ， Tibetan ， and@ Early@Chinese@ Buddhism 

(see  E ㏄ル イれ B れみ ばん ㍊， Vol.XXIX  N  0 ． 1, 1996, pp.141-   146) desc ㎡ bed  the 

strengths@ and@ merits@ of@ the@ ea Ⅱ   ier@ co Ⅰ   ecLon@ of@ essays,@ but@ al   o@ noted 

some@glaring@lacunae ， In@short ， as@the@first@volume@placed@its@emphasis@on 

what@ Nagao@ Gadin@ has@ termed@ the@ "ascending@ movement"@ of@ Buddhist 

spi Ⅱ     tu3ity ， that@ i   ， the@ path@ toward@ awakeni   g ， wih@ meGtati   n3@   prac   

ti     e@ aa@ the@ centr3@   feature 、 it@ thereby@ f3led@ to@ gi   e@ due@ treatment@ to 

features@of@the@"descending@movement ， "@that@is ， the@way@of@embodying@that 

awakening@ in@ daily@ life@ and@ in@ society ・ Also@ noted@ was@ that@ this@ first 

volume@ did@ not@ offer@ adequate@ treatment@ of@ Buddhist@ spirituality@ for 

non ， monastic ， that@ i   ， lay@ persons ， and@ for@ women ， through@ the@ different 

hi   to Ⅱ     c3@   epochs@covered   

This@ second@ volume@ has@ fortunately@ been@ able@ to@ fill@ in@ some@ of@ those 

lacunae@noted@ in@the@ first ． Many@ of@the@authors@have@ of@course@addressed 

the@question@of@ attaining@enlightenment ， or@ attaining@ rebirth@ in@the@ Pure 

Land@or@Lotus@ Land@("the@ascending@movement") ， but@due@treatment@has 

a Ⅰ   o@ been@ @ven@ @@   th@@   second@ voume@ to@ the@ ways@ in@ whi   h@ those@ who 

pursued@the@various@paths@of@Buddhist@spirituality@embodied@this@pursuit@ir 
their@worldly@@ves,@ in@the@context@of@their@society@and@culture ， in@differen 
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historical@ epochs@ and@geographical@ areas ， 

These@two@voumes@together@pro Ⅴ     de@i   Sghtf@@   and@enga8ng@rea Ⅰ     ng ， at 

the@same@time@serving@as@a@valuab@@   reference@guide@to@the@state@of@the@art 

of@the@field@ for@ scholars ， as@ well@ as@ for@readers@interested@ in@the@ Buddhist 

tradition@ in@ particular ， and@ in@ the@ study@ and@ practice@ of@ religion@ and 

spi   itu3i   y@ in@ general   
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Tillich's Theory of Religious Art and 
the Metaphysics of Meaning 

~ S H I K A W A  Akito 

Tillich's religious thought has a close relationship with expressionist art  
and this fact could help uncover a truer understanding of his religious 
thought. The purpose of this paper is to grasp his concept of religious art 
and to understand the reason for it in view of his metaphysics of tneaning. 

The point of Tillich's theory of art is that religious art should be judged 
by its Gehalt (import) rather than its Inhalt (subject matter). Even if  an 
artwork depicts traditional religious symbols, Tillich does not always 
recognize it to be religious art, and he often affirms expressionist art 
which depicts landscape or still life as religious art. The importance lies 
not so much in what the subject matter is as how it expresses the ultimate 
reality. It has been often said that Tillich sees art only from a religious 
viewpoint and makes light of the significance of art itself, but his theory 
of art  should be regarded within the framework of theological argument. 
Therefore, the problem which we must consider is how to clarify the 
philosophical or theological basis of Tillich's understanding of art. The 
concern here is Tillich's concept of religious art in relation to his meta- 
physics of meaning. Through an investigation of metaphysics of meaning, 
the basis of his theory of art may be discovered and conversely it will 
suggest that Tillich's understanding of expressionism or religious art is a 
clue to the study of his religious thought. 



Misidn de la raza cdsmica : 
pensamiento religioso de JOSE Vasconcelos 

OKUBO Norihiro 

Jose Vasconcelos (1882-19591, destacado fil6sofo y pedagogo mexicano, 
designado Secretario de Educaci6n Ptlblica en el rEgiinen revolucionario 
de A~varo Obreg6n (lgZO-lg24). est5 considerado en general como precur- 
sor del nacionalismo racista de MExico y de America Latina, por su 
famosa obra denominada La raza co'smica (19251, pero no se ha aclarado 
suficientemente que en ella Vasconcelos desarrolla un pensamiento 
religioso tambien. A pesar de ser catSlico no desea un tip0 de catolicismo 
que choque contra el gobierno sin0 una nueva religi6n que armonice con 
la politica y unifique a1 pueblo mexicano para construir una naci6n. Se 
trata de una religi6n civica, segfin indican Robert N. Bellah y Phillip E. 
Hammond. Expulsado del gobicrno, sin embargo, Vasconcelos se reinte- 
gra a la fe cat6lica. Esta transici6n de su pensamiento religioso se puede 
comprobar e n  La Nueua Denzocracia, peri6dico publicado en Nueva York 
por un misionero protestante norteamericano, en que Vasconcelos escribe 
algunos articulos, a traves de 10s cuales este ensayo descubrirg su idea de 
religi6n civica y un aspect0 de la corriente del pensamiento religioso 
durante la Epoca revolucionaria mexicana. 



Logos and Alogos : Justin Apologist's Logos Doctrine 
and the Persecution of Christianity 

DO1 Kenji 

In this article I discuss Justin's Logos doctrine from the point of view of 
the persecution of Christianity. For Justin the persecution of Christianity 
by the Roman Empire is caused irrationally (oi/idyos ; %oyog), a s  in the 
case of Socrates, by people who live irrationally and are  driven irration- 
ally by demons. The  demons symbolize the irrationality of such a persecu- 
tion. Why is the Christian persecuted? The reason is that the Christian 
does live according to  Logos itself (i.e., Jesus Christ) : there is no good 
reason (Adyos) for it. The  persecution is irrational (%oyos). Justin's 
usage of %oyos is based upon the persecution of Christianity. By suggest- 
ing this irrationality Justin demands rationality   ad yo^) of the emperors 
who long to be pious and philosophical. This rationality means not only 
to  be intellectually right but also to  live according to  the truth (i.e., 
Logos). In his Apologies Justin tries to  demonstrate that the Christian 
does live according to  the truth. For him Socrates is not a philosopher, hut 
is persecuted for living according to the truth (Adyos) and martyred. 
Christ is, a s  the Logos itself, the Power of God who makes it possible for 
everybody to live according to  the truth until death. Justin does not intend 
the hellenization of Christianity by his Logos doctrine. T o  live according 
to the truth, even in the midst of persecution, is a fundamental part of 
Justin's Logos doctrine. 



Religious Conversion and Understanding the Religious 
Person : Uchimura Kanz6, Niijima J6, 
Kiyozawa Manshi, Takayama Chogyii 

TOKUDA Yukio 

One of the most important problems of a conversion study is to  define 
"conversion." It is certain that the objects and methods of conversion 
studies depend ultimately on definitions of conversion, and the history of 
conversion studies has developed around concepts of it. In this article, I 
first survey the history of conversion studies from the standpoint of 
concepts of conversion. Based on this examination, I define "religious 
conversion" as  the structural transformation of existence from human- 
centredness to Reality-centredness. Then I call the person whose exis- 
tence is Reality-centred a "religious person." This framework is distinc- 
tive in its consideration of the structure of human existence and in i t s  
viewpoint of considering activity from the perspective of "reality." In this 
paper, the validity and the efficacy of this framework are  suggested by the 
following case studies ; Uchimura Kanzo, Niijima Jo, Kiyozawa Manshi, 
and Takayama Chogyii. The  first two are  Christians, and the latter two 
are  Buddhists. The significant implication is that there is a common 
structure in religious conversion beyond differences based upon specific 
faith or belief. I also try to  open up a new field of conversion studies with 
a discussion about the interactive relation between an interpretation of 
religious conversion and an understanding of individuals. 




